
は
じ
め
に
 
 

宮
座
は
近
畿
地
方
を
中
心
と
し
て
多
く
の
事
例
が
見
受
け
ら
れ
、
福
岡
県
に
も
宮
座
が
比
較
的
多
く
存
在
し
て
い
た
。
宮
座
に
つ
い
 
 

て
は
こ
れ
ま
で
膨
大
な
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
主
流
は
歴
史
的
研
究
で
あ
る
が
人
類
学
や
民
俗
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
も
お
 
 

（
1
）
 
 

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
研
究
課
題
は
こ
れ
ま
で
の
宮
座
研
究
に
続
く
研
究
と
し
て
、
宮
座
が
明
治
以
降
に
お
け
る
社
会
状
況
の
変
 
 

化
の
中
で
ど
の
よ
う
に
対
処
し
変
容
し
て
き
た
か
と
い
う
そ
の
変
容
過
程
を
検
討
し
、
存
在
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

山
 
口
 
信
 
枝
 
 
 

∧
論
文
要
旨
＞
 
宮
座
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
近
代
以
降
の
研
究
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
本
稿
で
は
近
代
に
 
 

じ
ん
か
 
 
 

お
け
る
宮
座
の
変
容
過
程
を
検
討
し
た
。
事
例
と
し
て
福
岡
県
浮
羽
町
賀
茂
神
社
の
神
和
（
宮
座
）
 
に
つ
い
て
、
明
治
・
大
正
期
を
中
心
と
し
て
戦
後
 
 
 

を
含
め
て
、
政
治
、
山
林
、
水
利
の
問
題
と
関
連
し
て
述
べ
る
。
こ
の
神
和
は
村
の
祭
祀
集
団
で
あ
る
と
と
も
に
、
指
導
者
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
 
 
 

村
で
は
神
和
構
成
員
の
間
で
政
党
争
い
や
、
山
論
で
対
立
と
融
和
を
繰
り
返
し
た
が
、
隣
村
と
の
水
論
で
は
団
結
し
て
行
動
し
た
。
神
和
は
社
会
情
勢
 
 
 

と
と
も
に
変
化
し
、
よ
り
拡
大
さ
れ
た
氏
子
祭
に
組
み
込
ま
れ
、
規
約
上
は
消
滅
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
神
和
の
系
譜
を
ひ
く
家
々
は
、
氏
子
祭
 
 
 

に
お
い
て
役
職
の
一
層
書
き
を
変
え
な
が
ら
存
続
し
て
い
る
。
旧
神
和
構
成
員
は
氏
子
祭
の
な
か
で
、
村
の
統
一
を
は
か
り
、
自
治
を
運
営
し
て
い
く
中
 
 
 

核
的
存
在
で
あ
り
、
現
在
で
も
旧
神
和
的
機
能
を
持
続
し
て
い
る
。
 
 

∧
キ
ー
ワ
ー
ド
＞
 
持
続
、
変
容
、
宮
座
、
神
和
 
（
宮
座
）
構
成
員
、
村
 
 

近
代
に
お
け
る
宮
座
の
変
容
と
持
続
 
 

じ
ん
か
 
 

－
 
福
岡
県
賀
茂
神
社
の
神
和
（
宮
座
）
 
を
事
例
と
し
て
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宮
座
は
一
般
的
に
は
 
「
神
事
執
行
に
つ
い
て
独
占
的
な
権
能
を
氏
子
内
部
に
お
い
て
も
つ
集
団
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
 
 

（
2
）
 
 

の
宮
座
の
定
義
に
つ
い
て
は
統
一
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
中
山
太
郎
氏
の
「
特
権
的
祭
祀
組
織
」
説
と
肥
後
和
男
氏
の
「
神
事
組
 
 

合
」
説
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
肥
後
氏
は
ま
た
宮
座
へ
の
加
入
資
格
に
お
い
て
、
一
定
の
家
筋
に
属
す
る
者
に
限
ら
れ
る
株
 
 

（
3
）
 
 

座
と
、
氏
子
で
あ
る
こ
と
が
参
加
条
件
と
さ
れ
る
村
座
の
二
類
型
を
設
定
し
た
。
原
田
敏
明
氏
は
宮
座
を
「
村
一
つ
に
限
る
た
だ
一
つ
 
 

（
4
）
 
 

の
神
社
の
座
」
と
し
て
い
る
。
宮
座
は
そ
の
地
域
の
宗
教
行
事
の
み
な
ら
ず
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
人
間
関
係
と
密
接
に
結
び
つ
い
 
 

て
お
り
、
村
落
共
同
体
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
祭
の
権
威
を
背
景
と
し
て
関
連
し
て
き
た
。
そ
の
宮
座
は
戦
後
の
農
地
 
 
 

改
革
に
よ
り
運
営
資
産
で
あ
る
宮
田
を
手
放
し
、
経
済
的
基
盤
を
失
っ
た
。
続
い
て
高
度
経
済
成
長
期
に
は
農
村
の
都
市
化
が
進
み
現
 
 
 

在
は
兼
業
農
家
が
主
流
を
占
め
る
時
代
と
な
り
、
宮
座
は
大
き
く
変
容
し
、
あ
る
い
は
存
続
が
困
難
と
な
り
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
 
 
 

筆
者
は
研
究
課
題
の
考
察
の
た
め
現
在
も
持
続
し
て
い
る
宮
座
で
あ
る
、
古
宮
八
幡
神
社
（
福
岡
県
田
川
郡
香
春
町
採
銅
所
）
 
と
賀
 
 

茂
神
社
 
（
福
岡
県
浮
羽
郡
浮
羽
町
山
北
）
 
及
び
古
要
神
社
（
大
分
県
中
津
市
伊
藤
田
）
 
と
そ
の
他
数
社
の
宮
座
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
 
 

（
■
ヱ
 
 

ワ
ー
ク
と
史
料
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
古
宮
八
幡
神
社
の
宮
座
は
戦
後
も
株
座
と
し
て
の
形
態
を
守
り
な
が
ら
持
続
し
て
お
り
、
賢
 
 

く
ぐ
つ
 
 

茂
神
社
は
株
座
で
は
あ
る
が
社
会
情
勢
と
と
も
に
変
容
し
な
が
ら
も
持
続
し
て
い
る
。
古
要
神
社
の
場
合
は
村
座
の
形
態
で
、
偲
儲
子
 
 

ひ
よ
し
 
 

（
6
）
 
 

（
人
形
）
 
奉
納
神
事
が
中
心
と
な
り
持
続
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
賀
茂
神
社
を
中
心
に
山
北
三
社
と
い
わ
れ
る
日
吉
神
社
 
 

み
つ
ぎ
 
 

と
三
次
神
社
を
含
め
た
宮
座
の
動
向
に
つ
い
て
、
明
治
か
ら
大
正
期
を
中
心
と
し
て
戦
後
期
を
含
め
て
素
描
し
、
そ
の
考
察
を
お
こ
な
 
 

い
た
い
。
な
お
賀
茂
神
社
の
宮
座
は
規
約
上
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
上
持
続
し
て
い
る
。
よ
っ
て
以
下
宮
座
の
継
続
を
含
め
て
 
 
 

持
続
と
言
う
。
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近代における宮座の変容と持続  

一
賀
茂
神
社
の
神
和
に
つ
い
て
 
 

賀
茂
神
社
を
中
心
と
す
る
宮
座
は
「
ジ
ン
カ
」
と
言
わ
れ
、
文
書
に
は
神
和
・
神
課
・
神
家
・
人
和
と
善
か
れ
て
い
る
。
こ
の
宮
座
 
 

（
7
）
 
 

に
つ
い
て
は
秀
村
選
三
氏
に
よ
る
近
世
村
落
史
の
研
究
に
お
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
史
料
が
連
続
し
て
残
さ
 
 

（
8
）
 
 

れ
て
い
る
。
以
下
本
文
で
は
宮
座
に
つ
い
て
は
こ
の
筑
後
地
方
の
慣
習
に
し
た
が
い
 
「
神
和
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
す
る
。
な
お
史
料
 
 

中
の
神
和
と
い
う
言
葉
は
、
宮
座
組
織
と
宮
座
構
成
員
の
双
方
を
指
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
首
座
組
織
を
表
す
場
合
 
 

は
神
和
、
宮
座
の
構
成
員
を
示
す
場
合
は
神
和
構
成
員
と
表
記
す
る
。
 
 

浮
羽
町
山
北
は
福
岡
県
南
東
部
筑
後
川
の
中
流
域
左
岸
に
位
置
し
、
南
に
耳
納
連
山
を
望
む
藩
政
時
代
か
ら
の
村
で
あ
り
、
現
在
は
 
 

（
9
）
 
 

戸
数
約
四
九
〇
戸
、
人
口
約
二
〇
〇
〇
人
の
農
山
村
で
あ
る
。
こ
れ
は
鈴
木
栄
太
郎
氏
の
い
う
自
然
村
に
相
当
し
、
現
在
は
浮
羽
町
の
 
 
 

大
字
の
地
名
で
あ
り
、
以
下
こ
の
山
北
を
「
村
」
と
呼
称
し
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
地
の
産
土
神
で
あ
る
賀
茂
神
社
 
 

か
も
わ
け
い
か
ず
ち
の
み
こ
と
 
 

（
1
0
）
 
 

は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
三
月
に
郷
社
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
祭
神
は
神
武
天
皇
・
玉
依
姫
命
・
賀
茂
別
雷
命
で
あ
る
。
山
北
の
 
 

■
〓
、
 
 

産
土
神
は
こ
の
賀
茂
神
社
と
日
吉
神
社
と
三
次
神
社
の
三
社
と
さ
れ
て
お
り
、
村
一
つ
に
三
つ
の
神
社
で
あ
る
。
神
和
祭
は
三
社
と
も
 
 

（
1
2
）
 
 

そ
れ
ぞ
れ
「
お
ま
つ
り
」
と
呼
ば
れ
今
日
ま
で
持
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
社
の
中
心
は
賀
茂
神
社
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
賀
 
 

茂
神
社
の
神
和
に
つ
い
て
述
べ
る
。
賀
茂
神
社
は
正
平
元
（
一
三
四
六
）
年
山
城
国
愛
宕
郷
よ
り
賀
茂
下
上
大
神
を
勧
請
し
た
と
伝
え
 
 
 

ら
れ
て
お
り
、
日
吉
神
社
と
三
次
神
社
は
そ
の
摂
社
で
あ
る
。
日
吉
神
社
は
建
久
七
（
一
一
九
六
）
年
近
江
国
坂
本
よ
り
勧
請
さ
れ
、
 
 

（
1
3
）
 
 

三
次
神
社
は
社
伝
に
よ
る
と
景
行
天
皇
一
八
年
の
鎮
座
と
さ
れ
て
い
る
。
三
次
神
社
は
通
称
「
モ
ト
ミ
ヤ
サ
マ
 
（
元
宮
様
）
」
と
呼
ば
 
 

れ
て
お
り
、
日
吉
神
社
を
勧
請
し
た
建
久
七
年
に
社
殿
が
再
興
さ
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
年
代
的
に
は
三
次
神
社
か
ら
日
吉
神
社
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そ
し
て
賀
茂
神
社
の
順
で
山
北
の
地
に
鎮
座
し
た
こ
と
に
な
る
。
平
安
時
代
の
山
北
郷
は
観
世
音
寺
の
荘
園
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
近
 
 

、
〓
■
 
 

世
の
山
北
村
は
久
留
米
清
吉
井
の
大
庄
岸
田
代
家
の
管
轄
下
 
（
田
代
組
）
 
に
お
か
れ
て
い
た
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
三
春
村
と
 
 
 

合
併
し
山
春
村
と
な
り
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
山
春
村
、
姫
治
村
、
大
石
村
は
御
幸
町
に
編
入
さ
れ
、
そ
の
御
幸
町
が
浮
羽
 
 

み
ず
ま
 
 

町
と
な
っ
た
。
こ
の
間
所
属
は
久
留
米
薄
か
ら
明
治
四
年
七
月
に
久
留
米
県
、
同
年
二
月
に
三
瀦
県
と
な
り
、
明
治
九
年
八
月
三
瀦
 
 

い
く
は
 
 

県
の
廃
止
に
伴
い
福
岡
県
へ
と
変
遷
し
て
い
る
。
な
お
郡
は
古
代
よ
り
生
業
郡
で
あ
り
、
明
治
二
九
年
に
生
葉
郡
の
一
部
と
竹
野
郡
が
 
 

合
併
し
て
浮
羽
郡
が
成
立
し
て
い
る
。
よ
っ
て
明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
時
は
福
岡
県
生
葉
郡
山
春
村
大
字
山
北
で
あ
る
。
 
 

賀
茂
神
社
の
神
和
は
最
初
庄
屋
と
一
三
ケ
名
の
家
 
（
名
頭
）
 
で
組
織
さ
れ
、
天
正
年
中
に
中
絶
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
寛
永
 
 
 

六
 
（
一
六
二
九
）
年
祭
田
三
反
の
寄
進
に
よ
り
、
霜
月
初
酉
祭
と
し
て
一
一
番
一
四
家
に
よ
り
復
興
さ
れ
、
寛
文
一
二
 
（
一
六
七
二
）
年
 
 

（
1
5
）
 

（
1
6
）
 
 

に
は
一
三
番
二
二
家
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
期
に
お
け
る
神
和
加
入
の
割
合
は
、
明
治
二
二
年
の
山
北
村
の
戸
数
が
三
一
〇
戸
で
あ
り
 
 
 

神
和
に
加
入
し
て
い
る
家
数
は
二
二
戸
で
あ
る
か
ら
、
全
体
に
対
し
て
約
七
二
％
で
あ
る
。
以
後
時
代
と
と
も
に
変
容
し
な
が
ら
今
 
 

日
ま
で
持
続
し
て
い
る
。
三
社
の
神
和
は
山
北
村
の
二
大
本
家
で
あ
る
吉
瀬
家
と
河
北
家
、
そ
れ
に
地
元
の
有
力
家
筋
で
あ
る
大
山
 
 

く
ま
だ
き
 
 

家
、
江
藤
家
、
久
保
田
家
、
田
尻
家
、
瀧
内
家
、
出
利
葉
家
等
と
神
職
能
…
懐
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
河
北
家
は
三
次
神
社
を
復
 
 

興
し
た
初
代
日
田
郡
司
大
蔵
永
隆
、
そ
の
子
孫
で
賀
茂
神
社
の
勧
請
奉
行
山
北
四
郎
大
蔵
永
高
以
来
の
系
譜
と
伝
え
ら
れ
、
近
世
に
お
 
 
 

い
て
は
山
北
村
の
長
百
姓
や
惣
代
を
務
め
て
い
る
。
神
職
熊
懐
家
は
地
頭
兼
社
務
で
大
蔵
永
隆
と
と
も
に
三
次
神
社
を
復
興
し
、
日
吉
 
 
 

神
社
を
勧
請
し
、
後
に
賀
茂
神
社
勧
請
時
の
斎
主
を
勤
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
地
元
で
は
 
「
ダ
イ
ク
ッ
シ
サ
ン
 
（
大
宮
司
）
」
と
 
 
 

呼
ば
れ
て
い
る
。
吉
瀬
家
は
天
正
一
五
（
一
五
八
七
）
年
に
主
家
で
筑
前
の
小
戟
国
大
名
秋
月
氏
の
日
向
高
鍋
へ
の
転
封
の
後
、
各
地
 
 

（
1
7
）
 
 

を
経
て
山
北
の
国
本
名
へ
入
り
、
小
早
川
隆
景
の
時
代
に
庄
屋
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
賀
茂
、
日
吉
、
三
次
の
三
神
社
す
べ
て
の
神
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近代における宮座の変容と持続  

和
に
加
入
し
て
い
る
の
は
こ
の
吉
瀬
家
と
河
北
家
で
あ
り
、
神
職
熊
懐
家
が
祭
を
執
行
し
て
い
る
。
こ
の
他
は
二
社
も
し
く
は
一
社
の
 
 

神
和
に
加
入
し
て
い
る
。
な
お
吉
瀬
家
、
河
北
家
、
熊
懐
家
、
田
尻
家
で
は
別
に
先
祖
祭
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
8
）
 
 
 

次
に
 
「
天
保
十
四
突
卯
四
月
吉
祥
目
」
 
の
年
紀
が
あ
る
河
北
家
の
 
『
家
伝
相
続
記
』
 
に
は
、
 
 

祭
礼
又
は
村
中
立
会
之
下
座
に
附
間
敷
、
庄
屋
之
次
に
居
ス
べ
し
、
是
当
家
之
古
格
也
、
庄
屋
は
村
之
長
、
社
人
は
神
の
使
を
致
 
 

ス
人
に
候
得
は
上
座
二
直
す
へ
し
 
 
 

と
あ
り
、
河
北
家
は
祭
礼
ま
た
は
会
合
の
席
に
お
い
て
庄
屋
す
な
わ
ち
吉
瀬
家
の
次
の
席
に
着
く
こ
と
を
古
格
と
し
て
い
る
。
庄
屋
 
 
 

（
吉
瀬
家
）
 
は
村
の
長
、
社
人
 
（
熊
懐
家
）
 
は
神
の
使
い
な
の
で
上
座
と
す
る
が
、
河
北
家
は
そ
の
他
の
家
の
下
座
に
つ
い
て
は
な
ら
 
 

な
い
。
庄
屋
を
村
の
長
と
す
る
秩
序
は
保
ち
な
が
ら
、
居
付
の
名
頭
 
（
名
主
）
 
と
し
て
の
家
柄
を
自
覚
さ
せ
る
家
訓
で
あ
る
。
 
 
 

神
和
は
三
社
そ
れ
ぞ
れ
別
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
そ
の
人
座
資
格
で
あ
る
「
株
」
は
必
ず
し
も
固
定
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
 
 

ち
売
買
に
よ
り
加
入
の
家
が
変
更
さ
れ
る
。
し
か
し
新
規
加
入
の
場
合
で
も
、
い
ず
れ
か
既
存
の
神
和
の
家
筋
と
関
連
す
る
家
で
あ
る
 
 

こ
と
が
多
い
。
賀
茂
神
社
の
祭
は
一
二
月
一
一
目
、
日
吉
神
社
は
一
二
月
一
二
日
、
三
次
神
社
は
一
二
月
二
一
日
に
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
執
 
 
 

行
さ
れ
て
い
る
。
 
 

二
 
社
会
情
勢
の
変
化
と
神
和
規
定
の
変
更
 
 

明
治
四
年
に
戸
籍
制
度
と
結
び
つ
け
る
べ
く
郷
社
定
則
（
太
政
官
第
三
二
言
三
、
大
小
神
社
氏
子
取
調
規
則
（
太
政
官
第
三
二
二
号
）
、
大
 
 

（
1
9
）
 
 

小
神
社
神
官
守
札
差
出
方
心
得
（
太
政
官
第
三
二
三
号
）
が
布
告
さ
れ
た
。
賀
茂
神
社
は
明
治
六
年
に
郷
社
に
制
定
さ
れ
、
山
北
村
の
産
 
 

土
神
で
あ
る
と
と
も
に
近
隣
一
三
力
村
の
郷
社
と
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治
八
年
に
は
氏
子
規
定
の
変
更
を
お
こ
な
い
、
神
和
祭
を
変
更
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し
て
氏
子
祭
と
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
な
お
賀
茂
神
社
の
氏
子
（
旧
神
和
）
祭
を
規
定
し
た
格
帳
は
、
寛
文
一
二
 
（
一
六
七
二
）
 
 

年
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
 
 

（
訓
）
 
 

年
と
改
め
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
他
神
和
に
と
っ
て
の
大
き
な
変
更
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
行
わ
れ
、
昭
和
四
年
度
 
 

（
2
1
）
 
 

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
以
下
社
会
情
勢
の
変
化
と
氏
子
祭
の
規
定
変
更
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
藩
政
期
の
変
更
は
 
 

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
 
 

（
2
2
）
 
 
 

さ
て
明
治
八
年
に
氏
子
祭
は
「
大
二
改
正
ア
リ
」
と
記
さ
れ
る
規
定
変
更
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
普
通
の
氏
子
と
村
長
以
下
村
の
吏
 
 

員
を
含
め
た
神
和
構
成
員
と
の
区
別
を
な
く
し
、
氏
子
全
体
の
融
和
を
は
か
る
と
す
る
変
更
伺
が
氏
子
総
代
会
の
議
案
と
し
て
提
出
さ
 
 

れ
た
。
結
果
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
氏
子
祭
を
「
宮
座
」
 
（
通
称
は
氏
子
祭
の
ま
ま
で
あ
る
）
、
旧
来
の
神
和
祭
を
「
内
座
」
と
す
る
、
一
 
 

種
の
妥
協
で
あ
っ
た
。
賀
茂
神
社
の
郷
社
制
定
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
別
々
に
執
行
さ
れ
て
い
た
神
和
祭
と
氏
子
祭
と
が
一
座
と
 
 

し
て
執
行
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変
更
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
神
和
祭
は
拡
大
さ
れ
た
祭
の
な
か
で
、
内
座
と
名
称
を
変
え
て
二
重
構
造
 
 

的
に
持
続
し
て
い
る
。
こ
の
変
更
に
基
づ
き
、
以
下
明
治
八
年
以
降
に
関
す
る
記
述
で
は
旧
神
和
と
旧
神
和
構
成
員
と
表
記
す
る
。
 
 
 

明
治
二
四
年
の
氏
子
祭
執
行
に
つ
い
て
問
題
が
発
生
し
た
。
旧
山
北
村
は
本
村
地
域
と
枝
村
（
小
村
）
 
の
筑
後
川
沿
い
の
保
木
・
畠
 
 

中
・
荒
瀬
の
三
ケ
名
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
と
も
に
賀
茂
神
社
を
産
土
神
と
し
て
氏
子
祭
を
執
行
し
て
い
た
。
こ
の
年
翌
年
の
祭
引
受
 
 

（
2
3
）
 
 

組
で
あ
る
三
ケ
名
の
あ
る
名
の
祭
主
に
祭
祀
箱
が
渡
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
祭
祀
箱
は
氏
子
祭
の
祭
典
で
翌
年
の
祭
主
 
 

が
引
き
継
ぎ
、
一
年
間
自
宅
の
床
の
間
に
安
置
す
る
。
祭
主
は
箱
の
中
は
祭
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
、
御
供
や
神
酒
 
 

や
水
を
供
え
神
格
化
し
た
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。
事
件
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
ケ
名
の
各
名
で
三
回
祭
主
を
引
受
け
て
い
た
 
 

も
の
が
、
事
件
後
は
三
ケ
名
と
し
て
一
回
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
祭
主
引
受
け
が
負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
記
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録
に
よ
る
と
こ
の
事
件
の
事
態
収
拾
に
向
け
て
旧
神
和
構
成
員
が
話
合
い
、
三
ケ
名
の
地
元
有
力
者
の
大
山
家
と
交
渉
が
持
た
れ
た
。
 
 

そ
し
て
翌
年
の
三
月
に
風
流
楽
を
新
し
く
行
う
と
い
う
名
目
で
、
本
村
と
三
ケ
名
と
が
二
組
に
分
か
れ
て
風
流
楽
を
稽
古
す
る
こ
と
で
 
 

和
解
が
成
立
し
た
。
こ
う
し
て
祭
祀
箱
が
三
ケ
名
へ
渡
さ
れ
、
翌
明
治
二
五
年
は
予
定
ど
お
り
祭
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
神
事
の
風
流
 
 

楽
を
共
に
稽
古
し
奉
納
す
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
本
村
と
枝
村
と
の
分
裂
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
2
4
）
 
 
 

次
に
氏
子
祭
規
定
が
変
更
さ
れ
た
の
は
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
規
定
額
以
上
の
祭
資
寄
付
者
と
多
額
納
税
者
 
 

に
は
旧
神
和
の
系
譜
で
あ
る
内
座
待
遇
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
経
済
を
重
視
し
た
規
定
の
変
更
で
あ
る
。
ま
た
祭
費
は
そ
れ
ま
 
 

で
玄
米
で
納
め
ら
れ
て
い
た
の
が
、
金
納
と
な
っ
た
。
当
時
の
新
興
有
力
者
は
内
座
待
遇
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
村
内
外
の
信
用
を
 
 

確
保
す
る
と
と
も
に
、
村
内
の
各
種
会
合
に
お
け
る
座
順
の
上
昇
を
期
待
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
要
望
に
呼
応
し
た
か
た
ち
で
の
規
定
 
 

の
変
更
で
あ
ろ
う
。
大
正
五
年
の
記
録
に
よ
る
と
、
神
官
宅
で
執
行
さ
れ
た
内
座
へ
の
出
席
者
の
う
ち
、
旧
神
和
構
成
員
以
外
の
新
規
 
 

参
加
者
は
五
名
で
あ
る
。
実
際
は
規
定
額
以
上
の
祭
資
寄
付
者
が
六
名
、
一
等
か
ら
三
等
ま
で
の
納
税
者
が
三
名
の
合
計
九
名
で
あ
 
 

る
。
こ
の
う
ち
祭
資
寄
付
者
二
名
と
多
額
納
税
者
二
名
の
計
四
名
は
従
来
か
ら
の
旧
神
和
構
成
員
で
あ
る
。
よ
っ
て
五
名
が
新
規
の
内
 
 

座
待
遇
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
祭
資
寄
付
者
の
内
訳
は
五
〇
円
を
奉
納
し
た
者
が
二
名
、
三
二
円
が
一
名
、
三
〇
円
が
二
名
、
一
五
 
 

円
が
一
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
祭
資
金
五
〇
円
を
奉
納
し
内
座
に
出
席
し
た
家
は
、
こ
の
時
期
は
家
分
か
れ
 
（
分
家
）
し
て
初
代
で
あ
 
 

（
2
5
）
 
 

り
、
旧
神
和
に
は
ま
だ
加
入
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
祭
資
を
奉
納
し
て
内
座
へ
出
席
し
た
と
い
う
。
な
お
こ
の
改
正
で
も
旧
神
和
 
 

は
永
代
特
別
待
遇
と
し
て
処
置
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
旧
神
和
構
成
員
か
ら
永
代
特
別
待
遇
を
 
 

（
2
6
）
 
 

辞
退
す
る
申
出
が
あ
り
、
昭
和
四
年
度
か
ら
は
神
官
宅
に
お
け
る
内
座
が
廃
止
さ
れ
た
。
知
識
者
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
旧
神
和
構
 
 

成
員
ゆ
え
の
平
等
意
識
が
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
戦
後
は
昭
和
二
一
年
の
改
正
と
な
る
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
現
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在
の
と
こ
ろ
史
料
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い
。
旧
神
和
祭
の
規
定
は
時
代
と
と
も
に
変
更
を
重
ね
て
き
た
。
な
お
山
北
三
社
の
う
ち
賀
 
 

茂
神
社
の
内
座
は
規
定
で
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
日
吉
神
社
と
三
次
神
社
の
そ
れ
は
廃
止
さ
れ
ず
、
神
和
の
呼
称
と
と
も
に
現
在
も
持
続
 
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
 
政
治
的
対
立
と
融
和
 
 
 

（
2
7
）
 
 
 

祭
祀
集
団
で
あ
る
旧
神
和
は
、
地
元
に
お
け
る
指
導
者
層
で
構
成
さ
れ
た
政
治
集
団
で
も
あ
っ
た
。
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
 
 

実
施
さ
れ
た
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
む
け
て
、
山
北
で
は
正
義
派
と
改
進
派
、
後
に
は
公
党
（
保
守
派
）
 
と
民
党
（
進
歩
派
）
 
 

の
名
称
で
活
発
な
政
党
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
吉
瀬
家
本
家
は
民
党
、
河
北
家
本
家
は
公
党
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
本
家
が
主
張
す
る
党
 
 

派
に
分
家
の
す
べ
て
が
所
属
し
た
の
で
は
な
い
。
有
力
な
家
筋
は
そ
れ
ぞ
れ
入
り
交
じ
り
な
が
ら
各
派
に
分
か
れ
て
活
動
を
展
開
し
 
 

た
。
神
職
熊
懐
家
は
も
と
も
と
中
立
派
で
あ
っ
た
が
、
第
一
回
総
選
挙
の
時
能
州
懐
武
男
氏
は
保
守
派
の
有
権
者
と
し
て
積
極
的
に
活
動
 
 

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
村
長
の
吉
瀬
織
八
氏
も
公
的
立
場
と
し
て
は
中
立
派
を
称
え
て
い
た
が
、
そ
の
行
動
は
進
歩
派
で
あ
っ
た
と
 
 

せ
い
す
い
じ
 
 

（
2
8
）
 
 

さ
れ
る
。
ま
た
記
録
に
よ
る
と
保
守
派
の
会
場
に
臨
済
宗
妙
心
寺
派
清
水
寺
が
、
進
歩
派
の
そ
れ
に
は
真
宗
大
谷
派
光
教
寺
が
使
用
さ
 
 

（
2
9
）
 
 

れ
た
。
寺
院
の
本
堂
は
多
数
者
の
集
合
が
便
利
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
清
水
寺
は
地
主
層
、
光
教
寺
は
一
般
農
民
層
を
主
な
檀
家
 
 

と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
寺
檀
関
係
が
会
場
の
選
択
に
影
響
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
山
北
村
の
属
す
る
福
岡
第
四
区
は
生
業
郡
 
 

と
竹
野
郡
と
を
含
ん
で
い
た
が
、
第
一
回
総
選
挙
で
は
正
義
派
と
さ
れ
る
保
守
系
の
佐
々
木
正
蔵
氏
（
三
井
郡
味
坂
村
）
が
当
選
し
 
 

た
。
し
か
し
生
業
と
竹
野
の
二
郡
で
は
選
挙
後
改
進
党
が
優
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
保
守
派
に
味
方
し
た
神
官
と
僧
侶
は
進
歩
派
 
 

（
3
0
）
 
か
ら
種
々
の
妨
害
を
受
け
た
。
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
の
第
二
回
総
選
挙
で
も
佐
々
木
正
蔵
氏
が
再
選
さ
れ
た
が
、
村
内
で
は
そ
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の
年
の
二
月
に
選
挙
候
補
者
の
件
で
、
公
党
議
員
が
民
党
議
員
の
率
い
る
村
内
壮
士
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
 
 

（
3
1
）
 
 

た
。
こ
う
し
て
公
党
と
民
党
両
派
に
分
か
れ
て
の
政
党
活
動
は
、
選
挙
に
か
ら
む
疑
心
暗
鬼
、
暴
力
行
為
、
絶
交
等
が
あ
り
、
選
挙
権
 
 
 

を
持
つ
旧
神
和
構
成
員
同
士
の
対
立
と
な
っ
た
。
 
 

そ
う
し
た
村
内
に
お
け
る
党
派
間
の
対
立
の
最
中
で
も
、
村
全
体
の
立
場
を
表
明
す
る
事
態
が
発
生
す
る
と
、
旧
神
和
構
成
員
は
一
 
 
 

致
団
結
し
て
統
一
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
二
回
総
選
挙
は
前
述
の
と
お
り
佐
々
木
氏
が
再
選
さ
れ
た
が
、
山
北
で
は
民
党
 
 

の
吉
瀬
織
八
氏
が
立
候
補
し
た
。
選
挙
の
大
勢
に
は
影
響
の
な
い
立
候
補
で
あ
り
、
加
え
て
当
時
他
の
民
事
事
件
で
吉
瀬
氏
と
対
立
し
 
 

（
3
2
）
 
 

て
い
る
公
党
の
有
権
者
が
い
た
。
し
か
し
選
挙
で
は
村
と
し
て
統
一
し
て
吉
瀬
氏
に
投
票
し
て
い
る
。
公
党
と
民
党
の
有
権
者
は
そ
の
 
 
 

大
多
数
が
旧
神
和
構
成
員
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
政
党
集
団
と
し
て
の
活
動
と
祭
祀
集
団
と
し
て
の
活
動
の
多
く
が
重
な
っ
て
 
 
 

い
た
と
い
え
る
。
 
 

ま
た
郷
社
制
定
に
絡
ん
だ
政
治
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
郷
社
の
制
定
に
と
も
な
っ
て
明
治
六
年
か
ら
隣
村
の
浮
羽
村
が
新
し
く
賀
 
 
 

茂
神
社
の
氏
子
圏
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
浮
羽
村
の
神
社
総
代
は
旧
来
か
ら
縁
故
の
あ
る
郷
杜
若
宮
八
幡
宮
 
（
旧
千
年
村
、
現
吉
 
 

（
3
3
）
 
 

井
町
）
 
へ
の
参
加
を
主
張
し
、
賀
茂
神
社
か
ら
の
分
離
を
唱
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
明
治
二
四
年
に
県
会
議
員
候
補
争
 
 
 

い
が
起
こ
り
、
浮
羽
村
か
ら
こ
の
総
代
が
立
候
補
し
た
。
旧
神
和
は
郷
社
賀
茂
神
社
運
営
の
た
め
に
、
対
立
し
て
い
た
こ
の
候
補
者
を
 
 

応
援
し
た
が
落
選
し
た
。
し
か
し
結
果
と
し
て
両
村
の
融
和
が
は
か
ら
れ
、
明
治
二
五
年
の
賀
茂
神
社
神
幸
祭
が
盛
大
に
執
行
さ
れ
た
 
 
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 

9 （9   



四
 
山
林
問
題
 
 

水
と
草
は
農
業
の
根
幹
を
支
え
る
重
要
な
資
源
で
あ
る
。
こ
の
た
め
山
林
の
境
界
は
隣
村
と
の
絶
え
ま
な
い
紛
議
の
原
因
と
な
る
。
 
 

ま
ぐ
さ
ば
 
 

株
場
は
村
人
が
共
同
使
用
す
る
山
林
原
野
で
あ
り
、
里
の
村
（
里
村
）
 
の
住
民
は
牛
馬
の
飼
料
と
し
て
、
田
畑
の
肥
料
と
し
て
株
を
刈
 
 

取
り
、
燃
料
と
し
て
薪
を
伐
採
し
て
い
た
。
一
方
山
の
村
 
（
山
村
）
 
の
住
民
は
株
場
を
耕
作
地
と
し
て
開
墾
し
、
建
築
資
材
と
し
て
ま
 
 

た
田
畑
の
水
源
の
た
め
に
植
林
を
行
っ
て
い
た
。
現
在
の
浮
羽
町
姫
治
か
ら
八
女
郡
星
野
村
に
位
置
す
る
生
葉
郡
の
抹
場
騒
動
は
慶
応
 
 

（
3
4
）
 
 

三
 
（
一
八
六
七
）
年
と
四
年
に
発
生
し
、
そ
の
後
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
関
係
村
間
の
争
い
が
生
じ
て
い
る
。
地
租
改
正
後
の
明
治
 
 
 

八
（
一
八
七
五
）
年
に
も
紛
議
が
生
じ
、
明
治
一
一
年
七
月
に
こ
の
株
場
に
関
係
す
る
里
村
と
山
村
四
一
力
村
の
村
総
代
が
連
署
を
し
 
 

（
3
5
）
 
 

た
定
約
証
が
あ
る
。
各
村
か
ら
三
人
の
代
表
が
出
て
い
る
が
山
北
村
の
総
代
は
い
ず
れ
も
旧
神
和
構
成
員
で
あ
る
。
 
 

（
3
6
）
 
 
 

山
北
村
の
山
林
は
明
治
二
二
年
当
時
で
六
六
町
あ
り
、
全
地
目
三
〇
一
町
の
う
ち
二
二
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
浮
羽
山
三
三
 
 

み
か
こ
い
や
ま
（
3
7
）
 
 

町
歩
に
つ
い
て
明
治
一
一
年
に
共
有
か
個
人
所
有
か
を
争
う
山
論
が
発
生
し
た
。
御
国
謂
山
事
件
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
の
論
争
は
 
 
 

最
終
的
に
は
大
審
院
に
上
告
さ
れ
た
。
上
告
者
側
は
山
林
の
地
券
証
の
名
換
催
促
を
訴
え
て
い
た
。
そ
の
中
し
出
は
「
山
守
」
と
い
う
 
 
 

一
層
苦
は
久
留
米
藩
の
習
慣
に
よ
り
地
主
で
あ
る
と
理
解
し
て
、
山
林
は
そ
の
山
守
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
個
人
の
所
有
で
あ
る
と
主
張
 
 
 

し
た
。
一
方
被
上
告
者
側
は
山
守
と
い
う
言
葉
は
即
ち
監
守
人
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
山
林
は
山
北
村
の
共
有
林
と
し
て
山
持
総
代
他
 
 

（
謂
）
 
 

二
人
が
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
大
審
院
の
記
録
に
よ
る
と
、
上
告
者
は
川
北
 
（
河
北
）
 
俊
蔵
氏
と
吉
瀬
源
蔵
氏
 
 

で
、
被
上
告
者
は
吉
瀬
織
八
氏
と
な
っ
て
い
る
。
河
北
家
本
家
と
吉
瀬
家
分
家
が
組
ん
で
上
告
者
と
な
り
、
吉
瀬
家
本
家
を
訴
え
た
事
 
 

件
で
あ
る
。
こ
の
上
告
者
に
三
人
の
地
元
有
力
者
が
同
調
し
た
。
被
上
告
者
の
吉
瀬
家
側
は
、
論
争
の
山
林
は
古
瀬
家
初
代
和
泉
守
藤
 
 

川）10   



近代における宮座の変容と持続  

原
善
家
が
一
六
世
紀
後
半
に
庄
屋
と
し
て
私
財
を
投
じ
て
開
墾
し
た
株
山
で
あ
る
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
明
治
一
二
年
大
審
院
裁
判
の
 
 

判
決
は
「
該
論
山
 
（
浮
羽
山
）
 
は
山
北
村
々
民
の
共
有
 
（
入
会
地
）
」
 
（
括
弧
書
は
筆
者
）
と
申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
代
表
の
古
瀬
 
 

家
本
家
他
一
九
一
名
が
各
一
株
の
株
主
と
な
り
、
総
理
と
十
数
人
の
村
山
総
代
を
選
ん
で
山
林
の
維
持
管
理
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
 
 

た
。
こ
の
事
件
も
前
述
の
株
場
事
件
と
同
様
地
租
改
正
が
そ
の
発
端
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
吉
瀬
家
と
河
北
家
の
本
家
と
分
家
が
交
 
 

錯
し
な
が
ら
争
っ
て
お
り
、
関
係
者
八
人
の
う
ち
七
人
が
旧
神
和
構
成
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
浮
羽
山
の
持
株
主
と
し
て
、
多
く
の
 
 

旧
神
和
構
成
員
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
後
明
治
一
九
年
二
月
に
上
告
者
側
四
人
の
旧
神
和
構
成
員
を
含
む
七
人
が
中
心
と
な
っ
て
賀
茂
神
社
の
宝
蔵
文
庫
を
再
興
し
、
 
 

（
3
9
）
 
 

被
上
告
者
側
は
境
内
の
石
垣
を
築
い
て
い
る
。
裁
判
で
争
っ
た
者
同
士
が
賀
茂
神
社
の
た
め
と
い
う
名
目
の
も
と
に
一
所
に
集
ま
り
働
 
 

い
て
い
る
。
こ
の
行
動
は
お
互
い
を
意
識
し
た
奉
仕
活
動
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
神
社
と
い
う
場
を
介
し
て
の
和
解
策
で
あ
っ
た
 
 

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
村
内
の
決
定
的
な
分
裂
が
回
避
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
地
元
で
は
現
在
も
浮
羽
 
 

山
は
通
称
「
村
山
」
 
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 
 

五
 
水
利
問
題
 
 

山
林
と
同
様
水
利
は
農
業
の
根
幹
を
支
え
る
要
素
で
あ
る
。
よ
っ
て
相
同
士
の
水
争
い
が
各
地
で
頻
発
し
、
山
北
で
も
激
し
い
水
騒
 
 

さ
い
の
 
 

な
ぎ
の
が
わ
 
 

動
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
山
北
と
隣
村
と
の
間
に
は
柳
野
川
（
隈
上
川
）
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
川
の
中
洲
を
挟
ん
で
西
又
・
西
野
 
 

井
堰
が
あ
り
、
両
井
堰
の
受
益
面
積
は
当
時
二
六
〇
町
歩
以
上
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
井
堰
を
め
ぐ
り
水
争
い
が
発
生
し
た
。
明
治
二
 
 

六
（
一
八
九
三
）
年
、
こ
の
夏
は
大
早
魅
に
見
舞
わ
れ
農
業
用
水
の
確
保
は
村
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
隣
村
か
ら
井
堰
を
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（
マ
マ
）
 
破
壊
さ
れ
水
の
流
れ
を
止
め
ら
れ
た
山
北
の
村
人
は
、
賀
茂
神
社
に
集
結
し
て
こ
れ
か
ら
の
争
い
に
備
え
て
い
た
。
村
役
人
等
は
事
の
 
 

重
大
さ
に
評
定
が
決
せ
ら
れ
な
い
で
い
た
が
、
旧
神
和
構
成
員
で
水
利
委
員
の
河
北
門
太
氏
が
村
人
を
指
揮
し
て
新
し
い
溝
を
山
北
側
 
 

（
4
0
）
 
 

へ
掘
り
、
隣
村
へ
の
水
の
流
出
を
防
い
だ
と
い
う
。
そ
の
後
門
太
氏
は
同
じ
く
旧
神
和
構
成
員
で
あ
り
水
利
要
員
で
あ
っ
た
河
北
敬
作
 
 

氏
と
古
瀬
孝
三
郎
氏
と
と
も
に
、
関
係
相
と
交
渉
を
重
ね
和
解
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
、
両
井
堰
の
水
 
 

量
を
県
の
技
師
が
測
定
し
た
う
え
で
工
事
を
行
い
分
水
す
る
と
い
う
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
大
正
期
に
も
同
様
の
事
件
が
再
発
し
た
。
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
も
大
早
魅
で
関
係
村
で
再
び
分
水
問
題
が
こ
じ
 
 

れ
た
。
そ
し
て
八
月
六
日
の
早
朝
、
隣
村
の
村
人
が
井
堰
上
流
で
溝
掘
り
に
着
手
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
受
益
村
落
を
巻
き
込
ん
だ
 
 

・
〓
 
大
騒
動
が
始
ま
っ
た
。
村
人
は
再
び
賀
茂
神
社
に
集
結
し
た
。
両
村
民
は
井
堰
を
挟
ん
で
対
峠
し
、
衝
突
し
た
。
結
局
八
月
九
日
の
早
 
 

朝
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
事
件
は
一
応
収
ま
っ
た
。
両
村
民
合
計
二
四
名
が
騒
擾
罪
及
び
水
利
妨
害
罪
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
村
内
で
は
 
 

隣
村
か
ら
嫁
い
で
き
た
人
の
離
婚
話
が
取
沙
汰
さ
れ
る
な
ど
不
穏
な
状
況
と
な
り
、
和
解
に
む
け
て
村
同
士
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
 
 

た
。
両
村
の
村
長
・
水
利
委
員
の
会
合
が
光
教
寺
に
お
い
て
、
地
主
会
が
朝
田
八
幡
宮
で
開
催
さ
れ
、
最
終
的
に
は
大
正
四
年
一
二
月
 
 

（
4
2
）
 
 

四
日
、
郡
役
所
に
お
い
て
関
係
村
の
代
表
が
集
ま
り
和
解
が
成
立
し
た
。
な
お
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
度
に
こ
の
川
の
上
流
に
合
 
 

所
ダ
ム
が
完
成
し
、
現
在
は
潅
漑
用
水
の
問
題
は
無
く
な
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
水
騒
動
に
お
い
て
賀
茂
神
社
が
村
民
の
集
結
地
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
神
社
が
井
堰
に
近
い
と
い
 
 

う
地
理
的
な
条
件
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
加
え
て
村
人
が
一
同
に
会
す
る
こ
と
が
出
来
る
広
い
境
内
、
炊
出
し
等
に
使
用
す
る
用
具
が
祭
 
 

事
用
品
と
し
て
神
社
に
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
村
人
が
「
山
北
の
お
宮
」
 
 

に
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
村
人
は
他
村
と
争
う
た
め
に
神
社
に
集
結
し
、
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そ
の
集
団
の
な
か
に
い
る
こ
と
に
よ
り
意
気
が
高
揚
し
て
く
る
。
そ
し
て
産
土
神
ひ
い
て
は
祖
先
が
住
む
山
北
と
い
う
村
を
意
識
す
 
 
 

る
。
そ
し
て
自
分
は
そ
の
村
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
賀
茂
神
社
は
村
人
が
ひ
と
つ
の
村
と
し
て
意
識
を
統
一
し
、
団
結
す
る
た
 
 

（
4
3
）
 
 

め
の
最
適
の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

（
4
4
）
 
 
 

明
治
二
六
 
（
一
八
九
三
）
年
の
事
件
に
関
し
て
は
、
明
治
二
七
年
七
月
一
七
日
付
の
契
約
書
写
が
残
存
し
て
い
る
。
一
一
項
か
ら
成
 
 

る
こ
の
契
約
書
に
は
、
山
春
村
村
長
、
吉
井
町
の
地
主
総
代
二
名
、
水
利
委
員
椿
子
村
五
名
、
大
石
村
一
名
、
山
春
村
四
名
、
奥
付
に
 
 
 

椿
子
村
村
長
が
署
名
捺
印
し
て
い
る
。
山
春
村
を
代
表
す
る
水
利
委
員
四
人
の
う
ち
三
人
は
旧
神
和
構
成
員
で
、
か
れ
ら
は
当
時
活
発
 
 
 

な
政
党
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
河
北
敬
作
氏
は
公
党
、
河
北
門
太
氏
と
吉
瀬
孝
三
郎
氏
は
民
党
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
水
騒
動
の
前
年
に
 
 
 

は
前
述
の
と
お
り
公
党
と
民
党
の
党
員
同
士
の
暴
力
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
大
正
二
年
の
水
論
で
は
旧
神
和
構
成
員
の
四
人
が
水
利
 
 
 

委
員
で
あ
り
、
河
北
俊
義
民
と
河
北
芳
太
郎
氏
は
公
党
、
吉
瀬
孝
三
郎
氏
と
河
北
茂
次
郎
氏
は
民
党
と
い
う
相
反
す
る
党
派
に
属
し
て
 
 
 

い
た
。
政
党
員
と
し
て
の
村
内
で
の
対
立
も
、
対
外
交
渉
の
場
で
は
団
結
し
て
統
一
行
動
に
転
ず
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
 
 
 

ろ
う
。
 
 

六
 
吉
瀬
家
本
家
の
廃
絶
と
戦
中
戦
後
の
氏
子
祭
 
 

こ
の
よ
う
な
村
の
生
活
の
な
か
で
大
正
初
期
に
吉
瀬
家
本
家
が
廃
絶
し
た
。
当
家
は
山
北
村
の
庄
屋
と
し
て
約
三
二
五
年
間
、
村
第
 
 
 

一
の
支
配
者
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
中
期
の
当
主
古
瀬
織
八
氏
は
、
平
山
の
開
墾
事
業
を
行
い
莫
大
な
借
財
を
負
 
 

っ
た
。
同
氏
は
山
北
村
最
後
の
庄
屋
で
あ
り
、
山
春
村
初
代
村
長
で
あ
っ
た
が
、
私
財
を
失
い
村
を
出
て
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
 
 

（
4
6
）
 
 

（
4
5
）
 
 

死
去
し
た
。
こ
う
し
て
翌
年
分
家
の
吉
瀬
弾
吉
氏
が
本
家
の
賀
茂
神
社
神
和
代
理
屈
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
負
債
の
保
証
人
を
引
受
 
 

13 （13）   



け
た
の
は
、
古
瀬
家
の
第
一
分
家
で
あ
る
吉
瀬
善
八
氏
で
あ
っ
た
。
善
八
氏
は
残
り
の
負
債
元
利
金
一
万
五
千
円
余
を
引
継
ぎ
、
息
子
 
 
 

の
狂
介
氏
の
代
ま
で
か
け
て
約
五
〇
年
間
返
済
を
続
け
、
昭
和
一
束
 
（
一
九
川
○
）
年
つ
い
に
皆
済
し
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
古
瀬
狂
 
 
 

介
氏
が
公
共
の
場
へ
登
場
し
て
く
る
。
当
時
山
春
村
で
は
大
山
豊
資
村
長
と
青
年
団
と
が
村
政
に
つ
い
て
対
立
し
て
い
た
。
大
山
村
長
 
 
 

は
山
北
の
一
一
．
ケ
名
大
山
家
本
家
で
、
昭
和
八
年
か
ら
昭
和
二
二
年
ま
で
村
長
の
職
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
狂
介
氏
は
青
年
団
の
リ
 
 
 

ー
ダ
ー
と
し
て
昭
和
一
二
年
村
会
議
員
と
な
り
、
昭
和
J
二
一
年
同
村
長
が
公
職
追
放
令
で
退
職
し
た
後
は
、
次
期
村
長
の
有
力
候
補
で
 
 

あ
っ
た
。
し
か
し
狂
介
氏
は
旧
山
北
村
の
河
北
巽
氏
を
推
薦
し
そ
の
選
挙
に
臨
力
し
た
。
そ
し
て
結
果
は
旧
三
春
村
の
候
補
者
と
の
激
 
 

戦
の
す
え
、
巽
氏
が
当
選
し
た
。
こ
の
よ
う
に
吉
瀬
家
と
河
北
家
と
は
対
」
≠
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
事
態
に
応
じ
て
各
家
が
都
度
連
携
 
 
 

を
組
み
な
が
ら
対
処
し
て
い
る
。
な
お
山
春
村
は
こ
の
河
北
異
相
長
を
臼
爾
後
に
、
昭
和
二
六
年
に
浮
羽
町
に
編
入
さ
れ
た
。
太
平
洋
戦
 
 
 

争
の
前
後
期
に
お
い
て
も
河
北
本
家
と
吉
瀬
家
第
一
分
家
は
村
政
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
両
家
と
も
如
月
茂
・
口
吉
・
三
次
神
社
の
二
 
 
 

つ
の
神
和
に
加
入
し
て
お
り
、
大
山
本
家
は
賀
茂
・
R
吉
神
社
の
二
つ
の
神
和
に
加
入
し
て
い
た
。
昭
和
一
六
年
口
吉
神
社
の
神
和
記
 
 

録
に
よ
る
と
、
吉
瀬
狂
介
、
河
北
巽
、
大
山
豊
資
の
一
一
．
氏
は
神
和
構
成
員
と
し
て
名
を
連
ね
、
神
事
で
は
協
働
し
て
い
る
。
 
 

別
件
と
な
る
が
山
論
の
対
象
と
な
っ
た
浮
羽
山
は
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
▲
九
）
年
に
所
有
権
問
題
が
再
燃
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
農
 
 
 

地
改
革
で
は
山
林
は
対
象
外
と
さ
れ
た
が
、
戦
後
の
食
料
不
足
と
農
村
民
主
化
の
波
に
押
さ
れ
、
浮
羽
山
に
対
し
て
持
株
主
以
外
の
人
 
 
 

か
ら
も
開
墾
の
希
望
者
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
持
株
主
の
緊
急
総
会
が
開
か
れ
、
分
割
し
て
個
人
所
有
と
す
る
こ
と
 
 
 

が
決
定
さ
れ
た
。
持
株
主
の
多
く
は
旧
神
和
構
成
員
で
あ
つ
た
が
、
古
瀬
狂
介
氏
に
こ
の
分
割
処
理
が
委
任
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
彼
の
 
 
 

斡
旋
に
よ
り
浮
羽
山
の
共
有
林
は
昭
和
二
二
年
に
分
割
さ
れ
て
持
株
者
個
人
の
所
有
と
な
っ
た
。
狂
介
氏
に
と
っ
て
浮
羽
山
は
吉
瀬
家
 
 

（
4
7
）
 
初
代
開
墾
の
株
山
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
複
雑
な
心
境
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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近代における宮座の変容と持続   

戦
時
中
能
刷
懐
嘉
文
宮
司
は
出
征
し
て
お
り
、
氏
子
祭
は
宮
司
の
妻
や
隣
接
す
る
吉
井
町
の
神
職
が
代
行
し
て
い
た
が
、
終
戦
直
後
の
 
 

昭
和
二
〇
年
の
祭
は
復
員
し
た
嘉
文
宮
司
に
よ
り
執
行
さ
れ
た
。
直
会
の
料
理
は
宮
司
の
妻
の
手
作
り
で
神
酒
は
ド
プ
ロ
ク
で
あ
っ
た
 
 
 

と
い
う
。
そ
の
後
祭
の
運
営
資
産
の
「
ジ
デ
ン
 
（
宮
田
）
」
は
、
農
地
改
革
で
す
べ
て
売
却
さ
れ
た
。
賀
茂
神
社
の
旧
神
和
は
大
正
五
 
 

（
4
8
）
 
 

年
現
在
で
総
高
一
六
儀
一
斗
二
升
の
宮
田
を
保
有
し
て
い
た
。
農
地
改
革
の
売
渡
単
価
は
反
当
た
り
六
〇
〇
～
七
〇
〇
円
位
で
、
改
革
 
 

（
4
9
）
 
 

後
の
昭
和
二
五
年
の
山
春
村
は
、
農
家
戸
数
六
三
〇
戸
、
う
ち
二
九
一
戸
 
（
四
六
％
）
 
が
五
反
～
一
町
の
経
営
農
家
と
な
っ
た
。
神
職
 
 

家
も
約
一
町
の
田
畑
を
個
人
所
有
し
て
い
た
が
、
名
義
が
久
留
米
在
住
の
長
男
に
な
っ
て
い
た
の
で
不
在
地
主
扱
と
な
っ
た
。
し
た
が
 
 
 

っ
て
神
社
を
継
い
だ
三
男
の
宮
司
は
す
べ
て
を
失
っ
て
い
る
。
そ
の
後
賀
茂
神
社
は
 
（
昭
和
二
一
か
二
二
年
頃
）
 
旧
神
和
で
話
し
合
い
 
 
 

を
重
ね
て
、
七
畝
の
宮
田
を
購
入
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
旧
地
主
で
あ
る
旧
神
和
が
売
渡
し
た
宮
田
を
一
部
買
い
戻
し
て
い
る
。
日
 
 
 

吉
神
社
も
明
治
期
の
記
録
で
は
総
高
一
九
俵
一
分
八
厘
の
宮
田
を
保
有
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
農
地
改
革
で
す
べ
て
失
っ
て
い
る
。
昭
 
 
 

和
二
九
年
に
四
畝
の
宮
田
を
一
〇
万
円
で
購
入
し
た
が
、
そ
の
資
金
は
神
社
内
の
立
木
の
売
却
と
旧
神
和
構
成
員
の
寄
付
と
に
よ
っ
て
 
 

（
5
0
）
 
 

い
る
。
三
次
神
社
保
有
の
二
七
歩
の
宮
田
は
河
北
家
本
家
の
裏
に
あ
り
、
現
在
は
河
北
家
が
耕
作
し
て
、
そ
の
年
の
祭
主
に
玄
米
一
斗
 
 

（
5
1
）
 
 

が
渡
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
賀
茂
神
社
の
神
和
祭
は
、
明
治
八
年
か
ら
形
式
上
は
氏
子
祭
と
し
て
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
 
 

そ
の
祭
資
は
当
番
に
な
っ
た
組
が
負
担
し
て
い
る
。
現
在
一
組
は
約
六
〇
戸
で
、
一
〇
組
に
分
か
れ
て
い
る
。
当
番
組
は
各
戸
毎
月
一
 
 

千
円
、
年
間
で
約
七
二
万
円
を
積
立
て
、
こ
れ
に
宮
田
耕
作
に
よ
る
収
穫
分
が
加
わ
る
。
賀
茂
神
社
が
戦
後
購
入
し
た
七
畝
の
宮
田
は
 
 

ま
わ
り
つ
く
り
 
 

古
来
ど
お
り
の
廻
作
で
当
番
の
組
が
耕
作
を
引
受
け
、
祭
の
諸
費
用
に
充
て
て
い
る
。
残
り
の
処
分
に
つ
い
て
は
組
の
自
由
裁
量
で
 
 

あ
り
、
戦
前
は
祭
の
当
番
に
な
る
こ
と
は
名
誉
で
あ
る
と
と
も
に
、
祭
資
の
残
り
を
分
配
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
耕
作
に
励
ん
だ
と
い
 
 

う
。
し
か
し
現
在
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
む
し
ろ
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
村
の
生
業
が
果
樹
栽
培
や
給
与
所
得
を
主
体
と
す
る
兼
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業
農
家
に
移
っ
て
き
た
た
め
、
宮
田
の
耕
作
を
請
負
う
人
を
探
す
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 

七
 
氏
子
祭
の
変
容
と
持
続
 
 

以
上
山
北
に
お
け
る
旧
神
和
構
成
員
と
村
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
、
政
治
、
山
林
、
水
利
の
問
題
を
通
し
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
 
 

に
は
旧
神
和
構
成
員
同
士
の
深
刻
な
対
立
や
争
い
を
は
じ
め
、
旧
神
和
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
社
会
状
況
が
あ
っ
た
。
ま
ず
 
 

明
治
政
府
に
よ
る
宗
教
政
策
や
町
村
合
併
等
に
よ
り
祭
祀
圏
が
拡
大
し
、
旧
村
の
部
落
と
し
て
ま
つ
る
祭
祀
組
織
か
ら
旧
村
以
外
の
村
 
 

民
が
新
た
に
参
加
す
る
氏
子
制
度
へ
と
変
わ
っ
た
。
加
え
て
戦
後
の
農
地
改
革
、
高
度
経
済
成
長
と
い
う
経
済
的
変
化
の
影
響
受
け
る
 
 

（
5
2
）
 
 

こ
と
に
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
山
北
三
社
の
旧
神
和
は
な
お
持
続
し
て
い
る
。
平
成
五
年
度
賀
茂
神
社
の
 
「
氏
子
祭
案
内
」
 
に
 
 

は
、
規
定
で
は
消
え
た
は
ず
の
旧
神
和
の
系
譜
を
ひ
く
家
名
が
、
顧
問
や
組
総
代
及
び
祭
主
と
い
う
肩
書
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
旧
神
 
 

和
は
社
会
情
勢
と
と
も
に
変
容
し
な
が
ら
、
村
の
中
核
的
存
在
と
し
て
持
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
 
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
 
 

明
治
・
大
正
初
期
の
山
北
の
生
業
は
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
で
あ
り
、
水
田
の
潅
漑
を
は
じ
め
多
く
の
共
同
作
業
を
必
要
と
す
る
 
 

生
活
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
村
の
指
導
者
の
存
在
は
重
要
で
あ
り
、
有
力
者
の
存
在
は
村
人
と
旧
神
和
構
成
員
双
方
に
と
っ
て
好
都
合
 
 

で
あ
っ
た
。
村
の
秩
序
と
指
導
者
の
序
列
が
、
神
事
の
場
で
具
象
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
経
済
力
を
つ
け
た
新
興
有
力
者
は
 
 

氏
子
祭
の
内
座
（
旧
神
和
の
系
譜
）
 
に
出
席
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
の
各
種
会
合
に
お
け
る
座
順
の
上
昇
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
る
。
 
 

旧
神
和
が
村
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
か
つ
必
要
な
組
織
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
旧
神
和
は
村
で
有
力
な
家
筋
か
ら
構
成
 
 

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
家
格
を
基
盤
と
し
て
産
土
神
の
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
る
。
確
か
に
か
れ
ら
は
村
の
特
権
階
級
で
あ
り
、
大
正
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近代における宮座の変容と持続  

一
〇
（
一
九
二
一
）
年
以
降
に
激
化
し
た
地
主
層
と
小
作
人
層
と
い
う
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
支
配
者
層
と
被
支
配
者
層
と
い
 
 
 

う
対
立
構
図
さ
え
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
山
北
で
は
旧
神
和
構
成
員
は
村
の
支
配
者
を
含
む
村
の
指
導
者
層
で
あ
り
、
他
村
と
の
関
係
 
 

に
お
い
て
は
村
の
代
表
者
と
し
て
村
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
。
農
村
生
活
の
基
盤
に
か
か
わ
る
水
利
問
題
に
生
涯
を
か
け
た
旧
神
和
 
 

（
5
3
）
 
 

構
成
員
や
、
水
論
発
生
時
に
関
係
村
間
の
和
解
に
向
け
て
 
「
経
費
と
時
間
と
を
費
や
し
た
」
旧
神
和
構
成
員
も
い
た
。
祭
に
お
け
る
旧
 
 

神
和
は
神
事
組
織
と
し
て
の
顕
在
的
な
姿
で
あ
る
が
、
同
時
に
か
れ
ら
は
村
の
名
望
家
層
と
し
て
村
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。
旧
神
 
 

和
構
成
員
は
旧
神
和
を
持
続
し
て
い
る
理
由
を
「
先
祖
が
こ
の
神
和
を
続
け
て
き
た
か
ら
や
る
だ
け
だ
、
自
分
達
の
代
で
や
め
る
わ
け
 
 
 

に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
「
神
和
祭
で
皆
が
集
ま
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
言
う
人
も
い
た
。
村
事
全
般
に
関
わ
り
を
持
つ
旧
神
 
 

和
は
、
自
治
組
織
と
し
て
村
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
旧
神
和
は
社
会
状
況
と
と
も
に
変
容
し
な
が
ら
現
 
 
 

在
も
持
続
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

旧
神
和
は
村
の
有
力
者
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
村
内
外
の
出
来
事
に
及
ぼ
す
影
響
力
は
多
大
で
あ
る
。
ま
た
政
治
、
経
済
、
人
間
関
 
 
 

係
等
に
関
わ
る
対
立
要
因
は
多
く
、
問
題
の
発
生
は
不
可
避
的
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
村
に
と
っ
て
必
要
な
機
能
を
持
つ
旧
神
和
は
、
日
 
 
 

常
生
活
に
お
け
る
旧
神
和
構
成
員
同
士
の
対
立
や
分
裂
を
ど
の
よ
う
に
し
て
緩
和
し
解
消
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
基
本
的
な
緩
衝
 
 
 

要
因
と
し
て
は
、
村
内
の
婚
姻
と
養
子
結
合
に
基
づ
い
た
親
族
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
他
村
が
意
識
さ
れ
る
事
態
の
発
生
と
、
 
 
 

産
土
神
社
に
お
け
る
神
事
の
執
行
が
そ
の
要
因
と
し
て
重
な
り
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

旧
神
和
構
成
員
の
家
系
は
複
数
に
交
差
し
た
縁
組
で
家
同
士
の
関
係
が
結
ば
れ
て
い
る
。
吉
瀬
家
と
河
北
家
の
婚
姻
を
は
じ
め
、
有
 
 

（
5
4
）
 
 

力
家
系
同
士
の
養
子
縁
組
に
よ
り
家
が
継
が
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
親
族
関
係
に
よ
り
村
内
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
 
 
 

は
、
常
套
的
な
和
平
の
一
手
段
で
あ
ろ
う
。
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次
に
他
村
を
意
識
す
る
事
態
の
発
生
で
あ
る
が
、
旧
神
和
構
成
員
は
他
村
と
の
争
い
や
交
渉
事
が
発
生
す
る
と
、
村
内
の
対
立
は
一
 
 
 

時
保
留
し
て
、
村
と
し
て
団
結
し
て
統
一
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
山
論
や
隣
村
と
の
水
論
発
生
時
に
そ
の
行
動
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
明
 
 

治
初
期
の
政
治
活
動
で
は
、
村
内
で
は
険
悪
な
対
立
関
係
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
村
の
立
候
補
者
へ
統
一
し
て
投
票
し
て
い
 
 
 

る
。
政
治
活
動
は
複
雑
な
事
情
が
関
連
し
て
い
る
の
で
一
元
的
な
対
立
構
造
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
 
 
 

に
し
て
も
他
村
と
の
関
係
が
生
じ
る
と
、
村
の
団
結
は
強
ま
る
。
 
 

そ
れ
で
は
産
土
神
社
へ
の
神
事
執
行
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
祭
祀
箱
が
三
ケ
名
の
祭
主
に
引
き
継
げ
な
い
 
 

事
態
に
お
い
て
、
本
村
と
三
ケ
名
が
話
合
い
の
う
え
風
流
楽
を
稽
古
し
奉
納
す
る
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
和
解
し
て
い
る
。
次
に
浮
羽
 
 

山
問
題
で
は
大
審
院
の
判
決
後
に
、
裁
判
で
争
っ
た
者
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
旧
神
和
構
成
員
と
し
て
賀
茂
神
社
の
宝
蔵
文
庫
再
興
と
境
内
 
 

の
石
垣
建
築
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
毎
年
執
行
さ
れ
る
祭
に
は
、
政
治
や
経
済
の
場
面
で
争
っ
て
い
る
者
同
士
が
、
旧
神
和
構
成
員
 
 

と
し
て
出
席
し
て
い
る
。
彼
ら
は
産
土
神
社
の
祭
の
準
備
に
関
わ
る
た
め
に
集
合
す
る
。
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
、
定
め
ら
れ
た
神
事
を
 
 
 

執
行
し
、
直
会
で
産
土
神
と
と
も
に
会
食
す
る
。
産
土
神
を
意
識
す
る
こ
と
は
村
を
意
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
祖
先
を
思
 
 

う
こ
と
に
な
る
。
祖
先
を
思
う
こ
と
に
よ
り
こ
の
村
に
生
き
る
自
分
自
身
の
存
在
を
確
認
す
る
。
ま
た
子
孫
を
思
う
こ
と
に
よ
り
未
来
 
 
 

に
続
く
自
己
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
各
人
が
村
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
は
決
定
的
な
 
 
 

分
裂
に
い
た
る
こ
と
を
避
け
再
び
日
常
へ
と
戻
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鈴
木
栄
太
郎
氏
は
氏
神
神
社
を
村
の
象
徴
 
 

（
5
5
）
 
 

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
氏
神
の
神
社
は
自
然
村
の
象
徴
で
あ
る
。
幾
百
年
も
前
よ
り
存
続
し
て
来
た
と
共
に
今
よ
り
も
 
 
 

永
久
に
存
続
す
可
き
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
氏
神
の
氏
子
た
る
事
の
自
覚
に
よ
っ
て
、
村
人
は
、
古
き
歴
史
を
持
ち
今
か
ら
も
長
き
生
命
 
 
 

を
も
つ
可
き
村
と
云
ふ
超
個
人
的
存
在
の
一
部
分
で
あ
る
事
を
、
相
互
に
明
瞭
に
体
認
す
る
の
で
あ
る
」
。
旧
神
和
構
成
員
は
ま
さ
に
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近代における宮座の変容と持続  

∴
丁
 
 

祭
で
日
常
か
ら
分
離
さ
れ
、
功
利
的
で
私
利
的
利
害
に
も
と
づ
い
た
生
活
と
は
切
り
離
さ
れ
た
空
間
で
会
合
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

旧
神
和
の
存
在
は
村
の
統
一
を
は
か
り
、
村
の
自
治
が
運
営
さ
れ
て
い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
持
続
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
可
 
 
 

能
に
し
た
の
は
以
上
の
よ
う
な
要
因
の
重
な
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

近
代
に
お
け
る
宮
座
の
変
容
過
程
を
考
察
し
、
宮
座
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
研
究
課
題
と
し
て
、
現
在
も
持
続
し
て
 
 

■
＝
．
、
‥
、
 
 

い
る
北
部
九
州
の
宮
座
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
各
宮
座
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
変
容
し
っ
つ
も
持
続
し
て
い
る
。
本
稿
で
 
 
 

は
山
北
三
社
特
に
賀
茂
神
社
の
旧
神
和
と
そ
の
構
成
員
の
動
向
に
つ
い
て
、
明
治
か
ら
大
正
期
を
中
心
に
戦
後
を
含
め
て
考
察
し
て
き
 
 
 

た
。
山
北
に
お
け
る
二
大
本
家
で
あ
る
吉
瀬
家
と
河
北
家
、
加
え
て
有
力
家
系
か
ら
構
成
さ
れ
る
旧
神
和
は
、
祭
祀
集
団
で
あ
る
と
と
 
 
 

も
に
村
の
指
導
者
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
集
団
も
社
会
情
勢
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
。
特
に
賀
茂
神
社
は
郷
社
と
し
 
 
 

て
、
社
会
の
影
響
を
よ
り
多
く
受
け
て
変
容
し
て
き
た
。
氏
子
規
定
が
変
更
さ
れ
神
和
祭
は
氏
子
祭
と
一
座
に
な
っ
た
。
そ
の
祭
の
な
 
 
 

か
で
旧
神
和
祭
は
内
座
と
名
を
変
え
、
後
に
は
そ
の
名
称
も
消
え
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
神
和
の
系
譜
を
ひ
く
家
名
が
肩
書
き
を
変
 
 
 

え
て
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
日
吉
神
社
と
三
次
神
社
で
は
、
今
日
で
も
名
実
と
も
に
神
和
と
し
て
組
織
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
。
 
 

こ
∵
 
 
 

敗
戦
後
は
連
合
国
軍
総
指
令
部
（
G
H
Q
）
 
に
よ
る
国
家
神
道
の
廃
止
に
よ
り
、
全
国
的
に
神
社
の
存
亡
に
大
き
な
影
響
を
与
え
 
 
 

た
。
加
え
て
実
施
さ
れ
た
農
地
改
革
は
、
神
社
の
経
営
基
盤
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、
地
主
層
で
組
織
さ
れ
た
各
地
の
宮
座
が
崩
壊
し
て
 
 
 

い
く
要
因
と
も
な
っ
た
。
つ
づ
く
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
、
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
進
み
、
兼
業
化
が
拡
大
し
、
村
の
解
体
が
問
題
と
 
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
後
期
以
降
は
重
要
な
問
題
を
多
数
含
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
現
代
に
お
け
る
賀
茂
神
社
の
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旧
神
和
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
考
察
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
戦
後
の
農
地
改
革
と
村
政
の
 
 

状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
。
な
お
別
稿
で
は
山
北
三
社
の
事
例
と
と
も
に
、
戦
後
消
滅
し
た
北
部
九
州
の
宮
座
の
事
例
を
含
め
て
考
察
し
 
 
 

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 
 

（
2
）
 
 

（
3
）
 
 

（
4
）
 
 

（
5
）
 
 
 

中
山
太
郎
「
宮
座
の
研
究
」
 
（
『
社
会
学
雑
誌
』
六
、
一
九
二
四
年
‥
○
月
）
、
肥
後
和
男
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
 
（
東
京
文
理
科
大
学
紀
要
 
 

一
六
、
一
九
三
八
年
）
、
和
歌
森
太
郎
『
中
世
協
同
体
の
研
究
』
 
（
弘
文
堂
、
一
九
五
〇
年
）
他
多
数
の
宮
座
研
究
が
あ
る
。
福
田
ア
ジ
オ
「
宮
座
の
社
 
 

会
的
機
能
」
 
（
五
来
重
他
編
『
講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
』
 
五
 
民
俗
宗
教
と
社
会
、
弘
文
堂
、
一
九
八
〇
年
）
 
は
、
宮
座
を
現
在
の
民
俗
と
し
て
把
握
 
 

し
て
そ
の
社
会
的
機
能
を
分
析
し
て
い
る
。
高
牧
賛
『
宮
座
と
村
落
の
史
的
研
究
』
 
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
 
は
村
落
共
同
体
や
頭
役
制
度
と
 
 

関
わ
ら
せ
た
歴
史
学
的
研
究
で
あ
る
。
高
橋
統
一
『
宮
座
の
構
造
と
変
化
 
－
 
祭
祀
長
老
制
の
社
会
人
類
学
的
研
究
』
 
（
未
来
社
、
一
九
七
八
年
）
 
は
 
 

人
類
学
、
関
沢
ま
ゆ
み
 
『
宮
座
と
老
人
の
民
俗
』
 
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
は
民
俗
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。
 
 
 

中
山
前
掲
「
宮
座
の
研
究
」
、
四
五
頁
。
 
 
 

肥
後
前
掲
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
、
一
六
頁
、
一
九
頁
。
 
 
 

原
田
敏
明
『
村
祭
と
座
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
、
二
六
二
頁
。
 
 
 

拙
稿
「
宮
座
文
書
の
「
御
神
体
」
化
に
つ
い
て
－
－
・
古
宮
八
幡
神
社
（
福
岡
県
）
 
の
文
書
を
事
例
と
し
て
」
 
（
『
福
岡
県
地
域
史
研
究
』
第
一
八
号
、
 
 

福
岡
県
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
「
戦
前
戦
後
の
宮
座
－
古
宮
八
幡
神
社
の
宮
座
事
例
よ
り
」
 
（
『
西
日
本
宗
教
学
雑
誌
』
第
二
〇
号
、
一
九
九
八
年
）
、
 
 

同
「
古
宮
八
幡
宮
の
オ
マ
ガ
リ
サ
マ
 
（
銅
鏡
）
 
の
研
究
 
－
 
宇
佐
放
生
会
道
鏡
奉
納
神
事
」
 
（
久
留
米
大
学
大
学
院
 
『
年
報
』
第
二
号
、
一
九
九
六
 
 

年
）
。
 
 
 
拙
稿
「
古
要
神
社
の
塊
偏
子
神
事
と
ニ
ワ
タ
シ
 
（
荷
渡
し
）
」
 
（
秀
村
選
三
編
『
西
南
地
域
史
研
究
』
第
一
一
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
九
六
年
）
。
 
 
 

秀
村
選
三
 
「
近
世
前
期
に
お
け
る
筑
後
国
一
農
村
の
展
開
」
 
（
秀
村
選
三
編
『
西
南
地
域
史
研
究
』
第
八
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
九
四
年
）
、
同
「
近
 
 

世
中
期
に
お
け
る
筑
後
国
山
北
村
の
神
和
（
宮
座
）
」
 
（
『
久
留
米
大
学
比
較
文
化
年
報
』
第
五
輯
、
一
九
九
六
年
）
、
同
「
徳
川
期
に
お
け
る
農
家
の
年
 
 

中
行
事
記
録
」
 
（
岡
田
謙
・
喜
多
野
清
一
編
『
家
 
－
 
そ
の
構
造
分
析
』
創
文
社
、
一
九
五
九
年
）
、
同
「
近
世
後
期
筑
後
農
村
に
お
け
る
豪
農
の
生
活
 
 

慣
行
と
家
訓
 
－
 
河
北
家
「
家
伝
相
続
記
」
を
め
ぐ
っ
て
（
九
州
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
研
究
』
第
四
二
号
合
併
号
、
一
九
七
七
年
）
。
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（
1
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）
 
 

（
1
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）
 
 

（
2
0
）
 
 

（
2
1
）
 
 

（
2
2
）
 
 

（
2
3
）
 
 

（
2
4
）
 
 

（
2
5
）
 
 

（
2
6
）
 
 
 

能
州
懐
家
文
書
、
山
北
村
庄
屋
文
書
、
（
福
岡
県
地
域
史
研
究
所
所
蔵
）
。
 
 
 

鈴
木
栄
太
郎
は
地
縁
的
結
合
を
基
礎
に
し
て
形
成
さ
れ
た
集
団
や
社
会
関
係
の
累
積
体
、
相
互
制
約
の
自
足
的
組
織
を
自
然
村
と
い
い
、
藩
政
時
代
 
 

の
村
や
部
落
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
 
（
『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
時
潮
社
、
一
九
四
二
年
）
。
 
 
 

熊
懐
嘉
文
『
賀
茂
神
社
誌
』
賀
茂
神
社
、
一
九
九
八
年
、
九
六
九
七
頁
、
熊
懐
家
文
書
五
「
賀
茂
日
吉
三
次
三
社
縁
起
」
。
 
 
 

大
日
本
神
祇
会
福
岡
県
支
部
編
『
福
岡
県
神
社
誌
』
中
巻
、
一
九
四
四
年
、
二
二
二
－
二
一
五
頁
。
 
 
 

原
田
前
掲
『
村
祭
と
座
』
、
九
九
一
〇
〇
頁
、
「
た
だ
祭
と
い
う
の
は
村
の
祭
で
あ
り
、
村
の
神
の
祭
だ
け
を
指
す
の
で
あ
る
。
（
略
）
鎮
守
の
社
の
 
 

ほ
か
に
は
こ
れ
ま
で
使
わ
な
い
慣
例
で
あ
っ
た
」
。
 
 
 

能
州
懐
前
掲
『
賀
茂
神
社
誌
』
、
一
三
－
二
二
百
。
 
 
 

秀
村
前
掲
「
近
世
前
期
に
お
け
る
筑
後
国
一
農
村
の
展
開
」
、
三
二
三
頁
。
 
 
 

秀
村
前
掲
「
近
世
前
期
に
お
け
る
筑
後
国
一
農
村
の
展
開
「
 
三
二
六
－
三
二
七
頁
、
三
四
二
三
四
四
頁
、
能
州
懐
家
文
書
一
「
御
祭
礼
古
格
帳
」
 
 

（
巻
之
一
）
、
山
北
村
庄
屋
文
書
三
〇
「
山
北
村
賀
茂
大
明
神
御
祭
礼
之
次
第
」
。
 
 
 

『
浮
羽
町
史
』
上
巻
、
浮
羽
町
、
一
九
八
八
年
、
八
四
一
頁
。
 
 
 

秀
村
前
掲
「
近
世
前
期
に
お
け
る
筑
後
国
一
農
村
の
展
開
」
、
三
二
六
頁
、
熊
懐
前
掲
『
賀
茂
神
社
誌
』
、
一
四
－
二
三
頁
、
吉
瀬
狂
介
『
八
十
余
年
 
 

の
思
い
出
』
 
（
自
分
史
）
、
一
九
八
六
年
、
一
五
頁
。
 
 
 

秀
村
前
掲
「
近
世
後
期
筑
後
農
村
に
お
け
る
豪
農
の
生
活
慣
行
と
家
訓
」
、
八
三
頁
。
 
 
 

文
部
省
文
化
局
宗
務
課
監
修
『
明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
類
纂
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
八
年
、
米
地
笑
『
村
落
祭
祀
と
国
家
統
制
』
御
茶
の
水
 
 

書
房
、
一
九
七
七
年
、
二
一
七
－
二
三
一
頁
。
 
 
 

熊
懐
前
掲
 
『
賀
茂
神
社
誌
』
、
三
〇
頁
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
一
六
「
加
茂
神
社
氏
子
祭
格
帳
」
。
 
 
 

能
州
懐
家
文
書
五
六
八
「
大
字
山
北
神
社
明
細
帳
」
、
熊
懐
家
文
書
四
九
七
「
雑
件
書
類
綴
二
」
。
 
 
 

能
州
懐
家
文
書
八
〇
「
社
務
重
要
害
」
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
一
六
「
加
茂
神
社
氏
子
祭
格
帳
」
。
 
 
 

能
州
懐
家
文
書
一
六
「
加
茂
神
社
氏
子
祭
格
帳
」
。
こ
の
他
三
〇
円
を
奉
納
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
者
は
、
海
外
か
ら
故
郷
の
神
社
へ
寄
付
を
行
い
 
 

内
座
に
は
親
戚
の
者
が
出
席
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
一
六
 
「
加
茂
神
社
氏
子
祭
格
帳
」
。
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）
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9
）
 
 

（
4
0
）
 
 

（
4
1
）
 
 

浮
羽
町
前
掲
『
浮
羽
町
史
』
上
巻
、
九
六
一
九
六
五
頁
。
当
時
の
選
挙
人
は
全
国
で
約
一
二
％
で
あ
っ
た
。
山
香
村
は
三
八
人
が
選
挙
人
で
、
 
 

こ
の
う
ち
旧
山
北
村
の
旧
神
和
構
成
員
は
一
五
名
が
選
挙
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
現
在
確
認
で
き
て
い
る
。
 
 
 

士
口
瀬
織
八
氏
の
名
前
が
自
由
民
権
運
動
筑
後
地
区
千
歳
会
関
連
の
記
録
の
な
か
に
見
ら
れ
る
。
『
福
岡
県
史
 
近
代
史
料
編
 
自
由
民
権
運
動
』
福
 
 

岡
県
、
一
九
九
五
年
、
一
三
六
頁
、
村
川
一
郎
編
『
日
本
政
党
史
辞
典
』
下
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
八
〇
「
社
務
重
要
書
」
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
五
六
八
「
大
字
山
北
神
社
明
細
帳
」
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
五
六
八
「
大
字
山
北
神
社
明
細
帳
」
。
浮
羽
村
は
明
治
二
三
年
四
月
の
郷
社
賀
茂
神
社
神
幸
祭
の
日
で
は
な
く
、
九
月
の
若
宮
郷
社
の
 
 

祭
の
日
に
学
校
を
休
校
に
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
八
〇
「
社
務
重
要
書
」
。
 
 
 

能
州
懐
家
文
書
八
〇
「
社
務
重
要
書
」
。
吉
瀬
氏
は
清
水
寺
に
お
け
る
開
票
の
結
果
、
二
八
票
を
獲
得
し
て
い
る
。
 
 
 

浮
羽
町
前
掲
『
浮
羽
町
史
』
上
巻
、
五
七
四
－
五
八
三
頁
。
 
 
 

山
北
村
庄
屋
文
書
八
六
一
「
約
定
証
 
（
株
山
境
界
紛
議
の
件
）
」
。
 
 
 

浮
羽
町
前
掲
『
浮
羽
町
史
』
上
巻
、
八
四
一
貫
。
 
 
 

吉
瀬
前
掲
 
『
八
十
余
年
の
思
い
出
』
、
五
－
六
頁
、
九
一
－
九
四
頁
。
 
 
 

川
島
武
宜
監
修
・
北
候
浩
編
集
『
大
審
院
最
高
裁
判
所
入
会
判
決
集
』
第
六
巻
、
御
茶
の
水
害
房
、
一
九
七
八
年
、
六
一
六
六
二
四
頁
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
五
六
八
 
「
大
字
山
北
神
社
明
細
帳
」
、
熊
懐
前
掲
『
賀
茂
神
社
誌
』
、
五
五
頁
。
 
 
 

山
北
村
庄
屋
文
書
九
六
〇
／
一
〇
「
河
北
分
家
系
譜
覚
」
。
 
 
 

山
北
の
村
人
は
同
士
討
ち
を
避
け
る
た
め
に
腕
に
白
布
を
巻
き
戦
っ
た
と
い
う
。
『
福
岡
日
日
新
聞
』
 
の
見
出
し
に
よ
る
と
、
「
四
百
の
農
民
河
原
に
 
 

混
戦
す
、
筑
後
柳
野
の
水
喧
嘩
、
重
軽
傷
著
大
十
名
」
 
（
七
日
付
）
、
「
筑
後
柳
野
川
の
再
混
戦
、
双
方
の
集
団
千
人
以
上
に
及
ぶ
、
投
石
に
次
い
で
抜
 
 

〃
連
現
は
る
」
 
（
八
日
付
）
、
最
後
は
「
柳
野
川
大
紛
擾
の
解
決
、
折
柄
の
豪
雨
に
集
団
解
散
」
 
（
一
〇
日
付
）
 
と
い
う
こ
と
で
一
応
終
結
し
て
い
る
。
 
 
 

能
州
懐
武
男
「
水
利
委
員
時
代
」
 
（
『
自
彊
録
全
』
、
吉
瀬
孝
三
郎
氏
に
関
す
る
熊
懐
氏
の
覚
書
、
吉
瀬
五
朗
氏
所
蔵
、
一
九
二
五
年
）
。
 
 
 

鈴
木
前
掲
『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
、
三
一
〇
三
一
一
頁
。
鈴
木
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
産
土
神
は
村
の
標
識
で
あ
り
、
村
人
に
最
も
 
 

我
等
意
識
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
」
。
 
 
 

山
北
村
庄
屋
文
書
八
八
一
「
〔
契
約
書
〕
」
。
 
 
 

古
瀬
前
掲
『
八
十
余
年
の
思
い
出
』
、
一
七
－
一
八
頁
、
六
七
七
〇
頁
、
八
二
－
八
三
頁
。
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近代における宮座の変容と持続  
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）
 
 

（
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）
 
 

熊
懐
家
文
書
四
九
四
「
祭
祀
帳
」
。
 
 
 

吉
瀬
前
掲
『
八
十
余
年
の
思
い
出
』
、
九
一
九
四
頁
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
四
九
四
「
祭
祀
帳
」
。
 
 
 

余
宮
道
徳
・
山
本
陽
三
 
「
町
村
合
併
と
指
導
者
層
の
変
貌
（
1
）
」
 
（
『
福
岡
大
学
文
理
論
叢
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
六
一
年
）
 
〔
第
一
七
表
〕
。
 
 
 

熊
懐
家
文
書
四
九
四
「
祭
祀
帳
」
。
 
 
 

本
宮
三
次
神
社
御
祭
礼
帳
」
、
三
次
神
社
神
和
所
蔵
。
 
 
 

「
平
成
五
年
氏
子
案
内
」
、
賀
茂
神
社
先
代
宮
司
の
故
能
岬
懐
嘉
文
民
の
覚
書
で
、
氏
子
祭
の
準
備
手
順
等
を
書
上
げ
た
記
録
で
あ
る
。
 
 
 

能
州
懐
武
男
前
掲
「
水
利
委
員
時
代
」
。
 
 
 

故
熊
懐
嘉
文
宮
司
の
教
示
に
よ
る
神
和
家
系
図
の
作
成
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
吉
瀬
五
朗
氏
作
成
「
吉
瀬
蒙
古
祖
先
累
代
之
霊
位
」
 
に
よ
り
、
山
北
 
 

村
内
の
有
力
家
間
同
士
の
婚
姻
と
養
子
関
係
の
一
部
が
確
認
で
き
た
。
 
 
 

鈴
木
前
掲
『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
、
三
九
七
頁
。
 
 
 

m
m
i
】
e
D
u
r
k
h
e
i
m
－
訂
こ
ざ
表
記
簑
ぎ
蔓
ざ
戎
訊
こ
こ
意
表
爵
古
窯
こ
き
皆
諺
莞
旨
誉
鼠
膏
壷
：
㌻
賢
覧
 
P
a
r
i
s
」
芝
N
一
E
・
デ
ュ
 
 

ル
ケ
ム
著
、
古
野
清
人
訳
『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
 
（
初
刷
一
九
四
二
年
）
、
一
二
九
頁
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
宗
教
 
 

生
活
と
世
俗
生
活
と
は
同
一
の
空
間
に
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
祭
日
は
俗
的
業
務
か
ら
隔
離
さ
れ
た
〓
疋
の
日
、
ま
た
は
期
間
を
、
宗
教
生
活
に
 
 

指
定
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

古
宮
八
幡
神
社
の
宮
座
は
戦
後
の
農
地
改
革
で
宮
田
を
失
い
、
宮
座
運
営
に
つ
い
て
長
老
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。
し
か
し
決
議
に
は
い
た
ら
 
 

ず
、
結
局
宮
座
構
成
員
全
員
が
参
加
し
て
協
議
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
。
三
組
の
宮
座
を
基
準
に
し
て
各
組
単
位
に
三
つ
に
分
け
計
九
つ
 
 

ほ
ん
が
み
さ
ま
ま
つ
り
 
 

の
宮
座
に
縮
小
す
る
。
旧
三
組
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
年
に
一
度
祭
神
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
年
は
本
神
様
祭
、
祭
神
が
他
の
組
に
あ
る
二
年
 
 

1
 
 

こ
が
み
さ
ま
ま
つ
り
く
ぐ
つ
 
間
は
小
神
様
祭
と
す
る
。
株
座
の
ま
ま
持
続
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
現
在
も
持
続
し
て
い
る
。
古
妻
神
社
の
御
神
体
は
侃
儲
子
で
あ
り
、
 
 

お
い
ろ
か
し
 
 

神
衣
の
虫
干
し
神
事
で
あ
る
乾
衣
祭
は
毎
年
、
侃
偏
子
神
事
は
三
年
に
一
度
執
行
さ
れ
て
い
る
。
座
元
引
受
組
は
部
落
の
代
表
と
し
て
神
社
の
年
中
行
 
 

事
を
運
営
し
て
い
く
。
座
元
宅
や
神
社
に
度
々
集
ま
り
、
そ
の
な
か
で
座
元
行
事
の
み
な
ら
ず
日
常
生
活
の
決
定
事
項
も
話
し
合
い
、
部
落
の
意
志
の
 
 

疎
通
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
落
で
は
ま
だ
神
社
の
年
中
行
事
を
暮
し
の
柱
と
し
な
が
ら
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
連
合
国
最
高
司
令
部
発
日
本
政
府
宛
覚
書
」
略
称
「
神
道
指
令
」
 
（
園
学
院
大
撃
日
本
文
化
研
究
所
編
『
〔
縮
刷
版
〕
神
道
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
 
郁
 
 

九
九
年
）
、
一
三
五
二
二
七
頁
。
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は
じ
め
に
 
 

日
本
の
新
宗
教
の
内
、
日
蓮
系
の
本
門
仏
」
ヰ
宗
や
霊
友
会
、
創
価
学
会
、
立
正
佼
成
会
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
 
 
 

て
き
た
が
、
杉
山
辰
子
が
設
立
し
た
仏
教
感
化
救
済
会
に
つ
い
て
は
、
未
だ
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。
辰
子
を
始
祖
と
す
る
教
団
で
 
 

は
、
全
国
で
も
有
数
の
社
会
福
祉
施
設
や
社
会
福
祉
職
従
事
者
養
成
校
を
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
大
乗
仏
教
の
逆
輸
出
を
目
指
し
て
、
 
 

川
 
上
 
光
 
代
 
 
 

∧
論
文
要
旨
∨
 
現
代
、
わ
が
国
は
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
新
た
な
社
会
福
祉
問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
社
会
事
業
の
先
覚
者
で
も
あ
る
聖
徳
太
 
 
 

子
は
、
法
華
経
の
信
仰
者
で
、
そ
の
精
神
に
よ
っ
て
四
天
王
寺
に
日
本
に
お
け
る
最
初
の
社
会
福
祉
施
設
を
設
け
た
。
そ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
法
華
経
 
 
 

の
精
神
は
、
社
会
福
祉
の
精
神
に
通
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

愛
知
県
に
は
悩
め
る
人
や
貧
困
者
を
救
う
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
法
華
経
を
受
持
す
る
者
の
使
命
で
あ
る
と
し
た
法
華
経
の
行
者
が
 
 
 

い
た
。
「
女
日
蓮
」
と
か
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
元
祖
ご
と
い
わ
れ
て
い
た
杉
山
辰
子
は
、
法
華
経
の
精
神
に
則
り
、
明
治
四
十
二
 
（
一
九
〇
九
）
年
、
 
 
 

仏
教
感
化
救
済
会
を
設
立
し
、
貧
困
者
や
孤
児
、
ラ
イ
病
患
者
ら
を
救
済
し
た
。
 
 
 

戦
後
、
教
団
は
五
つ
に
分
裂
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
辰
子
の
理
想
を
実
際
社
会
に
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
き
た
の
か
。
諸
教
団
の
実
例
か
ら
、
法
華
 
 
 

経
の
行
者
の
宗
教
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
探
っ
て
み
た
。
 
 

∧
キ
ー
ワ
ー
ド
∨
 
地
涌
の
菩
薩
、
法
華
経
の
行
者
、
杉
山
辰
子
、
社
会
福
祉
事
業
、
仏
教
感
化
救
済
会
 
 

杉
山
辰
子
と
そ
の
後
継
者
た
ち
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イ
ン
ド
布
教
に
乗
り
出
し
た
教
団
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
注
目
し
、
調
査
を
開
始
し
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
教
団
史
や
辰
子
の
教
え
 
 

を
述
べ
た
後
、
分
派
教
団
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
体
制
の
下
に
存
続
し
、
辰
子
の
教
え
を
受
け
継
い
で
き
た
の
か
、
比
較
し
て
み
た
 
 
 

、
】
 
0
 
 

－
∨
 
 

一
地
涌
の
菩
薩
た
ち
 
 

わ
が
国
の
仏
教
諸
宗
派
の
宗
祖
は
、
門
信
徒
に
尊
崇
さ
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
ほ
ど
信
者
に
熱
狂
さ
れ
る
宗
祖
は
他
に
は
い
な
い
。
日
 
 
 

蓮
や
弟
子
た
ち
は
、
い
か
な
る
迫
害
を
受
け
よ
う
と
も
、
そ
の
現
実
に
立
ち
向
か
う
力
を
も
っ
て
い
る
。
法
華
経
の
行
者
一
人
一
人
の
 
 
 

存
在
感
の
大
き
さ
は
、
大
乗
仏
教
の
菩
薩
の
概
念
だ
け
で
理
解
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
辰
子
や
そ
の
後
継
者
た
ち
を
論
じ
る
前
に
、
 
 
 

法
華
経
の
世
界
に
少
し
立
ち
入
っ
て
、
法
華
経
の
行
者
た
ち
が
、
他
宗
派
の
信
者
た
ち
と
異
な
る
点
を
考
え
て
み
よ
う
。
 
 

北
伝
の
諸
説
に
よ
る
と
、
釈
尊
は
、
紀
元
前
四
六
三
－
前
三
八
三
年
頃
、
ネ
パ
ー
ル
の
釈
迦
族
の
王
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
二
十
九
 
 
 

歳
で
出
家
し
、
三
十
五
歳
で
悟
り
を
開
き
、
以
来
、
伝
道
布
教
の
生
活
を
送
り
、
八
十
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
 
 

－
▲
 
 

ろ
が
 
『
法
華
経
』
 
「
如
来
寿
量
品
」
 
に
は
釈
尊
は
、
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
舐
劫
に
成
仏
し
て
以
来
、
婆
婆
世
界
で
法
を
説
い
て
い
た
 
 
 

ば
か
り
で
な
く
、
十
方
の
あ
ら
ゆ
る
世
界
で
も
衆
生
を
教
化
し
て
き
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
釈
尊
は
久
遠
実
成
の
本
仏
で
あ
る
の
で
、
 
 
 

寿
命
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
が
、
人
々
を
導
く
た
め
に
方
便
を
も
っ
て
入
滅
を
示
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
法
華
経
こ
そ
、
久
遠
実
成
の
 
 
 

本
仏
の
久
遠
の
教
え
で
あ
る
の
で
、
功
徳
は
無
量
で
、
現
実
の
世
界
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
浄
土
に
変
じ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

釈
尊
に
は
、
婆
婆
世
界
に
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
に
等
し
い
菩
薩
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
菩
薩
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
の
従
者
が
い
 
 
 

る
。
釈
尊
の
声
を
聞
い
て
、
大
地
か
ら
大
勢
の
菩
薩
た
ち
が
涌
き
出
て
来
た
。
無
数
の
菩
薩
の
な
か
に
は
、
上
行
、
無
辺
行
、
浄
行
、
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安
立
行
の
四
人
の
導
師
が
い
る
。
こ
の
四
人
の
導
師
は
多
く
の
菩
薩
た
ち
を
導
き
、
人
々
を
導
く
こ
と
を
自
分
の
勤
め
と
し
て
い
る
 
 

（
ワ
ニ
 
 
 

（
「
従
地
涌
出
品
」
）
。
釈
尊
は
「
わ
が
滅
後
、
法
華
経
を
説
く
よ
う
」
上
行
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
地
涌
の
菩
薩
に
命
じ
た
 
（
「
如
来
神
 
 

（
3
）
 

（
4
）
 
 

力
品
」
）
。
し
か
し
「
法
師
品
」
に
は
「
こ
の
経
を
説
く
者
は
排
斥
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
如
来
が
生
き
て
い
る
現
在
で
す
ら
、
多
く
の
 
 

人
々
か
ら
斥
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て
や
如
来
が
入
滅
し
た
後
は
な
お
の
こ
と
で
あ
る
」
と
予
言
し
て
い
る
。
日
蓮
は
数
々
の
受
難
を
 
 

受
け
た
自
分
こ
そ
上
行
菩
薩
の
再
来
で
あ
る
と
確
信
す
る
に
到
っ
た
。
そ
し
て
「
我
日
本
の
柱
と
な
ら
む
。
我
日
本
の
眼
目
と
な
ら
 
 

（
5
）
 
 

む
。
我
日
本
の
大
船
と
な
ら
む
」
 
と
三
大
誓
願
を
立
て
た
。
 
 
 

日
蓮
の
後
継
者
た
ち
は
、
上
行
菩
薩
・
日
蓮
を
目
指
し
、
そ
の
生
き
方
を
体
現
し
た
た
め
、
日
蓮
同
様
、
迫
害
殉
教
の
七
百
年
の
歴
 
 

史
を
展
開
し
た
。
た
だ
徳
川
時
代
は
封
建
制
度
に
抑
え
ら
れ
、
本
来
の
布
教
活
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
既
成
宗
教
の
体
質
 
 

を
批
判
し
、
幕
末
か
ら
明
治
以
後
、
民
衆
の
た
め
の
宗
教
を
目
指
し
て
、
多
く
の
新
宗
教
が
登
場
し
た
。
特
に
神
道
系
と
日
蓮
系
の
新
 
 

宗
教
が
圧
倒
的
な
勢
い
で
信
者
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
蓮
系
で
は
本
門
仏
立
宗
の
開
祖
・
長
松
日
一
局
ら
を
は
じ
め
と
す
る
在
家
 
 

出
身
者
に
よ
っ
て
、
在
家
教
団
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
以
後
、
日
蓮
系
新
宗
教
は
日
本
の
新
宗
教
を
二
分
す
る
勢
い
で
急
成
長
し
た
。
 
 

法
華
経
こ
そ
最
高
の
経
典
と
信
じ
、
折
伏
に
奔
走
す
る
信
者
欄
姿
は
、
地
涌
の
菩
薩
の
再
誕
を
思
わ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
 
 

二
 
仏
教
感
化
救
済
会
設
立
 
 

1
 
安
立
行
菩
薩
の
再
誕
 
 

明
治
維
新
を
迎
え
た
わ
が
国
は
、
進
ん
だ
西
洋
文
明
を
導
入
し
、
華
や
か
で
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
 
 
 

失
業
し
た
武
士
、
戦
禍
に
よ
っ
て
雁
災
し
た
者
、
窮
乏
化
し
た
者
ら
が
都
市
に
流
入
し
、
下
層
階
級
や
貧
民
、
浮
浪
者
と
な
る
者
が
多
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（
6
）
 
 

く
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
西
洋
文
明
と
共
に
、
コ
レ
ラ
や
ラ
イ
病
な
ど
の
新
し
い
病
原
菌
も
入
っ
て
き
て
、
大
勢
の
人
が
感
染
し
て
死
ぬ
 
 

と
い
う
悲
劇
が
起
き
た
。
 
 
 

こ
ん
な
時
代
に
、
久
遠
実
成
の
本
仏
に
遣
わ
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
杉
山
辰
子
は
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
七
月
二
十
八
日
、
岐
阜
 
 

県
羽
島
郡
笠
松
町
で
杉
山
定
七
の
次
女
と
し
て
誕
生
し
た
。
杉
山
家
は
代
々
名
主
の
家
柄
で
、
明
治
時
代
は
菜
種
油
の
精
製
加
工
や
織
 
 

布
を
職
業
と
し
て
い
た
資
産
家
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
辰
子
十
六
歳
の
頃
、
家
運
は
衰
え
、
十
数
万
に
昇
る
借
財
を
残
す
に
至
っ
た
。
 
 

辰
子
は
父
母
が
嘆
く
様
を
見
て
胸
を
痛
め
、
大
垣
市
の
妙
法
行
者
で
あ
る
鈴
木
キ
セ
を
訪
ね
て
教
え
を
乞
う
た
。
キ
セ
に
「
徳
は
本
で
 
 

（
7
）
 
 

あ
り
、
財
は
末
で
あ
る
。
仏
法
の
功
徳
こ
そ
不
滅
の
幸
福
で
あ
る
」
と
諭
さ
れ
、
仏
道
修
行
に
励
む
決
心
を
し
た
。
こ
れ
が
法
華
経
開
 
 

眼
へ
の
因
縁
と
な
っ
た
。
以
後
、
辰
子
は
キ
セ
の
許
で
九
年
間
修
行
し
、
キ
セ
の
片
腕
と
し
て
そ
の
任
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
 
 

ら
に
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
か
ら
十
年
間
、
名
古
屋
市
昭
和
区
白
金
町
の
日
蓮
宗
本
立
寺
で
名
倉
順
慶
に
法
華
経
を
学
び
、
明
 
 

治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
か
ら
九
年
間
、
愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
の
臥
竜
山
に
於
い
て
水
行
断
食
や
教
義
の
勉
強
を
し
た
。
こ
う
し
 
 

た
苦
行
の
結
果
、
辰
子
は
法
華
経
の
菩
薩
行
の
実
践
こ
そ
、
法
華
経
を
受
持
す
る
者
の
使
命
で
あ
る
と
確
信
し
た
。
 
 
 

そ
の
頃
、
西
洋
医
術
を
身
に
つ
け
た
牧
静
衛
医
師
に
出
会
い
、
医
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
者
の
傍
に
は
、
人
々
が
自
然
に
集
ま
っ
て
 
 

来
る
こ
と
を
目
に
し
た
。
辰
子
は
「
ど
ん
な
偉
い
人
で
も
因
果
の
理
法
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
病
気
に
な
る
の
も
、
過
去
に
そ
 
 

う
な
る
べ
き
種
ま
き
を
し
て
き
た
か
ら
だ
。
た
と
え
薬
の
力
を
借
り
て
一
時
肉
体
は
健
康
に
な
っ
て
も
、
困
が
な
く
な
ら
な
け
れ
ば
ま
 
 

た
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
医
者
を
頼
っ
て
集
ま
っ
て
来
る
人
々
に
妙
法
の
実
行
を
教
え
ら
れ
た
ら
、
そ
の
人
は
本
当
の
健
康
に
な
れ
 
 

（
8
）
 
 る
」
と
悟
り
、
仏
道
と
医
学
の
両
道
に
よ
る
救
済
活
動
の
実
現
を
目
指
し
た
。
し
か
し
牧
医
師
は
大
の
宗
教
嫌
い
で
、
医
学
と
宗
教
が
 
 

融
合
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
法
華
経
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
医
師
を
探
し
た
結
果
、
愛
知
医
学
校
（
後
の
名
古
屋
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大
学
医
学
部
）
 
の
村
上
斎
医
師
に
出
会
い
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
愛
知
県
西
加
茂
郡
白
川
村
に
仏
道
と
医
学
の
両
道
に
よ
 
 

る
病
院
を
開
業
し
た
。
医
療
は
村
上
が
担
当
し
、
辰
子
は
法
華
経
を
も
っ
て
人
々
を
教
化
し
た
。
こ
の
間
、
水
行
中
に
、
一
念
三
千
の
 
 

理
と
安
立
行
菩
薩
の
再
誕
を
自
覚
し
た
。
病
院
の
経
常
は
順
調
で
あ
っ
た
が
、
宗
旨
を
異
に
す
る
村
の
僧
侶
や
村
の
有
力
者
の
反
対
に
 
 

遭
い
、
村
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

2
 
仏
教
感
化
救
済
会
設
立
 
 

こ
の
頃
、
慈
善
事
業
は
、
松
方
正
儀
が
明
治
二
 
（
一
八
六
九
）
年
に
大
分
日
田
に
養
育
館
を
設
立
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
明
治
 
 
 

五
（
一
八
七
二
）
年
に
は
横
浜
仁
慈
堂
、
明
治
十
二
 
（
一
八
七
九
）
年
に
は
東
京
に
福
田
会
育
児
院
な
ど
設
立
し
た
。
つ
い
で
石
井
十
次
 
 

は
岡
山
孤
児
院
、
石
井
亮
一
は
狐
女
学
校
（
精
神
薄
弱
児
施
設
）
 
を
設
立
し
た
。
こ
れ
ら
私
的
慈
善
団
体
は
財
政
的
基
盤
が
弱
い
た
 
 

（
9
）
 
 

め
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
中
央
慈
善
協
会
を
設
立
し
て
全
国
的
に
統
一
し
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
政
府
も
 
 
 

貧
困
者
や
病
人
を
い
つ
ま
で
も
放
置
し
て
お
け
な
く
な
り
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
施
策
を
参
考
に
し
て
 
「
感
化
救
済
事
業
」
を
 
 
 

考
え
た
。
こ
れ
は
青
少
年
の
感
化
法
と
慈
善
事
業
な
ど
の
救
済
事
業
を
統
合
し
た
も
の
で
、
国
の
立
場
と
し
て
は
、
国
が
直
接
救
済
に
 
 
 

乗
り
出
す
の
で
は
な
く
、
民
間
の
行
な
う
事
業
を
国
が
援
助
し
、
事
業
の
指
導
者
を
国
が
養
成
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
 
 
 

四
十
一
年
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
事
業
従
事
者
教
育
の
創
始
と
い
え
る
第
一
回
の
感
化
救
済
事
業
指
導
者
講
習
会
が
開
か
れ
、
感
 
 

化
救
済
事
業
に
従
事
す
る
人
が
増
え
た
。
 
 

辰
子
は
法
華
経
の
心
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ま
こ
と
の
感
化
救
済
に
な
る
と
し
、
明
治
四
十
二
 
（
一
九
〇
九
）
年
、
愛
知
県
愛
知
郡
清
水
 
 

（
川
）
 
 

町
 
（
後
の
名
古
屋
市
東
区
清
水
町
）
 
に
仏
教
感
化
救
済
会
を
設
立
し
た
。
以
後
、
病
人
や
貧
困
者
ら
に
は
施
療
、
ま
た
は
物
資
を
施
与
 
 
 

し
、
「
物
資
と
精
神
」
 
の
両
途
よ
り
感
化
・
救
済
を
し
た
。
例
え
ば
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
東
京
都
深
川
方
面
の
水
害
雁
災
民
や
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大
正
十
二
年
、
関
東
大
震
災
の
避
難
民
及
び
東
京
都
や
名
古
屋
市
内
の
貧
凶
者
ら
に
食
料
や
金
銭
、
衣
料
な
ど
を
給
与
し
た
。
会
の
発
 
 

展
に
つ
れ
、
ラ
イ
病
療
養
所
、
孤
児
及
び
養
老
院
の
諸
施
設
の
開
設
や
支
部
の
開
設
、
全
国
各
地
で
布
教
講
演
会
の
開
催
な
ど
行
な
 
 
 

い
、
法
華
経
の
布
教
と
と
も
に
、
孤
児
、
貧
困
者
、
病
人
、
老
人
ら
、
社
会
的
弱
者
の
救
済
に
邁
進
し
た
。
し
か
し
経
済
的
に
は
か
な
 
 
 

り
附
窮
し
て
お
り
、
各
界
の
有
力
者
に
も
協
力
を
仰
い
だ
。
 
 

三
 
創
始
者
と
協
力
者
 
 

新
宗
教
の
特
徴
と
し
て
、
教
祖
の
呪
術
性
と
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
教
義
、
二
人
教
祖
の
葛
藤
と
対
立
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
辰
子
 
 
 

の
呪
術
性
と
そ
の
教
え
、
ま
た
辰
子
と
村
上
の
問
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

1
 
杉
山
辰
子
の
教
え
 
 

辰
子
の
教
え
は
法
華
経
を
中
心
と
し
、
六
波
山
維
寮
を
凝
縮
し
た
 
「
慈
悲
、
誠
 
（
至
誠
）
、
堪
忍
」
を
三
徳
と
し
、
誰
で
も
が
日
常
生
 
 
 

活
の
中
で
平
易
に
実
践
出
来
る
教
え
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
三
彼
の
実
践
と
唱
題
に
よ
っ
て
、
「
我
が
身
の
罪
障
を
滅
し
、
 
 
 

本
仏
の
菩
薩
と
い
う
玉
を
磨
け
ば
光
が
出
る
よ
う
に
、
我
が
身
の
光
 
（
仏
性
）
 
に
よ
っ
て
、
三
世
の
こ
と
が
よ
く
解
る
よ
う
に
な
り
ま
 
 
 

す
。
こ
れ
が
大
神
道
を
得
る
秘
訣
で
す
。
よ
く
修
行
し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
て
、
妙
法
を
実
行
す
る
人
達
を
勧
誘
し
て
、
そ
の
人
達
の
 
 

‖
 
 

供
養
を
し
、
善
根
を
積
ん
で
行
け
ば
、
必
ず
私
の
よ
う
に
神
通
が
得
ら
れ
ま
す
。
一
生
懸
命
に
精
進
し
て
下
さ
い
」
 
と
勧
め
て
い
る
。
 
 
 

辰
子
は
十
六
歳
で
大
眼
通
を
会
得
し
て
お
り
、
通
力
に
よ
っ
て
、
関
東
大
震
災
や
時
の
首
相
原
敬
、
犬
養
毅
の
暗
殺
を
予
二
一
一
日
し
て
い
 
 
 

る
。
し
か
し
呪
術
的
な
能
力
は
辰
子
の
特
別
な
能
力
で
は
な
く
、
誰
で
も
修
行
す
れ
ば
会
得
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
予
言
は
信
者
 
 
 

を
引
き
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
災
害
を
未
然
に
予
知
し
て
防
止
す
る
こ
と
が
止
し
い
仏
道
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
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W
順
爪
 
 
 

ま
た
新
宗
教
が
必
ず
説
い
て
い
る
病
気
や
先
祖
供
養
の
内
、
ま
ず
病
気
に
つ
い
て
は
 
『
法
華
経
』
 
「
讐
喩
品
」
 
に
 
「
若
し
医
道
を
修
 
 
 

め
、
方
（
法
）
に
順
じ
て
病
を
治
せ
ば
更
に
他
の
病
を
増
し
、
あ
る
い
は
ま
た
死
を
致
さ
ん
」
 
と
あ
る
よ
う
に
、
病
気
を
薬
だ
け
で
押
さ
 
 
 

え
て
も
、
ま
た
他
の
病
気
が
現
れ
て
く
る
。
病
気
は
心
で
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
医
薬
だ
け
に
頼
っ
て
も
治
ら
な
い
、
と
い
う
 
 
 

こ
と
で
妙
法
と
医
薬
の
併
用
を
勧
め
て
い
る
。
宗
教
と
医
療
の
融
合
性
は
、
現
在
で
は
各
地
に
 
「
ビ
ハ
ー
ラ
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
宗
 
 
 

教
者
や
医
療
者
ら
が
集
ま
っ
て
、
末
期
患
者
の
ケ
ア
や
人
生
の
意
義
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
が
、
当
時
と
し
て
は
き
わ
め
て
革
新
 
 
 

的
な
考
え
方
で
あ
り
、
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
 
 

先
祖
供
養
に
つ
い
て
は
、
新
宗
教
が
 
「
先
祖
の
崇
り
が
あ
る
の
で
幸
福
に
な
れ
な
い
」
 
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
辰
 
 
 

子
の
場
合
は
、
先
祖
の
た
め
に
一
心
に
「
妙
法
蓮
華
経
」
を
唱
え
る
こ
と
は
先
祖
を
悪
趣
か
ら
救
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
決
し
て
、
 
 
 

「
先
祖
の
崇
り
」
 
と
い
う
こ
と
は
言
わ
ず
、
常
々
、
先
祖
の
恩
を
忘
れ
な
い
よ
う
説
い
て
い
る
。
そ
の
他
胎
内
教
育
や
青
少
年
の
教
育
 
 
 

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
れ
は
幸
福
を
念
ず
る
根
本
に
は
、
ま
ず
有
徳
の
人
材
の
育
成
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
基
づ
い
た
も
 
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
よ
う
に
辰
子
の
教
え
は
、
中
道
実
践
的
で
、
因
果
の
理
法
を
ふ
ま
え
て
、
現
実
問
題
の
解
決
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
そ
れ
は
 
 
 

辰
子
自
身
の
経
験
か
ら
法
華
経
に
出
会
い
、
実
践
し
て
結
実
し
た
現
実
肯
定
の
教
え
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
辰
子
の
言
葉
は
確
信
に
 
 
 

満
ち
て
い
た
。
 
 

2
 
村
上
斎
の
立
場
 
 
 

次
に
辰
子
と
共
に
、
仏
教
感
化
救
済
会
を
設
立
し
た
村
上
斎
の
立
場
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
法
音
寺
で
は
二
代
 
 
 

目
会
長
、
あ
る
い
は
二
祖
と
し
て
尊
崇
し
て
い
る
が
、
単
立
で
は
辰
子
ほ
ど
存
在
感
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
村
上
に
つ
い
て
法
音
寺
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（
1
3
）
 
 

の
資
料
に
よ
る
と
、
村
上
は
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
、
医
師
村
上
宗
伯
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
村
上
家
は
数
代
医
者
が
続
い
た
 
 

家
柄
で
、
村
上
も
小
さ
い
頃
か
ら
医
者
と
し
て
教
育
さ
れ
て
き
た
。
明
治
に
入
っ
て
、
西
洋
医
術
が
重
ん
じ
ら
れ
る
な
か
、
村
上
は
大
 
 

橋
寅
の
門
下
生
と
し
て
医
学
の
勉
強
を
重
ね
て
き
た
。
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
、
近
代
的
な
医
療
施
設
が
整
っ
た
名
古
屋
好
生
館
 
 

病
院
が
創
設
さ
れ
る
と
同
時
に
入
り
、
研
究
を
続
け
、
翌
明
治
十
七
年
、
二
十
八
歳
の
時
、
許
可
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
内
・
 
 

外
科
の
開
業
免
許
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
結
婚
し
、
二
人
の
子
供
に
も
恵
ま
れ
、
順
調
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
四
十
代
 
 

の
頃
、
人
に
騙
さ
れ
、
財
産
を
無
く
し
、
妻
は
去
り
、
子
供
と
も
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
悲
痛
な
生
活
を
し
て
い
る
時
、
辰
 
 

子
が
訪
れ
て
協
力
を
願
っ
た
。
村
上
は
辰
子
の
熱
心
さ
に
打
た
れ
、
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
愛
知
医
学
校
（
後
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
）
 
 

を
辞
め
て
、
辰
子
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
後
、
か
つ
て
辰
子
が
修
行
し
て
い
た
臥
竜
山
や
本
立
寺
の
名
倉
順
慶
の
許
で
修
行
を
 
 

重
ね
た
。
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
先
述
の
如
く
、
白
川
村
で
仏
道
と
医
学
の
両
道
に
よ
る
病
院
を
開
業
し
た
が
、
宗
旨
を
異
 
 

に
す
る
村
の
僧
侶
や
村
の
有
力
者
の
反
対
に
遭
っ
て
、
村
に
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
 
 

明
治
四
十
l
一
年
、
仏
教
感
化
救
済
会
を
設
立
し
た
時
、
辰
子
は
会
長
に
村
上
は
副
会
長
（
後
、
顧
問
）
 
に
就
任
し
た
。
辰
子
の
死
後
 
 

（
後
述
）
 
は
、
二
代
目
会
長
と
し
て
、
辰
子
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
き
た
。
昭
和
二
十
二
 
（
一
九
四
七
）
年
、
九
十
二
歳
で
逝
去
。
 
 
 

新
宗
教
で
は
l
一
人
教
祖
、
つ
ま
り
霊
能
者
の
女
性
と
組
織
者
の
男
性
が
頂
点
に
立
つ
教
団
が
多
い
。
例
え
ば
霊
友
会
で
は
小
谷
喜
美
 
 

と
久
保
角
太
郎
、
立
正
佼
成
会
で
は
長
沼
妙
佼
と
庭
野
日
散
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
教
団
の
両
者
は
、
対
等
の
立
場
で
、
対
立
も
見
ら
 
 
 

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
辰
子
と
村
上
の
問
に
は
、
対
立
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
資
料
が
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
法
 
 
 

華
経
の
行
者
と
医
療
者
と
い
う
、
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
が
あ
る
。
村
上
は
常
に
、
辰
子
か
ら
病
気
の
原
因
で
あ
る
根
本
の
理
を
教
わ
 
 

り
な
が
ら
、
治
療
に
当
た
っ
て
き
た
。
あ
く
ま
で
も
辰
子
が
会
長
で
あ
り
、
村
上
は
協
力
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
村
上
が
い
な
く
て
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は
、
辰
子
が
理
想
と
し
た
仏
道
と
医
学
に
よ
る
両
道
の
救
済
は
成
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 
 

四
 
辰
子
逝
去
後
の
分
派
 
 

辰
子
は
昭
和
七
年
の
新
年
に
 
「
我
、
閣
浮
捏
の
太
陽
と
な
ら
ん
。
我
、
煩
悩
を
能
く
断
ず
。
我
、
妙
法
を
以
て
仏
を
成
ぜ
ん
」
 
と
、
 
 
 

一
大
誓
願
を
し
た
。
同
年
六
月
二
十
八
日
、
辰
子
は
法
華
経
の
布
教
と
社
会
福
祉
事
業
に
捧
げ
尽
く
し
た
生
涯
を
閉
じ
た
。
享
年
六
十
 
 
 

五
歳
。
 
 

辰
子
亡
き
後
、
教
団
は
村
上
が
継
承
し
、
仏
教
感
化
救
済
会
は
大
乗
修
養
団
と
改
称
し
た
。
そ
し
て
教
化
部
の
大
乗
修
養
団
と
、
救
 
 
 

済
部
門
の
財
団
法
人
大
乗
報
恩
会
に
分
離
し
て
運
営
さ
れ
た
。
 
 

戦
時
下
の
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
、
教
団
は
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
特
高
警
察
の
捜
査
を
受
け
た
。
会
長
の
村
上
は
高
齢
の
 
 

た
め
、
常
務
理
事
の
鈴
木
修
学
が
五
十
八
日
間
拘
留
さ
れ
た
。
教
団
の
教
化
活
動
の
一
切
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
当
時
運
営
し
て
い
た
養
 
 
 

老
院
、
孤
児
院
、
保
育
園
、
小
児
内
科
診
療
所
、
ラ
イ
病
患
者
収
容
所
な
ど
の
救
済
部
門
は
継
続
を
許
さ
れ
た
。
 
 

一
方
、
東
京
支
部
長
の
小
坂
井
清
五
郎
 
（
啓
陽
）
 
と
三
河
支
部
長
の
杉
崎
貞
次
郎
（
法
山
）
 
は
、
辰
子
の
教
え
を
守
る
た
め
に
志
を
 
 

一
つ
に
し
て
協
議
し
た
。
小
坂
井
は
要
路
の
大
官
、
名
士
と
の
連
絡
や
東
京
方
面
の
信
者
の
指
導
に
当
た
り
、
杉
崎
は
愛
知
県
岡
崎
市
 
 

で
布
教
活
動
を
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
海
軍
中
将
子
爵
・
小
笠
原
長
生
の
勧
告
も
あ
っ
て
、
昭
和
十
八
年
三
月
二
十
六
日
、
日
蓮
宗
東
 
 

（
1
4
）
 
 

郷
寺
の
東
郷
至
誠
会
に
加
入
し
、
活
動
を
続
け
た
。
 
 

戦
後
、
教
団
は
、
戦
時
中
の
苦
い
経
験
か
ら
、
布
教
活
動
を
存
分
に
す
る
に
は
既
成
教
団
に
属
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
昭
 
 

和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
、
日
蓮
宗
に
帰
属
し
、
日
蓮
宗
法
音
寺
と
し
て
再
出
発
し
た
。
小
坂
井
や
杉
崎
ら
は
、
同
年
、
東
京
に
大
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乗
教
会
を
設
立
。
昭
和
二
十
三
年
、
名
古
屋
市
熱
田
区
外
土
居
町
に
単
立
大
乗
教
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
法
音
寺
の
教
化
部
に
席
を
 
 

置
い
て
い
た
鎌
田
行
学
は
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
、
愛
知
県
西
尾
市
に
日
蓮
宗
妙
恩
寺
、
大
乗
教
の
正
宣
教
師
で
あ
っ
た
榊
原
 
 
 

法
公
は
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
、
同
県
知
立
市
に
単
立
法
公
会
、
同
じ
く
大
乗
教
の
岐
阜
教
会
長
で
あ
っ
た
田
中
偉
仁
は
昭
和
 
 

（
1
5
）
 
 

五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
、
岐
阜
市
に
卓
立
真
生
会
を
発
足
さ
せ
た
。
 
 

五
 
分
派
後
の
諸
教
団
 
 

教
団
の
組
織
は
、
法
音
寺
の
場
合
、
住
職
－
副
住
職
信
進
法
縁
会
 
（
僧
侶
）
1
信
教
師
 
（
檀
信
徒
）
－
準
信
教
師
（
檀
信
徒
）
一
 
 

般
檀
信
徒
と
な
っ
て
お
り
、
本
山
の
下
に
は
、
全
国
に
支
院
、
布
教
所
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
仏
教
感
化
救
 
 

済
会
設
立
当
時
か
ら
、
こ
う
し
た
大
小
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
者
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
い
つ
分
派
し
 
 
 

て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
辰
子
生
前
中
は
分
派
も
起
き
な
か
っ
た
が
、
亡
き
後
の
昭
和
十
三
 
（
一
九
三
八
）
年
頃
、
日
蓮
 
 
 

宗
法
華
道
心
教
会
の
開
基
・
蟹
江
恒
、
は
つ
ゑ
夫
妻
が
国
柱
会
の
田
中
智
学
の
思
想
に
感
銘
し
て
、
六
人
程
の
信
者
と
共
に
脱
会
し
て
 
 
 

い
る
。
戦
後
、
日
蓮
宗
法
音
寺
と
卓
立
大
乗
教
と
し
て
再
出
発
し
た
後
も
、
教
会
長
や
正
宣
教
師
ら
を
中
心
に
分
派
し
て
い
る
。
分
派
 
 
 

の
時
期
は
、
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
開
山
 
（
初
代
会
長
）
、
あ
る
い
は
二
代
目
会
長
が
引
退
し
た
後
に
起
こ
っ
て
い
る
。
分
派
し
た
 
 
 

指
導
者
の
信
者
た
ち
は
次
期
会
長
に
従
わ
ず
、
自
分
の
信
じ
る
師
匠
に
付
い
て
脱
会
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
大
乗
教
副
管
長
 
 

の
柴
垣
法
隆
の
よ
う
に
、
信
者
の
信
望
厚
く
、
有
能
な
弟
子
が
多
く
い
て
、
分
派
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
派
し
な
い
人
 
 

も
い
た
。
柴
垣
は
、
大
乗
教
で
は
管
長
を
支
え
、
分
派
し
た
法
公
会
や
真
生
会
で
は
、
会
長
を
は
じ
め
、
そ
の
信
者
た
ち
の
よ
き
指
導
 
 
 

者
で
あ
っ
た
。
法
公
会
や
真
生
会
で
は
、
初
代
会
長
と
共
に
永
遠
の
指
導
者
と
し
て
、
境
内
に
は
銅
像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
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辰
子
を
始
祖
 
（
先
師
、
教
祖
）
 
と
す
る
五
教
団
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

1
 
日
蓮
宗
法
音
寺
 
 
 

法
音
寺
（
名
古
屋
市
昭
和
区
駒
方
町
）
 
は
、
先
述
の
如
く
、
昭
和
二
十
一
年
、
日
蓮
宗
に
帰
属
し
、
日
蓮
宗
法
音
寺
と
し
て
再
出
発
 
 

し
た
。
昭
和
二
十
二
年
、
二
代
目
会
長
の
村
上
が
逝
去
後
、
三
代
目
会
長
と
し
て
鈴
木
修
学
が
就
任
し
た
。
鈴
木
は
辰
子
や
村
上
の
遺
 
 

志
を
受
け
継
ぎ
、
同
寺
を
今
日
の
一
大
教
団
と
す
る
と
と
も
に
、
全
国
で
も
有
数
の
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
育
て
、
日
本
福
祉
大
学
を
 
 

は
じ
め
と
す
る
学
園
を
創
立
さ
せ
た
。
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
、
逝
去
。
鈴
木
宗
音
・
現
住
職
が
四
代
目
会
長
と
し
て
就
任
し
 
 
 

た
。
 
 

同
寺
の
特
徴
は
、
辰
子
の
「
三
徳
の
実
践
」
 
に
囲
み
、
第
一
に
宗
教
法
人
日
蓮
宗
法
音
寺
、
第
二
に
社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会
、
第
三
 
 

に
学
校
法
人
法
音
寺
学
園
の
三
本
立
て
で
運
営
し
て
い
る
。
う
ち
昭
徳
会
は
、
養
護
施
設
、
精
神
薄
弱
児
・
者
施
設
、
医
療
施
設
、
特
 
 

（
1
6
）
 
 

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
経
営
し
、
法
音
寺
学
園
は
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
経
営
し
て
い
る
。
本
山
の
下
、
全
国
三
十
六
カ
所
の
支
 
 

院
・
布
教
所
、
さ
ら
に
何
人
か
に
わ
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
組
織
が
あ
る
。
信
者
数
約
三
十
万
人
。
 
 

2
 
日
蓮
宗
妙
恩
寺
 
 
 

妙
恩
寺
（
愛
知
県
西
尾
市
今
川
町
馬
捨
）
 
の
開
山
・
鎌
田
行
学
は
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
、
母
が
逝
去
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
 
 

大
乗
修
養
団
に
入
信
し
た
。
戦
後
、
法
音
寺
の
教
化
部
に
席
を
置
き
、
法
華
経
広
宣
の
た
め
の
不
惜
命
の
菩
薩
行
に
励
ん
だ
。
昭
和
三
 
 

十
六
（
一
九
六
一
）
年
、
弘
通
教
化
の
拠
点
を
西
尾
市
寄
住
町
に
置
い
た
。
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
、
法
音
寺
か
ら
独
立
し
、
日
 
 

（
1
7
）
 
 

蓮
宗
妙
恩
寺
を
開
創
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
、
現
在
地
に
移
転
し
た
。
鎌
田
は
、
平
成
二
 
（
一
九
九
〇
）
年
、
逝
去
。
平
成
七
（
一
九
九
 
 

五
）
年
、
弟
子
の
太
田
行
囲
が
住
職
に
就
任
し
た
。
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同
寺
は
「
家
族
総
ぐ
る
み
の
信
仰
で
な
い
と
救
わ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
家
族
が
題
目
の
中
に
溶
け
込
ん
で
、
題
目
と
一
つ
に
 
 

な
る
よ
う
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
信
者
は
西
三
河
地
方
に
多
い
。
本
山
の
下
、
地
域
毎
に
分
か
れ
た
二
十
五
カ
所
の
布
教
所
が
あ
る
。
信
 
 
 

者
数
約
二
千
人
。
 
 

3
 
単
立
大
乗
教
 
 

大
乗
教
（
名
古
屋
市
熱
田
区
外
土
居
町
）
 
は
、
小
坂
井
啓
陽
や
杉
崎
法
山
を
は
じ
め
同
志
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
聖
ハ
）
 
 

年
、
東
京
都
在
原
区
平
塚
に
大
乗
教
会
を
設
立
し
、
昭
和
二
十
三
年
、
現
在
地
に
大
乗
教
を
設
立
し
た
。
初
代
管
長
に
小
坂
井
が
就
 
 
 

任
。
以
後
、
教
学
を
は
じ
め
、
組
織
の
拡
充
、
信
徒
指
導
な
ど
積
極
的
に
行
な
い
、
教
団
は
着
実
に
発
展
し
た
。
昭
和
三
十
（
一
九
五
 
 
 

五
）
年
、
二
代
目
管
長
に
杉
崎
が
就
任
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
二
 
（
一
九
七
七
）
年
、
現
管
長
杉
崎
法
涌
が
三
代
目
管
長
に
就
任
し
 
 
 

た
。
同
教
団
の
布
教
活
動
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
は
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
釈
迦
堂
や
高
さ
二
十
五
メ
 
 

■
、
∵
 
 

1
ト
ル
の
大
仏
を
建
立
し
、
大
乗
仏
教
の
 
「
逆
輸
出
」
を
目
指
し
て
、
イ
ン
ド
布
教
に
乗
り
出
し
た
。
本
山
の
下
、
愛
知
県
を
中
心
に
 
 
 

全
国
に
教
会
五
十
三
カ
所
、
布
教
所
四
百
九
十
六
カ
所
あ
る
。
信
者
数
約
三
十
万
人
。
 
 

4
 
単
立
法
公
会
 
 

法
公
会
 
（
愛
知
県
知
立
市
西
町
亀
池
）
 
の
会
長
・
榊
原
法
公
は
、
幼
少
の
頃
、
大
乗
修
養
団
の
信
者
で
あ
っ
た
母
に
連
れ
ら
れ
て
法
 
 

座
に
参
加
し
て
い
た
。
十
六
歳
の
頃
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
状
況
の
中
、
大
乗
教
の
柴
垣
法
隆
に
出
会
い
、
以
来
、
広
宣
流
布
に
寝
食
を
 
 

忘
れ
て
邁
進
し
た
。
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
、
第
一
回
全
国
大
会
を
開
き
、
大
乗
教
内
に
法
公
後
援
会
を
発
足
し
た
。
当
時
、
 
 

会
員
は
約
百
人
い
た
。
同
会
に
青
年
部
、
婦
人
部
も
発
足
し
た
。
毎
年
、
総
会
を
開
く
度
に
会
員
が
増
え
、
つ
い
に
昭
和
四
十
八
（
一
 
 

■
■
、
 
 

九
七
三
）
年
、
同
会
は
立
教
を
宣
言
し
て
単
立
宗
教
法
人
と
な
っ
た
。
初
代
会
長
に
榊
原
が
就
任
し
た
。
本
山
の
下
、
三
河
地
方
を
中
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心
に
、
全
国
に
教
会
十
一
カ
所
、
布
教
所
五
十
カ
所
あ
る
。
信
者
数
約
五
万
人
。
 
 

5
 
単
立
真
生
会
 
 

真
生
会
 
（
岐
阜
市
彦
坂
）
 
の
会
長
・
田
中
偉
仁
は
、
昭
和
二
十
五
 
（
一
九
五
〇
）
年
、
大
乗
教
の
信
者
で
あ
っ
た
母
の
勧
め
で
、
大
 
 

乗
教
に
入
信
し
た
。
柴
垣
法
隆
の
弟
子
の
栗
山
法
明
の
許
で
修
行
を
し
、
栗
山
亡
き
後
は
、
柴
垣
の
許
で
修
行
を
続
け
た
。
岐
阜
教
会
 
 
 

長
と
し
て
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
機
が
熱
し
て
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
、
大
阪
で
立
教
宣
言
し
た
。
大
阪
を
立
教
 
 
 

の
地
に
し
た
の
は
、
田
中
が
長
年
、
大
阪
で
働
い
て
い
た
た
め
知
人
が
多
い
こ
と
や
、
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
都
会
で
一
人
で
も
多
く
 
 
 

の
人
を
救
済
す
る
た
め
で
あ
る
。
独
立
に
際
し
て
、
柴
垣
が
 
「
大
乗
教
を
看
板
に
し
て
は
い
け
な
い
」
 
と
い
っ
た
忠
告
を
守
り
、
大
乗
 
 

教
か
ら
は
信
者
を
一
人
も
連
れ
ず
、
親
類
に
も
声
を
掛
け
ず
、
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
た
。
し
か
し
田
中
の
人
柄
や
信
仰
の
厚
さ
、
指
導
力
 
 

に
引
か
れ
て
入
信
者
が
増
え
、
大
乗
教
か
ら
も
新
た
に
入
信
し
て
き
た
。
田
中
は
初
代
会
長
、
柴
垣
は
顧
問
に
就
任
し
た
。
信
者
は
東
 
 
 

京
か
ら
広
島
ま
で
い
る
が
、
特
に
大
阪
と
名
古
屋
に
多
い
。
本
山
の
下
、
全
国
六
カ
所
に
教
会
が
あ
る
。
信
者
数
約
二
万
人
。
 
 

以
上
の
五
教
団
の
他
に
、
仏
教
感
化
救
済
会
の
流
れ
を
汲
む
教
団
と
し
て
、
先
述
し
た
日
蓮
宗
法
華
道
心
教
会
が
あ
る
。
開
基
・
蟹
 
 
 

江
夫
妻
は
大
乗
修
養
団
を
脱
会
 
（
昭
和
十
三
年
頃
）
 
後
、
特
定
の
宗
教
団
体
に
加
入
せ
ず
、
夫
婦
で
布
教
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
。
当
 
 
 

時
、
信
者
数
約
四
十
人
。
戦
後
、
弟
子
の
一
撃
が
養
子
に
入
り
、
共
に
布
教
活
動
を
続
け
た
。
昭
和
五
十
三
 
（
一
九
七
八
）
年
、
一
撃
 
 
 

は
名
古
屋
市
瑞
穂
区
弥
富
ケ
丘
町
に
同
教
会
を
設
立
し
た
。
本
山
の
下
、
二
十
三
カ
所
の
布
教
所
が
あ
る
。
信
者
数
約
千
人
。
同
教
団
 
 
 

で
は
辰
子
の
教
え
は
説
い
て
い
な
い
が
、
法
華
経
の
説
き
方
や
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
な
ど
、
仏
教
感
化
救
済
会
の
伝
統
を
引
き
継
 
 
 

い
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
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六
 
諸
教
団
の
体
質
 
 

仏
教
感
化
救
済
会
は
、
戦
後
、
大
き
く
分
け
て
日
蓮
宗
法
音
寺
系
と
単
玉
大
乗
教
系
に
な
っ
た
。
宗
派
の
異
な
る
二
系
統
の
教
団
 
 
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
体
制
の
下
に
存
続
し
、
辰
子
の
理
想
を
展
開
し
て
き
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。
 
 

1
 
本
尊
 
 

本
尊
は
日
蓮
宗
は
、
『
法
華
経
』
 
「
寿
量
品
」
 
に
説
か
れ
る
久
遠
実
成
の
本
仏
・
釈
迦
牟
尼
如
来
で
あ
り
、
単
立
は
、
釈
迦
牟
尼
如
来
 
 

が
上
行
、
無
辺
行
、
浄
行
、
安
立
行
の
四
菩
薩
を
従
え
た
一
尊
四
菩
薩
を
本
尊
に
し
て
い
る
。
一
尊
四
菩
薩
を
本
尊
に
す
る
こ
と
は
、
 
 
 

辰
子
の
長
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
乗
教
で
は
日
蓮
は
上
行
菩
薩
、
辰
子
は
安
立
行
菩
薩
、
辰
子
の
最
初
の
師
匠
で
あ
る
鈴
木
 
 
 

キ
セ
は
無
辺
行
菩
薩
、
法
華
宗
の
日
覚
は
浄
行
菩
薩
と
、
日
蓮
を
は
じ
め
と
す
る
法
華
経
の
行
者
を
四
菩
薩
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
法
 
 
 

音
寺
で
は
浄
行
菩
薩
だ
け
当
て
は
ま
る
人
物
は
い
な
い
が
、
他
は
大
乗
教
と
同
じ
で
あ
る
。
恐
ら
く
も
と
も
と
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
 
 
 

い
た
も
の
を
大
乗
教
が
受
け
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
真
生
会
で
は
辰
子
は
安
立
行
菩
薩
、
会
長
の
師
匠
の
師
匠
で
あ
る
柴
垣
法
隆
は
浄
 
 
 

行
菩
薩
、
会
長
の
師
匠
で
あ
る
栗
山
法
明
は
上
行
菩
薩
、
会
長
の
田
中
偉
仁
は
無
辺
行
菩
薩
と
、
先
師
や
会
長
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
 
 
 

四
菩
薩
は
、
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、
す
べ
て
釈
尊
の
許
に
還
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
真
生
会
で
は
釈
尊
を
目
指
す
前
 
 
 

に
、
ま
ず
辰
子
や
会
長
、
先
師
ら
、
身
近
な
師
匠
を
万
民
救
済
の
象
徴
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
信
仰
の
新
し
さ
が
あ
り
、
分
派
し
た
意
 
 
 

義
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

2
 
信
仰
内
容
 
 
 

諸
分
派
の
所
依
の
経
典
は
日
蓮
宗
も
単
立
も
法
華
経
で
あ
る
。
日
蓮
宗
の
内
、
法
音
寺
は
法
華
経
を
中
心
に
、
辰
子
の
三
徳
の
実
践
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を
説
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
妙
恩
寺
は
従
来
の
日
蓮
宗
の
色
合
い
が
濃
く
、
辰
子
の
教
え
は
説
い
て
な
い
。
し
か
し
法
華
経
の
説
き
 
 

方
や
修
行
目
標
な
ど
、
法
音
寺
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
単
立
は
、
法
華
経
を
根
本
に
、
大
乗
教
で
は
、
法
 
 

華
経
の
教
理
を
生
活
の
軌
範
と
し
、
人
格
形
成
や
社
会
浄
化
の
た
め
に
精
進
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
法
公
会
で
は
、
「
幸
福
の
六
 
 

（
2
0
）
 
 

カ
条
」
を
立
て
、
実
行
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
真
生
会
で
は
辰
子
の
「
三
徳
の
実
践
」
と
柴
垣
の
「
今
日
あ
る
は
親
の
御
陰
と
感
 
 

謝
し
て
」
と
栗
山
の
「
徳
は
将
来
を
潤
す
」
と
田
中
の
「
相
手
を
尊
ぶ
」
こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
は
良
く
な
る
。
こ
の
教
え
を
中
心
に
 
 

法
華
経
を
説
い
て
い
る
。
諸
教
団
の
信
仰
内
容
は
、
従
来
の
日
蓮
宗
の
説
き
方
で
は
な
く
、
辰
子
か
ら
先
師
、
創
始
者
、
現
会
長
ま
で
 
 

重
ね
て
き
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
戦
前
ま
で
あ
っ
た
修
身
や
社
会
生
活
の
常
識
な
ど
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
 
 

さ
ら
に
民
間
信
仰
も
あ
る
程
度
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
相
手
の
背
中
を
擦
り
な
が
ら
読
経
す
る
「
神
通
掛
」
 
（
お
加
持
）
 
は
、
 
 

辰
子
生
前
中
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
法
音
寺
や
大
乗
教
で
は
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
れ
は
相
手
の
背
中
を
擦
り
な
が
ら
読
経
 
 

す
る
加
持
祈
商
で
、
「
身
も
心
も
浄
め
る
」
、
あ
る
い
は
「
悪
い
も
の
を
除
き
、
仏
性
を
輝
か
せ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ま
た
法
音
 
 

寺
で
は
、
辰
子
生
前
中
よ
り
行
な
っ
て
い
た
胎
教
授
与
式
を
引
き
継
い
で
お
り
、
妙
恩
寺
で
は
水
子
精
霊
堂
を
建
て
、
丁
重
に
供
養
し
 
 

て
い
る
。
そ
の
他
、
諸
教
団
で
無
病
息
災
や
商
売
繁
盛
、
合
格
祈
願
な
ど
の
祈
痛
も
行
な
っ
て
い
る
。
諸
教
団
は
法
華
経
の
教
義
を
説
 
 

き
つ
つ
も
、
民
間
信
仰
も
信
仰
の
助
力
と
し
て
、
あ
る
い
は
現
世
利
益
の
信
仰
と
し
て
取
り
入
れ
、
独
自
の
信
仰
を
確
立
し
て
き
た
。
 
 
 

3
 
辰
子
と
先
師
の
位
置
 
 

諸
教
団
の
創
始
者
は
日
蓮
宗
は
日
蓮
、
単
立
は
辰
子
で
あ
り
、
先
師
や
開
山
 
（
初
代
会
長
）
 
は
、
「
教
祖
」
と
か
「
始
祖
」
と
呼
ば
 
 
 

な
い
が
、
果
し
て
教
団
内
で
は
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
日
蓮
宗
の
内
、
法
音
寺
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
 
 
 

と
、
「
日
蓮
が
開
創
し
た
日
蓮
宗
に
属
す
る
」
が
、
辰
子
が
「
仏
教
感
化
救
済
会
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
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同
寺
で
は
日
蓮
は
宗
祖
、
辰
子
は
始
姐
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鈴
木
修
学
は
教
団
の
三
代
目
会
長
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
日
蓮
宗
 
 
 

法
音
寺
の
開
山
と
し
て
、
辰
子
同
様
、
永
遠
の
存
在
で
あ
る
。
妙
恩
寺
で
は
、
辰
子
は
先
師
の
一
人
で
あ
り
、
辰
子
の
教
え
を
継
承
す
 
 
 

る
教
団
と
は
考
え
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
日
蓮
宗
に
属
す
る
教
団
で
あ
る
。
開
山
の
鎌
田
は
日
蓮
宗
の
伝
統
の
中
で
は
始
祖
と
さ
れ
 
 
 

て
な
い
が
、
教
団
内
で
は
始
祖
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
存
在
で
あ
る
。
単
立
の
場
合
は
、
辰
子
を
教
祖
と
し
て
前
面
に
押
し
出
し
て
お
 
 
 

り
、
初
代
会
長
の
こ
と
は
決
し
て
教
祖
と
は
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
法
公
会
や
真
生
会
は
初
代
会
長
が
現
役
の
た
め
、
新
し
い
教
団
の
 
 
 

創
始
者
と
し
て
の
意
識
が
強
い
。
特
に
真
生
会
で
は
先
述
の
如
く
、
会
長
や
そ
の
師
匠
ら
を
辰
子
と
同
じ
四
菩
薩
に
位
置
づ
け
て
い
 
 
 

る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
諸
教
団
共
宗
祖
や
始
祖
 
（
教
祖
）
 
は
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
意
識
的
に
は
誰
が
始
祖
 
（
教
祖
）
、
あ
る
い
は
 
 
 

創
始
者
と
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
辰
子
や
先
師
ら
は
尊
崇
さ
れ
る
指
導
者
で
あ
る
、
と
い
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
 
 
 

な
い
。
 
 

諸
教
団
で
祀
ら
れ
尊
崇
さ
れ
て
い
る
先
師
は
、
法
音
寺
で
は
辰
子
、
村
上
、
鈴
木
ら
、
妙
恩
寺
で
は
辰
子
、
村
上
、
鈴
木
、
祖
父
江
 
 

〔
2
1
）
 
 

つ
な
ら
、
大
乗
教
で
は
辰
子
、
村
上
、
阻
父
江
、
鈴
木
ら
、
法
公
会
で
は
辰
子
、
柴
垣
ら
、
真
生
会
で
は
辰
子
、
柴
垣
、
栗
山
ら
で
、
 
 

命
日
に
は
諸
教
団
共
、
法
要
を
営
ん
で
い
る
。
諸
教
団
は
分
派
し
て
も
共
に
同
じ
先
師
を
祀
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
初
代
会
長
の
 
 
 

師
匠
や
尊
崇
す
る
先
師
で
あ
る
。
以
後
は
教
団
内
の
会
長
や
信
教
師
 
（
宣
教
師
）
 
が
祀
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
諸
教
団
で
祀
ら
れ
て
い
 
 
 

る
宗
祖
や
教
祖
、
先
師
、
開
山
ら
は
永
遠
の
指
導
者
で
あ
る
が
、
暗
が
経
つ
に
つ
れ
て
神
話
化
し
て
い
く
よ
う
に
思
え
る
。
や
は
り
現
 
 
 

役
の
指
導
者
が
頼
り
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
れ
は
信
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
概
に
い
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 

4
 
布
教
と
菩
薩
行
の
実
践
 
 
 

諸
教
団
は
先
述
し
た
体
制
の
中
で
、
辰
子
が
生
涯
を
掛
け
た
法
華
経
の
布
教
と
菩
薩
行
の
実
践
と
し
て
の
社
会
福
祉
事
業
を
、
ど
の
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よ
う
に
受
け
継
い
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

a
 
法
座
 
 

辰
子
の
布
教
目
的
は
、
「
自
分
に
精
神
修
養
す
る
と
と
も
に
、
他
人
に
も
教
え
て
善
道
に
入
ら
し
む
る
こ
と
は
、
実
に
大
い
な
る
功
 
 

徳
で
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
民
衆
に
い
か
ほ
ど
財
宝
を
与
う
る
と
い
え
ど
、
法
を
与
え
ざ
れ
ば
こ
の
民
衆
は
現
世
安
穏
・
後
生
善
処
と
 
 

救
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
一
人
の
立
派
な
人
物
を
作
れ
ば
、
こ
の
人
が
次
か
ら
次
へ
と
立
派
な
人
を
作
っ
て
、
つ
い
に
は
 
 

（
2
2
）
 
 

世
界
を
平
和
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
説
い
て
い
る
。
現
在
、
諸
教
団
の
法
座
は
、
本
山
で
行
な
う
他
、
教
会
、
布
 
 

教
所
、
信
者
宅
も
法
の
道
場
と
し
て
開
い
て
い
る
。
法
座
の
担
当
者
は
、
住
職
（
管
長
、
会
長
）
、
僧
侶
（
日
蓮
宗
）
、
信
教
師
（
宣
教
 
 

師
）
 
ら
が
行
な
い
、
内
容
は
各
教
団
共
、
社
会
情
勢
や
職
場
、
家
庭
の
問
題
な
ど
取
り
上
げ
て
、
法
華
経
や
三
徳
の
実
践
、
先
師
の
教
 
 
 

え
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
用
語
を
使
っ
て
説
い
て
い
る
。
大
乗
教
で
は
「
ま
ず
、
何
で
も
い
い
か
ら
、
だ
ま
っ
て
法
座
を
五
十
回
聞
き
 
 

（
2
3
）
 
 

な
さ
い
。
そ
こ
に
幸
福
の
糸
口
が
見
つ
か
り
ま
す
」
 
と
勧
め
て
い
る
。
 
 

b
 
在
家
僧
侶
の
誕
生
 
 

各
教
団
で
は
、
法
座
を
担
当
す
る
信
教
師
や
宣
教
師
を
養
成
す
る
講
座
や
学
園
を
設
け
て
い
る
。
例
え
ば
法
音
寺
で
は
在
家
の
た
め
 
 
 

の
信
教
師
研
修
道
場
、
妙
恩
寺
で
は
仏
教
を
極
め
た
い
人
が
理
論
的
な
教
学
の
修
学
を
目
的
と
し
た
求
道
推
進
会
と
一
般
檀
信
徒
が
法
 
 

（
2
4
）
 
 

華
経
の
実
践
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
報
恩
会
が
あ
り
、
大
乗
教
に
は
、
将
来
、
宣
教
師
を
目
指
す
人
が
研
修
す
る
大
乗
学
園
が
あ
 
 
 

る
。
法
座
や
研
修
を
通
じ
て
、
次
々
信
教
師
 
（
宣
教
師
）
 
が
誕
生
し
て
い
る
。
特
に
女
性
の
信
教
師
 
（
宣
教
師
）
 
が
目
に
つ
く
。
過
去
 
 
 

に
は
先
述
し
た
祖
父
江
つ
な
や
蟹
江
は
つ
ゑ
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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C
 
社
会
福
祉
事
業
と
教
育
 
 

（
2
5
）
 
 
 

社
会
福
祉
事
業
は
、
辰
子
の
教
訓
で
あ
る
法
華
経
の
精
神
を
実
際
社
会
の
中
に
具
現
化
さ
せ
る
と
い
う
菩
薩
行
の
実
践
で
あ
る
。
特
 
 
 

に
法
音
寺
は
前
述
の
如
く
、
辰
子
の
 
「
三
徳
の
実
践
」
 
に
因
み
、
布
教
の
他
、
社
会
福
祉
事
業
と
学
校
経
営
を
同
寺
の
運
営
方
針
と
し
 
 

て
い
る
。
例
え
ば
前
身
の
大
乗
救
済
部
門
を
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
に
社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会
と
改
称
し
、
児
童
養
護
施
設
、
 
 

精
神
薄
弱
児
・
者
施
設
、
保
育
施
設
、
自
閉
症
児
・
者
寮
育
施
設
、
医
療
施
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
 
 

昭
和
二
十
八
年
開
設
の
学
校
法
人
法
音
寺
学
園
は
、
日
本
福
祉
大
学
、
同
女
子
短
期
大
学
、
同
専
門
学
校
、
同
付
属
高
校
を
経
営
し
て
 
 

い
る
。
大
乗
教
で
は
幼
稚
園
経
営
や
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
イ
ン
ド
人
に
ミ
シ
ン
や
タ
イ
プ
ラ
イ
 
 
 

タ
ー
な
ど
の
職
業
訓
練
を
施
し
て
い
る
。
法
公
会
や
真
生
会
は
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
に
加
入
し
、
難
民
救
済
や
地
球
環
境
問
題
 
 
 

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 
 

一
般
に
宗
教
団
体
が
社
会
福
祉
事
業
や
学
校
経
営
を
行
な
う
と
、
そ
の
宗
門
色
が
濃
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
法
音
寺
が
運
営
す
 
 

る
施
設
や
学
校
は
、
宗
教
色
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
同
寺
が
経
営
す
る
日
本
福
祉
大
学
建
設
の
五
原
則
の
中
に
も
「
宗
教
色
を
出
さ
な
 
 

い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
表
面
的
に
は
宗
教
と
〓
疋
の
距
離
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
宗
教
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
 
 

い
。
昭
和
二
十
八
年
に
同
大
学
の
前
身
で
あ
る
中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
を
設
立
す
る
に
当
た
っ
て
の
動
機
も
、
「
『
世
の
人
々
を
自
分
 
 

と
異
な
る
こ
と
の
な
い
仏
に
し
て
や
り
た
い
』
 
と
い
う
釈
尊
の
心
に
あ
や
か
り
、
世
の
中
の
幸
薄
い
人
々
を
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
幸
 
 

（
2
6
）
 
 

せ
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
働
い
て
く
れ
る
人
を
養
成
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
 
 

こ
に
は
教
団
強
化
と
い
う
狭
い
考
え
方
は
な
い
。
辰
子
が
「
私
の
働
き
は
み
な
世
の
た
め
、
人
の
た
め
の
働
き
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 
 

（
2
7
）
 
 

ん
」
「
人
を
教
化
す
る
第
一
は
、
ま
ず
自
分
が
身
を
も
っ
て
実
行
す
る
こ
と
で
す
」
と
説
い
た
こ
と
を
、
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
で
あ
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る
。
 
 

以
上
、
法
座
や
信
教
師
 
（
宣
教
師
）
養
成
講
座
は
諸
教
団
共
盛
ん
で
あ
る
が
、
社
会
福
祉
事
業
を
組
織
的
に
運
営
し
て
い
る
の
は
法
 
 

音
寺
だ
け
で
、
単
立
は
別
の
形
で
救
済
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
辰
子
を
教
祖
と
し
て
い
る
単
立
は
、
辰
子
の
教
え
や
菩
薩
行
の
実
践
 
 

を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
実
際
は
辰
子
生
前
中
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
単
立
は
辰
子
の
教
え
を
守
る
た
 
 

め
に
独
立
し
た
が
、
仏
教
感
化
救
済
会
以
来
の
組
織
ま
で
は
引
き
継
い
で
い
な
い
。
法
音
寺
は
戦
後
、
荒
廃
し
た
教
団
を
建
て
直
す
と
 
 

共
に
、
戦
時
中
も
運
営
し
て
い
た
施
設
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
社
会
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
き
た
め
、
今
日
の
よ
う
な
全
国
で
も
有
 
 

数
の
社
会
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
教
団
に
な
っ
た
。
 
 
 

本
稿
で
「
教
団
」
と
か
「
教
祖
」
と
い
う
言
葉
を
並
べ
て
き
た
の
で
、
排
他
的
な
宗
教
と
い
う
感
じ
が
す
る
と
思
う
。
し
か
し
ほ
と
 
 

ん
ど
の
信
者
が
檀
那
寺
で
葬
儀
や
法
事
を
行
な
っ
て
お
り
、
檀
那
寺
の
仏
壇
で
祀
っ
て
い
る
信
者
も
い
る
。
ま
た
親
睦
旅
行
で
他
宗
派
 
 

の
寺
院
に
参
詣
し
た
り
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
る
。
た
だ
檀
家
制
度
が
崩
壊
し
っ
つ
あ
る
現
状
も
あ
っ
て
、
信
者
が
檀
那
 
 

寺
の
役
割
を
教
団
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
 
 

ま
と
め
 
 

杉
山
辰
子
に
興
味
を
持
ち
、
辰
子
を
始
祖
（
教
祖
、
先
師
）
 
と
す
る
諸
教
団
が
、
辰
子
の
教
え
や
社
会
福
祉
事
業
を
ど
の
よ
う
に
受
 
 

け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
き
た
の
か
、
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
受
け
継
ぎ
方
は
、
一
口
で
い
え
ば
、
教
団
の
体
制
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
 
 

た
。
す
な
わ
ち
先
述
の
如
く
、
仏
教
感
化
救
済
会
以
来
の
組
織
を
引
き
継
い
で
い
る
教
団
で
あ
る
こ
と
や
創
始
者
を
宗
教
指
導
者
と
し
 
 

て
仰
い
で
い
る
教
団
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
創
始
者
と
共
に
新
し
く
出
発
し
た
単
立
は
、
辰
子
を
教
祖
 
 

43 （43   



と
し
、
そ
の
社
会
福
祉
事
業
は
、
偉
業
と
し
て
語
り
継
い
で
い
る
が
、
施
設
は
運
営
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
辰
子
か
ら
先
師
、
創
始
者
 
 
 

と
重
ね
て
き
た
教
え
を
重
ん
じ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
法
音
寺
か
ら
分
派
し
た
妙
恩
寺
は
、
日
蓮
を
宗
祖
と
す
る
宗
教
伝
統
の
中
 
 
 

で
、
辰
子
の
教
え
を
表
面
化
す
る
の
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
法
昔
寺
は
仏
教
感
化
救
済
会
以
来
の
施
設
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
内
容
の
 
 
 

充
実
に
努
力
し
、
社
会
の
要
望
に
応
え
て
き
た
。
社
会
福
祉
事
業
は
時
代
と
共
に
そ
の
形
態
や
ニ
ー
ズ
な
ど
も
変
わ
っ
て
く
る
が
、
辰
 
 
 

子
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
菩
薩
行
の
実
践
は
、
九
十
年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
新
鮮
さ
を
失
う
こ
と
な
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。
法
音
寺
 
 
 

は
こ
れ
か
ら
も
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
組
織
的
に
運
営
し
発
展
し
て
い
く
内
に
、
合
理
性
が
先
行
し
て
い
き
、
 
 
 

辰
子
個
人
の
影
響
力
は
薄
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
諸
教
団
に
お
い
て
も
、
豊
か
な
時
代
に
育
っ
た
若
い
後
継
者
た
ち
が
、
 
 
 

辰
子
の
菩
薩
行
の
実
践
を
ど
こ
ま
で
身
を
も
っ
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
会
長
も
世
襲
制
に
な
っ
た
教
団
も
あ
り
、
次
第
に
 
 
 

既
成
宗
教
と
の
差
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
五
つ
の
教
団
は
二
十
一
世
紀
を
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
 
 
 

か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
 

ヘ
バ
ー
」
 
 

（
3
）
 
 

「
1
一
 
 

（
5
）
 
 

（
6
）
 
 

宗
教
法
人
創
価
学
会
『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
・
関
目
抄
下
』
一
九
五
二
年
、
二
三
二
貢
。
本
項
は
小
向
正
司
編
『
日
蓮
の
本
』
学
習
研
究
社
、
一
 
 

九
九
三
年
参
考
。
 
 
 

宮
脇
源
次
、
森
井
利
夫
、
瓜
巣
一
美
、
豊
福
義
彦
『
社
会
福
祉
入
門
』
 
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
五
三
頁
。
 
 
 

『
大
正
蔵
』
 
第
九
巻
、
 
 

前
掲
書
、
第
九
巻
、
 
 

前
掲
書
、
第
九
巻
、
 
 

前
掲
書
、
第
九
巻
、
 
 

四
二
頁
中
。
 
 

三
九
頁
下
四
〇
頁
中
。
 
 

五
二
頁
上
。
 
 

三
一
貫
中
。
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（
1
6
）
 
 

（
1
7
）
 
 

（
1
8
）
 
 

（
1
9
）
 
 

（
2
0
）
 
 

（
2
1
）
 
 

（
2
2
）
 
 
 

へ
〓
㍉
 
 

（
1
2
）
 
 

（
1
3
）
 
 

（
1
4
）
 
 

（
1
5
）
 
 

（
7
）
 
 

（
8
）
 
 

（
9
）
 
 

（
1
0
）
 
 

大
乗
教
総
務
庁
編
『
大
乗
教
団
史
・
七
〇
年
の
歩
み
』
一
九
八
四
年
、
一
大
四
頁
。
 
 
 

法
音
寺
広
報
委
員
会
編
『
安
立
行
・
上
』
一
九
九
一
年
、
一
〇
四
頁
。
 
 
 

宮
脇
源
次
、
森
井
利
夫
、
瓜
巣
一
美
、
豊
福
義
彦
 
『
社
会
福
祉
入
門
』
 
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
五
五
頁
。
 
 
 

仏
教
感
化
救
済
会
の
開
創
年
は
、
法
音
寺
の
資
料
に
は
明
治
四
十
二
 
（
一
九
〇
九
）
 
年
、
あ
る
い
は
大
正
元
年
 
（
一
九
一
二
）
 
年
と
な
っ
て
い
る
 
 

が
、
大
乗
教
の
資
料
に
は
大
正
三
 
（
一
九
一
四
）
 
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
辰
子
が
生
前
に
著
し
た
 
『
世
界
の
鑑
』
 
に
は
、
明
治
四
十
二
年
一
月
開
設
と
 
 

示
し
て
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
明
治
四
十
二
年
を
開
創
年
と
し
て
記
載
し
た
。
 
 
 

大
乗
教
総
務
庁
編
『
大
乗
教
入
信
の
手
引
』
一
九
八
四
年
、
二
九
頁
。
 
 
 

『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
五
頁
下
。
 
 
 

村
上
の
生
年
月
日
を
示
し
た
資
料
が
な
い
が
、
法
音
寺
広
報
委
員
会
編
『
安
立
行
・
上
』
一
一
五
頁
に
「
十
二
歳
で
明
治
時
代
を
迎
え
る
」
と
あ
っ
 
 

た
の
で
、
逆
算
し
た
。
 
 
 

東
郷
寺
は
、
東
郷
元
帥
の
遺
徳
の
摂
仰
と
戦
没
将
兵
と
敵
兵
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
海
軍
大
将
・
加
藤
寛
治
、
子
爵
・
小
笠
原
長
生
ら
に
よ
っ
 
 

て
、
一
九
四
〇
年
、
東
京
北
多
摩
の
府
中
に
建
立
し
た
寺
で
あ
る
。
東
郷
も
小
笠
原
も
共
に
法
華
経
の
信
者
で
あ
っ
た
。
 
 
 

教
団
の
歴
史
や
教
義
な
ど
は
、
法
音
寺
広
報
委
員
会
編
『
安
立
行
・
上
』
一
九
九
一
年
。
法
音
寺
広
報
委
員
会
編
著
『
御
開
山
上
人
伝
』
一
九
七
八
 
 

年
。
法
音
寺
広
報
委
員
会
編
『
法
音
』
一
九
九
一
年
一
月
号
一
九
九
二
年
一
二
月
号
。
社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会
編
『
昭
徳
会
福
祉
七
十
五
周
年
記
念
 
 

誌
』
一
九
八
六
年
。
大
乗
教
総
務
庁
編
『
大
乗
教
団
史
・
七
十
年
の
歩
み
』
一
九
八
四
年
。
大
乗
教
総
務
庁
編
『
大
乗
教
入
信
の
手
引
』
一
九
八
四
 
 

年
。
大
乗
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
法
公
会
事
務
局
編
『
教
祖
・
杉
山
大
菩
薩
』
一
九
九
一
年
な
ど
参
考
。
 
 
 

法
音
寺
広
報
委
員
会
編
著
『
御
開
山
上
人
伝
』
一
九
七
八
年
。
社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会
編
『
昭
徳
会
福
祉
七
十
五
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
六
年
。
法
 
 

音
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
「
中
外
日
報
」
一
九
八
九
年
十
二
月
十
一
日
付
。
 
 
 

「
中
外
日
報
」
一
九
八
九
年
七
月
二
十
六
日
付
。
 
 
 

大
乗
教
総
務
庁
編
『
大
乗
教
団
史
・
七
十
年
の
歩
み
』
一
九
八
四
年
。
大
乗
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
 
 
 

法
公
会
ホ
ー
プ
ク
ラ
ブ
編
『
法
公
会
の
歩
み
』
一
九
九
〇
年
。
法
公
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
 
 
 

①
本
尊
を
通
じ
て
本
仏
へ
の
合
掌
。
②
妙
法
広
重
。
③
先
祖
へ
の
感
謝
と
供
養
。
④
親
へ
の
孝
養
。
⑤
堪
忍
を
身
の
守
り
に
。
⑥
施
し
の
あ
る
生
 
 

活
。
等
の
実
行
を
勧
め
て
い
る
。
 
 
 

辰
子
と
共
に
仏
教
感
化
救
済
会
で
活
躍
し
た
人
。
 
 
 

法
音
寺
広
報
委
員
会
編
『
法
音
』
一
九
九
一
年
五
月
号
、
四
〇
貢
。
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27 26 25 24 23  

大
乗
教
総
務
庁
編
『
大
乗
数
人
信
の
手
引
』
一
九
八
四
年
、
一
九
頁
。
 
 

妙
恩
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
 
 

社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会
編
『
昭
徳
会
福
祉
七
十
五
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
六
年
、
一
六
貢
。
 
 

法
音
寺
広
報
委
員
会
編
著
『
御
開
山
上
人
伝
』
一
九
七
八
年
、
八
一
頁
。
 
 

大
乗
教
総
務
庁
編
『
大
乗
教
入
信
の
手
引
』
一
九
八
四
年
、
表
紙
裏
面
。
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一
は
じ
め
に
 
－
 
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
の
関
係
を
ど
う
と
ら
え
る
か
 
－
 
 

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
八
一
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
、
無
償
・
義
務
・
ラ
イ
ッ
ク
の
い
わ
ゆ
る
初
等
教
育
の
三
原
則
を
定
め
た
フ
ェ
 
 
 

リ
ー
法
が
制
定
さ
れ
、
道
徳
教
育
も
そ
れ
ま
で
の
宗
教
的
な
も
の
に
代
わ
っ
て
ラ
イ
ッ
ク
な
も
の
で
行
わ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
こ
 
 
 

の
宗
教
的
な
道
徳
と
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
移
行
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
た
の
だ
 
 

手
 
戸
 
聖
 
伸
 
 
 

∧
論
文
要
旨
＞
 
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
八
〇
年
代
、
初
等
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
、
道
徳
教
育
も
宗
教
的
な
も
の
か
ら
ラ
イ
ッ
ク
な
も
の
へ
と
転
換
が
図
 
 
 

ら
れ
た
。
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
は
規
定
上
は
分
離
さ
れ
る
が
、
そ
の
関
係
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
文
脈
の
上
で
 
 
 

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
概
念
の
歴
史
的
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
こ
の
時
期
の
教
育
改
革
が
新
た
な
変
化
の
結
節
点
に
 
 
 

当
っ
て
い
る
こ
と
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
つ
つ
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
宗
教
的
道
徳
か
ら
の
断
絶
性
と
連
続
性
の
実
情
を
、
フ
ェ
リ
ー
の
言
動
と
、
彼
の
 
 
 

理
念
を
伝
播
す
る
役
割
を
担
っ
た
小
学
校
教
師
の
役
割
と
心
性
を
中
心
に
検
討
す
る
。
こ
れ
は
共
和
政
の
思
惑
と
社
会
の
よ
り
広
い
部
分
と
が
ど
の
よ
 
 
 

う
に
噛
み
合
っ
て
い
た
か
を
探
る
た
め
で
も
あ
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
じ
た
い
の
宗
教
性
や
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
導
入
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
 
 
 

た
宗
教
と
の
新
た
な
か
か
わ
り
方
、
と
い
う
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
、
そ
う
し
た
総
合
的
な
見
地
か
ら
第
三
共
和
政
、
さ
ら
に
は
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
 
 
 

の
姿
を
と
ら
え
か
え
し
た
い
と
い
う
問
題
提
起
な
提
言
も
含
ん
で
い
る
。
 
 

＜
キ
ー
ワ
ー
ド
＞
 
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
、
政
教
分
離
、
宗
教
概
念
、
宗
教
と
宗
教
性
、
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
1
 
 

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
に
お
け
る
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
に
つ
い
て
の
試
論
 
 

－
 
一
八
八
〇
年
代
に
お
け
る
教
育
改
革
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
 
－
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ろ
う
か
。
 
 

（
1
）
、
、
 
 
 

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
も
教
育
史
や
法
政
史
、
歴
史
学
な
ど
の
領
域
で
、
詳
し
く
扱
わ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
宗
教
的
な
道
徳
か
ら
 
 

ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
へ
の
転
換
、
と
い
う
く
ら
い
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
、
さ
ら
に
は
近
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
 
 

宗
教
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
返
す
に
あ
た
っ
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
現
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
も
宗
教
と
の
か
か
わ
り
に
注
意
を
払
 
 
 

っ
て
い
る
。
 
 

た
だ
そ
の
場
合
、
こ
の
変
化
を
単
に
図
式
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
変
化
の
姿
を
具
体
的
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
具
 
 
 

体
的
と
い
う
の
は
、
単
に
詳
細
に
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
図
式
的
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
宗
教
的
な
道
徳
と
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
を
並
 
 

置
し
、
両
者
の
違
い
を
項
目
別
に
数
え
上
げ
て
い
く
と
い
っ
た
作
業
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
移
行
の
過
程
と
い
う
歴
史
的
な
 
 

推
移
を
、
事
後
的
に
振
り
返
る
こ
と
か
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
既
成
の
事
実
に
置
き
換
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
 
 
 

図
式
的
な
観
点
を
導
入
す
る
と
、
移
行
の
過
程
で
見
ら
れ
た
現
象
も
、
転
換
後
の
状
況
と
い
う
前
提
に
あ
ら
か
じ
め
回
収
さ
れ
て
し
ま
 
 

い
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
観
点
は
、
宗
教
的
な
道
徳
か
ら
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
へ
と
い
う
転
換
を
、
素
朴
に
宗
教
の
衰
退
と
み
な
 
 

し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
問
題
点
を
学
ん
で
い
る
。
教
育
史
や
法
政
史
、
歴
史
学
な
ど
の
領
域
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
確
か
に
 
 
 

一
方
に
お
い
て
は
、
制
度
の
変
化
か
ら
民
衆
の
心
性
の
変
化
ま
で
、
具
体
的
か
つ
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
宗
 
 

教
の
衰
退
と
い
う
図
式
的
な
前
提
が
透
け
て
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
 
 

そ
う
し
た
図
式
に
陥
ら
ず
に
変
化
を
具
体
的
に
と
ら
え
る
に
は
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
の
関
係
を
意
識
的
に
理
論
的
な
土
台
の
 
 
 

上
で
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
近
年
、
宗
教
と
い
う
概
念
を
自
明
の
も
の
と
受
け
取
る
態
度
を
批
判
し
、
こ
の
概
念
を
構
成
的
な
も
 
 

（
2
）
 
 

の
と
し
て
扱
う
観
点
か
ら
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
の
両
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者
を
所
与
の
概
念
と
し
て
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
概
念
的
な
生
成
過
程
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

確
か
に
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
は
理
念
的
に
は
区
別
で
き
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
そ
の
理
念
の
影
響
を
受
け
て
両
省
を
考
え
る
よ
 
 
 

う
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
実
的
に
は
そ
の
理
念
の
生
ま
れ
た
文
脈
も
併
せ
て
両
者
の
関
係
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
か
つ
 
 
 

て
は
、
道
徳
と
宗
教
は
区
別
で
き
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
宗
教
が
道
徳
の
源
泉
や
根
拠
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
八
世
 
 
 

紀
以
来
、
道
徳
と
宗
教
は
区
別
で
き
る
と
い
う
議
論
が
活
発
化
し
は
じ
め
、
い
わ
ば
そ
の
土
ム
［
の
上
に
第
三
共
和
政
は
宗
教
的
な
道
徳
 
 

と
は
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
√
慰
 
 
 

こ
れ
は
「
ラ
イ
ッ
ク
な
」
ニ
a
ざ
u
e
）
 
と
い
う
言
葉
 
（
ま
た
そ
の
名
詞
形
の
「
ラ
イ
シ
テ
」
ニ
a
芹
i
t
巴
 
と
い
う
二
一
一
＝
葉
）
 
の
使
用
法
と
 
 

も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
 
「
俗
人
」
 
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
「
ラ
イ
ー
ク
ス
」
 
（
ギ
リ
シ
ャ
語
「
ラ
イ
コ
ス
」
）
 
に
由
来
し
、
聖
職
 
 
 

に
よ
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
古
く
か
ら
の
一
▲
一
一
＝
葉
だ
が
、
と
り
わ
け
第
三
共
和
政
斯
に
な
っ
て
、
宗
教
に
対
抗
す
る
言
説
と
し
て
、
 
 
1
 
 

（
 
宗
教
を
私
的
な
領
域
に
封
じ
込
め
る
意
図
を
帯
び
た
言
説
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
な
意
味
を
帯
び
る
一
」
一
一
＝
菓
な
の
で
あ
ぇ
 
 

こ
の
言
葉
の
説
明
を
こ
こ
ま
で
控
え
て
い
た
の
も
、
実
体
的
な
内
容
を
与
え
る
よ
う
な
説
明
を
す
る
よ
り
も
、
一
言
説
と
し
て
理
解
す
る
 
 
 

よ
う
強
調
し
て
お
く
方
が
先
決
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 

ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
を
そ
れ
ぞ
れ
定
義
し
ょ
う
と
い
う
試
み
じ
た
い
に
、
両
者
を
峻
別
す
る
意
図
が
密
か
に
忍
び
込
み
か
ね
な
 
 
 

い
こ
と
に
注
意
し
ょ
う
。
両
者
の
力
学
的
な
関
係
を
把
握
す
る
方
が
各
々
の
内
実
に
早
く
近
づ
け
る
の
で
あ
る
。
最
近
の
研
究
は
自
覚
 
 
 

的
に
こ
う
し
た
地
平
に
」
法
っ
て
、
第
三
共
和
政
、
さ
ら
に
は
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
を
全
体
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
 
 
 

ち
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
や
宗
教
の
概
念
的
な
生
成
は
、
政
治
や
制
度
的
な
問
題
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
宗
教
 
 
 

的
道
徳
か
ら
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
へ
の
転
換
は
、
単
な
る
教
育
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
三
共
和
政
、
さ
ら
に
は
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
性
 
 

49 （4！   



格
を
特
徴
づ
け
る
中
核
的
な
問
題
で
あ
る
と
み
な
す
射
程
の
も
と
に
、
制
度
の
変
化
か
ら
民
衆
の
心
性
の
変
化
ま
で
を
総
合
的
に
扱
お
 
 

（
5
）
 
う
と
し
て
い
る
。
本
論
文
も
そ
う
し
た
地
平
に
立
っ
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
論
じ
た
い
の
は
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
 
 

徳
と
の
力
学
的
な
関
係
上
、
そ
れ
ま
で
に
比
し
て
宗
教
が
狭
く
規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
逆
説
的
に
そ
の
規
定
を
は
み
出
す
形
で
新
し
 
 

い
宗
教
性
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
に
通
底
す
る
時
代
意
識
の
よ
う
な
も
の
と
、
そ
の
 
 

時
代
を
生
き
た
文
学
者
や
哲
学
者
な
ど
い
わ
ば
頂
点
的
な
思
想
家
の
思
想
的
営
為
を
、
宗
教
と
い
う
観
点
か
ら
接
合
的
に
と
ら
え
よ
う
 
 

と
す
る
さ
さ
や
か
な
試
み
で
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
の
宗
教
の
姿
が
よ
り
全
体
的
に
、
よ
り
明
快
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
 
 
 

る
。
 
 

二
 
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
概
念
の
変
遷
と
第
三
共
和
政
の
課
題
 
 

さ
て
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
の
内
実
に
迫
る
近
道
は
、
宗
教
と
い
う
言
葉
の
用
法
の
諸
傾
向
と
そ
れ
が
及
ぶ
範
囲
、
つ
ま
り
宗
 
 

教
概
念
が
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
導
入
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
に
お
 
 

け
る
宗
教
概
念
の
変
遷
を
概
観
し
て
い
こ
う
。
 
 
 

フ
ラ
ン
ス
革
命
で
そ
れ
ま
で
強
権
を
誇
っ
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
は
非
常
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
反
革
命
勢
 
 

力
が
激
し
く
抵
抗
し
、
や
が
て
コ
ン
コ
ル
ダ
（
政
教
条
約
）
、
王
政
復
古
を
通
じ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
が
復
権
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
 
 

大
雑
把
に
言
っ
て
、
近
代
社
会
の
進
展
に
適
応
し
た
地
域
や
階
層
と
、
伝
統
的
な
信
仰
の
根
強
い
そ
れ
と
が
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

い
わ
ゆ
る
「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
が
強
い
地
域
で
は
一
九
世
紀
で
も
人
び
と
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
規
範
に
 
 

沿
っ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
言
え
る
し
、
都
市
部
で
も
（
信
仰
の
真
筆
さ
は
さ
て
お
き
）
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
は
台
頭
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
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ワ
の
生
活
規
範
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
こ
に
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
に
ま
で
及
ぶ
宗
教
と
い
う
用
法
が
見
て
と
れ
る
。
こ
う
し
て
 
 

カ
ト
リ
ッ
ク
は
大
き
な
勢
力
を
依
然
と
し
て
保
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
八
一
四
年
の
憲
章
が
第
六
条
で
カ
ト
リ
ッ
ク
が
国
教
で
あ
る
こ
 
 

と
を
定
め
な
が
ら
も
、
第
五
条
で
は
「
各
々
が
み
ず
か
ら
の
宗
教
を
表
明
す
る
の
に
は
平
等
な
自
由
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
礼
拝
の
た
め
 
 

に
は
同
等
の
保
護
を
有
す
る
」
と
良
心
と
礼
拝
の
自
由
も
与
え
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ン
コ
ル
ダ
体
制
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
ユ
ダ
ヤ
教
 
 

も
公
認
宗
教
と
し
て
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
相
対
的
に
優
位
を
保
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
法
制
的
に
は
他
の
宗
教
と
並
ぶ
公
認
宗
教
 
 

の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
複
数
の
宗
教
が
並
ん
で
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
達
 
 

成
し
ょ
う
と
し
た
事
柄
の
一
つ
で
あ
る
良
心
の
自
由
と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
宗
教
の
問
題
が
一
つ
の
社
会
全
体
に
及
ぶ
問
題
で
 
 

あ
る
こ
と
か
ら
個
々
人
の
良
心
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
問
題
に
変
化
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
 
 

と
こ
の
傾
向
は
よ
り
顕
著
と
な
り
、
例
え
ば
ル
ナ
ン
は
『
国
民
と
は
何
か
』
 
の
な
か
で
「
国
家
宗
教
は
も
は
や
存
在
し
ま
せ
ん
…
…
宗
 
 

（
6
）
 
 

教
は
個
人
的
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
宗
教
を
個
人
的
な
問
題
と
見
な
す
言
説
の
一
方
で
は
、
政
体
も
目
 
 

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な
ど
混
迷
を
極
め
て
い
た
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
ま
と
め
る
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
宗
教
に
期
待
 
 

が
も
た
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
論
客
に
限
ら
ず
進
歩
的
な
知
識
人
も
社
会
の
紐
帯
と
し
て
の
宗
教
を
構
想
し
て
 
 

い
た
。
た
だ
し
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
宗
教
に
依
ら
な
く
て
も
道
徳
で
社
会
を
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
方
が
熱
し
は
 
 

じ
め
、
そ
の
方
向
で
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
が
第
三
共
和
政
だ
っ
た
。
 
 
 

第
三
共
和
政
は
普
仏
戦
争
の
敗
北
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
失
敗
と
い
う
荒
廃
の
な
か
か
ら
出
立
し
た
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
鎮
圧
し
た
 
 

テ
ィ
エ
ー
ル
は
共
和
政
を
敷
い
た
が
、
望
ん
だ
の
は
保
守
的
な
共
和
政
で
、
公
権
力
と
教
会
の
結
び
つ
き
は
か
え
っ
て
強
化
さ
れ
た
。
 
 

次
い
で
大
統
領
に
就
任
し
た
王
党
派
の
マ
ク
マ
オ
ン
も
道
徳
秩
序
期
（
宅
d
r
e
m
C
r
a
－
）
 
と
し
て
知
ら
れ
る
反
動
的
な
時
期
を
演
出
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し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
力
が
強
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
前
に
し
て
、
共
和
派
左
派
の
ガ
ン
ベ
ッ
タ
は
「
教
権
主
義
こ
そ
敵
だ
」
 
 
 

と
議
会
で
演
説
し
た
。
仮
想
敵
国
の
ド
イ
ツ
に
対
略
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
を
押
さ
え
込
み
、
共
和
派
の
手
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
 
 

1
を
取
り
戻
す
形
で
「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
を
一
つ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
の
が
教
育
で
あ
る
。
 
 

ド
イ
ツ
に
敗
北
し
た
の
も
教
育
の
立
ち
遅
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
に
教
育
は
、
新
し
い
世
代
 
 

に
理
念
を
吹
き
込
み
将
来
の
国
民
を
作
る
機
能
を
有
し
て
い
た
か
ら
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
最
大
の
焦
点
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
八
 
 

八
〇
年
代
に
な
る
と
共
和
派
が
確
固
た
る
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
リ
1
法
を
中
心
に
初
等
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
 
 

て
い
く
。
と
り
わ
け
そ
れ
ま
で
ギ
ゾ
一
法
 
（
七
月
王
政
下
に
制
定
さ
れ
た
初
等
教
育
法
）
 
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
宗
教
的
道
徳
教
 
 

育
が
廃
止
さ
れ
、
道
徳
・
公
民
教
育
が
導
入
さ
れ
て
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
に
よ
る
国
民
的
な
統
一
が
図
ら
れ
て
い
く
。
も
っ
と
も
、
そ
の
 
 

ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
（
一
八
三
二
九
三
）
は
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
の
ヴ
オ
ー
ジ
ュ
に
生
ま
れ
た
。
家
の
先
祖
は
代
々
教
会
の
鐘
を
作
る
 
 

方
向
で
 
「
一
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
が
即
座
に
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ェ
リ
1
法
が
成
立
し
た
後
も
「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
は
存
 
 

続
す
る
し
、
実
は
道
徳
教
育
か
ら
宗
教
色
が
払
拭
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
法
律
に
名
前
が
冠
 
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
フ
ェ
リ
1
の
言
動
を
、
主
に
彼
の
宗
教
観
と
道
徳
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
注
目
し
つ
つ
、
当
時
の
状
況
と
 
 
 

絡
め
て
整
理
す
る
こ
と
で
、
こ
の
時
期
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
が
ど
の
よ
う
に
定
位
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
探
り
た
い
。
 
 

三
 
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
と
宗
教
の
定
位
を
め
ぐ
っ
て
 
－
 
フ
エ
リ
－
の
言
動
を
中
心
に
 
－
 
 

な
ど
教
区
や
修
道
院
に
尽
く
し
た
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
革
命
の
際
ジ
ュ
ー
ル
の
祖
父
は
革
命
派
に
つ
き
、
そ
の
精
神
は
息
 
 

子
（
ジ
ュ
ー
ル
の
父
親
）
 
に
継
承
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ー
ル
の
弟
シ
ャ
ル
ル
に
よ
れ
ば
、
父
親
が
非
宗
教
を
標
梼
し
て
い
て
も
深
い
魂
を
も
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（
7
）
 
 

ち
平
和
に
生
き
て
い
る
の
を
幼
少
期
か
ら
見
て
い
た
の
が
自
分
た
ち
の
精
神
形
成
の
上
で
大
き
い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
家
の
宗
教
と
し
 
 
 

て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
ジ
ュ
ー
ル
も
シ
ャ
ル
ル
も
聖
体
拝
領
を
受
け
て
い
る
が
、
二
人
と
も
一
二
、
三
歳
頃
に
は
教
会
に
足
繁
く
通
う
い
 
 
 

わ
ゆ
る
プ
ラ
テ
イ
カ
ン
で
は
な
く
な
っ
た
。
と
は
い
え
そ
の
後
も
兄
弟
は
、
姉
の
ア
デ
ル
と
時
に
は
一
緒
に
日
曜
の
ミ
サ
に
出
か
け
、
 
 
 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
う
っ
と
り
す
る
な
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
完
全
に
な
く
な
っ
た
の
は
二
五
歳
に
 
 
 

な
っ
た
頃
と
見
ら
れ
る
。
家
を
出
て
い
た
ア
デ
ル
の
部
屋
に
サ
ロ
ン
を
開
き
、
そ
こ
に
呼
ん
だ
人
た
ち
か
ら
実
証
主
義
の
精
神
を
鼓
吹
 
 
 

さ
れ
、
コ
ン
ト
を
読
み
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
会
合
に
参
加
し
、
そ
う
し
て
実
証
主
義
者
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
1
が
育
っ
て
い
っ
た
。
 
 

、
l
 
 

ア
デ
ル
は
熱
心
な
信
者
で
二
人
の
弟
の
回
心
と
魂
の
救
い
を
死
ぬ
ま
で
祈
り
続
け
て
い
た
と
い
う
。
一
九
世
紀
の
文
化
的
性
差
を
語
る
 
 
 

の
に
 
「
女
は
教
会
へ
、
男
は
居
酒
屋
へ
」
と
よ
く
言
う
が
、
フ
ェ
リ
1
家
も
あ
る
意
味
そ
の
典
型
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 

（
り
ニ
 
 
 

「
私
は
道
徳
的
な
危
機
に
際
し
て
コ
ン
ト
の
 
『
実
証
主
義
総
論
』
 
を
読
み
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
フ
ェ
リ
1
は
証
言
し
て
い
る
。
 
 

こ
の
著
作
に
は
後
期
コ
ン
ト
の
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
フ
ェ
リ
1
は
、
前
期
の
和
学
哲
学
か
ら
後
期
の
宗
教
 
 

思
想
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
コ
ン
ト
の
社
会
理
論
の
な
か
で
も
主
に
後
期
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
実
証
主
義
的
な
道
徳
に
よ
る
 
 
 

社
会
連
帯
の
主
張
に
強
く
引
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
当
時
、
進
歩
は
資
本
階
級
と
労
働
者
の
階
級
対
立
を
招
く
も
の
と
受
け
取
ら
れ
も
 
 
 

し
た
の
だ
が
、
実
証
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ
た
教
育
は
進
歩
と
秩
序
の
再
建
を
両
立
さ
せ
る
と
フ
ェ
リ
1
は
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
川
）
 
 
 

フ
ェ
リ
ー
は
県
選
出
の
国
会
議
員
と
な
り
、
公
教
育
大
臣
と
首
相
と
を
歴
任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
公
教
育
大
臣
に
就
任
す
る
や
公
 
 
 

教
育
を
教
会
の
影
響
か
ら
解
放
す
べ
く
教
育
改
革
に
着
手
、
法
案
を
下
院
に
提
出
す
る
。
そ
の
第
七
条
は
非
認
可
修
道
院
の
メ
ン
バ
1
 
 

が
学
校
を
運
営
し
た
り
そ
こ
で
教
育
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
と
い
う
も
の
で
、
狙
い
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
大
き
な
 
 

影
響
力
を
誇
っ
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
を
封
じ
込
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
こ
れ
に
強
硬
に
反
対
、
共
和
派
左
派
は
聖
職
者
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が
教
育
を
行
う
こ
と
じ
た
い
を
禁
ず
べ
き
だ
と
し
、
左
右
両
翼
の
対
立
は
い
っ
そ
う
激
し
さ
を
増
し
た
。
結
局
第
七
条
は
下
院
は
通
過
 
 

す
る
が
（
一
八
七
九
年
七
月
）
上
院
で
は
否
決
さ
れ
る
（
一
八
八
〇
年
三
月
）
。
け
れ
ど
も
そ
の
直
後
に
発
し
た
デ
ク
レ
 
（
政
令
）
を
適
用
し
 
 

て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
追
放
は
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
官
憲
の
導
入
に
よ
り
暴
力
も
発
生
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
は
こ
れ
を
、
教
権
主
義
は
 
 

反
共
和
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
し
た
。
共
和
政
の
原
理
に
合
致
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
な
ら
ば
攻
撃
し
な
い
と
い
う
 
 

の
で
あ
る
。
彼
は
上
院
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

私
た
ち
が
今
お
か
れ
て
い
る
状
況
と
い
う
の
は
あ
る
種
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
国
の
権
利
を
守
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
 
 

れ
は
宗
教
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
は
大
変
異
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
命
名
す
る
な
ら
ば
「
政
治
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
と
で
も
 
 
 

言
い
ま
し
ょ
う
か
 
（
右
翼
か
ら
は
ど
よ
め
き
、
左
翼
か
ら
は
「
い
い
ぞ
」
の
声
と
喝
宋
の
拍
手
）
。
「
宗
教
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
 
 

つ
い
て
は
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
大
部
分
の
意
識
を
表
明
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
我
々
の
保
護
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
 
 

ま
す
。
…
…
私
た
ち
が
望
ん
で
い
る
の
は
反
教
権
主
義
的
な
戦
い
で
あ
っ
て
、
反
宗
教
的
な
も
の
で
は
断
じ
て
、
断
じ
て
な
い
の
 
 

U
≠
爪
 
 

で
す
。
 
 

フ
ェ
リ
ー
は
、
み
ず
か
ら
の
信
条
は
と
も
あ
れ
、
い
か
な
る
形
で
も
宗
教
じ
た
い
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
。
む
し
ろ
フ
ェ
 
 

リ
1
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
執
拗
に
攻
撃
す
る
急
進
的
な
共
和
派
左
派
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
の
再
来
の
危
険
性
を
感
じ
て
い
た
。
パ
リ
・
 
 

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
記
憶
も
生
々
し
い
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
教
会
と
国
家
の
分
離
を
宣
言
し
教
会
や
修
道
院
で
略
奪
を
繰
り
広
げ
た
が
、
そ
の
 
 

最
中
で
も
パ
リ
に
あ
る
教
会
の
大
半
は
ず
っ
と
開
い
て
い
た
し
、
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
に
は
四
旬
節
の
説
教
に
信
徒
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
 
 

そ
れ
か
ら
三
万
人
も
の
死
者
が
出
て
、
道
徳
秩
序
期
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
代
の
状
況
を
見
回
し
て
み
て
も
、
ヴ
ォ
ル
 
 

テ
ー
ル
主
義
を
標
模
し
て
い
る
自
由
主
義
者
が
改
宗
し
た
り
、
共
和
派
左
派
の
人
間
が
死
に
際
し
て
秘
蹟
と
宗
教
的
な
埋
葬
を
望
ん
だ
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り
と
い
っ
た
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
一
七
八
九
年
に
は
賛
成
し
て
も
一
七
九
三
年
に
は
反
対
の
こ
の
政
治
家
は
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
 
 
 

精
神
と
秩
序
を
重
ん
じ
、
「
我
々
の
父
祖
の
道
徳
」
を
継
承
し
時
代
に
即
応
し
て
再
定
位
す
る
の
を
み
ず
か
ら
の
課
題
と
し
て
い
た
の
 
 
 

で
あ
る
。
 
 

フ
ェ
リ
1
が
自
説
の
展
開
に
当
た
っ
て
繰
り
返
し
て
い
た
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
国
家
が
道
徳
や
教
育
の
領
域
に
介
入
す
 
 
 

る
権
利
を
も
つ
こ
と
。
第
二
に
良
心
の
自
由
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
国
家
は
宗
教
に
対
し
て
中
立
的
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
宗
教
的
教
 
 
 

育
に
置
き
換
わ
る
道
徳
・
公
民
教
育
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
向
こ
う
を
張
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
立
場
を
代
表
す
る
 
 
 

首
領
格
は
ア
ン
ジ
ュ
の
司
教
フ
レ
ッ
ペ
ル
で
あ
る
。
彼
は
、
宗
教
が
破
壊
さ
れ
最
低
限
の
精
神
的
紐
帯
も
存
在
し
な
く
な
る
と
し
た
ら
 
 

国
民
の
道
徳
的
統
一
を
い
か
に
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
宗
教
以
外
の
も
の
を
基
礎
に
し
て
道
徳
的
統
一
の
再
建
が
可
能
 
 
 

な
の
か
と
問
い
詰
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
彼
が
推
す
の
は
も
ち
ろ
ん
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、
「
大
多
数
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
 
 

ふ
れ
て
い
る
学
校
は
教
義
も
教
育
も
カ
ト
リ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
 
と
主
張
す
る
の
だ
が
、
フ
ェ
リ
ー
は
そ
れ
で
は
 
「
結
果
的
 
 

（
1
2
）
 
 

に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
告
白
し
な
い
す
べ
て
の
人
び
と
を
教
育
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
」
 
と
反
駁
す
る
。
だ
が
、
宗
教
的
中
立
 
 
 

性
な
ど
と
い
う
の
は
危
険
な
妄
想
だ
と
フ
レ
ッ
ペ
ル
は
言
う
。
 
 

小
学
校
教
師
が
宗
教
の
問
題
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
こ
と
が
中
立
的
な
行
為
に
相
当
す
る
な
ど
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
も
い
 
 

る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
妄
想
で
あ
り
ま
す
。
一
日
に
六
時
間
も
子
ど
も
を
教
え
て
お
い
て
、
そ
れ
で
七
年
間
も
の
 
 

あ
い
だ
神
に
つ
い
て
話
さ
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
お
の
ず
と
神
は
存
在
し
な
い
か
別
に
気
に
留
め
な
く
て
も
よ
い
の
だ
と
子
ど
も
 
 

た
ち
に
信
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
…
神
に
対
す
る
義
務
に
つ
い
て
深
い
沈
黙
を
守
る
な
ら
明
ら
か
に
、
そ
う
し
た
義
務
 
 

∴
∵
 
 

は
存
在
し
な
い
か
ま
る
で
重
要
で
な
い
と
ほ
の
め
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
…
沈
黙
は
否
定
と
同
じ
な
の
で
す
。
 
 

55 （55   



実
は
共
和
派
の
な
か
に
も
中
立
性
の
原
則
に
不
安
を
抱
い
た
者
が
い
た
。
ジ
ュ
ー
ル
・
シ
モ
ン
は
上
院
で
、
「
我
々
の
父
祖
の
道
徳
」
 
 

が
道
徳
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
な
ら
神
に
対
す
る
義
務
も
守
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
、
よ
っ
て
「
神
と
国
家
に
対
す
る
義
務
」
を
法
文
中
 
 

に
書
き
入
れ
る
べ
き
だ
と
提
案
し
右
翼
の
方
を
沸
か
せ
た
。
フ
ェ
リ
ー
は
こ
の
意
見
を
下
院
に
持
ち
込
む
が
、
そ
こ
に
は
ポ
ー
ル
・
ベ
 
 
 

ー
ル
や
ガ
ン
ベ
ッ
タ
な
ど
急
進
的
な
意
見
の
持
ち
主
が
い
た
。
シ
モ
ン
は
宗
教
教
育
の
曜
日
に
定
め
ら
れ
た
木
曜
日
に
司
祭
が
カ
テ
キ
 
 

ス
ム
 
（
公
教
要
理
）
 
を
学
校
で
教
え
る
よ
う
希
望
し
て
い
た
が
、
ベ
ー
ル
は
学
校
に
聖
職
者
を
入
れ
る
の
を
望
ま
ず
宗
教
教
育
は
学
校
 
 

外
で
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
 
「
神
へ
の
義
務
」
 
は
法
文
中
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
書
き
入
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
以
 
 
 

下
は
、
初
等
教
育
中
等
科
 
（
九
～
一
一
歳
）
 
に
お
け
る
道
徳
教
育
で
神
へ
の
義
務
を
ど
う
教
え
る
か
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

神
へ
の
義
務
‥
小
学
校
教
師
は
職
務
を
越
え
て
神
の
本
性
や
属
性
に
つ
い
て
講
義
す
る
必
要
は
な
い
。
生
徒
全
員
に
与
え
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
教
育
は
大
ま
か
に
言
っ
て
次
の
二
点
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
ず
神
の
名
を
み
だ
り
に
唱
え
な
い
よ
う
に
教
え
、
子
ど
 
 

も
の
心
の
な
か
で
尊
敬
と
敬
意
の
感
情
が
第
一
原
因
と
か
完
全
な
存
在
と
か
の
観
念
に
き
ち
ん
と
結
び
つ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
 
 

…
。
そ
れ
か
ら
諸
宗
派
の
特
別
な
戒
律
の
こ
と
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
し
、
神
性
に
対
す
る
何
よ
り
の
賞
賛
は
み
ず
か
ら
の
良
 
 

（
1
4
）
 
 

心
と
理
性
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
の
神
の
法
に
従
う
こ
と
な
の
だ
と
子
ど
も
が
理
解
し
感
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

】
娘
爪
 
 
 

「
原
理
に
お
け
る
頑
固
さ
、
適
用
に
お
け
る
柔
軟
さ
」
 
と
 
『
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
』
 
の
著
者
1
・
M
・
ガ
イ
ヤ
ー
ル
は
彼
の
手
腕
 
 
 

を
評
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
側
面
は
、
形
式
の
上
で
は
政
教
分
離
を
断
念
し
、
コ
ン
コ
ル
ダ
体
制
を
維
持
し
た
点
に
お
い
て
も
見
 
 
 

ら
れ
る
。
フ
ェ
リ
ー
は
 
「
国
家
の
祭
司
と
公
認
の
教
会
が
存
在
す
る
限
り
フ
ラ
ン
ス
は
自
由
が
得
ら
れ
ま
い
。
国
家
と
教
会
の
同
盟
は
 
 

（
1
6
）
 
 

国
家
に
と
っ
て
も
教
会
に
と
っ
て
も
よ
く
な
い
」
と
考
え
て
い
た
。
け
れ
ど
も
現
状
に
お
い
て
政
教
分
離
を
強
行
す
る
こ
と
は
フ
ラ
ン
 
 

ス
の
分
裂
を
加
速
さ
せ
か
ね
な
か
っ
た
。
学
校
の
ラ
イ
シ
テ
を
ま
ず
は
確
立
し
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
人
び
と
の
精
神
は
宗
教
か
ら
離
れ
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て
い
き
、
政
教
分
離
の
機
会
も
訪
れ
る
だ
ろ
う
、
そ
う
フ
ェ
リ
ー
は
考
え
た
。
ま
た
、
コ
ン
コ
ル
グ
体
制
の
維
持
に
つ
い
て
は
教
皇
庁
 
 
 

と
の
関
係
も
あ
っ
た
。
教
皇
レ
オ
一
三
世
（
在
位
一
八
七
八
一
九
〇
三
）
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
は
も
ち
ろ
ん
忠
実
だ
っ
た
が
実
践
 
 
 

に
お
い
て
は
現
実
的
で
、
近
代
的
な
学
問
に
も
理
解
を
示
し
、
第
三
共
和
政
と
の
蜜
月
関
係
 
（
い
わ
ゆ
る
ラ
リ
マ
ン
）
 
を
演
出
し
た
こ
 
 
 

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
追
放
は
ジ
レ
ン
マ
だ
っ
た
。
反
対
す
れ
ば
反
教
権
主
義
を
加
熱
す
る
恐
れ
が
あ
り
コ
ン
コ
ル
グ
 
 
 

体
制
が
脅
か
さ
れ
る
し
、
反
対
し
な
け
れ
ば
措
置
を
黙
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
教
皇
の
関
心
は
、
反
教
権
主
義
的
な
法
案
を
な
る
べ
く
 
 
 

食
い
止
め
教
会
の
生
命
力
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
結
局
、
表
立
っ
て
反
対
す
る
こ
と
な
く
個
人
的
に
遺
憾
の
念
を
表
明
す
る
に
と
 
 
 

ど
ま
っ
た
。
ヴ
ァ
チ
カ
ン
は
消
極
的
な
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
し
か
し
同
時
に
ま
た
コ
ン
コ
ル
グ
を
引
き
合
い
に
フ
ラ
ン
ス
政
 
 
 

府
に
宗
教
関
係
の
予
算
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
に
は
教
会
と
の
抗
争
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
必
要
が
、
レ
オ
一
三
世
 
 
 

に
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
利
権
を
最
大
限
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
コ
ル
グ
は
双
方
に
と
っ
て
妥
協
点
だ
っ
た
 
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
妥
協
が
フ
ェ
リ
1
の
 
「
適
用
に
お
け
る
柔
軟
さ
」
を
物
語
っ
て
い
る
一
方
、
政
教
分
離
の
発
想
を
意
識
に
お
い
て
保
持
し
そ
の
 
 
 

方
向
で
主
張
し
続
け
て
い
る
の
が
 
「
原
理
に
お
け
る
頑
固
さ
」
 
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
宗
教
が
 
（
ラ
イ
ッ
ク
な
）
 
道
徳
と
の
関
係
に
 
 
 

お
い
て
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ー
は
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
ロ
ッ
ジ
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
〔
宗
教
 
 
 

的
な
〕
教
義
が
道
徳
を
支
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
反
対
に
、
道
徳
の
方
が
教
義
の
維
持
を
可
能
に
し
て
い
る
の
 
 

■
「
∵
 
 

で
す
」
。
こ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
主
張
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
の
常
識
で
も
あ
っ
た
 
「
宗
教
な
く
し
て
道
徳
な
し
」
が
 
 
 

完
全
に
転
倒
さ
れ
て
い
る
。
フ
ェ
リ
1
は
こ
れ
を
仏
教
に
言
及
し
な
が
ら
弁
証
す
る
。
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
は
ま
る
で
異
な
る
 
 
 

が
、
双
方
に
あ
る
道
徳
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
道
徳
が
諸
宗
教
に
共
通
す
る
か
ら
に
は
、
道
徳
は
宗
教
に
先
立
ち
、
宗
教
か
ら
自
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立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ェ
リ
ー
の
こ
の
考
え
は
終
始
一
貫
し
て
い
た
。
小
学
校
教
師
会
議
で
の
発
言
で
あ
る
。
「
宗
教
 
 

的
・
哲
学
的
体
系
は
無
限
に
変
化
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
差
異
に
対
し
て
、
道
徳
教
育
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
類
稀
な
恒
 
 

常
的
統
一
性
な
の
で
す
。
人
が
い
か
な
る
基
盤
を
道
徳
に
与
え
る
に
せ
よ
、
い
か
な
る
源
泉
に
道
徳
を
湧
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
に
せ
 
 

（
1
8
）
 
 

よ
、
科
学
的
で
あ
れ
観
念
論
的
で
あ
れ
い
か
な
る
概
念
に
道
徳
を
措
定
し
ょ
う
と
す
る
に
せ
よ
、
道
徳
は
一
つ
し
か
な
い
の
で
す
」
。
 
 

フ
ェ
リ
ー
は
道
徳
と
宗
教
を
分
離
し
、
道
徳
は
ラ
イ
ッ
ク
で
公
的
な
領
域
に
属
す
る
も
の
と
規
定
す
る
一
方
、
宗
教
を
私
的
な
領
域
 
 

に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
道
徳
は
そ
れ
を
基
盤
に
国
民
的
統
一
が
図
ら
れ
る
い
わ
ば
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
1
で
あ
り
単
数
 
 
 

形
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
私
的
領
域
に
お
け
る
宗
教
は
複
数
形
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
的
中
立
性
の
原
則
の
帰
結
だ
が
、
 
 

む
し
ろ
こ
れ
は
宗
教
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
良
心
の
自
由
の
問
題
で
あ
り
、
自
由
思
想
も
無
神
論
も
不
可
知
論
も
良
心
の
自
由
と
い
う
 
 
 

こ
と
で
は
宗
教
と
並
ぶ
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
「
一
つ
の
公
的
な
道
徳
、
私
的
で
多
様
な
宗
教
」
と
い
う
実
質
的
に
は
政
教
分
離
の
構
造
に
お
い
て
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
は
規
 
 

定
上
は
も
ち
ろ
ん
宗
教
で
は
な
い
の
だ
が
、
視
点
を
変
え
て
み
る
と
一
種
の
宗
教
性
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
も
取
れ
る
こ
と
 
 
 

を
、
ご
く
簡
単
に
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
 
 

■
い
，
 
 
 

ま
ず
は
ル
ソ
1
や
ベ
ラ
ー
が
 
「
市
民
宗
教
」
と
呼
ん
だ
概
念
で
あ
る
。
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
は
、
新
し
い
制
度
的
秩
序
と
い
う
性
格
を
 
 

持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
市
民
宗
教
の
一
形
態
と
と
ら
え
う
る
だ
ろ
う
。
 
 

ま
た
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
宗
教
性
は
、
宗
教
と
対
惜
し
た
た
め
に
宗
教
的
に
映
っ
た
と
い
う
逆
説
的
な
事
態
か
ら
も
指
摘
す
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
。
ラ
イ
ッ
ク
な
陣
営
と
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
が
利
害
を
め
ぐ
っ
て
同
じ
土
俵
に
立
て
ば
、
政
治
が
宗
教
的
に
、
宗
教
が
政
治
 
 
 

的
に
見
え
て
く
る
の
も
無
理
は
な
い
。
例
え
ば
当
時
パ
リ
に
建
立
が
進
め
ら
れ
て
い
た
サ
ク
レ
‖
ク
ー
ル
寺
院
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
、
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「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
 
の
各
陣
営
を
可
視
化
し
た
格
好
に
な
っ
て
い
て
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
、
進
歩
と
自
由
の
信
仰
告
白
と
か
、
万
人
 
 

（
2
0
）
 
 

を
救
済
す
る
新
し
い
教
会
の
十
字
架
で
あ
り
錬
鉄
の
尖
塔
で
あ
る
な
ど
と
、
し
ば
し
ば
宗
教
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
語
ら
れ
た
 
（
ち
な
み
に
 
 
 

こ
れ
と
は
逆
の
事
態
と
し
て
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
を
批
判
す
る
の
に
、
政
治
的
な
利
害
に
囚
わ
れ
て
本
来
の
面
目
を
失
っ
て
い
る
と
 
 
 

い
う
も
の
が
あ
っ
た
）
。
 
 

さ
ら
に
、
宗
教
的
道
徳
と
の
連
続
性
に
お
い
て
も
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
宗
教
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
ラ
イ
ッ
ク
 
 
 

な
道
徳
は
規
定
上
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
道
徳
か
ら
の
断
絶
な
の
だ
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
神
に
対
す
る
義
務
」
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
書
 
 

き
込
む
な
ど
、
見
方
に
よ
っ
て
は
連
続
し
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
側
面
も
あ
る
。
そ
れ
に
一
八
八
二
年
の
道
徳
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
 
 
 

「
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
教
育
は
、
宗
教
的
教
育
と
は
区
別
さ
れ
る
が
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。
小
学
校
教
師
は
聖
職
者
や
家
長
に
取
っ
て
 
 

（
2
1
）
 
 

代
わ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
人
た
ち
と
協
力
し
て
、
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と
り
を
立
派
な
人
間
に
育
て
る
の
で
あ
る
」
 
と
あ
る
よ
う
 
 
 

に
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
教
育
は
宗
教
的
な
道
徳
を
排
斥
す
る
と
い
う
よ
り
も
そ
れ
と
並
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
事
実
、
公
立
 
 

（
2
2
）
 
 

学
校
の
外
（
私
立
学
校
や
よ
り
一
般
的
な
生
活
文
化
に
お
い
て
な
ど
）
 
で
も
道
徳
教
育
の
現
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
宗
教
的
な
 
 
 

道
徳
教
育
か
ら
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
教
育
へ
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
断
絶
性
と
連
続
性
は
実
地
に
探
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
 
 
 

こ
で
以
下
で
は
、
新
し
い
道
徳
の
伝
播
に
努
め
た
小
学
校
教
師
の
役
割
と
心
性
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
い
。
こ
れ
は
政
策
レ
ベ
ル
か
ら
現
 
 

＝
、
ト
 
場
の
レ
ベ
ル
へ
と
視
点
を
移
す
こ
と
で
も
あ
る
。
 
 

四
 
小
学
校
教
師
の
役
割
と
心
性
 
 
 

（
2
4
）
 
 

一
八
八
三
年
一
一
月
、
フ
ェ
リ
1
は
小
学
校
教
師
た
ち
に
宛
て
た
手
紙
を
公
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
 
「
宗
教
教
育
は
家
族
と
教
会
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に
属
し
、
道
徳
教
育
は
学
校
に
属
し
て
い
る
」
 
こ
と
が
改
め
て
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
校
で
の
道
徳
教
育
と
い
っ
て
も
何
も
 
 
 

難
し
い
理
論
を
覚
え
る
必
要
は
な
く
、
肝
心
な
の
は
子
ど
も
の
魂
に
最
低
限
の
道
徳
性
の
基
礎
を
築
き
そ
れ
を
洒
養
す
る
こ
と
で
、
そ
 
 
 

の
た
め
の
方
法
は
生
の
現
実
に
基
づ
い
た
実
例
を
示
す
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
に
は
や
は
り
教
師
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
や
 
 
 

ま
な
い
の
で
あ
る
。
「
共
和
国
が
頼
り
に
し
て
い
る
の
は
あ
な
た
な
の
で
す
」
。
こ
う
し
て
フ
ェ
リ
1
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
た
小
学
 
 
 

校
教
師
た
ち
は
、
言
わ
ば
共
和
主
義
の
理
念
を
伝
え
る
 
（
宗
教
的
な
表
現
を
使
え
ば
）
宣
教
使
の
役
割
、
（
ラ
イ
ッ
ク
な
表
現
を
使
え
 
 

ば
）
 
配
電
盤
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
小
学
校
教
師
の
生
活
や
価
値
観
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
政
策
レ
ベ
 
 
 

ル
の
思
惑
が
ど
れ
だ
け
い
か
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
現
実
の
抵
抗
が
あ
っ
た
の
か
、
当
時
に
お
け
る
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
伝
 
 

、
い
．
一
、
 
 

播
の
様
子
が
も
う
少
し
は
っ
き
り
し
て
く
る
だ
ろ
う
 

ま
ず
小
学
校
教
師
の
地
位
が
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
か
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
三
〇
年
代
に
師
範
学
校
の
整
備
 
 

が
試
み
ら
れ
小
学
校
教
師
の
養
成
が
図
ら
れ
た
が
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
小
学
校
教
師
の
経
済
的
な
地
位
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
一
八
 
 
 

五
〇
年
三
月
一
五
日
の
法
律
で
、
小
学
校
教
師
の
最
低
賃
金
は
年
六
〇
〇
フ
ラ
ン
と
定
め
ら
れ
た
が
、
必
ず
し
も
守
ら
れ
ず
、
仮
に
手
 
 
 

に
し
た
と
こ
ろ
で
、
田
舎
で
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
く
の
に
最
低
で
も
年
に
九
〇
〇
フ
ラ
ン
は
か
か
っ
た
か
ら
、
生
活
の
た
め
に
は
他
の
 
 
 

仕
事
を
掛
け
持
ち
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
フ
ァ
ル
1
法
は
小
学
校
教
師
が
産
業
・
商
業
を
営
む
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
か
 
 
 

ら
お
の
ず
と
職
種
が
限
ら
れ
、
市
町
村
区
の
秘
書
が
よ
く
志
願
さ
れ
た
が
、
そ
の
希
望
が
通
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
教
会
の
聖
歌
隊
に
 
 

入
っ
た
り
、
教
会
の
案
内
係
、
鐘
撞
き
、
堂
守
、
司
祭
の
助
手
を
勤
め
た
り
す
る
な
ど
、
教
会
の
真
理
を
民
衆
に
伝
え
る
片
棒
を
担
が
 
 

さ
れ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
で
精
神
的
な
屈
辱
を
味
わ
っ
た
と
い
う
例
は
事
欠
か
な
い
が
、
生
活
の
た
め
と
割
 
 

り
切
っ
て
さ
ほ
ど
厭
わ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
1
法
は
小
学
校
教
師
た
ち
の
司
祭
か
ら
の
自
立
を
意
 
 

60）60   



フランス第三共和政におけるライックな道徳と宗教についての試論  

味
し
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
聖
歌
隊
を
勤
め
て
い
た
小
学
校
教
師
の
例
も
あ
る
。
一
八
八
九
年
に
小
学
校
教
師
は
、
国
家
 
 

か
ら
給
料
を
支
給
さ
れ
る
正
式
な
公
務
員
と
な
り
、
そ
れ
で
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
職
業
に
な
っ
た
は
ず
だ
っ
た
が
、
一
九
〇
一
年
 
 

の
時
点
で
田
舎
に
住
む
家
賃
が
月
に
七
五
フ
ラ
ン
か
か
っ
た
の
に
対
し
て
小
学
校
教
師
の
賃
金
は
月
に
一
〇
〇
フ
ラ
ン
 
（
研
修
中
だ
と
 
 

七
〇
フ
ラ
ン
）
 
と
い
う
も
の
だ
っ
た
か
ら
苦
し
い
生
活
に
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。
 
 
 

小
学
校
を
一
歩
出
て
も
、
小
学
校
教
師
の
仕
事
は
続
い
て
い
た
。
ラ
イ
ッ
ク
な
教
育
を
受
け
ず
に
育
っ
た
村
人
た
ち
に
、
科
学
や
農
 
 

業
の
知
識
を
伝
え
た
り
、
人
権
宣
言
の
内
容
を
教
え
た
り
 
（
こ
れ
を
「
ラ
イ
ッ
ク
な
カ
テ
キ
ス
ム
」
と
実
際
に
称
し
た
小
学
校
教
師
も
 
 

い
た
）
 
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
貧
し
く
勤
勉
な
「
清
貧
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
聖
職
者
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
く
、
小
 
 

学
校
教
師
は
し
ば
し
ば
「
共
和
国
の
新
し
い
司
祭
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
実
際
そ
の
機
能
は
司
祭
が
果
た
し
て
い
た
の
と
同
質
的
な
も
 
 

の
が
あ
っ
た
。
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
教
育
的
な
役
割
、
つ
つ
ま
し
や
か
な
生
活
、
と
も
す
れ
ば
窮
屈
な
行
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
 
 

た
点
（
例
え
ば
小
学
校
教
師
は
カ
フ
ェ
に
入
る
だ
け
で
村
人
た
ち
の
噂
の
種
に
な
っ
た
）
 
な
ど
が
双
方
に
共
通
し
て
い
た
。
村
人
た
ち
 
 

か
ら
一
種
の
敬
意
（
場
合
に
よ
っ
て
は
侮
蔑
）
 
の
眼
差
し
を
注
が
れ
、
社
会
的
に
一
定
の
距
離
を
取
っ
て
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
共
通
 
 

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
孤
立
は
、
一
方
で
は
小
学
校
教
師
の
悩
み
に
つ
な
が
っ
た
が
、
も
う
一
方
で
は
み
ず
か
ら
の
時
間
が
得
ら
れ
 
 

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
読
書
を
適
し
て
教
養
を
積
む
こ
と
が
励
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
学
校
教
師
た
ち
は
み
ず
か
ら
を
洒
 
 

養
し
っ
つ
学
校
の
教
室
で
そ
れ
を
生
徒
た
ち
に
 
（
さ
ら
に
は
村
人
た
ち
に
）
還
元
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
小
学
校
教
師
に
と
っ
て
、
カ
 
 

ト
リ
ッ
ク
の
教
育
は
カ
テ
キ
ス
ム
の
暗
詞
な
ど
に
終
始
し
真
理
を
鵜
呑
み
に
さ
せ
分
析
を
許
さ
な
い
の
に
対
し
て
、
ラ
イ
ッ
ク
な
教
育
 
 

は
分
析
の
素
材
を
提
供
し
理
性
の
審
議
に
適
っ
た
も
の
を
真
理
と
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
思
考
す
る
こ
と
を
み
ず
か
 
 

ら
実
践
し
っ
つ
、
子
ど
も
た
ち
 
（
や
村
人
た
ち
）
 
に
考
え
る
こ
と
を
教
え
よ
う
と
試
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

61（61   



子
ど
も
た
ち
の
方
は
と
言
え
ば
、
よ
く
ラ
イ
ッ
ク
な
小
学
校
と
教
会
の
あ
い
だ
を
往
復
す
る
恰
好
で
 
（
道
徳
）
教
育
を
受
け
て
い
 
 

た
。
た
だ
そ
の
際
、
二
つ
の
文
化
が
比
較
的
平
穏
に
共
存
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
抗
争
の
火
種
は
煉
っ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
 
 

が
表
面
化
し
、
両
者
が
村
の
文
化
を
二
分
し
て
対
略
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
の
対
立
が
恒
常
的
な
場
所
だ
と
、
ラ
イ
ッ
ク
 
 

な
陣
営
に
与
す
る
か
教
会
側
に
与
す
る
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
る
べ
き
カ
フ
ェ
や
食
料
品
屋
や
肉
屋
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
さ
え
あ
っ
 
 

た
。
修
道
会
系
の
学
校
と
ラ
イ
ッ
ク
な
小
学
校
が
競
合
関
係
に
あ
る
場
合
、
互
い
に
子
ど
も
た
ち
を
み
ず
か
ら
の
陣
営
に
引
き
入
れ
る
 
 

の
に
必
死
だ
っ
た
。
修
道
会
系
の
学
校
が
圧
倒
的
な
優
位
を
誇
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
家
の
鎧
戸
に
石
が
投
げ
ら
れ
る
な
ど
、
小
学
校
 
 

教
師
は
ほ
と
ん
ど
迫
害
の
憂
目
に
遭
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
ラ
イ
ッ
ク
な
教
育
を
受
入
れ
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
 
 

の
伝
統
が
根
強
く
人
び
と
の
生
活
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
地
域
で
は
、
例
え
ば
こ
れ
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
モ
ル
ビ
ア
ン
県
に
お
け
 
 

る
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
視
学
官
報
告
に
よ
る
も
の
だ
が
、
フ
ェ
リ
ー
法
な
ど
存
在
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
公
立
小
 
 

（
2
6
）
 
 

学
校
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
カ
テ
キ
ス
ム
が
教
え
ら
れ
続
け
て
い
た
。
地
域
差
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
総
 
 

じ
て
見
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
教
育
は
、
緩
や
か
で
は
あ
っ
て
も
着
実
に
衰
え
て
い
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

第
二
帝
政
下
で
は
、
ラ
イ
ッ
ク
な
 
（
非
修
道
会
系
の
）
 
公
立
小
学
校
で
も
宗
教
教
育
の
時
間
が
毎
日
の
必
須
の
授
業
と
し
て
設
け
ら
 
 

れ
て
い
た
。
標
準
的
な
例
と
し
て
ピ
カ
ル
デ
ィ
一
地
方
の
ソ
ン
ム
に
あ
る
ヴ
ィ
ル
‖
ス
ー
‖
コ
ル
ビ
を
取
り
上
げ
る
と
、
生
徒
は
八
時
半
 
 

ま
で
に
登
校
し
、
お
祈
り
の
後
一
〇
分
間
の
宗
教
教
育
を
受
け
て
い
た
。
高
等
科
お
よ
び
中
等
科
は
カ
テ
キ
ス
ム
と
福
音
書
を
暗
諭
 
 

し
、
翌
日
の
授
業
の
た
め
の
説
明
を
受
け
、
初
等
科
は
お
祈
り
と
簡
単
な
カ
テ
キ
ス
ム
を
暗
諭
し
た
。
始
業
と
終
業
も
お
祈
り
に
よ
っ
 
 

（
2
7
）
 
 

て
区
切
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
第
三
共
和
政
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
。
こ
れ
は
別
の
学
校
の
例
に
な
る
の
だ
が
、
一
八
八
一
年
に
生
ま
 
 

れ
後
年
小
学
校
教
師
に
な
っ
た
も
の
の
回
想
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
「
私
が
入
学
し
た
の
は
八
七
年
四
月
二
〇
日
で
し
た
が
、
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そ
こ
で
何
年
聞
か
始
業
の
時
間
に
お
祈
り
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
あ
る
日
お
祈
り
は
な
く
な
り
歌
の
授
業
に
な
 
 

、
・
、
い
、
 
 

り
、
歌
が
覚
え
ら
れ
る
と
お
祈
り
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
」
。
教
壇
の
上
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
礫
刑
像
も
、
撤
去
が
命
じ
ら
れ
た
 
 

の
は
一
八
八
三
年
で
あ
る
が
、
官
憲
の
手
に
よ
っ
て
取
り
外
さ
れ
る
な
ど
し
て
物
議
を
醸
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
か
と
思
え
ば
、
し
ば
 
 

ら
く
教
室
に
掛
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
が
壁
を
塗
り
変
え
る
と
き
に
取
り
外
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
例
も
 
 

あ
る
。
 
 

で
は
こ
の
よ
う
な
変
化
の
な
か
で
、
小
学
校
教
師
た
ち
の
宗
教
観
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
 
 

具
体
的
な
証
言
に
耳
を
傾
け
た
い
。
ま
ず
は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
背
景
が
濃
厚
な
家
庭
環
境
に
生
ま
れ
、
小
学
校
教
師
に
な
っ
た
男
性
の
例
 
 

で
あ
る
。
 
 

私
の
母
は
大
変
信
心
深
く
「
神
様
」
と
い
っ
て
私
を
育
て
ま
し
た
。
母
は
私
が
司
祭
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
聖
歌
 
 
 

隊
に
入
っ
た
私
は
、
幼
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
サ
の
典
礼
を
よ
く
理
解
し
て
い
ま
し
た
し
、
心
を
込
め
て
一
日
に
何
度
も
 
 
 

お
祈
り
を
唱
え
た
り
し
ま
し
た
…
…
。
師
範
学
校
で
は
、
個
人
の
読
書
と
し
て
何
を
読
ん
で
も
よ
く
…
…
［
ル
・
ダ
ン
テ
ッ
ク
 
 

（
科
学
者
）
、
ギ
ュ
イ
ヨ
1
（
哲
学
者
）
、
ゾ
ラ
の
著
作
を
読
み
漁
り
ま
し
た
（
引
用
者
補
註
）
］
。
子
ど
も
の
頃
の
宗
教
熱
は
ど
う
な
 
 

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
い
つ
で
も
神
を
信
じ
て
い
ま
す
。
…
…
私
は
日
曜
日
の
ミ
サ
に
は
つ
ね
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
 
 
 

ら
教
会
通
い
を
や
め
ま
し
た
。
礼
拝
の
儀
礼
は
み
ず
か
ら
の
信
仰
を
確
立
す
る
の
が
必
要
な
人
の
も
の
で
す
。
私
の
信
仰
は
全
く
 
 

じ
椛
円
 
 

内
面
的
な
も
の
で
、
い
つ
で
も
私
は
神
を
信
じ
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
こ
に
は
変
わ
ら
ぬ
姿
勢
と
緩
や
か
な
変
化
が
見
て
取
れ
よ
う
。
次
は
、
出
自
は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
だ
が
精
神
の
遍
歴
の
後
、
自
由
思
 
 

想
に
自
分
の
信
条
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
女
性
の
小
学
校
教
師
の
例
で
あ
る
。
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私
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
す
。
親
が
私
に
洗
礼
を
受
け
さ
せ
ま
し
た
か
ら
。
お
そ
ら
く
慣
習
に
倣
っ
た
も
の
で
す
。
と
い
う
の
も
両
 
 

親
が
宗
教
的
な
実
践
を
す
る
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。
子
ど
も
た
ち
誰
も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
私
は
プ
ラ
テ
イ
カ
ン
 
 

ト
で
し
た
。
つ
ま
り
カ
テ
キ
ス
ム
に
通
い
、
日
曜
日
は
ミ
サ
に
行
っ
た
の
で
す
。
信
条
も
な
く
。
私
は
初
聖
体
を
済
ま
せ
ま
し
 
 

た
。
［
自
分
で
自
分
の
行
動
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
や
寺
院
を
訪
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
誠
実
と
寛
容
 
 

を
見
出
し
惹
か
れ
つ
つ
 
（
引
用
者
補
註
）
］
 
と
て
も
傲
慢
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
自
分
で
身
を
立
て
る
の
は
構
わ
な
い
、
 
 

道
徳
的
な
力
を
自
分
の
う
ち
に
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
…
…
そ
う
し
て
私
は
結
局
の
と
こ
ろ
自
由
思
想
の
 
 

（
訓
）
 
 
 
持
ち
主
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
家
族
の
気
持
ち
を
考
え
て
結
婚
は
教
会
で
挙
げ
ま
し
た
。
 
 

こ
の
女
性
に
限
ら
ず
、
こ
と
結
婚
に
か
ん
し
て
は
親
の
世
代
や
当
時
の
慣
習
を
逆
な
で
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
 
 
 

み
ず
か
ら
の
価
値
観
が
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
離
れ
て
い
て
も
そ
の
式
典
に
の
っ
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
紙
幅
が
許
せ
ば
他
 
 

に
も
例
を
引
く
と
こ
ろ
だ
が
、
総
じ
て
言
う
と
小
学
校
教
師
は
、
生
ま
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
な
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
な
り
で
あ
っ
て
も
、
 
 
 

成
長
の
途
中
で
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
に
出
会
い
、
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
信
条
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
 
 

以
上
、
当
時
は
小
学
校
教
師
と
司
祭
は
競
合
し
て
お
り
、
道
徳
教
育
は
ラ
イ
ッ
ク
な
公
立
小
学
校
の
枠
内
に
収
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
 
 

は
な
い
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
な
が
ら
、
小
学
校
教
師
の
生
活
や
役
割
そ
し
て
心
性
が
、
基
本
的
に
は
連
続
性
を
保
ち
つ
つ
緩
や
か
に
 
 
 

変
化
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
小
学
校
教
師
を
越
え
て
、
も
っ
と
広
い
範
囲
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
当
て
は
ま
 
 

る
変
化
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
事
実
と
し
て
の
構
造
的
転
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
と
も
な
う
意
識
の
変
容
の
問
題
 
 

で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
時
間
が
掛
か
る
か
ら
 
（
こ
れ
は
本
人
の
意
識
に
即
し
て
み
て
も
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
社
会
全
体
が
 
 

具
体
的
な
表
現
を
獲
得
す
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
）
 
そ
の
変
容
を
見
届
け
る
に
は
も
う
少
し
大
局
的
な
時
間
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ラ
イ
シ
テ
体
制
は
宗
教
を
限
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
が
、
そ
の
制
度
の
下
で
、
そ
の
制
度
の
規
定
す
る
宗
教
の
枠
に
限
ら
れ
な
い
、
 
 
 

（
宗
教
的
な
）
 
生
き
方
が
模
索
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
や
ラ
イ
シ
テ
の
即
自
的
な
宗
教
性
と
い
う
よ
り
も
間
 
 
 

接
的
な
効
果
と
し
て
の
宗
教
性
、
つ
ま
り
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
や
ラ
イ
シ
テ
の
導
入
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
、
宗
教
と
の
新
し
い
か
か
わ
 
 
 

り
方
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
つ
い
て
記
述
が
困
難
な
の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
分
析
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
か
な
い
か
ら
で
あ
 
 

の
取
り
方
が
必
要
に
な
る
。
対
象
範
囲
も
表
現
力
を
備
え
た
思
索
家
た
ち
へ
と
向
け
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
最
後
に
、
先
に
述
 
 
 

べ
た
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
じ
た
い
の
宗
教
性
と
い
う
よ
り
は
、
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
導
入
と
い
う
構
造
的
転
換
が
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
 
 
 

た
新
し
い
宗
教
と
の
か
か
わ
り
方
、
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
た
い
。
 
 

五
 
多
様
性
の
な
か
で
模
索
さ
れ
た
新
た
な
宗
教
と
の
か
か
わ
り
方
 
 

ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
の
導
入
は
ラ
イ
シ
テ
体
制
 
（
政
教
分
離
体
制
＝
法
制
化
は
一
九
〇
五
年
）
 
の
導
入
を
含
意
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
 
 
 

こ
の
よ
う
な
体
制
の
導
入
は
単
に
制
度
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
制
度
の
も
と
で
生
き
る
人
び
と
の
心
性
に
ま
で
影
響
を
与
え
 
 

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
エ
ミ
ー
ル
・
プ
ー
ラ
は
 
『
ポ
ス
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
時
代
』
 
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

ラ
イ
シ
テ
は
、
国
家
が
そ
の
法
的
な
枠
組
み
を
決
め
た
一
種
の
妥
協
に
よ
っ
て
教
会
を
承
認
す
る
と
い
っ
た
空
間
の
 
「
社
会
的
 
 

還
元
」
 
に
と
ど
ま
る
話
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
「
全
面
的
な
革
命
」
 
で
、
何
物
も
ま
た
何
人
た
り
と
 
 
 

も
そ
の
影
響
を
免
れ
な
い
。
ラ
イ
シ
テ
は
宗
教
性
（
r
e
－
i
g
i
e
u
已
 
に
対
す
る
新
し
い
 
「
人
間
の
関
係
」
を
打
ち
立
て
た
の
で
あ
 
 

（
3
1
）
 
 

る
＝
‥
‥
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る
。
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
こ
そ
安
易
な
分
析
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
事
情
も
絡
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。
け
れ
 
 

ど
も
、
こ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
視
点
じ
た
い
が
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
時
代
の
条
件
の
も
と
で
生
き
 
 

た
人
間
が
新
た
な
事
態
に
直
面
し
、
宗
教
と
い
う
言
葉
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
用
語
を
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な
意
味
合
い
で
用
 
 

∴
」
、
 
 

い
て
い
る
の
を
幾
つ
か
の
例
で
示
す
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
 

第
三
共
和
政
の
課
題
を
振
り
返
り
た
い
。
そ
れ
は
端
的
に
言
っ
て
、
公
的
領
域
を
一
つ
に
ま
と
め
あ
げ
、
私
的
領
域
で
自
由
を
認
め
 
 

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ル
セ
ル
・
ゴ
ー
シ
ュ
が
 
『
民
主
主
義
に
お
け
る
宗
教
』
 
に
お
い
て
、
政
治
と
宗
教
の
力
学
的
な
関
係
を
歴
史
的
 
 

に
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
共
和
派
の
狙
い
は
、
政
治
の
領
域
と
市
民
の
領
域
を
き
っ
ぱ
り
と
分
け
そ
れ
ぞ
れ
を
自
律
さ
せ
 
 

る
こ
と
、
そ
し
て
政
治
を
「
公
」
の
領
域
に
位
置
づ
け
つ
つ
宗
教
（
を
含
め
た
市
民
の
領
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
）
 
を
 
 

（
3
3
）
 
 

「
私
」
の
領
域
に
追
い
や
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
統
一
性
と
多
様
性
と
い
う
一
見
対
極
的
な
事
態
が
見
ら
れ
る
が
、
「
公
に
お
 
 

け
る
一
、
私
に
お
け
る
多
」
と
い
う
現
象
は
一
つ
の
現
象
と
し
て
と
ら
え
う
る
。
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
は
『
文
明
化
の
過
程
』
 
に
 
 

お
い
て
、
集
権
的
な
国
家
の
出
現
と
自
己
抑
制
的
な
主
体
の
誕
生
と
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
卓
越
し
た
権
力
に
よ
る
 
 

（
3
4
）
 
社
会
の
再
編
は
、
内
面
的
な
個
人
の
析
出
を
促
す
の
で
あ
る
。
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
ス
テ
イ
ー
ヴ
ン
・
カ
ー
ン
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
 
 

二
〇
世
紀
初
頭
が
ま
さ
に
そ
う
い
う
時
代
に
当
っ
て
い
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
一
般
性
が
侵
入
し
て
く
る
度
合
い
が
 
 

（
3
5
）
 
 

大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
個
人
は
よ
り
堅
固
に
閉
ざ
さ
れ
た
私
的
世
界
に
引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
る
」
。
 
 
 

こ
こ
か
ら
帰
結
す
る
多
様
性
と
い
う
も
の
が
豊
富
と
混
乱
と
い
う
両
義
性
を
学
ん
で
い
る
こ
と
に
、
そ
の
状
況
の
た
だ
な
か
で
極
め
 
 

て
自
覚
的
だ
っ
た
人
物
と
し
て
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
1
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
『
精
神
の
政
治
学
』
で
こ
う
言
っ
て
 
 

い
る
。
「
私
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
混
乱
に
つ
い
て
提
起
し
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
混
乱
を
認
め
た
精
神
が
示
す
反
応
を
述
べ
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よ
う
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
精
神
が
み
ず
か
ら
の
力
と
非
力
を
推
し
量
っ
て
、
み
ず
か
ら
を
問
い
、
そ
の
本
性
か
ら
い
っ
て
敵
対
し
て
 
 
 

い
る
カ
オ
ス
に
向
き
あ
お
う
と
す
る
際
、
精
神
が
自
分
じ
し
ん
に
回
帰
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
た
だ
し
、
精
神
は
引
き
こ
も
る
 
 
 

だ
け
で
は
な
く
、
立
ち
向
か
い
、
外
に
身
を
開
く
よ
う
に
も
は
た
ら
く
。
混
乱
の
な
か
を
生
き
て
い
れ
ば
 
「
私
た
ち
は
、
遂
に
は
混
乱
 
 
 

に
慣
れ
、
混
乱
を
生
き
、
混
乱
を
呼
吸
し
、
混
乱
を
煽
り
、
混
乱
が
私
た
ち
に
と
っ
て
真
に
必
要
と
な
る
」
 
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
混
 
 
 

乱
は
豊
か
さ
に
反
転
し
え
、
多
様
性
の
両
極
を
形
作
る
。
「
私
た
ち
の
精
神
は
互
い
に
縁
の
な
い
思
想
や
傾
向
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
 
 
 

い
る
。
…
…
 日
増
し
に
、
一
つ
の
家
族
の
な
か
で
さ
え
、
複
数
の
宗
教
が
実
践
さ
れ
、
複
数
の
人
種
が
同
居
し
、
複
数
の
政
治
的
意
見
 
 
 

が
存
在
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
一
個
の
個
人
に
お
い
て
も
、
一
つ
の
宝
全
体
は
、
潜
在
的
に
は
反
目
し
あ
う
も
の
か
ら
で
き
て
い
 
 

（
3
6
）
 
 

る
」
。
 
 
 

多
様
性
が
時
代
の
条
件
な
ら
そ
れ
に
直
面
し
た
精
神
の
彷
径
の
仕
方
、
探
求
の
あ
り
方
も
多
様
で
あ
る
。
宗
教
と
の
関
連
で
言
え
 
 

ば
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
に
向
か
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
宗
教
に
鋭
い
問
い
を
突
き
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。
た
 
 
 

だ
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
精
神
の
彷
径
の
仕
方
、
探
求
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
宗
教
的
な
表
現
を
獲
得
す
る
に
至
る
こ
と
も
あ
る
 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
リ
1
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
と
は
無
縁
と
言
え
る
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
自
意
識
の
格
闘
 
 

相
手
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
テ
ス
ト
氏
は
夫
人
に
「
神
な
き
神
秘
家
」
と
映
っ
て
い
る
。
夫
人
に
よ
れ
ば
、
彼
の
言
葉
は
「
大
胆
で
深
 
 

遠
な
比
類
な
き
精
神
に
よ
っ
て
、
人
工
的
に
再
構
成
さ
れ
、
見
事
に
噛
み
合
わ
さ
れ
た
、
信
仰
の
き
わ
め
て
内
奥
の
形
態
に
ほ
か
な
ら
 
 
 

（
3
7
）
 
 

な
い
」
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
例
は
実
は
事
欠
か
な
い
。
い
わ
ゆ
る
宗
教
は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
自
分
を
行
く
べ
き
と
こ
ろ
へ
導
い
て
く
れ
る
神
 
 

を
信
頼
し
て
い
た
、
と
い
う
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
 
（
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
）
 
し
か
り
。
「
「
宗
教
」
は
い
っ
さ
い
を
監
督
し
ま
し
た
。
い
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っ
さ
い
を
律
し
ま
し
た
。
…
…
今
日
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
真
の
生
活
に
返
る
こ
と
を
望
む
な
ら
、
 
 

わ
れ
わ
れ
に
信
仰
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
ロ
ダ
ン
し
か
り
。
聖
者
が
描
か
れ
た
古
い
絵
に
つ
い
て
、
「
こ
 
 

の
よ
う
な
聖
者
の
道
は
僕
た
ち
に
は
あ
ま
り
に
苦
し
す
ぎ
る
」
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
 
「
僕
た
ち
と
聖
者
と
を
分
け
る
時
代
の
落
差
」
を
 
 

感
じ
な
が
ら
も
、
自
分
た
ち
が
通
る
道
と
て
 
「
や
は
り
聖
者
の
通
っ
た
道
と
同
じ
よ
う
に
苦
渋
な
こ
と
が
わ
か
り
だ
し
た
」
 
と
い
う
マ
 
 
 

ル
テ
 
（
リ
ル
ケ
）
 
し
か
り
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
構
図
の
同
質
性
の
指
摘
は
、
逆
に
各
々
の
内
実
の
異
質
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
 
 

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
れ
も
故
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
最
後
に
引
い
た
 
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
 
の
別
の
場
所
に
は
 
 
 

こ
う
あ
る
。
「
神
を
何
か
共
有
物
の
よ
う
に
思
い
こ
ん
で
い
る
人
間
が
あ
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
 
－
 
た
と
え
ば
、
二
人
の
小
学
生
 
 

が
い
る
と
し
て
、
一
人
が
ナ
イ
フ
を
買
う
。
他
の
一
人
も
同
じ
日
に
、
全
く
同
じ
ナ
イ
フ
を
買
っ
た
。
さ
て
、
一
週
間
た
っ
て
か
ら
二
 
 

（
3
8
）
 
 

人
は
そ
の
ナ
イ
フ
を
見
せ
あ
う
。
す
る
と
、
二
丁
の
ナ
イ
フ
は
た
だ
ほ
ん
の
か
す
か
に
ど
こ
か
が
似
て
い
る
だ
け
な
の
だ
」
。
 
 

最
後
に
残
っ
た
問
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
精
神
は
宗
教
的
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
、
ラ
イ
ッ
ク
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
 
 

宗
教
的
だ
と
言
い
切
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
こ
で
宗
教
と
非
宗
教
の
境
界
を
引
こ
う
と
し
て
し
ま
う
精
神
も
、
 
 
 

い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
宗
教
概
念
の
規
定
を
受
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
ラ
イ
ッ
ク
と
言
っ
た
と
し
て
 
 
 

も
、
そ
れ
は
宗
教
的
で
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
ラ
イ
ッ
ク
な
精
神
が
、
個
々
人
に
即
し
て
、
規
範
的
と
も
言
え
 
 
 

る
よ
う
な
姿
で
追
求
さ
れ
て
い
く
と
き
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
宗
教
概
念
の
規
定
を
逃
れ
た
宗
教
性
を
獲
得
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
 
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
こ
と
も
議
論
の
射
程
に
収
め
て
い
く
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
、
ひ
い
て
は
近
代
フ
ラ
ン
ス
 
 

に
お
け
る
宗
教
を
、
よ
り
総
体
的
に
と
ら
え
か
え
し
て
い
く
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
 
 

68）68   



フランス第三共和政におけるライックな道徳と宗教についての試論  

（
5
）
 
 

（
6
）
 
 

（
7
）
 
 

（
8
）
 
 

（
9
）
 
 
 

（
2
）
 
 

教
育
・
法
政
史
で
は
A
n
t
O
i
n
e
P
r
O
S
t
」
詳
註
ぎ
払
こ
ざ
窯
昏
墨
莞
ミ
慧
㌣
ぎ
ぎ
遠
た
頁
丁
忘
笥
 
A
r
m
a
n
d
C
O
】
i
n
」
芸
∞
一
世
界
教
育
史
研
 
 

究
会
編
『
世
界
教
育
史
体
系
一
〇
 
フ
ラ
ン
ス
教
育
史
Ⅲ
』
講
談
社
、
一
九
七
五
年
、
小
山
勉
『
教
育
闘
争
と
知
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
 
 
フ
ラ
ン
ス
革
命
 
 

後
の
学
校
・
教
会
・
国
家
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
八
年
。
歴
史
学
で
は
J
a
c
q
u
e
s
O
z
O
u
f
e
d
．
〉
＞
ざ
琵
訂
加
害
亀
ぎ
切
札
好
Q
ざ
J
u
≡
a
r
d
」
麗
ヤ
 
 

M
O
n
a
O
z
O
u
f
一
軒
爵
コ
瞥
許
ぎ
E
蔓
蔓
百
三
無
二
蛮
三
d
i
t
i
O
n
S
C
a
n
a
L
器
N
こ
a
c
q
u
e
s
e
t
M
O
n
a
O
N
O
阜
卜
Q
知
合
註
茸
莞
計
h
 
 

叫
票
ミ
ミ
簑
誘
〉
S
e
u
i
－
」
諾
N
．
谷
川
稔
『
十
字
架
と
三
色
旗
 
－
 
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
な
ど
。
 
 
 

宗
教
を
概
念
と
み
な
し
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
辿
っ
た
の
は
W
i
－
f
r
e
d
C
a
n
t
w
e
コ
S
m
i
旨
∵
ヨ
石
窟
好
萎
ざ
∵
彗
軋
b
ぎ
叫
鼠
」
㌢
厨
ぎ
－
F
O
r
t
r
e
S
S
 
 

P
r
e
s
s
L
淫
－
［
－
茎
羊
 
こ
の
問
題
を
批
判
理
論
の
視
角
か
ら
論
じ
て
い
る
の
は
R
u
s
s
e
〓
T
．
M
c
C
u
t
c
h
e
O
n
－
奏
さ
愚
詠
註
奄
如
意
各
戸
∴
⊇
 
 

9
河
芸
透
：
表
∽
試
〔
ぎ
§
料
知
監
督
訂
：
挙
q
罫
ご
♂
賢
訂
云
、
≧
違
反
諷
 
O
x
f
O
r
d
U
n
i
完
r
S
i
t
y
 
P
r
e
s
s
∵
石
3
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
 
 

M
i
〔
h
e
】
D
e
s
p
】
a
n
d
∵
－
S
c
i
e
n
c
e
s
 
O
f
 
R
e
】
i
g
i
O
n
 
i
n
 
F
r
a
コ
C
e
 
D
u
r
i
コ
g
 
t
h
e
 
J
u
－
y
 
M
O
n
a
r
n
h
y
。
－
i
n
 
A
r
i
e
 
r
 
M
O
－
e
n
d
i
j
k
紆
P
e
t
e
r
 
P
e
】
s
 
e
d
．
－
 
 

き
息
肯
義
㌣
こ
穿
こ
爵
賢
慮
 
B
r
i
〓
L
漂
∞
．
 
 
 

P
h
y
≡
s
 
S
t
O
C
k
・
M
O
r
t
O
n
：
喜
芸
註
∵
詳
ぎ
旨
済
ま
ゝ
首
へ
∴
紆
⊇
計
「
知
音
葱
．
・
ヨ
訂
h
ざ
温
色
選
書
鼠
色
∵
竃
箋
註
∵
訂
風
雲
こ
ざ
一
等
 
C
昌
き
さ
 
 

句
ヨ
宍
♪
S
t
a
t
e
 
U
n
i
完
r
S
i
t
y
 
O
f
N
e
w
 
Y
O
r
k
 
P
r
e
s
s
」
諾
∞
．
 
 
 

フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
典
ロ
ベ
ー
ル
 
（
一
九
九
六
年
版
）
 
に
よ
る
と
、
ラ
イ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
一
四
八
七
年
、
ラ
イ
シ
テ
は
一
八
七
一
年
。
 
 

B
u
i
s
s
O
n
編
D
i
c
t
i
O
n
n
a
i
r
e
d
e
p
監
a
g
O
g
i
e
e
t
d
J
n
s
t
r
u
c
t
i
O
n
p
r
i
m
a
i
r
e
（
P
a
r
i
s
」
霊
3
 
の
ラ
イ
シ
テ
の
項
に
は
「
こ
の
言
葉
は
新
し
い
」
と
あ
 
 

る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
言
葉
を
日
本
語
に
訳
す
場
合
、
－
a
ざ
u
e
に
は
「
非
宗
教
的
」
「
世
俗
的
一
な
ど
の
訳
語
が
当
て
ら
れ
、
－
a
琵
t
m
は
「
非
宗
教
 
 

性
」
と
訳
さ
れ
た
り
、
政
教
分
離
体
制
を
指
す
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
り
す
る
。
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
近
現
代
の
政
教
関
係
を
考
え
る
の
に
 
 

重
要
な
概
念
で
あ
る
上
、
筆
者
は
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
や
ラ
イ
シ
テ
の
宗
教
性
と
い
う
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
た
い
の
で
、
訳
語
を
当
て
ず
に
用
い
た
い
 
 

（
そ
う
で
な
い
と
 
「
非
宗
教
性
の
宗
教
性
な
ど
の
言
い
回
し
に
陥
っ
て
し
ま
う
）
。
 
 
 

と
く
に
M
a
r
c
e
－
G
a
u
c
h
e
t
」
ゝ
扁
意
富
岳
乳
芦
こ
打
熱
ぎ
岩
垂
許
㌧
b
芸
§
芸
：
訂
訂
計
替
註
G
a
≡
m
a
r
d
二
等
∞
こ
e
a
n
B
a
u
b
曾
♀
き
言
訂
 
 

ぎ
盲
：
主
ミ
：
ご
、
、
、
一
章
、
≡
、
一
丁
う
U
ニ
．
1
き
∵
 
 
 

ル
ナ
ン
 
「
国
民
と
は
何
か
一
一
八
八
二
年
『
国
民
と
は
何
か
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七
年
、
五
九
頁
。
 
 
 

P
i
e
r
r
e
C
h
e
く
a
〓
i
e
r
L
ら
粟
首
萱
ぎ
デ
計
コ
好
評
：
チ
計
㍗
詳
註
こ
a
y
a
r
d
」
諾
－
ら
p
．
謡
・
P
 
 

－
b
i
d
．
〉
p
p
．
謡
∞
〕
．
 
 
 

b
許
さ
篭
∽
乳
（
官
ぎ
ぎ
戻
へ
計
ゝ
已
謡
一
針
j
 
p
u
b
－
i
訝
a
く
e
C
C
O
m
m
e
n
t
a
i
r
e
s
e
t
n
O
t
e
S
p
a
r
 
P
a
u
－
R
O
b
i
q
u
e
t
㌔
t
O
m
e
S
」
笠
u
・
爪
革
 
（
以
下
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（
2
3
）
 
 

（
1
0
）
 
 

へ
〓
、
 
 

（
1
2
）
 
 

（
1
3
）
 
 

（
1
4
）
 
 

（
1
5
）
 
 

（
1
6
）
 
 

（
1
7
）
 
 

（
1
8
）
 
 

（
1
9
）
 
 

（
2
0
）
 
 

（
2
1
）
 
 

（
2
2
）
 
 
 

D
O
J
F
、
巻
も
t
－
な
ど
と
略
記
）
t
〓
も
．
∽
0
0
P
 
 
 

公
教
育
大
臣
‥
一
八
七
九
年
二
月
～
八
一
年
一
一
月
、
八
二
年
一
月
～
八
月
、
八
三
年
二
月
～
二
月
。
首
相
‖
一
八
八
〇
年
九
月
～
八
一
年
二
 
 

月
、
八
三
年
二
月
～
八
五
年
三
月
。
 
 
 

D
O
J
F
ニ
ー
く
〉
p
p
」
監
P
l
 
 
 

小
山
前
掲
書
、
三
四
八
－
九
頁
。
 
 
 

M
g
r
F
r
e
p
p
e
】
‥
D
i
s
c
O
u
r
S
抑
】
a
C
h
a
m
b
r
e
．
N
－
」
N
」
∞
∞
○
）
d
a
n
s
P
i
e
r
r
e
O
g
n
i
e
r
e
t
a
】
．
」
計
き
ざ
よ
好
打
計
旨
悪
C
R
D
P
」
嚢
革
p
．
怠
．
 
 
 

A
r
r
聖
品
d
u
N
リ
リ
ー
0
0
0
0
N
）
d
a
n
s
P
i
e
r
r
e
O
g
コ
i
e
r
e
t
a
】
」
O
p
．
C
i
t
J
p
」
〓
．
 
 
 

J
e
a
n
・
M
i
c
h
e
一
G
a
i
〓
a
r
d
：
訂
訂
∽
句
等
さ
一
F
a
y
a
r
d
」
蛮
声
p
．
蓋
声
 
 
 

D
0
1
F
こ
l
】
p
p
」
芝
N
．
 
 
 

D
i
s
c
O
⊂
r
S
d
e
J
u
－
e
s
F
e
r
r
y
巴
a
C
－
m
ヨ
e
n
t
e
A
m
i
t
i
m
．
い
．
∞
」
0
0
謡
（
I
n
監
i
t
）
も
u
b
】
i
m
e
n
a
p
p
e
n
d
i
c
e
d
a
n
s
P
i
e
r
r
e
C
h
e
く
a
〓
i
e
r
〉
O
p
．
C
i
t
．
も
．
 
 

A
〕
∞
．
 
 
 D
i
s
c
O
u
r
S
d
e
J
u
】
e
s
F
e
r
r
y
a
u
C
O
n
g
r
仰
s
d
e
s
i
n
s
t
i
t
亡
t
e
u
r
S
」
車
中
－
0
0
∞
可
】
d
a
n
s
P
i
e
r
r
e
O
g
n
i
e
r
e
t
 
a
－
．
〕
O
p
．
C
i
t
．
）
p
．
∽
N
．
 
 
 

ル
ソ
1
 
『
社
会
契
約
論
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
一
年
 
（
原
一
七
六
二
年
）
、
ベ
ラ
ー
「
ア
メ
リ
カ
の
市
民
宗
教
」
 
『
社
会
変
革
と
宗
教
倫
理
』
未
来
 
 

社
、
一
九
七
三
年
。
 
 
 

デ
ポ
ラ
・
シ
ル
ヴ
ァ
ー
マ
ン
 
『
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
 
ー
 
フ
ラ
ン
ス
世
紀
末
と
 
「
装
飾
芸
術
」
 
の
思
想
』
青
土
社
、
一
九
九
九
年
 
（
原
一
九
八
九
 
 

年
）
、
一
九
－
二
〇
頁
。
 
 
 

A
r
r
聖
品
d
亡
N
リ
」
」
0
0
0
0
N
－
d
a
n
s
P
i
e
r
r
e
O
g
n
i
e
r
e
t
a
－
．
】
O
p
．
C
i
t
．
〉
p
∵
〓
b
．
 
 

一
八
八
二
年
三
月
二
八
日
法
第
二
条
は
、
宗
教
教
育
は
私
立
学
校
に
お
い
て
は
随
意
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
公
立
小
学
校
で
も
家
庭
や
教
会
で
 
 

の
宗
教
教
育
の
た
め
の
曜
日
と
し
て
木
曜
日
が
休
日
と
さ
れ
て
い
た
。
ラ
イ
ッ
ク
な
道
徳
教
育
は
宗
教
教
育
と
矛
盾
し
な
い
と
い
う
主
張
は
共
和
派
の
 
 

身
振
り
で
も
あ
ろ
う
が
、
当
時
は
よ
り
一
般
的
に
家
庭
で
の
道
徳
・
宗
教
教
育
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
向
き
が
あ
っ
た
。
 
 
 

政
策
と
現
場
の
レ
ベ
ル
の
記
述
に
厚
み
を
持
た
せ
よ
う
と
、
筆
者
は
、
当
時
フ
ェ
リ
ー
の
右
腕
と
し
て
活
躍
し
た
ビ
ュ
イ
ッ
ソ
ン
や
、
フ
ェ
リ
ー
法
 
 

を
受
け
て
作
ら
れ
た
道
徳
の
教
科
書
の
記
述
、
そ
れ
が
現
場
で
使
用
さ
れ
た
際
に
引
き
起
し
た
問
題
に
も
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
他
稿
 
 

を
期
し
た
い
。
 
 
 

D
O
J
F
こ
Ⅰ
く
一
p
p
∴
㌫
面
⊥
崇
．
 
 
 

以
下
の
叙
述
は
註
（
1
）
に
掲
げ
た
歴
史
学
の
書
物
 
（
第
三
共
和
政
以
前
に
つ
い
て
は
F
r
a
n
爪
O
i
s
l
a
c
q
亡
e
t
・
F
r
a
n
c
i
〓
O
n
一
b
ぢ
罫
ど
訂
買
戻
へ
琶
§
ミ
訂
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（
3
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）
 
 

（
3
7
）
 
 

（
3
8
）
 
 二
コ
ロ
葉
抄
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇
年
、
四
三
頁
、
リ
ル
ケ
 
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
新
潮
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
改
版
 
（
原
一
九
一
〇
年
）
、
二
二
七
頁
、
三
 
 

二
頁
。
 
 
 

知
㊤
註
茸
莞
〉
S
e
p
t
e
n
t
r
i
O
n
」
嚢
豆
 
を
主
に
参
照
。
特
に
J
a
c
q
u
e
s
O
N
O
u
f
e
d
．
〉
O
p
一
C
i
t
．
に
は
当
時
の
小
学
校
教
師
の
生
の
声
が
回
想
の
形
式
で
 
 

収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

短
期
的
な
政
治
的
変
動
に
対
し
地
域
の
心
性
は
長
期
的
で
あ
る
。
谷
川
前
掲
書
、
四
一
－
七
頁
参
照
。
 
 
 

F
r
a
n
℃
i
s
J
a
c
q
亡
e
T
F
r
a
コ
C
i
〓
O
n
も
p
．
C
i
t
．
〉
p
p
」
諾
N
含
．
 
 
 

J
a
c
q
u
e
s
O
N
O
u
f
e
d
．
】
O
p
．
〔
i
t
一
〉
p
」
∽
P
 
 

－
b
i
d
．
】
p
」
〕
P
 
 
 

l
b
i
d
．
〉
p
」
蓋
．
 
 
 

m
m
i
】
e
P
O
u
－
a
t
〉
ト
、
飢
貰
曾
旨
か
込
叫
箋
莞
㌧
〔
訂
S
Q
已
：
〔
ミ
叫
軋
恥
b
叫
眉
F
】
a
m
m
a
r
i
O
n
」
嚢
革
p
．
革
 
 
 

も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
具
体
的
な
人
物
に
即
し
て
論
じ
る
重
要
性
が
減
じ
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
筆
者
は
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
ア
ラ
ン
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
な
ど
に
 
 

注
目
し
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
 
 
 

M
a
r
c
e
】
G
a
u
c
h
e
t
】
O
p
．
C
i
t
．
も
．
u
u
．
 
 
 

N
・
エ
リ
ア
ス
 
『
文
明
化
の
過
程
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
七
－
八
年
（
原
一
九
七
六
年
）
。
 
 
 

S
・
カ
ー
ン
 
『
空
間
の
文
化
史
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
三
年
（
原
一
九
八
三
年
）
、
八
九
頁
。
 
 

P
a
u
－
く
a
】
賢
y
）
《
L
a
p
O
】
i
t
i
q
u
e
d
e
－
打
p
r
i
t
》
（
－
琵
N
）
二
匡
害
さ
㍍
h
 
P
－
m
i
a
d
e
∵
岩
垂
コ
勺
∴
岩
テ
㌣
－
？
忘
．
 
 

P
a
u
－
く
a
】
腎
y
】
《
L
e
t
t
r
e
d
e
M
a
d
a
ヨ
e
凪
ヨ
i
】
e
↓
e
s
t
》
（
－
浩
軽
ニ
n
瞥
ミ
変
∴
♪
勺
－
か
i
a
d
e
」
蛮
声
p
．
〕
∽
．
 
 

そ
れ
ぞ
れ
、
R
・
ロ
ラ
ン
 
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
（
二
）
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
改
版
 
（
原
一
九
〇
四
－
 
 

二
年
）
、
六
二
〇
頁
、
『
ロ
ダ
ン
の
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は
じ
め
に
 
 

都
市
社
会
を
舞
台
に
し
た
宗
教
現
象
の
研
究
の
場
合
、
そ
の
多
様
で
複
雑
な
様
相
と
そ
れ
ら
が
織
り
成
す
動
態
と
を
、
い
か
に
研
究
 
 

の
姐
上
に
載
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
網
羅
的
に
捉
え
 
 

木
 
村
 
敏
 
明
 
 
 

∧
論
文
要
旨
∨
 
ス
マ
ト
ラ
島
最
大
の
都
市
メ
ダ
ン
に
暮
ら
す
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
移
民
は
、
様
々
な
象
徴
財
の
交
換
を
と
も
な
う
盛
大
な
結
婚
儀
礼
を
お
 
 
 

こ
な
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
ウ
ロ
ス
と
い
う
織
物
は
、
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
が
も
つ
、
幸
凶
を
左
右
す
る
力
（
サ
ハ
ラ
）
 
の
象
徴
と
 
 
 

し
て
、
そ
の
贈
与
は
結
婚
儀
礼
の
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
を
構
成
す
る
。
こ
の
ウ
ロ
ス
贈
与
に
つ
い
て
、
慣
習
法
で
は
、
新
郎
新
婦
お
よ
び
新
郎
の
家
 
 
 

族
、
親
族
に
六
枚
贈
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
慣
習
法
の
規
定
は
守
ら
れ
ず
、
贈
ら
れ
る
ウ
ロ
ス
の
数
は
一
〇
 
 
 

〇
枚
を
超
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
事
例
研
究
を
通
し
て
慣
習
法
を
逸
脱
し
た
ウ
ロ
ス
増
加
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
一
方
で
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
に
よ
る
 
 
 

ウ
ロ
ス
贈
与
の
制
限
へ
の
試
み
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
動
向
を
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ウ
の
「
形
態
」
と
い
う
枠
組
み
を
用
い
て
分
析
す
る
 
 
 

こ
と
で
、
こ
の
事
例
が
多
民
族
都
市
に
お
い
て
宗
教
経
験
と
そ
れ
を
枠
づ
け
る
「
形
態
」
が
示
す
動
態
的
様
相
の
一
事
例
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
 
 
 

き
る
こ
と
を
示
し
た
。
 
 

∧
キ
ー
ワ
ー
ド
∨
 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
多
民
族
都
市
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
、
結
婚
儀
礼
、
「
形
態
」
 
 

ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
結
婚
儀
礼
と
サ
ハ
ラ
信
仰
 
 

－
 
メ
ダ
ン
に
お
け
る
そ
の
変
容
－
－
－
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る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
絶
望
的
で
あ
る
し
、
も
し
で
き
た
と
し
て
も
、
宗
教
現
象
の
あ
り
方
が
ま
す
ま
す
多
様
化
複
雑
化
し
て
い
く
と
い
 
 
 

う
以
上
の
こ
と
を
言
う
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
あ
え
て
都
市
社
会
に
お
け
る
宗
教
現
象
の
 
 
 

研
究
を
お
こ
な
う
意
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

論
者
が
都
市
社
会
に
お
け
る
宗
教
現
象
研
究
の
あ
り
う
る
方
向
性
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
都
市
に
暮
ら
す
当
事
者
た
ち
 
 
 

自
身
に
よ
る
、
そ
の
多
様
で
複
雑
な
様
相
に
何
ら
か
の
秩
序
、
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
一
定
の
輪
郭
を
も
っ
た
「
形
態
 
 
 

G
e
s
t
a
－
t
」
を
与
え
よ
う
と
す
る
大
小
様
々
な
、
ロ
ー
カ
ル
な
試
み
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
形
態
」
あ
る
い
は
「
形
態
化
G
e
・
 
 

s
t
a
－
t
u
n
g
」
と
い
う
概
念
を
こ
こ
で
は
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ウ
が
使
用
し
た
意
味
で
用
い
て
い
る
。
レ
ー
ウ
に
よ
れ
ば
、
「
形
態
」
 
 

（
1
）
 
 

と
は
内
的
な
宗
教
経
験
が
一
定
の
形
象
、
概
念
、
行
為
な
ど
と
し
て
外
部
に
投
影
さ
れ
、
一
定
範
囲
の
人
々
に
共
有
さ
れ
た
も
の
で
 

ひ
と
た
び
成
立
す
る
と
逆
に
人
は
そ
の
「
形
態
」
を
通
し
て
自
ら
の
内
的
経
験
を
枠
づ
け
て
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
 
（
「
形
態
の
二
重
 
 

（
2
）
 
 

体
験
D
O
p
p
e
－
e
ユ
e
b
コ
i
s
d
e
r
G
e
s
t
a
－
t
」
）
。
し
か
し
、
レ
ー
ウ
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
経
験
と
「
形
態
」
の
関
係
は
決
し
て
ス
タ
テ
 
 

ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
な
く
、
両
者
の
緊
張
関
係
の
な
か
で
場
合
に
よ
っ
て
は
 
「
形
態
」
 
の
解
体
、
再
編
、
統
合
と
い
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
 
 
 

ク
な
動
向
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
生
活
の
様
式
が
多
様
化
し
、
様
々
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会
も
多
い
都
市
社
会
に
あ
 
 
 

っ
て
、
「
形
態
」
は
相
対
的
に
不
安
定
な
様
相
を
示
し
、
そ
れ
故
に
逆
に
ロ
ー
カ
ル
な
形
態
化
へ
の
試
み
を
数
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
 
 
 

き
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
、
都
市
社
会
の
宗
教
現
象
を
あ
え
て
扱
う
意
義
の
一
つ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
す
る
と
、
多
様
な
民
族
的
、
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
た
人
々
が
共
に
暮
ら
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
 
 

‥
1
∴
 
 

シ
ア
の
都
市
社
会
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
多
民
族
都
市
の
一
つ
、
ス
マ
ト
ラ
島
最
大
の
都
市
メ
ダ
ン
に
暮
ら
 
 

（
4
）
 
 

す
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
移
民
を
と
り
あ
げ
、
姻
族
が
持
つ
と
さ
れ
る
力
（
サ
ハ
ラ
）
信
仰
と
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
ウ
ロ
ス
と
い
う
織
物
を
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会
議
を
ひ
ら
い
た
。
L
・
D
・
シ
ア
ギ
ア
ン
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
の
場
で
は
、
儀
礼
に
不
可
欠
な
「
ウ
ロ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
織
物
の
 
 

贈
与
を
め
ぐ
り
、
そ
の
定
義
づ
け
と
枚
数
の
制
限
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
贈
与
さ
れ
る
ウ
ロ
ス
を
、
「
祝
 
 

福
の
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
ス
・
ナ
・
マ
ル
ハ
ド
ホ
ア
ン
）
」
と
「
愛
情
の
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
ス
・
ホ
ロ
ン
）
」
 
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た
 
 

う
え
で
、
前
者
は
最
大
で
一
一
枚
、
後
者
は
一
三
枚
に
限
る
こ
と
を
定
め
、
今
後
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
が
関
わ
る
結
婚
儀
礼
で
は
極
 
 

（
6
）
 
 

力
こ
の
申
し
合
わ
せ
に
従
う
よ
う
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
 

ウ
ロ
ス
と
は
幅
が
五
〇
セ
ン
チ
、
長
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
織
物
で
、
縦
に
二
つ
折
り
に
し
て
右
肩
に
か
け
男
性
の
正
装
と
す
る
 
 

図1スマトラ島とメダン  

め
ぐ
る
動
向
を
先
述
の
視
点
か
ら
検
討
す
 
 
 

る
。
ま
ず
は
一
つ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
る
こ
 
 
 

と
か
ら
始
め
て
み
た
い
。
 
 

メ
ダ
ン
に
住
む
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
は
、
父
 
 
 

系
ク
ラ
ン
 
（
マ
ル
ガ
）
 
内
の
交
流
と
相
互
扶
 
 

（
5
）
 
 

助
を
目
的
と
し
た
 
「
同
ク
ラ
ン
組
合
」
を
、
 
 
 

ク
ラ
ン
ご
と
に
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
 
 
 

一
つ
、
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
の
組
合
「
ラ
 
 
 

ジ
ャ
・
シ
ア
ギ
ア
ン
の
息
子
た
ち
と
娘
た
ち
 
 
 

の
会
」
 
は
、
一
九
九
六
年
二
月
一
六
日
、
今
 
 
 

後
の
結
婚
儀
礼
の
あ
り
か
た
を
議
題
と
す
る
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用
法
も
あ
る
が
、
上
の
場
合
の
よ
う
に
、
結
婚
儀
礼
を
は
じ
め
様
々
な
儀
礼
に
お
い
て
贈
与
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
贈
与
財
 
 

と
し
て
の
ウ
ロ
ス
は
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
問
で
信
じ
ら
れ
て
い
る
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
が
も
つ
幸
凶
を
左
右
す
る
力
（
サ
ハ
ラ
）
 
 

と
深
く
関
わ
り
を
も
つ
の
で
あ
る
。
 
 

同
一
ク
ラ
ン
内
で
の
結
婚
を
禁
じ
る
、
い
わ
ゆ
る
外
婚
制
の
結
婚
制
度
を
持
つ
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
 
（
男
性
）
 
に
と
っ
て
、
妻
、
母
、
 
 

父
の
母
F
M
、
父
方
祖
父
の
母
F
F
M
の
出
身
ク
ラ
ン
に
属
す
る
人
々
は
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
（
フ
ラ
フ
ラ
）
 
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
 
 

で
認
識
さ
れ
、
社
会
生
活
上
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
「
フ
ラ
フ
ラ
は
日
に
見
え
る
神
で
あ
る
」
と
い
う
慣
用
句
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
 
 

こ
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
は
、
そ
の
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
（
ボ
ル
）
 
に
対
し
、
幸
凶
を
左
右
す
る
力
 
（
サ
ハ
ラ
）
 
を
持
つ
と
信
じ
 
 

ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
日
常
生
活
の
中
で
も
常
に
気
を
配
り
、
敬
意
を
も
っ
て
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
 
 

し
こ
の
両
者
の
関
係
が
最
も
鮮
明
に
現
れ
る
の
は
儀
礼
に
お
い
て
で
あ
る
。
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
儀
礼
に
お
い
て
「
妻
の
与
え
手
」
集
 
 

団
の
出
席
は
不
可
欠
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
人
生
の
節
目
や
何
ら
か
の
危
機
的
状
況
で
、
自
ら
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
を
 
 

招
き
、
そ
の
力
で
も
っ
て
祝
福
（
パ
ス
パ
ス
）
 
を
与
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
儀
礼
は
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
 
 
 

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
に
よ
る
祝
福
の
際
に
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
財
と
し
て
 
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
の
 
 

人
々
に
贈
ら
れ
る
の
が
、
先
に
述
べ
た
ウ
ロ
ス
と
い
う
伝
統
的
な
織
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
に
よ
る
ウ
ロ
 
 
 

ス
の
贈
与
は
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
儀
礼
の
中
で
も
最
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
部
分
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
先
に
と
り
あ
げ
た
 
 
 

シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
の
会
議
は
、
こ
の
儀
礼
の
根
幹
と
い
う
べ
き
ウ
ロ
ス
の
贈
与
に
関
し
て
意
味
付
け
と
制
限
を
お
こ
な
お
う
と
す
 
 
 

る
試
み
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 

本
稿
で
は
、
都
市
社
会
に
お
け
る
宗
教
経
験
の
再
「
形
態
化
」
 
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
こ
の
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
の
会
議
を
そ
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の
背
景
で
あ
る
儀
礼
の
変
容
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
検
討
す
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
ま
ず
、
次
章
で
は
、
ト
バ
・
バ
ク
′
ツ
ク
の
信
仰
に
 
 

関
す
る
従
来
の
研
究
の
い
く
つ
か
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
の
力
（
サ
ハ
ラ
）
信
仰
を
位
置
付
け
、
本
稿
の
狙
い
 
 
 

を
よ
り
明
確
化
し
て
お
き
た
い
。
 
 

一
キ
リ
ス
ト
教
と
サ
ハ
ラ
信
仰
 
 

二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
慣
習
法
を
扱
っ
た
古
典
的
名
著
『
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
社
会
組
織
と
慣
習
法
』
 
に
お
 
 

い
て
フ
ル
ホ
ウ
エ
ン
は
、
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
バ
タ
ッ
ク
が
、
ど
れ
ほ
ど
そ
の
伝
統
的
な
宗
教
的
観
念
を
捨
て
た
か
は
明
確
に
 
 

述
べ
る
こ
と
が
難
し
い
」
と
述
べ
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
地
域
や
貧
富
の
差
 
 

に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
さ
れ
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
様
々
な
「
異
教
的
」
観
念
の
中
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
 
 

攻
撃
に
よ
る
打
撃
の
度
合
い
に
強
弱
の
差
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
も
っ
と
も
強
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
 
 

れ
た
の
は
、
目
に
付
き
や
す
い
祖
先
崇
拝
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
特
に
、
様
々
な
霊
を
呼
び
出
し
て
礼
拝
す
る
ゴ
ン
 
 

グ
ン
儀
礼
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
力
を
借
り
て
ま
で
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
フ
ル
ホ
ウ
エ
ン
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
同
様
に
「
異
教
 
 

的
」
意
味
を
持
つ
は
ず
の
デ
ィ
ナ
ミ
ズ
ム
的
な
部
分
、
特
に
姻
族
間
の
霊
的
影
響
力
の
観
念
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
バ
タ
ッ
ク
 
 

自
身
が
そ
の
本
来
の
非
キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
を
理
解
せ
ず
単
な
る
習
慣
と
見
な
す
が
故
に
、
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
る
傾
向
を
も
つ
と
い
 
 

（
7
）
 
う
○
 
 ト

バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
主
と
し
て
フ
ル
ホ
ウ
エ
ン
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
目
に
付
き
や
す
い
」
部
 
 

分
に
関
わ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
部
分
に
関
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
問
に
顕
著
な
動
態
的
関
係
が
指
摘
さ
れ
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（
8
）
 
 

て
き
た
。
「
祖
先
崇
拝
」
を
、
改
葬
儀
礼
お
よ
び
改
葬
墓
と
の
関
連
で
と
り
あ
げ
た
山
本
春
樹
や
池
上
重
弘
の
研
究
は
そ
の
代
表
的
な
 
 

（
9
）
 
 

も
の
で
あ
り
、
特
に
山
本
が
提
示
し
た
「
キ
リ
ス
ト
教
」
に
よ
る
「
土
着
的
宗
教
」
の
「
解
体
」
と
「
再
生
」
と
い
う
見
取
り
図
は
、
 
 

今
後
の
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
研
究
が
そ
こ
か
ら
出
発
す
べ
き
一
つ
の
到
達
点
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
の
一
方
で
、
フ
ル
ホ
ウ
エ
ン
が
「
デ
ィ
ナ
ミ
ズ
ム
的
」
と
呼
ん
だ
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
の
サ
ハ
ラ
ヘ
の
信
仰
に
関
し
て
は
、
こ
 
 

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
親
族
組
織
に
触
れ
た
つ
い
で
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
程
度
で
、
そ
れ
を
信
仰
の
問
題
と
し
て
正
面
か
ら
と
り
あ
 
 

げ
た
研
究
は
存
在
し
て
い
な
い
。
フ
ル
ホ
ウ
エ
ン
が
述
べ
た
と
お
り
、
単
な
る
慣
習
と
見
な
さ
れ
て
キ
リ
ス
ト
教
と
目
立
っ
た
対
立
を
 
 

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
信
仰
は
、
今
日
な
お
隆
盛
を
き
わ
め
る
様
々
な
人
生
儀
礼
 
 

や
そ
の
他
各
種
儀
礼
の
中
に
、
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
に
よ
る
祝
福
と
い
う
形
で
な
お
生
き
続
け
、
彼
ら
の
日
常
的
人
間
関
係
に
も
大
 
 

き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
都
市
移
民
の
間
で
は
、
逆
に
、
こ
の
力
へ
の
信
仰
が
儀
礼
の
 
 

「
形
態
」
を
逸
脱
し
、
そ
の
再
編
を
迫
る
と
い
う
事
例
が
見
ら
れ
、
こ
れ
が
単
な
る
慣
習
な
ど
で
は
な
く
、
生
き
た
信
仰
と
い
う
側
面
 
 

を
持
つ
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
儀
礼
、
特
に
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
結
婚
儀
礼
の
「
形
態
」
が
い
か
 
 

な
る
も
の
で
あ
る
か
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 

二
 
結
婚
儀
礼
の
「
簡
素
化
」
 
 
 

（
1
0
）
 
 
 

本
章
で
は
、
メ
ダ
ン
に
お
け
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
結
婚
儀
礼
の
進
め
方
を
、
「
簡
素
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
概
観
す
る
。
数
ヶ
月
 
 

に
渡
っ
て
何
度
も
準
備
の
た
め
の
式
を
お
こ
な
い
、
メ
イ
ン
の
式
当
日
に
は
朝
か
ら
晩
ま
で
拘
束
さ
れ
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
数
週
間
後
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に
は
ま
た
改
め
て
式
を
お
こ
な
う
と
い
う
結
婚
の
あ
り
方
は
、
特
に
都
市
に
暮
ら
す
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
に
と
っ
て
荷
の
重
い
も
の
で
あ
 
 
 

る
。
そ
こ
で
メ
ダ
ン
に
お
け
る
結
婚
儀
礼
で
は
、
時
間
短
縮
の
た
め
に
様
々
な
手
段
が
こ
う
じ
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
お
こ
な
わ
れ
て
 
 
 

い
た
い
く
つ
か
の
式
は
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
他
の
式
に
吸
収
さ
れ
た
り
し
た
。
ま
た
、
式
の
進
め
方
も
合
理
化
さ
 
 
 

れ
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
二
つ
の
式
を
同
時
進
行
で
お
こ
な
う
と
い
う
や
や
強
引
な
手
段
も
現
在
で
は
む
し
ろ
当
然
の
よ
う
に
な
っ
て
 
 
 

お
り
、
こ
の
よ
う
な
式
の
進
め
方
を
前
提
と
し
た
 
「
二
階
建
て
結
婚
式
場
」
 
が
幾
つ
も
建
設
さ
れ
る
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
。
 
 

そ
の
一
方
で
こ
の
 
「
簡
素
化
」
が
完
全
に
合
理
的
見
地
の
み
か
ら
、
何
の
配
慮
も
な
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
 
 
 

で
は
な
い
。
儀
礼
の
中
核
を
な
す
も
の
と
し
て
注
意
深
く
残
さ
れ
て
い
る
部
分
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
出
自
」
 
と
 
「
縁
組
」
 
 
 

に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
人
間
関
係
、
と
り
わ
け
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
と
 
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
の
関
係
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
存
在
す
 
 
 

る
 
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
の
持
つ
力
 
（
サ
ハ
ラ
）
 
へ
の
信
仰
で
あ
る
。
 
 
‖
）
 
 
 

ま
ず
、
か
つ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
式
を
い
く
つ
か
の
慣
習
法
の
解
説
書
を
手
が
か
り
に
列
挙
す
る
な
ら
、
数
ヶ
月
前
に
お
こ
な
わ
 
 
 

れ
る
①
「
ひ
そ
ひ
そ
話
 
（
マ
ル
フ
シ
ッ
プ
）
」
、
二
週
間
程
度
前
の
②
「
婚
資
の
話
し
合
い
 
（
マ
ル
ハ
タ
・
シ
ナ
モ
ッ
）
」
 
と
③
「
公
表
 
 

（
マ
ル
ト
ウ
ツ
ボ
ル
）
」
、
結
婚
成
立
当
日
の
④
「
は
じ
ま
り
の
食
事
」
⑤
「
祝
福
 
（
パ
マ
ス
マ
ス
オ
ン
）
」
と
⑥
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
と
 
 
 

⑦
「
慣
習
法
の
授
与
 
（
パ
サ
ハ
ッ
・
ア
ダ
ッ
ト
）
」
、
そ
れ
か
ら
数
週
間
後
の
⑧
「
来
た
迫
を
戻
る
 
（
パ
ウ
ラ
ッ
・
ウ
ネ
）
」
と
⑨
「
家
 
 

庭
を
見
と
ど
け
る
 
（
マ
ニ
ッ
キ
ル
・
タ
ン
ガ
）
」
と
い
っ
た
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在
の
メ
ダ
ン
で
は
こ
れ
ら
の
 
 

式
を
す
べ
て
独
立
し
て
お
こ
な
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
②
⑧
⑨
の
式
は
⑥
に
吸
収
さ
れ
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
 
 

と
な
り
、
ま
た
そ
の
⑥
は
⑦
と
同
時
進
行
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
九
つ
の
式
は
現
在
で
は
①
、
③
、
④
、
⑤
、
そ
 
 
 

し
て
同
時
進
行
で
お
こ
な
わ
れ
る
⑥
と
⑦
の
五
つ
に
 
「
簡
素
化
」
 
さ
れ
て
い
る
。
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本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
内
容
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
余
裕
は
な
い
た
め
、
④
以
降
の
結
婚
成
立
当
日
の
部
分
に
限
っ
て
、
 
 
 

よ
り
具
体
的
に
そ
の
進
め
ら
れ
方
を
概
観
す
る
。
 
 
 

朝
八
時
頃
、
新
郎
か
新
婦
ど
ち
ら
か
儀
礼
を
主
催
す
る
側
の
家
に
双
方
の
主
な
親
族
が
集
ま
り
「
は
じ
ま
り
の
食
事
（
シ
ブ
ハ
ブ
ハ
 
 
 

イ
）
」
と
い
う
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ま
ず
、
新
郎
側
が
用
意
し
た
豚
肉
料
理
を
食
べ
た
後
、
新
郎
新
婦
の
間
で
花
が
交
換
さ
れ
、
最
 
 
 

後
に
今
日
一
日
の
式
が
無
事
に
終
わ
る
よ
う
に
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
こ
の
式
は
終
わ
る
。
 
 

教
会
で
の
式
「
祝
福
 
（
パ
マ
ス
マ
ス
オ
ン
）
」
 
は
一
〇
時
も
し
く
は
一
一
時
に
は
じ
ま
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
式
は
教
会
に
よ
っ
 
 
 

て
異
な
る
が
、
H
K
B
P
の
場
合
、
新
郎
新
婦
入
場
、
開
式
の
祈
り
、
説
教
、
指
輪
交
換
と
祝
福
、
主
の
祈
り
、
祝
頑
、
両
家
代
表
の
 
 
 

挨
拶
と
い
う
流
れ
で
進
め
ら
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
合
間
に
、
地
縁
・
血
縁
・
信
仰
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
契
機
 
 

■
L
、
 
 

で
結
ば
れ
た
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
組
織
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が
四
粗
か
ら
八
組
程
度
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
多
 
 
 

く
は
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
が
都
市
社
会
に
適
応
す
る
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
習
慣
も
都
市
生
ま
れ
で
あ
る
と
思
わ
 
 
 

れ
る
が
、
一
方
で
教
会
で
の
式
を
長
引
か
せ
る
原
因
だ
と
す
る
批
判
も
多
い
。
 
 

教
会
で
の
式
が
終
わ
る
と
人
々
は
式
場
に
移
動
す
る
。
メ
ダ
ン
に
住
む
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
は
、
ジ
ャ
ワ
や
マ
レ
1
の
多
く
の
よ
う
に
 
 
 

自
宅
で
結
婚
儀
礼
を
お
こ
な
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
市
内
に
確
認
で
き
て
い
る
だ
け
で
も
十
数
か
所
あ
る
ソ
ポ
・
ゴ
ダ
ン
も
し
く
 
 
 

は
ウ
ィ
ス
マ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
式
場
を
用
い
て
儀
礼
を
お
こ
な
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
式
場
の
多
く
は
二
階
建
て
に
な
っ
て
い
る
が
、
 
 
 

そ
れ
は
 
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
と
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
を
同
時
に
お
こ
な
う
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
式
場
の
一
階
で
は
新
郎
新
婦
の
 
 
 

親
族
た
ち
が
参
加
す
る
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
が
、
二
階
で
は
新
郎
新
婦
の
若
い
友
人
た
ち
－
中
国
系
や
ム
ス
リ
ム
な
ど
も
含
め
て
 
 

が
参
加
す
る
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
郎
新
婦
は
式
の
進
行
に
合
わ
せ
て
一
階
と
二
階
を
往
復
す
る
の
で
あ
る
。
私
の
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調
査
で
は
、
メ
ダ
ン
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
二
階
建
て
の
式
場
は
、
H
K
B
P
の
メ
ダ
ン
本
部
で
も
あ
る
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
教
会
の
式
場
 
 

（
1
3
）
 
 

S
O
p
O
 
G
O
d
a
n
g
 
N
H
K
B
P
（
一
九
七
六
年
）
で
あ
り
、
同
時
進
行
に
よ
る
「
簡
素
化
」
 
の
は
じ
ま
り
は
そ
の
こ
ろ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
 
 

る
。
そ
れ
以
前
は
と
い
え
ば
、
一
九
五
〇
年
代
の
メ
ダ
ン
で
調
査
を
お
こ
な
っ
た
ブ
ル
ナ
一
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
家
の
庭
や
広
場
を
利
 
 

用
し
て
式
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
午
後
に
 
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
夜
に
な
っ
て
 
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
お
こ
 
 

（
1
4
）
 
 

な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
に
比
べ
て
現
在
で
は
夕
方
ま
で
に
 
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
も
 
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
も
終
了
す
る
の
で
、
 
 
 

か
な
り
時
間
の
短
縮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
 
 
 

一
階
二
階
い
ず
れ
の
式
も
食
事
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
一
階
と
二
階
で
は
出
さ
れ
る
料
理
も
そ
の
意
味
も
異
な
っ
て
い
る
。
一
階
の
 
 
 

「
慣
習
法
の
授
与
」
式
で
は
、
出
自
と
縁
組
の
論
理
に
基
づ
い
た
料
理
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
 
 
 

で
あ
る
新
郎
側
は
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
で
あ
る
新
婦
側
に
水
牛
、
も
し
く
は
豚
肉
料
理
 
（
シ
バ
ン
ガ
ノ
ン
）
 
を
贈
り
、
逆
に
新
婦
側
 
 
 

は
コ
イ
料
理
 
（
デ
ッ
ケ
）
 
を
贈
り
、
そ
れ
ら
の
料
理
を
皆
で
食
べ
る
。
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
と
 
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
の
間
に
お
け
 
 
 

る
こ
の
料
理
の
交
換
は
、
結
婚
儀
礼
に
限
ら
ず
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
ほ
と
ん
ど
の
儀
礼
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
二
階
で
 
 
 

は
、
ム
ス
リ
ム
の
参
加
を
配
慮
し
、
豚
肉
料
理
を
避
け
て
バ
グ
ン
料
理
や
ジ
ャ
ワ
料
理
の
店
か
ら
の
仕
出
し
を
用
意
す
る
。
新
郎
新
婦
 
 
 

は
こ
の
二
階
で
食
事
を
と
る
。
食
事
の
後
、
二
階
で
は
友
人
や
職
場
の
上
司
な
ど
の
祝
辞
、
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
、
あ
る
い
は
場
合
に
 
 
 

よ
っ
て
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
キ
入
刀
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
 
 

食
事
の
後
、
一
階
の
 
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
で
は
、
「
妻
の
与
え
手
」
 
と
 
「
妻
の
受
け
手
」
 
と
い
う
対
立
項
に
基
づ
い
て
分
割
さ
れ
 
 
 

た
諸
集
団
間
で
、
様
々
な
象
徴
財
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
 
 

ま
ず
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
「
ト
ゥ
ツ
バ
ッ
」
 
と
呼
ば
れ
る
金
銭
の
贈
与
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
郎
側
の
親
族
 
（
た
だ
し
 
「
妻
の
与
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え
手
」
 
に
あ
た
る
親
族
は
除
く
）
 
が
、
新
郎
の
両
親
と
新
郎
新
婦
に
対
し
て
与
え
る
も
の
で
、
こ
の
時
に
は
新
郎
新
婦
も
レ
セ
プ
シ
ョ
 
 
 

ン
の
席
か
ら
呼
ば
れ
、
列
を
作
っ
て
並
ん
だ
新
郎
側
親
族
の
一
人
一
人
か
ら
、
封
筒
に
入
れ
た
お
金
を
受
け
取
る
。
 
 

続
い
て
豚
、
も
し
く
は
水
牛
の
肉
の
分
配
 
（
ジ
ャ
ン
パ
ル
）
 
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
豚
も
し
く
は
水
牛
は
一
頭
丸
ご
と
が
新
郎
側
に
よ
 
 

っ
て
用
意
さ
れ
、
新
郎
新
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
側
で
参
列
者
へ
の
分
配
が
な
さ
れ
る
。
誰
に
ど
の
部
分
の
肉
が
与
え
ら
れ
る
か
は
、
「
妻
の
 
 

与
え
手
」
集
団
と
 
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
の
対
立
項
を
基
本
に
し
た
出
自
と
縁
組
み
の
論
理
に
従
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
 
 
 

尻
の
肉
と
尻
尾
は
 
「
イ
フ
ル
・
イ
フ
ル
」
 
と
呼
ば
れ
、
新
婦
の
両
親
が
受
け
取
る
と
い
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
ら
え
な
い
と
 
 

「
自
分
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い
か
t
i
d
a
k
 
d
i
h
a
r
g
a
i
の
よ
う
に
感
じ
る
」
と
い
う
声
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
参
加
者
の
体
面
に
関
 
 

わ
る
が
ゆ
え
に
、
で
き
る
だ
け
会
場
に
来
て
い
る
親
族
す
べ
て
に
渡
る
よ
う
に
分
配
す
る
た
め
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。
メ
ダ
ン
で
 
 
 

は
時
間
の
短
縮
の
た
め
、
食
事
の
時
間
か
ら
す
ぐ
に
こ
の
肉
の
分
配
を
は
じ
め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
 
 

続
い
て
婚
資
 
（
シ
ナ
モ
ッ
）
 
の
支
払
い
が
新
郎
側
か
ら
な
さ
れ
る
。
ま
ず
は
婚
資
の
額
に
つ
い
て
儀
礼
的
な
討
論
「
婚
資
に
つ
い
て
 
 
 

の
話
し
合
い
 
（
マ
ル
ハ
タ
・
シ
ナ
モ
ッ
〓
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
は
か
つ
て
 
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
の
二
 
 
 

週
間
程
度
前
に
独
立
し
た
式
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
に
 
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
 
 

て
い
る
。
話
し
合
い
が
終
わ
る
と
、
定
め
ら
れ
た
相
手
に
婚
資
が
支
払
わ
れ
る
。
肉
の
分
配
や
婚
資
の
支
払
い
に
新
郎
新
婦
は
参
加
せ
 
 
 

ず
、
二
階
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
完
全
に
両
親
族
間
の
問
題
で
あ
り
、
新
郎
新
婦
は
も
し
そ
の
場
 
 
 

に
い
た
と
し
て
も
肉
の
分
配
を
受
け
る
権
利
も
あ
る
い
は
そ
の
場
で
発
言
す
る
権
利
も
持
っ
て
い
な
い
。
 
 
 

そ
し
て
婚
資
も
無
事
に
払
い
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
最
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
、
式
に
参
加
し
て
い
る
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
に
よ
 
 

る
儀
礼
用
織
物
（
ウ
ロ
ス
）
 
の
贈
与
お
よ
び
祝
福
で
あ
る
。
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
の
ウ
ロ
ス
の
贈
与
は
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
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各
種
儀
礼
に
あ
っ
て
最
重
要
部
を
な
す
が
、
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
に
具
体
的
事
例
を
通
し
て
論
ず
る
。
 
 
 

こ
の
ウ
ロ
ス
贈
与
と
祝
福
の
後
に
、
現
在
メ
ダ
ン
で
は
「
来
た
道
を
戻
る
（
パ
ウ
ラ
ッ
・
ウ
ネ
）
」
と
「
家
庭
を
見
と
ど
け
る
（
マ
 
 

ニ
ッ
キ
ル
・
タ
ン
ガ
）
」
と
い
う
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
来
、
結
婚
成
立
後
数
日
か
ら
数
週
間
 
 

後
に
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
現
在
で
は
簡
略
化
し
て
「
慣
習
法
を
授
け
る
」
式
の
最
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

「
来
た
道
を
戻
る
」
式
と
は
、
新
郎
新
婦
が
料
理
を
持
っ
て
そ
ろ
っ
て
新
婦
の
両
親
の
家
を
訪
ね
る
式
で
あ
り
、
一
方
、
「
家
庭
を
見
 
 

と
ど
け
る
」
式
と
は
逆
に
新
婦
の
両
親
が
新
郎
新
婦
の
家
を
訪
ね
る
式
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
式
場
の
中
央
に
新
 
 

郎
新
婦
及
び
新
郎
の
両
親
と
新
婦
の
両
親
が
向
き
合
っ
て
立
ち
、
ま
ず
豚
あ
る
い
は
水
牛
の
肉
料
理
を
持
っ
て
新
郎
新
婦
が
新
婦
の
両
 
 

親
に
歩
み
寄
っ
て
渡
す
こ
と
で
そ
れ
を
「
来
た
道
を
戻
る
」
式
の
か
わ
り
と
し
、
続
い
て
新
婦
の
両
親
が
コ
イ
の
料
理
を
持
っ
て
新
婦
 
 

の
側
に
歩
み
寄
り
そ
れ
を
渡
す
こ
と
で
「
家
庭
を
見
と
ど
け
る
」
式
の
代
わ
り
と
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
式
が
す
べ
て
終
わ
る
と
、
最
後
に
両
家
の
主
要
な
親
族
が
中
央
に
な
ら
び
、
式
が
無
事
終
わ
っ
た
こ
と
を
神
に
感
謝
 
 

す
る
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
、
結
婚
儀
礼
は
終
了
す
る
。
 
 
 

以
上
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
メ
ダ
ン
に
お
い
て
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
結
婚
儀
礼
は
そ
の
基
本
に
あ
る
出
自
と
縁
組
の
論
理
、
そ
 
 

し
て
そ
の
背
後
に
あ
る
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
の
も
つ
力
（
サ
ハ
ラ
）
 
の
信
念
を
保
持
す
る
一
方
で
、
全
体
的
に
「
簡
素
化
」
の
傾
向
 
 

を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
多
く
の
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
は
「
忙
し
い
 
（
シ
ブ
ツ
）
」
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
「
会
社
や
役
 
 

所
（
カ
ン
ト
ー
ル
）
」
で
働
く
我
々
に
は
「
田
舎
の
人
々
（
オ
ラ
ン
・
カ
ン
プ
ン
）
」
の
よ
う
に
儀
礼
の
た
め
に
何
日
も
、
し
か
も
夜
遅
 
 

く
ま
で
つ
ぶ
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
ウ
ロ
ス
の
贈
与
の
部
分
に
関
し
て
だ
け
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
ボ
ー
ヴ
ィ
ル
は
、
結
婚
儀
礼
に
お
け
る
ウ
ロ
ス
の
贈
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与
に
つ
い
て
、
「
メ
ダ
ン
に
お
い
て
慣
習
法
が
よ
り
仰
々
し
く
な
っ
た
た
だ
一
つ
の
部
分
」
と
述
べ
、
本
来
四
枚
で
す
む
と
こ
ろ
を
中
 
 

（
1
5
）
 
 

流
家
庭
の
結
婚
儀
礼
で
も
五
、
六
〇
枚
が
贈
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ボ
ー
ヴ
ィ
ル
の
調
査
か
ら
約
二
〇
年
を
経
た
今
日
で
は
、
下
 
 

で
具
体
的
に
見
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
そ
の
枚
数
は
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
L
・
D
・
シ
ア
ギ
ア
ン
は
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
慣
習
法
に
関
 
 
 

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
席
上
で
、
「
し
か
し
今
日
で
は
、
（
ウ
ロ
ス
の
数
は
）
 
ひ
ど
く
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
何
一
つ
 
（
慣
習
法
に
）
 
 

（
1
6
）
 
 

根
拠
も
な
い
の
に
、
四
〇
数
枚
か
ら
数
百
枚
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
 
（
括
弧
内
は
筆
者
の
補
足
）
 
と
嘆
い
た
。
そ
こ
で
次
に
、
 
 
 

こ
の
ボ
ー
ヴ
イ
ル
や
シ
ア
ギ
ア
ン
の
指
摘
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
慣
習
法
の
中
で
ウ
ロ
ス
の
贈
与
が
ど
 
 
 

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
 

三
 
慣
習
法
の
中
の
ク
ロ
ス
贈
与
 
－
 
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
体
系
 
－
 
 

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
儀
礼
は
、
自
ら
の
 
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
を
そ
こ
に
招
待
し
歓
待
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
 
 
 

の
持
つ
 
「
力
 
（
サ
ハ
ラ
）
」
 
に
よ
る
祝
福
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
結
婚
儀
礼
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
 
 

て
そ
の
場
面
で
祝
福
の
言
葉
や
所
作
と
共
に
、
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
か
ら
贈
ら
れ
る
の
が
儀
礼
用
織
物
（
ウ
ロ
ス
）
 
に
他
な
ら
な
い
。
 
 
 

結
婚
儀
礼
の
場
合
、
新
婦
側
の
親
族
が
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
と
し
て
新
郎
新
婦
な
ら
び
に
新
郎
側
親
族
を
祝
福
し
、
ウ
ロ
ス
を
贈
 
 
 

与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
婚
資
へ
の
返
礼
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
ウ
ロ
ス
と
婚
資
の
交
換
は
慣
習
法
に
お
い
て
 
「
譲
り
 
 

（
1
7
）
 
 

渡
し
」
 
（
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
）
 
と
呼
ば
れ
、
誰
と
誰
の
間
で
そ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
厳
密
な
規
則
が
あ
る
。
グ
ル
ト
ム
お
 
 

（
用
）
 
 

よ
び
シ
ア
ハ
ー
ン
に
よ
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
慣
習
法
の
概
説
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
規
則
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
 
 

新
郎
側
親
族
の
う
ち
、
交
換
に
よ
っ
て
ウ
ロ
ス
を
受
け
取
る
権
利
を
有
す
る
の
は
次
の
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
1
に
あ
て
は
ま
る
人
々
で
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ク
ラ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
b
か
ら
d
は
す
べ
て
新
郎
と
同
一
ク
ラ
ン
に
属
し
、
2
は
新
郎
の
ク
ラ
ン
の
「
妻
の
受
け
手
」
集
 
 

団
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
b
～
2
の
こ
と
は
「
竹
で
編
ん
だ
米
袋
の
四
隅
（
ス
ヒ
・
ニ
・
ア
ッ
パ
ン
・
ナ
・
オ
バ
ッ
）
」
 
 

と
言
い
、
新
婦
側
に
支
払
う
婚
資
の
一
部
を
負
担
す
る
義
務
を
有
す
る
が
、
同
時
に
ウ
ロ
ス
を
受
け
取
る
権
利
も
持
つ
。
b
ス
フ
ツ
が
 
 

支
払
う
婚
資
は
「
ウ
パ
・
ス
フ
ッ
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
も
ス
フ
ッ
と
呼
ば
れ
る
新
婦
の
両
親
は
ま
ず
a
新
郎
新
婦
に
 
 

「
娘
婿
の
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
ス
・
ヘ
ラ
）
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ロ
ス
を
、
そ
し
て
新
郎
側
の
b
ス
フ
ッ
に
「
婚
資
に
対
す
る
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
 
 

ス
・
パ
サ
モ
ッ
）
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ロ
ス
を
、
祝
福
の
所
作
お
よ
び
言
葉
と
共
に
贈
る
。
以
下
同
様
に
C
シ
モ
ロ
ホ
ン
、
d
パ
マ
ラ
イ
 
 

が
婚
資
の
負
担
と
引
き
替
え
に
「
ウ
ロ
ス
・
シ
モ
ロ
ホ
ン
」
と
「
ウ
ロ
ス
・
パ
マ
ラ
イ
」
を
受
け
る
。
そ
し
て
ウ
ロ
ス
の
贈
与
の
最
後
 
 

を
締
め
く
く
る
の
は
、
や
は
り
婚
資
の
負
担
を
う
け
て
新
郎
側
の
e
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
が
受
け
取
る
「
竹
で
編
ん
だ
米
袋
を
閉
じ
 
 

る
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
ス
・
ト
ウ
ト
ウ
プ
・
ニ
・
ア
ッ
パ
ン
）
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
も
し
こ
の
よ
う
な
規
則
に
忠
実
に
結
婚
儀
礼
を
お
こ
な
う
な
ら
、
新
婦
側
親
族
が
用
意
す
る
ウ
ロ
ス
は
六
枚
で
よ
い
は
 
 

ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
シ
ア
ギ
ア
ン
が
言
う
よ
う
に
、
a
と
b
に
加
え
、
新
郎
の
ク
ラ
ン
か
ら
C
か
d
の
ど
ち
ら
か
一
人
、
さ
ら
に
e
 
 

あ
る
。
 
 

a
 
 

b
 
 

C
 
 

d
 
 

e
 
 

新
郎
新
婦
。
 
 

「
ス
フ
ッ
」
、
新
郎
の
両
親
も
し
く
は
そ
の
代
理
。
 
 

「
シ
モ
ロ
ホ
ン
」
あ
る
い
は
「
シ
マ
ド
ッ
コ
ン
」
、
新
郎
の
兄
弟
の
一
人
（
及
び
そ
の
妻
）
。
 
 

「
パ
マ
ラ
イ
」
、
新
郎
の
父
の
兄
弟
の
一
人
 
（
及
び
そ
の
妻
）
。
 
 

「
イ
ト
」
と
「
ナ
ン
ボ
ル
」
、
新
郎
の
姉
妹
（
及
び
そ
の
夫
）
 
と
、
父
の
姉
妹
（
及
び
そ
の
夫
）
。
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（
用
）
 
 

「
妻
の
受
け
手
」
集
団
の
う
ち
の
一
人
の
四
枚
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
そ
の
よ
う
な
結
婚
儀
礼
は
 
 

ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
新
婦
側
親
族
が
新
郎
側
に
贈
る
ウ
ロ
ス
は
、
百
枚
以
上
に
の
ぽ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
 
 

四
 
っ
ロ
ス
贈
与
の
実
態
 
 

本
章
で
は
、
結
婚
儀
礼
の
う
ち
の
「
慣
習
法
の
授
与
（
パ
サ
ハ
ッ
・
ア
ダ
ッ
ト
）
」
式
に
お
け
る
儀
礼
用
織
物
（
ウ
ロ
ス
）
贈
与
の
 
 

実
態
を
、
一
つ
の
事
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
都
市
社
会
に
お
い
て
「
簡
素
化
」
 
へ
の
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
結
婚
儀
礼
 
 

に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
前
章
で
見
た
慣
習
法
の
規
則
か
ら
は
ず
れ
て
肥
大
し
た
贈
与
の
あ
り
か
た
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
事
例
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
一
月
に
メ
ダ
ン
西
部
に
あ
る
結
婚
式
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
新
郎
F
と
新
婦
A
の
式
で
 
 

あ
る
。
F
は
バ
ト
ゥ
バ
ラ
・
ク
ラ
ン
、
A
は
フ
タ
ペ
ア
・
ク
ラ
ン
に
属
す
る
が
、
F
の
母
が
フ
タ
ペ
ア
・
ク
ラ
ン
の
出
身
で
あ
る
た
 
 

め
、
こ
の
結
婚
は
母
と
同
じ
ク
ラ
ン
の
女
性
（
理
想
的
に
は
母
方
交
差
イ
ト
コ
）
 
と
の
結
婚
を
望
ま
し
い
と
す
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
 
 

慣
習
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
式
の
規
模
を
推
し
量
る
目
安
の
一
つ
と
し
て
新
郎
側
が
払
う
婚
資
の
額
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
 
 

が
、
こ
の
事
例
で
は
、
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
打
ち
合
わ
せ
の
式
「
ひ
そ
ひ
そ
話
」
に
お
い
て
、
二
〇
〇
万
ル
ピ
ア
と
決
め
ら
れ
 
 

た
。
婚
資
の
額
は
ど
ち
ら
が
儀
礼
の
主
催
者
と
な
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
多
く
の
場
合
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
新
婦
側
で
あ
る
 
 

と
数
千
万
ル
ピ
ア
に
ま
で
は
ね
上
が
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
新
郎
側
が
儀
礼
の
主
催
者
で
あ
る
場
合
に
は
二
〇
〇
万
ル
ピ
ア
と
い
う
の
 
 

は
平
均
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
例
で
は
、
新
婦
が
地
方
の
出
身
で
な
お
か
つ
両
親
が
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
 
 

式
場
に
お
い
て
論
者
が
受
け
た
印
象
で
は
、
新
郎
側
に
比
べ
新
婦
側
の
参
列
者
は
や
や
少
な
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
贈
与
さ
れ
た
ウ
ロ
 
 

ス
の
数
は
や
や
少
な
い
部
類
に
入
る
。
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前
述
の
ご
と
く
「
慣
習
法
の
授
与
」
式
の
最
後
に
ウ
ロ
ス
の
贈
与
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
午
後
三
時
四
〇
分
こ
ろ
に
始
ま
っ
た
ウ
ロ
ス
 
 
 

の
贈
与
は
午
後
五
時
一
五
分
こ
ろ
ま
で
お
よ
そ
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
全
体
で
一
六
九
枚
の
ウ
ロ
ス
が
贈
与
さ
れ
た
。
 
 
 

そ
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
 
 

最
初
に
新
郎
新
婦
な
ら
び
に
新
郎
側
の
主
な
親
族
が
ウ
ロ
ス
の
贈
与
を
受
け
た
。
式
場
の
中
央
に
置
か
れ
た
長
い
す
に
一
人
な
い
し
 
 

一
組
ず
つ
進
み
出
て
、
前
に
述
べ
た
と
お
り
、
ウ
ロ
ス
を
一
層
に
か
け
て
も
ら
う
と
い
う
や
り
方
で
こ
れ
ら
の
人
々
は
贈
与
を
受
け
た
。
 
 

そ
の
順
番
を
あ
げ
る
と
、
①
新
郎
の
母
、
②
新
郎
新
婦
、
③
新
郎
の
父
方
並
行
従
兄
弟
F
B
S
と
そ
の
妻
、
④
新
郎
の
妹
夫
婦
、
⑤
新
 
 

郎
の
父
の
、
父
方
並
行
従
兄
弟
F
F
B
S
、
⑥
新
郎
の
兄
（
長
男
）
夫
婦
、
⑦
新
郎
の
兄
（
次
男
）
夫
婦
、
⑧
新
郎
の
姉
夫
婦
の
順
番
 
 

で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
①
と
②
の
前
に
は
新
婦
の
両
親
代
理
を
務
め
た
父
の
弟
夫
婦
が
祝
福
の
言
葉
を
述
べ
た
。
ま
た
、
②
に
対
し
て
 
 

は
ウ
ロ
ス
を
肩
に
か
け
て
や
っ
た
後
で
 
「
霊
魂
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
米
（
ボ
ラ
ス
・
シ
ビ
ル
・
ニ
・
ト
ン
デ
ィ
）
」
を
両
者
の
頭
に
の
 
 
 

せ
な
が
ら
祝
福
の
言
葉
を
述
べ
る
所
作
が
見
ら
れ
た
。
ウ
ロ
ス
の
贈
与
全
体
を
通
し
て
、
こ
の
所
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
こ
の
と
き
 
 
 

だ
け
で
あ
っ
た
。
 
 

主
な
親
族
へ
の
ウ
ロ
ス
の
贈
与
が
終
わ
る
と
、
新
郎
新
婦
が
再
び
式
場
の
中
央
に
座
っ
た
。
そ
し
て
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
新
郎
新
婦
 
 
 

の
前
に
進
み
出
て
行
列
を
作
り
、
一
人
で
も
し
く
は
夫
婦
や
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
で
一
枚
ず
つ
ウ
ロ
ス
を
新
郎
新
婦
に
贈
っ
た
。
そ
の
 
 

順
序
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
新
婦
の
「
一
族
（
ド
ガ
ン
・
サ
ブ
ト
ウ
ハ
）
」
、
②
新
婦
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
、
③
新
郎
の
「
妻
 
 
 

の
与
え
手
」
集
団
。
 
 
 

①
は
原
則
的
に
、
新
婦
と
同
一
の
ク
ラ
ン
つ
ま
り
フ
夕
べ
ア
・
ク
ラ
ン
に
属
す
る
人
々
の
う
ち
、
系
譜
上
の
関
係
が
比
較
的
近
い
 
 

人
々
で
あ
る
。
新
郎
側
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
結
婚
儀
礼
を
通
し
て
得
ら
れ
た
新
た
な
「
妻
の
与
え
手
集
団
」
と
い
え
る
。
こ
の
グ
ル
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ー
プ
の
最
後
に
は
、
統
一
し
た
服
を
着
た
女
性
八
人
の
グ
ル
ー
プ
が
新
郎
新
婦
の
前
で
合
唱
を
披
露
し
、
全
員
で
一
枚
だ
け
ウ
ロ
ス
を
 
 

贈
っ
た
が
、
こ
れ
は
新
婦
の
母
親
代
理
が
参
加
し
て
い
る
H
K
B
P
の
K
教
会
婦
人
会
で
あ
る
。
八
人
の
ク
ラ
ン
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
 
 
 

り
、
本
来
な
ら
新
郎
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
と
は
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
①
カ
テ
ゴ
リ
1
の
一
員
と
し
て
ウ
ロ
ス
を
贈
る
の
で
 
 

あ
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
メ
ダ
ン
で
は
珍
し
く
な
く
、
今
回
は
新
婦
の
実
家
が
メ
ダ
ン
で
な
か
っ
た
た
め
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
 
 
 

っ
た
が
、
新
婦
の
両
親
が
属
す
る
教
会
の
信
者
組
織
や
地
域
互
助
組
合
な
ど
数
組
が
ウ
ロ
ス
を
贈
る
こ
と
は
ほ
ぼ
当
然
に
な
っ
て
き
て
 
 
 

い
る
。
上
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
こ
こ
に
属
す
る
人
々
が
最
も
多
く
、
九
八
枚
の
ウ
ロ
ス
が
こ
の
人
々
に
よ
っ
て
贈
ら
れ
た
。
 
 
 

②
の
新
婦
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
婦
の
母
の
ク
ラ
ン
つ
ま
り
フ
タ
ジ
ェ
ル
・
ク
ラ
ン
に
属
す
る
人
々
で
、
 
 

そ
れ
に
F
M
の
ク
ラ
ン
、
F
F
M
の
ク
ラ
ン
の
人
々
が
若
干
加
わ
っ
て
い
た
。
新
郎
に
し
て
み
れ
ば
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
の
「
妻
の
 
 
 

与
え
手
」
集
団
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
1
に
属
す
る
人
々
か
ら
は
三
一
枚
の
ウ
ロ
ス
が
贈
ら
れ
た
。
 
 
 

③
は
、
新
郎
側
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
で
あ
り
、
新
郎
の
母
の
ク
ラ
ン
つ
ま
り
フ
タ
ペ
ア
・
ク
ラ
ン
に
属
す
る
人
々
に
F
M
の
ク
 
 
 

ラ
ン
、
F
F
M
の
ク
ラ
ン
が
若
干
加
わ
る
と
共
に
、
最
後
に
は
兄
の
妻
の
ク
ラ
ン
も
こ
こ
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
1
の
人
々
か
 
 
 

ら
は
一
一
枚
の
ウ
ロ
ス
が
贈
ら
れ
た
。
 
 

こ
の
部
分
だ
け
で
お
よ
そ
一
時
間
を
要
し
、
一
四
〇
枚
の
ウ
ロ
ス
が
贈
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
 
「
ボ
ラ
ス
・
シ
ビ
ル
・
 
 
 

ニ
・
ト
ン
デ
ィ
」
を
用
い
た
祝
福
の
所
作
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ウ
ロ
ス
の
贈
与
の
前
後
に
は
新
郎
新
婦
と
の
個
人
的
な
関
係
 
 
 

を
う
か
が
わ
せ
る
様
々
な
動
作
が
観
察
さ
れ
た
。
無
表
情
に
握
手
す
る
だ
け
で
立
ち
去
る
者
、
新
郎
新
婦
に
額
ず
り
を
し
た
り
抱
擁
し
 
 
 

た
り
す
る
者
、
マ
イ
ク
を
握
っ
て
演
説
を
は
じ
め
る
者
、
小
声
で
二
言
三
言
話
し
か
け
る
者
、
歌
う
者
、
踊
る
者
、
等
々
。
最
初
の
八
 
 
 

枚
、
そ
し
て
最
後
の
二
一
枚
の
ウ
ロ
ス
贈
与
が
、
新
婦
の
両
親
か
ら
新
郎
新
婦
へ
の
ウ
ロ
ス
・
ヘ
ラ
の
贈
与
を
の
ぞ
き
、
淡
々
と
進
め
 
 

88） 88   



トバ・バタックの結婚儀礼とサハラ信仰  

ら
れ
た
の
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
 
 

こ
れ
ら
の
集
団
に
よ
る
ウ
ロ
ス
の
贈
与
が
終
わ
る
と
、
新
郎
新
婦
は
中
央
の
座
席
か
ら
い
っ
た
ん
後
ろ
へ
下
が
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
 
 
 

に
代
わ
っ
て
新
郎
側
の
親
族
が
数
名
（
組
）
ず
つ
そ
の
座
席
に
進
み
出
て
、
新
婦
側
よ
り
ウ
ロ
ス
を
贈
ら
れ
た
。
こ
の
ウ
ロ
ス
の
贈
与
は
 
 
 

顔
ぶ
れ
を
入
れ
替
え
て
五
回
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
最
初
の
三
回
は
バ
ト
ウ
バ
ラ
・
ク
ラ
ン
の
人
々
が
対
象
と
な
 
 
 

り
、
一
四
枚
の
ウ
ロ
ス
が
贈
ら
れ
た
。
最
後
の
二
回
は
新
郎
に
と
っ
て
 
「
妻
の
受
け
手
」
 
ク
ラ
ン
に
あ
た
る
人
々
、
例
え
ば
新
郎
の
父
 
 
 

方
オ
バ
の
夫
F
Z
H
、
新
郎
の
父
の
父
方
オ
バ
の
夫
F
F
Z
H
と
そ
の
子
孫
が
対
象
と
な
っ
て
七
枚
が
贈
ら
れ
、
こ
れ
で
ウ
ロ
ス
の
贈
 
 
 

与
は
終
わ
っ
た
。
 
 
 

以
上
、
F
と
A
の
式
に
お
け
る
ウ
ロ
ス
贈
与
を
概
観
し
、
そ
こ
で
ト
ー
タ
ル
一
六
九
枚
の
ウ
ロ
ス
が
ど
の
よ
う
に
贈
ら
れ
た
か
を
明
 
 

ら
か
に
し
て
き
た
。
す
る
と
、
こ
の
ウ
ロ
ス
の
贈
与
は
、
最
初
の
八
枚
、
中
の
一
四
〇
枚
、
最
後
の
二
一
枚
と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら
 
 
 

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
前
節
で
示
し
た
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
体
系
と
の
甑
酷
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
最
初
の
八
枚
の
 
 
 

後
、
新
郎
新
婦
に
贈
ら
れ
た
一
四
〇
枚
の
ウ
ロ
ス
は
、
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
か
ら
は
全
く
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
メ
ダ
ン
 
 

に
お
け
る
結
婚
儀
礼
に
あ
っ
て
時
間
短
縮
へ
向
け
て
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
一
時
間
半
も
の
時
間
 
 

を
と
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
の
贈
与
の
突
出
ぶ
り
は
異
常
と
さ
え
い
え
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

1
 
社
会
経
済
的
要
因
 
 

結
婚
儀
礼
全
体
が
都
市
社
会
に
お
い
て
 
「
簡
素
化
」
 
へ
の
圧
力
を
受
け
る
中
で
、
こ
の
ウ
ロ
ス
の
部
分
だ
け
が
肥
大
し
て
い
っ
た
要
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因
は
、
様
々
な
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
聞
き
取
り
で
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
の
は
、
ウ
ロ
ス
の
価
格
の
相
 
 

対
的
低
下
と
い
う
要
因
で
あ
る
。
 
 
 

G
・
シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
三
年
、
ト
バ
湖
の
南
西
岸
に
あ
る
バ
ン
グ
ル
ー
ラ
ン
の
市
場
に
お
い
て
、
ウ
ロ
ス
一
枚
の
価
 
 

格
は
一
～
二
五
ギ
ル
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
や
は
り
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
水
牛
は
一
頭
百
ギ
ル
ダ
1
、
豚
は
一
頭
五
 
 

（
2
0
）
 
 

～
三
五
ギ
ル
ダ
1
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
現
在
の
メ
ダ
ン
で
、
水
牛
は
一
頭
お
よ
そ
一
千
万
ル
ピ
ア
、
九
〇
キ
ロ
程
度
の
豚
が
一
頭
 
 

お
よ
そ
六
〇
万
ル
ピ
ア
で
あ
る
の
に
対
し
て
ウ
ロ
ス
は
一
万
五
千
～
二
〇
万
ル
ピ
ア
で
あ
る
。
数
値
に
幅
が
あ
る
た
め
簡
単
に
は
比
較
 
 

で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
水
牛
や
豚
に
比
べ
て
相
対
的
に
ウ
ロ
ス
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
は
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
 
 

の
ウ
ロ
ス
の
価
格
低
下
の
一
要
因
と
し
て
、
ウ
ロ
ス
製
造
の
機
械
化
が
あ
る
。
シ
ー
ベ
ス
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
ウ
ロ
ス
は
木
製
の
簡
単
 
 

な
織
機
を
用
い
て
各
家
庭
で
織
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
ウ
ロ
ス
の
生
産
が
盛
ん
な
バ
リ
ゲ
地
方
な
ど
で
は
機
械
化
の
試
 
 

み
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
に
は
本
格
的
な
工
場
が
建
設
さ
れ
、
大
量
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
始
め
た
。
現
在
で
 
 

（
2
1
）
 
 

は
バ
リ
ゲ
だ
け
で
一
四
の
ウ
ロ
ス
工
場
が
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

現
在
の
よ
う
に
多
く
の
親
族
が
ウ
ロ
ス
を
贈
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
、
大
量
生
産
に
よ
る
価
格
の
相
対
的
低
下
が
 
 

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
贈
ら
れ
る
ウ
ロ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
一
万
五
千
ル
ピ
ア
程
度
の
最
も
安
い
部
類
の
も
の
で
あ
る
 
 

が
、
こ
れ
は
タ
バ
コ
一
〇
箱
分
に
も
満
た
ず
、
贈
与
す
る
側
に
過
度
の
負
担
感
を
与
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
結
婚
儀
礼
に
参
加
し
て
い
 
 

る
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
の
人
々
が
個
別
に
ウ
ロ
ス
を
贈
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
 
 

う
。
ま
た
、
「
妻
の
受
け
手
」
集
団
か
ら
贈
ら
れ
た
水
牛
も
し
く
は
豚
、
そ
し
て
婚
資
に
対
し
、
数
枚
の
ウ
ロ
ス
で
は
釣
り
合
わ
な
い
 
 

と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
よ
う
な
も
の
が
働
い
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
上
で
見
て
き
た
よ
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う
な
事
態
の
十
分
な
説
明
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
増
え
た
の
は
単
に
ウ
ロ
ス
の
枚
数
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
贈
る
人
間
も
だ
か
 
 
 

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
に
あ
た
る
人
々
全
員
が
ど
う
し
て
個
別
に
ウ
ロ
ス
を
贈
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
 
 
 

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
再
び
儀
礼
そ
の
も
の
、
と
り
わ
け
ウ
ロ
ス
の
贈
与
の
場
面
に
視
線
を
移
し
、
そ
こ
に
 
 
 

表
現
さ
れ
て
い
る
人
々
の
サ
ハ
ラ
観
を
検
討
し
て
み
た
い
。
 
 

2
 
儀
礼
内
在
的
要
因
 
 
 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慣
習
法
の
規
定
で
説
明
の
つ
か
な
い
一
四
〇
枚
の
贈
与
の
際
に
は
、
身
体
や
言
 
 
 

語
を
用
い
た
様
々
な
表
現
と
と
も
に
ウ
ロ
ス
が
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
握
手
、
抱
擁
、
歌
、
説
教
、
踊
り
、
あ
る
い
は
そ
っ
け
 
 

な
い
表
情
や
仕
草
な
ど
の
そ
こ
で
見
ら
れ
た
所
作
や
語
り
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ウ
ロ
ス
を
贈
る
者
が
、
新
 
 

婦
家
族
と
の
関
係
な
ど
を
考
慮
し
っ
つ
自
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
逆
に
ウ
ロ
ス
を
受
け
る
側
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
人
と
の
日
頃
の
 
 

つ
き
あ
い
や
そ
の
人
の
性
格
な
ど
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
そ
の
祝
福
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
定
め
ら
れ
た
所
作
に
従
っ
て
ど
ち
ら
か
 
 

と
い
え
ば
淡
々
と
お
こ
な
わ
れ
る
マ
ル
シ
タ
リ
パ
ル
に
基
づ
く
贈
与
お
よ
び
祝
福
と
比
べ
る
な
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
「
妻
の
与
え
手
」
 
 

集
団
の
力
（
サ
ハ
ラ
）
 
の
経
験
さ
れ
か
た
に
は
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
サ
ハ
ラ
は
 
 

そ
れ
を
担
う
具
体
的
な
一
人
一
人
の
姻
族
た
ち
の
人
格
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
、
そ
れ
故
に
一
部
の
代
 
 

表
者
で
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

以
上
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
論
者
の
仮
説
を
述
べ
る
な
ら
、
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
と
い
う
「
形
態
」
と
、
現
在
メ
ダ
ン
に
住
む
ト
 
 

バ
・
バ
タ
ッ
ク
た
ち
が
 
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
の
中
に
経
験
す
る
力
の
間
に
敵
蔚
が
生
じ
て
お
り
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
て
き
た
ウ
ロ
ス
 
 

の
無
原
則
な
増
大
は
、
社
会
経
済
的
な
要
因
を
背
景
に
、
そ
の
よ
う
な
敵
靡
が
表
面
化
し
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
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3
 
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
に
よ
る
再
「
形
態
化
」
 
の
試
み
 
 

こ
こ
で
再
び
冒
頭
に
あ
げ
た
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
の
事
例
に
も
ど
っ
て
み
た
い
。
同
マ
ル
ガ
組
合
が
先
述
の
よ
う
な
申
し
合
わ
せ
 
 

を
お
こ
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
述
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 
 

「
妻
の
与
え
手
」
集
団
が
も
つ
力
 
（
サ
ハ
ラ
）
 
を
象
徴
す
る
ウ
ロ
ス
の
贈
与
に
関
し
て
は
、
慣
習
法
に
お
い
て
マ
ル
シ
タ
リ
パ
ル
と
 
 

呼
ば
れ
る
規
則
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
メ
ダ
ン
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
結
婚
儀
礼
の
実
態
を
見
る
な
 
 
 

ら
ば
、
そ
の
規
則
を
完
全
に
逸
脱
し
た
大
量
の
ウ
ロ
ス
の
贈
与
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
先
に
見
た
F
と
A
の
式
の
 
 

事
例
で
は
、
最
初
の
八
枚
と
最
後
の
二
一
枚
の
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
大
筋
で
、
新
郎
新
婦
お
よ
び
両
親
に
は
じ
ま
り
、
 
 

新
郎
の
ク
ラ
ン
の
人
々
が
そ
れ
に
続
き
、
最
後
に
新
郎
に
対
し
「
妻
の
受
け
幸
集
団
の
立
場
に
あ
る
人
々
へ
と
ウ
ロ
ス
が
贈
与
さ
れ
 
 

て
お
り
、
「
娘
婿
の
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
ス
・
ヘ
ラ
）
」
 
か
ら
「
婚
資
に
対
す
る
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
ス
・
パ
サ
モ
ッ
）
」
を
経
て
最
後
に
 
「
竹
で
 
 

編
ん
だ
米
袋
を
閉
じ
る
ウ
ロ
ス
 
（
ウ
ロ
ス
・
ト
ウ
ト
ゥ
プ
・
ニ
・
ア
ッ
パ
ン
）
」
 
に
終
わ
る
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
の
拡
大
版
と
し
て
理
解
 
 

で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
中
の
一
四
〇
枚
、
つ
ま
り
新
婦
の
ク
ラ
ン
、
そ
の
「
妻
の
与
え
手
」
集
団
、
新
郎
に
と
っ
て
の
「
妻
の
与
 
 

え
手
」
集
団
の
人
々
が
個
別
に
新
郎
新
婦
に
ウ
ロ
ス
を
贈
る
場
面
は
、
慣
習
法
の
示
す
マ
ル
シ
タ
リ
パ
ル
か
ら
は
全
く
説
明
で
き
な
 
 

ヽ
一
〇
 
 

、
レ
 
 

シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
の
会
議
は
、
こ
の
よ
う
に
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
ウ
ロ
ス
贈
与
を
ふ
た
た
び
一
定
の
 
「
形
態
」
 
の
中
へ
と
回
収
 
 
 

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
ウ
ロ
ス
の
意
味
付
け
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
 
 

で
は
、
従
来
の
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
の
延
長
上
で
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
ウ
ロ
ス
を
「
祝
福
の
ウ
ロ
ス
」
と
し
、
そ
し
て
上
の
例
で
い
え
 
ば
一
四
〇
枚
の
マ
ル
シ
 

タ
リ
パ
ル
で
説
明
で
き
な
い
ウ
ロ
ス
を
「
愛
情
の
ウ
ロ
ス
」
と
名
づ
け
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
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ク
の
結
婚
儀
礼
に
現
に
存
在
し
て
い
た
が
、
従
来
の
枠
組
み
に
収
ま
ら
な
い
贈
ら
れ
方
を
す
る
ウ
ロ
ス
に
名
前
を
与
え
そ
れ
を
認
知
す
 
 

る
と
と
も
に
、
し
か
し
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
に
基
づ
く
「
祝
福
の
ウ
ロ
ス
」
 
と
は
あ
く
ま
で
も
異
な
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
と
 
 

し
て
両
者
の
差
異
を
明
確
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
第
二
に
、
ウ
ロ
ス
の
枚
数
制
限
へ
の
試
み
が
そ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
 
 

ち
、
ウ
ロ
ス
の
贈
収
に
関
わ
る
人
間
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
、
そ
れ
以
外
の
人
々
は
ウ
ロ
ス
で
は
な
く
そ
の
相
当
額
の
お
金
を
贈
る
 
 

よ
う
に
と
り
き
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
儀
礼
で
贈
ら
れ
る
ウ
ロ
ス
の
数
は
最
大
で
も
「
祝
福
の
ウ
ロ
ス
」
一
一
枚
、
「
愛
 
 
 

情
の
ウ
ロ
ス
」
一
三
枚
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

つ
ま
り
、
シ
ア
ギ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
の
会
議
は
、
「
愛
情
の
ウ
ロ
ス
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
1
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
く
み
な
 
 

や
り
方
で
、
一
方
で
従
来
の
マ
ル
シ
タ
リ
バ
ル
で
は
説
明
の
で
き
な
か
っ
た
親
族
の
ウ
ロ
ス
に
位
置
付
け
を
与
え
、
か
つ
他
方
で
は
マ
 
 

ル
シ
タ
リ
バ
ル
に
基
づ
い
た
ウ
ロ
ス
 
「
祝
福
の
ウ
ロ
ス
」
 
の
特
権
的
地
位
を
確
保
す
る
と
共
に
、
両
者
の
量
的
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
 
 

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
試
み
が
ど
れ
ほ
ど
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
社
会
の
共
感
を
得
る
か
は
ま
だ
未
知
数
で
あ
る
が
、
も
し
本
 
 

稿
の
考
察
が
正
し
く
、
姻
族
の
力
が
そ
の
個
々
の
人
格
と
結
び
つ
い
て
経
験
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
数
名
の
代
表
者
だ
け
が
ウ
ロ
ス
 
 

を
贈
る
と
い
う
「
形
態
」
は
、
彼
ら
の
経
験
と
の
葛
藤
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
 

へ
り
】
、
 
 

（
3
）
 
 
 

G
．
く
a
n
d
e
r
L
e
e
u
w
㌦
蒙
ざ
責
§
註
温
：
計
こ
ぎ
百
計
 
（
T
旨
i
n
g
e
n
」
．
C
．
B
．
M
O
h
r
」
誤
芦
p
p
．
禁
㌫
⊥
㍊
示
 
 
 

G
．
く
a
n
d
e
r
r
e
e
u
w
〉
O
p
C
i
t
〉
p
．
N
O
N
．
 
 
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
西
端
に
位
置
す
る
ス
マ
ト
ラ
島
は
、
赤
道
に
ま
た
が
る
よ
う
に
し
て
北
西
か
ら
南
東
へ
と
細
長
い
形
に
の
び
て
い
る
。
メ
 
 

ダ
ン
は
そ
の
北
西
部
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
は
さ
ん
で
マ
レ
ー
半
島
と
向
き
合
っ
た
東
岸
に
位
置
し
、
約
二
〇
〇
万
の
人
口
を
擁
す
る
ス
マ
ト
ラ
島
最
大
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（
5
）
 
 

（
6
）
 
 

（
7
）
 
 

（
8
）
 
 

（
9
）
 
 

（
1
0
）
 
 

（
4
）
 
 

の
都
市
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
内
陸
部
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
と
も
な
っ
て
物
資
の
集
積
地
と
し
て
急
激
に
成
長
し
た
メ
ダ
ン
 
 

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
も
大
量
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
拡
大
を
続
け
、
都
市
人
類
学
者
E
・
M
・
プ
ル
ナ
ー
が
 
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち
の
町
と
 
 

表
現
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
民
族
が
並
存
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
代
表
す
る
多
民
族
都
市
と
な
っ
た
。
E
．
声
B
r
u
n
e
r
㌔
B
a
t
a
k
 
E
t
h
n
i
c
A
s
s
O
C
i
a
・
 
 

t
i
O
n
S
i
n
T
h
r
e
e
－
コ
d
O
n
e
S
i
a
コ
C
i
t
i
e
s
㍉
i
コ
‥
哲
邑
計
貢
温
箋
ご
ぎ
S
賀
ご
、
巨
星
ぎ
督
き
準
㍍
平
戸
浣
語
ご
．
N
〓
．
民
族
別
の
セ
ン
サ
ス
は
一
九
 
 

三
〇
年
以
降
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
住
民
台
帳
を
手
が
か
り
に
し
た
民
間
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
中
で
も
最
新
の
も
の
と
思
 
 

わ
れ
る
の
は
H
K
B
P
ノ
メ
ン
セ
ン
大
学
研
究
所
に
よ
る
一
九
八
八
年
の
デ
ー
タ
で
、
多
い
順
に
ジ
ャ
ワ
が
二
七
・
五
％
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
が
一
四
・
 
 

七
％
、
華
人
が
一
三
・
九
八
％
、
マ
ン
デ
リ
ン
・
バ
タ
ッ
ク
が
一
三
・
二
六
％
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
が
八
・
六
二
％
、
マ
レ
ー
が
七
・
九
三
％
、
カ
ロ
・
バ
タ
 
 

ッ
ク
が
四
・
五
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
〇
．
H
．
S
．
P
u
r
b
a
紆
E
．
F
．
P
亡
r
b
a
L
展
望
芸
」
ぎ
註
∴
ヨ
訂
9
こ
ど
篭
∴
ざ
官
営
註
〔
碧
遥
（
M
e
d
a
n
〉
C
く
．
 
 

M
O
コ
O
r
a
」
芸
∞
）
）
勺
．
〓
〇
．
 
 
 

ス
マ
ト
ラ
島
北
西
の
内
陸
高
原
地
帯
、
特
に
海
抜
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
存
在
す
る
カ
ル
デ
ラ
湖
ト
バ
湖
の
周
辺
を
故
郷
と
す
る
人
々
で
、
 
 

共
通
の
言
語
と
し
て
の
ト
バ
語
を
も
つ
。
隣
接
し
た
地
域
に
暮
ら
す
ア
チ
ェ
や
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
が
熱
心
な
ム
ス
リ
ム
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
に
対
 
 

し
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
は
一
八
六
一
年
に
は
じ
ま
る
ラ
イ
ン
伝
道
協
会
の
活
動
を
通
し
て
そ
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
と
な
っ
 
 

て
お
り
、
彼
ら
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
チ
H
K
B
P
 
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
バ
タ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
会
）
 
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
一
、
二
を
争
 
 

う
会
員
数
を
誇
る
。
メ
ダ
ン
へ
の
移
民
は
一
九
五
〇
年
代
よ
り
急
増
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
八
八
年
の
時
点
で
は
メ
ダ
ン
の
全
人
口
の
‥
四
・
 
 

七
％
を
占
め
て
い
る
。
 
 
 

メ
ダ
ン
に
お
け
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
互
助
組
合
に
つ
い
て
は
拙
著
「
メ
ダ
ン
に
お
け
る
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
の
互
助
組
合
」
 
（
『
人
文
科
学
論
叢
・
人
 
 

文
科
学
篇
』
第
七
号
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
、
二
〇
〇
二
年
）
 
を
参
照
。
 
 
 

L
．
D
．
S
i
a
g
i
a
コ
ー
≡
訂
：
昌
』
含
ま
き
旨
訂
喜
デ
恥
〔
き
㍍
h
ぎ
ぎ
環
n
苛
ご
計
量
二
S
首
 
（
M
e
d
a
コ
▼
C
く
．
B
i
n
t
a
n
g
」
岩
ざ
 
 
 

J
一
C
．
く
e
r
g
O
u
W
e
n
∴
⊇
毎
幹
温
已
〔
首
苓
乳
竃
許
真
率
更
C
挙
ぎ
莞
さ
卜
き
三
、
夢
∴
ぎ
訂
如
註
料
鼠
＞
ぎ
法
的
葺
茎
ざ
（
T
h
e
H
a
g
u
e
〉
N
i
j
h
O
声
 
 

－
軍
革
も
p
J
O
N
⊥
声
 
 
 

例
え
ば
、
I
k
e
笥
m
i
S
h
i
g
e
h
i
r
O
∴
【
H
i
s
t
O
r
i
c
a
】
C
h
a
コ
g
e
S
O
f
↓
O
b
a
B
a
t
a
k
R
e
b
u
r
i
a
－
↓
O
m
b
s
A
C
a
s
e
S
t
u
d
y
O
f
a
R
u
r
a
－
C
O
m
ヨ
u
コ
i
t
y
 
 

i
コ
t
h
e
C
e
コ
t
r
a
－
H
i
g
h
－
a
コ
d
㌔
i
n
‥
5
芸
、
訂
e
叫
』
乳
§
建
貰
熱
h
ゲ
望
サ
ー
票
芦
 
 
 

「
バ
タ
ッ
ク
の
宗
教
－
－
そ
の
解
体
と
再
生
」
 
（
楠
正
弘
編
『
宗
教
現
象
の
地
平
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
五
年
）
、
三
二
九
1
三
五
八
頁
。
 
 
 

な
お
、
以
下
で
 
「
結
婚
儀
礼
」
と
い
う
場
合
は
数
ヶ
月
に
わ
た
る
結
婚
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
指
し
、
そ
れ
を
構
成
す
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
の
個
々
を
 
 

指
す
場
合
に
は
 
「
～
式
」
 
と
い
う
表
現
を
用
い
た
。
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（
1
1
）
 
N
．
S
i
a
h
a
a
n
〉
』
計
～
b
註
訂
苫
喜
ヨ
～
監
（
J
a
k
a
r
t
a
〉
G
r
a
許
a
」
器
N
）
．
B
．
S
i
d
a
b
t
a
r
」
ざ
毒
萱
評
」
ぎ
寮
璧
：
還
り
已
デ
思
料
二
せ
賀
ヨ
 
 

b
鼠
訂
≡
ぎ
彗
こ
ど
ぎ
∴
コ
致
 
（
M
e
d
a
n
】
C
く
．
B
i
n
t
a
n
g
」
遥
声
D
．
J
．
G
u
－
t
O
m
】
b
已
叫
訂
3
莞
さ
訂
≧
評
こ
ぎ
普
選
知
を
こ
ぎ
註
（
M
e
d
a
コ
、
C
く
．
 
 

A
m
a
n
d
a
」
憲
N
）
．
 
 

（
1
2
）
 
こ
の
間
題
に
関
し
て
も
、
筆
者
に
よ
る
前
掲
論
文
に
て
詳
論
し
た
。
 
 

（
1
3
）
 
そ
れ
以
外
に
も
、
メ
ダ
ン
市
内
の
二
階
建
て
式
場
と
し
て
は
、
w
i
s
m
a
 
H
K
B
P
 
B
e
t
h
e
s
d
a
（
一
九
七
七
年
）
、
w
i
s
m
a
 
A
g
a
p
e
（
一
九
八
〇
 
 
 

年
）
、
↓
a
ヨ
a
コ
S
a
r
i
I
コ
d
a
h
（
一
九
八
五
年
）
、
s
O
p
O
G
O
d
a
n
g
J
a
y
a
P
u
r
i
（
一
九
八
七
年
）
、
p
a
r
d
e
d
e
H
a
〓
（
一
九
八
八
年
）
、
そ
れ
に
建
設
年
 
 

は
不
明
だ
が
G
e
d
u
コ
g
 
B
A
L
P
E
R
U
M
、
w
i
s
m
a
 
U
m
u
m
、
w
i
s
ヨ
a
 
D
u
m
a
、
w
i
s
ヨ
a
 
B
e
t
h
e
s
d
a
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
二
年
に
建
設
 
 
 

さ
れ
た
G
e
d
u
n
g
A
n
g
k
0
1
a
も
二
階
建
て
で
あ
る
が
、
建
設
当
初
か
ら
二
階
建
て
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
確
認
が
と
れ
な
か
っ
た
。
 
 

（
1
4
）
 
E
．
M
．
B
r
u
コ
e
r
∵
e
r
b
a
n
i
N
a
t
i
O
コ
a
n
d
E
t
h
n
i
c
I
d
e
n
t
i
t
y
i
n
N
O
r
t
h
S
亡
m
a
t
r
a
㍉
i
コ
‥
臣
莞
註
彗
こ
㌻
替
患
皇
室
昇
平
〕
」
票
－
も
．
∽
－
P
 
 

（
ほ
）
 
J
．
B
．
B
O
註
－
∴
ヨ
計
こ
紆
許
？
一
旨
已
嘆
芸
寅
ご
⊆
計
≡
（
T
h
e
s
i
s
f
O
r
t
h
e
P
h
D
d
e
g
r
e
e
〉
U
n
i
完
r
S
i
t
y
O
〓
≡
コ
O
i
s
」
遠
耳
p
」
芦
 
 

（
1
6
）
 
「
D
．
S
i
a
g
i
a
n
〕
O
p
C
i
t
】
p
．
P
 
 

（
1
7
）
 
D
．
J
．
G
亡
－
t
O
m
】
O
p
C
i
t
．
 
 

（
1
8
）
 
N
．
S
i
a
h
a
a
n
も
p
C
i
t
．
 
 

（
1
9
）
 
L
．
D
．
S
i
a
g
i
a
コ
も
p
C
i
t
も
．
の
．
 
 

（
2
0
）
 
D
．
G
．
S
h
e
r
m
a
プ
担
厨
」
言
責
♪
§
私
設
許
竿
ょ
ぎ
璧
眉
二
き
〓
ぎ
計
甘
§
§
電
装
？
紆
真
冬
こ
ぎ
註
ふ
「
幹
真
吾
 
（
C
a
－
i
f
O
r
コ
i
a
｝
 
 
 

S
t
a
n
f
O
r
d
U
一
P
．
」
悪
声
p
．
芦
 
 

（
2
1
）
 
A
．
S
i
b
e
号
」
尋
こ
ぎ
註
－
ト
叫
乳
養
琶
叫
註
』
宍
邑
e
誘
（
N
e
w
Y
O
r
k
－
T
h
a
m
e
s
a
n
d
H
亡
d
s
O
コ
L
岩
－
）
も
」
芦
 
 

本
稿
で
用
い
た
デ
ー
タ
の
一
部
は
、
平
成
一
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
 
（
奨
励
 
（
A
）
 
課
題
番
号
一
三
七
一
〇
〇
〇
九
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
多
民
 
 

族
都
市
環
境
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
チ
の
動
向
に
関
す
る
宗
教
学
的
研
究
」
研
究
代
表
者
 
木
村
敏
明
）
 
の
助
成
に
基
づ
く
調
査
に
よ
っ
て
得
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
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矢
 
野
 
秀
 
武
 
 

本
書
は
、
一
九
九
七
年
九
月
か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
り
、
総
合
研
究
開
 
 

発
機
構
 
（
N
－
冗
A
‖
N
a
t
i
C
n
a
〓
コ
S
t
i
t
u
t
e
 
f
〇
r
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
A
d
v
a
n
c
e
・
 
 

m
e
n
t
）
 
の
 
「
現
代
世
界
と
宗
教
に
関
す
る
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
 
 

い
て
行
な
わ
れ
た
研
究
の
成
果
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
 
 

ェ
ク
ト
で
は
、
現
代
世
界
の
様
々
な
地
域
で
生
じ
て
い
る
宗
教
復
興
や
宗
 
 

教
の
関
わ
る
民
族
紛
争
な
ど
を
対
象
と
し
、
事
例
紹
介
と
理
論
的
な
分
析
 
 

が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
序
章
を
含
め
た
十
一
本
の
個
別
論
文
と
、
ゲ
ス
 
 

ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
行
な
わ
れ
た
討
論
の
内
容
を
収
め
た
三
つ
の
 
 

論
考
か
ら
な
る
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
の
宗
教
状
況
を
、
近
代
 
 

国
家
に
お
け
る
多
様
な
宗
教
制
度
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
と
い
っ
た
 
 

視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
多
様
な
地
域
の
様
々
な
宗
教
 
 

状
況
を
本
書
が
取
り
上
げ
て
い
る
様
子
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
 
 

ま
ず
目
次
を
示
し
、
そ
の
後
に
各
論
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
 
 

書
評
と
紹
介
 
 

総
合
研
究
開
発
機
構
 
（
N
I
R
A
）
・
中
牧
弘
允
共
編
 
 

『
現
代
世
界
と
宗
教
』
 
 

国
際
書
院
 
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
〇
日
刊
 
 

A
5
判
 
二
九
四
頁
 
三
四
〇
〇
円
 
 

第
9
章
 
 

第
1
0
葦
 
 
 

第
2
部
 
 

第
1
章
 
 

は
じ
め
に
 
 
 

第
1
部
 
 

序
 
章
 
 

第
1
章
 
 

第
2
章
 
 

第
3
章
 
 

第
4
章
 
 

第
5
章
 
 

第
6
章
 
 

第
7
章
 
 

第
8
章
 
 
 

討
論
 
 

現
代
世
界
と
宗
教
 
 

中
牧
弘
允
・
奥
村
み
さ
・
小
杉
泰
・
関
根
康
正
・
村
田
雄
二
郎
 
 

村
田
雄
二
郎
 
 

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
在
 
 

奥
村
み
さ
 
 

現
代
タ
イ
国
に
お
け
る
仏
教
の
諸
相
 
 
制
度
と
実
践
の
狭
間
 
 

で
 
 

林
 
行
夫
 
 

イ
ン
ド
に
お
け
る
「
宗
教
対
立
」
現
象
と
脱
近
代
の
模
索
 
 
 

関
根
康
正
 
 

「
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
」
 
の
彼
方
へ
 
 

現
代
レ
バ
ノ
ン
に
お
け
る
宗
派
制
度
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 
 

小
杉
 
泰
 
 

東
方
正
教
の
現
在
 
－
 
ポ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
期
の
正
教
会
 
 

と
政
治
 
 

佐
原
徹
哉
 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
 
－
 
ト
ル
コ
系
移
民
 
 

は
、
な
ぜ
ド
イ
ツ
で
覚
醒
し
た
の
か
？
 
 

内
藤
正
典
 
 

ア
フ
リ
カ
‥
宗
教
は
「
市
民
」
創
世
の
原
動
力
に
な
り
う
る
か
 
 

セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
衆
の
動
き
 
 小
川
 
了
 
 

研
究
報
告
 
 

宗
教
と
近
代
国
家
を
め
ぐ
っ
て
 
 

国
民
統
合
に
お
け
る
宗
教
と
情
報
化
 
 

ア
メ
リ
カ
宗
教
か
ら
よ
む
2
1
世
紀
の
世
界
 
 

エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
化
す
る
ア
マ
ゾ
ン
の
幻
覚
宗
教
 
 

石
毛
直
通
 
 

小
杉
 
泰
 
 

チ
ベ
ッ
ト
の
事
例
 
 

森
 
孝
一
 
 

中
牧
弘
允
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第
1
部
、
序
章
の
小
杉
論
文
で
は
、
本
書
が
議
論
す
る
対
象
な
ら
び
に
 
 

そ
の
対
象
が
抱
え
る
問
題
の
特
質
を
一
小
し
、
人
」
後
の
同
家
の
あ
り
カ
を
模
 
 

索
し
て
い
る
。
近
現
代
は
同
家
の
時
代
で
あ
り
宗
教
が
政
治
や
経
済
な
ど
 
 

の
公
共
領
域
か
ら
退
い
て
い
く
と
〓
心
わ
れ
て
い
た
が
、
今
∩
で
は
そ
の
よ
 
 

う
な
世
俗
化
の
延
長
上
に
宗
教
復
興
や
民
族
・
宗
教
紛
争
が
生
じ
て
い
る
 
 

と
、
著
者
は
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
九
隼
に
イ
ラ
ン
で
起
こ
っ
 
 

た
ィ
ス
ラ
ー
ム
革
命
で
は
、
そ
の
後
、
近
代
の
高
等
教
育
を
受
け
て
西
洋
 
 

的
な
技
術
な
ど
を
身
に
つ
け
た
人
々
が
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
を
支
え
、
ま
た
 
 

イ
ス
ラ
ー
ム
同
家
で
あ
っ
て
も
近
代
的
な
経
営
を
行
な
え
る
叫
能
性
を
ホ
 
 

し
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
著
者
は
、
西
洋
型
の
政
教
二
几
論
お
よ
び
そ
 
 

の
反
面
の
政
教
一
一
九
諭
と
い
う
〓
心
考
枠
組
み
が
、
非
西
洋
社
会
の
現
象
を
 
 

分
析
す
る
際
の
障
吉
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
冷
戦
体
 
 

制
の
終
鴬
に
よ
っ
て
民
族
∴
ホ
教
紛
争
が
勃
発
し
て
い
る
が
、
宗
教
復
興
 
 

が
必
ず
し
も
紛
争
に
至
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
側
 
 

而
を
考
慮
し
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宗
教
 
 

の
復
興
は
国
民
国
家
の
揺
ら
ぎ
を
加
速
化
す
る
も
の
の
、
領
域
、
千
枚
国
家
 
 

は
安
定
し
て
お
り
、
同
家
の
役
割
が
衰
退
す
る
兆
し
は
な
い
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
市
民
や
国
民
に
と
っ
て
有
用
な
機
能
を
果
た
す
な
ら
ば
、
国
民
の
合
 
 

点
の
上
で
、
国
家
が
宗
教
に
柔
軟
な
対
応
を
取
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
 
 

結
び
 
 

第
2
葺
 
現
代
宗
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
 
 

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
 
井
上
順
孝
 
 

第
3
葺
 
宗
教
の
現
在
と
未
来
 
－
 
「
宗
教
回
焔
」
と
世
俗
‡
義
の
せ
め
 
 

ぎ
あ
い
 
 
 

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
 
島
歯
 
進
 
 

中
牧
弘
允
・
飯
笹
佐
代
子
 
 

と
、
A
」
後
の
国
家
の
ゆ
く
え
を
模
索
し
て
い
る
。
 
 
 

第
1
章
の
村
田
論
文
は
、
政
教
一
致
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
・
政
治
 
 

制
度
と
政
教
分
離
の
原
理
に
基
づ
く
中
国
の
近
代
、
‡
義
的
な
政
治
制
度
と
 
 

の
摩
擦
を
と
り
あ
げ
、
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
情
報
化
の
中
で
そ
 
 

の
様
和
が
変
化
し
っ
つ
あ
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
と
中
国
が
 
 

両
者
の
歴
史
的
な
関
係
を
ま
っ
た
く
異
な
る
概
念
で
捉
え
て
い
る
事
や
、
 
 

〈
」
∩
の
情
報
化
の
中
で
、
人
権
な
ど
の
西
洋
的
な
価
値
観
を
双
方
が
独
自
 
 

の
様
式
で
取
り
入
れ
、
ま
た
問
題
が
国
際
化
し
て
い
る
事
な
ど
を
指
摘
し
 
 

て
い
る
。
著
者
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
政
教
‥
致
シ
ス
テ
ム
が
、
情
報
化
と
国
 
 

際
化
の
中
で
変
質
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
単
に
 
 

政
教
一
致
シ
ス
テ
ム
の
変
容
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
土
権
的
な
政
治
体
 
 

制
の
変
容
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
世
俗
化
論
が
江
面
か
ら
論
じ
て
こ
な
か
 
 

っ
た
事
象
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
2
章
の
奥
村
論
文
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
す
る
ア
ジ
ア
の
国
マ
 
 

レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
ち
が
、
各
々
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
 
 

文
化
や
マ
レ
ー
文
化
そ
し
て
欧
米
文
化
の
要
素
を
巧
み
に
利
川
し
な
が
ら
 
 

カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
土
着
化
さ
せ
る
試
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
 
 

ム
が
国
教
化
さ
れ
、
公
教
育
の
場
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ム
日
が
な
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
な
っ
た
人
」
臼
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
教
育
の
場
か
ら
退
き
、
儀
礼
に
マ
レ
ー
 
 

文
化
を
取
り
入
れ
た
り
、
他
宗
教
と
協
同
し
て
社
会
問
題
に
取
り
組
む
と
 
 

い
っ
た
、
新
た
な
試
み
を
展
開
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
 
 

は
、
政
府
に
よ
る
学
校
の
閉
鎖
や
布
教
の
制
限
を
被
る
事
で
逆
に
 
「
マ
レ
 
 

ー
シ
ア
人
」
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
し
て
い
る
の
だ
 
 

と
著
者
は
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、
国
際
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ネ
ッ
 
 

ト
ワ
ー
ク
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
民
国
表
の
枠
で
思
考
し
行
為
す
る
人
間
形
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

成
を
重
視
す
る
政
府
の
意
図
に
即
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
、
可
能
で
は
 
 

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

第
3
章
の
林
論
文
は
、
前
章
の
奥
村
論
文
に
引
き
続
き
東
南
ア
ジ
ア
の
 
 

事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
著
者
は
、
上
座
仏
教
徒
が
人
口
の
約
九
五
％
 
 

を
占
め
る
タ
イ
仏
教
の
現
状
に
ふ
れ
、
知
識
人
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
提
示
 
 

す
る
反
商
業
主
義
的
で
一
枚
岩
の
理
念
的
な
仏
教
と
、
民
衆
の
生
活
世
界
 
 

に
根
付
い
た
多
様
な
仏
教
と
の
ず
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
日
の
 
 

タ
イ
仏
教
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
多
様
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
語
り
 
 

口
に
対
し
て
、
こ
れ
は
一
枚
岩
的
な
仏
教
の
分
裂
や
多
様
化
を
安
易
に
想
 
 

定
し
た
議
論
で
あ
り
、
実
際
に
は
従
来
か
ら
あ
る
多
様
性
が
顕
在
化
し
て
 
 

き
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
は
筆
者
も
概
ね
同
意
す
る
が
、
 
 

従
来
の
生
活
世
界
の
仏
教
と
今
日
顕
在
化
し
て
い
る
生
活
世
界
の
仏
教
の
 
 

間
に
何
ら
か
の
質
的
な
相
違
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
点
も
論
じ
て
 
 

欲
し
か
っ
た
。
 
 
 

第
4
章
の
関
根
論
文
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
 
 

リ
ス
ト
が
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
政
治
の
場
に
台
頭
し
て
き
た
事
、
な
ら
 
 

び
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
の
暴
力
的
な
衝
突
が
頻
発
 
 

す
る
現
象
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
事
例
と
理
論
の
双
方
か
ら
示
唆
に
富
む
 
 

考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
1
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
 
 

台
頭
を
、
近
代
的
な
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
と
い
う
よ
り
も
、
近
代
 
 

性
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な
現
象
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
イ
 
 

ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
敵
対
す
る
と
い
っ
た
形
を
と
っ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
と
 
 

し
て
の
自
己
認
識
が
生
ま
れ
る
背
景
に
つ
い
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
 
 

た
近
代
的
な
超
越
的
視
点
が
個
々
人
の
具
体
的
な
視
点
を
覆
い
隠
す
機
制
 
 

や
、
消
費
社
会
に
巻
き
込
ま
れ
た
根
無
し
草
の
都
市
中
間
層
に
お
け
る
ア
 
 

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
都
市
の
孤
立
 
 

し
た
人
々
の
共
同
体
希
求
と
い
う
説
明
は
事
例
に
即
し
て
理
解
で
き
る
も
 
 

の
の
、
物
の
購
入
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
証
明
に
走
る
消
費
者
が
、
理
想
 
 

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
到
達
で
き
な
い
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
抱
え
て
い
る
と
 
 

い
う
見
解
は
、
本
稿
の
事
例
で
は
十
分
に
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
説
得
 
 

力
が
弱
い
よ
う
に
思
え
る
。
 
 
 

第
5
章
の
小
杉
論
文
は
、
近
代
化
と
多
元
的
民
主
主
義
の
中
東
代
表
と
 
 

い
わ
れ
た
レ
バ
ノ
ン
に
お
け
る
宗
派
制
度
の
特
質
と
、
そ
の
後
の
内
戦
の
 
 

要
因
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
レ
バ
ノ
ン
の
宗
派
制
度
は
、
宗
派
別
（
キ
 
 

リ
ス
ト
教
の
マ
ロ
ン
派
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ス
ン
ナ
派
・
 
 

シ
ー
ア
派
・
ド
ル
ー
ズ
派
）
 
の
公
職
配
分
を
行
な
う
制
度
で
あ
り
、
近
代
 
 

政
治
と
宗
教
の
共
存
、
な
ら
び
に
諸
宗
教
の
共
存
を
試
み
る
と
い
う
特
質
 
 

を
持
っ
て
い
る
が
、
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
利
権
が
接
続
す
る
と
 
 

い
う
特
質
も
有
し
て
い
た
。
ま
た
一
九
六
九
年
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
勢
 
 

力
が
国
内
に
流
入
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ゲ
リ
ラ
と
の
間
で
内
戦
が
勃
発
 
 

し
、
さ
ら
に
シ
リ
ア
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
こ
れ
に
介
入
し
て
き
た
。
さ
ら
に
 
 

は
利
権
集
団
化
し
た
宗
派
を
も
と
に
し
て
宗
教
復
興
が
起
こ
り
、
宗
教
イ
 
 

デ
オ
ロ
ギ
1
や
宗
派
に
立
脚
し
た
政
治
組
織
が
内
戦
中
に
台
頭
し
て
き
 
 

た
。
著
者
は
、
こ
の
戦
争
が
長
び
い
た
要
因
と
し
て
宗
派
制
度
の
共
和
制
 
 

に
紛
争
を
内
在
的
に
解
決
す
る
柔
軟
性
が
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
て
い
 
 

る
。
た
し
か
に
レ
バ
ノ
ン
的
な
議
会
制
民
主
主
義
の
限
界
が
紛
争
解
決
を
 
 

遅
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
世
俗
国
家
の
民
主
主
義
な
ら
ば
、
武
装
 
 

勢
力
の
大
量
流
入
と
近
隣
諸
国
の
軍
事
的
介
入
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
 
 

だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
若
干
の
疑
問
も
感
じ
る
。
 
 
 

第
6
章
の
佐
原
論
文
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
の
事
例
を
中
心
に
東
方
正
教
と
社
 
 
99 （99）   



会
主
義
政
権
の
関
係
や
、
社
会
主
義
政
権
崩
壊
後
の
民
族
紛
争
と
宗
教
の
 
 

関
係
、
国
際
的
な
組
織
と
し
て
は
政
治
力
を
あ
ま
り
有
し
て
い
な
い
東
方
 
 

正
教
の
現
状
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
表
向
き
は
反
宗
教
的
な
態
度
を
と
 
 

り
つ
つ
も
国
家
統
合
の
手
段
と
し
て
し
た
た
か
に
宗
教
を
利
用
し
て
き
た
 
 

社
会
主
義
政
権
の
実
態
や
、
旧
ユ
ー
ゴ
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
民
族
別
の
 
 

教
育
・
文
化
政
策
が
宗
教
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
下
支
え
し
て
き
た
こ
 
 

と
、
さ
ら
に
は
、
宗
教
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
鼓
舞
で
は
協
同
し
な
が
 
 

ら
も
そ
の
見
解
に
微
妙
な
ず
れ
の
あ
る
政
治
家
と
宗
教
家
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
 
 

の
連
帯
運
動
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
介
入
し
て
い
く
事
に
危
機
意
識
を
感
じ
る
 
 

正
教
徒
な
ど
、
興
味
深
い
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
7
章
の
内
藤
論
文
は
、
ド
イ
ツ
の
ト
ル
コ
系
移
民
に
お
け
る
イ
ス
ラ
 
 

ー
ム
復
興
運
動
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
運
動
が
紛
争
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
 
 

類
の
も
の
で
は
な
い
点
を
指
摘
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
脅
威
論
へ
の
反
論
を
展
 
 

開
し
て
い
る
。
興
味
深
い
点
は
、
ド
イ
ツ
と
い
う
国
が
、
血
統
主
義
的
な
 
 

民
族
別
の
優
遇
措
置
を
取
っ
て
い
る
点
と
、
政
教
分
離
が
緩
や
か
で
宗
教
 
 

的
な
ア
ピ
ー
ル
が
公
共
性
を
持
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
 
 

に
お
い
て
ト
ル
コ
系
移
民
は
、
一
方
で
は
、
民
族
的
な
相
違
の
ゆ
え
に
就
 
 

職
や
社
会
福
祉
の
面
で
差
別
を
被
っ
て
き
た
が
、
他
方
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
 
 

ム
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
 
 

っ
た
状
況
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
が
 
 

移
民
の
第
二
世
代
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
著
者
は
、
「
ム
 
 

ス
リ
ム
と
し
て
覚
醒
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
的
な
レ
ベ
ル
で
の
信
仰
 
 

を
新
た
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
信
徒
共
同
体
を
創
出
し
、
…
ム
 
 

ス
リ
ム
と
し
て
の
社
会
的
存
在
を
自
認
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
」
と
 
 

述
べ
て
い
る
が
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
社
会
的
存
在
の
自
認
が
、
新
た
な
 
 

信
仰
心
の
形
成
を
促
し
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
若
干
 
 

の
疑
問
も
感
じ
る
。
 
 
 

第
8
章
の
小
川
論
文
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
小
匡
セ
ネ
ガ
ル
に
お
け
る
イ
 
 

ス
ラ
ー
ム
教
団
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
セ
ネ
ガ
ル
は
国
家
の
民
主
化
後
 
 

に
経
済
が
破
綻
し
て
外
国
か
ら
の
援
助
に
頼
る
状
況
下
に
あ
る
。
他
方
、
 
 

農
村
か
ら
都
会
に
出
て
き
た
都
市
労
働
者
の
六
割
近
く
が
国
家
に
税
金
を
 
 

払
わ
な
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
1
の
中
で
生
活
を
送
っ
て
い
 
 

る
。
し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
都
市
労
働
者
の
経
済
活
 
 

動
を
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
労
働
倫
理
の
面
か
ら
支
え
て
い
る
の
が
、
イ
 
 

ス
ラ
ー
ム
の
ム
リ
ッ
ド
教
団
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
府
は
教
団
か
ら
 
 

税
金
を
徴
収
し
さ
ら
に
は
選
挙
の
支
援
を
得
、
逆
に
政
府
は
教
団
に
土
地
 
 

の
支
給
な
ど
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
政
府
と
教
団
が
タ
イ
ア
 
 

ッ
プ
し
て
国
家
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
な
情
況
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
ま
た
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
教
団
活
動
は
王
侯
貴
族
に
対
侍
し
た
自
 
 

律
的
で
西
洋
的
な
「
市
民
」
 
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
 
 

だ
し
「
市
民
」
論
に
つ
い
て
は
概
念
的
に
十
分
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
点
も
 
 

あ
り
、
本
稿
の
中
で
は
消
化
不
良
気
味
で
あ
る
。
 
 
 

第
9
章
の
森
論
文
は
、
政
教
分
離
し
っ
つ
も
「
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
 
 

教
」
的
な
「
見
え
な
い
国
教
」
が
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
現
状
を
 
 

取
り
上
げ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
建
国
以
来
、
ア
メ
リ
カ
的
な
る
 
 

も
の
へ
の
同
化
を
支
持
し
、
そ
れ
を
世
界
戦
略
の
中
に
も
組
み
込
ん
で
き
 
 

た
と
著
者
は
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
保
守
 
 

的
な
教
派
横
断
的
組
織
や
原
理
主
義
な
ど
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
と
指
摘
 
 

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
文
化
の
多
様
性
や
多
文
化
と
の
共
存
 
 

を
目
指
す
傾
向
も
現
れ
始
め
た
と
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
実
状
報
告
 
 

0
 
 

0
 
 

1
 
 
 



介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
害
 
 

は
比
較
的
目
に
す
る
機
会
が
多
い
た
め
か
、
本
稿
の
事
例
紹
介
に
そ
れ
ほ
 
 

ど
の
目
新
し
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
原
理
主
義
的
な
同
化
の
主
張
 
 

と
「
見
え
な
い
国
教
」
 
へ
の
同
化
の
主
張
で
は
、
同
化
の
水
準
が
異
な
る
 
 

点
や
、
保
守
化
が
広
範
岡
に
進
展
し
な
が
ら
も
公
教
育
に
お
い
て
は
多
文
 
 

化
を
尊
重
し
た
世
界
宗
教
の
祈
り
を
望
む
人
が
八
一
％
に
達
し
て
い
る
事
 
 

の
矛
盾
・
連
関
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
な
さ
れ
て
い
 
 

な
い
点
も
残
念
で
あ
る
。
 
 
 

第
1
0
章
の
中
牧
論
文
は
、
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ン
流
域
に
お
い
て
 
 

急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
幻
覚
宗
教
 
（
「
幻
覚
性
物
質
の
摂
取
が
も
た
ら
 
 

す
超
常
的
体
験
に
く
わ
え
、
儀
礼
や
信
仰
の
体
系
を
創
出
し
た
宗
教
」
）
 
 

を
紹
介
し
て
い
る
。
水
路
や
道
路
の
建
設
、
ゴ
ム
産
業
の
興
隆
、
農
工
業
 
 

の
変
容
に
伴
な
う
人
々
の
移
動
な
ど
が
、
特
定
地
域
で
実
践
さ
れ
て
い
た
 
 

幻
覚
宗
教
を
、
地
域
外
に
伝
播
さ
せ
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
 
 

都
市
富
裕
層
や
国
外
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
事
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
幻
覚
物
質
の
服
用
の
是
非
を
め
ぐ
る
公
共
的
な
討
論
の
領
域
に
、
 
 

宗
教
が
参
与
し
て
い
く
と
い
う
現
象
な
ど
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
に
も
ふ
れ
 
 

て
い
る
。
た
だ
若
干
気
に
な
っ
た
の
は
、
自
己
／
非
自
己
・
超
シ
ス
テ
 
 

ム
・
病
原
体
・
保
菌
者
な
ど
と
い
っ
た
伝
染
病
の
ア
ナ
ロ
ジ
1
を
用
い
 
 

て
、
著
者
が
幻
覚
宗
教
の
展
開
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
 
 

少
な
く
と
も
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
現
象
が
格
段
に
 
 

わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ
ジ
 
 

ー
が
な
く
て
も
十
分
説
明
で
き
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
 
 
 

討
論
部
の
第
1
章
は
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
 
 

よ
る
討
論
内
容
を
収
め
て
い
る
。
研
究
会
の
五
つ
の
課
題
 
（
世
俗
化
や
合
 
 

理
主
義
へ
の
反
発
、
政
治
シ
ス
テ
ム
や
世
界
シ
ス
テ
ム
の
再
編
に
伴
な
う
 
 

宗
教
の
再
編
、
宗
教
の
暴
力
性
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
新
し
い
霊
性
の
追
 
 

求
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
化
）
 
や
、
近
代
の
諸
段
階
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
 
 

の
概
念
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
社
会
主
義
の
衰
 
 

滅
、
軍
隊
と
領
土
、
西
洋
近
代
主
義
的
な
「
宗
教
」
概
念
、
神
道
、
グ
リ
 
 

ー
 ン
ピ
ー
ス
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
公
開
処
刑
、
 
 

人
権
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
事
柄
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

討
論
部
の
第
2
章
は
、
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
井
上
順
孝
氏
を
招
い
 
 

て
行
な
わ
れ
た
討
論
会
の
内
容
を
収
め
て
い
る
。
ま
ず
井
上
氏
に
よ
る
報
 
 

告
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
化
に
よ
っ
て
、
脱
伝
統
的
な
新
宗
教
、
 
 

ハ
イ
パ
ー
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
宗
教
が
現
れ
、
宗
教
変
動
が
加
速
化
 
 

し
、
さ
ら
に
は
宗
教
と
非
宗
教
の
境
が
曖
昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
 
 

た
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、
討
論
の
中
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
 
 

お
い
て
新
宗
教
は
存
在
す
る
の
か
、
新
宗
教
と
言
う
概
念
枠
組
み
に
は
問
 
 

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
 
 

か
と
い
っ
た
事
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

討
論
部
の
第
3
章
は
、
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
1
に
島
薗
進
氏
を
招
い
て
 
 

行
な
わ
れ
た
討
論
会
の
内
容
を
収
め
て
い
る
。
ま
ず
島
薗
氏
の
報
告
で
 
 

は
、
世
界
的
に
見
て
も
厳
密
な
世
俗
主
義
国
家
の
少
な
い
実
状
、
な
ら
び
 
 

に
国
家
儀
礼
や
公
教
育
や
福
祉
の
面
で
世
俗
主
義
と
反
世
俗
主
義
が
せ
め
 
 

ぎ
合
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
従
来
の
世
俗
化
論
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
 
 

る
。
さ
ら
に
は
、
文
化
領
域
や
科
学
な
ど
と
の
境
が
曖
昧
な
宗
教
的
な
現
 
 

象
が
現
れ
「
宗
教
」
概
念
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
と
い
う
点
を
述
べ
て
い
 
 

る
。
こ
れ
を
受
け
て
討
論
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
新
霊
性
運
動
の
連
 
 

関
、
宗
教
と
暴
力
、
新
た
な
個
人
と
共
同
性
の
模
索
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
 
 

い
る
。
ま
た
、
宗
教
と
世
俗
の
対
立
と
い
う
図
式
は
近
代
主
義
的
な
発
想
 
 
 

〓
 
 

1
 
 0
 
 

1
 
 
 



で
あ
り
、
現
状
は
こ
の
よ
う
な
対
立
関
係
か
ら
抜
け
出
し
っ
つ
も
、
な
お
 
 

何
か
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
の
何
か
を
的
確
に
把
握
す
 
 

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
示
唆
的
な
提
言
も
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 

以
上
、
各
章
ご
と
に
概
説
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
本
書
の
内
容
は
極
め
 
 

て
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
見
解
を
提
示
す
る
こ
 
 

と
ば
難
し
い
。
実
際
に
、
「
結
び
」
 
に
お
い
て
本
書
の
編
者
自
身
が
、
本
 
 

書
か
ら
総
合
的
な
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ
て
い
 
 

る
。
た
だ
し
編
者
は
、
次
の
よ
う
な
五
つ
の
視
点
が
各
論
考
か
ら
浮
か
び
 
 

上
が
っ
て
き
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
の
五
つ
の
視
点
と
は
、
第
一
に
宗
 
 

教
復
興
に
は
暴
力
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
穏
健
な
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
 
 

れ
に
し
て
も
反
近
代
的
な
特
質
を
持
ち
つ
つ
近
代
性
や
世
俗
性
を
含
ん
だ
 
 

新
た
な
形
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
点
、
第
二
に
宗
教
・
宗
派
間
の
対
立
の
 
 

要
因
を
一
元
的
に
宗
教
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
、
第
三
に
 
 

近
代
国
家
の
与
件
と
し
て
の
世
俗
主
義
は
西
洋
モ
デ
ル
に
過
ぎ
な
い
の
で
 
 

他
の
地
域
に
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
点
、
第
四
に
宗
教
の
 
 

再
生
を
理
解
す
る
に
は
宗
教
と
近
代
国
家
の
関
わ
り
を
実
状
に
即
し
て
理
 
 

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
、
第
五
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の
影
 
 

響
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
 
 
 

書
評
の
締
め
く
く
り
に
際
し
、
多
様
な
議
論
に
溢
れ
る
本
書
の
内
容
を
 
 

ま
と
め
る
代
わ
り
に
、
こ
の
五
つ
の
視
点
へ
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
 
 

て
お
き
た
い
。
上
記
の
第
一
点
お
よ
び
第
五
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
 
 

な
錯
綜
と
し
た
現
象
は
宗
教
だ
け
に
留
ま
ら
ず
様
々
な
領
域
で
生
じ
て
い
 
 

る
事
柄
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
（
的
な
も
の
）
を
対
象
 
 

に
し
た
狭
い
議
論
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
ギ
デ
ン
ズ
の
再
帰
的
近
代
化
や
グ
 
 

ロ
ー
バ
ル
化
の
議
論
 
（
本
書
の
論
者
の
一
人
で
も
あ
る
関
根
氏
は
こ
の
議
 
 

論
に
依
拠
し
て
論
じ
て
い
る
）
 
の
よ
う
に
幅
広
い
事
象
を
考
慮
し
な
が
ら
 
 

議
論
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
二
点
は
、
既
存
の
見
解
の
再
 
 

認
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
い
く
ら
か
視
点
を
ず
ら
し
た
問
題
設
定
が
必
要
と
 
 

な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
宗
教
が
ら
み
の
紛
争
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
 
 

調
停
作
業
が
行
な
わ
れ
、
誰
が
こ
れ
に
参
与
し
、
そ
こ
に
宗
教
関
係
者
が
 
 

ど
う
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
ど
の
程
度
ま
で
成
功
 
 

し
、
ど
こ
で
置
い
た
の
か
と
い
っ
た
和
平
へ
向
け
た
具
体
的
な
行
動
に
つ
 
 

い
て
の
考
察
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
 
（
村
田
論
文
に
は
そ
 
 

の
よ
う
な
視
点
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
）
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
宗
教
が
 
 

ら
み
の
紛
争
に
お
け
る
衝
突
過
程
の
み
を
取
り
上
げ
る
研
究
が
、
宗
教
運
 
 

動
が
脅
威
で
あ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
か
え
っ
て
増
幅
さ
せ
る
こ
と
に
 
 

な
り
か
ね
な
い
。
第
三
点
と
第
四
点
は
重
な
る
点
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
は
 
 

次
の
よ
う
な
疑
問
を
提
示
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
 
 

現
象
の
一
部
は
、
宗
教
の
復
興
と
い
っ
た
現
地
の
変
容
で
は
な
く
、
研
究
 
 

者
例
の
条
件
の
変
容
に
影
響
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
 

か
と
い
っ
た
問
い
で
あ
る
。
あ
る
地
域
で
は
近
代
化
の
初
期
か
ら
も
と
も
 
 

と
世
俗
化
に
二
止
の
限
界
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
現
地
の
特
殊
 
 

事
情
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
 
 

の
進
展
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
事
象
に
興
味
を
も
つ
者
が
増
え
、
ま
た
そ
の
 
 

よ
う
な
現
地
の
情
報
を
 
（
主
と
し
て
先
進
国
の
）
 
研
究
者
が
多
量
か
つ
綿
 
 

密
に
人
手
し
て
考
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
状
況
の
変
化
に
一
因
 
 

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
研
究
者
側
の
状
 
 

況
の
変
化
に
基
づ
く
認
識
の
変
容
と
、
宗
教
復
興
現
象
と
を
区
分
け
し
て
 
 

お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
別
の
問
い
と
し
て
は
、
宗
教
の
政
治
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

介
入
に
は
世
俗
化
論
の
中
で
語
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
 
 

た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
が
、
『
近
代
世
界
 
 

の
公
共
宗
教
』
 
で
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
人
権
問
題
な
ど
に
お
い
て
政
 
 

治
・
経
済
的
な
公
共
領
域
に
〓
疋
の
介
入
を
試
み
る
「
市
民
社
会
的
な
公
 
 

共
宗
教
」
 
（
主
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
運
動
）
 
と
世
俗
化
論
は
両
立
し
得
 
 

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
の
政
治
介
入
の
現
 
 

象
と
、
世
俗
国
家
の
形
体
そ
の
も
の
に
異
議
を
申
し
立
て
る
宗
教
運
動
 
 

は
、
と
も
に
宗
教
復
興
と
は
言
え
質
的
な
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
 
 

る
。
 
 
 

本
書
は
、
宗
教
の
近
代
に
お
け
る
多
様
性
だ
け
で
な
く
、
宗
教
と
政
治
 
 

の
関
係
の
変
質
や
、
宗
教
概
念
の
揺
ら
ぎ
 
（
新
霊
性
運
動
や
宗
教
と
非
宗
 
 

教
の
境
界
を
ま
た
い
だ
諸
現
象
）
 
な
ど
多
岐
に
渡
る
現
象
を
、
共
通
の
土
 
 

台
の
上
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
稀
有
な
試
み
に
挑
戦
し
て
い
る
。
今
後
 
 

は
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
多
様
な
事
例
と
分
析
を
踏
ま
え
つ
つ
テ
ー
マ
を
 
 

絞
り
、
理
論
的
考
察
に
重
き
を
置
い
た
研
究
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
 
 
 



は
じ
め
に
 
 

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ー
本
書
の
ね
ら
い
と
構
成
－
 
 伊

 
藤
 
雅
 
之
 
 
 

一
本
書
の
目
的
と
構
成
 
 
 

本
書
は
、
一
九
九
五
年
に
発
足
し
た
若
手
研
究
者
の
集
ま
り
で
あ
る
、
 
 

「
近
現
代
宗
教
研
究
批
評
の
会
」
の
主
要
メ
ン
バ
1
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
 
 

た
論
文
集
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
の
五
年
 
 

間
、
近
現
代
日
本
の
宗
教
を
お
も
な
研
究
対
象
と
し
て
、
宗
教
社
会
学
の
 
 

立
場
か
ら
活
発
な
議
論
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
本
 
 

書
で
は
、
宗
教
現
象
を
社
会
・
経
済
相
な
構
造
や
個
人
の
心
理
に
還
元
さ
 
 

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
・
集
団
・
社
会
の
各
レ
ベ
ル
が
相
互
に
影
響
 
 

し
合
う
こ
と
で
、
諸
個
人
に
と
っ
て
意
味
あ
る
現
象
と
し
て
構
築
さ
れ
る
 
 

も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
。
こ
う
し
た
宗
教
現
象
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
構
築
 
 

さ
れ
て
い
く
過
程
を
分
析
す
る
と
い
う
、
宗
教
研
究
へ
の
構
築
主
義
的
ア
 
 

プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
こ
と
が
執
筆
者
の
共
通
テ
ー
マ
で
あ
り
、
本
吉
の
 
 

目
的
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

大
谷
栄
一
・
川
又
俊
則
・
菊
池
裕
生
編
著
 
 

『
構
築
さ
れ
る
信
念
 
 
 

1
宗
教
社
会
学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
求
め
て
 
ー
 
』
 
 

ハ
ー
ベ
ス
ト
社
 
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
日
刊
 
 

A
5
判
一
八
五
頁
 
二
六
〇
〇
円
 
 

大
谷
・
川
又
・
菊
池
 
 

執
筆
者
一
同
 
 

3
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こ
の
構
成
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
全
体
の
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
構
 
 

築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
掲
げ
、
そ
れ
を
具
体
的
に
試
み
る
対
象
を
、
m
 
 

ミ
ク
ロ
な
信
者
レ
ベ
ル
 
（
第
Ⅰ
部
）
、
㈲
メ
ゾ
・
レ
ベ
ル
と
な
る
宗
教
集
 
 

団
（
第
H
部
）
、
㈲
マ
ク
ロ
な
「
社
会
と
宗
教
」
 
の
関
係
レ
ベ
ル
 
（
第
Ⅲ
 
 

第
Ⅰ
部
 
信
者
研
究
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
 
 
 

第
1
章
 
信
者
と
そ
の
周
辺
－
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
自
分
史
を
中
心
に
ー
 
 

川
又
俊
則
 
 
 

第
2
毒
 
物
語
ら
れ
る
「
私
」
 
（
s
e
－
f
）
 
と
体
験
談
の
分
析
真
如
苑
 
 

「
青
年
弁
論
大
会
」
 
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
着
目
し
て
－
 
 

菊
池
裕
生
 
 

第
Ⅲ
部
 
宗
教
集
団
研
究
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
 
 
 

第
3
章
 
近
代
仏
教
運
動
の
布
教
戦
略
戦
前
期
日
本
の
日
蓮
主
義
運
 
 

動
の
場
合
 
 

大
谷
栄
一
 
 
 

第
4
章
 
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
宗
教
 
 

的
共
同
性
1
キ
リ
ス
ト
教
系
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
場
合
－
 
 

黒
崎
浩
行
 
 

第
Ⅲ
部
 
「
宗
教
と
社
会
」
研
究
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
 
 
 

第
5
章
 
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
1
英
国
戦
没
記
 
 

粟
津
賢
太
 
 
 

念
碑
に
お
け
る
伝
統
と
記
憶
－
 
 

第
6
章
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
諸
相
1
主
に
 
 

イ
ス
ラ
ー
ム
を
参
照
し
て
－
 
 

角
田
幹
夫
 
 
 

補
 
章
 
二
〇
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
宗
教
社
会
学
ア
プ
ロ
ー
チ
の
 
 

寺
田
菩
朗
 
 

変
遷
に
つ
い
て
の
鳥
轍
図
 
 

お
わ
り
に
 
 

大
谷
・
川
又
・
菊
池
 
 

部
）
 
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
各
章
の
前
半
で
は
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
 
 

る
重
要
な
研
究
課
題
を
指
摘
し
、
後
半
で
は
各
自
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
 
 

例
に
関
連
づ
け
な
が
ら
そ
の
間
題
を
扱
っ
て
い
る
。
 
 

二
 
各
章
の
内
容
紹
介
 
 
 

そ
れ
で
は
各
部
の
ね
ら
い
と
、
そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
論
文
を
概
観
し
た
 
 
 

ヽ
」
 
0
 
 
し
 
 
 

第
Ⅰ
部
で
は
、
宗
教
現
象
の
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
に
焦
点
を
お
き
、
「
信
 
 

者
」
概
念
お
よ
び
そ
の
当
事
者
の
信
念
の
構
築
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
 
 

る
。
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
主
眼
は
、
「
個
々
の
語
り
こ
そ
彼
／
彼
女
ら
の
 
 

現
実
世
界
を
構
築
す
る
唯
一
の
活
動
で
あ
り
、
よ
っ
て
語
り
を
一
次
資
料
 
 

と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
日
々
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
信
者
の
生
き
ら
れ
た
 
 

宗
教
世
界
の
様
態
を
、
最
も
忠
実
に
描
写
す
る
こ
と
」
 
（
三
頁
）
 
に
あ
る
 
 

と
い
う
。
 
 
 

第
1
章
の
川
又
論
文
で
は
、
従
来
の
信
者
研
究
で
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
る
 
 

こ
と
の
な
か
っ
た
、
宗
教
集
団
の
境
界
上
に
い
る
人
び
と
 
（
信
者
周
辺
）
 
 

を
も
研
究
対
象
と
す
る
た
め
の
方
策
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
川
又
氏
 
 

は
、
「
信
者
」
を
従
来
よ
り
も
広
義
に
捉
え
、
教
団
行
事
に
は
参
加
し
な
 
 

く
と
も
教
団
に
帰
属
意
識
の
あ
る
者
や
、
所
属
教
団
が
な
く
て
も
何
ら
か
 
 

の
宗
教
の
信
者
だ
と
思
っ
て
い
る
者
な
ど
を
含
む
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
 
 

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
信
者
一
人
一
人
は
各
自
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
上
で
 
「
信
 
 

仰
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
 
（
信
仰
に
対
す
る
行
動
・
意
識
の
度
合
い
）
 
を
 
 

揺
れ
動
く
存
在
で
あ
り
、
特
定
の
集
団
に
所
属
す
る
者
は
そ
の
一
部
に
す
 
 

ぎ
な
い
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
び
と
の
幅
広
い
信
仰
生
活
 
 

を
理
解
す
る
た
め
に
、
「
入
会
」
 
と
い
う
教
団
へ
の
所
属
の
有
無
と
い
う
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

客
観
的
判
断
基
準
と
、
「
入
信
」
と
い
う
信
者
の
主
観
的
判
断
基
準
を
統
 
 

合
し
て
「
信
者
」
を
つ
ぎ
の
六
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。
ま
ず
、
従
来
の
 
 

「
信
者
」
 
に
該
当
す
る
者
を
、
A
継
続
信
者
 
（
教
会
／
教
団
で
中
心
的
な
 
 

役
割
を
担
っ
て
い
る
信
者
）
 
と
、
B
断
続
信
者
（
一
時
教
会
／
教
団
を
離
 
 

れ
た
よ
う
な
者
）
 
に
分
け
る
。
つ
ぎ
に
、
入
会
・
入
信
の
一
方
が
欠
け
て
 
 

い
る
、
も
し
く
は
双
方
と
も
途
中
で
あ
る
「
信
者
周
辺
」
を
新
た
に
加
 
 

え
、
C
教
会
 
（
教
団
）
 
内
信
者
周
辺
 
（
受
洗
せ
ず
に
本
人
は
い
く
つ
も
の
 
 

教
会
を
渡
り
歩
く
者
な
ど
）
 
と
D
教
会
 
（
教
団
）
 
外
信
者
周
辺
 
（
教
会
に
 
 

関
与
し
な
い
が
、
当
事
者
は
信
者
だ
と
思
っ
て
い
る
者
）
 
に
区
分
す
る
。
 
 

さ
ら
に
は
、
E
接
触
非
信
者
（
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
卒
業
生
な
ど
）
、
 
 

F
非
接
触
非
信
者
 
（
無
信
仰
の
者
）
 
の
二
つ
を
含
む
六
タ
イ
プ
に
分
類
す
 
 

る
。
論
文
の
後
半
で
は
、
川
又
氏
が
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
キ
リ
ス
ト
教
 
 

研
究
に
こ
の
類
型
を
応
用
し
て
い
る
。
信
者
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
、
と
く
に
 
 

信
者
周
辺
の
信
仰
体
系
に
つ
い
て
、
信
者
自
身
に
よ
る
手
記
（
自
分
史
）
 
 

を
辛
が
か
り
と
し
な
が
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
A
や
B
タ
イ
プ
の
信
者
の
 
 

み
に
限
定
す
れ
ば
日
本
人
の
一
％
未
満
と
な
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
も
、
信
者
 
 

周
辺
も
含
め
れ
ば
相
当
数
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
広
義
の
ク
 
 

リ
ス
チ
ャ
ン
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
社
会
と
キ
リ
ス
ト
 
 

教
の
関
係
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
川
又
氏
は
論
じ
て
 
 

本
章
を
締
め
く
く
る
。
 
 
 

第
2
章
に
お
い
て
菊
池
氏
は
、
信
者
個
人
の
信
念
が
構
築
さ
れ
る
プ
ロ
 
 

セ
ス
を
理
解
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
体
験
談
の
分
析
を
お
こ
 
 

な
っ
て
い
る
。
物
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
 
「
私
」
 
（
s
e
－
f
）
 
と
い
う
存
在
が
 
 

構
成
・
維
持
さ
れ
る
と
す
る
自
己
物
語
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す
る
菊
 
 

池
氏
に
よ
れ
ば
、
「
体
験
談
を
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
語
り
手
の
 
 

抱
く
信
仰
の
（
現
実
）
を
分
析
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
、
人
々
が
 
 

信
仰
を
自
分
の
も
の
と
し
て
構
築
し
て
い
く
そ
の
過
程
を
描
写
し
て
い
く
 
 

こ
と
と
同
義
と
な
る
」
 
（
四
一
頁
）
。
自
己
物
語
の
一
類
型
で
あ
る
体
験
談
 
 

は
、
信
者
の
語
る
信
仰
物
語
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
語
ら
れ
る
コ
ン
テ
ク
 
 

ス
ト
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
菊
池
氏
は
、
仏
教
系
新
宗
教
教
団
で
あ
る
 
 

真
如
苑
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
青
年
部
弁
論
大
会
」
を
め
ぐ
る
一
連
 
 

の
活
動
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
と
く
に
体
験
談
に
お
け
る
自
己
の
語
 
 

ら
れ
方
の
維
持
・
変
容
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
か
か
わ
り
に
着
目
す
る
。
本
 
 

章
で
は
、
Ⅹ
部
会
で
活
動
し
て
い
る
入
信
十
年
目
の
二
五
歳
の
青
年
M
さ
 
 

ん
が
自
己
の
再
編
を
お
こ
な
う
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
し
て
い
る
。
M
さ
ん
 
 

の
当
初
の
自
分
自
身
へ
の
評
価
は
 
「
良
い
子
で
あ
る
自
分
」
だ
っ
た
が
、
 
 

部
会
の
代
表
弁
士
と
し
て
各
種
会
合
に
出
席
し
、
多
く
の
人
び
と
と
の
イ
 
 

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
「
高
慢
で
あ
る
自
分
」
と
い
う
 
 

評
価
に
変
化
し
て
い
く
。
「
こ
う
し
た
自
己
評
価
の
変
化
と
共
に
、
弁
論
 
 

に
記
述
さ
れ
て
い
た
出
来
事
が
新
た
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り
、
出
来
事
を
 
 

め
ぐ
る
解
釈
ま
で
も
が
、
同
時
に
変
化
し
た
り
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
 
 

は
、
相
互
行
為
の
中
で
文
字
通
り
自
ら
の
物
語
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
く
 
 

過
程
で
あ
っ
た
」
 
（
四
七
頁
）
 
と
菊
池
氏
は
論
じ
て
い
る
。
 
 
 

第
H
部
で
は
、
宗
教
集
団
や
宗
教
運
動
が
社
会
的
に
構
築
さ
れ
て
い
く
 
 

過
程
を
究
明
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
ミ
ク
ロ
な
信
者
レ
ベ
ル
 
 

と
同
様
に
、
こ
の
メ
ゾ
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
 
「
集
団
」
や
「
運
動
」
を
 
 

実
体
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
「
成
員
や
参
加
者
た
ち
の
実
践
に
よ
 
 

る
宗
教
的
な
意
味
づ
け
や
解
釈
を
め
ぐ
る
相
互
行
為
 
（
i
コ
t
e
r
a
C
t
i
O
n
）
 
 

を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
宗
教
現
象
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
構
築
過
程
を
分
 
 

析
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
出
す
る
」
 
（
四
頁
）
 
こ
と
を
目
的
と
し
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て
い
る
。
 
 
 

大
谷
氏
は
、
第
3
章
に
お
い
て
宗
教
集
団
の
布
教
活
動
の
分
析
を
お
こ
 
 

な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
宗
教
集
団
が
自
ら
の
集
合
的
ア
イ
 
 

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
、
ま
た
宗
教
運
動
を
社
会
的
に
構
築
し
て
い
く
 
 

過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
。
大
谷
氏
は
ま
ず
、
布
教
の
宗
教
的
 
 

意
味
づ
け
に
焦
点
を
あ
て
た
分
析
を
お
こ
な
う
た
め
、
宗
教
運
動
論
の
 
 

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
「
集
合
行
為
フ
レ
ー
ム
 
（
c
O
〓
e
c
t
i
完
 
 

a
c
t
i
C
n
 
f
r
a
m
e
）
」
概
念
 
（
運
動
に
参
加
す
る
人
び
と
が
共
有
す
る
解
釈
 
 

枠
組
み
）
 
を
提
示
す
る
。
こ
の
理
論
枠
に
基
づ
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
事
 
 

例
で
あ
る
日
蓮
主
義
運
動
の
布
教
活
動
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
す
る
。
と
 
 

く
に
、
国
柱
会
 
（
当
時
は
立
正
安
国
会
）
 
が
一
八
九
〇
年
前
半
（
明
治
中
 
 

期
）
 
に
展
開
し
た
日
蓮
宗
門
改
革
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
一
九
一
〇
年
代
前
 
 

半
（
明
治
末
年
）
 
に
繰
り
広
げ
た
「
国
体
擁
護
大
演
説
」
 
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
 
 

ン
を
取
り
上
げ
、
そ
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
集
合
行
為
フ
レ
ー
ム
概
念
を
 
 

用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
谷
氏
は
、
「
立
正
安
国
会
は
時
代
状
 
 

況
に
応
じ
た
宗
教
的
な
意
味
の
構
築
を
図
り
な
が
ら
、
当
時
の
人
び
と
と
 
 

の
社
会
的
な
相
互
行
為
を
通
じ
て
集
合
行
為
フ
レ
ー
ム
を
形
成
し
、
状
況
 
 

適
合
的
な
集
団
や
運
動
を
そ
の
つ
ど
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
 
（
八
 
 

〇
頁
）
 
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
 
 
 

つ
づ
く
第
4
章
の
黒
崎
論
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
宗
教
集
団
 
 

の
あ
り
方
を
考
察
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
に
よ
り
、
従
来
 
 

の
時
間
・
空
間
に
限
定
さ
れ
た
社
会
関
係
と
は
大
き
く
異
な
る
社
会
関
係
 
 

の
形
成
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
が
宗
教
的
な
共
同
 
 

性
の
あ
り
か
た
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
、
本
章
で
 
 

は
考
察
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
系
メ
ー
リ
 
 

ン
グ
リ
ス
ト
の
一
つ
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
M
L
」
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
 
 

C
M
C
 
（
C
C
m
p
u
t
e
r
M
e
d
i
a
t
e
d
C
O
m
m
u
n
i
c
a
t
i
O
n
）
 
上
の
宗
教
集
団
 
 

に
お
け
る
「
参
加
」
 
の
あ
り
方
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
九
九
八
 
 

年
九
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
約
一
年
間
、
黒
崎
氏
自
身
も
本
メ
ー
リ
ン
 
 

グ
リ
ス
ト
に
加
入
し
、
つ
ぎ
の
問
題
提
起
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
 
 

上
と
い
う
双
方
向
的
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
主
体
的
な
選
択
・
意
思
決
定
 
 

や
自
己
説
明
が
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
人
び
と
は
い
か
 
 

に
し
て
宗
教
集
団
へ
の
「
参
加
」
を
達
成
す
る
の
か
 
（
九
四
頁
）
 
と
。
黒
 
 

崎
氏
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
投
稿
メ
ー
ル
と
そ
れ
へ
の
応
答
を
分
析
し
た
結
 
 

果
、
「
そ
こ
で
は
、
む
し
ろ
時
間
に
制
約
さ
れ
た
同
時
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 
 

ー
シ
ョ
ン
が
め
ざ
さ
れ
、
私
的
な
話
題
が
議
論
を
活
発
化
し
、
現
実
生
活
 
 

と
同
等
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
」
と
 
 

し
、
「
こ
う
し
た
特
徴
の
な
か
に
現
実
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
に
対
す
る
批
 
 

判
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
 
（
九
四
頁
）
 
と
論
じ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

第
Ⅲ
部
で
は
、
第
Ⅰ
部
、
第
H
部
と
同
様
に
、
信
念
の
構
築
が
テ
ー
マ
 
 

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
捉
え
た
「
宗
教
 
 

と
社
会
」
 
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

第
5
章
の
粟
津
論
文
で
は
、
近
代
国
家
に
お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
 
 

に
よ
る
「
死
」
 
の
解
釈
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
 
 

扱
っ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
期
は
、
同
時
に
大
規
模
な
近
代
 
 

戦
争
の
時
代
で
も
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
戦
死
者
記
念
碑
が
作
ら
れ
て
い
 
 

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
「
世
俗
国
家
が
成
員
の
死
に
何
ら
か
の
 
 

解
釈
を
示
す
必
要
が
生
ま
れ
、
宗
教
の
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
て
く
る
こ
 
 

と
と
な
る
」
 
（
一
一
九
頁
）
。
粟
津
氏
に
よ
れ
ば
、
近
代
国
家
が
生
み
だ
し
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介
 
 

栢
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

た
戦
没
記
念
碑
は
、
他
の
国
家
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
異
な
り
、
現
実
に
 
 

存
在
し
た
「
死
」
を
表
象
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
そ
の
解
釈
で
も
あ
る
と
 
 

い
う
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
 
 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
戦
没
記
念
碑
（
W
a
r
M
e
m
O
r
i
a
】
）
 
を
事
例
と
し
て
 
 

扱
う
。
こ
れ
ら
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
没
者
を
追
悼
し
、
後
に
そ
れ
 
 

以
降
の
戦
没
者
が
付
け
加
え
ら
れ
る
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
が
そ
の
大
半
 
 

を
占
め
て
い
る
と
い
う
。
粟
津
氏
は
、
戦
没
兵
士
追
悼
記
念
口
に
お
こ
な
 
 

わ
れ
る
二
分
間
の
黙
と
う
の
成
立
過
程
や
、
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
 
 

ル
に
あ
る
セ
ノ
タ
ー
フ
と
呼
ば
れ
る
記
念
碑
の
意
匠
 
（
デ
ザ
イ
ン
）
 
が
決
 
 

定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
記
念
碑
 
 

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
多
く
の
戦
没
記
念
碑
は
、
そ
の
形
態
、
意
匠
、
象
 
 

徴
性
な
ど
の
点
で
は
多
層
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
戦
没
兵
士
の
解
 
 

釈
、
死
の
意
味
づ
け
は
定
型
化
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

「
記
念
碑
に
現
れ
て
い
る
の
は
自
己
犠
牲
と
し
て
の
死
、
自
発
的
な
死
に
 
 

よ
る
救
済
、
残
さ
れ
た
者
 
（
救
わ
れ
た
者
）
 
た
ち
が
記
憶
に
と
ど
め
る
こ
 
 

と
に
よ
る
未
来
の
救
済
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
テ
ー
マ
が
み
ら
れ
る
」
 
 

（
一
二
五
頁
）
 
と
粟
津
氏
は
論
じ
て
い
る
。
 
 
 

つ
づ
く
第
6
章
に
お
い
て
角
田
氏
は
、
現
代
世
界
に
お
い
て
生
起
し
て
 
 

い
る
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
現
象
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
 
 

提
示
し
よ
う
と
試
み
る
。
角
田
氏
は
、
近
代
に
お
け
る
構
造
的
な
コ
ン
テ
 
 

ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
偶
発
性
）
 
の
増
大
が
新
た
な
意
味
基
盤
の
必
要
性
を
 
 

も
た
ら
し
、
そ
の
 
「
意
味
論
的
応
答
」
が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
や
ナ
 
 

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
主
張
を
裏
づ
け
る
ケ
ー
ス
と
 
 

し
て
、
世
俗
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
的
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
 
 

確
執
関
係
が
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
ク
リ
ア
に
観
察
で
き
る
エ
ジ
プ
ト
 
 

の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
角
田
氏
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
現
在
ま
 
 

で
の
エ
ジ
プ
ト
史
を
お
お
ま
か
に
た
ど
り
な
が
ら
、
「
近
代
（
化
）
と
宗
教
」
 
 

の
問
題
を
包
括
的
に
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
「
エ
ジ
プ
ト
は
、
殖
民
地
化
 
 

と
い
う
か
た
ち
で
世
界
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
へ
の
応
答
と
し
 
 

て
の
世
俗
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
的
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
思
 
 

想
・
運
動
が
相
前
後
し
て
形
成
さ
れ
、
相
互
に
確
執
・
競
争
し
な
が
ら
、
 
 

現
在
に
至
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
と
限
界
を
露
呈
し
て
い
る
」
 
（
一
四
 
 

五
貞
）
 
と
角
田
氏
は
分
析
し
て
い
る
。
 
 
 

最
後
に
、
補
章
に
お
い
て
寺
田
氏
は
、
二
〇
世
紀
日
本
の
宗
教
社
会
学
 
 

の
展
開
を
、
研
究
対
象
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
変
遷
に
焦
点
を
お
き
、
つ
ぎ
の
 
 

五
期
に
分
け
て
概
観
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
期
宗
教
社
会
学
説
 
 

の
輸
入
・
紹
介
 
（
一
九
〇
〇
－
一
九
三
五
年
）
、
第
二
期
」
家
・
同
族
団
 
 

理
論
と
機
能
主
義
に
よ
る
実
証
研
究
（
一
九
三
五
一
九
六
〇
年
）
、
第
 
 

三
期
－
世
俗
化
論
と
構
造
機
能
主
義
に
よ
る
社
会
変
動
へ
の
ま
な
ぎ
し
 
 

（
一
九
六
〇
－
一
九
七
五
年
）
、
第
四
期
内
在
的
理
解
と
教
団
類
型
論
 
 

に
よ
る
新
宗
教
へ
の
ま
な
ざ
し
 
（
一
九
七
五
－
一
九
九
〇
年
）
、
お
よ
び
、
 
 

第
五
期
－
構
築
主
義
に
よ
る
宗
教
現
象
の
構
築
過
程
へ
の
ま
な
ざ
し
 
（
一
 
 

九
九
〇
二
〇
〇
〇
年
）
 
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
研
究
視
座
と
研
究
対
 
 

象
の
両
者
の
変
化
に
着
目
し
な
が
ら
、
各
時
期
の
特
徴
、
主
要
な
研
究
が
 
 

丹
念
に
レ
ビ
ュ
ー
さ
れ
て
い
る
。
本
書
全
体
に
か
か
わ
る
第
五
期
の
特
徴
 
 

と
し
て
は
、
Ⅲ
宗
教
の
脱
制
度
化
的
状
況
を
踏
ま
え
た
宗
教
の
社
会
形
態
 
 

の
変
容
を
探
っ
た
研
究
（
た
と
え
ば
、
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
1
や
ニ
ュ
ー
エ
 
 

イ
ジ
な
ど
）
 
と
、
㈲
行
為
者
の
意
味
付
与
・
解
釈
と
行
為
者
間
の
相
互
行
 
 

為
に
着
目
し
て
宗
教
現
象
の
構
築
過
程
を
記
述
・
分
析
す
る
研
究
（
構
築
 
 

主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）
、
と
い
う
相
互
に
密
接
に
か
か
わ
る
二
つ
の
動
向
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が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
 
本
書
へ
の
コ
メ
ン
ト
 
 
 

本
書
は
、
宗
教
研
究
に
対
す
る
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
共
通
テ
ー
 
 

マ
と
し
て
掲
げ
、
各
執
筆
者
が
具
体
的
な
宗
教
現
象
を
取
り
上
げ
な
が
ら
 
 

議
論
を
進
め
て
い
る
。
各
章
の
後
半
で
扱
わ
れ
た
事
例
は
、
幅
広
い
宗
教
 
 

現
象
の
多
様
な
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
お
り
、
読
者
に
現
在
進
行
形
の
宗
 
 

教
の
現
場
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
各
章
の
前
半
で
は
、
現
 
 

在
の
宗
教
社
会
学
に
お
い
て
最
も
重
要
な
研
究
課
題
の
多
く
が
レ
ビ
ュ
ー
 
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
動
向
を
鳥
撤
図
的
に
把
握
す
る
の
に
大
 
 

変
有
益
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
章
の
間
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
 
 

用
語
解
説
に
は
、
「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
「
体
験
談
」
「
世
俗
化
」
な
ど
 
 

現
代
宗
教
を
理
解
す
る
際
に
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
お
り
、
初
 
 

学
者
な
ら
ず
と
も
、
最
近
の
宗
教
研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
う
 
 

え
で
非
常
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
若
手
研
究
者
に
よ
る
き
わ
め
て
意
欲
的
な
論
集
 
 

で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
評
者
は
、
 
 

本
書
の
執
筆
者
た
ち
と
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ
り
、
ま
た
研
究
関
心
も
宗
教
研
 
 

究
全
体
か
ら
見
れ
ば
相
当
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
へ
の
期
待
 
 

が
大
き
い
分
だ
け
、
注
文
も
き
び
し
く
な
る
。
以
下
で
は
、
評
者
の
批
判
 
 

を
、
「
断
絶
」
 
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
二
つ
の
次
元
か
ら
展
開
し
て
み
た
 
 

ヽ
」
 
0
 
 
ト
∨
 
 
 

第
一
の
批
判
は
、
各
章
の
前
半
と
後
半
と
の
断
絶
に
対
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
い
ず
れ
の
革
も
前
半
が
対
象
と
な
る
分
野
の
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
 
 

1
、
後
半
が
事
例
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
紙
幅
に
お
い
て
、
理
 
 

論
的
レ
ビ
ュ
ー
と
事
例
研
究
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
事
例
に
対
す
る
分
析
 
 

が
十
分
で
な
い
も
の
や
、
な
か
に
は
歴
史
的
事
実
の
叙
述
に
終
始
し
て
い
 
 

る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
論
文
も
あ
る
。
概
し
て
、
前
半
の
先
行
研
究
の
 
 

レ
ビ
ュ
ー
が
後
半
の
事
例
研
究
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
何
 
 

を
示
す
た
め
の
事
例
研
究
な
の
か
読
ん
で
い
て
分
か
ら
な
く
な
る
章
が
少
 
 

な
く
な
か
っ
た
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
1
章
の
川
又
論
文
の
前
半
で
は
、
信
者
研
究
に
お
け
る
周
 
 

辺
的
な
信
者
へ
の
着
目
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
必
要
な
「
信
者
」
 
 

の
新
し
い
類
型
化
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
試
み
自
体
は
き
わ
め
て
重
要
 
 

な
の
だ
が
、
実
際
の
事
例
に
お
い
て
は
、
分
析
対
象
と
し
た
自
分
史
三
一
 
 

の
う
ち
、
信
者
周
辺
C
、
D
は
三
名
し
か
い
な
い
た
め
、
B
断
続
信
者
五
 
 

名
、
非
信
者
三
名
を
合
わ
せ
た
十
一
例
を
一
括
り
に
し
て
論
じ
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
信
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
関
し
て
は
、
信
者
周
辺
の
う
ち
の
 
 

一
例
の
み
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
信
者
周
辺
が
教
 
 

会
内
部
で
の
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存
在
、
あ
る
い
は
信
者
と
し
て
の
自
覚
が
薄
 
 

い
人
び
と
だ
と
す
る
な
ら
、
自
分
史
を
積
極
的
に
書
き
記
す
者
が
少
な
い
 
 

の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
収
集
の
問
題
に
も
ふ
れ
な
が
 
 

ら
、
信
者
周
辺
へ
の
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
事
例
を
示
す
こ
と
が
必
 
 

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
3
章
の
大
谷
論
文
で
は
、
社
会
運
動
 
 

諭
の
動
員
過
程
を
理
解
す
る
た
め
の
理
論
枠
と
し
て
 
「
集
合
行
為
フ
レ
ー
 
 

ム
」
概
念
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
運
動
に
参
加
す
る
人
び
と
の
相
互
行
為
や
宗
 
 

教
的
な
意
味
づ
け
に
着
目
す
る
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
 
 

半
の
事
例
に
お
い
て
は
、
指
導
者
で
あ
る
田
中
智
学
の
思
想
的
変
遷
が
中
 
 

心
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
運
動
参
加
者
の
意
味
づ
け
が
論
 
 

じ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
概
念
を
援
用
す
る
有
効
性
が
分
か
り
づ
ら
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

か
っ
た
。
ま
た
、
4
章
の
黒
崎
論
文
で
は
、
前
半
の
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
 
 

ー
で
C
M
C
研
究
の
調
査
法
に
か
か
わ
る
諸
問
題
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
 
 

る
。
し
か
し
、
前
述
の
問
題
点
が
解
消
さ
れ
る
工
夫
が
、
事
例
研
究
に
お
 
 

い
て
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
前
半
 
 

の
レ
ビ
ュ
ー
が
後
半
の
事
例
の
ど
の
よ
う
な
「
布
石
」
と
な
っ
て
い
る
の
 
 

か
判
然
と
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
6
章
の
角
田
論
文
に
お
い
 
 

て
は
、
こ
の
章
の
明
確
な
目
的
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
先
行
研
究
 
 

で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
内
容
や
後
半
の
事
例
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
も
 
 

つ
の
か
、
評
者
に
は
十
分
な
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 
 

第
二
の
批
判
は
、
各
章
間
の
断
絶
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
の
な
か
に
 
 

は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
論
文
と
し
て
は
大
変
興
味
深
い
内
容
の
章
（
た
と
え
 
 

ば
、
2
章
、
5
章
、
補
章
）
 
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
が
、
本
書
全
体
を
一
 
 

つ
の
読
み
物
と
し
て
考
え
た
場
合
、
各
章
の
つ
な
が
り
が
弱
い
、
モ
ザ
イ
 
 

ク
的
な
論
集
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
問
題
が
お
こ
る
最
大
の
 
 

理
由
は
、
「
は
じ
め
に
」
や
補
章
で
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
 
 

を
繰
り
返
し
掲
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
執
筆
者
全
員
の
共
 
 

通
テ
ー
マ
に
は
な
っ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、
構
築
主
 
 

義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
を
補
章
の
寺
田
論
文
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。
 
 
 

構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
色
は
、
宗
教
的
意
味
の
問
題
を
個
人
 
 

の
主
観
や
諸
個
人
間
の
間
主
観
に
お
い
て
立
ち
現
れ
る
問
題
と
し
て
 
 

捉
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま
た
、
諸
個
人
が
取
り
結
ぶ
相
互
行
為
過
 
 

程
か
ら
信
仰
の
場
面
は
構
築
さ
れ
、
信
者
は
他
者
と
の
関
係
に
お
い
 
 

て
社
会
的
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
、
非
実
体
論
的
で
関
係
論
的
な
 
 
 

視
点
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
信
者
の
動
機
や
体
験
談
の
表
 
 

出
は
、
信
者
の
意
味
付
与
や
解
釈
を
め
ぐ
る
相
互
行
為
の
場
面
に
帰
 
 

属
し
、
そ
の
信
者
が
属
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
し
た
が
っ
て
さ
ま
ざ
 
 

ま
な
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
持
ち
う
る
、
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
 
 

る
 
（
一
六
八
頁
）
。
 
 

こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
現
代
の
社
会
学
に
お
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
 
 

れ
て
い
る
主
題
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
と
く
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
 
 

問
わ
れ
る
べ
き
本
書
の
真
価
は
、
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
宗
教
研
究
 
 

に
応
用
し
た
模
範
例
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
 
 

て
、
宗
教
的
信
念
が
構
築
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
究
明
す
る
と
い
う
本
書
の
 
 

試
み
は
そ
れ
程
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
評
者
の
見
解
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

第
Ⅰ
部
の
川
又
論
文
に
お
い
て
、
具
体
的
な
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
紹
 
 

介
は
、
断
続
信
者
と
信
者
周
辺
の
一
例
ず
つ
の
み
で
あ
り
、
信
仰
の
構
築
 
 

過
程
の
分
析
と
し
て
は
や
や
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
づ
く
 
 

菊
池
論
文
は
、
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
へ
の
着
目
が
十
分
わ
か
る
事
例
を
示
し
 
 

た
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
菊
池
氏
も
述
べ
て
い
る
が
、
紙
 
 

幅
の
関
係
上
、
一
人
の
信
者
の
二
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
自
己
物
 
 

語
の
再
編
・
維
持
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
扱
わ
れ
た
事
例
の
詳
し
 
 

い
内
容
や
、
そ
れ
に
対
す
る
考
察
の
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
 
 

ろ
で
あ
る
。
 
 
 

宗
教
集
団
や
運
動
を
扱
う
第
H
部
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
 
「
社
会
的
 
 

に
構
築
さ
れ
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、
人
び
と
の
宗
教
的
な
意
味
づ
け
 
 

や
解
釈
に
着
目
し
、
人
び
と
が
取
り
結
ぶ
相
互
行
為
を
通
じ
て
立
ち
現
れ
 
 

る
関
係
性
に
お
い
て
分
析
す
る
」
 
（
四
頁
）
 
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
と
明
 
 

示
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
大
谷
論
文
で
は
、
田
中
智
学
の
思
想
的
展
開
 
 

が
ま
と
め
ら
れ
、
彼
の
講
演
会
に
参
加
す
る
人
び
と
の
規
模
は
言
及
さ
れ
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て
い
る
。
し
か
し
、
賛
同
者
の
宗
教
的
意
味
づ
け
と
解
釈
が
構
築
さ
れ
る
 
 

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
田
中
智
学
の
思
想
を
 
 

成
員
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
解
釈
し
、
そ
し
て
運
動
の
構
築
に
 
 

か
か
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
に
関
す
る
論
述
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
考
え
 
 

る
。
黒
崎
論
文
に
お
い
て
も
、
「
自
己
紹
介
を
め
ぐ
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
 
 

は
、
実
名
に
加
え
て
家
族
構
成
や
職
業
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
を
 
 

め
ぐ
っ
て
議
論
が
活
発
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」
 
（
一
〇
二
百
）
 
と
い
う
事
 
 

実
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
上
で
の
参
加
者
 
 

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う
信
念
の
維
持
・
変
容
を
論
 
 

じ
る
こ
と
が
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
根
幹
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
 
 

か
し
、
本
章
で
は
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
上
で
の
参
加
者
の
実
質
的
な
議
 
 

論
の
内
容
は
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
メ
ー
ル
上
で
の
や
り
と
り
へ
 
 

の
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
展
開
さ
れ
た
な
ら
ば
、
さ
ら
に
充
実
し
た
 
 

内
容
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

第
Ⅲ
部
に
お
い
て
も
同
様
に
、
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
試
み
は
十
 
 

分
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
粟
津
論
文
で
 
 

は
、
「
戦
争
に
よ
る
大
量
死
を
礫
刑
に
処
せ
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
解
釈
す
 
 

る
こ
と
は
広
く
見
ら
れ
る
」
 
（
一
二
五
頁
）
 
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
戦
没
 
 

兵
士
の
解
釈
、
死
の
意
味
付
け
は
定
型
化
し
て
い
る
」
、
あ
る
い
は
「
国
 
 

家
に
殉
じ
る
と
い
う
行
為
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
し
た
 
『
伝
統
』
 
に
お
い
て
 
 

解
釈
さ
れ
、
集
合
的
な
記
憶
と
し
て
客
体
化
さ
れ
た
」
 
（
一
二
八
頁
）
 
と
 
 

い
う
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
章
で
は
、
こ
 
 

の
よ
う
な
解
釈
が
構
築
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
は
と
く
に
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
 
 

い
。
こ
う
し
た
意
味
づ
け
が
人
び
と
の
信
念
に
実
際
に
ど
の
よ
う
に
刻
ま
 
 

れ
て
き
た
の
か
を
示
す
考
察
が
今
後
待
ち
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
角
 
 

田
論
文
に
お
い
て
は
、
世
俗
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
宗
教
的
フ
ァ
ン
ダ
メ
 
 

ン
タ
リ
ズ
ム
の
主
張
が
ま
と
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
 
 

ギ
ー
が
生
起
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
や
生
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
詳
し
 
 

く
究
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
文
脈
や
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
特
別
 
 

な
着
目
、
考
察
、
分
析
が
あ
れ
ば
、
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
示
と
 
 

い
う
本
書
の
目
的
は
よ
り
ク
リ
ア
に
達
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
各
章
を
検
討
し
て
み
る
と
、
本
書
の
ね
ら
い
と
は
裏
腹
 
 

に
、
「
構
築
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
各
執
筆
者
の
主
要
関
心
で
あ
っ
た
 
 

か
ど
う
か
定
か
で
な
い
。
実
際
、
「
構
築
」
 
の
語
が
一
度
も
使
わ
れ
て
い
 
 

な
い
革
も
複
数
あ
る
。
構
築
の
 
「
プ
ロ
セ
ス
」
 
で
は
な
く
、
構
築
さ
れ
た
 
 

「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
 
の
論
述
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
章
が
少
な
く
な
か
っ
た
 
 

よ
う
に
考
え
る
。
 
 
 

先
述
し
た
よ
う
に
、
評
者
の
研
究
対
象
や
ア
プ
ロ
ー
チ
、
お
よ
び
問
題
 
 

関
心
は
、
本
書
の
執
筆
者
と
多
く
の
点
で
共
通
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
 
 

に
対
す
る
批
判
が
き
び
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

だ
が
、
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
事
例
研
究
の
な
か
に
は
、
必
要
な
デ
ー
タ
 
 

が
な
か
な
か
収
集
で
き
ず
、
理
論
と
実
践
の
禾
離
が
生
じ
や
す
い
も
の
が
 
 

あ
る
こ
と
も
十
分
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
宗
教
研
究
に
新
た
な
 
 

ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
と
い
う
、
本
書
の
試
み
が
十
分
成
功
し
て
い
る
 
 

か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
本
書
の
出
版
に
よ
っ
て
現
代
宗
教
 
 

の
研
究
が
活
性
化
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
そ
の
貢
献
は
き
わ
め
 
 

て
大
き
い
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
 
 

0
 
 

1
 
 

1
 
 

0
 
 
 



介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

市
 
川
 
 

裕
 
 

本
書
は
、
旧
約
聖
書
研
究
者
木
田
献
一
氏
に
対
す
る
献
呈
論
文
集
で
あ
 
 

り
、
学
恩
を
受
け
た
一
五
名
の
中
堅
・
若
手
研
究
者
の
論
文
に
よ
っ
て
構
 
 

成
さ
れ
て
い
る
。
編
集
意
図
は
、
氏
の
研
究
の
中
核
で
あ
っ
た
預
言
者
研
 
 

究
を
批
判
的
に
継
承
す
る
と
い
う
明
確
な
意
図
の
も
と
に
、
学
問
的
な
貢
 
 

献
を
第
一
の
目
的
と
し
た
と
い
う
。
通
読
し
て
み
て
、
編
集
者
の
ね
ら
い
 
 

は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ
の
理
由
は
、
時
代
的
に
も
方
 
 

法
論
的
に
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
配
分
を
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
な
に
 
 

よ
り
も
各
執
筆
者
が
、
先
行
研
究
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
各
研
究
の
位
置
付
 
 

け
を
明
確
に
提
示
で
き
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
今
日
 
 

の
日
本
の
聖
書
学
と
い
う
領
域
に
お
い
て
、
聖
書
の
預
言
者
が
ど
の
よ
う
 
 

な
視
点
で
研
究
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
学
問
的
伝
統
に
由
来
す
る
も
の
 
 

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
通
覧
で
き
る
格
好
の
手
引
き
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
概
説
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
 
 
 

本
書
は
以
下
の
五
部
構
成
で
、
各
部
に
三
つ
の
論
文
を
配
置
し
て
い
る
 
 

が
、
以
下
そ
の
日
次
に
沿
っ
て
、
評
者
な
り
に
理
解
し
た
各
論
文
の
内
容
 
 

を
簡
略
に
紹
介
し
、
そ
の
後
で
、
全
体
の
内
容
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
し
 
 
 

金
井
美
彦
・
月
本
昭
男
・
山
我
哲
雄
編
 
 

『
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
者
の
思
想
的
世
界
』
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Ⅰ
 
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
の
背
景
 
 
 

宮
崎
修
二
 
「
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
と
預
言
」
 
 
 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
と
い
え
ば
一
般
に
は
王
国
時
代
に
活
躍
し
た
預
 
 

言
者
が
念
頭
に
置
か
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の
預
言
を
研
究
す
る
場
 
 

合
に
生
ず
る
問
題
点
を
整
理
し
て
検
討
を
加
え
た
の
が
、
冒
頭
の
論
文
で
 
 

あ
る
。
王
国
成
立
ま
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
史
は
、
歴
史
資
料
の
少
な
さ
と
聖
 
 

書
以
外
の
記
述
の
な
さ
が
あ
い
ま
っ
て
、
確
実
な
こ
と
が
言
い
に
く
い
と
 
 

い
う
研
究
上
の
大
き
な
制
約
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
う
え
で
、
論
者
 
 

は
、
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
の
代
表
的
預
言
者
、
デ
ポ
ラ
と
サ
ム
エ
ル
と
を
比
 
 

較
し
て
、
預
言
の
時
代
即
応
性
と
い
う
側
面
に
言
及
し
て
、
王
国
時
代
と
 
 

そ
れ
以
前
と
で
、
預
言
の
思
想
的
な
性
格
に
決
定
的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
 
 

こ
と
を
推
論
す
る
。
サ
ム
エ
ル
以
前
の
歴
史
状
況
で
は
、
の
ち
の
王
国
時
 
 

代
の
預
言
者
の
よ
う
な
、
王
の
背
信
へ
の
答
め
や
王
国
を
批
判
す
る
役
割
 
 

は
見
出
し
え
な
い
と
す
る
。
こ
の
視
点
は
次
の
論
文
と
合
わ
せ
て
論
ず
べ
 
 

き
課
題
と
な
ろ
う
。
な
お
、
結
論
部
で
、
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
に
つ
 
 

い
て
は
「
古
代
中
東
世
界
一
般
に
見
ら
れ
る
様
々
な
預
言
現
象
と
同
列
の
 
 

域
を
で
な
い
の
で
は
な
い
か
」
 
と
さ
れ
る
が
、
論
文
の
ど
こ
に
も
そ
の
説
 
 

明
と
論
証
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
 
 

た
い
と
思
う
。
 
 

ⅤⅠⅤ ⅢⅠⅠ  

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
の
背
景
 
 

預
言
者
の
宗
教
伝
統
 
 

捕
囚
前
の
預
言
 
 

捕
囚
期
の
記
述
預
言
 
 

新
約
時
代
の
預
言
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金
井
美
彦
「
イ
ス
ラ
エ
ル
初
期
預
言
者
の
本
質
」
 
 
 

こ
れ
は
第
一
論
文
と
同
じ
く
、
「
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
者
」
を
対
象
 
 

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
定
義
は
、
ア
モ
ス
に
始
ま
る
記
述
預
言
者
以
前
の
 
 

預
言
者
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
木
田
献
一
氏
の
所
論
に
依
拠
し
っ
 
 

つ
、
預
言
者
の
概
念
を
広
い
意
味
で
捉
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
上
、
民
 
 

族
全
体
に
か
か
わ
っ
て
、
古
来
の
イ
ス
ラ
エ
ル
部
族
連
合
の
伝
統
に
立
つ
 
 

人
物
と
み
な
し
た
上
で
「
初
期
預
言
者
」
 
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
 
 

し
て
、
エ
リ
ヤ
伝
承
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
第
二
論
文
で
は
相
違
点
が
 
 

論
じ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
本
論
文
で
は
、
記
述
預
言
者
と
同
じ
く
、
そ
 
 

れ
以
前
の
預
言
者
も
、
「
全
イ
ス
ラ
エ
ル
の
運
命
に
深
く
関
わ
っ
た
イ
ス
 
 

ラ
エ
ル
を
真
に
代
表
す
る
者
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
エ
リ
ヤ
 
 

が
直
面
し
た
問
題
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
伝
統
的
な
土
地
所
有
制
度
が
カ
ナ
 
 

ン
的
都
市
国
家
の
王
権
に
よ
っ
て
危
殆
に
瀕
し
た
と
き
、
そ
の
擁
護
者
と
 
 

し
て
活
動
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
エ
リ
ヤ
の
活
動
に
第
一
論
文
の
い
う
 
 

時
代
即
応
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

月
本
昭
男
「
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
預
言
と
預
言
文
学
」
 
 
 

こ
こ
で
は
、
一
転
し
て
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
預
言
と
の
比
較
研
究
の
試
み
 
 

が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
際
の
学
問
的
手
続
き
と
し
て
提
示
さ
れ
た
方
法
 
 

は
、
宗
教
現
象
と
し
て
の
預
言
と
文
学
と
し
て
の
預
言
と
を
概
念
的
に
区
 
 

分
す
る
こ
と
、
そ
し
て
文
学
類
型
と
し
て
の
預
言
文
学
の
比
較
に
よ
っ
 
 

て
、
特
徴
や
影
響
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
重
要
で
 
 

あ
る
。
そ
の
手
続
き
に
沿
っ
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
古
代
 
 

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
い
て
文
学
作
品
と
し
て
数
百
年
以
上
読
み
継
が
れ
た
 
 

「
ア
つ
ヵ
ド
語
預
言
」
文
書
で
あ
り
、
そ
れ
と
旧
約
預
言
と
の
比
較
分
析
 
 

が
行
わ
れ
、
五
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
発
展
性
の
あ
る
論
点
が
簡
潔
に
提
示
さ
 
 

れ
て
い
る
。
黙
示
文
学
的
な
類
縁
性
な
ど
、
両
文
学
に
共
通
な
諸
要
素
が
 
 

あ
り
な
が
ら
、
旧
約
の
預
言
の
も
つ
特
異
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
 
 

歴
史
に
お
け
る
「
審
判
と
救
済
」
 
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

Ⅲ
 
預
言
者
の
宗
教
伝
統
 
 
 

山
我
哲
雄
「
預
言
の
社
会
学
」
 
 
 

著
者
は
、
こ
の
主
題
に
即
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
設
定
が
行
わ
れ
、
ど
 
 

う
い
う
成
果
が
出
て
い
る
か
に
着
目
し
、
先
行
研
究
を
三
つ
の
関
心
と
方
 
 

法
に
分
け
て
丹
念
に
し
か
も
的
確
な
評
価
を
交
え
て
紹
介
し
て
い
る
。
第
 
 

一
は
、
正
典
預
言
者
が
陸
続
と
登
場
し
て
社
会
批
判
を
展
開
し
た
王
国
分
 
 

裂
時
代
の
社
会
史
的
状
況
の
研
究
、
第
二
は
、
預
言
の
社
会
批
判
に
見
ら
 
 

れ
る
共
通
性
を
規
定
し
た
と
思
わ
れ
る
預
言
者
の
規
範
な
い
し
批
判
の
規
 
 

準
で
あ
る
が
、
従
来
想
定
さ
れ
て
い
た
契
約
思
想
の
伝
統
が
実
は
こ
れ
ら
 
 

の
預
言
者
よ
り
も
後
代
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
見
方
が
有
力
と
な
っ
た
 
 

研
究
状
況
を
反
映
し
て
難
問
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
は
、
預
言
の
社
会
的
 
 

機
能
の
分
析
例
の
紹
介
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
心
と
周
縁
と
い
う
対
立
項
 
 

に
よ
る
分
類
や
預
言
者
の
呼
称
に
沿
っ
た
役
割
理
論
の
適
用
に
よ
る
分
類
 
 

に
よ
っ
て
、
預
言
者
の
役
割
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
示
す
点
で
わ
か
り
や
す
 
 

く
、
し
か
も
研
究
者
の
視
点
に
よ
っ
て
結
論
に
違
い
が
出
る
な
ど
、
興
味
 
 

深
い
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

輿
石
 
勇
「
預
言
と
祭
儀
」
 
 
 

こ
こ
で
は
、
祭
儀
が
宗
教
学
的
な
概
念
と
し
て
、
共
同
体
の
秩
序
を
成
 
 

り
立
た
せ
る
コ
ー
ド
を
創
出
し
維
持
す
る
文
化
装
置
と
し
て
理
解
さ
れ
て
 
 

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
を
全
体
性
に
お
い
て
把
握
で
き
 
 

る
試
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
預
言
者
は
二
通
り
に
理
解
で
き
る
 
 

と
し
て
、
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
連
合
の
祭
儀
に
連
な
る
祭
司
出
身
者
 
 2
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介
 
 

紆
 
 

と
 
 

評
 
書
 
 で

あ
る
と
い
う
可
能
性
（
F
・
M
・
ク
ロ
ス
説
）
 
と
、
共
同
体
秩
序
が
危
 
 

機
に
曝
さ
れ
た
と
き
に
、
契
約
祭
儀
の
回
復
に
お
い
て
仲
介
者
の
役
割
を
 
 

担
っ
た
と
い
う
可
能
性
 
（
木
田
献
一
説
）
 
が
と
も
に
示
唆
さ
れ
る
。
ま
 
 

た
、
こ
の
祭
儀
観
か
ら
す
れ
ば
、
契
約
思
想
も
申
命
記
以
後
に
限
定
す
る
 
 

必
然
性
は
な
く
な
り
、
山
我
論
文
の
第
二
点
へ
の
一
つ
の
回
答
と
も
な
り
 
 

う
る
点
で
興
味
深
い
。
な
お
、
研
究
史
概
観
に
お
い
て
、
預
言
者
研
究
を
 
 

め
ぐ
る
宗
教
史
学
派
と
神
学
の
せ
め
ぎ
合
い
の
指
摘
が
あ
り
、
西
欧
に
お
 
 

け
る
聖
書
研
究
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

北
 
博
「
「
天
上
の
会
議
」
 
の
表
象
と
預
言
者
意
識
」
 
 
 

「
天
上
の
会
議
」
と
い
う
表
象
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
カ
ナ
ン
 
 

の
宗
教
に
お
い
て
、
秩
序
を
維
持
す
る
重
要
な
決
定
の
場
と
し
て
概
念
化
 
 

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
欧
米
の
学
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
特
に
、
カ
ナ
 
 

ン
神
話
と
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
と
の
共
通
性
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
 
 

宗
教
に
お
け
る
独
特
の
変
容
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
変
容
と
は
、
歴
史
的
 
 

社
会
的
次
元
で
の
救
済
が
語
ら
れ
、
預
言
者
と
は
ま
さ
に
そ
の
会
議
の
使
 
 

者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
た
者
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
特
に
召
命
 
 

の
記
事
に
は
天
の
幻
が
現
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
天
上
の
会
議
の
表
象
 
 

で
あ
り
、
そ
こ
に
参
加
し
た
こ
と
を
も
っ
て
預
言
者
と
し
て
の
真
正
性
を
 
 

自
覚
し
た
と
す
る
。
モ
ー
セ
の
召
命
も
そ
の
中
に
含
め
て
い
る
が
、
果
た
 
 

し
て
す
べ
て
の
預
言
者
の
召
命
に
こ
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
な
の
 
 

か
。
後
期
の
正
典
預
言
者
に
時
代
を
限
定
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
 
 

う
か
。
 
 
 

Ⅲ
 
捕
囚
前
の
預
言
 
 
 

林
 
相
国
「
ア
モ
ス
に
お
け
る
社
会
批
判
と
 
「
契
約
の
書
」
」
 
 
 

ア
モ
ス
の
社
会
批
判
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
社
会
的
 
 

政
治
的
状
況
の
把
握
が
不
可
欠
と
の
認
識
か
ら
、
自
由
農
民
が
債
務
奴
隷
 
 

化
す
る
原
因
を
追
求
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
社
会
批
判
は
社
会
的
強
者
に
 
 

よ
る
下
層
の
農
民
に
対
す
る
辱
め
に
満
ち
た
残
酷
な
取
り
扱
い
に
向
け
ら
 
 

れ
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
中
の
 
「
契
約
の
書
」
と
通
称
 
 

さ
れ
る
法
規
集
が
ア
モ
ス
書
の
影
響
の
下
に
あ
る
と
す
る
大
住
雄
一
説
を
 
 

支
持
し
て
、
「
契
約
の
書
」
 
の
寄
留
者
保
護
規
定
は
、
北
イ
ス
ラ
エ
ル
が
 
 

滅
亡
し
て
政
治
難
民
が
南
王
国
に
大
量
に
流
入
し
た
以
外
に
は
想
定
で
き
 
 

る
時
代
状
況
は
な
い
と
す
る
。
 
 
 

鈴
木
佳
秀
「
ホ
セ
ア
預
言
に
お
け
る
律
法
と
裁
き
」
 
 
 

ホ
セ
ア
預
言
に
は
、
神
が
法
廷
を
設
定
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
被
告
人
と
 
 

し
て
審
判
を
下
す
と
い
う
構
成
の
預
言
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
こ
の
文
学
 
 

的
ジ
ャ
ン
ル
を
、
「
争
う
」
 
と
い
う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
動
詞
リ
ー
プ
を
使
っ
て
、
 
 

特
に
リ
ー
プ
・
パ
タ
ー
ン
と
呼
ぶ
。
著
者
は
、
ホ
セ
ア
が
な
ぜ
こ
の
形
式
 
 

で
審
判
預
言
を
表
現
し
た
の
か
、
そ
し
て
こ
の
預
言
構
成
の
意
義
は
何
で
 
 

あ
る
か
を
問
う
。
そ
の
際
著
者
は
、
こ
の
形
式
が
現
実
の
事
態
の
描
写
で
 
 

は
な
く
、
「
虚
構
」
 
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
、
「
虚
構
に
お
い
て
具
 
 

象
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
実
的
な
滅
び
の
告
知
に
お
い
て
、
そ
の
迫
 
 

真
性
に
優
れ
」
、
聞
き
手
に
不
気
味
さ
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
神
の
 
 

律
法
も
神
の
審
判
す
ら
も
自
覚
し
な
い
被
告
人
の
受
け
る
で
あ
ろ
う
無
惨
 
 

な
無
意
味
な
死
の
真
の
悲
劇
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
点
に
求
め
 
 

る
。
評
者
が
 
「
虚
構
」
 
の
意
義
を
十
分
に
理
解
し
得
た
か
心
も
と
な
い
 
 

が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ホ
セ
ア
自
身
が
預
言
を
文
学
作
 
 

品
と
し
て
か
な
り
意
図
的
に
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
な
 
 

お
、
こ
こ
で
い
う
法
廷
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
「
天
上
の
会
議
」
な
の
か
、
 
 

そ
れ
と
も
、
城
門
で
開
か
れ
る
裁
判
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

1
 
 
 

3
 
 

1
 
 

1
 
 
 



大
島
 
力
「
預
言
者
に
お
け
る
未
来
確
信
と
現
実
批
判
イ
ザ
ヤ
と
ミ
 
 

カ
の
場
合
－
一
 
 
 

と
も
に
複
雑
な
成
り
立
ち
を
も
つ
と
さ
れ
る
イ
ザ
ヤ
書
と
ミ
カ
苦
に
つ
 
 

い
て
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
全
体
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
八
世
紀
の
預
 
 

言
者
イ
ザ
ヤ
と
ミ
カ
の
預
言
の
内
容
を
標
題
に
照
ら
し
て
明
快
に
説
明
し
 
 

た
論
文
で
あ
る
。
現
実
批
判
と
し
て
は
、
預
言
の
内
容
を
、
社
会
批
判
・
 
 

祭
儀
批
判
・
対
外
政
策
批
判
・
宗
教
的
自
己
意
識
へ
の
批
判
の
四
つ
に
分
 
 

類
し
、
該
当
箇
所
を
限
定
し
て
解
説
を
施
し
た
後
、
彼
ら
の
そ
う
し
た
批
 
 

判
の
根
拠
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
未
来
確
信
を
、
H
・
1
・
ヘ
ル
ミ
ッ
ソ
ン
 
 

の
所
説
に
依
拠
し
っ
つ
論
じ
て
い
る
。
祭
儀
批
判
は
、
祭
儀
そ
の
も
の
で
 
 

は
な
く
そ
れ
を
行
う
人
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
ヘ
の
根
本
的
批
判
で
あ
る
と
す
る
 
 

点
、
伝
統
的
な
救
済
願
望
の
先
入
見
を
逆
転
さ
せ
た
神
の
審
判
の
指
摘
、
 
 

ま
た
メ
シ
ア
予
言
に
お
け
る
「
エ
ッ
サ
イ
の
切
り
株
一
に
は
否
定
に
よ
る
 
 

断
絶
が
あ
る
こ
と
の
指
摘
、
ミ
カ
に
あ
っ
て
は
救
済
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
 
 

な
く
ユ
ダ
族
の
最
も
小
さ
き
「
エ
フ
ラ
タ
の
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
」
 
に
求
め
ら
れ
 
 

て
い
る
こ
と
の
意
義
な
ど
、
示
唆
に
富
む
。
 
 
 

Ⅳ
 
捕
囚
期
の
記
述
預
言
 
 
 

深
津
谷
伸
「
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
の
傾
向
史
的
研
究
」
 
 
 

「
傾
向
史
的
一
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
に
わ
か
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
 
 

論
文
を
読
ん
で
い
く
と
、
エ
レ
ミ
ヤ
と
い
う
人
物
そ
の
も
の
を
テ
ク
ス
ト
 
 

か
ら
導
き
出
す
こ
と
の
本
来
的
な
困
難
さ
に
突
き
当
た
り
、
そ
れ
を
ど
う
 
 

克
服
す
る
か
と
い
う
問
い
に
、
著
者
が
向
き
合
っ
た
結
果
と
し
て
、
こ
の
 
 

標
題
が
考
え
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。
エ
レ
ミ
ヤ
苦
に
大
 
 

幅
な
編
集
の
手
を
加
え
た
と
さ
れ
る
申
命
記
学
派
と
は
何
で
あ
る
か
、
著
 
 

者
は
こ
れ
を
め
ぐ
る
通
説
を
い
っ
た
ん
す
べ
て
疑
っ
て
か
か
り
、
申
命
記
 
 

学
派
の
王
国
観
か
ら
検
討
し
な
お
し
て
、
彼
ら
と
エ
レ
ミ
ヤ
と
の
価
値
観
 
 

を
識
別
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
エ
レ
ミ
ヤ
を
理
解
で
き
な
か
っ
 
 

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
歴
史
家
と
し
て
エ
レ
ミ
ヤ
の
言
葉
を
忠
実
に
残
し
た
 
 

部
分
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
部
分
を
特
定
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
 
 

そ
は
北
王
国
の
預
言
者
で
あ
っ
た
ホ
セ
ア
か
ら
エ
レ
ミ
ヤ
が
受
け
て
い
る
 
 

影
響
部
分
で
あ
る
と
し
て
、
五
つ
の
鍵
と
な
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
分
析
を
通
 
 

し
て
二
人
の
預
言
者
の
思
想
を
論
じ
て
い
く
 
（
な
お
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
 
 

「
愛
す
る
」
は
げ
b
a
b
で
は
な
く
〉
a
h
a
b
で
あ
ろ
う
か
）
。
個
人
的
な
感
 
 

想
と
し
て
、
聖
書
研
究
の
推
論
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
 
 
 

樋
口
 
進
「
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
特
質
一
 
 
 

木
田
の
預
言
者
理
解
は
、
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
定
義
に
よ
る
倫
理
預
言
 
 

の
所
説
に
則
り
、
超
世
界
的
な
人
格
的
、
倫
理
的
な
神
に
召
さ
れ
啓
示
を
 
 

受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
預
言
の
特
質
と
は
、
神
の
側
の
一
方
的
な
召
 
 

命
で
あ
る
こ
と
、
啓
示
は
危
機
的
状
況
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
 
 

る
。
本
稿
は
、
こ
の
特
質
が
最
も
顕
著
に
現
れ
る
の
が
エ
ゼ
キ
エ
ル
で
あ
 
 

る
と
し
て
、
彼
が
、
幻
の
中
で
実
際
に
参
与
さ
せ
ら
れ
る
形
で
神
の
意
志
 
 

が
発
現
す
る
そ
の
場
を
体
験
す
る
三
つ
の
重
要
な
体
験
記
述
を
解
説
す
 
 

る
。
そ
の
箇
所
は
、
天
に
あ
る
神
の
玉
座
の
栄
光
 
（
第
1
章
）
、
神
の
霊
 
 

に
運
ば
れ
て
見
聞
し
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
滅
亡
 
（
第
7
章
）
、
そ
し
て
枯
れ
 
 

た
骨
の
復
活
 
（
第
3
7
章
）
 
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
に
恍
惚
状
態
や
神
の
霊
や
 
 

幻
が
頻
出
す
る
預
言
者
は
九
世
紀
の
預
言
者
以
来
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
 
 

預
言
（
者
）
の
伝
統
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
 
 

い
か
。
ま
た
、
聖
書
に
な
じ
み
の
な
い
日
本
に
お
い
て
は
、
預
言
者
が
恍
 
 

惚
状
態
に
陥
る
者
と
み
な
さ
れ
た
典
型
的
事
例
で
あ
る
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
、
 
 

精
神
病
理
学
的
分
析
に
よ
っ
て
は
幻
体
験
の
「
本
質
」
は
解
明
で
き
な
い
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介
 
 

と
 
 

許
 
否
 
 と

し
て
も
、
A
」
も
っ
て
ル
ポ
教
心
理
学
の
研
究
対
象
と
し
て
考
察
さ
れ
て
し
 
 

か
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
 
 
 

関
根
清
二
 
「
第
二
・
第
一
二
イ
ザ
ヤ
に
お
け
る
神
観
の
系
譜
」
 
 
 

こ
こ
で
は
、
匿
名
の
預
言
者
で
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
第
二
イ
ザ
ヤ
と
第
 
 

一
▲
▲
イ
ザ
ヤ
の
預
言
活
動
が
行
わ
れ
た
捕
凶
斯
か
ら
第
一
▲
神
殿
建
設
時
ま
で
 
 

を
五
つ
の
時
代
に
分
け
て
、
各
時
代
に
該
当
す
る
テ
ク
ス
ト
を
「
割
り
振
 
 

る
L
 
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
神
観
念
の
本
質
と
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
を
 
 

試
み
て
い
る
。
考
察
の
基
本
と
な
る
神
観
は
歴
史
を
司
る
神
・
愛
の
神
・
 
 

義
の
神
で
、
こ
れ
に
沿
っ
て
テ
ク
ス
ト
分
析
を
行
い
、
第
二
イ
ザ
ヤ
は
後
 
 

期
に
代
願
F
H
心
想
に
到
達
し
、
第
一
二
イ
ザ
ヤ
も
そ
の
後
期
に
 
「
謙
る
者
を
顧
 
 

み
罪
人
の
低
き
に
下
っ
て
こ
れ
を
癒
す
L
神
理
解
へ
と
到
達
し
た
と
さ
 
 

れ
、
と
も
に
後
期
に
向
か
っ
て
宗
教
的
に
成
熟
し
た
と
論
ず
る
。
こ
こ
で
 
 

は
、
「
預
言
L
な
る
も
の
が
、
神
の
道
‖
．
ハ
と
し
て
そ
の
意
志
を
几
‖
知
す
る
 
 

と
い
う
よ
り
、
時
代
に
対
応
し
た
撃
一
二
‖
者
の
思
想
表
明
で
あ
る
と
い
う
こ
 
 

と
、
そ
し
て
ハ
∴
小
数
的
な
深
ま
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
 
 

ろ
う
。
な
お
、
本
論
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
テ
ク
ス
ト
を
ど
の
 
 

時
代
に
特
定
す
る
か
と
い
う
問
題
に
は
、
テ
ク
ス
ト
の
区
切
り
方
や
思
想
 
 

内
容
の
分
析
も
関
わ
っ
て
相
当
に
緻
密
な
検
証
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
 
 

と
推
察
す
る
。
 
 
 

Ⅴ
 
新
約
時
代
の
預
言
 
 
 

高
橋
明
子
「
ク
ム
ラ
ン
の
メ
シ
ア
思
想
L
 
 
 

こ
こ
で
は
、
旧
約
の
メ
シ
ア
像
と
新
約
の
そ
れ
と
を
つ
な
ぐ
メ
シ
ア
像
 
 

が
、
死
海
文
書
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
証
し
た
論
文
で
あ
る
。
旧
約
に
お
 
 

い
て
は
、
特
に
捕
同
期
に
、
ダ
ビ
デ
の
末
裔
で
あ
る
政
治
的
指
導
者
と
ザ
 
 

ド
ク
系
大
祭
司
と
が
適
正
す
る
メ
シ
ア
待
望
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
 
 

死
海
文
吉
、
特
に
 
「
戦
い
の
吉
L
 
「
ダ
マ
ス
コ
文
吉
L
「
証
言
集
」
 
に
は
、
 
 

新
し
い
要
素
が
加
わ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
「
一
人
の
預
一
言
 
 

者
と
ア
ロ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
メ
シ
ア
た
ち
」
 
と
い
う
二
種
類
の
人
物
が
 
 

登
場
し
、
ダ
ビ
デ
的
メ
シ
ア
が
律
法
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
を
挙
げ
、
新
 
 

約
の
イ
エ
ス
に
見
ら
れ
る
預
言
者
と
律
法
の
ハ
九
成
者
と
し
て
の
メ
シ
ア
像
 
 

へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
。
評
者
の
知
る
限
り
で
は
、
ユ
ダ
 
 

ヤ
教
に
お
い
て
は
第
一
‥
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
お
け
る
よ
う
に
、
ダ
ビ
デ
的
な
 
 

メ
シ
ア
と
し
て
の
パ
ル
・
コ
ホ
バ
と
大
祭
司
エ
レ
ア
ザ
ル
と
の
連
L
u
が
旧
 
 

約
の
伝
統
の
ま
ま
隼
存
続
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
越
え
て
新
た
な
要
素
 
 

を
生
み
出
し
た
ク
ム
ラ
ン
か
ら
新
約
へ
と
メ
シ
ア
思
想
の
展
開
が
あ
る
と
 
 

す
れ
ば
興
味
深
い
。
 
 
 

佐
藤
 
研
「
預
言
者
と
し
て
の
イ
エ
ス
L
 
 
 

イ
エ
ス
を
預
一
言
者
と
見
な
す
こ
と
は
当
時
最
も
▲
般
的
で
あ
っ
た
ら
し
 
 

く
、
ま
た
聖
書
学
者
の
最
大
公
約
数
的
見
解
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
著
者
 
 

は
改
め
て
預
言
を
定
義
し
て
こ
れ
を
検
証
す
る
。
ま
ず
、
預
言
の
概
念
を
 
 

「
現
象
論
的
し
 
に
限
定
し
て
、
旧
約
の
預
言
書
か
ら
四
つ
の
構
成
要
素
を
 
 

抽
出
す
る
。
四
つ
の
要
素
と
は
、
「
啓
示
性
の
主
張
L
「
聴
衆
へ
の
働
き
か
 
 

け
L
「
終
末
論
的
時
間
感
覚
L
 
「
預
言
者
的
伝
統
の
受
容
」
 
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

を
イ
エ
ス
に
逐
一
適
川
し
て
検
証
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
要
素
を
も
▲
定
 
 

程
腔
備
え
て
い
る
と
し
て
、
イ
エ
ス
を
預
言
者
と
見
る
見
解
は
足
認
さ
れ
 
 

る
と
結
論
す
る
。
旧
約
の
正
典
的
預
言
者
の
伝
統
が
終
息
し
て
川
百
年
近
 
 

く
経
過
し
て
、
時
代
も
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
と
い
う
新
奇
な
文
化
に
よ
 
 

っ
て
強
く
影
禦
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
花
束
の
類
二
二
‖
の
鉱
脈
は
＝
・
基
本
的
に
 
 

残
存
し
た
L
 
と
著
者
は
見
な
し
て
い
る
。
な
お
、
現
象
論
的
方
法
に
つ
い
 
 

て
、
著
者
は
、
イ
エ
ス
の
終
末
到
来
の
告
知
は
偽
預
二
‖
の
そ
し
り
を
受
け
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て
も
お
か
し
く
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
預
言
者
的
あ
り
方
の
現
象
論
は
、
 
 

本
物
か
偽
物
か
の
価
値
判
断
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
 
 

も
そ
も
こ
の
立
論
で
の
預
言
の
四
つ
の
構
成
要
素
は
正
典
的
記
述
預
言
者
 
 

か
ら
の
、
即
ち
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
真
正
な
預
言
 
 

者
と
認
め
ら
れ
た
者
の
み
の
記
録
で
あ
る
点
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か
。
 
 
 

小
河
 
陽
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
預
言
」
 
 
 

初
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
、
今
ま
さ
に
聖
霊
が
働
く
終
末
の
救
い
 
 

の
時
を
生
き
て
い
る
と
い
う
意
識
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
そ
の
際
 
 

に
預
言
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
め
ぐ
っ
て
、
本
論
で
は
二
つ
の
問
題
 
 

が
論
じ
ら
れ
る
。
一
は
、
預
言
の
性
格
付
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
預
言
 
 

は
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
い
う
普
遍
教
会
に
お
い
て
使
徒
・
教
師
と
並
ぶ
役
職
 
 

だ
っ
た
が
、
聖
書
学
は
従
来
使
徒
的
権
威
の
継
承
に
の
み
関
心
を
示
し
た
 
 

た
め
預
言
研
究
は
遅
れ
た
と
さ
れ
る
。
預
言
者
と
使
徒
の
区
分
の
有
無
に
 
 

つ
い
て
意
見
が
対
立
す
る
中
で
、
著
者
は
両
者
を
概
念
的
に
区
別
す
べ
き
 
 

と
い
う
立
場
を
取
る
。
二
は
、
預
言
者
の
存
在
形
態
と
イ
エ
ス
の
言
葉
伝
 
 

承
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
プ
ル
ト
マ
ン
の
仮
説
を
徹
底
的
に
吟
味
す
る
。
 
 

プ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
福
音
書
で
イ
エ
ス
が
一
人
称
で
教
え
を
語
る
部
 
 

分
の
多
く
は
、
原
始
教
会
の
預
言
者
が
あ
た
か
も
復
活
の
キ
リ
ス
ト
が
一
 
 

人
称
で
教
え
を
語
っ
た
か
の
ご
と
く
語
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
仮
設
を
根
 
 

拠
に
し
て
、
イ
エ
ス
の
言
葉
の
真
正
性
は
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
復
活
 
 

の
主
が
一
人
称
で
語
る
例
は
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
実
証
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
 
 

当
時
、
偽
預
言
者
が
存
在
す
る
中
で
、
「
預
言
」
は
「
預
言
を
見
分
け
る
 
 

力
」
「
異
言
」
 
「
異
言
を
見
分
け
る
力
」
な
ど
と
並
ぶ
能
力
で
あ
る
こ
と
、
 
 

預
言
は
そ
の
内
容
や
預
言
者
の
振
る
舞
い
等
に
よ
っ
て
吟
味
と
識
別
が
行
 
 

わ
れ
た
こ
と
を
説
得
的
に
論
じ
て
、
プ
ル
ト
マ
ン
仮
説
の
根
拠
不
充
分
を
 
 

論
証
す
る
。
 
 

以
上
を
振
り
返
っ
て
全
体
に
つ
い
て
の
印
象
を
も
と
に
、
三
つ
の
点
に
 
 

つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
。
一
に
、
預
言
と
は
な
に
か
と
い
う
問
 
 

題
、
二
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
と
の
関
連
、
三
に
、
宗
教
学
説
史
お
よ
び
 
 

キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
の
問
題
は
、
本
書
に
お
い
て
は
M
・
ウ
ェ
ー
バ
1
の
預
言
者
論
が
 
 

共
通
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
か
に
思
え
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
妥
当
性
は
 
 

再
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
一
読
し
た
限
り
で
は
解
決
が
つ
か
な
か
 
 

っ
た
。
ウ
エ
ー
バ
ー
に
よ
る
預
言
者
理
解
の
中
心
は
、
神
の
道
具
と
し
て
 
 

の
倫
理
預
言
と
い
う
概
念
で
あ
り
、
ま
た
預
言
者
は
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
体
 
 

験
す
る
者
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
倫
理
預
言
は
、
仏
教
に
代
表
さ
 
 

れ
る
模
範
預
言
と
い
う
対
立
概
念
を
背
後
に
持
っ
て
い
る
た
め
、
使
い
方
 
 

に
注
意
を
要
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
ウ
エ
ー
バ
ー
の
世
界
宗
教
の
経
済
倫
 
 

理
の
比
較
論
を
考
慮
せ
ず
に
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
預
言
の
諸
概
念
の
み
を
 
 

使
う
と
す
れ
ば
気
に
か
か
る
問
題
が
出
て
く
る
。
 
 
 

そ
の
例
を
一
つ
だ
け
取
り
上
げ
る
。
預
言
者
が
神
の
道
具
で
あ
る
な
 
 

ら
、
憑
依
や
脱
魂
な
ど
の
現
象
と
区
別
は
な
い
か
ら
、
そ
の
道
貝
の
発
言
 
 

に
思
想
や
観
念
を
読
み
取
る
試
み
は
ど
う
し
て
可
能
な
の
か
、
あ
る
い
は
 
 

ど
う
い
う
意
義
が
あ
る
の
か
。
な
ぜ
、
申
命
記
が
否
定
す
る
よ
う
な
口
寄
 
 

せ
や
霊
媒
な
ど
も
預
言
の
範
疇
に
入
れ
な
い
で
、
正
典
預
言
者
の
み
を
対
 
 

象
と
す
る
の
か
。
そ
う
い
う
問
い
で
あ
る
。
仮
に
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
一
 
 

般
的
な
預
言
の
範
疇
が
あ
る
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
正
典
的
預
言
者
は
 
 

ど
う
い
う
点
で
そ
れ
ら
と
共
通
し
ど
こ
で
相
違
す
る
か
を
学
問
的
に
明
輝
 
 

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 
 

確
か
に
本
書
に
お
い
て
は
、
既
に
そ
の
試
み
が
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
 
 

る
。
倫
理
預
言
と
社
会
状
況
と
の
相
関
（
山
我
、
林
、
関
根
論
文
な
ど
）
、
 
 

現
象
で
は
な
く
文
学
類
型
や
「
天
上
の
会
議
」
 
の
表
象
に
お
け
る
比
較
 
 

（
月
本
、
北
論
文
）
、
現
象
論
的
な
預
言
の
特
質
の
分
析
（
佐
藤
論
文
）
 
 

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
本
格
的
に
聖
書
外
資
料
を
用
い
た
分
析
は
月
本
論
 
 

文
に
限
ら
れ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
研
究
に
最
初
か
 
 

ら
付
き
纏
う
問
題
は
、
預
言
者
が
つ
ね
に
偶
像
崇
拝
と
の
対
抗
に
お
い
て
 
 

出
現
し
、
偽
預
言
と
い
う
対
概
念
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
 
 

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
は
、
神
の
言
葉
を
語
る
こ
と
 
 

は
、
必
ず
真
の
神
か
偽
の
神
か
が
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
十
戒
に
出
て
 
 

く
る
偶
像
崇
拝
禁
止
の
戒
め
と
い
う
宗
教
意
識
と
預
言
と
は
相
即
不
離
の
 
 

関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
問
わ
ず
に
、
オ
リ
エ
ン
ト
 
 

や
カ
ナ
ン
の
 
「
一
般
的
な
」
預
言
と
い
う
現
象
と
同
列
に
お
い
て
共
通
性
 
 

や
相
違
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
コ
ン
テ
ク
ス
ト
 
 

を
広
く
取
っ
て
預
言
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
本
書
の
な
 
 

か
で
い
く
つ
か
注
目
さ
れ
る
事
柄
と
し
て
、
月
本
論
文
に
よ
る
文
学
類
型
 
 

に
限
定
し
た
比
較
や
北
論
文
の
「
天
上
の
会
議
」
 
の
表
象
の
比
較
が
学
問
 
 

的
有
効
性
を
確
保
し
ょ
う
と
試
み
て
い
る
点
、
ま
た
、
小
河
論
文
が
新
約
 
 

時
代
の
偽
預
言
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
 
 

た
、
預
言
者
の
特
質
を
道
具
性
即
ち
使
者
性
に
見
る
か
、
神
と
対
諭
す
る
 
 

仲
介
者
型
と
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
預
言
者
像
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
 
 

は
ず
で
あ
り
、
そ
こ
を
意
識
し
な
い
ま
ま
に
仲
介
者
型
に
よ
る
分
析
が
試
 
 

み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
も
の
が
あ
り
 
（
金
井
、
輿
石
、
樋
口
論
 
 

文
）
、
そ
こ
に
新
た
な
研
究
の
突
破
口
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。
 
 
 

第
二
の
問
題
は
、
捕
囚
以
後
や
新
約
時
代
を
扱
う
際
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
 
 

伝
統
と
ど
う
関
連
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
 
 

統
で
は
、
預
言
は
ハ
ガ
イ
・
ゼ
カ
リ
ヤ
・
マ
ラ
キ
で
終
息
し
た
と
さ
れ
、
 
 

捕
囚
以
後
は
、
ト
ー
ラ
ー
や
預
言
吾
の
編
纂
を
経
て
、
モ
ー
セ
を
最
大
の
 
 

預
言
者
と
見
な
す
ユ
ダ
ヤ
教
体
制
に
な
る
に
及
ん
で
、
聖
書
の
影
響
史
の
 
 

時
代
に
入
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
化
史
的
に
も
、
ペ
ル
シ
ャ
 
 

時
代
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
へ
と
全
く
新
し
い
時
代
に
突
入
し
て
い
く
。
 
 

そ
れ
と
と
も
に
、
預
言
で
は
な
く
、
黙
示
や
メ
シ
ア
あ
る
い
は
知
恵
と
い
 
 

う
概
念
が
中
心
を
占
め
、
終
末
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
預
言
者
エ
リ
 
 

ヤ
の
再
来
の
待
望
も
起
こ
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
新
約
時
代
に
お
い
て
 
 

は
、
記
述
預
言
者
よ
り
も
、
モ
ー
セ
と
エ
リ
ヤ
こ
そ
預
言
者
の
代
表
と
見
 
 

な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
モ
ー
セ
は
定
型
 
 

的
に
 
「
わ
れ
ら
の
ラ
ビ
、
モ
ー
セ
」
 
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
、
ラ
ビ
の
模
範
 
 

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
捉
え
方
は
、
預
言
者
本
来
の
性
格
と
は
異
な
 
 

る
後
代
の
解
釈
で
あ
る
と
し
て
も
、
新
約
時
代
に
お
け
る
モ
ー
セ
理
解
と
 
 

し
て
考
慮
す
べ
き
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
、
ナ
ザ
レ
の
 
 

イ
エ
ス
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
団
は
、
こ
う
し
た
場
も
考
慮
に
入
れ
て
理
解
 
 

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
視
点
と
の
関
連
で
、
月
 
 

本
論
文
が
、
預
言
の
文
学
類
型
上
、
黙
示
文
学
に
は
オ
リ
エ
ン
ト
の
そ
れ
 
 

と
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

第
三
の
問
題
は
、
宗
教
学
説
史
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
の
関
連
に
 
 

つ
い
て
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
研
究
は
、
特
に
一
九
世
紀
以
後
に
 
 

お
い
て
、
一
方
で
神
学
と
、
他
方
で
宗
教
学
と
の
協
力
と
葛
藤
の
中
で
発
 
 

展
を
遂
げ
た
学
問
分
野
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
1
 
 

が
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
語
り
、
絶
対
依
存
の
感
情
を
語
り
、
イ
エ
ス
論
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を
語
っ
て
い
る
中
に
、
相
互
交
流
の
源
流
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
 
 

た
、
オ
ッ
ト
ー
の
聖
な
る
も
の
の
概
念
も
、
聖
書
の
預
言
者
の
宗
教
体
験
 
 

の
記
述
な
く
し
て
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
も
、
宗
教
 
 

史
学
派
（
輿
石
論
文
）
、
ヘ
ル
シ
ャ
ー
の
預
言
者
論
 
（
樋
口
論
文
）
 
な
ど
、
 
 

参
考
と
す
べ
き
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ェ
ー
バ
1
の
預
言
者
論
も
 
 

適
切
に
学
説
史
上
に
位
置
付
け
る
作
業
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
か
と
も
思
 
 

う
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
し
か
し
本
書
の
目
的
と
い
う
よ
り
は
、
広
い
意
 
 

味
で
の
宗
教
学
研
究
者
全
体
の
課
題
と
す
べ
き
点
で
あ
る
。
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声
 
名
 
定
 
道
 
 
 

一
本
書
の
主
題
と
構
成
 
 
 

本
書
は
、
中
世
哲
学
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
最
近
は
医
療
現
場
 
 

に
お
け
る
哲
学
に
つ
い
て
意
欲
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
、
清
水
哲
郎
 
 

氏
が
、
自
ら
の
哲
学
す
る
こ
と
の
動
機
付
け
と
な
っ
た
パ
ウ
ロ
に
つ
い
て
 
 

論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
氏
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
的
な
パ
ウ
ロ
 
 

解
釈
を
乗
り
越
え
、
パ
ウ
ロ
自
身
の
生
の
声
を
顕
わ
に
す
る
た
め
に
、
 
 

「
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
、
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
を
読
む
よ
う
に
し
て
」
読
む
こ
 
 

と
を
試
み
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
本
書
は
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
思
想
へ
 
 

の
哲
学
的
挑
戦
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
刺
激
的
な
試
み
を
具
体
化
す
 
 

る
方
法
が
、
テ
キ
ス
ト
へ
の
言
語
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
本
書
の
書
 
 

名
に
「
言
語
哲
学
」
と
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

本
書
の
目
次
（
章
立
て
の
み
）
 
は
、
以
卜
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

ビ
ス
テ
ィ
ス
 
 
 

第
1
章
 
イ
エ
ス
の
信
 
 
 

第
2
章
 
（
デ
ィ
カ
イ
オ
ス
）
の
言
語
ゲ
ー
ム
 
 
 

第
3
章
 
イ
エ
ス
の
信
か
ら
イ
エ
ス
を
信
じ
る
信
へ
 
 
 

清
水
哲
郎
著
 
 

『
パ
ウ
ロ
の
言
語
哲
学
』
 
 

岩
波
書
店
 
二
〇
〇
一
年
二
月
七
日
刊
 
 

四
六
判
 
二
九
一
頁
 
三
二
〇
〇
円
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1
 
 

1
 
 
 



介
 
 

締
 
 

と
 
 

評
 
 

吾
 
 
 

第
4
章
 
イ
エ
ス
は
何
者
か
 
 
 

第
5
章
 
復
活
と
終
末
 
 
 

第
6
章
 
使
徒
行
伝
の
パ
ウ
ロ
像
 
 
 

第
7
章
 
ア
テ
ネ
の
パ
ウ
ロ
と
ギ
リ
シ
ア
哲
学
 
 
 

第
8
章
 
ア
ル
ケ
ー
論
と
無
か
ら
の
創
造
 
 

こ
の
よ
う
に
章
立
て
ら
れ
た
本
書
の
全
体
は
以
下
の
よ
う
な
三
部
構
成
 
 

を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の
基
本
テ
ー
ゼ
 
（
パ
ウ
ロ
が
提
示
し
 
 

よ
う
と
し
た
信
は
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
信
仰
」
 
で
は
な
か
 
 

っ
た
）
 
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
第
1
、
2
、
3
章
 
（
第
Ⅰ
部
）
、
パ
ウ
ロ
 
 

の
イ
エ
ス
理
解
の
内
容
を
論
じ
た
第
4
、
5
章
（
第
H
部
）
、
パ
ウ
ロ
以
 
 

降
の
時
代
に
パ
ウ
ロ
思
想
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
あ
る
い
は
変
質
し
 
 

た
か
を
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
の
関
係
で
論
じ
た
第
6
章
以
下
 
（
第
Ⅲ
部
）
 
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

本
書
に
関
し
て
は
、
書
名
の
曖
昧
さ
 
 
氏
自
身
繰
り
返
し
弁
明
し
て
 
 

い
る
が
 
－
 
を
は
じ
め
、
コ
メ
ン
ト
し
た
い
事
項
は
多
々
あ
る
が
、
こ
こ
 
 

で
は
、
本
書
の
内
容
を
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
概
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
 
 

い
て
、
簡
単
な
論
評
を
行
っ
て
み
た
い
。
 
 

二
 
パ
ウ
ロ
ヘ
の
言
語
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
 
 
 

本
書
で
は
パ
ウ
ロ
に
対
し
て
言
語
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
る
 
 

が
、
そ
の
内
容
は
、
大
き
く
言
っ
て
、
以
下
の
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
 
 
 

①
パ
ウ
ロ
書
簡
の
レ
ト
リ
ッ
ク
分
析
 
 
 

先
に
述
べ
た
本
書
の
基
本
テ
ー
ゼ
を
論
証
す
る
に
は
、
パ
ウ
ロ
書
簡
に
 
 

お
け
る
（
イ
エ
ス
の
ビ
ス
テ
ィ
ス
）
 
の
用
法
の
分
析
、
と
く
に
ロ
マ
書
三
 
 

章
2
1
2
6
節
に
お
け
る
「
イ
エ
ス
の
ビ
ス
テ
ィ
ス
」
 
の
属
格
の
解
釈
を
精
 
 

密
に
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
伝
統
的
解
釈
で
は
、
多
く
の
場
合
、
こ
 
 

の
属
格
は
対
象
を
示
す
属
格
と
し
て
、
つ
ま
り
、
「
イ
エ
ス
を
信
じ
る
信
 
 

仰
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
伝
統
的
解
釈
を
批
判
的
に
検
討
す
 
 

る
た
め
に
、
氏
が
ま
ず
注
目
す
る
の
が
、
パ
ウ
ロ
書
簡
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
 
 

で
も
言
う
べ
き
「
積
み
重
ね
表
現
法
」
 
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
パ
ウ
ロ
に
 
 

は
自
己
の
主
張
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
際
に
、
そ
の
主
張
全
体
を
短
い
表
 
 

現
で
ま
ず
提
示
し
、
続
い
て
同
じ
内
容
を
少
し
別
の
観
点
か
ら
表
現
し
た
 
 

も
の
を
付
加
し
、
さ
ら
に
ま
た
別
の
観
点
か
ら
表
現
し
た
も
の
を
付
加
す
 
 

る
、
と
い
う
よ
う
に
句
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
主
張
を
 
 

す
る
傾
向
が
あ
る
」
 
（
5
頁
以
下
）
 
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
こ
と
ば
を
語
 
 

り
、
そ
れ
を
聞
く
と
い
う
状
況
に
適
し
た
表
現
方
法
」
 
（
1
2
頁
）
 
と
言
わ
 
 

れ
る
。
 
 
 

こ
の
方
法
を
争
点
で
あ
る
ロ
マ
書
三
章
2
1
・
2
6
節
に
適
応
し
、
「
イ
エ
 
 

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
信
に
よ
る
」
 
（
d
l
）
 
「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
お
け
る
腰
 
 

い
に
よ
る
」
 
（
も
）
、
「
彼
の
血
に
お
け
る
信
に
よ
る
」
 
（
砧
）
 
を
一
連
の
積
 
 

み
重
ね
表
現
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
d
l
の
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
」
 
 

と
い
う
属
格
は
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
信
仰
」
と
い
う
意
味
 
 

の
対
象
を
示
す
属
格
と
し
て
で
は
な
く
、
「
イ
エ
ス
が
主
体
と
し
て
示
す
 
 

あ
り
方
と
し
て
の
信
仰
」
 
（
イ
エ
ス
が
神
に
対
し
て
と
っ
た
態
度
）
 
と
し
 
 

て
解
釈
す
る
方
が
首
尾
一
貫
す
る
。
こ
れ
が
清
水
氏
の
見
解
で
あ
る
。
 
 
 

②
新
約
聖
書
の
用
例
分
析
 
 
 

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
」
 
の
属
格
が
主
体
を
示
す
属
格
で
あ
る
と
い
 
 

う
説
を
裏
付
け
る
た
め
に
は
、
「
イ
エ
ス
の
信
」
用
例
を
網
羅
的
に
吟
味
 
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
（
2
7
－
3
4
頁
）
。
同
様
の
用
例
分
析
は
、
パ
ウ
ロ
 
 

9
 
 1
 
 

9
 
 

1
 
 

1
 
 
 



書
簡
・
擬
パ
ウ
ロ
書
簡
・
使
徒
行
伝
に
お
け
る
「
信
」
 
の
用
例
全
体
に
つ
 
 

い
て
も
な
さ
れ
る
が
 
（
9
4
1
0
5
頁
）
、
こ
う
し
た
手
法
は
、
文
献
学
的
方
 
 

法
と
し
て
標
準
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
て
裏
付
け
ら
れ
 
 

た
議
論
の
と
く
に
留
意
す
べ
き
点
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

「
（
信
仰
義
認
）
と
は
実
は
（
イ
エ
ス
の
信
に
よ
る
義
認
）
だ
っ
た
の
で
 
 

あ
り
、
（
我
々
の
信
）
は
先
行
す
る
（
イ
エ
ス
の
信
）
 
へ
と
自
ら
を
開
き
、
 
 

ま
た
そ
れ
に
招
き
出
さ
れ
て
生
じ
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
 
（
3
3
頁
）
、
 
 

「
語
り
か
け
る
者
に
対
し
、
聴
く
者
と
し
て
自
己
を
開
い
て
い
る
こ
と
こ
 
 

そ
 
（
ヒ
エ
バ
コ
エ
ー
）
 
で
あ
る
」
 
（
3
5
頁
）
、
「
（
ビ
ス
テ
ィ
ス
）
 
は
、
・
 
 

或
る
人
に
お
い
て
動
詞
（
ビ
ス
テ
ウ
ェ
イ
ン
）
が
言
わ
れ
る
際
に
、
そ
の
 
 

個
別
の
態
度
の
現
わ
れ
が
そ
こ
に
由
来
す
る
根
拠
と
し
て
の
、
そ
の
人
の
 
 

在
り
様
に
関
わ
る
語
で
あ
る
」
 
（
3
7
頁
）
。
 
 
 

③
パ
ウ
ロ
の
言
語
ゲ
ー
ム
 
 
 

以
上
の
方
法
論
は
、
そ
れ
自
体
取
り
立
て
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
 
 

大
学
で
の
聖
書
学
や
教
父
学
の
演
習
で
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
ウ
ロ
の
言
語
ゲ
ー
ム
論
に
よ
る
分
析
 
－
 
こ
 
 

と
ば
と
振
舞
い
の
や
り
と
り
の
中
で
、
こ
と
ば
の
意
味
な
い
し
用
法
が
決
 
 

ま
る
と
い
う
こ
と
 
－
 
は
、
分
析
哲
学
系
の
二
一
一
呈
肥
哲
学
を
聖
害
テ
キ
ス
ト
 
 

に
適
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
口
本
の
聖
書
研
究
で
は
め
ず
ら
し
い
試
み
と
 
 

い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
英
語
圏
に
お
け
る
聖
書
学
や
宗
教
言
語
論
で
は
、
 
 

だ
し
い
』
 
「
よ
い
』
 
の
意
味
を
言
語
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
占
め
る
位
置
か
ら
 
 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
語
ゲ
ー
ム
論
の
応
用
も
、
そ
れ
自
体
は
か
 
 

な
り
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
氏
の
独
自
性
は
、
パ
ウ
ロ
に
お
け
る
「
神
 
 

の
義
＝
デ
ィ
カ
イ
オ
シ
ュ
ネ
ー
・
テ
ウ
ー
」
 
の
意
味
を
言
語
ゲ
ー
ム
論
に
 
 

よ
っ
て
分
析
す
る
際
に
、
そ
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
「
日
本
語
の
 
『
た
 
 

分
析
」
し
、
「
非
記
述
的
な
 
『
よ
い
』
、
も
と
も
と
記
述
的
な
 
『
た
だ
し
 
 

い
』
 
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
」
 
（
4
9
頁
）
 
を
取
り
出
し
た
上
で
、
パ
ウ
 
 

ロ
の
 
「
神
の
義
」
 
の
解
釈
を
試
み
て
い
る
点
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

詳
細
は
、
氏
の
議
論
を
実
際
に
辿
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
 
 

は
、
「
神
の
義
」
を
言
語
ゲ
ー
ム
論
に
よ
っ
て
分
析
し
て
得
ら
れ
た
結
論
 
 

を
中
心
に
説
明
し
て
み
た
い
。
氏
は
、
「
神
の
義
」
 
の
意
味
を
理
解
す
る
 
 

為
に
、
命
令
ゲ
ー
ム
と
約
束
ゲ
ー
ム
と
い
う
二
つ
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
対
比
 
 

さ
せ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
命
令
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
「
正
し
い
・
よ
し
」
 
は
、
ゲ
ー
ム
の
仕
 
 

掛
け
手
（
＝
S
、
神
）
 
の
な
す
命
令
（
律
法
）
 
を
受
け
手
 
（
＝
R
、
人
 
 

間
）
 
が
実
行
す
る
と
き
、
仕
掛
け
手
は
受
け
手
に
 
「
正
し
い
・
よ
し
」
 
と
 
 

宣
言
す
る
、
と
い
う
仕
方
で
確
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
こ
の
ゲ
ー
ム
は
 
 

〔
命
令
－
命
令
を
実
行
す
る
行
為
デ
ィ
カ
イ
オ
ス
と
宣
言
（
＝
デ
ィ
カ
 
 

イ
オ
シ
ュ
ネ
ー
）
〕
 
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
進
む
」
 
（
6
7
頁
）
 
の
で
あ
る
。
こ
 
 

れ
に
対
し
て
、
「
約
束
に
始
ま
る
ゲ
ー
ム
」
 
で
は
、
「
正
し
い
・
よ
し
」
 
の
 
 

判
定
は
別
の
仕
方
で
行
わ
れ
る
。
「
そ
も
そ
も
約
束
は
、
R
が
そ
れ
を
信
 
 

じ
る
と
い
う
仕
方
で
受
け
と
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
な
さ
れ
る
言
語
行
 
 

為
」
 
（
6
8
頁
）
 
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
書
で
は
実
例
と
し
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
 
 

契
約
に
お
け
る
神
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
の
対
話
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
 
 

合
の
 
「
正
し
い
・
よ
し
」
 
は
、
神
が
約
束
を
発
話
し
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
そ
 
 

れ
を
信
じ
る
と
い
う
対
話
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
神
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
の
対
 
 

話
を
ひ
と
ま
ず
終
え
る
合
図
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

「
デ
ィ
カ
イ
オ
ス
は
、
約
束
ゲ
ー
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
一
般
に
、
そ
も
そ
 
 

も
（
信
じ
る
）
と
い
う
仕
方
で
こ
と
ば
の
や
り
と
り
を
す
る
人
に
つ
い
て
 
 

い
わ
れ
る
語
」
 
で
あ
り
、
「
（
デ
ィ
カ
オ
ス
）
 
と
は
、
人
格
的
存
在
が
相
互
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

に
交
流
す
る
際
…
に
、
ビ
ス
テ
ィ
ス
を
も
っ
て
誠
実
に
こ
と
ば
の
や
り
と
 
 

り
を
す
る
者
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
 
（
6
9
－
7
0
 
 

頁
）
。
 
 
 
こ
れ
が
、
氏
の
解
す
る
パ
ウ
ロ
の
信
仰
義
認
論
の
真
意
で
あ
り
、
こ
の
 
 

約
束
ゲ
ー
ム
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
真
の
デ
ィ
カ
イ
オ
ス
が
 
「
イ
エ
ス
の
 
 

ビ
ス
テ
ィ
ス
」
 
（
イ
エ
ス
が
主
体
と
し
て
神
に
対
し
て
と
っ
た
態
度
）
 
に
 
 

お
い
て
提
示
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
は
重
要
で
あ
る
。
 
 

こ
う
し
て
、
「
イ
エ
ス
の
ビ
ス
テ
ィ
ス
」
 
の
分
析
は
信
仰
義
認
論
と
有
機
 
 

的
に
結
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
、
信
徒
た
ち
は
、
「
そ
の
 
 

イ
エ
ス
の
信
に
倣
い
」
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
方
向
で
信
を
抱
く
こ
と
に
お
 
 

い
て
、
デ
ィ
カ
イ
オ
ス
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
 
 

来
、
約
束
ゲ
ー
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
「
神
の
義
」
が
命
令
ゲ
ー
ム
 
 

と
し
て
誤
解
さ
れ
る
と
き
、
（
デ
ィ
カ
イ
オ
ス
）
は
命
令
を
実
行
す
る
こ
 
 

と
に
対
す
る
誉
め
こ
と
ば
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
パ
ウ
ロ
の
言
う
「
信
に
よ
 
 

る
義
」
 
（
信
仰
義
認
論
）
 
は
、
命
令
ゲ
ー
ム
的
な
「
行
為
に
よ
る
義
」
と
 
 

誤
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
イ
エ
ス
の
ビ
ス
テ
ィ
ス
」
を
め
ぐ
る
分
析
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
 
 

ら
れ
る
 
（
川
頁
）
。
 
 
 

（
1
）
 
パ
ウ
ロ
自
身
は
「
イ
エ
ス
を
信
じ
る
」
 
こ
と
を
主
張
も
勧
告
も
 
 

し
て
い
な
い
。
 
 
 

（
2
）
 
パ
ウ
ロ
の
弟
子
た
ち
も
初
め
は
、
パ
ウ
ロ
の
考
え
と
ほ
ぼ
同
様
 
 

の
理
解
を
し
て
い
た
。
だ
が
時
代
が
下
る
に
つ
れ
イ
エ
ス
・
キ
リ
 
 

ス
ト
が
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
そ
れ
が
パ
ウ
 
 

ロ
の
考
え
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

（
3
）
使
徒
行
伝
は
、
パ
ウ
ロ
が
は
じ
め
か
ら
「
イ
エ
ス
を
信
じ
な
さ
 
 

い
」
と
伝
道
し
て
い
た
と
い
う
理
解
を
記
し
て
い
る
。
 
 
 

氏
の
議
論
に
は
、
個
々
の
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
に
関
し
て
聖
書
学
的
に
疑
 
 

問
な
箇
所
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
は
別
に
、
次
の
二
点
を
 
 

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

1
 
清
水
氏
は
、
第
3
章
の
お
わ
り
で
、
パ
ウ
ロ
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
枠
内
 
 

に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
会
が
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
差
 
 

異
を
明
確
化
し
、
独
自
性
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
戦
 
 

争
後
に
ユ
ダ
ヤ
教
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
宗
教
改
革
（
ユ
ダ
ヤ
教
の
純
粋
 
 

性
の
回
復
を
め
ざ
す
）
 
に
よ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
 
 

っ
て
で
あ
る
、
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
 
（
1
0
6
－
1
1
0
頁
）
。
確
か
に
、
ユ
 
 

ダ
ヤ
戦
争
後
の
キ
リ
ス
ト
教
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
か
ら
の
排
除
の
意
義
に
つ
い
 
 

て
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
パ
 
 

ウ
ロ
が
ユ
ダ
ヤ
教
内
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
認
識
は
、
パ
ウ
ロ
の
信
仰
義
 
 

認
論
が
 
「
律
法
と
切
り
離
さ
れ
た
」
神
の
義
で
あ
る
と
の
、
清
水
氏
の
言
 
 

語
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
帰
結
と
果
た
し
て
整
合
す
る
の
で
あ
ろ
う
 
 

か
。
あ
る
い
は
、
律
法
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
神
の
義
と
い
う
思
想
は
、
ユ
 
 

ダ
ヤ
教
の
枠
内
で
説
明
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
氏
も
参
照
す
る
 
 

バ
ー
ト
ン
・
マ
ッ
ク
の
言
う
よ
う
に
、
パ
ウ
ロ
は
イ
エ
ス
の
追
従
者
た
ち
 
 

の
キ
リ
ス
ト
神
話
（
起
源
神
話
）
 
を
ユ
ダ
ヤ
教
の
叙
事
詩
の
中
に
組
み
入
 
 

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
神
話
に
基
づ
く
神
学
を
構
築
し
た
、
つ
 
 

ま
り
、
パ
ウ
ロ
は
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
教
の
発
端
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
 
 

が
、
氏
の
信
仰
義
認
論
解
釈
と
よ
り
整
合
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

も
ち
ろ
ん
、
氏
に
よ
れ
ば
パ
ウ
ロ
以
後
、
キ
リ
ス
ト
教
会
は
急
速
に
パ
ウ
 
 

ロ
の
信
仰
義
認
論
の
真
意
を
忘
却
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
が
。
 
 
 

2
 
清
水
氏
の
議
論
の
強
調
点
の
一
つ
は
、
「
イ
エ
ス
の
信
」
と
「
イ
 
 1

 
 
 

2
 
 
 

1
 
 
 

1
 
 2
 
 

1
 
 
 



エ
ス
へ
の
信
」
 
の
峻
別
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
次
に
検
討
す
る
パ
ウ
ロ
の
イ
 
 

エ
ス
理
解
の
内
容
 
（
神
の
子
と
子
な
る
神
と
の
区
別
）
 
に
関
わ
る
問
題
で
 
 

あ
る
。
こ
の
両
者
が
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
前
者
が
後
者
 
 

に
対
し
て
根
本
的
で
あ
る
こ
と
は
、
氏
が
説
得
的
に
示
す
と
お
り
で
あ
ろ
 
 

う
。
そ
の
上
で
問
い
た
い
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
宗
教
経
験
の
現
実
の
 
 

場
に
お
い
て
、
「
イ
エ
ス
の
信
」
は
「
イ
エ
ス
ヘ
の
信
」
 
へ
と
展
開
し
、
 
 

あ
る
い
は
「
イ
エ
ス
へ
の
信
」
 
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
と
言
え
な
い
の
で
 
 

あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
イ
エ
ス
の
信
」
 
と
 
「
イ
エ
ス
へ
の
信
」
 
と
は
、
 
 

パ
ウ
ロ
書
簡
に
お
い
て
も
、
単
純
な
二
者
択
一
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
 
 

な
い
か
。
確
か
に
、
「
イ
エ
ス
の
ビ
ス
テ
ィ
ス
」
 
は
、
「
イ
エ
ス
を
神
と
し
 
 

て
信
じ
る
」
 
と
い
う
意
味
で
の
 
「
イ
エ
ス
ヘ
の
信
」
 
で
は
な
い
と
し
て
 
 

も
、
そ
れ
が
 
「
イ
エ
ス
に
対
す
る
人
格
的
信
頼
と
し
て
の
ビ
ス
テ
ィ
ス
」
 
 

と
不
可
分
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
、
パ
ウ
ロ
以
降
、
「
イ
エ
ス
の
信
」
 
 

が
「
イ
エ
ス
ヘ
の
信
」
 
へ
と
変
質
で
き
た
こ
と
自
体
説
明
不
可
能
で
あ
ろ
 
 

う
。
氏
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
複
雑
な
事
態
を
単
純
化
し
て
い
る
と
の
印
 
 

象
を
受
け
る
。
問
題
は
 
「
イ
エ
ス
の
信
」
が
そ
の
論
理
的
あ
る
い
は
心
理
 
 

的
可
能
性
と
し
て
、
「
イ
エ
ス
ヘ
の
信
」
を
内
包
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
 
 

パ
ウ
ロ
自
身
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
信
は
ほ
ん
と
う
に
二
者
択
一
的
に
 
 

峻
別
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
パ
ウ
ロ
に
と
 
 

っ
て
イ
エ
ス
は
誰
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
議
論
へ
と
展
開
さ
れ
ざ
る
を
得
 
 

な
い
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
、
イ
エ
ス
と
は
誰
か
 
 
 

こ
れ
ま
で
見
た
清
水
氏
の
議
論
は
、
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
イ
エ
ス
は
ヤ
ハ
 
 

ウ
ェ
と
並
ぶ
信
仰
対
象
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
 
 

た
。
で
は
、
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
イ
エ
ス
と
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
 
 

対
す
る
清
水
氏
の
見
解
は
、
き
わ
め
て
明
瞭
か
つ
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

「
そ
れ
 
（
主
な
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
を
呼
び
求
め
る
者
は
救
わ
 
 

れ
る
こ
と
。
書
評
者
補
足
）
 
は
決
し
て
イ
エ
ス
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
で
あ
る
か
ら
 
 

で
は
な
く
、
も
ろ
も
ろ
の
存
在
者
と
の
関
係
に
お
け
る
、
従
っ
て
人
間
と
 
 

の
関
係
に
お
け
る
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
＝
神
の
立
場
・
地
位
に
神
に
よ
っ
て
就
け
 
 

ら
れ
た
者
（
神
の
主
権
の
代
理
者
）
 
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
」
 
（
銅
頁
）
。
 
 
 

こ
の
点
を
説
明
す
る
た
め
に
、
氏
は
、
パ
ウ
ロ
の
創
世
記
一
章
2
7
節
の
 
 

解
釈
の
分
析
（
二
段
階
創
造
説
）
、
そ
し
て
パ
ウ
ロ
と
同
時
代
の
フ
ィ
ロ
 
 

ン
の
創
造
説
解
釈
と
の
比
較
を
試
み
る
。
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
結
論
 
 

は
、
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
イ
エ
ス
は
「
神
の
エ
イ
コ
ー
ン
」
「
神
の
子
」
で
 
 

あ
っ
た
、
し
か
し
、
「
神
の
子
」
は
、
「
子
な
る
神
」
 
と
は
、
直
ち
に
は
言
 
 

え
な
い
、
つ
ま
り
、
パ
ウ
ロ
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
、
イ
エ
ス
、
人
間
を
、
神
、
 
 

神
の
エ
イ
コ
ー
ン
、
エ
イ
コ
ー
ン
の
エ
イ
コ
ー
ン
と
い
う
階
層
的
な
区
別
 
 

に
よ
っ
て
捉
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
先
の
 
 

「
イ
エ
ス
の
（
ビ
ス
テ
ィ
ス
）
」
 
の
議
論
と
合
致
し
て
お
り
、
人
間
（
あ
 
 

る
い
は
理
性
）
 
は
神
の
エ
イ
コ
ー
ン
（
像
）
で
あ
る
と
す
る
通
俗
的
で
や
や
 
 

粗
雑
な
理
解
を
訂
正
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
神
の
エ
イ
コ
ー
ン
と
し
て
の
イ
エ
ス
理
解
は
、
時
間
軸
に
お
 
 

い
て
見
れ
ば
、
終
末
論
の
問
題
と
な
る
 
（
終
末
＝
新
し
い
創
造
・
創
造
の
 
 

完
成
）
。
こ
れ
は
、
パ
ウ
ロ
が
イ
エ
ス
の
復
活
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
 
 

い
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
他
な
ら
な
い
。
氏
の
議
論
は
こ
こ
で
も
明
瞭
 
 

で
あ
る
。
「
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
は
、
キ
リ
ス
 
 

ト
が
万
物
の
主
と
し
て
現
に
君
臨
す
る
終
末
の
到
来
の
第
一
歩
で
あ
り
、
 
 

本
格
的
な
終
末
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
、
と
 
（
1
3
9
頁
）
。
こ
の
場
 
 

2
 
 

2
 
 

2
 
 2
 
 
 



介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

合
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
と
信
仰
者
と
の
関
係
は
、
終
末
の
先
取
り
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
「
未
来
に
お
け
る
終
末
が
、
現
在
に
遡
っ
て
効
果
 
 

を
発
揮
し
、
キ
リ
ス
ト
者
を
変
え
始
め
て
い
る
、
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
 
 

現
在
の
生
き
方
を
方
向
づ
け
て
い
る
」
 
（
1
6
0
頁
）
 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
、
氏
が
パ
ウ
ロ
の
終
末
理
解
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
形
で
、
 
 

「
も
は
や
未
来
の
終
末
は
…
理
論
的
に
は
余
計
な
も
の
」
 
（
1
6
1
頁
）
 
と
述
 
 

べ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
連
関
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
 
 

は
、
氏
自
身
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
プ
ル
ト
マ
ン
と
そ
の
弟
子
た
ち
 
 

（
プ
ル
ト
マ
ン
学
派
）
 
の
思
想
で
あ
る
。
氏
は
、
注
で
バ
ル
ト
に
批
判
的
 
 

に
言
及
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
氏
が
本
格
的
に
取
り
組
む
べ
き
相
手
 
 

は
、
プ
ル
ト
マ
ン
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
プ
ル
ト
マ
ン
の
実
存
 
 

論
的
解
釈
に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の
終
末
論
は
、
ま
さ
に
黙
示
文
学
的
な
未
来
 
 

的
あ
る
い
は
宇
宙
論
的
終
末
論
を
払
拭
し
、
神
の
語
り
か
け
 
（
こ
と
ば
の
 
 

出
来
事
）
 
に
直
面
し
た
現
在
の
決
断
に
集
中
し
て
い
る
。
「
全
世
界
は
今
 
 

や
復
活
の
イ
エ
ス
を
主
し
て
受
け
容
れ
る
か
ど
う
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
 
 

い
る
」
、
「
現
在
人
間
が
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
」
 
（
2
3
8
2
3
9
頁
）
 
と
の
議
 
 

論
は
、
プ
ル
ト
マ
ン
の
も
の
と
い
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
違
和
感
が
な
い
で
 
 

あ
ろ
う
。
先
に
見
た
言
語
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
方
法
論
こ
そ
違
え
、
パ
 
 

ウ
ロ
の
信
仰
理
解
や
終
末
理
解
に
関
し
て
、
清
水
氏
は
ブ
ル
ト
マ
ン
学
派
 
 

（
フ
ッ
ク
ス
、
エ
ー
ベ
リ
ン
グ
、
ユ
ン
ゲ
ル
ら
）
 
と
多
く
の
も
の
を
共
有
 
 

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

四
 
ポ
ス
ト
・
パ
ウ
ロ
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
 
 
 

第
Ⅲ
部
で
、
清
水
氏
は
ポ
ス
ト
・
パ
ウ
ロ
時
代
へ
と
議
論
を
展
開
し
て
 
 

ゆ
く
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
第
6
章
で
は
、
使
徒
行
伝
（
ル
カ
福
音
書
を
 
 

含
め
て
）
 
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
点
が
確
認
さ
れ
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
使
徒
行
伝
は
、
「
パ
ウ
ロ
を
 
『
神
の
子
』
 
と
言
い
始
め
 
 

た
人
と
し
て
描
い
て
い
る
（
1
9
9
頁
）
、
ま
た
「
使
徒
行
伝
は
ベ
ト
ロ
に
対
 
 

す
る
パ
ウ
ロ
の
理
論
面
に
お
け
る
優
位
を
認
め
」
 
つ
つ
、
「
両
者
を
折
り
 
 

合
わ
せ
、
著
者
の
時
代
の
教
会
内
を
ま
と
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
」
 
 

（
2
0
1
頁
）
。
 
 
 

こ
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
第
7
、
8
章
で
は
、
こ
う
し
た
使
徒
行
伝
 
 

な
ど
の
パ
ウ
ロ
以
降
の
思
想
展
開
が
、
そ
の
後
の
西
洋
思
想
に
決
定
的
な
 
 

影
響
を
及
ば
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ア
テ
ネ
に
お
け
 
 

る
パ
ウ
ロ
の
演
説
こ
そ
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
後
の
ギ
リ
シ
ア
教
父
の
し
 
 

て
い
る
こ
と
の
、
さ
ら
に
は
中
世
哲
学
と
い
う
営
み
の
枠
を
決
め
る
こ
と
 
 

に
な
っ
た
（
2
0
5
頁
）
、
と
。
 
 
 

第
7
章
で
は
、
使
徒
行
伝
が
叙
述
す
る
ア
テ
ネ
に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の
演
 
 

説
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
宗
教
 
（
神
と
取
引
し
よ
う
と
す
る
宗
教
的
姿
勢
）
 
 

へ
の
批
判
を
介
し
て
、
神
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
る
「
探
 
 

求
」
的
態
度
を
勧
め
て
い
る
こ
と
 
（
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
ソ
ク
ラ
 
 

テ
ス
像
と
一
致
）
 
が
、
ま
た
、
第
8
章
で
は
、
こ
う
し
た
ギ
リ
シ
ア
思
想
 
 

と
の
関
わ
り
が
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
け
る
ア
ル
ケ
ー
の
問
い
に
応
答
す
 
 

る
営
み
の
中
で
、
「
無
か
ら
の
創
造
」
論
に
至
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
 
 

う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
展
開
に
対
す
る
清
水
氏
の
評
価
は
、
氏
の
理
 
 

解
に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の
信
仰
義
認
論
が
、
「
思
想
と
し
て
は
死
ん
で
し
ま
 
 

っ
た
」
、
「
棚
上
げ
さ
れ
た
感
が
あ
る
」
 
（
2
4
3
頁
）
 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

お
そ
ら
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
で
は
、
三
位
一
体
論
の
成
立
と
は
 
 

何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
、
非
パ
ウ
ロ
的
な
パ
ウ
ロ
か
ら
の
思
想
的
逸
 
 

脱
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
パ
ウ
ロ
は
い
か
に
偉
大
で
あ
っ
 
 

3
 
 2
 
 

3
 
 

2
 
 

1
 
 
 



て
も
、
後
の
思
想
展
開
か
ら
見
る
と
き
、
ま
だ
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
言
う
 
 

べ
き
な
の
か
、
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

以
上
見
た
清
水
氏
の
パ
ウ
ロ
解
釈
は
、
個
々
の
問
題
点
は
別
に
し
て
、
 
 

パ
ウ
ロ
か
ら
初
期
キ
リ
ス
ト
教
や
教
父
ま
で
の
思
想
史
を
見
通
し
た
説
得
 
 

的
な
論
究
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
 
 

新
約
聖
書
学
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
研
究
全
体
に
対
す
る
刺
 
 

激
的
な
問
題
捏
起
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
産
的
な
対
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
 
 

と
を
期
待
し
た
い
。
 
 

4
 
 2
 
 

1
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丙
 
谷
 
幸
 
介
 
 

本
書
読
後
の
評
者
の
感
想
は
、
キ
リ
ス
ト
教
界
内
外
の
方
々
に
ぜ
ひ
入
 
 

手
し
読
ん
で
頂
き
た
い
、
ま
た
そ
れ
に
値
す
る
著
作
で
あ
る
、
と
い
う
こ
 
 

と
で
あ
る
。
 
 
 

主
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
 
「
政
治
神
学
」
 
と
い
う
こ
と
で
著
者
が
 
 

意
味
し
て
い
る
の
は
、
広
義
の
「
政
治
と
神
学
の
関
係
」
 
（
一
一
頁
。
以
 
 

下
、
「
頁
」
 
は
略
す
）
 
の
議
論
で
あ
る
。
口
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
 
 

と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
宗
教
と
政
治
の
関
係
と
い
う
問
題
 
 

に
つ
い
て
、
一
つ
の
明
確
な
学
問
的
主
張
を
呈
示
し
て
み
る
と
い
う
の
 
 

が
、
本
書
に
お
け
る
著
者
の
企
図
で
あ
る
。
そ
の
際
の
最
大
の
論
点
は
、
 
 

宗
教
と
政
治
と
の
関
係
の
見
方
に
は
 
「
明
ら
か
に
大
き
く
わ
け
て
二
つ
の
 
 

類
型
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
 
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
西
洋
 
 

史
に
お
け
る
 
「
教
会
と
国
家
と
の
関
係
」
 
（
一
一
）
 
の
視
点
か
ら
、
古
代
 
 

か
ら
中
世
ま
で
存
在
し
た
 
（
わ
が
国
流
に
表
現
す
れ
ば
い
わ
ゆ
る
）
 
「
政
 
 

教
一
致
」
を
支
え
る
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
メ
ス
体
制
に
お
け
る
、
あ
る
い
 
 

は
そ
の
残
像
に
お
け
る
政
治
神
学
」
「
タ
イ
プ
A
」
と
、
一
七
世
紀
以
降
 
 

発
生
し
た
「
政
教
分
離
」
を
掲
げ
る
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
ア
ン
 
 
 

深
井
智
朗
著
 
 

『
政
治
神
学
再
考
 
 

－
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
課
題
と
し
て
の
政
治
神
学
－
』
 
皿
 
 

聖
学
院
大
学
出
版
会
 
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
六
口
刊
 
 

四
六
判
 
二
四
一
貫
 
二
六
〇
〇
円
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
展
開
に
お
け
る
政
治
神
学
」
 
「
タ
イ
プ
B
」
 
と
呼
び
う
 
 

る
 
（
一
九
）
、
そ
し
て
自
ら
は
こ
の
後
者
に
立
ち
そ
の
妥
当
性
を
論
証
し
 
 

訴
え
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
単
純
明
快
化
さ
れ
た
、
し
か
 
 

も
強
い
ア
ピ
ー
ル
を
含
ん
だ
、
宗
教
と
政
治
の
見
方
に
関
す
る
類
型
論
的
 
 

主
張
に
よ
っ
て
、
読
者
は
、
私
の
立
場
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
い
っ
た
い
ど
ち
 
 

ら
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
私
の
傾
き
は
ど
ち
ら
に
あ
る
か
、
と
い
 
 

う
問
い
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

著
者
の
立
場
は
明
瞭
す
ぎ
る
ほ
ど
明
瞭
で
あ
っ
て
、
「
近
代
デ
モ
ク
ラ
 
 

シ
ー
や
人
権
の
思
想
、
自
由
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
憲
法
に
お
け
る
教
会
 
 

と
国
家
の
分
離
の
条
項
、
自
由
結
社
の
思
想
に
基
づ
く
近
年
の
議
論
等
、
 
 

近
代
以
後
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
文
化
価
値
に
基
本
 
 

的
な
と
こ
ろ
で
規
定
さ
れ
て
」
 
お
り
、
国
家
と
宗
教
の
分
離
原
則
を
明
白
 
 

に
憲
法
に
取
り
込
ん
だ
戦
後
の
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
「
そ
こ
に
 
 

存
在
し
て
い
る
の
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
も
の
に
構
造
的
に
依
存
 
 

し
、
規
定
さ
れ
た
社
会
」
 
で
あ
り
 
（
二
一
四
）
、
し
か
も
こ
の
社
会
が
 
 

「
そ
の
背
後
に
あ
る
精
神
を
合
わ
せ
て
移
入
す
る
こ
と
な
く
」
 
（
一
八
 
 

四
）
、
さ
ら
に
 
「
そ
の
こ
と
に
無
自
覚
で
、
そ
の
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
 
 

を
制
度
と
し
て
用
い
て
し
ま
っ
て
い
る
」
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
「
よ
り
よ
く
 
 

用
い
る
た
め
に
も
」
 
（
一
八
六
）
、
こ
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
的
深
 
 

層
構
造
を
 
〔
日
本
〕
社
会
に
対
し
て
弁
証
（
ア
ポ
ロ
ゲ
テ
ィ
ー
ク
）
 
し
、
 
 

ま
た
 
〔
日
本
の
〕
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
そ
れ
自
体
に
そ
の
よ
う
な
自
 
 

ら
の
伝
統
を
認
識
さ
せ
る
」
 
二
八
五
。
傍
点
評
者
付
加
）
 
こ
と
を
自
身
 
 

の
課
題
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
本
書
の
使
信
の
宛
先
は
一
方
で
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
 
 

あ
り
、
同
時
に
他
方
で
他
の
立
場
の
宗
教
者
や
宗
教
研
究
者
、
少
な
く
と
 
 

も
宗
教
を
関
心
の
視
野
に
と
ら
え
な
が
ら
日
本
社
会
を
理
解
し
よ
う
と
し
 
 

て
い
る
向
き
の
す
べ
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
 
 

外
の
方
々
に
本
書
が
提
示
す
る
の
は
、
一
般
化
し
て
言
え
ば
宗
教
と
国
 
 

家
・
政
治
・
社
会
の
関
係
に
関
す
る
、
よ
り
分
節
化
す
れ
ば
た
と
え
ば
プ
 
 

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
1
と
の
関
係
と
い
っ
た
論
題
を
含
 
 

む
宗
教
と
近
代
社
会
の
関
係
に
関
す
る
、
現
代
日
本
の
新
鋭
の
プ
ロ
テ
ス
 
 

タ
ン
ト
神
学
者
に
よ
る
信
頼
の
置
け
る
認
識
に
基
づ
い
た
主
張
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
。
本
書
に
は
先
の
二
つ
の
類
型
に
関
す
る
著
者
の
主
張
を
支
え
 
 

る
に
十
分
な
資
料
の
渉
猟
と
、
簡
潔
だ
が
要
領
を
得
た
そ
れ
ら
の
要
点
の
 
 

呈
示
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
も
ま
た
、
専
制
の
元
凶
は
キ
リ
ス
ト
 
 

教
的
西
欧
の
一
神
教
で
あ
る
と
か
、
一
神
教
の
西
洋
は
不
寛
容
で
多
神
教
 
 

の
日
本
は
寛
容
で
あ
る
と
か
、
問
題
と
し
て
の
民
主
主
義
の
元
凶
は
フ
ラ
 
 

ン
ス
革
命
で
あ
る
と
い
っ
た
、
従
来
わ
が
国
で
 
（
識
者
の
聞
で
さ
え
）
 
ま
 
 

こ
と
し
や
か
に
な
さ
れ
て
き
た
臆
断
吹
聴
の
沈
静
化
に
は
大
い
に
役
立
つ
 
 

こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
本
書
の
訴
え
は
、
評
者
な
り
に
言
い
表
 
 

わ
せ
ば
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
汎
パ
ル
テ
ィ
ア
ニ
ズ
ム
と
も
言
い
う
る
 
 

雰
囲
気
の
な
か
で
な
さ
れ
て
き
た
K
・
バ
ル
ト
の
政
治
神
学
の
鵜
呑
み
を
 
 

反
省
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
バ
ル
ト
の
政
 
 

治
神
学
も
な
お
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
メ
ス
体
制
の
残
像
に
依
拠
し
た
ふ
し
が
 
 

抜
け
切
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
以
後
の
日
本
の
民
主
主
義
体
 
 

制
す
な
わ
ち
タ
イ
プ
B
の
政
治
神
学
に
呼
応
す
る
政
治
構
造
の
な
か
に
あ
 
 

る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
そ
れ
に
無
批
判
的
に
追
従
す
る
こ
と
に
は
 
 

基
本
的
な
矛
盾
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
題
の
 
「
再
考
」
は
バ
ル
ト
の
教
 
 

義
学
の
み
な
ら
ず
政
治
神
学
に
も
き
わ
め
て
強
く
影
響
さ
れ
て
き
た
わ
が
 
 

5
 
 2
 
 

5
 
 

2
 
 

1
 
 
 



国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
界
の
H
心
想
状
況
の
 
「
修
正
」
を
促
す
意
味
が
と
く
 
 

に
含
ま
せ
ら
れ
て
い
る
 
（
一
九
）
。
 
 

＊
 
 
 

本
吉
を
賢
く
著
者
の
主
題
考
察
の
カ
法
は
、
「
政
治
神
学
」
と
い
う
事
 
 

柄
の
性
質
か
ら
し
て
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、
「
社
会
史
と
神
 
 

学
史
」
 
と
の
 
「
結
び
つ
き
を
重
視
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
 
（
二
三
、
 
 

二
三
八
）
。
ド
イ
ツ
の
神
学
者
た
ち
の
間
に
も
九
〇
叶
代
以
降
 
（
よ
う
や
 
 

く
）
 
そ
の
よ
う
な
研
究
力
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
著
者
は
 
 

言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
八
〇
年
代
に
か
の
地
で
鎖
著
に
な
っ
た
E
・
 
 

ト
レ
ル
ナ
 
（
バ
ル
ト
か
ら
克
服
さ
れ
る
べ
き
近
代
白
山
、
下
義
神
学
の
代
表
 
 

者
と
名
指
さ
れ
た
ト
レ
ル
ナ
ー
・
）
 
の
研
究
業
績
の
見
直
し
か
ら
来
て
い
 
 

る
。
そ
の
ト
レ
ル
ナ
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
歴
史
的
に
二
段
階
に
 
 

分
け
、
厳
密
な
意
味
で
の
 
「
近
代
」
は
〕
▲
小
教
改
革
の
 
「
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
 
 

テ
ィ
ズ
ム
」
 
か
ら
で
は
な
く
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
世
界
で
展
開
し
た
 
「
新
 
 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
 
と
共
に
開
始
し
た
と
見
た
の
は
周
知
の
こ
と
 
 

だ
が
、
そ
の
際
の
決
定
的
視
点
の
一
つ
は
国
家
と
教
会
の
分
離
つ
ま
り
自
 
 

由
教
会
の
発
牛
と
い
う
新
し
い
歴
史
的
社
会
的
現
実
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ル
 
 

ナ
や
M
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
と
近
代
社
会
と
の
関
係
の
探
究
へ
 
 

の
決
定
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
法
学
者
C
・
 
 

イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
の
研
究
だ
と
い
う
こ
と
も
周
知
の
 
 

こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
著
者
が
適
切
に
指
摘
す
る
 
 

よ
う
に
、
「
人
権
と
い
う
思
想
で
は
な
く
、
人
権
と
い
う
こ
と
が
 
〔
近
代
 
 

国
家
の
憲
法
を
と
お
し
て
〕
制
度
化
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
現
実
に
注
日
 
 

し
た
」
 
（
二
▲
二
▲
。
傍
点
評
者
）
。
 
 
 

日
本
社
会
を
宗
教
の
視
点
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
た
い
す
る
 
 

著
者
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
ア
ポ
ロ
ゲ
テ
ィ
ー
ク
わ
立
脚
点
も
、
一
九
四
 
 

五
叶
以
後
の
R
本
が
「
‥
タ
イ
プ
B
の
政
治
〕
神
学
的
構
造
に
規
定
さ
れ
 
 

た
社
会
構
造
の
世
俗
化
し
た
形
式
」
 
（
一
八
三
）
 
を
受
容
し
、
現
在
も
な
 
 

お
そ
れ
を
保
持
し
続
け
て
い
る
と
い
う
歴
史
の
確
固
た
る
現
実
に
あ
る
。
 
 

こ
の
件
会
的
現
実
の
歴
史
的
宗
教
的
由
来
に
つ
い
て
わ
が
国
の
多
く
の
 
 

人
々
が
不
当
に
無
自
覚
で
あ
り
無
関
心
と
見
え
る
ゆ
え
に
、
著
者
は
プ
ロ
 
 

テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
と
し
て
少
な
く
と
も
そ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
的
意
 
 

味
深
長
性
に
つ
い
て
弁
証
す
る
責
任
を
こ
の
害
で
架
た
そ
う
と
し
て
い
る
 
 

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
著
者
が
そ
の
芋
思
を
証
言
し
て
い
る
 
（
二
二
八
）
 
口
 
 

本
の
代
表
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
大
木
英
夫
氏
が
開
拓
さ
れ
た
繰
の
 
 

継
承
で
あ
り
展
開
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
 
（
‥
九
人
八
年
初
版
で
現
在
も
 
 

一
八
版
を
重
ね
て
読
ま
れ
続
け
て
い
る
氏
の
 
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
h
 
（
中
公
 
 

新
吉
）
 
な
ど
も
本
吉
と
合
わ
せ
て
再
確
認
さ
れ
る
べ
き
著
作
で
あ
ろ
う
）
。
 
 

＊
 
 
 

注
意
し
て
お
い
た
は
う
が
よ
い
と
思
う
の
は
、
著
者
は
 
「
デ
モ
ク
ラ
シ
 
 

ー
に
は
そ
れ
を
支
え
る
正
統
的
な
伝
統
が
あ
」
 
り
、
そ
れ
は
も
は
や
 
「
自
 
 

覚
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
 
と
ま
で
言
う
 
 

の
だ
が
 
（
一
四
〇
）
、
他
方
、
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
そ
の
源
流
を
持
つ
 
 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
新
し
い
展
開
‥
＝
政
治
神
学
B
〕
 
の
ア
メ
リ
 
 

カ
に
お
け
る
最
初
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
そ
の
ま
ま
「
キ
リ
ス
ト
教
 
 

国
と
い
う
原
風
景
も
な
い
」
 
日
本
に
適
応
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
 
 

で
は
「
第
二
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
な
る
 
（
一
八
四
）
、
と
述
べ
て
 
 

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
は
政
治
神
学
再
考
と
い
う
議
 
 

論
の
 
「
入
り
∪
を
作
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
「
そ
の
向
こ
う
側
に
あ
る
べ
き
 
 

構
築
物
…
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
」
 
で
あ
り
、
「
そ
れ
は
何
も
著
者
が
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介
 
紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

独
占
権
を
有
し
て
い
る
仕
事
で
は
な
い
と
、
「
あ
と
が
き
」
 
で
述
べ
て
 
 

い
る
 
（
二
四
一
）
。
こ
れ
ら
の
言
葉
を
評
者
な
り
に
解
す
れ
ば
、
本
書
の
 
 

日
本
人
読
者
は
、
戦
後
の
日
本
社
会
の
成
立
に
も
無
視
し
え
な
い
仕
方
で
 
 

刻
印
さ
れ
て
い
る
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
伝
統
や
精
神
を
把
握
し
 
 

共
有
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
こ
の
社
会
そ
の
 
 

も
の
に
も
、
以
上
の
精
神
や
思
想
に
関
し
て
も
、
批
判
的
に
取
り
組
む
作
 
 

業
へ
と
招
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
 
 

ン
ト
で
あ
る
評
者
自
身
に
も
政
治
神
学
B
か
ら
見
た
ア
メ
リ
カ
自
体
、
ま
 
 

た
そ
れ
の
日
本
へ
の
適
用
に
ま
つ
わ
る
自
問
が
あ
り
、
他
の
立
場
の
方
々
 
 

は
ま
し
て
や
多
く
の
質
疑
の
思
い
を
抱
か
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
キ
リ
 
 

ア
ポ
ロ
ゲ
テ
ィ
ー
ク
 

エ
リ
ス
テ
イ
ー
ク
 
 

ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
 
「
弁
証
学
」
は
「
対
論
学
」
と
も
理
解
さ
れ
 
 

て
き
た
わ
け
で
あ
り
、
本
書
が
刺
激
と
な
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
 
「
政
治
 
 

神
学
B
」
を
め
ぐ
っ
て
多
様
な
立
場
か
ら
の
対
論
が
起
こ
る
こ
と
こ
そ
本
 
 

書
が
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
の
場
合
、
そ
の
議
論
の
た
め
に
本
書
が
示
す
基
本
線
は
あ
 
 

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
著
者
が
現
代
ド
イ
ツ
の
指
導
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
 
 

ト
神
学
者
W
・
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
を
取
り
扱
う
第
1
7
講
の
「
宗
教
な
し
に
社
 
 

会
の
統
一
は
可
能
な
の
か
」
と
い
う
表
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
 
 

は
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
自
身
の
命
題
的
問
い
だ
が
、
そ
れ
が
本
書
が
読
者
に
差
 
 

し
出
す
象
徴
的
な
、
つ
ま
り
本
書
の
問
題
提
示
を
一
括
す
る
問
い
で
あ
 
 

る
。
こ
の
間
い
に
ど
う
答
え
よ
う
と
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
宗
教
」
と
い
う
契
機
を
の
っ
け
か
ら
否
定
し
 
 

て
議
論
に
か
か
る
向
き
も
当
然
あ
り
え
よ
う
が
、
「
政
治
神
学
」
を
標
楔
 
 

す
る
限
り
は
、
そ
こ
に
宗
教
の
社
会
統
合
の
機
能
に
関
す
る
何
ら
か
の
肯
 
 

定
的
前
提
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
よ
う
に
、
政
治
 
 

神
学
A
か
ら
B
へ
の
歴
史
的
展
開
を
熟
知
し
な
が
ら
も
、
な
お
タ
イ
プ
A
 
 

神
学
者
か
と
思
わ
せ
る
答
え
を
示
唆
す
る
、
と
い
う
仕
方
で
は
、
も
は
や
 
 

説
得
力
を
も
っ
た
議
論
と
は
な
り
え
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
 
 

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
学
者
に
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
 
－
 
バ
ル
ト
流
 
 

に
言
え
ば
 
ー
 
「
ど
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
…
〔
準
国
教
会
的
〕
 
国
 
 

民
教
会
の
形
態
を
放
棄
し
た
が
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
 
（
一
六
一
）
。
 
 
 

し
か
し
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
タ
ー
派
教
 
 

会
は
二
〇
〇
〇
年
元
日
を
も
っ
て
政
府
に
よ
る
教
会
監
督
の
任
命
に
象
徴
 
 

さ
れ
る
そ
の
国
教
会
的
形
態
を
廃
止
し
た
 
（
二
五
）
 
（
原
理
的
な
宗
教
的
 
 

自
由
の
同
国
で
の
立
法
は
す
で
に
一
九
五
一
年
に
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
 
 

が
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ご
く
ゆ
っ
く
り
と
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ろ
う
が
、
 
 

政
治
神
学
A
に
対
応
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
メ
ス
体
制
残
 
 

像
の
溶
解
も
ま
た
歴
史
の
不
可
逆
な
流
れ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
必
然
化
 
 

し
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
宗
教
は
国
家
権
力
に
よ
る
画
一
的
強
制
に
馴
 
 

染
む
事
柄
で
は
な
く
、
（
社
会
的
情
景
と
し
て
は
）
個
々
人
の
徹
底
的
に
 
 

主
体
的
な
良
心
の
事
柄
と
し
て
始
ま
る
と
い
う
、
歴
史
の
な
か
で
戦
い
取
 
 

ら
れ
、
確
立
さ
れ
た
強
固
な
認
識
で
あ
る
。
一
方
で
こ
の
認
識
を
共
通
の
 
 

文
化
遺
産
と
し
て
固
持
し
な
が
ら
、
な
お
他
方
で
人
類
の
平
和
的
一
致
の
 
 

た
め
の
宗
教
の
社
会
的
役
割
と
い
う
こ
と
を
論
証
す
る
の
が
政
治
神
学
B
 
 

の
責
務
と
い
う
こ
と
に
な
る
 
（
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
た
じ
っ
に
困
難
な
課
 
 

題
で
は
あ
る
！
）
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
今
後
の
課
題
を
も
指
し
示
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
 
 

本
書
を
い
わ
ば
問
題
提
起
と
方
向
づ
け
の
著
作
と
し
て
性
格
づ
け
て
よ
い
 
 

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書
が
わ
が
国
の
宗
教
者
・
宗
教
研
究
者
が
取
り
 
 

組
む
べ
き
、
未
回
答
の
重
要
主
題
の
一
つ
へ
の
貴
重
に
し
て
有
力
な
緒
論
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と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
入
手
、
精
読
を
お
薦
め
し
た
 
 
 

）
 
0
 
 

し
 
 

＊
 
 
 

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
の
参
照
価
値
を
示
す
た
め
に
、
そ
 
 

の
目
次
の
 
（
全
体
で
は
な
い
が
）
概
要
を
、
取
り
扱
わ
れ
た
文
献
名
や
著
 
 

者
名
を
い
く
つ
か
 
〔
 
〕
 
で
補
っ
て
、
し
る
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 

プ
ロ
ロ
ー
グ
 
ー
 
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
課
題
と
し
て
の
政
治
神
学
 
 

第
1
部
 
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
メ
ス
体
制
と
そ
の
残
像
に
お
け
る
政
治
神
学
 
 

（
政
治
神
学
タ
イ
プ
A
）
 
 
 

第
1
講
 
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
』
 
〔
エ
リ
ッ
ク
・
ベ
ー
タ
ー
 
 

ソ
ン
〕
 
と
 
『
政
治
神
学
』
 
 
 

第
2
講
 
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
 
『
政
治
神
学
』
 
 
 

第
3
講
 
ハ
ン
ス
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク
の
問
い
 
〔
『
近
代
の
正
統
 
 

性
』
〕
 
 
 

第
4
講
 
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ン
ト
一
口
ヴ
ィ
チ
 
 
 

第
5
講
 
『
王
の
二
つ
の
身
体
』
 
 
 

第
6
講
 
政
治
神
学
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
〔
ジ
ャ
ン
H
マ
リ
ー
・
ア
ポ
 
 

ス
ト
リ
デ
ス
 
『
機
械
と
し
て
の
王
』
、
『
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
た
 
 

君
主
』
〕
 
 
 

第
7
講
 
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
の
 
『
神
と
国
家
』
 
 
 

第
8
講
 
神
と
国
家
 
 
 

第
9
講
 
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
『
国
家
の
神
話
』
 
の
立
場
 
 

第
2
部
 
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
展
開
に
お
 
 

け
る
政
治
神
学
 
（
政
治
神
学
タ
イ
プ
B
）
 
 
 

第
1
0
講
 
中
間
的
考
察
〔
E
・
W
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
〕
 
 
 

第
1
1
講
 
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
展
開
に
 
 

お
け
る
政
治
神
学
〔
E
・
ト
レ
ル
ナ
〕
 
 
 

第
1
2
講
 
二
つ
の
セ
オ
ク
ラ
シ
ー
〔
M
・
パ
コ
ー
、
A
・
A
・
フ
ァ
 
 

ン
・
ル
ー
ラ
ー
〕
 
 
 

第
1
3
講
 
「
被
造
物
神
化
の
拒
否
」
 
の
帰
結
〔
M
・
ヴ
エ
ー
バ
ー
〕
 
 
 

第
1
4
講
 
二
つ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
伝
統
〔
G
・
セ
イ
パ
イ
ン
〕
 
 
 

第
1
5
講
 
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
 
ー
 
A
・
D
・
リ
ン
 
 

ゼ
イ
の
視
点
 
〔
『
民
主
主
義
の
本
質
』
、
『
諸
教
会
と
デ
モ
ク
 
 

ラ
シ
ー
』
〕
 
 
 

第
1
6
講
 
近
代
世
界
と
自
由
の
問
題
 
－
 
H
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク
と
 
 

P
・
T
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
 
〔
『
信
仰
、
自
由
、
未
来
』
〕
 
 
 

第
1
7
講
 
宗
教
な
し
に
社
会
の
統
一
は
可
能
な
の
か
 
ー
 
W
・
バ
ネ
ン
 
 

ベ
ル
ク
の
視
点
 
 

第
3
部
 
日
本
に
お
け
る
政
治
神
学
の
問
題
 
 
 

第
1
8
講
 
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
政
 
 

治
神
学
〔
松
谷
義
範
、
南
原
繁
〕
 
 
 

第
1
9
講
 
日
本
の
教
会
の
母
体
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
教
会
〔
R
・
ニ
 
 

ュ
ー
ハ
ウ
ス
他
〕
 
 
 

第
2
0
講
一
九
四
五
年
以
後
の
日
本
の
社
会
と
宗
教
 
－
 
W
・
P
・
ウ
 
 

ッ
ダ
ー
ド
と
い
う
サ
ン
プ
ル
 
 

エ
ピ
ロ
ー
グ
 
 
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
政
治
神
学
 
 

あ
と
が
き
 
 

人
名
索
引
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介
 
紹
 
 

と
 
 

評
 
書
 
 

深
 
井
 
智
 
朗
 
 

本
書
に
つ
い
て
 
 
 

本
書
『
神
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
1
』
 
の
分
量
に
し
て
四
分
の
三
を
占
め
 
 

る
第
一
部
は
、
「
は
じ
め
に
」
 
に
書
か
れ
て
あ
る
通
り
、
著
者
が
一
九
九
 
 

六
年
に
同
志
社
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
「
ヴ
オ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
バ
ネ
 
 

ン
ベ
ル
ク
の
神
論
に
関
す
る
一
考
察
」
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
 
 

そ
れ
は
日
本
語
で
善
か
れ
た
最
初
の
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
学
に
つ
い
て
の
 
 

博
士
論
文
で
あ
ろ
う
。
残
り
の
四
分
の
一
で
あ
る
第
二
部
は
著
者
が
そ
の
 
 

後
同
大
学
の
 
『
基
督
教
研
究
』
 
に
発
表
し
た
二
つ
の
論
文
で
あ
る
が
、
主
 
 

と
し
て
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
の
対
話
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
い
ず
れ
の
部
分
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
わ
け
で
 
 

は
な
く
、
「
随
所
に
加
筆
、
削
除
等
の
修
正
を
し
て
、
全
体
と
し
て
ま
と
 
 

ま
り
の
あ
る
も
の
に
編
集
し
直
し
て
い
る
」
 
（
五
頁
）
 
と
い
う
こ
と
で
あ
 
 

る
。
第
一
部
と
第
二
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
、
ま
た
両
者
の
関
係
は
、
 
 

「
第
一
部
で
は
、
‥
・
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
の
対
論
を
軸
と
し
な
が
ら
、
神
 
 

に
つ
い
て
の
理
解
 
（
神
論
）
 
を
深
め
て
い
く
上
で
、
重
要
な
論
点
を
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
章
に
つ
い
て
扱
」
 
（
四
頁
）
 
っ
て
お
り
、
第
二
部
で
は
 
「
第
一
部
 
 

小
原
克
博
著
 
 

『
神
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
 
 

ー
 
自
然
・
宗
教
・
歴
史
・
身
体
を
舞
台
と
し
て
 
－
 
』
 
 

教
文
館
 
二
〇
〇
二
年
一
月
一
〇
日
刊
 
 

B
6
判
 
二
〇
二
＋
．
Ⅵ
頁
 
二
五
〇
〇
円
 
 

で
得
ら
れ
た
成
果
を
適
宜
用
い
な
が
ら
、
・
‥
『
身
体
』
を
舞
台
と
し
て
 
 

現
代
世
界
の
諸
問
題
を
視
野
に
入
れ
て
い
く
」
 
（
同
）
 
と
い
う
こ
と
に
な
 
 

っ
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
故
に
本
書
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
第
一
に
著
者
の
バ
ネ
ン
ベ
ル
 
 

ク
理
解
と
い
う
点
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
第
二
に
著
者
が
「
第
 
 

一
部
で
得
ら
れ
た
成
果
を
適
宜
用
い
な
が
ら
と
い
う
の
で
あ
る
な
ら
、
 
 

著
者
が
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
論
か
ら
何
を
受
け
取
っ
た
の
か
が
検
討
さ
れ
 
 

ね
ば
な
ら
な
い
し
、
最
後
に
著
者
白
身
の
神
学
的
な
立
場
に
つ
い
て
の
検
 
 

討
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
と
第
二
の
課
題
は
区
別
し
 
 

に
く
い
も
の
な
の
で
、
一
緒
に
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
研
究
に
お
け
る
本
書
の
位
置
 
 
 

ド
イ
ツ
の
神
学
者
ヴ
オ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
H
・
U
・
フ
 
 

ォ
ン
・
パ
ル
タ
ザ
ー
ル
の
バ
ル
ト
研
究
の
書
評
と
い
う
形
式
で
バ
ル
ト
の
 
 

ア
ナ
ロ
ギ
ア
に
関
す
る
論
文
を
公
に
し
て
人
々
の
注
目
を
集
め
た
の
が
一
 
 

九
五
三
年
の
こ
と
で
あ
り
、
「
救
済
の
出
来
事
と
歴
史
」
と
い
う
論
文
で
 
 

彼
の
神
学
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
取
り
図
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
一
九
五
 
 

九
年
、
さ
ら
に
 
『
歴
史
と
し
て
の
啓
示
』
 
と
い
う
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
 
 

で
の
共
同
研
究
の
成
果
を
出
版
し
、
新
し
い
神
学
的
な
立
場
の
登
場
と
評
 
 

さ
れ
た
の
が
一
九
六
一
年
、
そ
れ
か
ら
約
三
〇
年
を
経
て
彼
の
体
系
的
な
 
 

著
作
で
あ
る
 
『
組
織
神
学
』
 
（
全
三
巻
）
 
が
完
結
し
た
。
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
 
 

の
著
作
や
論
文
の
数
は
二
〇
〇
二
年
四
月
現
在
で
六
七
〇
を
超
え
て
お
 
 

り
、
多
作
な
神
学
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
 
 
 

同
時
に
彼
に
つ
い
て
の
研
究
書
や
研
究
論
文
も
数
多
く
書
か
れ
て
お
 
 

り
、
そ
の
数
は
増
え
続
け
て
い
る
。
一
九
六
〇
、
七
〇
年
代
初
頭
の
諸
論
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文
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
提
示
し
た
神
学
的
な
立
場
に
対
 
 

す
る
批
判
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
彼
の
神
学
的
プ
ロ
 
 

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
書
が
出
は
じ
め
、
八
〇
年
代
に
入
り
バ
ネ
ン
ベ
 
 

ル
ク
の
神
学
に
つ
い
て
の
研
究
で
学
位
論
文
を
苦
く
人
々
が
急
増
し
た
。
 
 

評
者
が
入
手
し
た
限
り
で
あ
る
が
、
既
に
四
六
の
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
思
想
 
 

に
関
す
る
博
士
論
文
が
世
界
各
国
の
大
学
や
神
学
校
に
提
出
さ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

し
か
し
こ
の
度
の
著
者
の
議
論
は
 
（
博
士
論
文
の
段
階
で
ど
の
よ
う
な
 
 

も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
本
書
を
読
む
限
り
に
お
い
て
 
 

は
）
 
こ
れ
ら
の
仕
事
と
は
ほ
と
ん
ど
交
渉
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
そ
れ
ら
 
 

に
言
及
す
る
こ
と
も
な
く
、
著
者
独
自
の
視
点
か
ら
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
 
 

「
神
論
」
 
に
つ
い
て
論
じ
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
い
て
著
者
の
神
論
を
展
開
 
 

し
て
い
る
。
そ
の
際
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
自
身
が
自
ら
の
諸
著
作
の
構
想
に
つ
 
 

い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
そ
れ
程
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
著
 
 

者
の
目
的
が
単
な
る
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
研
究
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
バ
ネ
 
 

ン
ベ
ル
ク
の
神
論
を
基
に
し
て
、
著
者
自
身
の
神
論
、
あ
る
い
は
正
確
に
 
 

は
神
学
認
識
論
及
び
方
法
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
厳
密
な
バ
 
 

ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
論
の
研
究
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
や
、
他
の
バ
ネ
ン
ベ
 
 

ル
ク
研
究
や
解
釈
と
の
対
話
は
必
要
の
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

そ
れ
故
に
本
書
に
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
論
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
 
 

に
何
か
新
し
い
も
の
を
付
け
加
え
る
と
か
、
新
し
い
解
釈
を
提
示
す
る
と
 
 

い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
 
 
 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
著
者
が
こ
こ
で
提
示
し
た
他
の
研
究
者
が
試
み
 
 

て
い
な
い
新
し
い
視
点
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
「
神
論
」
を
バ
ネ
ン
ベ
ル
 
 

ク
の
主
著
『
組
織
神
学
』
を
中
心
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 

な
ぜ
な
ら
、
著
者
に
よ
れ
ば
 
『
組
織
神
学
㌧
 
は
と
り
あ
え
ず
、
パ
ネ
ン
ベ
 
 

ル
ク
の
神
学
体
系
の
完
成
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
「
神
論
」
 
に
つ
い
て
は
著
者
の
博
士
論
文
と
ほ
ぼ
同
 
 

じ
時
期
に
ド
イ
ツ
で
出
さ
れ
た
ミ
ヒ
ヤ
エ
ル
・
ム
ー
ル
マ
ン
＝
カ
ー
ル
の
 
 

教
授
資
格
論
文
が
広
く
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ム
ー
ル
マ
 
 

ン
＝
カ
ー
ル
が
提
示
し
た
視
点
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
整
理
総
括
し
て
 
 

い
る
と
い
う
点
で
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
研
究
の
ひ
と
つ
の
指
標
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
彼
の
仕
事
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
論
の
初
期
か
ら
後
期
（
と
呼
ぶ
べ
 
 

き
で
あ
る
な
ら
ば
）
 
へ
の
展
開
に
お
け
る
連
続
と
非
連
続
と
に
注
目
し
、
 
 

丁
寧
な
神
論
及
び
歴
史
論
の
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
彼
が
 
 

注
目
し
た
の
も
三
位
一
体
論
と
自
然
神
学
（
基
礎
神
学
、
哲
学
的
神
学
）
 
 

で
あ
る
。
も
っ
と
も
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
学
を
論
じ
る
に
際
し
て
、
彼
の
 
 

神
論
と
自
然
神
学
の
機
能
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
は
、
彼
自
身
が
両
者
の
 
 

重
要
性
に
つ
い
て
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
自
然
な
こ
と
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

ム
ー
ル
マ
ン
‖
カ
ー
ル
の
教
授
資
格
論
文
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
 
『
組
織
 
 

神
学
の
根
本
問
題
』
 
の
「
序
文
」
 
で
提
示
し
た
神
学
に
お
け
る
「
歴
史
と
 
 

神
」
と
い
う
主
題
が
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
学
の
核
心
で
あ
り
、
八
〇
年
代
 
 

以
後
の
三
位
一
体
論
の
強
調
、
と
り
わ
け
「
経
給
的
三
位
一
体
論
と
内
在
 
 

的
三
位
一
体
論
と
の
結
合
」
と
い
う
考
え
は
、
「
歴
史
と
神
」
と
い
う
主
 
 

題
の
展
開
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
こ
に
連
続
性
を
見
て
お
り
、
ま
た
 
 

こ
の
展
開
に
と
も
な
う
非
連
続
と
矛
盾
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
 
 

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
自
身
の
著
作
計
画
に
つ
い
て
の
文
章
か
ら
基
礎
神
学
の
内
 
 

容
の
展
開
に
つ
い
て
も
連
続
性
と
非
連
続
性
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

著
者
の
神
論
の
取
り
扱
い
も
同
じ
よ
う
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
立
つ
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介
 
 

紹
 
 

－
こ
 
 

評
 
 

書
 
 

も
の
で
あ
る
が
、
氏
の
強
調
点
は
む
し
ろ
 
『
組
織
神
学
』
 
に
お
け
る
バ
ネ
 
 

ン
ベ
ル
ク
の
立
場
が
ひ
と
つ
の
完
成
点
で
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に
取
り
扱
 
 

う
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

「
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
論
を
考
察
す
る
上
で
、
方
法
論
と
し
て
次
の
よ
う
 
 

な
こ
と
を
考
え
た
い
。
第
一
に
、
彼
の
著
作
の
中
で
も
特
に
 
『
組
織
神
 
 

学
』
 
（
第
一
巻
・
一
九
八
八
年
、
第
l
一
巻
・
一
九
九
l
一
年
、
第
三
巻
・
一
 
 

九
九
三
年
）
 
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
す
る
。
彼
は
す
で
に
膨
大
な
著
作
を
 
 

著
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
力
を
注
ぐ
よ
 
 

り
、
彼
の
神
学
研
究
の
総
集
編
と
も
言
え
る
 
『
組
織
神
学
』
 
の
中
で
彼
の
 
 

意
図
を
集
約
的
に
読
み
取
っ
て
い
っ
た
方
が
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察
に
と
っ
 
 

て
有
益
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
「
確
か
に
彼
の
神
学
的
立
場
に
関
し
て
、
長
期
 
 

に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
変
化
や
修
正
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
 
 

能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
は
 
『
組
織
神
学
』
 
の
中
で
。
既
刊
 
 

の
著
作
の
中
で
展
開
さ
れ
た
思
索
と
の
距
離
感
を
十
分
に
意
識
し
て
お
 
 

り
、
自
分
自
身
の
神
学
に
端
を
発
す
る
影
響
史
に
つ
い
て
も
熟
慮
し
て
い
 
 

る
」
。
「
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
彼
の
膨
大
な
神
学
的
著
作
 
 

に
目
を
奪
わ
れ
、
煩
雑
な
議
論
に
陥
る
よ
り
も
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
自
身
の
 
 

手
で
総
括
さ
れ
た
 
『
組
織
神
学
』
 
に
集
中
的
し
て
行
く
方
が
論
旨
を
明
確
 
 

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
 
（
一
九
頁
以
下
）
。
 
 

神
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
 
 
 

第
一
部
で
は
こ
の
よ
う
な
視
点
の
も
と
に
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
「
神
論
」
 
 

が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
主
題
は
（
一
）
自
然
神
学
の
問
題
、
 
 

（
二
）
神
認
識
の
問
題
、
（
三
）
三
位
一
体
論
で
あ
る
。
 
 
 

自
然
神
学
の
再
検
討
と
い
う
課
題
 
（
第
1
章
）
 
は
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
 
 

著
者
と
が
共
有
し
て
い
る
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
バ
ネ
ン
 
 

ベ
ル
ク
の
神
論
の
解
明
の
第
一
の
課
題
と
し
て
「
『
組
織
神
学
』
 
に
‥
 
 

展
開
さ
れ
て
い
る
「
自
然
神
学
」
、
「
哲
学
的
神
学
」
が
指
し
示
す
問
題
群
 
 

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
今
日
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
 
（
二
三
頁
）
 
と
 
 

い
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
「
自
然
神
学
」
と
は
「
近
代
以
 
 

降
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
中
で
、
と
り
わ
け
啓
示
神
学
と
対
置
さ
れ
 
 

る
形
で
固
有
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
自
然
神
学
と
区
別
し
て
、
そ
の
 
 

言
葉
が
生
み
出
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
土
壌
の
中
に
自
然
神
学
の
原
型
 
 

を
見
よ
う
と
す
る
」
 
（
三
一
頁
）
 
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
バ
 
 

ネ
ン
ベ
ル
ク
が
め
ぎ
し
、
ま
た
著
者
が
考
え
る
自
然
神
学
は
「
弁
証
法
神
 
 

学
が
そ
の
批
判
の
対
象
と
し
て
概
念
化
し
た
自
然
神
学
と
異
な
り
、
神
が
 
 

（
自
然
か
ら
）
認
識
さ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
。
著
者
は
次
の
よ
う
 
 

に
述
べ
て
い
る
。
「
信
仰
が
依
拠
す
る
神
認
識
は
、
人
間
の
自
己
経
験
や
 
 

世
界
経
験
か
ら
生
じ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
同
時
に
バ
ネ
ン
ベ
 
 

ル
ク
の
理
解
に
従
え
ば
、
神
が
た
と
え
 
『
聖
な
る
も
の
』
 
『
永
遠
』
 
な
ど
 
 

い
か
な
る
属
性
を
も
っ
て
語
ら
れ
よ
う
と
も
、
神
は
何
の
媒
介
も
な
し
に
 
 

直
接
的
な
経
験
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
経
験
 
 

の
中
で
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
た
神
概
念
の
 
（
神
認
識
）
 
と
の
か
か
わ
り
な
 
 

し
に
は
、
そ
も
そ
も
認
識
の
対
象
と
な
り
得
な
い
…
…
。
つ
ま
り
、
神
は
 
 

（
自
然
か
ら
）
認
識
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
神
ご
自
身
が
自
然
の
中
に
自
 
 

己
啓
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
う
な
れ
ば
（
自
然
に
お
い
て
）
認
識
 
 

さ
れ
る
の
で
あ
る
」
 
（
五
一
頁
）
。
 
 
 

す
な
わ
ち
著
者
は
自
然
神
学
と
い
う
こ
と
で
、
弁
証
法
神
学
 
（
と
り
わ
 
 

け
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
）
 
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
 
 

の
中
で
評
判
の
悪
く
な
っ
て
い
た
「
自
然
神
学
」
 
で
は
な
く
、
同
じ
言
葉
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で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
別
の
事
態
を
捏
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

そ
こ
で
の
著
者
の
試
み
は
、
宗
教
的
認
識
、
あ
る
い
は
神
認
識
、
さ
ら
に
 
 

言
う
な
ら
ば
超
越
の
次
元
の
認
識
の
最
大
限
の
枠
組
み
を
設
定
し
ょ
う
と
 
 

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
神
学
の
伝
統
で
い
う
な
ら
ば
、
宗
 
 

教
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
や
R
・
オ
ッ
ト
ー
の
 
「
聖
な
る
も
の
」
 
と
い
う
概
念
 
 

に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 
 

が
 
「
究
極
的
な
関
心
」
 
と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
 
 

者
P
・
バ
ー
ガ
1
が
そ
れ
を
「
帰
納
的
方
法
」
と
呼
び
、
ト
レ
ル
チ
や
シ
 
 

ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
い
う
系
譜
を
 
 

提
示
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
問
題
で
も
あ
る
。
 
 
 

こ
の
問
題
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
自
身
が
そ
の
神
学
的
な
キ
ャ
リ
ア
の
ご
く
 
 

初
期
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
初
期
の
哲
学
的
神
概
念
の
受
 
 

容
に
関
す
る
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
議
論
も
、
彼
の
中
世
の
神
概
念
の
歴
史
に
 
 

つ
い
て
の
一
貫
し
た
研
究
も
、
哲
学
と
神
学
に
関
す
る
彼
の
研
究
も
そ
の
 
 

よ
う
な
関
心
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
神
学
を
め
ぐ
っ
 
 

て
の
議
論
に
よ
っ
て
、
超
越
の
問
題
を
論
じ
る
た
め
の
舞
台
が
設
定
さ
れ
 
 

る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
点
は
既
に
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
論
の
考
察
の
第
二
の
重
要
な
主
題
 
 

で
あ
る
「
神
認
識
」
 
の
問
題
と
関
係
し
て
い
る
 
（
第
2
章
、
第
3
章
）
。
 
 

著
者
は
こ
こ
で
は
 
『
組
織
神
学
』
 
で
は
な
く
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
 
『
歴
史
 
 

と
し
て
の
啓
示
』
 
で
提
示
し
た
啓
示
の
認
識
に
関
す
る
諸
命
題
な
ど
を
か
 
 

な
り
詳
細
に
分
析
す
る
な
ど
し
て
、
宗
教
経
験
、
あ
る
い
は
神
認
識
に
お
 
 

け
る
 
「
間
接
性
」
、
あ
る
い
は
「
媒
体
」
 
の
問
題
、
著
者
の
言
葉
で
い
う
 
 

な
ら
ば
「
メ
デ
ィ
ア
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
 
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
 
 
 

著
者
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
自
然
神
学
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
 
 

「
『
神
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
対
す
る
哲
学
的
（
外
郭
概
念
）
』
 
の
必
要
性
」
 
 

を
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
 
「
神
と
い
う
言
葉
の
内
部
に
 
 

お
け
る
閉
塞
し
た
神
学
的
作
業
を
支
援
す
る
態
度
で
も
な
く
、
ま
た
、
信
 
 

仰
に
先
行
す
る
人
間
の
悪
意
的
操
作
の
現
わ
れ
で
も
な
く
」
、
「
外
郭
概
念
 
 

の
外
部
と
の
関
係
を
思
考
し
、
そ
こ
に
直
面
す
る
矛
盾
や
危
機
を
内
部
に
 
 

取
り
込
み
な
が
ら
変
容
し
て
い
く
枠
組
み
で
あ
り
、
信
仰
と
世
界
経
験
の
 
 

矛
盾
的
関
係
に
対
す
る
積
極
的
な
議
論
を
誘
発
す
る
概
念
で
あ
っ
た
」
と
 
 

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
 
「
神
と
い
う
言
葉
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
メ
ッ
セ
ー
 
 

ジ
に
も
な
る
、
そ
れ
ら
両
極
性
を
備
え
た
動
的
概
念
」
 
（
七
二
頁
）
 
で
あ
 
 

る
と
い
う
。
こ
の
命
題
に
よ
っ
て
、
神
学
的
認
識
の
特
殊
性
の
み
な
ら
 
 

ず
、
神
学
的
な
認
識
論
の
有
効
性
も
示
そ
う
と
い
う
の
が
著
者
の
ね
ら
い
 
 

で
あ
る
。
そ
れ
は
バ
ル
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
啓
示
神
学
の
影
響
の
も
 
 

と
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
、
神
学
に
お
け
る
 
「
世
界
」
や
 
「
経
験
」
 
の
次
 
 

元
の
回
復
の
試
み
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
著
者
が
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
 
（
具
体
的
な
内
容
は
別
と
し
て
）
 
共
 
 

有
し
て
い
る
視
点
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
学
の
中
か
ら
 
 

と
り
わ
け
「
自
然
」
概
念
と
「
神
」
概
念
と
を
結
び
付
け
る
視
点
を
引
き
 
 

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
認
識
論
を
掟
示
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
 
（
八
三
貢
）
。
そ
れ
が
 
「
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
」
 
と
い
う
言
い
方
で
 
 

著
者
が
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
適
時
的
に
語
る
 
 

な
ら
、
『
自
然
』
 
は
起
源
論
的
創
造
と
終
末
論
的
創
造
の
両
次
元
の
た
だ
 
 

中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
と
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
、
 
 

救
済
史
的
な
ド
ラ
マ
を
生
み
出
す
舞
台
と
な
る
。
ま
た
共
時
的
に
語
る
な
 
 

ら
、
『
自
然
』
 
は
象
徴
な
ど
の
媒
介
 
（
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
）
 
に
よ
っ
て
 
 

往
来
が
可
能
と
な
る
ロ
ゴ
ス
と
ビ
オ
ス
の
両
領
域
を
包
括
す
る
世
界
で
あ
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介
 
 

給
 
 

と
 
 

評
 
書
 
 る

」
 
（
八
三
頁
）
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
宗
教
経
験
を
一
 
 

面
的
に
で
は
な
く
、
多
元
的
・
多
義
的
・
多
声
的
に
表
現
で
き
る
こ
と
を
 
 

示
唆
し
て
い
る
」
 
（
同
）
 
と
い
う
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
神
学
が
現
実
 
 

の
全
体
性
を
回
復
し
、
現
実
認
識
に
お
い
て
も
は
や
必
要
な
も
の
で
は
な
 
 

く
、
超
越
の
み
な
ら
ず
現
実
の
認
識
と
し
て
も
有
効
性
を
も
っ
た
も
の
に
 
 

な
る
と
著
者
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

第
三
の
課
題
と
し
て
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
三
位
一
体
論
が
取
り
扱
わ
れ
て
 
 

い
る
が
 
（
第
4
章
）
、
こ
こ
で
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
、
三
位
一
体
論
を
強
 
 

調
す
る
神
学
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
内
在
的
三
位
一
体
論
と
 
 

経
給
的
三
位
一
体
論
と
の
結
合
な
ど
近
年
の
神
学
議
論
な
ど
と
の
関
連
 
 

で
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
三
位
一
体
論
を
解
説
し
、
さ
ら
に
著
者
が
既
に
提
 
 

示
し
た
メ
デ
ィ
ア
論
に
基
づ
く
三
位
一
体
論
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
明
 
 

ら
か
に
し
て
い
る
。
 
 

著
者
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
「
神
論
」
か
ら
何
を
受
け
取
っ
た
の
か
 
 
 

著
者
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
学
か
ら
主
と
し
て
二
つ
の
点
を
受
け
取
 
 

り
、
そ
れ
を
自
己
の
神
学
的
な
主
張
の
展
開
に
積
極
的
に
生
か
そ
う
と
し
 
 

た
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
神
概
念
の
普
遍
性
、
あ
る
い
は
自
然
神
学
に
 
 

関
す
る
議
論
で
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
総
体
性
と
い
う
こ
と
で
あ
 
 

る
。
著
者
に
よ
れ
ば
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
は
神
な
し
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
 
 

世
俗
化
さ
れ
た
世
界
の
中
で
 
（
二
二
百
）
、
神
の
問
題
と
積
極
的
に
取
り
 
 

組
ん
だ
神
学
者
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
彼
の
仕
事
の
現
代
的
な
意
義
 
 

が
あ
る
。
神
と
は
「
す
べ
て
の
現
実
を
規
定
す
る
主
体
者
一
で
あ
り
、
 
 

「
一
切
の
有
限
な
現
実
の
総
体
」
で
あ
り
、
「
世
界
を
規
定
す
る
力
」
 
で
 
 

あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
し
た
ら
、
神
と
い
う
こ
と
は
意
味
の
な
い
も
 
 

の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
神
と
世
界
と
を
関
係
付
け
る
 
 

意
味
が
あ
り
、
弁
証
法
神
学
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
神
学
と
は
異
な
 
 

っ
た
、
よ
り
広
い
神
学
の
課
題
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
見
出
さ
れ
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
そ
の
具
体
的
な
場
所
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
は
「
歴
 
 

史
一
と
呼
ば
れ
た
が
、
著
者
は
そ
れ
を
神
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
の
舞
台
 
 

と
考
え
た
。
こ
の
視
点
を
も
っ
て
著
者
は
現
代
の
環
境
問
題
や
生
命
科
学
 
 

の
問
題
を
論
じ
る
の
で
あ
る
 
（
第
6
章
、
第
7
章
）
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
 
 

今
後
さ
ら
に
広
い
分
野
へ
と
拡
大
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

第
二
の
点
は
第
一
の
点
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
 
 

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
初
期
か
ら
用
い
て
い
た
用
語
を
使
う
な
ら
ば
「
間
接
的
 
 

神
認
識
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
論
と
し
て
著
者
に
 
 

よ
っ
て
こ
リ
ユ
ー
ア
ル
さ
れ
、
有
効
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
与
え
ら
れ
 
 

て
い
る
。
神
と
世
界
と
の
間
を
切
り
結
ぶ
の
は
こ
の
メ
デ
ィ
ア
論
に
よ
っ
 
 

て
で
あ
る
。
そ
れ
は
弁
証
法
神
学
が
取
り
組
ん
だ
問
題
で
あ
り
、
バ
ネ
ン
 
 

ベ
ル
ク
が
バ
ル
ト
や
弁
証
法
神
学
の
運
動
を
批
判
す
る
中
で
展
開
し
た
議
 
 

論
で
あ
り
、
後
年
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
と
E
・
ユ
ン
グ
ル
が
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
 
 

論
争
し
た
点
で
も
あ
る
。
著
者
は
新
し
い
言
葉
で
こ
の
間
題
を
説
明
し
、
 
 

よ
り
広
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
与
え
、
著
者
の
神
学
的
な
方
法
論
と
し
 
 

た
。
 
 

著
者
の
神
学
的
立
場
に
つ
い
て
 
－
 
評
価
と
批
判
 
 
 

最
後
に
既
述
の
二
点
に
し
ぼ
っ
て
著
者
の
神
学
的
な
立
場
に
つ
い
て
検
 
 

討
し
て
み
た
い
。
第
一
に
著
者
が
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
神
学
的
な
パ
 
 

ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
大
変
意
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
神
学
が
骨
董
品
店
の
 
 

棚
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
「
神
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学
的
」
と
い
う
言
葉
が
「
主
観
的
」
、
あ
る
い
は
「
絶
対
的
」
、
さ
ら
に
は
 
 

「
狭
院
的
」
と
い
う
意
味
に
さ
え
用
い
ら
れ
る
今
日
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
 
 

神
学
は
、
神
学
が
も
っ
て
い
た
本
来
の
豊
か
さ
を
弁
証
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
自
身
が
目
指
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
 
 

そ
の
意
味
で
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
学
の
紹
介
で
あ
り
、
著
者
の
神
学
的
 
 

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
紹
介
で
も
あ
る
本
吉
の
役
割
は
十
分
に
果
た
さ
れ
 
 

て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
い
く
つ
か
の
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
と
 
 

思
う
。
こ
れ
が
第
二
の
点
で
あ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
著
者
の
バ
ネ
ン
ベ
ル
 
 

ク
の
神
論
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
今
日
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
バ
 
 

ネ
ン
ベ
ル
ク
の
仕
事
を
前
期
、
後
期
に
分
け
た
り
（
た
と
え
ば
日
本
で
は
 
 

近
藤
勝
彦
の
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
論
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
）
、
ま
た
彼
の
思
想
 
 

に
お
け
る
発
展
や
連
続
性
を
細
か
く
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
彼
 
 

の
神
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
（
『
組
織
神
学
』
）
 
を
公
に
し
た
今
日
で
は
そ
れ
ほ
 
 

ど
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
点
で
著
者
が
提
示
し
た
 
 

『
組
織
神
学
』
 
（
全
三
巻
）
 
を
ひ
と
つ
の
完
成
品
と
み
な
し
て
、
そ
こ
に
 
 

提
示
さ
れ
た
神
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
神
論
に
つ
い
て
 
 

論
じ
る
と
い
う
著
者
の
構
想
そ
れ
自
体
は
妥
当
性
を
も
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
問
題
は
、
こ
の
構
想
が
ど
れ
ほ
ど
本
書
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て
 
 

い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
『
組
織
神
学
』
 
で
バ
ネ
ン
ベ
 
 

ル
ク
が
提
示
し
た
「
神
論
」
の
意
図
に
ど
れ
ほ
ど
忠
実
か
と
い
う
こ
と
で
 
 

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
著
者
は
本
書
で
は
ほ
と
ん
ど
『
組
織
神
学
』
 
の
第
 
 

一
巻
に
し
か
言
及
し
な
い
。
ま
た
著
者
の
「
神
諭
」
の
議
論
の
対
象
と
な
 
 

っ
て
い
る
の
は
、
既
に
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
 
『
組
織
神
学
』
以
前
に
明
ら
か
 
 

に
し
、
確
か
に
『
組
織
神
学
』
 
で
再
構
成
さ
れ
、
新
た
に
論
じ
ら
れ
て
は
 
 い

る
も
の
の
、
あ
え
て
「
『
組
織
神
学
』
を
中
心
に
」
と
ま
で
言
わ
な
く
 
 

て
も
よ
い
よ
う
な
テ
ー
マ
ば
か
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
三
位
一
体
論
は
、
 
 

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
は
そ
の
「
組
織
神
学
体
系
」
全
て
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
 
 

と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
実
際
に
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
 

展
開
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
書
で
は
そ
の
意
図
が
無
視
さ
 
 

れ
、
む
し
ろ
い
わ
ゆ
る
「
初
期
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
」
的
な
枠
組
み
の
中
で
議
 
 

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
が
提
示
し
た
パ
ー
 
 

ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
む
し
ろ
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
 
『
組
織
神
学
』
全
巻
と
の
対
 
 

話
を
行
う
こ
と
で
さ
ら
に
豊
か
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

次
に
著
者
が
し
ば
し
ば
引
用
す
る
「
『
神
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
対
す
る
 
 

哲
学
的
（
外
郭
概
念
）
』
 
の
必
要
性
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
 
 

者
は
こ
こ
か
ら
独
自
の
「
メ
デ
ィ
ア
論
」
を
引
き
出
し
た
。
 
 
 

こ
の
命
題
は
そ
の
原
型
へ
と
遡
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
 
 

が
彼
の
神
学
的
な
経
歴
の
出
発
点
に
お
い
て
展
開
し
た
議
論
の
中
に
既
に
 
 

見
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
初
は
「
人
間
学
の
課
題
」
と
 
 

し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
神
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
1
と
著
者
が
 
 

呼
ん
だ
問
題
意
識
は
、
実
は
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
は
「
人
間
学
」
の
 
 

課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
 
 

バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
が
彼
の
 
『
キ
リ
ス
ト
論
』
、
『
学
問
論
と
神
学
』
、
『
人
間
 
 

学
』
を
三
部
作
と
呼
び
、
そ
の
上
で
『
組
織
神
学
』
を
書
い
た
と
言
っ
て
 
 

い
る
こ
と
が
重
要
に
思
え
て
く
る
。
著
者
の
今
回
の
仕
事
の
中
に
前
二
者
 
 

の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
第
三
の
モ
テ
ィ
ー
フ
、
す
 
 

な
わ
ち
人
間
学
に
関
す
る
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
膨
大
な
著
作
と
の
対
論
が
な
 
 

か
っ
た
 
（
も
ち
ろ
ん
六
三
頁
な
ど
で
断
片
的
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
）
 
 

の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

害
 
 
 

最
後
に
、
著
者
が
言
う
と
お
り
、
バ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
仕
事
は
ヨ
ー
ロ
ッ
 
 

パ
精
神
史
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
は
そ
れ
を
超
 
 

え
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
神
の
学
と
し
て
の
神
学
」
 
で
あ
る
と
考
 
 

え
て
い
る
。
著
者
も
「
神
論
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
 
 

伝
統
を
一
つ
の
源
流
と
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
 
 

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
文
化
圏
に
お
い
て
も
位
相
の
変
 
 

化
を
伴
い
な
が
ら
、
適
用
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
か
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
」
 
（
二
二
貝
）
 
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
の
よ
り
広
 
 

い
伝
統
と
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
に
は
そ
れ
が
あ
 
 

ま
り
見
ら
れ
な
い
。
著
者
の
措
い
て
み
せ
て
く
れ
た
舞
台
台
本
も
監
督
も
 
 

俳
優
も
み
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
に
規
定
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
 
 

か
し
そ
れ
は
今
後
の
著
者
の
仕
事
の
中
に
期
待
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
ろ
 
 

う
D
 
 
 



潔
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見
 
 

本
書
は
、
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
思
想
の
発
展
を
、
そ
れ
の
理
論
的
基
礎
づ
 
 

け
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
自
由
論
の
変
移
に
着
目
し
つ
つ
、
内
在
的
に
 
 

究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
ま
さ
し
く
本
 
 

格
的
な
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
研
究
と
し
て
の
体
裁
を
立
派
に
備
え
て
い
る
の
 
 

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
題
名
は
端
的
に
 
「
カ
ン
ト
道
 
 

徳
哲
学
研
究
」
 
で
は
な
く
、
「
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
研
究
序
説
」
と
な
っ
て
 
 

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
著
者
白
身
が
 
「
あ
と
が
き
」
 
で
述
べ
て
い
る
よ
う
 
 

に
、
第
一
に
は
、
本
書
で
考
察
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
が
主
と
し
て
 
『
純
 
 

粋
理
性
批
判
』
 
と
 
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
 
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
 
 

主
題
に
と
っ
て
重
要
性
を
も
つ
 
『
実
践
理
性
批
判
』
、
『
単
な
る
理
性
の
限
 
 

界
内
に
お
け
る
宗
教
』
、
『
道
徳
形
而
上
学
』
 
に
つ
い
て
の
考
察
が
ま
だ
完
 
 

結
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
に
は
、
本
書
は
著
者
が
一
九
 
 

九
一
年
に
筑
波
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
学
位
論
文
を
主
要
な
基
礎
に
し
 
 

て
い
る
た
め
、
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
の
独
・
英
両
語
に
よ
る
主
要
な
研
究
 
 

が
網
羅
的
に
参
照
さ
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
に
、
そ
れ
以
後
の
研
究
が
顧
 
 

み
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
題
名
に
「
序
説
」
 
 

保
呂
篤
彦
著
 
 

『
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
研
究
序
説
 
 

自
由
と
道
徳
性
 
 
 
』
 
 

晃
洋
書
房
 
二
〇
〇
一
年
三
月
二
〇
日
刊
 
 

A
5
判
．
Ⅵ
＋
二
七
七
十
一
九
頁
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の
語
を
付
し
た
と
こ
ろ
に
、
研
究
の
完
成
を
今
後
に
期
す
る
著
者
の
意
気
 
 

込
み
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
書
の
最
主
要
な
論
点
は
、
批
判
期
道
徳
哲
学
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
 
 

が
、
一
七
八
五
年
の
 
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
」
 
（
以
下
、
『
基
礎
づ
 
 

け
」
 
と
い
う
）
 
に
お
け
る
画
期
的
な
発
見
を
ま
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
 
 

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
『
実
践
 
 

理
性
批
判
』
 
に
お
い
て
明
確
な
形
を
と
っ
て
く
る
よ
う
な
超
越
論
的
自
由
 
 

と
道
徳
法
則
と
の
相
互
性
に
基
づ
く
道
徳
哲
学
は
、
決
し
て
カ
ン
ト
自
身
 
 

が
一
七
八
一
年
に
 
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
で
す
で
に
予
測
し
て
い
た
 
 

も
の
で
は
な
く
、
一
七
八
五
年
に
お
け
る
発
見
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
が
従
 
 

来
の
道
徳
基
礎
論
を
放
棄
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
 
 

生
じ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
論
点
を
立
証
せ
ん
が
た
め
、
著
者
 
 

は
、
本
論
を
三
部
に
分
け
て
展
開
す
る
。
第
Ⅰ
部
「
『
純
粋
理
性
批
判
』
 
 

の
成
立
期
で
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
に
見
ら
れ
る
道
徳
基
礎
 
 

論
が
実
は
一
七
七
〇
年
代
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
見
解
を
な
お
引
き
継
ぐ
も
 
 

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
な
お
遺
徳
は
超
越
論
的
自
由
を
前
提
 
 

し
な
く
て
も
成
り
立
つ
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
 
 

か
に
し
、
か
つ
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
見
地
が
一
七
八
五
年
の
発
見
に
よ
っ
て
 
 

放
棄
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
 
 

う
と
し
て
い
る
。
第
H
部
「
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
 
に
お
け
る
 
 

新
し
い
試
み
」
 
で
は
、
著
者
の
い
わ
ゆ
る
発
見
に
基
づ
く
道
徳
基
礎
論
の
 
 

新
し
い
試
み
で
あ
る
 
『
基
礎
づ
け
』
第
三
章
の
記
述
を
分
析
し
、
こ
の
発
 
 

見
の
本
質
を
解
明
す
る
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
っ
て
超
越
論
的
自
由
と
道
徳
 
 

と
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
生
じ
て
き
た
所
以
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
 
 

る
。
第
Ⅲ
部
「
批
判
期
道
徳
哲
学
の
問
題
点
と
擁
護
の
試
み
で
は
、
そ
 
 

う
し
た
発
見
の
成
果
と
し
て
成
立
し
た
批
判
期
道
徳
哲
学
に
お
い
て
、
超
 
 

越
論
的
自
由
と
道
徳
法
則
と
の
相
互
性
が
根
底
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
 
 

っ
た
た
め
に
、
カ
ン
ト
の
自
由
論
に
対
す
る
根
強
い
批
判
が
現
れ
て
く
る
 
 

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、
著
者
は
注
目
す
る
。
そ
の
批
判
の
要
点
 
 

は
、
カ
ン
ト
の
自
由
論
で
は
道
徳
的
に
善
き
行
為
だ
け
が
自
由
な
行
為
だ
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
 
 

種
の
批
判
に
は
カ
ン
ト
の
所
説
に
対
す
る
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
見
 
 

る
立
場
か
ら
、
カ
ン
ト
を
擁
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
七
八
五
年
の
発
 
 

見
と
そ
れ
に
基
づ
く
批
判
期
道
徳
哲
学
・
自
由
論
の
意
義
を
確
認
す
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
Ⅰ
部
の
論
述
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
カ
 
 

ン
ト
は
 
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
を
書
い
た
と
き
に
は
、
あ
く
ま
で
そ
 
 

れ
を
理
論
・
実
践
両
便
用
に
わ
た
る
理
性
の
全
体
的
批
判
と
考
え
て
い
た
 
 

の
で
、
そ
の
中
に
実
践
理
性
の
批
判
に
あ
た
る
部
分
つ
ま
り
道
徳
基
礎
論
 
 

を
も
含
め
て
い
る
。
「
超
越
論
的
方
法
論
」
中
の
 
「
純
粋
理
性
の
規
準
 
 

が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
自
由
概
念
や
道
徳
の
基
 
 

礎
づ
け
に
関
す
る
議
論
は
、
後
に
 
『
実
践
理
性
批
判
』
 
で
明
確
に
さ
れ
る
 
 

い
わ
ゆ
る
批
判
期
の
も
の
と
は
違
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
一
七
七
〇
年
代
の
 
 

考
察
を
引
き
継
ぐ
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
は
往
々
に
し
て
、
カ
ン
ト
 
 

の
自
由
論
や
道
徳
哲
学
を
 
「
批
判
期
の
」
 
と
い
う
形
容
語
で
一
括
し
、
例
 
 

え
ば
 
『
純
粋
理
性
批
判
』
 
に
お
け
る
自
由
論
を
 
『
実
践
理
性
批
判
」
 
に
お
 
 

け
る
そ
れ
の
準
備
と
し
て
の
み
理
解
し
ょ
う
と
す
る
が
、
著
者
は
そ
の
種
 
 

の
試
み
を
「
誤
っ
て
い
る
」
 
と
断
定
し
て
い
る
。
 
 
 

「
純
粋
理
性
の
規
準
一
に
お
け
る
自
由
論
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
 
 

同
じ
 
『
純
粋
理
性
批
判
、
中
の
 
「
純
粋
理
性
の
弁
証
論
」
 
で
語
ら
れ
て
い
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

害
 
 

る
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
で
に
A
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
 
 

ツ
ァ
1
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
通
説
で
は
、
「
規
準
」
 
の
部
分
 
 

は
「
弁
証
論
」
 
の
部
分
よ
り
も
か
な
り
早
く
に
善
か
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
 
 

そ
の
記
述
は
ま
だ
 
『
実
践
理
性
批
判
』
 
の
直
接
的
準
備
と
な
る
よ
う
な
 
 

「
弁
証
論
」
 
の
見
地
に
達
し
て
い
な
い
の
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
す
る
 
 

の
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
著
者
は
、
「
弁
証
論
」
 
 

の
自
由
論
も
な
お
ま
だ
「
規
準
」
 
の
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
 
 

解
釈
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
『
純
粋
理
性
批
判
」
第
一
版
全
般
に
わ
た
 
 

る
カ
ン
ト
の
自
由
論
及
び
道
徳
基
礎
論
の
立
場
と
い
う
べ
き
も
の
を
、
 
 

「
規
準
」
 
の
記
述
に
基
づ
い
て
把
握
し
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
著
者
が
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
 
 

に
お
い
て
は
、
二
種
類
の
自
由
の
概
念
つ
ま
り
「
超
越
論
的
自
由
」
と
 
 

「
実
践
的
自
由
」
と
の
概
念
が
並
存
し
て
い
る
。
超
越
論
的
自
由
は
、
因
 
 

果
関
係
に
お
け
る
絶
対
的
自
発
性
を
意
味
し
、
そ
れ
は
「
弁
証
論
」
 
の
第
 
 

三
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
蓋
然
的
に
想
定
可
能
な
も
の
に
 
 

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
践
的
自
由
と
は
、
理
性
が
感
性
 
 

的
衝
動
か
ら
独
立
に
行
為
の
原
因
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
 
 

り
、
そ
の
際
に
理
性
自
身
が
さ
ら
に
高
次
の
作
用
原
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
 
 

れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
は
問
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
実
践
的
 
 

自
由
は
、
超
越
論
的
自
由
の
実
在
性
如
何
と
い
う
「
思
弁
的
」
問
題
を
度
 
 

外
視
し
て
も
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
現
に
理
性
が
そ
う
い
う
仕
方
で
 
 

行
為
の
原
因
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
理
性
の
発
す
る
二
種
類
の
指
 
 

示
 
－
 
幸
福
に
な
る
た
め
に
何
を
為
す
べ
き
か
を
示
す
「
実
用
的
法
則
」
 
 

と
幸
福
に
値
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
何
を
為
す
べ
き
か
を
示
す
「
道
徳
 
 

法
則
」
 
－
 
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
理
性
に
お
け
る
自
由
が
法
則
 
 

と
し
て
発
現
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
規
則
性
や
普
遍
性
 
 

を
求
め
る
理
性
一
般
の
作
用
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
 
 

っ
て
実
用
的
法
則
や
道
徳
法
則
と
い
う
形
で
発
揮
さ
れ
る
実
践
的
自
由
 
 

は
、
普
遍
的
認
識
・
判
断
と
い
う
形
で
発
揮
さ
れ
る
理
性
の
理
論
的
使
用
 
 

に
お
け
る
「
自
由
」
と
共
通
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

「
純
粋
理
性
の
規
準
」
 
に
お
け
る
論
述
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
意
味
で
 
 

の
、
す
な
わ
ち
実
践
的
自
由
に
基
づ
く
理
性
の
規
則
性
の
発
揮
と
し
て
 
 

の
、
道
徳
法
則
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
道
徳
の
基
礎
づ
け
を
遂
行
し
ょ
う
 
 

と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
超
越
論
的
自
由
の
実
在
性
 
 

如
何
の
帰
趨
に
は
関
わ
り
な
く
、
理
性
自
身
の
規
則
性
・
普
遍
性
の
一
様
 
 

態
と
し
て
の
実
践
的
自
由
及
び
そ
の
発
現
と
し
て
の
道
徳
法
則
に
よ
っ
て
 
 

十
分
に
道
徳
哲
学
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
、
『
純
 
 

粋
理
性
批
判
』
第
一
版
の
時
点
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
見
解
で
あ
り
、
か
つ
 
 

そ
れ
は
概
ね
一
七
七
〇
年
代
に
お
け
る
彼
の
こ
の
間
題
に
関
す
る
立
場
を
 
 

引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
、
と
著
者
は
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
、
カ
ン
ト
を
し
て
そ
の
よ
う
な
見
通
し
を
放
棄
せ
し
め
る
に
至
っ
 
 

た
、
一
七
八
五
年
の
発
見
と
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
 
 

だ
ろ
う
か
。
第
Ⅰ
部
末
尾
に
見
ら
れ
る
著
者
の
論
述
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
 
 

の
主
た
る
内
容
は
道
徳
性
の
原
理
と
し
て
の
「
自
律
原
理
」
 
で
あ
る
。
そ
 
 

れ
は
『
基
礎
づ
け
』
 
に
お
い
て
、
ま
ず
い
わ
ゆ
る
定
言
命
法
の
第
三
範
式
 
 

で
、
「
す
べ
て
の
理
性
的
存
在
者
の
意
志
は
普
遍
的
に
立
法
す
る
意
志
で
 
 

あ
る
」
と
い
う
形
で
表
明
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
け
て
、
道
徳
法
則
の
 
 

拘
束
性
は
人
間
が
自
分
自
身
で
与
え
る
、
し
か
も
普
遍
的
な
法
則
に
服
従
 
 

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
と
き
に
は
じ
め
て
説
明
可
能
で
あ
る
、
と
カ
ン
 
 

ト
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
こ
こ
か
ら
歩
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を
進
め
て
、
そ
の
よ
う
な
意
志
の
自
律
を
意
志
の
自
由
と
同
一
視
で
き
る
 
 

と
考
え
て
 
「
自
律
と
し
て
の
自
由
」
 
の
概
念
を
提
示
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
 
 

よ
う
に
理
解
さ
れ
た
自
由
と
道
徳
法
則
と
が
互
い
に
他
を
引
き
出
す
と
い
 
 

う
、
い
わ
ゆ
る
両
者
間
の
 
「
相
互
性
命
題
」
 
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
 
 

ろ
で
、
自
律
と
し
て
の
自
由
は
、
必
然
的
に
超
越
論
的
自
由
に
等
し
い
も
 
 

の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
意
志
と
い
わ
れ
て
い
る
の
 
 

は
、
理
性
的
存
在
者
の
本
質
的
意
志
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
 
 

「
意
志
の
自
律
」
は
畢
責
「
理
性
の
自
律
」
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
 
 

理
性
が
自
分
自
身
に
法
則
を
与
え
る
こ
と
に
お
い
て
自
律
を
貫
く
と
い
う
 
 

こ
と
は
、
よ
り
高
次
の
作
用
原
因
に
よ
る
規
定
を
受
け
な
い
、
つ
ま
り
他
 
 

律
を
排
除
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
自
律
的
理
性
と
は
、
第
三
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
で
思
い
見
ら
れ
た
、
絶
対
 
 

的
自
発
性
と
し
て
の
超
越
論
的
自
由
の
担
い
手
と
同
値
の
も
の
と
し
て
認
 
 

識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
今
や
、
超
越
論
的
自
由
は
 
 

道
徳
性
の
必
要
か
つ
十
分
な
条
件
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
 
 

に
さ
れ
て
き
た
、
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

続
く
第
H
部
に
お
い
て
著
者
は
、
『
基
礎
づ
け
』
第
三
章
の
論
証
構
造
 
 

の
検
討
に
進
む
。
こ
の
第
三
章
こ
そ
が
、
著
者
の
い
わ
ゆ
る
一
七
八
五
年
 
 

の
発
見
に
基
づ
い
て
カ
ン
ト
が
道
徳
の
基
礎
づ
け
の
理
論
を
展
開
し
よ
う
 
 

と
し
て
い
る
箇
所
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
著
者
の
見
解
に
よ
 
 

れ
ば
、
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
な
お
自
ら
の
発
見
に
つ
い
て
の
明
瞭
な
認
識
に
 
 

達
し
て
い
な
い
た
め
に
、
論
証
に
よ
る
道
徳
の
基
礎
づ
け
の
試
み
に
結
局
 
 

失
敗
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
の
意
図
は
、
そ
こ
に
お
け
る
カ
ン
ト
 
 

の
論
証
を
細
密
に
分
析
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
そ
れ
が
失
敗
に
帰
さ
ざ
 
 

る
を
得
な
か
っ
た
所
以
を
明
ら
か
に
す
る
と
も
に
、
カ
ン
ト
が
あ
ら
た
め
 
 

て
こ
の
失
敗
を
克
服
す
る
形
で
、
『
実
践
理
性
批
判
』
 
に
お
け
る
批
判
期
 
 

道
徳
哲
学
の
確
立
へ
と
歩
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
指
 
 

し
示
し
て
み
せ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
 
 
 

当
該
箇
所
で
カ
ン
ト
は
、
ま
ず
道
徳
性
の
原
理
を
一
個
の
ア
・
プ
リ
オ
 
 

リ
な
総
合
命
題
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
課
 
 

題
が
「
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
実
践
的
総
合
命
題
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」
と
 
 

い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
 
 

が
、
そ
の
命
題
と
し
て
彼
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
「
端
的
に
善
い
意
志
は
、
 
 

そ
の
格
率
が
常
に
普
遍
的
法
則
と
見
な
さ
れ
る
自
分
自
身
を
自
ら
の
中
に
 
 

含
み
う
る
意
志
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
に
よ
れ
ば
 
 

こ
れ
は
明
ら
か
に
分
析
命
題
で
あ
り
、
カ
ン
ト
は
掲
げ
る
べ
き
命
題
を
取
 
 

り
違
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
来
道
徳
性
の
原
理
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
べ
 
 

き
も
の
は
、
定
言
命
法
の
第
一
範
式
た
る
「
汝
の
行
為
の
格
率
が
汝
の
意
 
 

志
に
よ
っ
て
あ
た
か
も
普
遍
的
法
則
と
な
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
行
為
せ
 
 

よ
」
 
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
は
ず
で
、
し
か
も
第
三
範
式
た
る
「
す
べ
て
の
 
 

理
性
的
存
在
者
の
意
志
は
普
遍
的
に
立
法
す
る
意
志
で
あ
る
」
 
に
倣
っ
て
 
 

平
叙
文
に
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
 
 

「
す
べ
て
の
理
性
的
存
在
者
の
意
志
は
、
そ
れ
が
普
遍
的
法
則
と
な
る
こ
 
 

と
を
そ
の
意
志
自
身
が
意
欲
し
う
る
よ
う
な
格
率
を
有
す
る
」
 
と
い
う
の
 
 

が
、
本
来
究
明
さ
れ
る
べ
き
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
実
践
的
総
合
命
題
で
あ
 
 

る
、
と
著
者
は
い
う
。
著
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
カ
ン
ト
は
取
り
違
え
を
し
 
 

な
が
ら
も
、
し
た
が
っ
て
不
分
明
な
仕
方
で
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
 
 

こ
の
本
来
の
命
題
の
成
立
可
能
性
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
右
の
命
題
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
明
ら
か
に
理
性
的
存
在
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

老
の
意
志
に
自
律
と
し
て
の
自
由
す
な
わ
ち
超
越
論
的
自
由
を
認
め
る
、
 
 

と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
命
題
を
道
徳
性
の
原
 
 

理
を
表
明
す
る
も
の
と
見
て
、
そ
の
成
立
可
能
性
の
根
拠
の
解
明
に
よ
っ
 
 

て
道
徳
の
基
礎
づ
け
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
理
性
的
 
 

存
在
者
に
お
け
る
超
越
論
的
自
由
の
演
繹
に
よ
っ
て
道
徳
法
則
の
妥
当
性
 
 

の
演
繹
を
果
た
そ
う
と
す
る
試
み
を
意
味
し
て
い
る
。
超
越
論
的
自
由
の
 
 

実
在
性
が
ま
だ
承
認
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
う
し
た
試
み
が
自
由
と
道
 
 

徳
法
則
と
の
間
の
循
環
論
法
に
陥
る
の
を
免
れ
難
い
と
い
う
事
情
を
、
カ
 
 

ン
ト
自
身
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
 
 

し
て
著
者
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
結
局
「
叡
知
界
」
 
の
概
念
に
訴
え
る
こ
 
 

と
で
、
循
環
を
回
避
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
の
 
 

カ
ン
ト
の
理
解
で
は
、
人
間
が
一
面
に
お
い
て
叡
知
界
の
成
員
で
あ
る
と
 
 

い
う
こ
と
は
、
常
識
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
人
間
に
お
け
 
 

る
理
論
理
性
が
そ
の
認
識
活
動
に
お
い
て
感
性
界
を
超
え
た
自
発
性
を
示
 
 

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
叡
知
界
に
お
け
る
人
間
が
認
識
の
主
体
と
し
て
 
 

自
由
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
類
比
的
に
、
叡
知
界
に
お
け
る
人
間
に
は
 
 

意
志
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
、
と
い
う
議
論
に
よ
っ
て
、
 
 

カ
ン
ト
は
自
由
の
演
繹
を
果
た
し
得
た
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 
 

著
者
は
ま
さ
に
そ
こ
に
こ
そ
、
カ
ン
ト
の
失
敗
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
理
性
的
主
体
の
意
志
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
 
 

超
越
論
的
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
よ
り
高
次
の
原
因
に
よ
る
規
定
を
決
 
 

し
て
受
け
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
の
絶
対
的
自
発
性
で
な
く
て
は
な
ら
 
 

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
理
性
が
認
識
活
動
に
お
い
て
示
す
自
発
 
 

性
と
し
て
の
自
由
よ
り
以
上
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
カ
 
 

ン
ト
が
な
お
、
後
者
と
の
類
比
関
係
か
ら
前
者
を
演
繹
し
ょ
う
と
し
て
い
 
 

る
態
度
は
、
七
〇
年
代
に
お
け
る
自
由
の
演
繹
の
試
み
か
ら
未
だ
に
脱
し
 
 

き
っ
て
い
な
い
も
の
と
、
著
者
は
断
定
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
著
者
が
こ
の
 
『
基
礎
づ
け
』
第
三
章
に
お
け
る
論
 
 

証
の
、
『
実
践
理
性
批
判
』
 
に
お
け
る
議
論
と
の
相
違
を
示
す
も
の
と
し
 
 

て
重
視
し
て
い
る
の
は
、
道
徳
法
則
の
示
す
命
法
と
し
て
の
性
格
つ
ま
り
 
 

そ
の
拘
束
性
の
演
繹
が
こ
と
さ
ら
に
試
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
 
 

る
。
著
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
自
身
は
あ
く
ま
で
自
由
の
演
繹
を
 
 

通
し
て
道
徳
法
則
の
妥
当
性
を
証
明
し
得
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
 
 

ら
、
そ
れ
を
も
っ
て
道
徳
法
則
の
演
繹
は
完
了
し
た
と
見
な
し
て
よ
い
は
 
 

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
カ
ン
ト
は
、
さ
ら
に
続
け
て
そ
の
道
 
 

徳
法
則
が
人
間
に
お
い
て
示
す
と
こ
ろ
の
拘
束
性
を
演
繹
す
る
こ
と
を
不
 
 

可
欠
の
課
題
と
み
な
し
て
、
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
 
 

に
、
カ
ン
ト
が
こ
の
時
点
で
も
、
道
徳
法
則
の
妥
当
性
を
、
人
間
が
有
す
 
 

る
道
徳
意
識
（
命
法
と
し
て
の
法
則
の
承
認
）
 
と
は
無
関
係
に
、
主
観
の
 
 

批
判
に
基
づ
い
て
演
繹
し
得
る
も
の
と
見
な
し
、
か
つ
そ
れ
ゆ
え
に
こ
 
 

そ
、
そ
の
演
繹
に
加
え
て
こ
と
さ
ら
に
人
間
に
お
け
る
道
徳
法
則
の
命
法
 
 

と
し
て
の
性
格
の
演
繹
を
必
要
と
考
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
 
 

て
い
る
。
『
実
践
理
性
批
判
』
 
の
議
論
は
、
ま
さ
に
こ
う
い
う
論
証
構
想
 
 

の
全
面
的
放
棄
を
鮮
明
に
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
、
と
著
者
は
指
摘
す
 
 

る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
お
い
て
は
、
カ
ン
ト
は
、
ま
ず
「
理
性
の
事
実
」
 
 

と
し
て
の
道
徳
法
則
の
経
験
を
語
る
。
つ
ま
り
彼
は
今
や
、
道
徳
法
則
の
 
 

妥
当
性
の
演
繹
は
人
間
の
道
徳
的
意
識
か
ら
出
発
す
る
以
外
に
な
い
、
と
 
 

い
う
明
確
な
認
識
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
徳
法
則
 
 

の
示
す
拘
束
性
そ
の
も
の
の
演
繹
は
も
は
や
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

9
 
 
 

3
 
 
 

1
 
 
 

9
 
 

3
 
 

1
 
 
 



さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
著
者
の
い
わ
ゆ
る
一
七
八
五
年
に
お
け
る
発
 
 

見
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
、
『
実
践
理
性
批
判
』
 
に
お
い
て
明
確
な
形
態
を
 
 

呈
す
る
に
至
っ
た
批
判
期
道
徳
哲
学
は
、
自
由
と
道
徳
法
則
と
の
相
互
性
 
 

命
題
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
ほ
ぼ
不
可
避
的
に
手
厳
し
い
批
判
を
 
 

浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
批
判
と
は
、
カ
ン
ト
の
自
由
論
に
従
え
ば
道
 
 

徳
的
に
善
い
行
為
の
み
が
自
由
な
行
為
と
解
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
悪
い
行
 
 

為
に
つ
い
て
は
責
任
を
行
為
者
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
 
 

う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
批
判
の
見
地
に
立
つ
人
は
、
さ
ら
 
 

に
進
ん
で
、
カ
ン
ト
は
困
難
を
免
れ
よ
う
と
し
て
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
自
 
 

由
概
念
を
使
い
分
け
て
い
る
、
と
い
っ
て
論
難
し
ょ
う
と
す
る
。
カ
ン
ト
 
 

の
同
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
根
強
く
存
在
し
っ
づ
け
て
い
る
こ
の
種
 
 

の
批
判
を
、
著
者
は
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
の
根
本
的
理
解
に
関
わ
る
も
の
と
 
 

し
て
重
視
し
、
本
書
第
m
部
に
お
い
て
そ
の
検
討
を
試
み
て
い
る
。
結
論
 
 

か
ら
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
著
者
は
そ
う
い
う
批
判
を
、
カ
ン
ト
の
所
説
に
 
 

対
す
る
誤
解
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
カ
ン
ト
批
判
論
 
 

者
た
ち
の
意
見
の
検
討
を
通
し
て
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
 
 

り
、
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
お
い
て
一
貫
し
て
 
 

い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

著
者
が
カ
ン
ト
批
判
論
者
た
ち
の
誤
解
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
彼
 
 

ら
が
カ
ン
ト
の
い
う
「
道
徳
法
則
の
も
と
に
立
つ
意
志
」
 
（
カ
ン
ト
は
そ
 
 

れ
を
「
自
由
な
意
志
」
と
し
て
説
明
し
て
い
る
）
 
を
、
「
道
徳
法
則
に
従
 
 

う
意
志
」
 
と
同
一
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
著
者
に
 
 

よ
れ
ば
、
こ
の
点
に
関
す
る
カ
ン
ト
自
身
の
論
述
も
た
し
か
に
難
解
な
と
 
 

こ
ろ
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
の
本
意
は
あ
く
ま
で
も
、
 
 

「
道
徳
法
則
の
も
と
に
立
つ
意
志
」
 
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
自
由
な
意
志
 
 

を
「
道
徳
法
則
を
最
上
の
法
則
と
し
て
承
認
す
る
意
志
」
と
し
て
定
義
し
 
 

よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
志
は
、
実
際
に
は
道
徳
法
 
 

則
に
反
す
る
行
為
を
も
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
悪
い
行
為
も
 
 

行
為
者
に
そ
の
責
任
を
帰
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
カ
ン
ト
は
決
 
 

し
て
動
揺
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
著
者
の
見
解
か
ら
す
れ
 
 

ば
、
カ
ン
ト
は
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
自
由
概
念
を
使
い
分
け
て
い
る
、
と
 
 

い
う
批
判
は
、
も
は
や
妥
当
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
 
 

が
、
著
者
は
さ
ら
に
第
H
部
後
半
に
お
い
て
、
そ
の
点
に
関
す
る
代
表
的
 
 

研
究
者
た
ち
の
所
説
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
カ
ン
ト
の
 
 

自
由
概
念
の
統
一
性
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
、
ご
く
簡
単
に
本
書
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
 
 

ら
の
内
容
に
関
す
る
論
議
を
、
著
者
は
、
原
典
の
精
密
な
研
究
と
諸
研
究
 
 

菩
の
綿
密
な
参
照
と
に
基
づ
い
て
、
し
か
も
独
自
の
緻
密
な
論
理
構
成
に
 
 

よ
っ
て
進
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
が
カ
ン
ト
研
究
書
と
し
て
国
 
 

際
的
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
 
 

い
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
お
い
て
評
者
は
、
 
 

自
ら
の
理
解
力
不
足
を
露
呈
す
る
結
果
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
つ
つ
も
、
何
 
 

ら
か
の
意
味
で
著
者
な
ら
び
に
他
の
読
者
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
本
書
を
読
ん
で
み
て
気
づ
い
た
諸
点
を
い
く
つ
か
 
 

挙
げ
て
お
こ
う
と
思
う
。
 
 

①
『
純
粋
理
性
批
判
』
中
の
「
規
準
」
と
「
弁
証
論
」
と
に
お
け
る
自
由
 
 
 

概
念
の
相
違
に
つ
い
て
の
考
察
は
十
分
か
。
 
 
 

も
っ
ぱ
ら
「
規
準
」
 
に
お
け
る
叙
述
に
基
づ
い
て
 
『
純
粋
理
性
批
判
』
 
 

全
体
の
自
由
論
の
性
格
を
把
握
し
ょ
う
と
す
る
著
者
の
論
議
は
、
は
た
し
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介
 
 

抱
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

て
 
「
規
準
」
 
の
自
由
論
と
 
「
弁
証
論
」
 
の
そ
れ
と
の
相
違
を
強
調
す
る
、
 
 

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
ら
の
論
議
を
超
え
る
説
得
力
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
 
 

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
一
般
的
な
見
解
で
は
、
「
弁
証
論
」
 
で
は
や
 
 

は
り
超
越
論
的
自
由
が
主
題
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
蓋
然
性
が
認
め
ら
 
 

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
『
実
践
理
性
批
判
』
 
の
道
徳
論
つ
ま
り
著
者
 
 

の
い
わ
ゆ
る
批
判
期
道
徳
哲
学
の
基
礎
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
早
い
 
 

時
期
に
善
か
れ
た
 
「
規
準
」
 
に
お
い
て
、
な
お
一
七
七
〇
年
代
の
考
察
の
 
 

影
響
が
強
く
残
っ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
当
然
と
し
て
、
「
弁
証
論
」
 
に
お
 
 

い
て
は
、
や
は
り
す
で
に
何
ら
か
の
進
展
が
認
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
は
 
 

な
か
ろ
う
か
。
 
 

②
「
一
七
八
五
年
の
発
見
」
 
の
内
容
は
十
分
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
 
 
 

え
る
か
。
 
 
 

著
者
が
カ
ン
ト
の
思
想
発
展
に
お
け
る
画
期
的
な
出
来
事
と
し
て
評
価
 
 

す
る
「
一
七
八
五
年
の
発
見
」
 
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
た
る
内
容
が
 
「
自
 
 

律
原
理
」
 
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
言
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
関
 
 

す
る
説
明
は
わ
ず
か
に
第
Ⅰ
部
末
尾
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
H
部
 
 

で
は
考
察
対
象
は
す
で
に
 
「
発
見
」
 
の
成
果
の
展
開
と
み
な
さ
れ
た
 
『
基
 
 

礎
づ
け
』
第
二
章
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
著
者
の
論
述
は
、
む
し
 
 

ろ
カ
ン
ト
の
そ
こ
に
お
け
る
論
証
の
「
失
敗
」
を
つ
よ
く
印
象
づ
け
る
も
 
 

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
読
者
は
、
著
者
の
力
説
す
る
と
こ
ろ
と
は
 
 

裏
腹
に
、
む
し
ろ
一
七
八
五
年
の
「
発
見
」
 
の
画
期
的
性
格
に
疑
い
を
懐
 
 

か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

③
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
二
版
に
お
け
る
道
徳
論
の
扱
い
に
お
い
て
十
分
 
 
 

に
公
正
と
い
え
る
か
。
 
 
 

著
者
は
、
カ
ン
ト
が
一
七
八
五
年
に
道
徳
と
自
由
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
 
 

新
た
に
し
て
決
定
的
な
認
識
を
獲
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
純
粋
理
性
 
 

批
判
t
扁
第
二
版
で
は
自
由
に
関
す
る
論
述
を
ほ
と
ん
ど
書
き
改
め
な
か
っ
 
 

た
と
し
、
さ
ら
に
唯
一
付
け
加
え
た
第
二
版
序
文
の
叙
述
は
 
『
純
粋
理
性
 
 

批
判
』
と
 
『
実
践
理
性
批
判
』
 
と
の
連
続
性
を
装
う
外
観
を
与
え
る
の
に
 
 

役
立
っ
て
い
る
、
と
論
断
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
著
者
が
カ
ン
ト
の
原
 
 

典
を
細
密
に
読
み
解
く
と
こ
ろ
か
ら
獲
得
し
た
見
解
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
 
 

う
が
、
果
た
し
て
大
哲
に
対
す
る
に
十
分
公
正
な
論
評
と
い
え
る
だ
ろ
う
 
 

か
。
 
 

④
『
実
践
理
性
批
判
』
 
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
 
「
批
判
期
道
徳
哲
学
」
 
の
 
 
 

全
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
 
 
 

②
に
お
い
て
み
た
と
お
り
、
著
者
の
論
議
に
よ
れ
ば
『
基
礎
づ
け
』
 
に
 
 

お
け
る
論
証
も
結
局
失
敗
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
批
判
期
道
徳
哲
学
は
、
 
 

こ
の
失
敗
を
克
服
す
る
 
『
実
践
理
性
批
判
』
 
（
「
理
性
の
事
実
」
と
し
て
の
 
 

道
徳
的
意
識
か
ら
出
発
す
る
立
場
）
 
に
お
い
て
や
っ
と
確
立
さ
れ
た
の
で
 
 

あ
る
。
と
す
れ
ば
 
『
実
践
理
性
批
判
』
 
に
お
け
る
自
由
論
及
び
道
徳
論
こ
 
 

そ
、
そ
の
全
容
に
お
い
て
解
明
さ
れ
、
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
 
 

い
か
。
そ
れ
が
未
だ
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
読
者
に
と
っ
 
 

て
本
書
の
論
旨
の
把
握
を
や
や
難
し
く
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
 
 

⑤
「
意
志
の
自
由
」
 
と
 
「
選
択
意
志
の
自
由
」
と
の
関
係
の
究
明
は
な
お
 
 
 

課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

著
者
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
 
「
自
律
と
し
て
の
自
由
」
を
語
る
こ
と
に
 
 

お
い
て
、
一
貫
し
て
統
一
的
な
自
由
概
念
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
 
 

た
だ
そ
の
自
律
に
い
わ
ば
立
法
的
な
面
と
執
行
的
な
面
と
が
存
す
る
と
こ
 
 

ろ
か
ら
、
批
判
期
道
徳
哲
学
以
降
、
そ
れ
ら
両
血
の
関
係
を
明
確
に
す
る
 
 

た
め
の
努
力
を
続
け
、
そ
れ
が
結
局
は
「
意
志
」
と
は
区
別
さ
れ
た
「
選
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択
意
志
」
 
の
自
由
と
い
う
概
念
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
 
 

見
解
を
立
証
す
る
た
め
に
第
m
部
後
半
で
展
開
さ
れ
て
い
る
諸
研
究
者
の
 
 

所
説
の
批
判
的
検
討
は
た
い
へ
ん
緻
密
な
も
の
で
あ
る
が
、
但
し
そ
の
議
 
 

論
は
す
で
に
 
「
単
な
る
理
性
の
限
界
内
に
お
け
る
宗
教
』
 
や
 
『
道
徳
形
而
 
 

上
学
』
 
の
範
囲
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
辺
り
、
も
と
も
と
 
『
基
礎
づ
 
 

け
』
ま
で
を
対
象
と
す
る
は
ず
の
本
書
に
お
い
て
は
率
直
に
い
っ
て
や
や
 
 

先
走
っ
た
印
象
を
免
れ
な
い
。
 
 

こ
れ
ら
諸
点
を
、
評
者
は
決
し
て
本
書
の
欠
陥
を
指
し
示
す
よ
う
な
も
 
 

の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
ら
は
、
本
書
の
緻
密
な
 
 

論
理
展
開
の
お
か
げ
で
、
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
に
つ
い
て
な
お
深
く
考
察
・
 
 

究
明
さ
れ
る
べ
き
題
材
と
し
て
、
私
た
ち
読
者
の
前
に
現
し
出
さ
れ
て
き
 
 

た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
評
者
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
 
 

あ
ら
た
め
て
著
者
の
教
示
に
与
り
得
る
こ
と
を
、
他
の
読
者
と
共
に
期
待
 
 

し
た
い
と
思
う
。
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山
 
本
 
春
 
樹
 
 

本
書
は
、
一
九
九
七
年
四
月
に
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
騎
澤
大
学
名
誉
教
 
 

授
の
櫻
井
徳
太
郎
博
士
へ
の
祝
賀
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
 
 

旧
東
京
教
育
大
学
と
駒
渾
大
学
で
櫻
井
氏
の
指
導
の
も
と
に
あ
っ
た
方
々
 
 

に
よ
る
論
考
を
中
心
に
編
集
さ
れ
、
櫻
井
氏
御
自
身
の
論
考
、
お
よ
び
、
 
 

編
集
に
あ
た
ら
れ
た
世
話
人
で
あ
る
三
名
の
う
ち
、
故
人
に
な
ら
れ
た
宮
 
 

田
登
氏
を
除
き
、
佐
々
木
宏
幹
氏
と
佐
藤
憲
昭
氏
の
論
文
も
収
め
ら
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

本
書
の
書
名
は
 
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
周
辺
』
 
と
な
っ
て
い
る
 
 

が
、
収
録
さ
れ
て
い
る
一
七
編
の
論
文
が
す
べ
て
、
直
接
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
 
 

ム
を
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
関
わ
ら
な
い
も
 
 

の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
主
題
と
し
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
「
そ
の
周
 
 

辺
」
 
と
題
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
 
 

に
つ
い
て
そ
の
要
旨
を
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
示
し
、
そ
の
後
に
、
書
名
に
 
 

則
し
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
改
め
て
評
者
な
り
の
感
想
 
 

を
交
え
て
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
s
h
a
∃
a
コ
山
s
－
ゴ
の
カ
タ
カ
 
 

ナ
表
記
法
と
し
て
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
が
使
わ
れ
て
い
 
 
 

櫻
井
徳
太
郎
編
著
 
 

『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
周
辺
』
 
 

第
一
書
房
 
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
五
日
刊
 
 

A
5
判
 
三
五
七
頁
 
九
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
吾
 
 る

が
、
こ
こ
で
は
本
書
の
題
名
に
あ
わ
せ
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
し
て
お
 
 

．
、
 
 櫻

井
徳
太
郎
「
現
代
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
行
方
」
 
 
 

長
年
に
わ
た
り
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
著
者
が
、
 
 

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
さ
ら
に
乗
り
越
え
て
さ
ら
に
新
し
い
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
 
 

ム
論
を
目
指
す
と
い
う
若
々
し
い
研
究
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
「
新
宗
教
・
ニ
ュ
ー
レ
リ
ジ
ョ
ン
と
称
さ
れ
る
新
し
い
宗
教
が
ぞ
く
 
 

ぞ
く
と
出
現
す
る
一
種
の
異
常
な
情
況
の
中
に
あ
っ
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
 
 

ム
現
象
の
民
俗
学
的
研
究
の
限
界
を
こ
え
た
い
」
と
ま
ず
述
べ
た
上
で
、
 
 

オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
へ
の
懐
疑
の
表
明
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
生
態
と
類
型
論
、
 
 

シ
ャ
ー
マ
ン
を
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ら
し
め
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
論
へ
と
論
を
進
 
 

め
た
の
ち
に
、
最
後
に
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
と
っ
て
は
「
科
学
的
 
 

な
方
法
を
発
見
す
る
こ
と
が
何
を
お
い
て
も
重
要
だ
」
と
し
、
ま
た
「
現
 
 

代
人
の
知
的
琴
線
に
触
れ
る
宗
教
的
契
機
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
 
 

発
に
生
き
返
る
」
だ
ろ
う
と
し
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
宗
教
現
象
 
 

そ
れ
自
体
の
今
後
に
つ
い
て
言
及
し
、
論
考
を
閉
じ
て
い
る
。
 
 

佐
藤
憲
昭
「
霊
媒
と
予
言
者
の
あ
い
だ
 
－
 
新
潟
市
の
S
・
A
の
事
例
か
 
 

ら
 
 
」
 
 
 

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
類
型
論
を
め
ぐ
る
研
究
史
上
の
肯
定
的
立
場
と
否
 
 

定
的
立
場
を
整
理
し
、
著
者
自
身
は
肯
定
的
立
場
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
 
 

に
し
た
上
で
、
憑
霊
型
シ
ャ
ー
マ
ン
の
類
型
と
し
て
、
霊
媒
（
神
霊
と
直
 
 

接
交
流
す
る
際
に
自
己
自
身
に
意
識
が
な
い
者
）
 
と
予
言
者
（
神
霊
と
直
 
 

接
交
流
す
る
際
に
自
己
自
身
に
意
識
が
あ
る
者
）
 
の
違
い
を
整
理
し
、
最
 
 

後
に
、
新
潟
市
の
職
能
者
S
・
A
が
行
う
儀
礼
を
具
体
的
事
例
と
し
て
、
 
 

霊
媒
と
予
言
者
の
両
方
に
ま
た
が
る
複
合
型
の
類
型
が
あ
る
こ
と
を
示
し
 
 

て
い
る
。
 
 

谷
口
 
頁
「
シ
ャ
ー
マ
ン
 
（
巫
者
）
 
と
成
巫
過
程
」
 
 
 

成
巫
過
程
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
性
格
や
活
動
内
容
と
密
接
な
関
連
性
を
も
 
 

っ
て
い
る
と
い
う
樫
井
の
指
摘
に
触
発
さ
れ
て
、
著
者
は
旧
直
江
津
市
 
 

（
現
上
越
市
）
 
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
者
の
成
巫
過
程
を
取
り
上
げ
て
考
 
 

察
を
加
え
る
。
旧
直
江
津
市
に
あ
る
大
山
祀
神
社
の
参
詣
講
か
ら
出
発
し
 
 

た
新
宗
教
の
神
道
修
成
派
に
属
す
る
信
者
集
団
（
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
 
 

者
・
カ
ミ
サ
ン
を
中
心
と
す
る
教
会
組
織
）
 
の
成
立
の
略
史
、
分
布
、
系
 
 

統
図
を
示
し
た
の
ち
、
毎
年
一
度
の
大
山
舐
神
社
へ
の
参
詣
の
様
子
が
報
 
 

告
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
カ
ミ
サ
ン
の
一
人
0
・
S
氏
の
「
お
口
開
き
」
ま
 
 

で
の
プ
ロ
セ
ス
す
な
わ
ち
成
巫
過
程
の
詳
細
が
、
聞
き
取
り
資
料
お
よ
び
 
 

0
・
S
氏
側
の
修
業
の
記
録
ノ
ー
ト
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
る
。
そ
の
上
 
 

で
最
後
に
、
直
江
津
の
カ
ミ
サ
ン
は
、
そ
の
成
巫
過
程
か
ら
見
る
な
ら
 
 

ば
、
櫻
井
の
三
類
型
で
い
う
入
信
修
業
型
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
著
 
 

者
は
結
論
す
る
。
た
だ
し
、
先
述
の
成
巫
過
程
の
記
述
内
容
か
ら
見
る
限
 
 

り
、
0
・
S
氏
に
は
「
精
神
的
打
撃
や
病
気
な
ど
の
苦
悩
か
ら
脱
す
る
た
 
 

め
に
、
祈
商
的
性
格
を
も
つ
教
団
な
ど
に
入
信
し
て
、
修
業
を
続
け
る
う
 
 

ち
に
神
霊
の
憑
依
を
受
け
」
 
る
と
い
う
よ
う
な
成
▲
巫
へ
の
契
機
は
見
出
せ
 
 

な
い
。
こ
の
こ
と
の
た
め
、
著
者
は
、
「
教
会
の
維
持
・
継
承
に
重
き
が
 
 

お
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
職
能
伝
習
型
に
著
し
く
接
近
し
て
い
る
」
と
 
 

し
て
、
二
つ
の
類
型
が
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
論
を
終
 
 

え
て
い
る
。
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義
江
明
子
「
『
女
巫
』
 
と
御
巫
・
宮
人
】
鎮
魂
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て
 
－
 
」
 
 
 

吉
備
真
備
が
 
『
私
教
類
舞
」
 
の
 
「
詐
巫
を
用
い
る
莫
き
事
」
 
で
官
巫
 
 

（
御
巫
）
 
と
里
巫
 
（
民
間
の
 
「
女
巫
」
）
 
を
峻
別
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
 
 

著
者
は
、
官
巫
が
民
間
女
性
か
ら
任
用
さ
れ
る
と
い
う
形
で
両
者
は
接
点
 
 

を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
巫
観
と
し
て
の
術
に
は
共
通
性
が
あ
 
 

っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
続
日
本
紀
』
 
に
見
 
 

ら
れ
る
桓
武
天
皇
の
病
気
に
際
し
て
民
間
女
巫
が
執
り
行
っ
た
鎮
御
魂
の
 
 

次
第
と
、
『
延
書
式
』
等
に
見
ら
れ
る
御
巫
が
執
り
行
う
宮
中
鎮
魂
祭
の
 
 

次
第
が
比
較
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
 
 

「
御
飯
」
「
御
衣
」
 
に
注
目
し
、
い
ず
れ
も
が
神
鮮
で
は
な
く
、
遊
離
し
 
 

た
魂
を
天
皇
の
身
体
に
戻
す
と
い
う
タ
マ
フ
リ
の
呪
法
の
祭
具
で
あ
っ
た
 
 

と
い
う
考
察
を
通
し
て
、
里
巫
と
官
巫
の
共
通
性
、
あ
る
い
は
民
間
の
鎮
 
 

魂
呪
法
と
宮
中
鎮
魂
祭
の
共
通
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 
 

小
林
敏
男
「
善
光
寺
に
お
け
る
神
仏
交
渉
に
つ
い
て
」
 
 
 

本
論
は
、
長
野
の
善
光
寺
の
由
来
、
信
仰
対
象
、
信
仰
儀
礼
等
に
お
け
 
 

る
仏
教
的
要
素
と
神
道
的
要
素
の
混
清
の
あ
り
よ
う
を
い
く
つ
か
の
側
面
 
 

か
ら
整
理
し
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
そ
 
 

の
由
来
に
関
し
て
は
、
俗
名
の
優
姿
塞
・
善
光
の
私
宅
を
仏
教
の
道
場
と
 
 

す
る
と
い
う
在
宅
仏
教
と
し
て
始
ま
り
、
善
光
寺
如
来
へ
の
信
仰
に
は
祖
 
 

霊
信
仰
の
一
面
が
あ
る
と
い
う
、
民
俗
仏
教
・
神
仏
混
箔
の
面
か
ら
善
光
 
 

寺
を
と
ら
え
る
五
来
重
の
説
と
、
善
光
寺
が
も
と
も
と
は
神
社
で
あ
っ
た
 
 

と
す
る
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
国
学
者
や
神
道
家
の
主
張
が
取
り
上
 
 

げ
ら
れ
、
後
者
の
説
は
退
け
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
他
の
側
面
に
関
す
る
 
 

分
析
に
つ
い
て
の
紹
介
は
割
愛
す
る
。
な
お
、
本
論
は
、
初
期
仏
教
受
容
 
 

の
段
階
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ャ
ー
マ
ン
た
る
家
巫
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
 
 

た
と
い
う
櫻
井
の
説
に
触
発
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
 
 

が
、
善
光
寺
縁
起
を
紹
介
す
る
中
で
 
「
善
光
寺
仏
が
神
の
ご
と
く
託
音
一
し
 
 

た
り
、
善
光
の
背
に
飛
び
つ
い
た
、
す
な
わ
ち
憑
依
し
た
と
い
う
点
が
注
 
 

目
さ
れ
る
」
 
と
記
す
だ
け
で
、
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
上
触
れ
ら
 
 

れ
て
い
な
い
。
 
 

長
谷
部
八
朗
「
祖
師
信
仰
の
一
側
面
」
 
 
 

本
論
は
、
祖
師
を
「
仏
教
の
教
え
の
新
解
釈
を
提
唱
し
た
歴
史
的
存
在
 
 

を
あ
く
ま
で
も
前
提
と
し
つ
つ
も
、
…
…
帰
依
者
・
信
者
を
守
蕎
す
る
機
 
 

能
的
存
在
と
し
て
特
定
の
歴
史
の
時
限
を
超
越
し
た
信
望
を
集
め
、
影
響
 
 

力
を
発
動
し
う
る
と
広
く
認
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
人
物
」
と
定
義
し
、
 
 

こ
の
よ
う
な
祖
師
へ
の
信
仰
の
一
端
を
、
シ
ャ
ー
マ
ン
・
プ
リ
ー
ス
ト
的
 
 

な
性
格
を
具
え
た
宗
教
者
が
日
蓮
に
関
わ
っ
て
実
践
・
展
開
し
て
き
た
具
 
 

体
例
を
通
し
て
検
討
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
具
体
的
事
例
 
 

の
紹
介
と
分
析
を
通
し
て
、
著
者
は
、
「
特
定
の
寺
院
に
祀
ら
れ
る
祖
師
 
 

像
が
特
有
の
利
生
を
も
た
ら
す
と
い
う
ご
利
益
信
仰
と
い
う
側
面
か
ら
理
 
 

解
さ
れ
て
き
た
従
来
の
祖
師
信
仰
」
 
の
と
ら
え
方
に
加
え
て
、
「
シ
ャ
ー
 
 

マ
ン
性
を
具
え
た
仏
教
者
が
超
自
然
的
交
流
に
よ
っ
て
祖
師
と
の
強
い
一
 
 

体
感
を
自
覚
し
、
か
つ
そ
の
交
流
を
通
し
て
依
頼
者
・
信
者
の
祈
願
成
就
 
 

の
た
め
に
祖
師
の
霊
力
の
発
現
を
期
す
る
と
い
う
祖
師
信
仰
」
が
あ
る
こ
 
 

と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
、
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
 
「
日
 
 

蓮
か
ら
霊
示
 
（
託
宣
）
 
が
下
さ
れ
る
」
と
か
 
「
祖
師
が
生
き
て
い
る
と
い
 
 

う
感
覚
に
包
ま
れ
る
」
と
い
っ
た
体
験
現
象
が
、
直
ち
に
著
者
が
行
う
 
 

「
シ
ャ
ー
マ
ン
・
プ
リ
ー
ス
ト
的
な
性
格
を
具
え
た
宗
教
者
」
と
か
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

「
（
祖
師
は
）
 
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
回
路
を
通
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
 

を
送
っ
て
く
る
特
殊
な
関
係
を
取
り
結
ん
だ
信
仰
対
象
と
化
し
た
」
と
い
 
 

っ
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論
的
な
説
明
に
結
び
つ
く
も
の
か
ど
う
か
、
や
や
 
 

説
明
不
足
の
よ
う
に
評
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
 
 

森
 
雅
人
「
北
海
道
の
民
俗
宗
教
に
関
す
る
一
考
察
 
－
 
道
南
地
域
に
お
 
 

け
る
稲
荷
信
仰
の
拠
点
形
成
を
中
心
と
し
て
 
－
 
」
 
 
 

北
海
道
の
民
俗
宗
教
の
研
究
に
お
い
て
、
信
仰
拠
点
の
形
成
・
発
展
過
 
 

程
と
イ
タ
コ
・
カ
ミ
サ
マ
・
行
者
・
修
験
者
な
ど
の
巫
業
者
の
活
躍
と
の
 
 

関
連
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
し
、
江
差
町
の
笹
山
稲
荷
を
 
 

取
り
上
げ
て
こ
の
点
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
論
の
主
題
で
あ
る
。
 
 

古
く
か
ら
修
験
者
の
霊
場
と
し
て
、
ま
た
近
世
に
お
い
て
は
観
音
講
等
の
 
 

活
動
の
場
で
あ
っ
た
笹
山
へ
の
信
仰
は
、
近
代
に
入
り
、
津
軽
高
山
稲
荷
 
 

の
行
者
の
活
躍
を
契
機
に
し
て
笹
山
稲
荷
と
し
て
活
性
化
し
、
登
拝
、
行
 
 

者
の
降
神
と
託
宣
と
い
っ
た
信
仰
の
様
式
が
整
い
定
着
す
る
。
ま
た
そ
の
 
 

過
程
で
、
あ
ら
ゆ
る
御
利
益
を
求
め
て
行
者
の
も
と
に
集
ま
る
人
々
の
中
 
 

か
ら
、
自
ら
神
を
降
神
さ
せ
る
能
力
を
具
え
た
祈
頑
師
が
誕
生
し
、
笹
山
 
 

稲
荷
信
仰
の
裾
野
を
さ
ら
に
広
げ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
著
者
は
信
仰
拠
 
 

点
の
形
成
・
発
展
と
巫
業
者
の
関
連
と
 
「
巫
の
再
生
」
 
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
 
 

説
く
。
 
 

牧
野
眞
一
「
木
曽
御
嶽
講
の
御
座
－
－
・
儀
礼
の
機
会
と
独
座
 
－
 
」
 
 
 

山
岳
信
仰
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
事
例
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
 
 

ら
れ
る
木
曽
御
嶽
講
の
御
座
儀
礼
を
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
 
 

ン
に
注
目
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
論
で
あ
る
。
御
座
儀
礼
が
御
 
 

嶽
信
仰
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
儀
礼
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
そ
の
存
在
 
 

す
ら
知
ら
な
い
講
中
も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
後
に
、
著
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
 
 

な
地
域
の
御
嶽
講
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
活
動
と
御
座
儀
礼
の
執
行
機
 
 

会
・
形
態
・
目
的
等
を
関
連
づ
け
て
詳
細
に
考
察
す
る
。
ま
た
、
御
座
儀
 
 

礼
は
基
本
的
に
、
神
霊
を
憑
依
さ
せ
る
中
座
と
憑
依
さ
れ
る
前
座
に
よ
っ
 
 

て
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
形
態
の
御
座
は
、
か
つ
て
の
御
嶽
行
者
普
寛
や
そ
 
 

の
弟
子
ら
に
よ
っ
て
定
型
化
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
、
講
の
系
譜
や
地
域
 
 

性
に
よ
り
変
化
が
見
ら
れ
、
そ
の
一
つ
に
中
座
が
一
人
で
行
う
御
座
も
見
 
 

ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 
 

高
見
寛
孝
「
盲
僧
と
シ
ャ
ー
マ
ン
 
ー
 
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
盲
僧
研
究
序
 
 

説
 
－
 
」
 
 
 

本
論
は
、
盲
僧
す
な
わ
ち
琵
琶
を
背
負
い
一
本
の
杖
を
た
よ
り
と
し
て
 
 

村
々
を
巡
り
歩
き
竃
祭
り
や
荒
神
祓
い
と
い
っ
た
宗
教
儀
礼
を
行
う
、
そ
 
 

の
多
く
が
盲
目
で
あ
る
一
群
の
宗
教
者
が
、
は
た
し
て
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
 
 

宗
教
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
具
体
的
資
料
に
基
づ
 
 

い
て
論
じ
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
盲
僧
の
歴
史
を
述
べ
た
後
に
、
著
 
 

者
は
、
近
世
資
料
と
著
者
自
身
の
民
俗
調
査
資
料
に
基
づ
い
て
盲
僧
が
シ
 
 

ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
近
世
資
料
に
つ
い
 
 

て
は
五
つ
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
そ
れ
が
盲
憎
 
 

が
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
 
 

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
民
俗
調
査
資
料
に
つ
い
て
は
、
「
カ
ミ
サ
マ
か
 
 

ら
の
お
告
げ
が
あ
る
」
「
頼
ま
れ
れ
ば
カ
リ
シ
バ
ト
リ
 
（
口
寄
せ
）
 
も
行
 
 

い
得
た
」
等
の
事
例
内
容
は
盲
憎
が
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
 
 

わ
せ
る
が
、
そ
の
中
身
が
今
ひ
と
つ
明
ら
か
で
な
い
恨
み
は
あ
る
。
ま
 
 

5
 
 4
 
 

5
 
 

4
 
 

1
 
 
 



た
、
憑
き
物
落
と
し
を
行
い
う
る
者
は
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
と
著
者
は
い
 
 

う
が
、
憑
き
物
落
と
し
が
即
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
 
 

い
と
思
う
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

菅
原
征
子
「
富
士
山
噴
火
に
よ
る
甲
斐
国
八
代
郡
浅
間
神
社
の
創
建
」
 
 
 

貞
観
六
年
の
富
士
山
の
噴
火
を
契
機
と
す
る
甲
斐
国
浅
間
神
社
の
創
建
 
 

の
経
緯
を
通
し
て
、
当
時
の
地
方
で
の
押
紙
信
仰
の
実
体
と
、
そ
の
中
で
 
 

の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
論
の
主
題
で
あ
 
 

る
。
平
安
初
期
の
地
方
に
お
け
る
押
紙
信
仰
の
実
体
を
、
著
者
は
、
そ
の
 
 

政
治
性
と
い
う
点
で
抑
え
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
富
士
山
の
噴
火
と
 
 

い
う
自
然
災
害
を
、
伴
真
貞
と
い
う
在
地
官
僚
が
神
の
霊
験
・
崇
り
と
し
 
 

て
中
央
に
言
上
し
、
そ
れ
を
鎮
撫
す
る
た
め
に
天
皇
か
ら
授
与
さ
れ
る
神
 
 

社
の
格
式
が
彼
の
高
い
政
治
的
地
位
を
保
証
し
在
地
社
会
の
動
向
を
規
定
 
 

す
る
と
い
う
政
治
力
学
を
著
者
は
読
み
取
る
の
で
あ
る
。
ま
た
著
者
は
、
 
 

こ
の
政
治
力
学
の
中
で
シ
ャ
ー
マ
ン
の
託
宣
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
 
 

と
を
指
摘
し
、
託
宣
と
は
神
に
か
こ
つ
け
て
人
間
も
し
く
は
集
団
が
い
わ
 
 

ば
自
分
た
ち
に
自
身
に
向
け
て
い
る
共
同
意
志
の
表
明
で
あ
る
、
と
す
 
 

る
。
 
 

加
藤
正
春
「
歌
舞
音
曲
と
霊
魂
観
念
 
 
沖
縄
の
出
産
夜
伽
と
別
れ
遊
び
 
 

の
考
察
 
－
 
」
 
 
 

生
と
死
の
両
側
で
霊
魂
と
肉
体
の
関
係
は
未
確
定
性
と
い
う
点
で
同
一
 
 

で
あ
り
、
誕
生
の
儀
礼
と
死
の
儀
礼
は
対
応
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
 
 

こ
と
を
沖
縄
の
事
例
か
ら
確
認
し
よ
う
と
い
う
の
が
本
論
の
主
題
で
あ
 
 

る
。
比
較
検
討
さ
れ
る
事
例
は
、
出
産
後
の
母
子
が
産
室
に
こ
も
る
期
間
 
 

に
親
戚
・
隣
人
が
集
ま
り
女
は
産
室
で
火
を
焚
き
続
け
男
は
歌
舞
音
曲
で
 
 

夜
を
通
し
た
と
い
う
出
産
夜
伽
儀
礼
と
、
死
後
の
〓
疋
期
間
に
家
族
・
友
 
 

人
等
が
墓
場
に
集
ま
り
死
者
の
周
り
で
歌
い
踊
る
と
い
う
別
れ
遊
び
儀
礼
 
 

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
今
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
両
者
に
共
通
す
る
歌
舞
音
 
 

曲
は
、
前
者
に
あ
っ
て
は
魔
物
を
威
嚇
し
遠
ぎ
け
る
と
共
に
、
子
供
に
力
 
 

を
付
与
し
肉
体
と
霊
魂
の
結
合
を
強
め
る
働
き
を
し
、
後
者
に
お
い
て
は
 
 

肉
体
と
霊
魂
が
結
び
付
く
力
を
弱
め
肉
体
の
消
滅
と
霊
魂
の
解
放
を
促
す
 
 

働
き
を
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
反
対
の
位
相
で
作
用
し
て
い
る
と
著
者
は
 
 

考
え
る
。
 
 

小
川
順
敬
「
キ
リ
ス
ト
教
回
心
談
の
な
か
の
カ
ミ
グ
ー
リ
イ
 
 
文
化
資
 
 

源
と
し
て
の
カ
ミ
グ
ー
リ
ィ
体
験
 
－
 
」
 
 
 

本
論
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
で
い
う
ト
ラ
ン
ス
に
あ
た
る
沖
縄
の
 
 

カ
ミ
ダ
ー
リ
イ
体
験
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
が
沖
縄
の
社
会
文
化
的
コ
ン
テ
 
 

ク
ス
ト
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
 
 

の
で
あ
る
。
カ
ミ
ダ
ー
リ
ィ
が
ユ
タ
の
よ
う
な
職
能
者
を
再
生
産
す
る
上
 
 

で
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
共
に
、
カ
ミ
ダ
ー
リ
イ
の
中
で
キ
リ
ス
ト
の
姿
 
 

を
見
る
こ
と
が
回
心
の
契
機
に
な
る
と
い
っ
た
外
来
宗
教
受
容
の
チ
ャ
ネ
 
 

ル
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
た
上
で
、
著
者
は
、
カ
ミ
グ
ー
リ
イ
が
ユ
 
 

タ
や
カ
ミ
ン
チ
ユ
な
ど
の
宗
教
的
職
能
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
普
通
の
 
 

人
々
に
も
可
能
な
体
験
で
あ
り
、
カ
ミ
ダ
ー
リ
イ
体
験
は
他
の
心
的
体
験
 
 

を
表
現
す
る
こ
と
ば
と
ま
っ
た
く
切
り
離
さ
れ
て
孤
立
し
て
存
在
し
て
い
 
 

る
の
で
は
な
く
、
他
の
心
的
体
験
を
表
す
こ
と
ば
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
 
 

だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
特
定
の
社
会
的
役
割
を
担
っ
た
職
能
者
に
限
定
 
 

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
開
放
的
な
体
験
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
カ
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介
 
 

紹
 
 

ト
」
 
 

評
 
 

書
 
 

ミ
グ
ー
リ
ィ
体
験
の
可
塑
的
な
特
質
が
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
新
た
な
意
味
 
 

付
け
を
も
可
能
に
し
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

安
田
ひ
ろ
み
 
「
韓
国
に
お
け
る
亡
霊
結
婚
の
性
格
に
関
す
る
考
察
」
 
 
 

本
論
は
、
全
羅
南
道
珍
鳥
で
の
著
者
の
調
査
資
料
を
も
と
に
韓
国
で
の
 
 

亡
霊
結
婚
の
性
格
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
東
北
地
 
 

方
、
沖
縄
、
台
湾
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
諸
地
域
に
見
ら
れ
る
亡
霊
結
婚
の
例
 
 

を
概
観
し
た
後
、
著
者
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
主
導
で
行
わ
れ
る
韓
国
の
亡
霊
 
 

結
婚
に
つ
い
て
四
つ
の
事
例
を
あ
げ
て
そ
の
性
格
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
 
 

は
死
者
ど
う
し
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
夫
婦
墓
に
改
葬
さ
れ
、
族
譜
に
も
 
 

記
載
さ
れ
、
両
親
族
が
そ
の
後
も
交
際
を
続
け
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
社
 
 

会
的
性
格
を
も
っ
た
行
為
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
東
北
地
方
の
例
の
よ
う
 
 

に
架
空
の
存
在
と
の
結
婚
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
入
養
・
立
嗣
の
目
的
 
 

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
結
婚
せ
ず
に
死
ん
だ
死
者
を
慰
め
崇
り
を
せ
ぬ
よ
う
 
 

に
す
る
た
め
の
根
本
的
解
決
法
と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
亡
霊
結
婚
の
儀
礼
に
お
い
て
性
的
結
合
の
表
象
が
目
立
つ
の
は
、
こ
の
 
 

よ
う
な
情
の
部
分
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
著
者
は
考
え
 
 

る
。
 
 

大
野
祐
二
 
「
韓
国
一
仏
教
寺
院
の
素
描
 
 
A
郡
の
事
例
か
ら
 
 
」
 
 
 

本
論
は
、
韓
国
の
一
仏
教
寺
院
を
取
り
上
げ
、
著
者
の
調
査
に
基
づ
い
 
 

て
そ
こ
で
の
組
織
や
活
動
を
記
述
し
て
、
そ
の
予
備
的
考
察
を
行
お
う
と
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
地
で
あ
る
地
域
の
現
状
を
宗
教
面
か
ら
概
観
し
 
 

た
後
、
当
該
地
域
内
に
あ
る
一
寺
院
の
組
織
と
経
済
的
基
盤
を
住
職
と
信
 
 

者
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
述
べ
、
つ
ぎ
に
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
儀
 
 

礼
・
行
事
を
報
告
す
る
。
予
備
的
考
察
に
お
い
て
著
者
が
注
目
す
る
の
は
 
 

寺
院
を
運
営
す
る
上
で
僧
侶
と
信
者
お
よ
び
僧
侶
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
 
 

果
た
す
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
が
な
く
祖
先
供
 
 

養
を
通
し
た
檀
家
と
の
持
続
的
関
係
も
な
い
こ
の
寺
院
に
と
っ
て
は
、
僧
 
 

侶
と
個
々
の
信
者
の
結
び
つ
き
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
師
と
弟
 
 

子
、
先
輩
と
後
輩
、
友
人
と
い
っ
た
僧
侶
問
の
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
 
 

寺
院
の
運
営
を
支
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
 
 

う
な
僧
侶
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
寺
院
の
あ
り
よ
う
が
、
シ
 
 

ヤ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
儀
礼
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
ム
ー
ダ
ン
の
寺
院
 
 

な
ど
と
は
ち
が
い
、
民
間
信
仰
の
領
域
と
混
交
し
っ
つ
も
そ
こ
に
埋
没
し
 
 

な
い
側
面
を
維
持
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
は
と
、
著
者
は
考
察
す
 
 

る
。
 
 

タ
ン
キ
1
 
 

杉
井
純
一
「
日
本
人
の
他
者
と
し
て
の
童
札
」
 
 
 

本
論
は
、
漢
民
族
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
し
て
知
ら
れ
る
童
札
信
仰
を
 
 

取
り
上
げ
る
が
、
そ
の
巫
術
儀
礼
の
分
析
や
ト
ラ
ン
ス
現
象
の
考
察
な
ど
 
 

の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
民
族
学
的
研
究
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
は
 
 

な
く
、
童
乱
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
が
、
そ
れ
を
行
っ
て
き
た
英
国
 
 

人
、
日
本
人
お
よ
び
漢
人
・
華
人
に
と
っ
て
持
つ
政
治
性
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
 
 

ー
性
を
問
題
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
口
本
支
配
時
代
の
台
湾
漢
 
 

民
族
の
童
乱
信
仰
は
皇
民
化
政
策
の
中
で
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
か
 
 

つ
、
他
者
と
し
て
の
こ
れ
に
対
峠
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
人
の
文
化
的
同
 
 

質
性
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
効
果
を
も
っ
て
い
た
、
と
い
う
。
エ
リ
オ
 
 

ッ
ト
に
始
ま
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
童
乱
研
究
の
歩
み
が
詳
し
く
跡
付
け
ら
 
 

れ
る
が
、
そ
こ
で
も
著
者
は
、
童
乱
信
仰
に
表
出
さ
れ
る
政
治
性
、
階
層
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性
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
着
ヨ
し
た
研
究
に
注
目
し
て
い
る
。
 
 

内
山
明
子
「
現
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
民
俗
宗
教
研
究
の
特
徴
 
－
 
民
族
 
 

意
識
形
成
の
観
点
か
ら
 
－
 
」
 
 
 

現
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
族
意
識
形
成
の
歴
史
と
ギ
リ
シ
ア
民
俗
学
の
成
立
 
 

史
の
相
互
関
係
を
概
観
し
た
上
で
、
著
者
は
、
民
衆
を
社
会
的
実
体
と
し
 
 

て
と
ら
え
る
方
向
が
ギ
リ
シ
ア
民
俗
学
で
は
長
い
こ
と
希
薄
で
あ
っ
た
こ
 
 

と
を
指
摘
す
る
。
ギ
リ
シ
ア
民
俗
学
が
扱
う
民
俗
宗
教
は
社
会
的
実
体
と
 
 

し
て
の
民
衆
の
信
じ
て
い
る
宗
教
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
階
層
に
見
 
 

出
せ
る
民
俗
文
化
の
中
の
宗
教
関
連
分
野
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
し
 
 

て
、
そ
の
研
究
目
的
も
、
特
定
の
社
会
的
実
体
で
あ
る
人
び
と
の
宗
教
世
 
 

界
の
探
求
で
は
な
く
、
「
ギ
リ
シ
ア
人
「
が
古
代
か
ら
ビ
ザ
ン
チ
ン
を
経
 
 

て
今
日
に
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
を
民
俗
宗
教
面
か
ら
証
明
す
る
こ
と
に
 
 

お
か
れ
て
き
た
。
民
族
意
識
が
常
に
内
外
か
ら
問
わ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
人
に
 
 

と
っ
て
こ
の
よ
う
な
研
究
が
も
つ
意
義
は
大
き
く
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
領
 
 

域
へ
の
拡
大
し
っ
つ
あ
る
ギ
リ
シ
ア
民
俗
学
が
悩
み
や
不
安
を
抱
え
な
が
 
 

ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
暮
ら
す
ギ
リ
シ
ア
人
の
精
神
生
酒
を
よ
り
生
き
 
 

生
き
と
映
し
出
す
よ
う
に
な
る
こ
と
を
著
者
は
期
待
す
る
。
 
 

佐
々
木
宏
幹
「
ネ
オ
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論
の
問
題
点
 
 
M
・
ハ
ー
ナ
 
 

ー
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
 
一
 
 
 

本
論
は
、
一
九
七
〇
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
で
活
動
が
目
立
つ
ネ
オ
・
シ
 
 

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
主
張
さ
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
概
念
 
 

を
、
従
来
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
の
立
場
か
ら
検
証
し
よ
う
と
い
う
も
 
 

の
で
あ
る
。
ネ
オ
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論
者
が
説
く
シ
ャ
ー
マ
ン
概
念
を
 
 

「
シ
ャ
ー
マ
ン
的
意
識
状
態
に
お
い
て
そ
の
魂
を
異
界
に
旅
さ
せ
う
る
人
 
 

物
で
あ
り
、
異
界
で
の
経
験
は
覚
醒
後
も
記
憶
し
、
し
た
が
っ
て
聖
霊
等
 
 

に
憑
依
さ
れ
て
記
憶
喪
失
を
伴
う
霊
媒
は
シ
ャ
ー
マ
ン
で
は
な
い
と
ま
 
 

と
め
た
後
、
著
者
は
、
脱
魂
と
憑
依
の
現
象
が
必
ず
し
も
峻
別
で
き
な
い
 
 

こ
と
を
事
例
を
挙
げ
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
自
覚
的
に
霊
的
対
象
に
関
 
 

わ
る
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ン
の
主
体
性
を
強
調
す
る
ネ
オ
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
 
 

ム
の
シ
ャ
ー
マ
ン
概
念
は
、
ア
メ
リ
カ
の
上
・
中
流
ク
ラ
ス
の
知
識
人
に
 
 

受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
実
践
に
結
び
付
け
や
す
い
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
構
 
 

築
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
ネ
オ
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
 
 

ズ
ム
研
究
で
は
な
く
新
宗
教
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
 
 

す
る
。
 
 

ま
と
め
に
か
え
て
若
干
述
べ
て
お
き
た
い
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
現
象
を
 
 

前
に
し
て
最
初
に
浮
か
ぶ
も
っ
と
も
素
朴
な
疑
問
は
、
そ
の
ト
ラ
ン
ス
状
 
 

態
の
真
偽
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
小
川
論
文
が
い
う
よ
う
に
 
「
我
々
は
心
の
 
 

中
の
体
験
を
変
容
状
態
で
あ
る
と
正
し
く
同
定
す
る
こ
と
ば
で
き
な
い
の
 
 

だ
か
ら
、
調
査
対
象
者
の
心
理
状
態
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
一
 
 

が
た
め
に
、
変
容
意
識
状
態
に
あ
る
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ン
の
育
と
、
そ
れ
 
 

へ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
信
頼
を
前
提
に
し
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
ク
ラ
イ
ア
 
 

ン
ト
の
関
係
が
作
り
上
げ
る
現
象
の
意
味
や
そ
の
救
済
的
意
義
を
考
え
る
 
 

と
こ
ろ
で
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
は
行
わ
れ
て
き
た
。
学
問
と
し
て
の
シ
 
 

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
と
っ
て
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
時
 
 

に
、
先
に
述
べ
た
素
朴
な
疑
問
は
依
然
と
し
て
疑
問
の
ま
ま
に
残
さ
れ
 
 

る
。
櫻
井
論
文
は
敢
え
て
こ
の
疑
問
に
取
り
組
む
新
し
い
研
究
領
域
を
提
 
 

唱
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
外
形
に
現
れ
た
表
情
や
動
作
が
本
当
に
観
察
し
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

た
通
り
の
現
象
か
ど
う
か
実
は
わ
か
ら
」
ず
、
「
問
題
は
外
面
の
一
皮
を
 
 

剥
い
で
そ
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
い
 
 

い
、
人
文
系
学
問
の
領
域
を
越
え
て
科
学
的
な
方
法
を
発
見
す
る
こ
と
が
 
 

何
を
お
い
て
も
必
要
だ
と
い
う
。
本
書
中
に
は
こ
れ
に
応
え
る
論
考
は
ま
 
 

だ
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
お
け
る
今
後
の
動
 
 

向
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 



小
 
池
 
淳
一
 
 

神
仏
習
合
と
い
う
日
本
の
宗
教
研
究
に
お
け
る
大
き
な
命
題
に
つ
い
て
 
 

は
、
多
様
な
領
域
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の
結
果
を
我
々
は
既
に
持
っ
 
 

て
い
る
。
そ
こ
に
、
民
俗
世
界
を
対
象
と
す
る
魅
力
的
な
成
果
が
加
わ
っ
 
 

た
。
本
書
『
神
と
仏
の
民
俗
』
 
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
三
〇
年
に
及
 
 

ぶ
追
跡
と
思
考
と
が
結
実
し
た
魅
力
的
な
作
品
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
は
「
神
と
仏
」
と
い
う
大
き
な
表
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 

も
し
内
容
に
合
わ
せ
た
副
題
を
加
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
荒
神
神
楽
と
修
 
 

正
会
に
み
る
神
仏
習
合
の
歴
史
人
類
学
的
考
察
」
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
 
 

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
地
方
に
お
け
る
荒
神
神
楽
は
託
宣
を
伴
う
神
 
 

楽
と
し
て
、
そ
の
系
譜
や
関
連
す
る
宗
教
芸
能
者
、
中
世
的
な
世
界
の
再
 
 

構
築
と
い
っ
た
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
修
正
会
は
寺
院
に
お
け
る
 
 

年
頭
の
法
会
で
あ
る
が
、
古
い
伝
統
を
持
つ
複
雑
な
儀
礼
と
芸
能
と
の
結
 
 

節
点
で
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
本
書
で
は
第
Ⅰ
部
を
「
神
楽
」
と
題
 
 

し
、
荒
神
神
楽
を
分
析
し
、
第
H
部
を
「
後
戸
」
と
し
て
、
本
尊
の
後
方
 
 

や
背
面
、
内
陣
の
背
後
の
空
間
と
そ
こ
に
祀
ら
れ
た
神
の
意
味
を
探
っ
て
 
 

鈴
木
正
崇
著
 
 

『
神
と
仏
の
民
俗
』
 
 

吉
川
弘
文
館
 
二
〇
〇
一
年
二
月
二
〇
日
刊
 
 

A
5
判
 
三
四
四
＋
一
四
頁
 
六
八
〇
〇
円
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い
る
。
 
 
 

最
初
に
本
書
を
神
仏
習
合
を
め
ぐ
る
民
俗
世
界
か
ら
の
考
察
で
あ
る
と
 
 

紹
介
し
た
が
、
本
書
の
対
象
は
、
民
俗
学
が
も
っ
ぱ
ら
扱
っ
て
き
た
村
落
 
 

世
界
に
お
け
る
多
種
多
様
な
神
仏
の
存
在
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
記
録
史
 
 

料
に
恵
ま
れ
な
い
民
俗
宗
教
と
は
や
や
異
な
る
、
宗
教
者
が
表
面
的
に
も
 
 

深
層
で
も
関
与
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
様
な
意
味
の
集
積
が
予
測
さ
 
 

れ
る
芸
能
と
空
間
と
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
荒
神
神
楽
は
中
 
 

世
に
遡
る
祭
文
や
近
世
の
祭
祀
の
様
相
を
示
す
史
料
が
残
存
し
て
お
り
、
 
 

修
正
会
に
つ
い
て
も
古
代
か
ら
の
祭
神
と
芸
能
に
関
す
る
史
料
を
見
出
す
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
史
料
の
分
析
と
神
仏
の
付
会
、
相
互
変
換
の
 
 

様
相
を
あ
く
ま
で
も
実
地
の
踏
査
と
観
察
に
基
づ
き
な
が
ら
記
述
し
、
時
 
 

間
軸
を
意
識
し
た
解
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
副
題
を
仮
に
付
け
る
と
す
 
 

れ
ば
、
歴
史
人
類
学
的
考
察
で
あ
ろ
う
、
と
評
者
が
考
え
る
の
は
そ
う
し
 
 

た
点
に
拠
る
。
 
 

二
 
 
 

さ
て
、
内
容
を
要
約
紹
介
し
な
が
ら
、
本
書
の
達
成
を
確
認
し
て
い
こ
 
 

う
0
 
 
 第
Ⅰ
部
「
神
楽
」
は
四
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
最
初
に
従
来
の
神
楽
研
 
 

究
の
展
開
を
振
り
返
っ
た
後
、
広
義
の
タ
マ
と
の
交
流
と
い
う
視
点
を
提
 
 

示
し
、
特
に
死
霊
、
祖
霊
と
仏
教
と
が
こ
こ
で
出
逢
う
こ
と
を
指
摘
す
 
 

る
。
 
 
 

第
一
章
「
荒
神
神
楽
に
み
る
自
然
と
人
間
」
で
は
、
神
楽
を
構
成
す
る
 
 

基
幹
の
要
素
で
あ
る
荒
神
へ
の
信
仰
を
提
示
し
た
後
、
神
楽
の
次
第
を
述
 
 

べ
、
そ
こ
に
表
れ
る
世
界
観
を
、
人
間
と
自
然
と
の
相
互
交
流
と
と
ら
え
 
 

る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
多
様
な
神
々
の
祭
祀
を
、
村
の
内
と
外
 
 

と
い
う
規
準
で
弁
別
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
 
 
 

第
二
章
「
弓
神
楽
と
土
公
祭
文
」
で
は
、
広
島
県
甲
奴
郡
、
御
調
郡
、
 
 

世
羅
郡
に
お
け
る
神
楽
に
お
い
て
長
大
な
祭
文
を
読
み
上
げ
る
形
式
で
行
 
 

わ
れ
る
 
「
座
り
神
楽
」
 
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
弓
を
用
い
 
 

た
祭
祀
の
様
相
が
述
べ
ら
れ
、
ま
ず
祭
祀
を
支
え
る
担
い
手
が
、
そ
の
地
 
 

域
の
生
産
組
織
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
立
ち
 
 

神
楽
」
荒
神
舞
も
併
せ
て
分
析
し
、
こ
う
し
た
祭
祀
の
形
成
に
は
修
験
や
 
 

陰
陽
師
が
関
与
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
析
の
上
に
祀
 
 

ら
れ
る
神
々
の
性
格
を
前
章
の
自
然
－
人
間
、
外
－
内
と
い
う
対
照
軸
の
 
 

中
に
位
置
づ
け
る
。
最
後
に
弓
神
楽
に
お
い
て
読
み
上
げ
ら
れ
、
荒
神
舞
 
 

に
お
い
て
は
演
じ
ら
れ
る
「
土
公
祭
文
」
を
社
会
関
係
の
投
影
と
文
化
秩
 
 

序
の
再
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
 
 
 

第
三
章
「
荒
神
神
楽
に
み
る
現
世
と
他
界
」
 
で
は
、
荒
神
神
楽
に
お
け
 
 

る
他
界
観
、
霊
魂
観
が
論
じ
ら
れ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
神
楽
 
 

の
変
容
、
と
り
わ
け
祭
儀
の
執
行
者
で
あ
っ
た
神
子
と
法
者
と
に
注
目
す
 
 

る
。
さ
ら
に
荒
神
神
楽
に
お
け
る
神
霊
を
、
伽
藍
に
祀
ら
れ
る
神
、
来
訪
 
 

神
の
角
度
か
ら
位
置
づ
け
、
次
い
で
、
演
劇
的
に
行
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
 
 

「
神
楽
能
」
の
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、
神
楽
の
意
味
を
社
会
的
・
文
化
 
 

的
背
景
と
連
関
さ
せ
て
理
解
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
 

第
四
章
「
巫
覿
と
神
楽
」
 
で
は
、
荒
神
神
楽
の
担
い
手
で
あ
っ
た
民
間
 
 

の
巫
者
を
、
神
楽
に
様
々
な
形
で
表
れ
る
神
霊
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
分
 
 

析
す
る
。
荒
神
神
楽
は
託
宣
を
重
要
な
柱
と
す
る
祭
祀
で
あ
り
、
そ
こ
で
 
 

託
宣
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
意
味
づ
け
る
こ
と
や
、
次
々
と
表
れ
る
不
思
 
 

議
な
神
格
の
由
来
と
相
互
の
関
係
と
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
 
 0
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
害
 
 は

荒
神
は
、
多
義
的
な
神
霊
と
い
う
よ
り
も
混
沌
と
し
た
野
生
の
力
で
あ
 
 

る
、
と
解
き
明
か
さ
れ
、
そ
の
上
で
託
宣
の
意
義
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
、
第
Ⅰ
部
「
神
楽
」
 
で
は
荒
神
神
楽
を
対
象
と
し
つ
つ
も
、
各
章
 
 

の
主
題
に
関
連
す
る
他
地
域
の
芸
能
、
民
俗
宗
教
の
儀
礼
に
関
わ
る
資
料
 
 

も
併
せ
て
参
照
さ
れ
、
中
世
以
降
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
史
料
も
検
討
さ
 
 

れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
分
析
に
先
行
す
る
そ
う
し
た
態
度
が
、
叙
述
に
 
 

厚
み
を
加
え
、
各
章
の
主
題
の
意
義
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
基
本
的
 
 

な
枠
組
み
と
し
て
、
自
然
人
間
、
外
－
内
、
混
沌
秩
序
と
い
っ
た
対
 
 

立
項
を
設
定
し
、
そ
の
対
立
や
葛
藤
、
融
合
に
注
意
を
払
い
、
神
楽
の
意
 
 

味
論
を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
単
な
る
構
造
の
抽
出
で
は
な
 
 

く
、
そ
の
形
成
過
程
や
諸
要
素
の
象
徴
性
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
て
分
析
 
 

は
さ
ら
に
細
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

主
と
し
て
こ
れ
ま
で
荒
神
神
楽
に
つ
い
て
は
、
綿
密
な
民
俗
学
的
な
調
 
 

査
が
あ
り
な
が
ら
、
分
析
に
お
い
て
は
祖
霊
と
い
う
単
一
な
方
向
へ
の
結
 
 

論
の
偏
り
が
あ
っ
た
。
本
書
の
よ
う
な
構
造
の
抽
出
と
そ
の
形
成
の
プ
ロ
 
 

セ
ス
を
主
眼
と
す
る
新
た
な
研
究
成
果
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
研
 
 

究
の
多
様
な
可
能
性
が
確
認
さ
れ
、
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
 
 

た
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
分
析
は
、
荒
神
神
楽
 
 

を
現
在
ま
で
伝
え
、
演
じ
、
見
る
村
人
た
ち
の
立
場
か
ら
の
神
楽
の
意
味
 
 

を
、
常
に
意
識
し
、
問
う
て
い
る
。
儀
礼
世
界
の
象
徴
性
や
意
味
が
誰
に
 
 

向
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
問
う
こ
と
の
必
要
性
を
筆
者
は
充
分
に
考
慮
 
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
H
部
「
後
戸
」
は
二
つ
の
葺
か
ら
成
っ
て
い
る
。
最
初
に
、
芸
能
史
 
 

研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
後
戸
と
い
う
空
間
と
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
神
格
 
 

の
追
究
が
、
寺
院
儀
礼
史
や
芸
能
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
代
を
超
え
て
、
 
 

日
本
人
の
神
霊
観
や
神
仏
の
混
清
等
の
問
題
に
示
唆
を
与
え
る
こ
と
が
指
 
 

摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
一
章
「
後
戸
論
」
 
で
は
、
後
戸
の
機
能
を
文
献
史
学
と
建
築
史
と
か
 
 

ら
確
認
し
、
次
い
で
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
時
間
的
変
遷
の
中
で
後
戸
に
 
 

ど
の
よ
う
な
神
仏
が
祀
ら
れ
て
き
た
か
を
、
具
体
的
に
確
認
、
検
討
し
て
 
 

い
る
。
そ
こ
で
は
民
俗
世
界
に
お
け
る
納
戸
に
も
注
目
し
、
そ
こ
に
祀
ら
 
 

れ
る
神
格
に
も
注
意
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
修
験
道
と
 
 

の
関
わ
り
に
も
論
及
し
、
後
戸
と
い
う
空
間
に
胚
胎
す
る
思
考
、
表
現
の
 
 

形
式
と
特
性
と
を
整
理
し
て
い
る
。
 
 
 

第
二
章
「
摩
多
羅
神
」
 
で
は
、
こ
の
奇
妙
な
神
格
が
習
合
と
変
形
を
経
 
 

て
い
て
、
新
た
な
神
仏
混
渚
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
の
格
好
の
対
象
で
 
 

あ
る
と
し
、
比
叡
山
、
毛
越
寺
、
日
光
山
、
多
武
峰
を
は
じ
め
と
す
る
各
 
 

地
に
み
ら
れ
る
摩
多
羅
神
の
祭
祀
と
位
置
づ
け
、
関
連
す
る
伝
承
を
整
理
 
 

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
整
理
と
分
析
と
を
経
て
、
摩
多
羅
神
の
多
 
 

様
な
性
格
と
意
義
を
後
戸
と
い
う
空
間
、
芸
能
に
お
い
て
翁
や
鬼
な
ど
と
 
 

結
び
つ
く
面
を
丁
寧
に
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
習
合
よ
り
も
無
限
に
変
 
 

貌
す
る
世
界
創
造
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
 
 

章
の
数
は
僅
か
二
つ
で
あ
る
が
、
分
量
的
に
は
本
書
全
体
の
半
分
近
く
 
 

を
占
め
、
ま
た
内
容
も
第
Ⅰ
部
の
神
楽
に
劣
ら
ず
濃
密
な
記
述
が
な
さ
れ
 
 

て
い
る
。
空
間
の
意
味
と
そ
こ
で
自
在
に
変
貌
し
て
い
く
祭
神
の
問
題
と
 
 

に
そ
れ
ぞ
れ
一
章
が
費
や
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
第
Ⅰ
部
よ
り
も
 
 

明
快
に
組
み
立
て
ら
れ
た
記
述
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
史
料
が
多
い
 
 

領
域
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
の
み
沈
潜
す
る
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
民
俗
 
 

世
界
と
の
つ
な
が
り
が
意
識
さ
れ
、
歴
史
的
世
界
と
法
会
や
延
年
な
ど
の
 
 

儀
礼
の
場
と
を
往
還
し
な
が
ら
考
察
を
積
み
重
ね
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
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る
。
 
 
 

後
戸
も
摩
多
羅
神
も
史
料
の
性
格
や
特
殊
性
が
、
従
来
の
厚
い
研
究
史
 
 

と
と
も
に
安
易
な
結
論
を
導
く
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
 
 

は
早
急
に
結
論
を
出
そ
う
と
は
せ
ず
に
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
報
 
 

告
や
記
録
を
博
捜
し
、
そ
れ
ら
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
の
意
 
 

味
を
見
出
す
こ
と
に
意
を
注
い
で
い
る
。
歴
史
的
世
界
に
対
す
る
人
類
学
 
 

の
知
見
の
適
用
に
よ
っ
て
、
後
戸
と
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
神
が
、
宗
教
的
な
 
 

創
造
力
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
 
 

よ
う
。
 
 

三
 
 
 

全
体
と
し
て
本
書
は
荒
神
神
楽
と
修
正
会
と
い
う
日
本
の
宗
教
文
化
の
 
 

な
か
で
は
限
ら
れ
た
事
象
を
取
り
上
げ
、
そ
の
歴
史
的
な
背
景
に
ま
で
顧
 
 

慮
し
な
が
ら
、
神
と
仏
と
い
う
存
在
の
相
互
転
換
、
意
味
生
成
、
あ
る
い
 
 

は
交
流
や
混
沌
の
場
を
論
じ
て
い
る
。
対
象
を
厳
し
く
限
定
し
な
が
ら
、
 
 

深
く
緻
密
に
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
大
き
な
命
題
に
 
 

応
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

あ
る
い
は
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
注
意
を
 
 

喚
起
し
て
お
く
が
、
筆
者
は
日
本
を
対
象
と
す
る
民
俗
学
や
宗
教
学
だ
け
 
 

を
そ
の
学
問
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
『
ス
リ
ラ
ン
 
 

カ
の
宗
教
と
社
会
』
 
（
一
九
九
六
、
春
秋
社
）
 
に
結
実
し
て
い
る
よ
う
に
 
 

ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
宗
教
現
象
を
追
究
し
て
き
た
人
類
学
者
で
あ
り
、
 
 

ま
た
羽
黒
山
を
は
じ
め
と
す
る
口
本
各
地
の
山
岳
信
仰
及
び
修
験
道
に
も
 
 

精
通
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
 
（
そ
の
〓
堀
は
筆
者
の
 
『
山
と
神
と
人
 
 

1
山
岳
信
仰
と
修
験
道
の
世
界
』
一
九
九
一
、
淡
交
社
、
で
知
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
）
。
本
書
に
見
え
隠
れ
す
る
国
境
を
越
え
て
ア
ジ
ア
文
化
の
中
 
 

に
託
宣
や
摩
多
羅
神
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
そ
う
し
た
筆
者
 
 

の
学
問
的
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
広
大
な
筆
者
の
学
問
的
守
 
 

備
範
囲
か
ら
す
れ
ば
副
次
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
分
野
の
業
績
 
 

な
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
は
い
う
も
の
の
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
三
〇
年
に
及
ぶ
調
査
の
積
 
 

み
重
ね
、
関
心
の
継
続
の
成
果
で
あ
り
、
そ
の
厚
み
に
も
敬
意
を
は
ら
う
 
 

べ
き
で
あ
ろ
う
。
圧
倒
的
な
史
料
や
報
告
の
引
用
に
見
失
い
が
ち
で
あ
る
 
 

が
、
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
芸
能
や
儀
礼
の
多
く
を
筆
者
は
実
見
し
、
 
 

関
連
す
る
事
項
の
聞
き
取
り
も
確
実
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
文
章
か
ら
う
 
 

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
か
ら
、
対
象
に
対
す
る
筆
者
の
記
述
は
 
 

信
頼
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
史
料
分
析
や
人
類
学
的
理
論
の
適
用
 
 

に
と
ど
ま
ら
な
い
豊
饅
な
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
と
 
 

言
え
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
日
本
文
化
に
育
ま
れ
た
宗
教
人
類
学
者
の
果
た
 
 

す
べ
き
学
問
的
な
役
割
を
十
二
分
に
発
揮
し
た
業
績
と
い
う
こ
と
が
で
き
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
読
み
過
ご
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
点
と
し
て
、
本
書
に
お
 
 

け
る
注
記
の
徹
底
ぶ
り
も
称
揚
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
本
 
 

書
の
内
容
そ
の
も
の
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
が
、
近
年
、
学
術
書
の
体
裁
 
 

を
と
り
な
が
ら
、
不
充
分
あ
る
い
は
不
親
切
な
注
記
様
式
し
か
採
用
し
て
 
 

い
な
い
書
物
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
に
透
け
て
み
え
る
の
は
研
究
の
自
閉
 
 

傾
向
で
あ
り
、
先
学
へ
の
敬
意
の
喪
失
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
よ
う
な
注
記
 
 

の
周
到
さ
に
学
び
な
が
ら
、
さ
ら
に
堅
牢
な
学
問
の
構
築
を
目
指
し
た
 
 
 

＼
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介
 
 

招
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

四
 
 
 

本
書
は
、
日
本
の
神
仏
が
生
み
出
す
混
沌
と
し
た
儀
礼
世
界
に
周
到
な
 
 

用
意
と
透
徹
し
た
視
座
で
切
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
若
干
の
問
題
点
 
 

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
多
く
は
評
者
を
も
含
め
た
後
進
に
課
さ
れ
 
 

た
筆
者
か
ら
の
問
題
捏
起
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
 
 

の
幾
つ
か
を
こ
こ
で
答
え
る
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
確
認
だ
け
は
し
 
 

て
お
き
た
い
と
考
え
る
。
 
 
 

第
一
に
、
本
書
が
対
象
と
し
た
荒
神
神
楽
と
修
正
会
は
膨
大
な
研
究
史
 
 

を
持
っ
て
い
る
。
本
書
は
そ
れ
ら
を
充
分
に
岨
囁
し
、
取
り
入
れ
て
は
い
 
 

る
が
、
な
お
そ
れ
ら
の
成
果
や
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
仮
説
と
の
不
整
合
は
 
 

存
在
す
る
。
特
に
本
書
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
る
二
項
対
立
の
構
造
や
混
 
 

沌
か
ら
意
味
や
秩
序
の
生
成
へ
、
と
い
っ
た
構
造
的
な
解
釈
や
象
徴
論
 
 

が
、
例
え
ば
祖
霊
研
究
や
芸
能
史
的
な
成
果
な
ど
の
よ
う
な
歴
史
性
を
帯
 
 

び
た
仮
説
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
分
析
の
次
元
の
遠
い
 
 

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
重
層
的
な
解
釈
は
 
 

未
来
に
お
け
る
統
合
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
糸
 
 

口
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
、
改
め
て
本
書
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
対
象
 
 

か
ら
模
索
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
二
に
、
本
吉
の
主
題
で
あ
る
神
と
仏
が
歴
史
の
な
か
で
生
み
出
し
て
 
 

き
た
多
様
性
や
相
互
転
換
は
、
や
は
り
、
荒
神
神
楽
と
修
正
会
に
の
み
収
 
 

束
さ
せ
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
主
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
 
 

に
筆
者
は
、
多
く
の
民
俗
誌
的
な
デ
ー
タ
や
史
料
を
、
こ
の
二
つ
の
対
象
 
 

に
関
連
さ
せ
る
か
た
ち
で
検
討
し
、
さ
ら
に
深
い
分
析
を
目
指
し
て
い
る
 
 

の
だ
が
、
中
国
地
方
や
大
寺
院
と
い
っ
た
こ
れ
ら
の
対
象
を
規
定
す
る
特
 
 

殊
性
か
ら
の
解
放
は
充
分
で
は
な
い
。
特
に
第
Ⅰ
部
に
お
け
る
神
楽
の
意
 
 

昧
世
界
が
庶
民
に
向
け
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
の
に
対
し
て
、
第
Ⅲ
部
の
 
 

後
戸
の
分
析
は
そ
の
意
味
が
向
か
う
と
こ
ろ
が
充
分
に
示
さ
れ
て
い
る
と
 
 

は
言
え
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
限
定
に
帰
因
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
 

か
。
標
題
に
あ
る
よ
う
に
神
と
仏
の
民
俗
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
 
 

り
広
く
多
様
な
対
象
へ
と
分
析
が
伸
ば
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
 
 

う
0
 
 
 第

三
に
、
一
部
に
お
い
て
叙
述
と
主
張
と
が
い
さ
さ
か
錯
綜
し
て
お
 
 

り
、
類
似
の
分
析
対
象
と
そ
の
成
果
と
が
繰
り
返
し
表
れ
る
場
合
が
あ
る
 
 

こ
と
は
残
念
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
第
Ⅰ
部
は
一
九
七
九
 
 

年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
数
編
の
論
考
を
再
構
成
す
る
か
 
 

た
ち
で
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
か
な
り
入
念
に
整
理
し
直
さ
れ
 
 

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
も
の
の
、
や
や
読
み
づ
ら
い
面
が
残
っ
て
い
 
 

る
。
な
お
、
筆
者
に
は
 
「
神
楽
と
鎮
魂
 
－
 
荒
神
祭
祀
に
み
る
神
と
人
」
 
 

（
守
屋
毅
編
『
大
系
・
仏
教
と
日
本
人
 
第
七
巻
 
芸
能
と
鎮
魂
』
一
九
 
 

八
八
、
春
秋
社
）
 
と
い
う
論
考
も
あ
り
、
本
書
に
吸
収
さ
れ
る
内
容
も
示
 
 

さ
れ
て
い
る
が
、
巻
末
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の
荒
神
神
楽
に
関
 
 

す
る
研
究
は
発
展
途
上
に
あ
る
と
解
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
四
に
、
神
楽
や
修
正
会
に
影
響
を
与
え
た
宗
教
教
理
へ
の
目
配
り
が
 
 

修
験
道
に
厚
く
、
陰
陽
道
に
は
や
や
薄
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
気
に
か
か
 
 

る
。
二
、
三
の
例
を
挙
げ
る
と
、
五
一
頁
、
六
八
百
、
一
六
四
頁
、
二
三
 
 

八
～
二
四
〇
頁
等
に
み
ら
れ
る
七
五
と
い
う
神
霊
の
数
を
示
す
表
現
は
、
 
 

奥
三
河
の
 
「
大
土
公
祭
文
」
 
に
表
れ
る
五
郎
の
姫
宮
の
子
ど
も
た
ち
、
す
 
 

な
わ
ち
暦
注
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
陰
陽
道
の
神
々
と
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
 
 

う
。
む
ろ
ん
、
本
書
で
注
意
さ
れ
た
神
霊
と
そ
れ
を
表
す
数
と
い
う
認
識
 
 

と
の
時
間
的
な
先
後
関
係
、
構
造
的
な
異
同
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
で
あ
 
 

3
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る
が
、
陰
陽
道
に
ま
つ
わ
る
神
々
の
命
名
は
民
俗
事
象
の
な
か
に
溶
け
込
 
 

ん
で
お
り
 
（
拙
稿
「
神
を
名
づ
け
た
話
 
－
 
山
の
神
出
産
讃
と
陰
陽
道
 
 

と
」
 
『
国
文
学
－
－
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
 
四
四
巻
一
四
号
、
一
九
九
九
、
 
 

学
燈
社
、
参
照
）
、
小
神
や
招
か
れ
ざ
る
霊
、
山
中
の
諸
霊
と
い
っ
た
や
 
 

や
漠
然
と
し
た
解
釈
は
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
六
九
 
 

頁
以
下
及
び
一
七
七
頁
以
下
で
土
公
祭
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 

類
似
の
ス
ト
ー
リ
1
展
開
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
中
国
・
九
州
地
 
 

方
の
盲
僧
の
管
理
す
る
釈
文
 
（
成
田
守
『
盲
僧
の
伝
承
』
一
九
八
五
、
三
 
 

弥
井
書
店
等
を
参
照
）
 
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
言
及
 
（
一
四
 
 

五
～
一
四
六
頁
等
）
 
は
あ
る
も
の
の
充
分
に
検
討
さ
れ
て
は
い
な
い
。
さ
 
 

ら
に
一
六
一
～
二
ハ
三
頁
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
 
「
し
は
ん
じ
ょ
う
の
杖
」
 
 

に
つ
い
て
も
、
本
来
は
陰
陽
道
周
辺
で
宗
教
化
さ
れ
た
も
の
で
、
中
世
の
 
 

説
話
に
も
多
く
見
え
、
修
験
や
巫
女
に
も
活
用
さ
れ
た
表
現
で
あ
ろ
う
と
 
 

思
わ
れ
る
 
（
拙
稿
「
鬼
の
呪
宝
の
系
譜
 
－
 
昔
話
と
陰
陽
道
と
の
交
渉
」
 
 

『
昔
話
 
－
 
研
究
と
資
料
 
二
元
 
昔
話
と
呪
物
・
呪
宝
』
一
九
九
七
、
 
 

日
本
昔
話
学
会
等
を
参
照
）
 
が
、
そ
う
し
た
方
面
へ
の
注
目
は
抜
け
て
し
 
 

ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
本
書
の
追
究
す
る
主
題
に
比
べ
て
、
や
や
周
縁
 
 

に
属
す
る
点
で
あ
る
が
、
今
後
の
展
開
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
注
意
を
喚
 
 

起
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

な
お
、
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
読
者
の
た
め
に
評
者
が
気
づ
い
た
校
正
 
 

も
れ
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
指
摘
し
て
お
く
。
一
三
二
頁
、
一
八
九
 
 

貞
注
四
六
の
 
「
日
野
西
信
定
」
 
は
「
日
野
西
真
定
」
、
一
八
七
頁
注
一
四
 
 

の
「
掘
一
郎
」
は
 
「
堀
一
郎
」
、
一
九
〇
頁
注
六
九
の
 
「
椙
山
女
学
院
大
 
 

学
」
 
は
 
「
椙
山
女
学
園
大
学
」
、
一
九
五
頁
注
一
四
四
の
な
か
の
注
 
（
1
3
5
）
 
 

は
 
（
1
3
6
）
、
二
四
六
頁
の
 
「
補
足
」
 
は
「
捕
捉
」
、
三
三
三
頁
注
一
一
一
の
 
 「

『
仏
教
歳
時
記
』
」
は
「
『
仏
教
行
事
歳
時
記
』
」
、
三
三
四
頁
注
一
一
八
 
 

の
 
「
第
一
民
族
芸
能
学
会
」
 
は
 
「
第
一
民
俗
芸
能
学
会
」
、
同
頁
注
一
二
 
 

元
の
「
同
朋
社
出
版
」
は
「
同
朋
舎
出
版
」
、
三
三
七
頁
注
一
八
二
の
 
 

『
講
座
 
日
本
の
民
俗
宗
教
』
七
巻
の
刊
年
が
落
ち
て
い
る
が
、
一
九
七
 
 

九
年
で
あ
る
。
 
 

五
 
 
 

本
書
は
、
日
本
の
神
仏
の
観
念
が
、
芸
能
や
儀
礼
の
な
か
で
、
ど
の
よ
 
 

う
に
操
作
さ
れ
、
ど
う
い
っ
た
意
味
を
託
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え
よ
う
と
 
 

す
る
際
、
基
本
書
と
な
る
べ
き
重
要
な
著
作
で
あ
る
。
評
者
も
こ
の
領
域
 
 

に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
先
行
研
究
の
博
捜
、
現
地
調
査
へ
の
志
 
 

向
、
叙
述
の
態
度
等
々
を
は
じ
め
、
本
書
の
随
所
で
穏
健
な
筆
致
を
支
え
 
 

る
強
固
な
思
索
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
魅
力
を
充
 
 

分
に
は
指
摘
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
定
の
評
価
と
問
題
点
と
は
提
出
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

最
後
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
 
『
神
と
仏
の
民
 
 

俗
』
 
で
あ
る
。
神
仏
の
問
題
を
民
俗
世
界
で
考
え
る
際
に
は
こ
れ
だ
け
の
 
 

多
種
多
様
な
領
域
へ
の
越
境
と
関
心
の
持
続
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
全
 
 

体
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
止
め
る
べ
き
学
徒
は
評
者
の
み
 
 

で
は
な
い
こ
と
を
信
じ
、
江
湖
の
熟
読
を
薦
め
た
い
。
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介
 
 

紹
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評
 
 

書
 
 

新
 
谷
 
尚
 
紀
 
 
 

一
先
祖
祭
祀
研
究
の
課
題
 
 
 

本
書
の
姿
勢
は
明
確
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
部
に
お
い
て
二
つ
の
問
題
 
 

点
を
提
示
す
る
。
第
一
に
、
か
つ
て
は
戦
後
の
社
会
変
動
に
伴
う
家
や
同
 
 

族
の
弛
緩
や
解
体
が
先
祖
祭
祀
の
衰
頑
や
廃
絶
を
も
た
ら
す
と
い
う
研
究
 
 

上
の
暗
黙
の
前
提
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
両
者
は
必
ず
し
も
直
接
的
に
は
結
 
 

び
つ
い
て
い
な
い
、
第
二
に
、
先
祖
祭
祀
を
家
と
家
連
合
の
自
律
性
と
恒
 
 

久
性
の
原
理
を
貫
く
象
徴
儀
礼
と
し
て
把
握
す
る
立
場
か
ら
、
従
来
は
先
 
 

祖
観
や
先
祖
祭
祀
は
家
の
枠
内
に
限
定
し
た
研
究
が
主
た
る
も
の
と
な
っ
 
 

て
い
た
が
、
現
実
の
先
祖
観
や
先
祖
祭
祀
に
は
家
の
系
譜
に
限
定
さ
れ
な
 
 

い
家
の
枠
を
超
え
る
側
面
が
あ
る
、
と
い
う
。
 
 
 

第
一
の
問
題
点
に
つ
い
て
著
者
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
社
会
学
に
 
 

お
い
て
は
、
近
代
化
、
産
業
化
の
進
展
が
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機
能
分
化
を
 
 

推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
農
業
社
会
段
階
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
伝
 
 

統
的
社
会
関
係
、
日
本
社
会
に
お
い
て
は
家
、
同
族
、
村
落
結
合
が
弛
緩
 
 

し
解
体
し
て
い
く
、
と
い
う
捉
え
万
が
一
般
化
し
自
明
の
前
提
と
さ
れ
て
 
 

き
た
。
日
本
の
伝
統
的
家
族
で
あ
る
家
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
に
家
 
 

孝
本
 
貢
著
 
 

『
現
代
日
本
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
』
 
 

御
茶
の
水
書
房
 
二
〇
〇
一
年
三
月
二
五
日
刊
 
 

A
5
判
 
二
六
九
頁
 
五
八
〇
〇
円
 
 

産
や
家
業
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
給
与
所
得
を
主
た
る
収
入
源
と
す
る
 
 

よ
う
に
な
り
、
核
家
族
化
に
伴
っ
て
夫
婦
家
族
制
理
念
が
浸
透
し
定
着
し
 
 

て
、
家
族
の
私
事
化
が
進
み
、
さ
ら
に
は
社
会
移
動
の
増
大
に
よ
る
家
族
 
 

機
能
や
親
族
機
能
の
縮
小
化
が
お
こ
り
、
人
び
と
の
意
識
の
個
人
主
義
化
 
 

に
よ
っ
て
、
家
は
解
体
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
共
通
の
先
 
 

祖
を
も
つ
と
い
う
意
識
は
希
薄
と
な
り
、
先
祖
祭
祀
は
衰
頑
と
廃
絶
の
方
 
 

向
に
突
き
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
き
て
い
 
 

た
 
（
富
永
健
一
『
日
本
産
業
社
会
の
転
機
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
 
 

八
年
、
二
八
二
九
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
研
究
の
暗
黙
の
前
提
と
さ
 
 

れ
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
先
祖
祭
祀
研
究
は
衰
頑
と
消
滅
と
い
う
点
を
 
 

機
軸
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
田
卓
（
『
祖
先
祭
祀
の
研
究
』
一
九
六
 
 

五
年
、
二
二
四
頁
）
、
森
岡
清
美
 
（
「
家
族
パ
タ
ー
ン
と
伝
統
的
宗
教
行
動
 
 

の
訓
練
」
 
『
I
C
U
社
会
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
 
1
1
、
一
九
七
二
年
、
七
一
 
 

九
五
頁
）
、
藤
井
正
雄
（
『
現
代
人
の
信
仰
構
造
』
一
九
七
四
年
、
一
三
 
 

九
－
一
四
〇
頁
）
 
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
戦
後
の
 
 

夫
婦
家
族
制
理
念
の
浸
透
と
核
家
族
化
が
伝
統
的
先
祖
祭
祀
を
掘
り
崩
し
 
 

て
い
っ
た
と
捉
え
て
い
た
。
 
 
 

し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
こ
の
先
祖
祭
祀
衰
頚
説
は
再
検
 
 

討
が
迫
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
第
一
の
要
因
は
、
さ
ま
ぎ
ま
な
世
論
調
査
の
 
 

結
果
、
先
祖
祭
祀
に
関
す
る
項
目
に
お
い
て
、
衰
頑
の
傾
向
が
示
さ
れ
て
 
 

い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
N
H
K
や
朝
日
新
聞
な
ど
の
世
論
調
査
で
墓
参
 
 

り
の
実
修
率
が
六
〇
～
七
〇
％
と
い
う
高
さ
を
み
せ
、
総
理
府
調
査
で
先
 
 

祖
伝
来
の
家
屋
敷
や
墓
な
ど
は
大
切
に
守
っ
て
子
供
に
伝
え
る
べ
き
だ
と
 
 

の
意
識
が
七
八
％
と
い
う
高
さ
を
示
し
た
。
第
二
の
要
因
は
、
先
祖
供
養
 
 

を
標
模
す
る
大
正
期
以
降
に
創
唱
さ
れ
た
新
宗
教
、
た
と
え
ば
霊
友
会
な
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ど
の
教
勢
伸
張
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
主
と
し
て
都
市
家
族
へ
受
容
さ
れ
て
 
 

い
っ
た
点
に
関
し
て
現
代
家
族
と
先
祖
祭
祀
の
関
連
に
つ
い
て
の
再
検
討
 
 

が
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
三
の
要
因
は
、
日
本
社
会
を
取
り
巻
く
 
 

沖
縄
社
会
、
中
国
社
会
、
朝
鮮
社
会
な
ど
隣
接
文
化
圏
で
の
先
祖
祭
祀
を
 
 

め
ぐ
る
今
日
的
状
況
で
あ
る
。
日
本
社
会
は
こ
れ
ら
先
祖
祭
祀
が
社
会
結
 
 

合
の
最
も
重
要
な
原
理
を
構
成
し
て
き
た
い
わ
ば
先
祖
祭
祀
文
化
圏
と
も
 
 

い
う
べ
き
環
シ
ナ
海
社
会
の
中
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
の
変
容
に
関
す
る
研
究
 
 

は
、
現
状
と
し
て
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
視
点
が
提
示
 
 

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ⅲ
廃
絶
の
方
向
、
榔
連
続
の
方
向
、
刷
私
生
活
 
 

化
の
方
向
、
㈱
思
慕
へ
の
比
重
が
強
く
な
る
方
向
、
㈲
新
し
い
先
祖
観
の
 
 

出
現
、
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
一
般
的
論
理
 
 

整
合
的
な
仮
説
が
支
持
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
回
産
 
 

業
化
、
都
市
化
に
よ
っ
て
家
族
規
模
は
縮
小
し
核
家
族
化
し
て
き
た
、
㈲
 
 

戦
後
の
民
法
改
正
を
契
機
に
し
て
夫
婦
家
族
制
理
念
が
浸
透
し
て
い
っ
 
 

た
、
回
そ
の
結
果
、
直
系
家
族
制
に
則
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
日
 
 

本
家
族
で
あ
る
家
は
崩
壊
過
程
を
と
っ
た
、
伸
し
た
が
っ
て
家
の
永
続
を
 
 

第
一
義
と
す
る
系
譜
的
な
先
祖
祭
祀
は
廃
絶
し
て
い
く
蓋
然
性
が
高
く
な
 
 

る
、
㈹
そ
し
て
、
夫
婦
家
族
制
に
適
合
的
な
先
祖
祭
祀
、
す
な
わ
ち
、
夫
 
 

婦
の
双
方
の
父
母
な
ど
近
親
者
を
中
心
と
し
、
近
親
者
へ
の
追
慕
が
儀
礼
 
 

の
主
た
る
目
標
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、
実
 
 

態
把
握
に
は
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
が
表
出
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
理
 
 

由
の
一
つ
は
、
先
祖
祭
祀
の
動
態
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
が
深
め
ら
れ
て
 
 

い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
二
つ
は
、
先
祖
祭
祀
、
先
祖
観
を
い
か
に
捉
え
て
 
 

い
く
か
の
視
点
が
確
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

孝・恩の道徳規範として立ちはだかる先祖   

（家、家族国家観で強調）   

災因論としての先祖   

（崇りとしての一側面）   

ホトケ／タマとしての先祖   

（民俗仏教と先祖の融合的世界）  

そ
こ
で
、
第
二
の
問
題
点
に
連
な
っ
て
い
く
。
先
祖
祭
祀
の
多
肢
的
特
 
 

性
で
あ
る
。
先
祖
祭
祀
の
研
究
は
家
研
究
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
家
の
枠
内
 
 

に
限
定
し
た
先
祖
観
、
先
祖
祭
祀
の
研
究
 
 

生命の源流としての先祖   

（自己の存立根拠）  

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
 
 

現
実
上
の
庶
民
生
活
に
お
け
る
世
界
観
の
 
 

一
つ
の
底
流
を
な
す
災
因
論
、
不
幸
の
説
 
 

明
手
段
と
し
て
の
先
祖
の
た
た
り
、
不
成
 
 

仏
、
業
際
、
因
縁
な
ど
の
解
釈
に
お
い
て
 
 

は
、
そ
れ
ら
は
家
の
系
譜
的
先
祖
に
限
定
 
 

さ
れ
な
い
家
の
枠
を
超
え
る
拡
が
り
を
も
 
 

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
仏
教
の
影
響
か
ら
三
 
 

界
寓
霊
供
養
、
無
縁
仏
供
養
、
一
切
諸
精
 
 

霊
供
養
な
ど
、
家
の
枠
を
超
え
る
世
界
の
 
 

形
成
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
著
者
は
上
 
 

の
よ
う
な
先
祖
祭
祀
の
存
立
構
図
を
示
 
 

す
。
 
 
 

そ
し
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
先
祖
祭
 
 

祀
の
変
容
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
ロ
バ
 
 

ー
ト
・
ス
ミ
ス
 
（
『
現
代
日
本
の
祖
先
崇
 
 

拝
』
一
九
八
一
、
一
九
八
三
年
 
（
原
著
一
 
 

九
七
四
年
）
）
 
や
高
橋
博
子
 
（
「
家
族
形
態
 
 

と
先
祖
祭
祀
」
家
族
問
題
研
究
会
『
家
族
 
 

研
究
年
報
』
一
号
、
一
九
七
五
年
）
 
な
ど
 
 

仏
壇
や
位
牌
に
注
目
す
る
業
績
が
あ
る
 
 

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

れ
と
は
別
に
墓
の
分
析
が
避
け
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
位
牌
に
は
複
製
 
 

の
位
牌
も
あ
る
し
、
祭
祀
の
場
所
が
私
的
情
愛
の
世
界
な
ど
状
況
適
合
的
 
 

な
理
由
に
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
が
、
墓
は
二
疋
の
土
地
に
設
け
 
 

ら
れ
固
定
的
で
あ
り
規
範
的
世
界
を
表
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
 
 

う
0
 
 
 本
書
は
こ
の
第
一
部
だ
け
で
も
、
現
代
日
本
の
先
祖
祭
祀
研
究
が
抱
え
 
 

て
い
る
問
題
点
と
課
題
と
が
適
切
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
研
究
者
 
 

に
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
 
 

二
 
村
落
社
会
と
先
祖
祭
祀
 
 
 

第
l
一
部
「
伝
統
的
先
祖
祭
祀
基
盤
の
揺
ら
ぎ
」
で
は
、
従
来
、
家
、
家
 
 

連
合
、
村
落
社
会
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
宗
教
と
先
祖
祭
祀
 
 

に
と
っ
て
、
そ
の
基
盤
と
し
て
き
た
農
業
を
家
業
と
す
る
村
落
社
会
が
急
 
 

激
な
産
業
化
に
よ
っ
て
揺
ら
ぎ
、
伝
統
的
村
落
統
制
の
規
制
力
が
弱
体
化
 
 

す
る
と
い
う
動
き
の
中
で
、
実
際
の
村
落
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
展
開
 
 

が
見
ら
れ
る
の
か
、
丁
寧
な
追
跡
と
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
 
 

第
一
章
「
村
落
統
制
の
弛
緩
と
新
宗
教
の
浸
透
」
で
は
、
一
定
の
宗
教
的
 
 

規
範
を
維
持
す
る
こ
と
に
厳
格
な
日
蓮
宗
不
受
不
布
施
派
の
信
徒
の
存
在
 
 

す
る
岡
山
県
御
津
町
内
の
三
部
落
の
調
査
を
試
み
る
。
A
部
落
は
全
戸
日
 
 

蓮
宗
不
受
不
施
派
信
徒
で
、
B
部
落
は
少
数
の
転
入
者
を
除
い
て
全
戸
日
 
 

蓮
宗
不
受
不
施
派
信
徒
、
C
部
落
は
日
蓮
宗
、
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
、
不
 
 

受
不
施
日
蓮
講
門
宗
の
信
徒
が
混
在
す
る
。
こ
の
三
部
落
に
、
一
九
六
〇
 
 

年
代
に
新
宗
教
、
こ
こ
で
は
霊
友
会
が
進
出
し
た
が
、
あ
る
部
落
で
は
そ
 
 

の
新
宗
教
が
定
着
し
、
あ
る
部
落
で
は
排
斥
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
違
い
 
 

を
村
落
構
造
的
要
因
、
伝
統
的
宗
教
集
団
の
在
り
方
、
新
宗
教
信
者
例
の
 
 

要
因
と
の
係
わ
り
で
考
察
し
、
葬
儀
な
ど
の
伝
統
的
儀
礼
の
場
で
の
圧
力
 
 

を
き
っ
か
け
に
そ
れ
ま
で
入
信
し
て
い
た
人
た
ち
が
す
べ
て
退
会
す
る
こ
 
 

と
と
な
っ
た
A
部
落
の
例
を
も
と
に
、
伝
統
的
な
宗
教
組
織
と
村
落
組
織
 
 

と
が
吻
合
し
、
か
つ
番
神
堂
な
ど
の
物
的
装
置
を
保
持
し
て
い
る
部
落
で
 
 

は
、
構
造
改
善
事
業
を
行
い
、
新
し
い
農
業
秩
序
を
共
同
体
的
に
再
編
し
 
 

よ
う
と
す
る
な
ど
、
村
落
内
の
生
活
連
関
を
支
え
に
し
て
伝
統
的
な
信
徒
 
 

集
団
の
結
束
が
維
持
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
 
 

て
、
農
業
秩
序
の
共
同
体
的
再
編
へ
の
努
力
が
見
ら
れ
ず
、
離
農
、
ブ
ル
 
 

ー
カ
ラ
ー
化
の
道
を
歩
ん
で
村
落
内
の
生
活
連
関
も
弛
緩
し
て
い
る
B
部
 
 

落
と
、
檀
信
徒
関
係
が
混
在
し
村
落
組
織
と
の
吻
合
の
み
ら
れ
な
い
C
部
 
 

落
で
は
、
少
数
な
が
ら
霊
友
会
信
者
の
定
着
が
見
ら
れ
、
一
定
の
社
会
的
 
 

勢
力
を
も
つ
に
い
た
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝
統
的
 
 

先
祖
祭
祀
を
支
え
て
き
た
家
、
家
関
係
の
結
合
力
の
緩
み
を
も
あ
ら
わ
す
 
 

新
宗
教
の
浸
透
は
、
そ
れ
が
都
市
社
会
を
基
盤
と
す
る
宗
教
で
あ
る
だ
け
 
 

に
村
落
的
な
共
同
規
制
か
ら
の
解
放
の
度
合
い
が
大
き
く
、
今
後
は
個
々
 
 

の
家
族
で
そ
れ
ぞ
れ
相
応
し
い
先
祖
祭
祀
へ
の
取
り
組
み
の
自
由
度
が
増
 
 

大
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と
解
読
し
て
い
る
。
 
 
 

第
二
章
「
家
族
移
動
と
「
先
祖
累
代
墓
」
 
の
建
立
」
は
、
岡
山
県
下
の
 
 

水
島
工
業
地
帯
の
近
郊
で
、
家
の
地
域
移
動
に
と
も
な
う
個
人
墓
、
夫
婦
 
 

墓
の
改
築
と
先
祖
累
代
墓
の
造
立
の
動
き
を
追
跡
調
査
し
た
も
の
で
あ
 
 

り
、
第
三
章
「
合
葬
墓
の
建
立
は
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
と
そ
の
周
辺
地
 
 

域
に
多
く
見
ら
れ
る
合
葬
墓
の
設
け
ら
れ
た
経
緯
と
そ
の
後
の
動
向
を
追
 
 

跡
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
糸
魚
川
市
の
事
例
は
、
大
正
年
間
 
 

に
社
会
移
動
の
増
大
に
よ
る
無
縁
仏
の
増
加
へ
の
危
倶
か
ら
、
村
で
一
村
 
 

一
墓
を
設
け
、
遺
骨
を
集
合
的
に
納
骨
供
養
す
る
百
霊
廟
の
設
立
と
そ
れ
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に
尽
力
し
た
土
地
の
名
望
家
中
村
美
樹
の
事
跡
を
追
跡
し
、
同
時
に
一
九
 
 

六
〇
年
代
以
降
の
当
該
地
区
の
市
街
地
化
と
新
し
い
移
住
世
帯
と
の
関
 
 

係
、
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
の
区
か
ら
霊
廟
維
持
会
へ
の
管
理
移
転
な
ど
 
 

現
在
に
至
る
ま
で
の
動
向
を
丁
寧
に
追
跡
し
て
い
る
。
 
 
 

第
≡
早
は
さ
す
が
に
著
者
の
腕
力
が
発
揮
さ
れ
た
論
考
で
あ
り
膨
大
で
 
 

精
密
な
デ
ー
タ
収
集
と
そ
の
撤
密
な
分
析
手
順
が
読
者
を
圧
倒
す
る
。
ま
 
 

た
第
二
章
と
第
三
章
は
詳
細
な
事
例
研
究
で
、
と
く
に
第
三
章
の
時
間
幅
 
 

を
も
っ
た
追
跡
研
究
は
先
祖
祭
祀
を
村
落
社
会
と
社
会
変
動
の
問
題
と
の
 
 

関
連
で
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
成
果
を
捏
供
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 

た
だ
、
第
一
章
の
調
査
対
象
村
落
に
お
け
る
墓
地
調
査
が
加
わ
っ
て
い
れ
 
 

ば
さ
ら
に
興
味
深
い
分
析
結
果
が
提
示
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 
 

三
 
都
市
移
動
家
族
と
墓
地
取
得
 
 
 

第
三
部
「
現
代
都
市
家
族
と
先
祖
祭
祀
」
で
は
、
都
市
移
動
家
族
が
新
 
 

た
に
都
市
型
市
営
墓
地
や
寺
院
納
骨
堂
を
取
得
利
用
し
て
い
る
実
態
を
追
 
 

跡
し
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
先
祖
祭
祀
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
も
の
 
 

で
あ
る
。
第
一
章
「
都
市
移
動
家
族
と
墓
地
取
得
（
こ
」
 
で
は
岡
山
県
倉
 
 

敷
市
市
営
墓
地
、
第
二
章
「
都
市
移
動
家
族
と
墓
地
取
得
（
二
）
」
 
で
は
静
 
 

岡
県
浜
松
市
市
営
墓
園
、
第
三
章
「
寺
院
納
骨
堂
に
お
け
る
祭
祀
」
 
で
は
 
 

岡
山
県
倉
敷
市
の
一
寺
院
納
骨
堂
、
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
墓
地
取
得
家
 
 

族
や
納
骨
堂
利
用
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
得
や
利
用
の
理
由
や
要
因
に
つ
 
 

い
て
追
跡
し
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
都
市
に
新
た
 
 

に
墓
地
を
求
め
た
要
因
は
、
直
接
的
に
は
近
親
者
の
死
へ
の
遭
遇
に
よ
る
 
 

そ
の
祭
祀
場
所
の
確
保
の
た
め
と
い
う
例
も
多
い
が
、
一
方
そ
れ
以
上
に
 
 

多
い
の
が
都
市
移
住
に
伴
い
十
分
な
先
祖
祭
祀
の
利
便
確
保
の
た
め
に
既
 
 

存
の
墓
を
改
葬
し
た
と
い
う
例
で
あ
る
。
そ
の
既
存
の
墓
の
改
葬
に
当
た
 
 

っ
て
は
近
親
の
物
故
者
に
限
定
さ
れ
ず
、
郷
里
の
墓
地
の
土
を
移
す
な
ど
 
 

し
て
 
「
先
祖
代
々
」
を
改
葬
し
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
家
族
の
祭
祀
す
べ
き
 
 

対
象
と
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
墓
か
ら
先
祖
祭
祀
の
変
容
を
見
た
場
 
 

合
、
連
続
の
側
面
が
強
い
と
指
摘
す
る
。
一
方
、
納
骨
堂
利
用
家
族
は
、
 
 

生
家
の
廃
絶
あ
る
い
は
生
家
と
の
関
係
が
途
絶
の
状
況
に
あ
る
家
族
が
、
 
 

家
族
員
の
死
亡
に
よ
り
遺
骨
祭
祀
の
場
所
と
し
て
納
骨
堂
を
選
ん
だ
の
で
 
 

あ
り
、
主
と
し
て
経
済
的
理
由
か
ら
で
あ
る
が
、
墓
地
取
得
と
比
べ
る
と
 
 

地
域
定
着
性
の
低
さ
も
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
先
祖
祭
祀
の
継
承
に
関
し
 
 

て
は
家
永
続
の
た
め
に
後
嗣
が
義
務
と
し
て
行
う
と
い
う
規
範
は
失
わ
れ
 
 

て
き
て
お
り
、
子
供
の
う
ち
誰
か
が
仏
壇
や
墓
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
状
 
 

況
適
合
的
な
処
理
が
選
択
さ
れ
て
お
り
、
家
の
先
祖
は
誰
か
と
の
問
い
に
 
 

対
す
る
回
答
で
は
、
代
々
の
家
長
な
ど
直
系
的
先
祖
観
は
三
〇
％
に
す
ぎ
 
 

ず
、
家
の
す
べ
て
の
死
者
と
い
う
の
が
最
も
多
く
、
夫
方
裏
方
を
問
わ
ず
 
 

血
縁
の
近
い
人
と
す
る
例
も
み
ら
れ
、
家
の
創
設
者
で
あ
る
始
祖
を
先
祖
 
 

の
核
と
し
て
そ
の
後
の
系
譜
継
承
者
で
あ
る
代
々
の
家
長
夫
婦
を
中
心
と
 
 

す
る
家
先
祖
祭
祀
と
家
先
祖
観
は
弱
ま
り
崩
壊
し
て
き
つ
つ
あ
る
と
指
摘
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

戦
後
、
圧
倒
的
に
増
加
し
た
都
市
移
動
家
族
が
高
齢
化
を
迎
え
て
い
る
 
 

現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
論
考
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
研
究
成
果
 
 

の
提
示
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
現
代
社
会
か
ら
の
情
報
収
 
 

集
を
基
礎
と
す
る
宗
教
社
会
学
が
、
そ
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
現
代
 
 

社
会
が
求
め
て
い
る
 
「
知
の
還
元
」
を
、
ま
さ
に
実
践
し
て
い
る
作
業
と
 
 

い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
岡
山
県
、
静
岡
県
以
外
の
列
島
 
 

各
地
の
事
例
研
究
が
今
後
も
多
く
の
研
究
参
加
者
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
、
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
吾
 
 

家
族
の
移
動
と
墓
地
の
設
営
の
問
題
に
さ
ら
に
新
し
い
知
見
が
獲
得
さ
れ
 
 

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
 
 

四
 
新
宗
教
と
先
祖
祭
祀
 
 
 

第
四
部
「
新
宗
教
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
」
 
で
は
、
新
宗
教
の
信
念
大
系
 
 

の
中
に
見
ら
れ
る
先
祖
観
の
特
質
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
て
い
る
。
新
宗
 
 

教
の
う
ち
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
創
唱
さ
れ
た
も
の
は
先
祖
へ
の
言
 
 

及
が
少
な
い
が
大
正
期
以
降
に
創
唱
さ
れ
た
新
宗
教
は
先
祖
供
養
を
宗
教
 
 

実
践
の
核
に
お
い
て
い
る
教
団
が
多
い
と
す
る
理
解
に
立
っ
て
、
大
正
期
 
 

以
降
の
新
宗
教
の
信
者
層
が
都
市
家
族
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
 
 

か
ら
、
そ
れ
ら
が
現
代
日
本
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
の
ひ
と
つ
の
特
質
を
表
 
 

現
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
霊
友
会
と
霊
友
会
系
の
立
正
佼
成
会
、
妙
智
 
 

曾
を
分
析
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。
第
一
葦
「
霊
友
会
系
新
宗
 
 

教
」
 
で
は
、
霊
友
会
系
諸
教
団
の
世
界
観
、
人
間
観
、
先
阻
観
、
信
者
の
 
 

宗
教
的
日
常
的
行
為
規
範
へ
の
分
析
を
試
み
、
第
二
章
「
妙
智
合
「
信
仰
 
 

体
験
記
」
 
の
分
析
」
 
で
は
、
会
報
『
み
ょ
う
ち
』
一
巻
一
号
 
（
一
九
六
五
 
 

年
四
月
）
～
十
三
巻
四
号
 
（
一
九
七
八
年
一
月
）
 
に
掲
載
さ
れ
た
信
仰
体
 
 

験
記
三
些
二
事
例
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
新
宗
教
 
 

に
お
い
て
は
、
現
実
の
苦
難
の
説
明
原
理
と
し
て
先
祖
霊
が
重
視
さ
れ
、
 
 

救
済
の
た
め
の
生
活
指
針
の
提
供
が
行
わ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
 
 

自
己
と
家
族
の
苦
難
を
先
祖
の
苦
し
み
と
し
て
分
か
ち
合
い
、
孤
立
と
絶
 
 

望
に
追
い
込
ま
れ
や
す
い
子
孫
に
対
す
る
共
苦
共
感
者
と
し
て
の
先
祖
が
 
 

措
か
れ
、
夫
方
妻
方
双
方
の
先
祖
供
養
の
要
請
が
、
現
実
の
夫
婦
の
協
力
 
 

に
よ
る
家
庭
平
和
と
人
間
関
係
の
円
滑
を
も
た
ら
す
と
い
う
説
得
力
を
も
 
 

つ
と
い
う
。
ま
た
、
因
縁
の
継
承
は
夫
婦
双
方
の
先
祖
へ
、
ま
た
先
祖
霊
 
 

を
中
心
領
域
と
し
な
が
ら
家
屋
敷
、
畜
類
、
神
仏
な
ど
多
様
な
周
辺
領
域
 
 

に
ま
で
拡
が
り
な
が
ら
、
ま
た
そ
れ
が
個
へ
と
収
赦
さ
れ
て
い
く
関
係
に
 
 

あ
る
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
の
解
釈
に
お
い
て
、
先
祖
な
ど
が
子
孫
 
 

に
苦
難
を
通
じ
て
知
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
捉
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
 
 

己
の
利
己
的
存
在
を
認
識
さ
せ
、
懐
悔
に
よ
っ
て
、
家
庭
内
人
間
関
係
、
 
 

親
戚
関
係
、
他
者
関
係
の
あ
り
方
や
、
秩
序
を
回
復
し
、
維
持
す
る
統
制
 
 

的
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い
い
、
新
宗
教
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
役
割
を
 
 

指
摘
す
る
。
 
 
 

伝
統
的
系
譜
的
先
祖
観
の
場
合
、
先
祖
霊
は
、
子
孫
を
愛
護
す
る
保
護
 
 

的
慈
愛
的
属
性
と
、
出
示
る
な
ど
の
処
罰
的
属
性
を
併
せ
持
っ
て
い
る
も
の
 
 

と
見
な
さ
れ
、
先
祖
霊
は
先
祖
祭
祀
を
要
求
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
家
の
 
 

あ
り
方
や
家
の
秩
序
の
回
復
を
も
く
ろ
む
と
い
う
社
会
統
合
的
機
能
を
果
 
 

し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
分
析
さ
れ
た
現
代
社
会
の
新
 
 

宗
教
の
先
祖
祭
祀
の
事
例
研
究
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
伝
統
的
な
家
の
 
 

系
譜
的
先
祖
観
で
は
な
く
、
夫
婦
双
方
に
無
限
に
拡
が
り
を
も
つ
も
の
で
 
 

あ
り
、
そ
の
こ
と
は
先
祖
供
養
が
、
現
在
の
家
族
は
夫
婦
を
取
り
巻
く
多
 
 

く
の
親
族
、
縁
者
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
社
会
関
係
を
円
滑
に
し
て
い
く
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
 
 

の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

著
者
も
い
う
よ
う
に
、
家
先
祖
観
と
先
阻
祭
祀
の
研
究
は
社
会
学
や
人
 
 

類
学
や
政
治
学
な
ど
多
く
の
分
野
か
ら
深
め
ら
れ
て
き
た
が
、
先
祖
供
養
 
 

の
宗
教
実
践
を
信
仰
の
中
核
に
据
え
て
い
る
新
宗
教
教
団
に
お
け
る
先
祖
 
 

観
や
先
祖
祭
祀
の
実
態
解
明
は
従
来
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
 
 

そ
の
新
宗
教
教
団
の
提
示
す
る
先
祖
観
と
、
信
者
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
 
 

受
容
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
論
考
は
具
体
的
に
追
跡
し
分
析
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し
た
重
要
な
成
果
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 

五
 
隣
接
社
会
の
先
祖
祭
祀
 
 
 

第
五
部
「
隣
接
社
会
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
」
 
で
は
、
日
本
を
取
り
巻
く
 
 

中
国
社
会
、
朝
鮮
社
会
、
沖
縄
社
会
を
、
日
本
社
会
と
共
通
す
る
環
シ
ナ
 
 

海
の
先
祖
祭
祀
文
化
圏
と
捉
え
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
急
速
に
産
業
 
 

化
、
都
市
化
が
進
む
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
で
先
祖
祭
祀
は
ど
の
よ
う
に
 
 

展
開
し
て
い
る
の
か
を
解
明
し
た
い
と
い
う
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
調
 
 

査
研
究
の
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
「
現
代
沖
縄
社
会
に
お
け
る
 
 

先
祖
祭
祀
」
 
で
は
、
沖
縄
の
墓
制
の
歴
史
を
、
明
治
期
ま
で
の
村
墓
、
大
 
 

正
期
か
ら
の
一
門
墓
、
昭
和
初
期
か
ら
の
門
中
墓
、
こ
の
門
中
墓
の
造
営
 
 

に
は
始
祖
か
ら
の
父
系
血
筋
の
一
貫
性
に
も
と
づ
く
祭
祀
体
系
の
整
備
が
 
 

必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
門
中
調
べ
や
イ
エ
関
係
の
再
編
成
へ
の
動
 
 

き
が
戦
前
か
ら
み
ら
れ
な
が
ら
も
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
戦
後
の
混
乱
 
 

と
社
会
移
動
の
増
大
の
中
に
あ
る
、
と
い
う
歴
史
的
展
開
を
視
野
に
入
れ
 
 

な
が
ら
、
沖
縄
本
島
北
部
の
一
村
落
か
ら
那
覇
へ
移
住
し
た
家
族
の
事
例
 
 

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
幻
想
で
は
あ
っ
て
も
父
系
血
筋
に
も
と
 
 

づ
く
先
祖
祭
祀
の
継
承
が
正
統
で
あ
る
と
い
う
先
祖
観
が
広
く
流
布
し
て
 
 

い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
現
実
の
家
族
は
分
散
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
 
 

状
況
に
お
か
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
第
二
章
「
在
日
コ
リ
ア
ン
家
族
に
 
 

お
け
る
先
祖
祭
祀
」
 
で
は
、
朝
鮮
社
会
の
父
系
血
筋
に
基
づ
く
親
族
集
団
 
 

の
一
つ
で
、
韓
国
に
お
い
て
規
模
の
上
で
八
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
 
 

光
山
金
氏
の
大
阪
で
の
親
族
会
の
専
用
霊
園
に
注
目
し
、
一
九
五
四
年
の
 
 

親
族
会
の
結
成
、
一
九
六
〇
年
の
奈
良
県
生
駒
市
平
群
村
で
の
山
林
購
 
 

入
、
そ
れ
以
後
の
墓
地
整
備
へ
の
動
向
の
追
跡
、
そ
し
て
、
墓
碑
様
式
及
 
 

び
墓
碑
銘
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
帰
化
の
問
題
や
本
国
墓
地
の
 
 

有
無
、
民
族
性
保
持
と
諸
儀
礼
の
関
係
な
ど
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
お
か
れ
 
 

た
状
況
に
よ
る
墓
を
め
ぐ
る
多
様
な
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
と
 
 

く
に
墓
碑
銘
に
あ
た
か
も
族
譜
を
要
約
し
た
よ
う
な
詳
細
な
記
載
が
見
ら
 
 

れ
る
点
な
ど
か
ら
は
、
彼
ら
が
日
本
社
会
の
中
で
先
祖
か
ら
の
自
己
の
親
 
 

族
的
位
置
を
た
え
ず
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 
 

ィ
を
つ
な
ぎ
と
め
る
と
い
う
役
割
を
墓
碑
が
背
負
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
 
 

し
て
い
る
。
 
 

六
 
お
わ
り
に
 
 
 

本
書
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
の
意
味
を
再
検
討
す
る
と
い
 
 

う
意
図
の
も
と
に
構
成
さ
れ
た
論
著
で
あ
る
。
戦
後
の
社
会
変
動
が
家
や
 
 

家
連
合
を
弛
緩
解
体
さ
せ
て
家
を
基
軸
と
し
た
は
ず
の
先
祖
祭
祀
が
衰
頚
 
 

廃
絶
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
素
朴
な
見
通
し
が
も
ろ
く
も
崩
れ
去
り
、
二
十
 
 

一
世
紀
を
迎
え
て
超
高
度
産
業
化
と
超
高
度
情
報
化
の
中
に
あ
る
現
代
社
 
 

会
が
、
多
種
多
様
で
し
か
も
複
雑
な
先
祖
祭
祀
を
継
続
展
開
さ
せ
て
い
る
 
 

現
実
を
、
宗
教
社
会
学
が
ど
の
よ
う
に
解
読
す
る
の
か
、
こ
の
間
題
に
対
 
 

し
て
、
斬
新
か
つ
慎
重
な
情
報
収
集
を
も
と
に
、
以
上
、
こ
こ
に
紹
介
し
 
 

て
き
た
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
諭
を
提
示
し
た
好
著
で
あ
る
。
著
者
は
初
 
 

出
年
の
古
い
論
文
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
謙
遜
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
 
 

も
ち
ろ
ん
現
代
か
ら
の
乗
離
な
ど
で
は
決
し
て
な
く
、
調
査
当
時
の
著
者
 
 

の
先
駆
的
な
問
題
関
心
と
先
取
り
的
な
情
報
収
集
と
い
う
い
わ
ば
社
会
学
 
 

者
独
特
の
時
代
を
読
む
勘
の
よ
さ
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 
 

墓
へ
の
注
目
、
新
宗
教
へ
の
注
目
、
近
隣
社
会
へ
の
注
目
、
と
い
う
の
は
 
 

本
書
の
特
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
も
更
な
る
研
究
深
化
が
期
待
さ
れ
 
 

0
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

喜
 
 

る
問
題
分
野
で
あ
る
。
民
俗
学
を
専
門
と
す
る
評
者
と
し
て
は
、
歴
史
資
 
 

料
の
収
集
活
用
に
よ
る
適
時
的
研
究
や
列
島
内
の
地
域
差
の
問
題
な
ど
、
 
 

本
書
が
発
信
す
る
刺
激
の
多
さ
に
対
し
て
評
者
な
り
の
取
り
組
合
い
欲
求
 
 

が
充
満
し
て
く
る
の
を
覚
え
る
。
評
者
の
知
識
不
足
に
よ
る
理
解
不
足
や
 
 

誤
読
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
憧
れ
な
が
ら
、
今
後
は
身
近
に
組
し
 
 

合
い
相
手
の
技
を
読
み
取
り
合
う
緊
張
と
協
力
と
い
う
学
際
的
協
業
関
係
 
 

構
築
へ
の
希
望
意
志
を
表
明
し
て
、
拙
い
書
評
の
責
を
免
れ
る
こ
と
と
し
 
 

た
い
。
 
 
 



根
 
本
 
誠
 
二
 
 

本
書
は
、
西
尾
止
仁
氏
が
、
「
あ
と
が
き
」
 
で
、
「
伝
説
の
定
着
や
機
能
 
 

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
。
鬼
退
治
伝
説
が
薬
師
霊
場
に
多
い
こ
と
に
 
 

気
が
つ
い
た
。
薬
師
信
仰
を
対
象
す
る
こ
と
で
少
し
つ
つ
で
は
あ
る
が
研
 
 

究
が
前
に
進
む
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
一
書
に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
 
 

で
き
た
」
 
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
第
五
章
「
丹
後
の
鬼
退
治
伝
説
」
 
の
 
 

も
と
に
な
っ
た
第
一
論
文
で
あ
る
「
竹
野
神
社
の
信
仰
圏
に
つ
い
て
」
 
 

（
『
み
か
げ
民
俗
』
 
五
号
、
一
九
七
八
年
、
兵
庫
県
立
御
影
高
等
学
校
民
 
 

俗
研
究
会
）
 
を
出
発
点
と
し
て
、
一
九
九
九
年
に
至
る
ま
で
の
業
績
を
一
 
 

書
に
ま
と
め
上
げ
た
論
文
集
で
あ
る
。
収
載
の
論
考
の
多
く
は
、
西
尾
氏
 
 

が
御
影
史
学
研
究
会
の
一
員
と
し
て
研
究
成
果
を
同
会
発
刊
の
 
『
御
影
史
 
 

学
論
集
』
 
な
ど
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
日
本
古
代
史
の
立
 
 

場
か
ら
奈
良
仏
教
の
信
仰
史
的
な
意
義
を
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
実
 
 

際
に
担
っ
た
僧
侶
の
一
人
で
あ
る
行
基
の
伝
記
を
研
究
し
て
い
る
。
行
基
 
 

は
、
単
に
奈
良
仏
教
史
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
後
世
の
縁
起
や
説
話
史
料
に
 
 

登
場
し
、
そ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
て
の
研
究
の
必
要
性
が
近
年
さ
け
ば
れ
 
 

て
い
る
。
こ
う
し
た
際
に
遭
遇
し
た
の
が
、
西
尾
止
仁
氏
の
温
泉
薬
師
の
 
 

西
尾
正
仁
著
 
 

『
薬
師
信
仰
 
－
 
護
国
の
仏
か
ら
温
泉
の
仏
へ
1
』
 
 

岩
田
書
院
 
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
刊
 
 

A
5
判
 
三
八
三
頁
 
七
四
〇
〇
円
 
 

6
 
 
 

1
 
 
 
6
 
 
 

1
 
 
 



序
 
章
 
 

第
一
章
 
 
 

第
一
節
 
 
 

第
二
節
 
 
 

第
三
節
 
 
 

補
 
論
 
 

第
二
章
 
 
 

第
〓
即
 
 
 

第
二
節
 
 

第
三
章
 
 
 

第
一
節
 
 
 

第
二
節
 
 

第
四
章
 
 
 

第
一
節
 
 

第
二
節
 
 
 

付
．
 
 

第
五
章
 
 

研
究
（
本
吉
で
い
え
ば
、
第
一
章
と
第
三
章
に
相
当
す
る
部
分
）
 
で
あ
っ
 
 

た
。
筆
者
は
、
西
尾
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
温
泉
薬
師
信
仰
と
行
基
の
伝
承
 
 

が
関
わ
る
形
で
、
流
布
し
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
え
る
 
 

な
ど
の
学
恩
を
得
て
い
る
。
以
卜
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
西
尾
氏
の
長
年
 
 

月
に
及
ぶ
研
究
の
成
果
で
あ
る
本
書
へ
の
所
見
を
ま
と
め
た
い
。
 
 
 

ま
ず
、
本
書
の
構
成
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

古
代
薬
師
信
仰
の
変
遷
 
 
 

律
令
国
家
に
お
け
る
薬
師
信
仰
－
仁
明
朝
を
中
心
と
し
て
－
 
 
 

国
分
寺
本
尊
を
め
ぐ
る
問
題
 
 
 

摂
関
期
の
薬
師
信
仰
－
法
成
寺
薬
師
堂
を
中
心
と
し
て
ー
 
 
 

『
日
本
霊
異
記
』
 
に
み
ら
れ
る
薬
師
信
仰
 
 

疫
病
神
信
仰
と
薬
師
 
 
 

疫
病
神
信
仰
の
成
立
 
 
 

牛
頭
天
王
と
薬
師
 
 

行
基
開
場
伝
説
と
温
泉
薬
師
 
 
 

有
馬
開
湯
伝
説
と
勧
進
集
団
 
 
 

温
泉
薬
師
信
仰
の
展
開
 
 

民
間
説
話
に
み
る
薬
師
信
仰
 
 
 

和
泉
式
部
・
浄
瑠
璃
姫
・
小
栗
判
官
－
近
世
薬
師
信
仰
の
一
 
 
 

側
面
1
 
 
 

時
衆
と
温
泉
温
泉
薬
師
信
仰
の
変
容
 
 
 

砥
魔
神
社
縁
起
の
生
成
過
程
 
 

丹
後
の
鬼
退
治
伝
説
 
 
 

第
一
節
 
麻
呂
子
皇
子
伝
説
の
定
着
に
関
す
る
一
考
察
竹
野
神
社
を
 
 

中
心
と
し
て
－
 
 
 

第
二
節
 
大
江
山
伝
説
と
御
勝
八
幡
 
 
 

あ
と
が
き
 
 

以
上
の
構
成
に
従
っ
て
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
序
章
 
 

で
は
、
薬
師
信
仰
が
、
民
衆
仏
教
の
様
々
な
側
面
に
お
い
て
姿
を
見
せ
て
 
 

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
は
極
め
て
少
な
い
と
 
 

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
の
問
題
意
識
か
ら
本
書
を
ま
と
め
た
と
し
て
 
 

い
る
。
そ
し
て
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
特
徴
的
な
薬
師
信
仰
の
 
 

事
例
を
と
り
あ
げ
、
信
仰
を
流
布
し
よ
う
と
し
た
人
々
あ
る
い
は
集
団
 
 

（
古
代
的
行
基
集
団
、
天
台
系
念
仏
集
団
、
熊
野
比
丘
尼
・
在
地
の
山
岳
 
 

修
行
者
な
ど
）
 
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
重
点
と
 
 

し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
薬
師
信
仰
の
持
つ
猥
推
な
力
強
さ
に
 
 

着
目
し
、
史
料
や
説
話
を
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
 
 

ま
で
単
純
に
考
え
ら
れ
て
き
た
薬
師
信
仰
に
も
除
病
安
楽
だ
け
の
仏
で
は
 
 

な
い
信
仰
実
態
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
我
が
国
の
民
衆
仏
教
の
一
 
 

端
を
解
明
し
た
い
と
し
て
い
る
。
 
 
 

な
お
西
尾
氏
は
、
研
究
の
素
材
に
つ
い
て
 
「
民
間
説
話
」
 
と
い
う
概
念
 
 

を
措
定
し
て
い
る
。
西
尾
氏
に
よ
れ
ば
、
「
民
間
説
話
」
と
は
、
民
間
に
 
 

伝
わ
る
説
話
で
あ
り
、
一
定
の
信
仰
と
目
的
を
持
っ
て
民
間
で
語
り
つ
た
 
 

え
ら
れ
た
詣
で
あ
り
、
伝
説
・
神
話
・
歌
謡
等
々
の
口
承
文
芸
は
無
論
の
 
 

こ
と
由
緒
書
・
仏
教
説
話
・
歴
史
物
語
・
随
筆
で
、
伝
承
性
を
持
つ
と
思
 
 

わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
物
語
を
総
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝
説
 
 

や
説
話
・
物
語
類
が
共
通
に
持
つ
伝
承
性
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
を
置
き
 
 

り
 
■
 
 

6
 
 

1
 
 
 



介
 
 

招
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

た
い
た
め
に
あ
え
て
用
語
的
に
は
熱
し
て
い
な
い
 
「
民
間
説
話
」
を
用
い
 
 

た
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
「
民
間
説
話
」
と
い
う
概
念
の
措
定
 
 

を
本
書
の
冒
頭
で
試
み
な
が
ら
も
本
文
中
で
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
が
生
か
 
 

さ
れ
て
い
な
い
の
が
眼
に
つ
い
た
。
こ
れ
は
本
書
の
素
材
で
あ
る
 
「
民
間
 
 

説
話
」
 
の
持
つ
多
様
性
と
文
字
通
り
伝
承
性
の
認
知
の
 
「
む
づ
か
し
さ
」
 
 

を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
む
づ
か
し
さ
」
 
に
果
 
 

敢
に
対
略
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
本
書
の
基
調
で
あ
る
。
最
初
に
問
題
 
 

点
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
好
意
的
に
読
み
と
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
章
 
「
古
代
薬
師
信
仰
の
変
遷
」
 
で
は
、
律
令
国
家
に
お
け
る
薬
 
 

師
信
仰
の
変
容
を
仁
明
朝
 
（
八
三
三
～
五
〇
）
 
を
中
心
に
、
『
日
本
書
紀
』
 
 

を
は
じ
め
と
す
る
「
六
国
史
」
 
に
み
ら
れ
る
薬
師
信
仰
の
事
例
の
整
理
に
 
 

基
づ
い
て
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
か
ら
摂
関
期
に
至
る
ま
で
の
大
赦
・
薬
師
 
 

悔
過
法
・
七
仏
薬
師
法
・
国
分
寺
の
本
尊
、
さ
ら
に
は
 
『
日
本
霊
異
記
』
 
 

や
藤
原
道
長
の
薬
師
信
仰
を
事
例
と
し
て
考
案
し
て
い
る
。
天
皇
あ
る
い
 
 

は
そ
の
近
親
者
の
除
病
延
命
に
そ
の
目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
か
 
 

ら
、
仁
明
朝
に
な
る
と
疫
病
流
行
や
物
怪
の
出
現
を
契
機
と
し
た
薬
師
悔
 
 

過
の
記
事
が
集
中
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
い
る
。
つ
い
で
仁
 
 

明
朝
以
降
は
、
薬
師
如
来
が
密
教
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
 
 

特
殊
な
仏
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
薬
師
法
や
薬
師
悔
過
 
 

は
、
ま
っ
た
く
修
せ
ら
れ
な
く
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
し
い
薬
 
 

師
信
仰
と
し
て
の
七
仏
薬
師
法
が
天
台
宗
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
と
な
 
 

り
、
さ
ら
に
は
末
法
到
来
に
い
た
り
還
送
仏
と
し
て
新
た
な
薬
師
如
来
の
 
 

信
仰
的
な
意
義
が
説
か
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
薬
師
信
仰
を
め
ぐ
る
天
 
 

台
宗
と
真
言
宗
の
対
応
の
相
違
に
つ
い
て
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
た
だ
 
 

し
、
こ
こ
で
何
故
に
こ
と
さ
ら
仁
明
朝
と
い
う
時
代
概
念
を
提
示
し
て
い
 
 

る
の
か
。
他
で
は
、
摂
関
期
な
い
し
は
院
政
期
と
し
て
い
る
。
 
 
 

第
二
章
 
「
疫
神
信
仰
と
薬
師
」
 
で
は
、
平
安
中
期
に
出
現
す
る
御
霊
 
 

信
仰
と
薬
師
信
仰
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
神
泉
苑
で
の
御
霊
会
と
祀
園
社
 
 

の
創
建
を
事
例
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
薬
師
信
仰
が
疫
神
な
り
天
神
の
 
 

個
性
化
に
対
し
て
、
観
音
信
仰
と
と
も
に
人
々
の
信
仰
的
な
要
望
に
対
応
 
 

し
き
れ
な
か
っ
た
様
子
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
薬
師
信
仰
が
 
 

西
尾
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
 
「
下
か
ら
の
つ
き
あ
げ
に
よ
り
」
開
催
せ
ぎ
る
 
 

を
え
な
か
っ
た
御
霊
会
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
い
く
「
よ
す
が
」
を
述
べ
 
 

あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
薬
師
信
仰
の
民
間
信
仰
と
し
て
自
立
し
え
な
い
 
 

限
界
性
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
読
解
し
た
。
 
 
 

第
三
章
 
「
行
基
開
湯
伝
説
と
温
泉
薬
師
」
 
で
は
、
薬
師
信
仰
と
関
係
 
 

の
深
い
温
泉
を
め
ぐ
る
信
仰
的
世
界
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
温
泉
薬
師
と
 
 

い
う
著
者
独
自
の
信
仰
内
容
を
提
示
し
、
「
開
湯
伝
説
一
覧
」
 
に
基
づ
い
 
 

て
、
全
国
的
な
開
場
伝
説
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
中
で
も
、
そ
の
中
 
 

核
的
な
事
例
で
あ
る
兵
庫
県
の
有
馬
温
泉
で
の
行
基
に
よ
る
開
湯
伝
説
の
 
 

意
義
を
考
察
し
て
い
る
。
開
湯
伝
説
の
概
観
を
つ
か
む
手
段
と
し
て
、
県
 
 

別
の
地
名
辞
典
を
中
心
に
行
い
な
が
ら
も
、
行
基
開
湯
伝
説
な
ど
個
々
の
 
 

温
泉
に
関
わ
る
開
湯
説
話
に
つ
い
て
は
、
該
当
地
域
の
江
戸
期
の
地
誌
や
 
 

縁
起
を
援
用
し
て
丹
念
に
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
多
様
な
「
民
 
 

間
説
話
」
を
概
観
す
る
際
に
は
有
用
な
研
究
方
法
で
あ
る
と
思
う
。
 
 
 

開
湯
伝
説
の
変
容
を
め
ぐ
っ
て
、
戦
国
期
に
は
温
泉
の
経
営
権
は
、
在
 
 

地
の
武
士
、
あ
る
い
は
武
士
よ
り
経
営
を
請
け
負
っ
た
人
々
の
手
に
移
る
 
 

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
得
た
経
営
権
の
正
統
性
を
主
張
す
る
 
 

た
め
に
最
初
に
政
権
が
確
立
し
た
時
期
に
遡
っ
て
武
士
の
手
に
よ
る
再
興
 
 

伝
説
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
再
興
時
期
と
は
鎌
倉
初
期
と
い
う
奇
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妙
な
一
致
、
そ
れ
は
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
そ
う
遠
く
な
い
時
期
か
。
虚
構
 
 

で
は
な
く
、
そ
の
近
い
時
期
に
実
際
に
温
泉
開
発
が
行
わ
れ
、
そ
の
記
憶
 
 

に
先
の
よ
う
な
事
情
が
重
な
っ
た
と
の
指
摘
は
、
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

つ
い
で
、
行
基
に
関
す
る
伝
承
は
、
温
泉
開
発
と
薬
師
造
立
に
ふ
れ
た
も
 
 

の
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
 
を
の
ぞ
い
て
は
、
そ
の
類
誌
は
い
っ
さ
い
な
い
。
 
 

行
基
開
場
伝
説
を
「
管
理
、
又
は
、
伝
播
さ
せ
た
集
団
」
 
は
古
代
的
行
基
 
 

集
団
と
は
異
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

第
四
章
 
「
民
間
説
話
に
み
る
薬
師
信
仰
」
 
で
は
、
薬
師
信
仰
が
全
国
 
 

的
に
流
布
す
る
に
あ
た
っ
て
の
信
仰
的
な
契
機
及
び
中
世
社
会
へ
の
流
布
 
 

の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
の
時
衆
教
団
 
（
時
衆
）
 
の
存
在
を
提
示
し
て
 
 

い
る
。
ま
た
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
能
…
野
信
仰
と
の
接
合
 
（
習
 
 

合
か
）
 
に
よ
る
薬
師
信
仰
の
再
合
成
の
様
態
を
有
馬
温
泉
の
復
興
の
経
過
 
 

を
事
例
と
し
て
解
明
し
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
付
論
の
 
「
砥
魔
神
社
縁
起
の
生
成
過
程
」
 
で
は
、
草
砥
鹿
氏
 
 

が
、
本
宮
山
の
整
備
を
通
じ
て
砥
鹿
神
社
の
創
祀
伝
承
の
管
理
者
と
し
て
 
 

の
地
位
を
獲
得
し
、
や
が
て
は
自
家
の
由
来
伝
承
に
取
り
込
む
こ
と
に
成
 
 

功
し
た
。
本
宮
山
を
砥
魔
神
社
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
砥
鹿
神
社
の
神
主
 
 

職
を
確
保
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
 
 

は
、
縁
起
伝
承
の
変
容
の
意
義
を
読
み
と
る
う
え
で
参
照
す
べ
き
事
例
で
 
 

あ
る
。
た
だ
、
砥
魔
神
社
が
三
河
国
一
宮
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
 
 

こ
の
指
摘
は
、
一
宮
制
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
当
該
地
域
の
権
力
構
造
 
 

の
変
化
と
対
応
さ
せ
て
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
信
仰
史
的
な
 
 

世
界
の
広
が
り
を
語
る
事
例
と
な
る
と
思
う
。
 
 
 

第
五
章
 
「
丹
後
の
鬼
退
治
伝
説
」
 
は
、
西
尾
正
仁
氏
の
初
期
の
業
績
 
 

を
中
核
と
す
る
も
の
で
、
京
都
府
北
部
の
丹
後
地
方
に
伝
わ
る
麻
呂
子
皇
 
 

子
伝
説
と
大
江
山
伝
説
と
い
っ
た
 
「
民
間
説
話
」
 
の
実
態
を
丹
念
な
実
踏
 
 

調
査
に
基
づ
い
た
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
説
と
丹
後
七
仏
 
 

薬
師
霊
場
の
伝
承
と
の
地
域
的
な
関
係
を
知
り
え
て
、
本
書
の
主
題
で
あ
 
 

る
薬
師
信
仰
へ
の
関
心
を
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
。
薬
師
信
仰
は
 
 

薬
師
如
来
と
い
う
尊
格
の
存
在
に
基
づ
く
信
仰
で
あ
る
だ
け
に
、
第
二
章
 
 

で
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
時
と
し
て
近
世
初
頭
に
急
激
に
衰
え
た
熊
 
 

野
信
仰
な
ど
の
諸
信
仰
と
 
「
習
合
」
し
な
け
れ
ば
存
続
し
得
な
い
と
い
う
 
 

自
立
性
の
な
さ
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
自
立
し
え
な
く
 
 

な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
以
降
と
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
わ
ば
江
戸
 
 

時
代
以
降
の
薬
師
信
仰
の
様
態
の
典
型
例
を
丹
後
地
方
の
事
例
に
見
出
し
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
初
期
の
論
考
で
あ
る
が
、
本
書
の
末
尾
に
 
 

結
論
的
に
据
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
書
の
サ
ブ
タ
イ
 
 

ト
ル
を
護
国
の
仏
か
ら
温
泉
の
仏
と
し
て
い
る
こ
と
も
領
け
る
。
西
尾
氏
 
 

は
、
本
書
の
目
的
に
も
関
わ
る
が
、
一
宗
派
に
収
赦
す
る
こ
と
な
く
存
在
 
 

し
て
い
た
薬
師
信
仰
の
信
仰
的
な
特
質
 
（
存
在
感
の
な
さ
）
 
に
よ
っ
て
、
 
 

結
果
的
に
は
民
衆
仏
教
の
中
核
的
な
信
仰
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
と
結
論
 
 

づ
け
よ
う
と
し
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
薬
師
信
仰
は
、
「
護
国
 
 

の
仏
」
 
の
対
概
念
で
あ
る
と
も
い
え
る
「
民
衆
の
仏
」
と
は
な
り
得
な
か
 
 

っ
た
と
い
う
見
通
し
の
も
と
に
、
「
温
泉
の
仏
」
 
と
い
う
帰
結
点
を
見
い
 
 

だ
し
た
の
で
あ
る
と
読
解
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
温
泉
開
湯
の
伝
承
の
担
い
手
と
し
て
西
尾
氏
が
措
定
し
た
行
 
 

基
・
仁
西
・
利
修
・
麻
呂
子
・
和
泉
式
部
・
小
栗
判
官
な
ど
は
、
仮
に
伝
 
 

承
上
の
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
貴
種
伝
承
を
と
も
な
う
も
 
 

の
で
あ
る
が
故
に
、
時
代
の
変
容
に
応
じ
た
聖
俗
の
権
威
に
関
わ
り
な
が
 
 

ら
、
近
世
初
頭
に
至
る
ま
で
薬
師
信
仰
は
存
続
し
得
た
こ
と
を
指
摘
し
て
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介
 
 

紹
 
 

、
ナ
】
 
 

評
 
 

書
 
 

い
る
よ
う
に
も
読
解
し
た
。
そ
れ
を
薬
師
信
仰
と
熊
野
信
仰
と
か
か
わ
り
 
 

を
常
に
念
頭
に
置
い
て
、
両
信
仰
の
時
代
的
な
変
容
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
 
 

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
具
体
化
し
た
と
思
う
。
こ
れ
は
薬
師
信
仰
 
 

の
よ
う
に
薬
師
如
来
と
い
う
仏
教
の
尊
格
を
し
て
の
信
仰
が
自
立
す
る
こ
 
 

と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
日
本
の
民
間
信
仰
の
特
質
を
 
 

解
析
す
る
第
一
歩
と
し
た
い
と
の
西
尾
氏
の
関
心
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
 
 

か
と
思
う
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
「
民
間
説
話
」
研
究
が
と
も
す
る
と
、
各
説
話
に
み
る
特
 
 

定
の
モ
チ
ー
フ
に
着
目
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
後
代
の
 
「
民
間
説
話
」
 
 

に
継
承
さ
れ
、
時
と
し
て
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
研
究
に
終
始
 
 

し
、
あ
た
か
も
そ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
が
自
己
展
開
 
（
一
人
歩
き
）
 
す
る
か
 
 

の
ご
と
き
印
象
が
も
た
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
私
は
、
あ
る
種
の
も
の
た
り
 
 

な
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
に
、
西
尾
氏
の
「
民
間
説
話
」
を
「
管
理
、
又
 
 

は
、
伝
播
さ
せ
た
集
団
一
へ
の
問
題
関
心
は
、
今
後
の
研
究
の
指
針
と
な
 
 

る
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
む
づ
か
し
さ
」
 
は
乗
り
越
え
て
し
か
る
 
 

べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
「
民
間
説
話
」
は
、
社
寺
縁
起
を
中
心
と
す
る
も
 
 

の
で
あ
り
、
本
書
で
語
ら
れ
た
研
究
素
材
の
多
く
は
、
社
寺
史
料
と
し
て
 
 

伝
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
、
社
寺
に
伝
存
し
て
 
 

い
る
「
民
間
説
話
」
を
ふ
く
め
た
史
料
群
を
い
か
な
る
視
点
で
研
究
す
べ
 
 

き
か
も
提
示
し
て
い
る
。
 
 
 

本
書
が
論
文
集
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
た
め
に
、
若
干
、
記
述
内
容
の
 
 

重
複
が
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に
民
間
説
話
・
縁
起
・
伝
説
な
ど
と
い
う
形
で
 
 

の
曖
昧
さ
が
め
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
、
研
究
の
素
材
へ
の
眼
差
し
が
 
 

一
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
か
、
全
体
と
し
て
論
点
が
不
鮮
明
に
な
 
 

っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
各
所
で
今
後
の
問
 
 

題
点
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
次
な
る
機
会
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
西
 
 

尾
氏
独
自
の
民
間
説
話
論
、
さ
ら
に
は
民
衆
仏
教
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
氷
解
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
薬
師
信
仰
を
古
代
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
近
 
 

世
に
至
る
ま
で
を
概
括
的
に
述
べ
あ
げ
た
特
筆
す
べ
き
業
績
で
あ
る
。
 
 

「
民
間
説
話
一
と
い
う
一
見
す
る
と
体
系
性
の
な
い
素
材
に
正
面
か
ら
対
 
 

峠
し
、
古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
ま
で
の
薬
師
信
仰
の
内
容
に
つ
い
て
事
 
 

実
と
事
実
関
係
が
も
つ
信
仰
的
な
世
界
を
淡
々
と
描
き
、
語
り
通
し
て
い
 
 

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
信
仰
論
の
よ
う
に
軽
々
に
王
権
論
に
組
み
す
 
 

る
こ
と
な
く
「
民
間
説
話
」
 
の
担
い
手
を
特
定
化
し
ょ
う
と
の
先
見
的
な
 
 

見
解
を
提
示
し
っ
つ
、
民
衆
仏
教
の
変
容
の
一
端
を
解
明
し
た
類
例
の
な
 
 

い
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

筆
者
は
、
前
述
の
よ
う
に
西
尾
氏
の
独
壇
場
と
も
い
え
る
第
三
章
の
温
 
 

泉
薬
師
と
行
基
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
研
究
に
触
発
さ
れ
て
、
行
基
開
湯
 
 

伝
承
の
見
ら
れ
る
温
泉
へ
の
実
踏
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
 
 

湯
伝
承
を
伝
え
て
い
っ
た
人
々
へ
の
西
尾
氏
の
関
心
は
、
筆
者
に
と
っ
て
 
 

は
、
と
に
も
な
お
さ
ず
行
基
伝
承
を
語
り
伝
え
た
で
あ
ろ
う
人
々
の
存
在
 
 

を
照
射
す
る
糸
口
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
な
お
か
つ
、
西
尾
氏
が
措
 
 

定
さ
れ
た
「
民
間
説
話
」
 
に
ま
と
わ
り
つ
く
「
む
づ
か
し
さ
」
は
、
行
基
 
 

伝
承
に
お
い
て
も
同
様
に
対
略
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
 
 

れ
だ
け
に
、
西
尾
氏
の
研
究
を
進
捗
す
る
上
で
の
労
苦
を
多
と
し
た
い
。
 
 
 

余
談
な
が
ら
、
こ
う
し
た
「
民
間
説
話
一
と
い
う
概
念
の
措
定
を
め
ぐ
 
 

っ
て
想
起
さ
れ
る
の
が
、
本
書
の
表
題
に
み
る
薬
師
信
仰
に
つ
い
て
の
先
 
 

駆
的
な
研
究
で
も
あ
る
秋
山
大
『
現
世
信
仰
の
表
現
と
し
て
の
薬
師
造
像
 
 

～
日
本
仏
教
信
仰
の
原
初
形
態
に
関
す
る
研
究
ら
 
（
大
倉
山
精
神
文
化
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研
究
所
紀
要
第
二
冊
、
一
九
四
〇
年
）
 
で
あ
る
。
そ
の
一
節
を
見
る
と
、
 
 

「
信
仰
の
内
容
は
、
史
料
的
の
記
録
、
文
書
等
よ
り
は
、
伝
承
的
説
話
等
 
 

に
含
ま
れ
て
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
方
が
多
い
し
、
叉
含
ま
る
べ
き
性
質
の
も
 
 

の
で
あ
る
。
従
っ
て
在
来
の
や
う
に
神
話
、
伝
説
を
蔑
如
し
て
、
年
代
的
 
 

に
在
籍
を
必
要
と
す
る
史
料
的
調
査
に
の
み
止
ま
つ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
真
 
 

の
意
味
で
宗
教
史
的
に
性
格
づ
け
る
こ
と
は
到
底
あ
り
得
ま
い
と
思
ふ
。
 
 

さ
り
な
が
ら
一
方
年
代
系
列
か
ら
上
昇
し
た
霊
験
の
説
話
的
伝
承
の
み
を
 
 

追
ひ
駆
け
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
た
と
ひ
天
馬
空
を
往
く
の
慨
が
あ
ら
う
と
 
 

も
、
何
等
歴
史
に
地
盤
を
有
せ
ざ
る
そ
れ
自
身
神
話
の
創
作
と
な
る
は
必
 
 

定
で
あ
る
。
こ
～
に
於
て
感
ず
る
の
は
、
近
来
の
歴
史
に
関
す
る
学
問
 
 

が
、
神
話
と
史
実
と
を
分
裂
さ
せ
て
了
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
精
神
史
的
見
 
 

地
に
立
た
う
と
す
る
も
の
ま
で
が
然
り
で
あ
る
。
歴
史
に
於
け
る
神
話
の
 
 

回
復
と
い
ふ
こ
と
が
、
今
日
か
な
り
切
実
な
要
求
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
」
 
 

と
あ
る
。
文
中
で
 
「
近
来
の
歴
史
に
関
す
る
学
問
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
 
 

に
同
時
代
人
と
し
て
の
津
田
左
右
吉
の
存
在
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
 
 

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
秋
山
は
、
「
相
ゝ
も
す
れ
ば
従
来
の
歴
 
 

史
家
が
史
料
と
史
料
と
の
問
の
有
機
的
関
係
の
指
摘
や
、
そ
の
年
代
的
整
 
 

理
を
以
て
任
務
了
れ
り
と
し
た
り
、
又
は
反
対
に
自
国
の
固
有
性
と
い
ふ
 
 

も
の
を
停
住
的
に
考
へ
る
の
余
り
、
常
に
そ
れ
を
歴
史
の
埼
外
に
追
追
っ
 
 

て
、
思
想
も
文
化
も
他
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
や
う
な
被
害
 
 

妄
想
的
の
史
観
を
以
て
自
国
の
歴
史
に
最
も
忠
実
な
り
と
し
て
ゐ
る
の
 
 

は
、
避
く
べ
き
で
あ
り
、
叉
排
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
」
と
言
う
記
述
に
接
 
 

す
る
と
津
田
へ
の
「
意
識
が
如
何
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
秋
山
 
 

の
著
書
が
 
「
こ
の
一
書
を
法
隆
寺
金
堂
薬
師
如
来
に
供
養
し
、
聖
朝
の
安
 
 

穏
及
び
東
方
諸
国
家
の
興
隆
を
祈
願
し
奉
る
」
と
の
献
辞
の
も
と
に
上
梓
 
 

さ
れ
た
昭
和
一
五
 
（
一
九
四
〇
）
 
年
は
、
い
わ
ゆ
る
「
津
田
事
件
」
 
の
最
 
 

中
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
時
は
ま
さ
に
紀
元
二
六
〇
〇
年
で
も
あ
っ
た
。
 
 
 

西
尾
氏
も
「
民
間
説
話
」
と
し
て
研
究
素
材
と
し
て
言
及
し
て
い
る
神
 
 

話
研
究
を
め
ぐ
る
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
秋
山
 
 

の
著
書
に
は
、
こ
と
の
是
是
非
非
は
控
え
る
も
あ
る
種
の
学
問
的
な
緊
張
 
 

感
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
秋
山
に
と
っ
て
薬
師
信
仰
を
「
事
」
 
 

と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
「
事
」
 
の
背
後
に
あ
る
信
仰
の
内
実
に
肉
薄
 
 

す
る
何
も
の
か
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
さ
ら
に
津
田
左
右
吉
の
業
績
に
 
 

「
触
発
一
さ
れ
た
同
時
代
人
の
研
究
者
は
、
周
知
の
よ
う
に
秋
山
だ
け
で
 
 

は
な
か
っ
た
。
津
田
の
研
究
へ
の
賛
意
や
批
判
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
 
 

和
辻
哲
郎
・
原
田
敏
明
・
丸
山
真
男
、
さ
ら
に
は
家
永
三
郎
氏
を
は
じ
め
 
 

と
し
て
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
な
か
で
も
津
田
と
丸
山
は
、
一
九
三
九
 
 

年
の
東
京
大
学
法
学
部
で
の
 
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
 
の
講
義
を
巡
り
講
師
 
 

と
助
手
の
関
係
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
一
連
の
 
「
質
問
事
件
」
 
の
体
験
を
共
 
 

有
し
た
間
柄
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
丸
山
は
、
津
田
に
啓
発
さ
れ
た
か
 
 

た
ち
で
、
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
損
保
学
の
特
質
並
び
に
そ
の
国
 
 

学
と
の
関
連
一
を
上
梓
さ
せ
た
。
丸
山
真
男
を
し
て
「
私
も
津
田
先
生
の
 
 

お
宅
に
は
た
び
た
び
行
き
ま
し
た
が
、
麹
町
に
あ
り
ま
し
て
、
道
路
か
ら
 
 

階
段
を
下
っ
て
い
っ
て
、
崖
†
に
あ
る
よ
う
な
家
で
す
。
本
当
に
漢
籍
に
 
 

埋
ま
っ
て
い
て
、
お
客
を
通
す
部
屋
も
な
い
。
あ
の
碩
学
が
住
む
邸
宅
と
 
 

は
思
わ
れ
な
い
粗
末
な
家
で
す
。
南
原
先
生
も
、
法
学
部
で
は
貧
乏
で
有
 
 

名
で
、
あ
ま
り
私
自
身
好
き
な
言
葉
で
は
な
い
け
れ
ど
、
学
者
清
貧
説
－
 
 

学
者
は
清
貧
に
甘
ん
じ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
考
え
で
す
か
ら
、
津
田
先
 
 

生
の
生
満
態
度
を
見
て
、
「
鴻
儒
で
あ
る
」
、
本
当
の
儒
者
で
あ
る
と
い
う
 
 

わ
け
で
初
対
面
で
惚
れ
た
の
で
す
。
」
 
（
「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
「
古
層
」
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
吉
 
 の

問
題
」
川
原
彰
編
『
日
本
思
想
史
に
お
け
る
 
「
古
層
」
 
の
問
題
』
一
九
 
 

七
九
年
所
収
、
『
丸
山
真
男
集
」
第
二
巻
、
一
九
九
九
年
に
再
録
）
 
と
 
 

の
言
葉
は
印
象
深
い
。
 
 
 

無
定
見
な
意
見
で
あ
る
が
、
私
は
、
現
代
の
宗
教
史
研
究
に
お
い
て
も
 
 

以
上
の
よ
う
な
津
田
左
右
吉
の
業
績
へ
の
秋
山
大
・
原
田
敏
明
な
ど
の
眼
 
 

差
し
が
醸
し
出
す
学
問
的
な
緊
張
感
が
、
前
述
の
 
「
む
づ
か
し
さ
」
 
に
対
 
 

略
し
続
け
る
持
続
力
の
源
泉
と
な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
時
計
の
針
を
 
 

単
純
に
五
、
六
〇
年
前
に
も
ど
す
と
い
う
楽
天
的
な
言
及
で
あ
る
が
、
こ
 
 

う
し
た
点
も
本
書
を
拝
読
し
て
得
た
新
た
な
学
恩
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
 
 

た
い
。
最
後
に
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
も
多
く
の
方
々
の
ご
教
授
を
 
 

得
た
こ
と
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
書
の
著
者
の
西
尾
止
仁
 
 

氏
に
は
、
意
を
尽
く
せ
ぬ
読
み
に
終
始
し
、
な
お
か
つ
愚
考
を
緩
々
述
べ
 
 

て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
多
々
失
礼
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
 
 

び
申
し
上
げ
た
い
。
 
 
 



渡
 
辺
 
喜
 
勝
 
 
 

一
遍
の
信
仰
 
（
宗
教
）
 
に
は
多
種
の
要
素
が
混
在
し
、
ま
た
そ
の
表
現
 
 

形
態
も
和
歌
、
遊
行
、
賦
算
な
ど
多
様
で
あ
る
。
従
来
か
ら
歴
史
学
や
民
 
 

俗
学
、
文
学
な
ど
の
多
く
の
研
究
領
域
か
ら
注
目
さ
れ
、
そ
の
本
質
を
め
 
 

ぐ
っ
て
も
「
古
代
性
」
「
民
俗
性
」
「
呪
術
性
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
定
型
 
 

句
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
し
た
が
っ
 
 

て
、
二
遍
の
宗
教
の
総
体
を
把
握
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
視
座
 
 

に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
研
究
法
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
で
も
 
 

あ
る
。
 
 
 

金
井
清
光
氏
の
近
著
、
『
一
遍
の
宗
教
と
そ
の
変
容
』
 
は
こ
の
よ
う
な
 
 

観
点
で
み
た
と
き
に
示
唆
的
な
問
題
を
多
く
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
 
 

遍
研
究
の
先
駆
け
の
一
人
で
も
あ
る
著
者
は
、
本
書
に
お
い
て
文
学
・
史
 
 

学
・
芸
能
論
・
図
像
学
な
ど
の
多
彩
な
視
座
に
立
ち
な
が
ら
、
二
遍
の
思
 
 

想
と
行
動
、
そ
し
て
教
団
史
に
及
ぶ
論
究
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
を
、
 
 

「
一
遍
の
宗
教
の
根
本
問
題
と
し
て
、
賦
算
が
な
ぜ
す
べ
て
の
人
び
と
を
 
 

救
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
難
問
」
 
の
解
明
を
根
本
課
題
と
し
つ
 
 

つ
、
一
方
で
「
一
遍
の
宗
教
の
本
質
を
こ
う
理
解
す
る
と
い
う
基
本
線
を
 
 

金
井
清
光
著
 
 

『
一
遍
の
宗
教
と
そ
の
変
容
』
 
 

岩
田
書
院
 
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
刊
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明
示
」
す
る
と
共
に
、
他
方
で
は
「
私
と
し
て
は
三
冊
日
の
歴
史
研
究
 
 

書
」
と
し
て
、
「
歴
史
学
会
に
寄
与
す
る
に
足
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
 
 

で
き
た
と
思
っ
て
い
る
一
と
述
べ
て
い
る
 
（
「
あ
と
が
き
一
）
。
こ
こ
に
示
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
の
基
本
的
性
格
は
、
時
宗
の
原
点
で
あ
る
一
遍
の
 
 

信
仰
理
解
と
そ
の
後
の
教
団
の
歴
史
的
展
開
の
意
義
を
論
究
し
ょ
う
と
し
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
書
は
「
目
次
」
順
に
列
記
す
る
と
、
次
の
十
五
篇
の
論
文
か
ら
な
 
 

る
。
 
 

宗
教
絵
巻
と
し
て
の
 
『
∵
遍
聖
絵
』
 
 

『
一
遍
聖
絵
』
巻
一
の
太
宰
府
と
清
水
 
 
 

一
遍
・
異
教
の
初
賦
算
 
 

賦
算
札
・
御
影
札
・
勧
進
札
 
 

山
陽
道
の
時
衆
史
 
 

九
州
時
衆
新
考
五
題
 
 

近
世
遊
行
の
研
究
に
つ
い
て
 
 

近
世
外
様
藩
の
遊
行
上
人
送
迎
 
 

近
世
城
下
町
の
遊
行
上
人
送
迎
 
 

近
世
時
宗
寺
院
の
遊
行
上
人
送
迎
 
 

当
麻
派
近
世
遊
行
の
一
史
料
 
 

近
世
諸
地
方
の
遊
行
上
人
送
迎
史
料
リ
ス
ト
 
 

新
発
見
の
時
衆
画
像
二
軸
 
 

新
発
見
の
一
遍
版
画
像
一
一
種
 
 

時
衆
資
料
採
訪
録
 
 

内
容
は
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
が
、
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
は
お
よ
そ
 
 

三
つ
に
集
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
は
主
と
し
て
 
「
賦
算
」
を
手
が
か
り
 
 

に
、
一
遍
お
よ
び
時
衆
の
救
済
論
に
言
及
し
た
も
の
で
は
じ
め
の
四
篇
が
 
 

こ
れ
に
相
当
す
る
。
二
は
「
山
陽
道
の
時
衆
史
」
か
ら
「
近
世
諸
地
方
の
 
 

遊
行
上
人
送
迎
史
料
リ
ス
ト
」
ま
で
の
八
篇
で
、
時
宗
の
地
方
的
展
開
を
 
 

「
遊
行
」
を
も
と
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
三
は
終
わ
り
の
三
篇
が
相
当
 
 

し
、
著
者
の
発
見
・
発
掘
し
た
資
料
を
紹
介
し
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

一
に
関
す
る
基
本
姿
勢
は
 
『
聖
絵
』
 
の
図
像
学
的
解
釈
に
あ
る
が
、
そ
 
 

れ
を
著
者
は
聖
戒
の
「
初
心
に
帰
り
、
作
成
意
図
を
止
し
く
把
握
」
す
る
 
 

こ
と
に
よ
り
、
『
聖
絵
』
 
の
本
質
を
 
「
宗
教
絵
巻
」
と
見
る
べ
き
だ
と
述
 
 

べ
る
 
（
一
四
頁
）
。
そ
こ
か
ら
、
「
第
一
義
的
に
最
重
要
な
こ
と
は
 
『
聖
 
 

絵
』
を
一
遍
の
宗
教
の
本
質
と
実
践
解
明
の
史
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
 
 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
 
（
一
五
頁
）
 
と
し
て
、
一
遍
の
宗
教
の
「
特
色
」
 
 

を
従
来
説
の
よ
う
に
 
「
神
仏
習
合
」
や
「
遊
行
賦
算
」
「
踊
り
念
仏
」
と
 
 

す
る
の
で
は
な
く
、
「
熊
野
権
現
の
神
託
」
 
に
見
て
取
り
、
そ
の
キ
ー
ポ
 
 

イ
ン
ト
と
し
て
 
「
信
不
信
を
え
ら
ば
ず
」
賦
算
す
る
こ
と
が
往
生
決
定
を
 
 

意
味
す
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
 
「
宗
教
と
し
て
当
た
 
 

り
前
で
な
い
 
『
異
常
』
 
な
こ
と
」
 
で
あ
り
、
「
信
じ
な
く
て
も
救
わ
れ
る
」
 
 

故
に
、
「
こ
れ
こ
そ
一
遍
の
宗
教
独
自
の
特
色
」
 
（
一
八
頁
）
 
と
す
る
。
こ
 
 

の
「
特
色
・
独
自
性
」
が
前
述
の
 
『
聖
絵
』
 
を
「
宗
教
絵
巻
」
と
す
る
観
 
 

点
で
叙
述
さ
れ
る
の
が
 
「
絵
解
き
」
 
で
あ
る
。
不
信
の
も
の
が
な
ぜ
救
わ
 
 

れ
る
の
か
、
と
い
う
自
問
か
ら
、
幾
葉
か
の
絵
の
緻
密
な
分
析
で
得
ら
れ
 
 

た
答
え
が
名
号
札
の
も
つ
 
「
霊
力
の
融
通
」
 
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
信
・
 
 

不
信
、
浄
・
不
浄
の
一
切
衆
生
が
救
わ
れ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
『
聖
 
 

絵
』
 
に
多
く
の
障
害
者
や
乞
食
が
描
か
れ
て
い
る
点
は
早
く
か
ら
注
目
さ
 
 

れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
著
者
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
し
た
が
っ
 
 

て
製
作
者
の
意
図
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
 
『
聖
絵
』
 
は
絵
巻
で
あ
る
と
同
 
 

8
 
 

6
 
 

1
 
 
 



介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

時
に
「
名
帳
」
 
に
も
等
し
い
 
「
絵
帳
」
 
で
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

そ
し
て
名
号
札
が
な
ぜ
 
「
霊
力
」
を
も
ち
、
そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
も
の
 
 

が
な
ぜ
救
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
一
遍
が
 
「
ひ
じ
り
」
と
 
 

し
て
 
「
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
超
自
然
的
・
超
人
間
的
・
非
日
常
的
な
資
 
 

質
・
能
力
」
 
の
所
有
者
で
あ
り
、
そ
の
も
の
が
与
え
る
紙
片
は
 
「
聖
変
 
 

化
」
し
て
 
「
神
秘
な
霊
力
が
発
動
す
る
」
か
ら
だ
と
い
う
 
（
四
六
頁
）
。
 
 

こ
の
解
釈
を
 
『
絵
詞
伝
』
作
成
の
意
図
－
た
と
え
ば
真
数
の
丹
生
山
入
山
 
 

を
創
作
し
て
ま
で
真
数
の
 
「
ひ
じ
り
」
性
を
強
調
し
た
こ
と
を
傍
証
し
 
 

な
が
ら
強
調
し
て
い
る
。
 
 
 

二
の
全
国
の
時
宗
史
に
関
す
る
八
篇
の
論
文
は
、
「
現
在
ま
で
未
開
拓
 
 

の
分
野
」
 
（
九
一
頁
）
 
で
あ
り
、
「
研
究
文
献
も
き
わ
め
て
す
く
な
い
」
な
 
 

か
で
、
著
者
の
永
年
の
関
心
と
視
点
か
ら
論
述
さ
れ
た
も
の
で
、
数
量
的
 
 

に
み
て
も
い
わ
ば
本
書
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
 
「
こ
の
よ
 
 

う
な
論
考
が
ど
れ
だ
け
の
意
義
と
価
値
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
次
の
 
 

世
代
の
若
い
研
究
者
の
参
考
に
も
な
れ
ば
と
期
待
し
て
、
以
下
に
公
表
す
 
 

る
」
と
述
べ
て
い
る
 
（
九
二
貢
）
。
な
か
に
は
著
者
の
「
新
発
見
」
 
の
在
 
 

地
史
料
何
点
か
も
紹
介
さ
れ
、
時
宗
史
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
指
摘
も
多
 
 

い
。
そ
の
基
本
構
想
は
、
書
名
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
一
遍
の
遊
行
を
 
 

起
点
に
し
て
近
世
の
回
国
遊
行
の
実
態
を
在
地
史
料
か
ら
読
み
解
い
た
も
 
 

の
で
あ
り
、
「
遊
行
」
を
総
体
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
 
 

れ
は
「
遊
行
側
の
記
録
と
受
け
入
れ
例
の
記
録
と
の
両
方
を
検
討
す
る
こ
 
 

と
」
 
（
二
七
六
頁
）
 
を
重
視
す
る
態
度
で
あ
り
、
同
時
に
各
地
方
に
未
発
 
 

掘
の
ま
ま
眠
っ
て
い
る
「
膨
大
な
埋
蔵
文
書
」
 
の
掘
り
起
こ
し
を
訴
え
る
 
 

著
者
の
学
問
的
情
熱
の
按
摩
で
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
歴
代
上
人
が
い
 
 

つ
、
ど
こ
を
遊
行
し
た
か
と
い
う
時
間
的
・
空
間
的
問
題
」
と
、
「
ど
ん
 
 

な
ふ
う
に
遊
行
し
た
か
と
い
う
形
態
の
問
題
」
 
の
二
つ
の
課
題
解
明
を
指
 
 

摘
す
る
よ
う
に
 
（
二
六
〇
頁
）
、
そ
の
関
心
は
基
本
的
に
形
態
論
的
・
歴
 
 

史
学
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
 
『
遊
行
日
鑑
』
 
の
全
翻
刻
と
在
地
資
料
の
 
 

更
な
る
発
掘
を
望
み
な
が
ら
、
現
時
点
で
の
両
者
の
資
料
を
駆
使
し
て
論
 
 

述
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
主
要
論
点
は
、
近
世
の
時
宗
が
「
体
制
内
の
存
在
」
と
化
し
、
歴
 
 

代
遊
行
上
人
は
特
権
の
持
ち
主
と
な
り
賦
算
や
踊
り
念
仏
な
ど
も
著
し
く
 
 

形
骸
化
し
た
た
め
に
、
幕
府
の
崩
壊
と
と
も
に
時
宗
は
急
激
に
衰
退
し
た
 
 

と
さ
れ
る
一
般
論
を
認
め
な
が
ら
も
、
遊
行
と
賦
算
を
近
世
の
「
社
会
文
 
 

化
史
的
観
点
」
 
か
ら
研
究
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
 
（
二
五
九
頁
）
。
 
 

宗
門
そ
の
も
の
は
「
魂
の
ぬ
け
が
ら
」
 
の
形
式
行
事
の
繰
り
返
し
に
堕
し
 
 

た
に
し
て
も
、
遊
行
上
人
は
実
際
に
回
国
し
多
く
の
民
衆
に
直
に
接
し
、
 
 

「
生
き
仏
」
 
と
し
て
救
い
を
保
証
し
た
事
実
を
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
 
 

と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
交
流
の
な
か
で
、
民
衆
が
遊
行
を
ど
の
よ
う
に
 
 

見
て
い
た
か
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
在
地
資
料
が
い
か
に
有
効
で
あ
る
か
 
 

を
、
著
者
の
発
掘
し
た
地
方
文
書
に
即
し
て
検
証
し
て
い
る
。
具
体
的
一
 
 

例
と
し
て
、
『
刈
谷
町
庄
屋
留
帳
』
 
か
ら
陸
奥
水
沢
留
守
氏
の
遊
行
接
待
 
 

の
全
貌
を
上
人
到
着
か
ら
出
立
ま
で
全
日
程
の
行
儀
・
料
理
・
費
用
な
ど
 
 

克
明
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
 
『
遊
行
目
鑑
』
 
で
は
知
ら
れ
な
い
 
 

一
面
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
著
者
 
 

は
「
近
世
の
遊
行
賦
算
研
究
家
の
手
っ
と
り
早
い
史
料
と
し
て
、
宗
門
側
 
 

の
記
録
『
遊
行
口
鑑
』
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
謂
う
な
ら
ば
上
か
ら
 
 

与
え
る
側
に
関
す
る
記
録
で
あ
り
、
『
き
れ
い
ご
と
』
 
し
か
書
い
て
い
な
 
 

い
。
現
代
の
歴
史
研
究
家
に
と
っ
て
は
、
世
俗
の
民
衆
が
日
常
生
活
の
中
 
 

で
ど
ん
な
ふ
う
に
遊
行
賦
算
を
受
け
止
め
た
か
と
い
う
、
言
わ
ば
下
か
ら
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の
受
け
と
め
方
に
関
す
る
記
録
こ
そ
注
目
す
べ
き
基
本
資
料
で
あ
る
」
 
 

（
三
四
九
頁
）
 
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
貞
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
 
 

著
者
が
発
見
し
発
掘
し
た
全
国
に
わ
た
る
送
迎
史
料
の
リ
ス
ト
を
付
記
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

ま
た
三
の
 
「
新
発
見
」
 
と
さ
れ
る
 
「
時
衆
画
像
」
と
 
「
一
遍
版
画
像
」
 
 

二
篇
の
論
考
は
、
一
で
述
べ
た
 
『
聖
絵
』
 
の
場
合
と
同
様
に
絵
解
き
の
お
 
 

も
し
ろ
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
福
井
県
大
野
市
奥
の
 
 

院
所
蔵
の
「
真
教
画
像
」
 
と
岐
阜
県
垂
井
町
阿
弥
陀
院
所
蔵
の
 
「
一
遍
・
 
 

浄
阿
併
立
画
像
」
 
で
あ
り
、
後
者
は
神
奈
川
県
立
図
書
館
蔵
の
 
「
一
遍
上
 
 

人
鏡
之
御
影
」
 
と
 
「
一
遍
上
人
御
鏡
之
聖
像
」
 
二
幅
を
取
り
扱
っ
た
も
の
 
 

で
、
ど
ち
ら
も
写
真
を
添
え
て
論
究
し
て
い
る
。
「
併
立
画
像
」
 
に
関
し
 
 

て
は
、
両
上
人
の
際
立
っ
た
衣
服
の
相
違
か
ら
、
遊
行
派
と
四
条
派
に
お
 
 

け
る
下
層
民
と
上
層
民
相
手
の
賦
算
の
象
徴
と
し
て
い
る
が
、
製
作
が
 
 

「
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
時
代
」
 
と
す
れ
ば
、
四
条
派
に
限
ら
ず
著
者
の
言
 
 

う
「
時
衆
の
体
制
化
」
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
一
遍
画
像
 
 

二
幅
で
興
味
ひ
か
れ
る
の
は
、
「
極
楽
浄
土
の
シ
ン
ボ
ル
」
 
で
あ
る
蓮
台
 
 

に
な
ぜ
二
通
が
立
っ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
著
者
の
自
問
に
関
す
る
二
つ
 
 

の
解
釈
で
あ
る
。
一
つ
は
 
「
一
遍
は
極
楽
浄
土
に
安
住
す
る
の
で
は
な
 
 

く
 

が
、
た
だ
著
者
の
推
察
に
惹
か
さ
れ
て
私
感
を
い
え
ば
、
蓮
台
は
も
し
か
 
 

‥
‥
大
十
万
人
に
賦
算
し
終
わ
っ
て
か
ら
蓮
台
に
乗
る
よ
う
に
と
、
 
 

一
遍
の
足
も
と
前
に
蓮
台
を
置
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
も
の
 
 

で
あ
り
 
（
三
七
八
頁
）
、
他
は
「
蓮
台
は
、
ま
だ
念
仏
札
を
も
ら
っ
て
い
 
 

な
い
末
往
生
者
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
る
」
 
（
同
）
 
と
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
い
ず
れ
も
一
遍
の
救
済
論
に
整
合
す
る
も
の
で
特
に
異
論
は
な
い
 
 
 

す
る
と
「
鏡
」
を
象
徴
化
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
写
真
に
よ
 
 

れ
ば
、
二
幅
と
も
蓮
台
の
上
に
 
「
鏡
」
 
の
文
字
が
配
さ
れ
、
し
か
も
「
鏡
 
 

之
御
影
」
「
鏡
之
聖
像
」
と
あ
る
か
ら
、
蓮
台
の
上
に
は
一
遍
が
「
御
影
」
 
 

「
聖
像
」
 
と
い
う
姿
で
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
 
 

ま
り
蓮
台
の
側
に
措
か
れ
た
二
遍
像
を
実
像
と
す
れ
ば
、
「
御
影
」
 
と
 
 

「
聖
像
」
 
は
そ
の
映
像
と
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
「
鏡
」
は
日
本
人
の
 
 

伝
統
的
な
信
仰
心
意
に
と
っ
て
「
御
霊
」
 
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
の
脈
 
 

絡
で
見
れ
ば
、
蓮
台
＝
鏡
＝
一
遍
の
 
「
霊
」
と
い
う
構
図
が
思
い
描
か
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
傍
証
で
き
る
資
料
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
 
 

で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
は
筆
者
の
単
な
る
推
論
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
に
 
 

せ
よ
、
興
味
深
い
資
料
の
発
掘
と
著
者
の
啓
発
的
な
推
察
に
敬
意
を
表
し
 
 

た
い
。
 
 
 

以
上
、
大
雑
把
な
が
ら
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
最
後
に
読
後
の
印
象
と
 
 

し
て
特
に
心
に
残
っ
た
問
題
を
二
点
だ
け
述
べ
て
み
た
い
。
そ
の
一
つ
は
 
 

著
者
が
前
述
の
よ
う
な
「
一
遍
の
宗
教
の
特
色
」
「
一
遍
義
独
自
の
特
色
」
 
 

を
指
摘
す
る
と
き
に
常
用
す
る
「
神
秘
な
霊
（
験
）
力
」
と
い
う
語
法
に
関
 
 

し
て
で
あ
る
。
信
・
不
信
に
関
わ
ら
ず
、
札
の
受
・
不
受
を
問
わ
ず
救
わ
 
 

れ
る
の
は
、
「
念
仏
札
の
霊
力
の
融
通
」
 
に
よ
る
か
ら
と
し
、
さ
ら
に
札
 
 

が
霊
力
を
も
ち
、
そ
の
力
を
発
動
す
る
の
は
、
一
遍
が
 
「
ひ
じ
り
」
 
で
あ
 
 

る
か
ら
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
文
脈
で
は
、
一
遍
＝
ひ
じ
り
↓
念
 
 

仏
札
＝
霊
力
↓
そ
の
発
動
＝
救
い
と
な
り
、
「
ひ
じ
り
」
が
救
い
の
原
理
 
 

で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
「
一
遍
は
 
『
ひ
じ
り
』
 
で
あ
る
か
 
 

ら
当
然
『
ひ
じ
り
』
 
の
特
性
で
あ
る
神
秘
な
霊
験
力
、
す
な
わ
ち
軌
跡
や
 
 

奇
瑞
を
出
現
し
得
る
資
格
と
能
力
を
そ
な
え
て
い
る
」
 
（
四
八
百
）
 
と
い
 
 

う
一
文
は
端
的
に
こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
論
調
に
は
 
 

や
ゝ
理
解
し
が
た
い
点
が
あ
る
。
救
い
の
原
理
は
 
「
ひ
じ
り
」
で
は
な
 
 0
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
書
 
 

く
、
「
霊
力
」
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
遍
は
「
ひ
じ
り
」
 
 

だ
か
ら
 
「
当
然
霊
力
を
備
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
霊
力
を
備
え
 
 

て
い
た
か
ら
 
「
ひ
じ
り
」
 
と
称
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
賦
算
札
が
な
ぜ
 
 

人
を
救
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
著
者
が
長
年
考
え
つ
づ
け
た
と
い
 
 

う
「
難
問
」
が
こ
の
よ
う
な
視
点
を
も
つ
こ
と
で
一
挙
に
解
決
し
た
と
い
 
 

う
よ
う
に
 
（
「
あ
と
が
き
」
）
、
「
神
秘
な
霊
力
」
と
い
う
語
は
い
わ
ば
本
書
 
 

の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
神
秘
と
か
霊
力
と
い
う
紋
切
り
 
 

型
の
用
語
は
、
信
仰
を
語
る
と
き
確
か
に
便
利
な
概
念
か
も
し
れ
な
い
 
 

が
、
学
術
語
と
し
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
論
理
的
で
客
観
的
な
 
 

分
析
が
し
ば
し
ば
霞
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
、
「
現
代
の
研
 
 

究
者
が
一
遍
や
念
仏
札
に
つ
い
て
ど
ん
な
に
く
わ
し
く
研
究
し
て
も
、
こ
 
 

の
 
『
神
秘
な
霊
力
」
 
『
聖
変
化
』
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
は
徒
 
 

労
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
『
神
秘
な
霊
力
』
 
『
聖
変
化
』
 
の
理
解
で
き
な
い
 
 

者
は
、
宗
教
が
分
か
ら
ぬ
者
で
あ
る
」
 
（
四
八
頁
）
 
と
い
う
が
、
ま
さ
に
 
 

「
理
解
」
 
し
 
「
分
か
る
」
た
め
の
客
観
的
素
材
を
提
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
 
 

と
思
う
。
そ
う
で
な
い
と
、
こ
れ
ら
一
連
の
主
張
に
は
ほ
と
ん
ど
信
仰
告
 
 

白
に
も
似
た
響
き
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

筆
者
は
こ
れ
を
解
示
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
「
霊
力
」
 
の
メ
カ
ニ
 
 

ズ
ム
を
分
析
し
そ
の
効
能
を
説
明
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
 
 

い
る
。
一
遍
の
賦
算
札
が
霊
力
を
も
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
救
い
が
現
成
す
 
 

る
と
い
う
事
象
を
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
構
造
的
脈
 
 

絡
に
お
い
て
為
さ
れ
る
の
か
を
一
遍
の
信
仰
に
即
し
て
探
る
こ
と
が
必
要
 
 

で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
本
書
の
「
一
遍
の
く
ば
る
念
仏
札
の
霊
力
の
 
 

融
通
に
よ
り
、
た
と
え
札
は
も
ら
わ
な
く
て
も
そ
の
場
近
く
に
い
た
と
い
 
 

う
結
線
に
よ
っ
て
往
生
決
定
す
る
」
 
（
二
四
頁
）
 
と
い
う
指
摘
は
暗
示
的
 
 

で
あ
る
。
一
遍
の
説
く
救
い
と
は
、
教
義
的
に
い
え
ば
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
 
 

成
就
時
に
決
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
が
、
現
実
の
信
仰
場
 
 

面
で
い
え
ば
、
た
と
え
ば
 
「
唱
ふ
れ
ば
仏
も
わ
れ
も
な
か
り
け
り
 
南
無
 
 

阿
弥
陀
仏
な
む
あ
み
だ
仏
」
 
（
『
一
遍
上
人
語
録
』
巻
上
）
 
の
歌
が
示
す
よ
 
 

う
に
、
念
仏
に
よ
っ
て
 
「
名
号
」
 
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
と
 
 

阿
弥
陀
仏
が
一
体
化
し
六
字
の
名
号
と
し
て
顕
在
し
た
様
を
い
う
。
つ
ま
 
 

り
念
仏
は
救
い
の
契
機
で
あ
り
、
念
仏
札
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
、
そ
 
 

れ
を
受
け
る
こ
と
は
救
い
を
確
認
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
 
 

往
生
の
要
因
は
、
札
を
受
け
る
以
前
の
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
 
 

の
場
で
称
名
の
声
に
包
ま
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
「
場
」
を
 
 

共
有
し
て
 
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
 
と
い
う
言
葉
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
救
い
 
 

の
必
須
要
件
で
あ
る
。
「
霊
力
」
と
そ
の
 
「
発
動
」
と
は
、
蓋
し
こ
の
二
 
 

点
に
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

ま
た
も
う
一
点
の
印
象
は
、
在
地
資
料
に
対
す
る
著
者
の
取
り
組
み
の
 
 

姿
勢
と
意
義
づ
け
に
関
し
て
で
あ
る
。
本
書
の
三
分
の
二
が
こ
の
間
題
の
 
 

叙
述
に
割
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
は
本
書
執
筆
の
主
要
意
 
 

図
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
基
本
的
な
観
点
は
、
上
で
見
た
よ
う
に
 
「
遊
 
 

行
」
を
単
に
定
型
化
さ
れ
た
教
団
側
の
儀
礼
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
 
 

く
、
そ
れ
を
迎
え
接
待
す
る
地
方
の
世
俗
者
た
ち
の
目
を
通
し
て
総
体
的
 
 

に
見
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
い
わ
ば
問
題
を
単
に
教
団
内
の
信
仰
 
 

史
に
限
定
せ
ず
、
広
く
社
会
の
「
文
化
史
」
的
な
意
義
づ
け
を
目
論
ん
だ
 
 

も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
著
者
の
姿
勢
は
す
で
に
旧
著
『
時
衆
教
団
 
 

の
地
方
展
開
』
 
（
昭
和
五
八
年
）
 
で
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
 
 

書
に
お
い
て
も
再
三
に
わ
た
り
そ
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
 
 

ら
し
て
、
著
者
の
時
宗
研
究
の
基
調
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
熱
意
は
、
後
続
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す
る
同
学
研
究
者
へ
の
教
示
で
も
あ
り
激
励
で
も
あ
り
、
問
題
や
事
象
の
 
 

複
眼
的
研
究
の
重
要
さ
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
著
者
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
と
発
言
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
文
化
 
 

学
研
究
に
お
い
て
は
至
当
な
こ
と
で
あ
る
。
い
か
な
る
文
化
的
事
象
も
、
 
 

主
体
者
と
受
容
者
の
協
働
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
両
者
を
と
も
に
観
 
 

察
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
事
象
の
実
態
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
 
 

観
点
を
敷
桁
す
れ
ば
、
は
じ
め
に
述
べ
た
時
宗
の
ト
ー
タ
ル
な
研
究
に
連
 
 

な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
時
宗
研
究
に
限
ら
ず
日
本
仏
教
全
体
に
共
通
す
 
 

る
研
究
課
題
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
場
合
、
両
者
の
接
点
を
ど
こ
に
ど
の
 
 

よ
う
に
見
る
か
と
い
う
方
法
論
的
視
点
が
重
要
に
な
る
。
本
書
に
関
し
て
 
 

い
え
ば
、
「
上
か
ら
与
え
る
側
」
と
「
下
か
ら
受
け
と
め
る
」
例
の
資
料
 
 

と
の
結
び
目
を
ど
う
読
み
解
く
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
体
制
化
」
「
形
骸
 
 

化
」
の
指
摘
に
止
め
ず
、
で
き
れ
ば
「
社
会
文
化
史
的
観
点
」
を
よ
り
鮮
 
 

明
に
し
て
そ
の
意
義
を
説
い
て
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。
た
と
え
ば
本
書
も
 
 

指
摘
し
て
い
る
一
遍
と
歴
代
遊
行
上
人
の
「
生
き
仏
」
と
し
て
の
社
会
 
 

的
・
宗
教
的
役
割
や
意
義
な
ど
は
恰
好
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
 
 

間
題
は
、
お
そ
ら
く
「
日
本
仏
教
」
的
と
称
さ
れ
て
き
た
日
本
人
の
宗
教
 
 

的
特
質
を
明
か
す
こ
と
に
も
連
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

著
者
は
高
齢
と
健
康
を
大
変
気
に
さ
れ
て
い
る
が
、
後
学
に
更
な
る
範
 
 

を
垂
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
希
う
の
は
酷
だ
ろ
う
か
。
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寺
 
尾
 
寿
 
圧
力
 
 

諸
宗
教
対
話
が
∵
兄
す
れ
ば
煮
詰
ま
っ
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
ま
で
 
 

に
自
明
の
常
態
と
な
っ
た
昨
今
、
H
本
に
お
い
て
長
年
そ
の
最
前
線
で
重
 
 

厚
な
対
話
を
担
っ
て
き
た
先
駆
者
た
ち
が
思
想
的
実
り
の
秋
を
迎
え
て
い
 
 

る
。
た
と
え
ば
宗
教
対
話
の
ひ
と
つ
の
拠
点
で
あ
る
東
西
宗
教
交
流
学
会
 
 

を
見
て
も
、
な
が
ら
く
指
や
力
を
発
揮
し
て
き
た
阿
部
正
雄
、
上
田
閑
 
 

照
、
八
木
誠
一
、
本
多
正
昭
、
西
村
恵
倍
、
小
田
垣
雅
也
ら
が
精
力
的
に
 
 

自
身
の
思
想
に
お
け
る
新
展
開
を
公
け
に
し
て
い
る
。
若
干
の
例
外
を
除
 
 

き
、
彼
ら
は
旧
帝
大
の
哲
学
講
座
と
い
っ
た
H
本
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
核
 
 

に
職
業
的
地
位
を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
い
や
だ
か
ら
こ
 
 

そ
、
彼
ら
の
思
索
は
自
由
か
つ
大
胆
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
注
目
を
浴
 
 

び
る
に
値
す
る
独
自
性
を
発
揮
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
と
 
 

仏
教
と
い
う
卜
大
な
伝
統
宗
教
の
は
ぎ
ま
に
あ
っ
て
た
え
ず
自
分
の
頭
で
 
 

考
え
抜
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
た
と
え
そ
の
近
著
が
総
括
的
な
色
 
 

彩
を
幾
分
帯
び
る
場
A
＝
で
も
、
名
残
惜
し
げ
な
「
白
鳥
の
歌
．
か
ら
は
ほ
 
 

ど
遠
く
、
む
し
ろ
後
進
の
読
者
に
対
し
て
思
弁
の
鋭
利
な
る
切
っ
先
を
突
 
 

き
つ
け
る
が
ご
と
き
迫
力
を
備
え
て
い
る
。
 
 
 

小
野
寺
 
功
著
 
 

『
評
論
 
賢
治
・
幾
多
郎
・
大
拙
 
 

－
 
大
地
の
文
学
 
－
 
』
 
 

春
風
社
 
二
〇
〇
一
年
六
H
二
七
口
刊
 
 

川
六
判
 
▲
二
▲
一
↓
日
一
▲
八
〇
〇
円
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 
 

著
者
の
小
野
寺
功
も
そ
う
し
た
思
想
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
一
九
九
八
 
 

年
に
は
東
西
宗
教
交
流
学
会
第
一
七
回
学
術
大
会
に
お
い
て
 
「
小
野
寺
功
 
 

氏
の
聖
霊
神
学
を
め
ぐ
っ
て
」
 
と
い
う
総
合
テ
ー
マ
の
も
と
、
そ
の
全
貌
 
 

が
わ
れ
わ
れ
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
 
（
『
大
乗
禅
』
 
八
九
四
号
、
一
九
 
 

九
九
年
、
参
照
）
。
 
 
 

小
野
寺
は
霊
性
の
人
で
あ
る
。
戦
後
、
慎
悩
す
る
青
年
期
に
吉
満
義
彦
 
 

の
著
作
に
触
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
道
に
入
る
が
、
ネ
オ
・
ト
ミ
ス
ト
 
 

に
散
見
さ
れ
る
排
他
的
独
善
性
か
ら
は
ま
っ
た
く
自
由
で
あ
り
、
む
し
ろ
 
 

吉
満
に
も
見
ら
れ
る
霊
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
鈴
木
大
拙
に
よ
る
日
本
的
 
 

霊
性
に
つ
な
げ
、
ま
た
方
法
論
的
に
は
西
田
幾
多
郎
の
場
所
的
論
理
に
基
 
 

礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
独
自
の
神
学
的
営
為
を
重
ね
て
き
た
。
 
 

大
拙
が
表
現
し
て
み
せ
た
大
地
の
霊
的
感
性
に
根
ざ
し
つ
つ
、
西
田
が
予
 
 

覚
し
た
「
内
在
的
超
越
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
」
と
の
出
会
い
を
探
求
す
る
 
 

道
は
、
聖
霊
論
的
特
徴
が
顕
わ
な
「
三
位
一
体
の
お
い
て
あ
る
場
所
」
 
と
 
 

い
う
理
解
に
突
如
啓
示
の
ご
と
く
達
し
た
こ
と
で
揺
ら
ぎ
な
き
確
信
に
至
 
 

り
、
み
ず
か
ら
の
思
想
を
 
「
日
本
的
聖
霊
神
学
一
と
宣
命
す
る
の
で
あ
 
 

る
。
以
後
小
野
寺
の
思
索
は
こ
の
庶
事
実
と
も
い
え
る
覚
醒
に
発
す
る
の
 
 

で
あ
り
、
自
伝
的
神
学
の
色
合
い
を
強
く
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

本
書
は
こ
う
し
た
原
点
思
考
の
叙
述
と
し
て
企
画
さ
れ
た
大
地
三
部
作
 
 

の
末
尾
を
飾
る
も
の
で
あ
る
。
先
行
す
る
二
著
『
大
地
の
哲
学
』
 
お
よ
び
 
 

『
大
地
の
神
学
』
 
に
比
べ
、
本
書
に
お
い
て
著
者
の
思
想
が
格
別
の
転
回
 
 

を
呈
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
小
野
寺
の
思
想
的
停
滞
を
看
取
 
 

す
る
読
者
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
批
判
は
学
術
研
究
者
と
い
う
立
場
か
 
 

ら
見
れ
ば
一
端
の
妥
当
性
を
も
つ
も
の
の
、
お
そ
ら
く
は
正
し
く
な
い
。
 
 

む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
が
小
野
寺
神
学
に
出
会
う
際
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
 
 

は
、
著
者
の
霊
性
と
読
者
の
霊
性
と
の
遅
逓
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

た
し
か
に
小
野
寺
の
著
述
は
、
著
者
が
信
奉
す
る
森
信
三
の
全
一
字
に
 
 

類
す
る
表
現
を
と
れ
ば
、
ホ
ロ
ン
的
な
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
ど
こ
を
読
 
 

ん
で
い
て
も
そ
こ
に
響
き
渡
る
実
存
的
覚
醒
の
原
事
実
が
著
者
の
根
源
的
 
 

経
験
へ
と
読
者
を
い
わ
ば
普
遍
的
か
つ
即
応
的
に
召
喚
す
る
の
で
あ
っ
 
 

て
、
難
渋
な
知
的
迂
回
な
ど
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
一
見
 
 

単
調
な
反
復
に
は
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
衝
い
や
作
為
は
い
っ
さ
い
な
 
 

く
、
著
者
は
み
ず
か
ら
の
思
想
的
実
像
を
冷
静
に
読
者
に
提
供
し
て
い
 
 

る
。
読
者
は
こ
の
像
に
自
身
の
霊
性
を
照
射
す
る
こ
と
で
そ
の
霊
的
個
性
 
 

を
増
進
さ
せ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
多
様
性
が
諸
宗
教
、
諸
文
化
を
通
底
 
 

す
る
大
地
的
霊
性
を
豊
か
に
す
る
。
ま
さ
に
小
野
寺
の
著
作
は
著
者
と
読
 
 

者
と
の
協
同
事
業
を
本
来
的
に
生
起
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
こ
に
小
 
 

野
寺
神
学
の
言
遂
行
的
p
e
r
f
O
r
m
a
t
i
完
な
性
格
と
と
も
に
カ
ト
リ
シ
ズ
 
 

ム
つ
ま
り
カ
ト
・
ホ
ロ
ン
k
a
t
〉
h
O
－
O
n
な
特
徴
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
と
い
え
よ
う
。
ま
さ
に
小
野
寺
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
分
析
者
で
は
な
 
 

く
、
包
摂
思
考
に
立
つ
穏
や
か
な
預
言
者
な
の
で
あ
る
。
こ
の
稀
有
な
思
 
 

想
的
出
来
事
が
、
体
系
面
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
た
前
二
著
に
比
べ
本
 
 

書
に
お
い
て
は
い
っ
そ
う
明
確
に
観
察
で
き
る
も
の
と
評
者
は
考
え
て
い
 
 

る
。
 
 
 

本
書
の
構
成
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
 
 

序
 
論
 
大
地
の
文
学
・
大
地
の
思
想
1
私
の
宮
沢
賢
治
論
 
 
 

第
山
部
 
大
地
の
詩
 
 

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
・
詩
と
哲
学
の
根
源
 
 

啄
木
と
賢
治
の
軌
跡
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『
遠
野
物
語
』
考
 
 

東
北
の
風
土
と
高
村
光
太
郎
 
 
 

第
二
部
 
日
本
的
霊
性
と
キ
リ
ス
ト
教
 
 

鈴
木
大
拙
と
日
本
的
霊
性
 
 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
ニ
ー
チ
ェ
 
ー
 
精
神
の
逆
対
応
 
 

日
本
の
神
学
を
求
め
て
 
一
 
大
地
の
思
想
家
達
と
の
出
会
い
 
 
 

第
三
都
 
税
代
目
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
問
題
 
 

吉
満
義
彦
と
遠
藤
周
作
を
め
ぐ
っ
て
 
 

出
会
い
の
世
紀
へ
 
ー
 
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
 
 

従
来
よ
り
小
野
寺
の
著
作
に
親
し
ん
で
き
た
老
に
と
っ
て
は
な
じ
み
深
 
 

い
話
題
が
連
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

序
論
に
お
い
て
、
著
者
は
東
北
の
霊
性
を
体
現
し
て
い
る
と
み
な
さ
 
 

れ
る
同
郷
の
宮
沢
賢
治
に
多
大
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
賢
 
 

治
の
「
大
地
の
文
学
」
 
に
は
「
現
代
が
深
層
領
域
で
求
め
て
い
る
 
 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
 
 

霊
 
性
 
革
 
命
の
普
遍
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
読
み
取
れ
る
と
語
る
。
 
 

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
理
念
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
、
 
 

限
り
な
く
清
純
で
永
遠
的
な
人
間
の
国
民
的
典
型
を
生
み
出
す
」
も
の
と
 
 

し
て
、
「
世
界
」
 
の
 
「
共
生
経
験
」
を
結
実
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
 
 

見
ら
れ
る
の
は
ま
さ
に
革
命
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
賢
治
は
も
は
や
単
な
 
 

る
童
話
作
家
で
は
な
く
、
世
界
を
善
導
す
る
理
想
の
革
命
家
と
し
て
称
揚
 
 

さ
れ
る
。
い
か
に
こ
の
理
想
を
宗
教
に
お
い
て
も
私
事
化
が
極
限
ま
で
進
 
 

展
し
た
現
代
社
会
で
再
生
す
る
か
が
そ
の
文
学
作
品
を
評
す
る
な
か
で
求
 
 

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

第
一
部
で
は
、
こ
と
に
 
『
大
地
の
哲
学
』
 
で
主
張
さ
れ
て
い
た
東
北
と
 
 い

う
一
地
方
が
秘
め
る
霊
性
的
普
遍
性
が
賢
治
お
よ
び
啄
木
を
事
例
に
再
 
 

度
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
哲
学
や
神
学
に
比
べ
て
よ
り
生
活
世
界
と
深
 
 

く
交
わ
る
文
学
が
故
郷
と
い
う
発
想
と
不
可
分
な
こ
と
か
ら
、
土
着
の
基
 
 

層
文
化
を
探
求
す
る
民
俗
学
が
注
目
さ
れ
、
こ
と
に
小
野
寺
の
故
郷
に
隣
 
 

接
す
る
小
盆
地
を
取
り
上
げ
た
柳
田
国
男
の
 
『
遠
野
物
語
』
が
高
く
評
価
 
 

さ
れ
る
。
そ
の
関
連
か
ら
谷
川
健
一
、
小
林
秀
雄
、
森
信
三
ら
が
言
及
さ
 
 

れ
る
。
こ
こ
で
評
者
の
目
を
引
い
た
の
は
著
者
が
梅
原
猛
に
対
し
て
、
そ
 
 

の
ニ
ー
チ
ェ
的
な
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
全
面
的
同
意
を
与
 
 

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
梅
原
も
東
北
に
精
神
的
出
自
を
 
 

自
認
す
る
人
物
だ
が
、
小
野
寺
は
梅
原
日
本
学
に
は
「
日
本
人
の
無
意
識
 
 

の
哲
学
的
土
壌
を
掘
り
起
こ
す
と
い
う
意
味
で
、
正
当
性
が
あ
る
」
と
率
 
 

直
な
評
価
を
与
え
る
。
霊
は
つ
ね
に
「
無
意
識
の
深
層
次
元
に
は
た
ら
 
 

く
」
、
つ
ま
り
「
霊
の
み
が
霊
を
知
る
」
と
考
え
る
小
野
寺
に
と
っ
て
、
 
 

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
安
住
す
る
研
究
者
で
は
な
く
、
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
思
 
 

想
家
で
あ
る
梅
原
が
秘
め
る
革
命
家
に
も
似
た
パ
ト
ス
は
た
し
か
に
霊
性
 
 

に
直
接
し
た
先
駆
者
と
し
て
魅
力
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
高
村
光
 
 

太
郎
に
お
け
る
永
遠
に
女
性
的
な
も
の
へ
の
希
求
に
惹
か
れ
る
な
か
で
著
 
 

者
は
聖
霊
と
聖
母
、
つ
ま
り
存
在
の
純
化
と
聖
化
と
い
う
問
題
に
到
達
し
 
 

た
と
表
明
し
て
い
る
。
 
 
 

第
二
部
で
は
、
総
じ
て
前
二
著
で
展
開
さ
れ
た
着
想
が
確
認
さ
れ
て
い
 
 

る
。
し
か
し
著
者
は
母
親
と
の
死
別
と
い
う
体
験
を
経
て
、
浄
土
へ
の
思
 
 

い
を
万
葉
の
伝
統
と
西
欧
近
代
精
神
と
の
本
質
的
融
合
に
お
い
て
表
現
し
 
 

た
斎
藤
茂
吉
の
 
『
赤
光
』
 
に
共
感
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
場
含
も
思
慕
の
 
 

対
象
に
向
け
た
追
想
で
は
な
く
、
「
縄
魂
」
と
著
者
が
呼
ぶ
 
「
身
体
的
、
 
 

カ
オ
ス
的
、
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
な
も
の
」
 
こ
そ
が
共
鳴
を
引
き
起
こ
す
源
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
書
 
 

泉
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
視
点
か
ら
土
着
的
な
「
場
の
理
論
」
を
展
開
 
 

し
た
江
渡
秋
嶺
は
も
と
よ
り
、
鈴
木
大
拙
や
西
田
幾
多
郎
も
肯
定
さ
れ
 
 

る
。
さ
ら
に
は
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
的
な
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
立
脚
す
る
ド
 
 

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
文
学
、
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
神
人
論
、
ニ
ー
チ
ェ
の
超
 
 

人
論
な
ど
も
、
大
地
性
つ
ま
り
「
縁
起
的
神
概
念
の
探
究
」
 
に
お
い
て
す
 
 

べ
か
ら
く
聖
霊
論
的
思
考
と
し
て
通
底
す
る
と
言
う
。
こ
と
に
ド
ス
ト
エ
 
 

フ
ス
キ
ー
は
「
永
遠
に
異
教
的
な
要
素
を
、
キ
リ
ス
ト
教
的
で
照
明
し
よ
 
 

う
と
し
て
い
る
」
と
高
く
評
さ
れ
る
。
こ
の
霊
性
思
想
は
日
本
に
お
い
て
 
 

森
信
三
、
鈴
木
亨
、
滝
沢
克
己
ら
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
西
田
が
ロ
シ
ア
精
 
 

神
に
欠
落
し
て
い
る
と
み
な
し
た
平
常
底
を
結
合
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

第
三
部
で
は
、
著
者
と
同
じ
く
吉
満
義
彦
の
「
霊
性
の
優
位
」
 
に
思
索
 
 

の
出
発
点
を
も
つ
と
み
な
さ
れ
る
遠
藤
周
作
が
好
意
的
に
言
及
さ
れ
て
い
 
 

る
。
吉
満
に
よ
る
近
代
の
超
克
論
を
こ
え
る
た
め
遠
藤
は
キ
リ
シ
タ
ン
時
 
 

代
に
お
け
る
日
欧
遭
遇
を
テ
ー
マ
化
し
た
と
い
う
武
田
友
寿
に
著
者
は
賛
 
 

プ
ネ
ウ
マ
 
 

同
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
遠
藤
文
学
は
小
野
寺
の
口
本
的
聖
霊
神
学
に
と
 
 

っ
て
内
発
的
発
想
を
と
も
に
探
る
、
い
わ
ば
協
働
者
と
し
て
評
さ
れ
て
い
 
 
 

る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
井
上
洋
治
神
父
の
風
の
神
学
な
い
し
は
場
の
神
 
 

学
を
肯
定
し
、
西
田
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
を
聖
霊
論
的
「
和
」
 
の
論
 
 

理
と
み
な
す
に
至
っ
て
い
る
。
 
 

以
上
の
よ
う
な
小
野
寺
の
深
み
を
も
つ
思
想
に
触
れ
て
、
読
者
で
あ
る
 
 

評
者
の
魂
が
共
振
響
合
し
た
事
実
を
告
白
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
日
本
と
い
 
 

う
非
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
で
、
日
本
の
宗
教
哲
学
と
の
整
合
性
を
配
慮
し
 
 

な
が
ら
内
発
的
な
神
学
を
模
索
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
過
剰
に
西
欧
的
な
性
 
 

格
を
色
濃
く
帯
び
た
キ
リ
ス
ト
論
中
心
主
義
を
相
対
化
す
る
必
要
に
ど
う
 
 

し
て
も
迫
ら
れ
る
が
、
そ
の
試
み
を
独
一
無
比
の
「
日
本
的
聖
霊
神
学
」
 
 

と
し
て
描
き
き
っ
た
小
野
寺
の
思
想
的
冒
険
は
、
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
 
 

論
の
反
省
を
念
頭
に
諸
宗
教
対
話
を
模
索
す
る
評
者
に
と
っ
て
他
の
な
に
 
 

も
の
よ
り
も
秀
で
た
模
範
で
あ
り
、
希
望
の
灯
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
い
 
 

ま
だ
表
面
的
な
変
容
に
と
ど
ま
り
が
ち
な
イ
ン
カ
ル
チ
ユ
レ
ー
シ
ョ
ン
 
 

（
福
音
の
文
化
内
開
花
）
 
の
考
察
実
践
を
省
み
る
に
あ
た
っ
て
も
、
小
野
 
 

寺
の
試
み
は
傑
出
し
た
一
指
針
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
い
ま
は
そ
の
余
韻
 
 

に
包
ま
れ
て
静
か
に
瞑
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
本
稿
が
宗
教
学
を
扱
 
 

う
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
あ
え
て
批
判
を
言
挙
げ
す
 
 

る
こ
と
が
評
者
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
ろ
う
。
評
者
の
能
力
を
超
え
る
 
 

こ
と
は
明
白
だ
が
、
小
野
寺
神
学
が
い
っ
そ
う
発
展
す
る
一
契
機
と
な
る
 
 

こ
と
を
期
待
し
っ
つ
、
あ
え
て
暴
挙
つ
ま
り
意
図
的
誤
読
へ
と
踏
み
出
そ
 
 

う
0
 
 
 ま

ず
歴
史
意
識
が
希
薄
に
思
わ
れ
る
。
ロ
シ
ア
は
共
産
主
義
、
日
本
は
 
 

軍
国
主
義
と
い
う
か
た
ち
で
全
体
主
義
を
経
験
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
背
 
 

景
に
自
他
融
合
的
な
大
地
性
が
悲
劇
の
土
壌
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
 
 

で
き
な
い
。
「
血
と
地
」
。
大
地
性
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
精
神
で
あ
る
 
 

愛
に
逆
行
す
る
、
集
団
主
義
な
い
し
は
民
族
主
義
に
通
じ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
 
 

原
理
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
小
野
寺
の
発
想
か
ら
は
こ
の
暴
力
性
 
 

は
消
え
て
お
り
、
予
定
調
和
的
で
（
問
題
解
決
）
的
な
聖
霊
論
に
終
始
す
 
 

る
結
果
、
逆
対
応
性
が
と
も
す
れ
ば
相
互
補
完
的
な
安
定
性
へ
と
変
容
し
 
 

て
い
る
。
む
し
ろ
評
者
は
聖
霊
が
弁
証
法
的
で
（
問
題
提
起
）
的
な
特
徴
 
 

を
併
せ
も
つ
と
考
え
る
。
さ
も
な
く
ば
近
代
の
毒
と
し
て
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
 
 

に
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
じ
つ
は
ロ
シ
ア
と
日
本
は
大
地
性
で
共
通
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す
る
の
み
な
ら
ず
、
急
激
な
近
代
化
に
お
い
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
苦
悩
に
い
 
 

か
に
耐
え
て
い
く
の
か
と
い
う
難
問
を
共
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
ニ
 
 

ヒ
リ
ズ
ム
に
は
、
長
谷
正
富
が
正
し
く
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
『
即
』
 
と
 
 

い
う
よ
う
な
仕
方
で
す
ん
な
り
解
決
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
」
 
（
長
谷
止
嘗
 
 

「
霊
性
の
現
代
的
意
味
」
、
『
宗
教
学
会
報
h
 
二
号
、
一
九
九
九
年
、
六
 
 

八
百
）
 
が
あ
る
。
小
野
寺
の
思
想
で
は
自
己
を
疎
外
す
る
他
者
が
見
極
め
 
 

ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ナ
イ
ー
ヴ
さ
は
い
な
め
な
い
。
 
 
 

聖
霊
が
も
つ
 
（
問
題
提
起
）
す
る
力
を
認
め
る
た
め
に
は
、
小
野
寺
が
 
 

称
揚
す
る
東
北
の
（
現
実
）
を
顧
み
る
こ
と
が
有
益
だ
ろ
う
。
子
供
な
ら
 
 

ぬ
大
人
の
目
に
写
っ
た
東
北
は
、
飢
餓
に
代
表
さ
れ
る
悲
の
極
限
状
況
を
 
 

繰
り
返
し
呈
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
柳
田
が
 
『
遠
野
物
語
』
 
で
望
ん
だ
ご
 
 

と
く
都
会
人
の
心
理
を
戦
慄
せ
し
め
、
ま
た
深
沢
七
郎
の
 
『
楢
山
節
考
』
 
 

に
も
通
じ
る
エ
ロ
ス
的
感
情
つ
ま
り
悲
の
現
場
が
抑
圧
さ
れ
な
が
ら
も
日
 
 

常
に
寄
り
添
う
よ
う
に
厳
存
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
 
 

（
負
）
 
の
側
面
に
ま
で
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、
聖
霊
の
も
つ
全
一
性
は
確
 
 

保
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

つ
ま
り
は
小
野
寺
の
聖
霊
論
は
い
ま
だ
静
態
的
な
も
の
に
留
ま
る
の
で
 
 

あ
る
。
こ
こ
で
ロ
シ
ア
の
大
地
性
が
じ
っ
は
必
ず
し
も
調
和
的
な
も
の
と
 
 

は
い
え
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。
イ
コ
ン
や
教
会
建
築
に
観
察
で
 
 

き
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
精
神
構
造
に
は
西
欧
的
な
左
右
対
称
の
均
衡
を
 
 

嫌
い
、
あ
え
て
い
び
つ
な
形
態
を
採
用
し
た
り
、
任
苫
州
を
結
ば
な
い
こ
と
 
 

で
遠
近
法
的
な
均
整
美
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
聖
な
る
も
の
の
 
 

生
成
な
い
し
動
態
を
表
現
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
同
様
の
心
情
は
ド
ス
ト
 
 

エ
フ
ス
キ
ー
が
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
対
決
す
る
な
か
で
描
写
し
た
よ
う
な
悪
 
 

と
の
微
妙
な
距
離
感
覚
に
通
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
緊
張
感
と
 
 

ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
 
 

多
声
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
著
者
に
は
や
や
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
 
 

か
。
た
し
か
に
既
述
の
よ
う
に
 
「
身
体
的
、
カ
オ
ス
的
、
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
 
 

的
な
も
の
」
 
に
着
目
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
か
な
り
の
程
度
飼
い
 
 

な
ら
さ
れ
た
も
の
に
思
え
て
し
ま
う
。
も
し
小
野
寺
の
思
想
が
停
滞
し
て
 
 

い
る
と
い
っ
た
批
判
が
わ
ず
か
な
が
ら
も
妥
当
す
る
余
地
を
も
つ
と
す
れ
 
 

ば
、
こ
う
し
た
逸
脱
性
を
思
想
の
展
開
力
へ
と
転
化
し
き
れ
て
い
な
い
面
 
 

に
そ
の
理
由
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
未
到
遠
点
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
小
 
 

野
寺
も
熟
知
し
て
い
る
西
谷
啓
治
の
思
想
と
深
く
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
 
 

考
え
ら
れ
よ
う
。
西
谷
は
大
拙
、
幾
多
郎
と
は
異
な
り
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
直
 
 

面
し
、
ま
た
師
の
論
理
志
向
を
超
え
た
情
意
面
へ
の
配
慮
を
明
確
に
示
し
 
 

て
い
る
か
ら
だ
。
 
 
 

し
か
し
評
者
に
と
っ
て
よ
り
有
益
だ
と
期
待
さ
れ
る
の
は
、
倫
理
へ
の
 
 

踏
み
込
み
で
あ
る
。
じ
つ
は
 
『
大
地
の
哲
学
』
、
『
大
地
の
神
学
』
 
と
つ
づ
 
 

い
た
流
れ
は
『
大
地
の
倫
理
学
』
 
に
至
る
も
の
と
評
者
は
考
え
て
い
た
。
 
 

理
性
と
哲
学
、
信
仰
と
神
学
と
い
う
思
考
枠
を
乱
暴
に
引
き
継
げ
ば
、
霊
 
 

性
は
た
し
か
に
文
学
な
い
し
芸
術
と
組
み
合
わ
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
 
 

他
方
「
あ
い
だ
」
 
つ
ま
り
人
と
人
と
の
間
を
扱
う
倫
理
が
舞
台
を
提
供
す
 
 

る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。
こ
と
に
前
二
著
が
や
や
抽
象
的
か
つ
論
理
的
 
 

で
、
真
理
W
a
h
r
h
e
i
t
の
探
究
と
し
て
の
往
相
的
性
格
を
顕
在
化
さ
せ
て
 
 

い
た
面
を
鑑
み
れ
ば
、
大
地
三
部
作
の
締
め
を
飾
る
本
書
に
は
真
実
 
 

W
a
h
r
h
a
f
t
i
g
k
e
i
t
の
実
践
場
と
し
て
、
還
相
的
性
格
を
醸
し
出
す
リ
ア
 
 

ル
な
円
心
索
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
べ
き
倫
理
は
カ
ン
ト
流
の
リ
ゴ
リ
ス
ム
 
 

で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
に
内
在
す
る
弱
さ
が
さ
ら
に
弱
い
他
者
の
声
を
聴
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
書
 
 

き
取
り
増
幅
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
ろ
う
。
評
者
は
こ
う
し
た
倫
 
 

理
を
（
霊
什
倫
理
）
と
呼
ん
で
い
る
が
 
（
十
寸
尾
寿
芳
1
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
 
 

教
会
宣
教
諭
の
霊
恍
倫
理
的
展
望
 
－
 
死
者
が
遍
在
す
る
情
況
か
ら
」
、
 
 

『
信
愛
紀
要
に
 
皿
∵
］
．
て
．
∵
（
〕
〇
一
年
、
参
照
）
、
小
野
寺
の
聖
霊
神
学
 
 

は
ま
さ
に
こ
の
 
（
弱
さ
の
強
さ
）
で
も
い
う
べ
き
特
質
を
十
分
に
含
み
持
 
 

つ
も
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
茂
吉
の
 
『
赤
光
』
 
に
感
錦
を
受
 
 

け
、
さ
ら
に
本
垂
口
を
「
母
の
思
い
出
に
」
捧
げ
た
著
者
は
、
声
な
き
声
の
 
 

持
ち
主
つ
ま
り
死
者
と
通
交
す
る
感
性
を
か
い
ま
み
せ
て
い
る
。
た
と
え
 
 

ば
牛
後
ま
も
な
く
死
別
し
た
父
親
に
関
し
て
、
「
父
の
刻
印
は
私
の
血
や
 
 

件
格
や
思
考
法
な
ど
の
深
層
領
域
に
、
た
え
ず
息
づ
い
て
い
る
」
 
の
で
あ
 
 

り
、
1
死
せ
る
者
は
牛
け
る
者
と
非
連
続
で
あ
り
な
が
ら
、
信
仰
と
自
覚
 
 

を
適
し
て
究
極
の
貴
実
を
想
起
さ
せ
る
原
動
力
と
も
な
り
う
る
」
 
と
二
〓
わ
 
 

れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
若
者
の
感
性
は
大
拙
が
霊
性
の
特
 
 

徴
と
し
て
大
地
什
と
と
も
に
挙
げ
た
直
接
性
や
西
m
行
苧
の
純
粋
経
験
に
 
 

即
す
る
こ
と
で
、
分
別
知
的
な
粁
神
の
揺
ら
め
き
に
寄
り
添
う
機
微
を
失
 
 

っ
て
い
る
観
が
い
な
め
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
倫
理
の
領
域
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
牛
活
世
界
に
弄
ら
す
人
 
 

間
存
在
の
分
裂
に
血
し
っ
つ
、
あ
え
て
そ
の
現
場
に
留
ま
る
と
い
う
一
樺
 
 

の
保
留
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
文
学
と
倫
理
を
貫
く
契
機
が
こ
こ
に
あ
る
。
 
 

上
出
二
川
二
に
倣
っ
て
仁
出
閑
昭
仙
は
「
わ
た
し
た
ち
が
本
当
に
住
ん
で
い
 
 

る
世
界
は
、
地
上
と
地
卜
∵
寸
の
聞
」
だ
と
▲
▲
一
一
＝
う
 
（
仁
m
閑
昭
「
人
仰
の
 
 

実
存
 
－
 
『
地
上
い
寸
の
牛
「
、
堀
尾
孟
編
『
明
［
へ
の
掟
」
一
〓
 
－
 
京
都
 
 

禅
シ
ン
ポ
論
集
∵
大
龍
寺
国
際
総
△
＝
研
修
所
、
一
九
九
九
隼
、
二
 
二
 
 

貞
）
。
小
野
十
寸
に
欠
け
て
い
る
の
は
こ
の
地
卜
一
寸
に
留
ま
る
た
め
の
退
 
 

歩
な
の
だ
。
も
し
二
位
一
体
の
 
1
お
い
て
あ
る
場
所
．
が
、
小
野
寺
が
か
 
 

っ
て
語
っ
た
よ
う
に
一
三
佐
一
休
の
神
自
身
の
場
所
だ
け
い
う
の
じ
ゃ
な
 
 

く
て
、
我
々
と
の
関
わ
り
と
い
う
も
の
を
考
え
る
」
 
（
『
大
束
禅
巨
 
八
九
四
 
 

［
ワ
、
四
五
日
）
 
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
一
瞬
地
に
足
が
つ
か
な
い
採
ら
 
 

「
オ
ー
、
ン
ス
 
 

ぎ
を
受
容
す
る
余
地
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
．
人
間
神
化
の
恵
み
 
 

に
対
す
る
ロ
シ
ア
民
族
の
限
り
な
い
悼
惜
」
を
知
悉
し
な
が
ら
も
、
そ
の
 
 

一
歩
手
前
で
分
裂
し
懐
悩
す
る
人
間
像
を
深
く
描
ち
し
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
 
 

キ
ー
に
通
じ
る
魂
の
忍
耐
力
が
、
小
野
‡
神
学
に
と
り
実
現
可
能
な
課
題
 
 

と
し
て
空
前
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
評
者
が
述
べ
て
き
た
 
（
批
判
）
 
は
、
そ
の
名
に
伯
し
な
い
外
部
的
 
 

な
印
象
た
す
ぎ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
良
作
に
わ
た
る
原
点
 
 

回
帰
的
に
し
て
自
伝
的
な
思
索
か
ら
構
築
さ
れ
た
小
野
寺
の
強
靭
な
思
想
 
 

に
新
た
な
解
釈
を
加
え
る
た
め
に
は
、
意
図
的
誤
読
を
含
む
揺
動
つ
ま
り
 
 

は
自
爆
行
為
を
伴
わ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
束
の
間
の
微
震
の
な
か
に
評
 
 

者
は
や
や
強
引
な
読
み
込
み
を
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
ゆ
え
に
評
者
 
 

に
よ
る
本
試
論
は
な
ん
ら
小
野
寺
の
根
本
思
想
を
本
質
か
ら
批
判
す
る
も
 
 

の
で
は
あ
り
え
な
い
。
 
 
 

い
ま
仰
が
り
な
り
に
も
書
評
執
筆
の
貢
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
評
者
は
 
 

小
野
寺
に
よ
る
預
言
者
的
な
二
．
口
霊
の
響
き
に
対
し
て
無
心
に
耳
を
傾
け
た
 
 

い
と
願
う
。
や
が
て
無
骨
な
る
わ
が
知
的
作
為
の
余
韻
が
溶
け
込
む
沈
黙
 
 

の
大
地
の
彼
方
か
ら
、
本
評
を
超
脱
す
る
新
た
な
地
平
が
予
兆
と
し
て
評
 
 

者
に
」
法
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
小
野
寺
功
と
い
う
重
厚
 
 

に
し
て
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
思
想
家
D
e
n
k
e
r
に
導
か
れ
て
霊
性
の
奥
の
院
 
 

へ
と
歩
み
を
進
め
る
こ
と
は
、
現
代
］
本
の
悩
み
多
き
神
学
者
、
哲
学
 
 

者
、
文
学
者
そ
し
て
八
一
小
数
学
者
に
と
っ
て
、
他
に
替
え
が
た
い
至
福
の
営
 
 

み
な
の
で
あ
る
。
 
 

7
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一
は
じ
め
に
 
 
 

著
者
の
島
田
裕
巳
氏
は
、
口
本
で
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
宗
教
学
者
 
 

の
一
人
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
般
誌
に
多
く
の
エ
ッ
セ
イ
を
執
 
 

筆
す
る
と
と
も
に
、
何
冊
も
の
論
文
集
や
書
き
下
ろ
し
の
著
書
を
発
表
し
 
 

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
島
田
氏
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
 
 

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
九
五
年
三
月
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
起
 
 

こ
っ
て
か
ら
テ
レ
ビ
に
出
演
し
、
結
果
的
に
同
教
団
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
 
 

に
荷
担
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
島
 
 

田
氏
は
、
同
教
団
に
批
判
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
評
論
家
や
弁
護
士
の
 
 

攻
撃
を
一
身
に
担
い
、
さ
ら
に
、
担
造
さ
れ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
か
ら
失
職
 
 

す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
た
だ
一
人
島
国
裕
巳
氏
 
 

の
ス
テ
イ
グ
マ
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
口
本
の
宗
教
学
界
そ
の
も
の
に
 
 

と
っ
て
も
大
き
な
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
 
 

ろ
う
。
は
た
し
て
、
今
日
、
宗
教
学
界
は
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
島
田
裕
 
 

巳
事
件
の
痛
手
か
ら
回
復
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
考
 
 

え
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
ら
の
問
題
を
直
視
す
る
に
至
っ
 
 

島
田
裕
巳
著
 
 

『
オ
ウ
ム
 
 

ー
 
な
ぜ
宗
教
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
生
ん
だ
の
か
 
－
 
』
 
 

ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
1
 
二
〇
〇
一
年
七
月
三
〇
口
刊
 
 

A
5
判
 
五
四
一
百
 
三
八
〇
〇
円
 
 

渡
 
辺
 
 

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
何
も
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
島
田
氏
が
自
ら
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
 
 

と
自
ら
の
事
件
に
ふ
た
た
び
直
面
し
、
冷
静
に
分
析
し
ょ
う
と
し
た
こ
と
 
 

は
、
そ
れ
だ
け
で
敬
服
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
は
宗
教
学
界
に
と
っ
て
も
 
 

大
い
に
歓
迎
す
べ
き
英
断
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 
 
 

本
書
は
、
島
田
氏
が
自
ら
と
オ
ウ
ム
事
件
の
関
与
を
振
り
返
る
と
と
も
 
 

に
、
オ
ウ
ム
事
件
の
反
響
を
振
り
返
り
、
島
田
氏
自
身
が
ど
の
よ
う
に
ス
 
 

キ
ャ
ン
ダ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、
不
当
に
名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
 
 

宗
教
学
の
方
法
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
宗
教
学
の
危
機
に
つ
い
て
考
察
 
 

し
、
さ
ら
に
、
オ
ウ
ム
問
題
の
現
在
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
本
文
だ
け
 
 

で
五
〇
〇
貞
を
超
え
る
大
著
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
に
名
誉
毀
損
事
件
の
 
 

全
面
勝
訴
、
さ
ら
に
、
翌
年
、
被
告
と
和
解
し
て
謝
罪
広
告
を
勝
ち
得
た
 
 

著
者
が
、
オ
ウ
ム
事
件
か
ら
六
年
の
歳
月
を
経
て
、
こ
の
問
題
を
総
括
し
 
 

よ
う
と
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
 
 

二
 
本
書
の
構
成
 
 
 

本
書
は
以
下
の
十
二
葺
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 
 

序
 
章
 
オ
ウ
ム
事
件
と
私
 
 
 

第
一
章
 
事
件
は
解
明
さ
れ
た
の
か
 
 
 

第
二
章
 
ヨ
ー
ガ
か
ら
の
出
発
 
 
 

第
三
章
 
グ
ル
イ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
 
 
 

第
四
章
 
殺
人
を
肯
定
す
る
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
教
え
 
 
 

第
五
章
 
な
ぜ
無
差
別
大
量
殺
人
は
敢
行
さ
れ
た
の
か
 
 
 

第
六
章
 
実
践
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
密
教
 
 

8
 
 

7
 
 

1
 
 
 



介
 
 

と
 
 

評
 
い
‥
 
 
 

第
七
草
 
信
者
が
オ
ウ
ム
に
求
め
た
も
の
 
 
 

第
八
草
 
村
上
春
樹
の
オ
ウ
ム
事
件
 
 
 

第
九
章
 
バ
ッ
シ
ン
グ
と
〕
示
教
苧
の
方
法
 
 
 

第
十
帝
 
オ
ウ
ム
問
題
の
現
在
 
 
 

終
 
章
 
私
た
ち
が
学
ぷ
べ
き
こ
と
 
 

序
章
「
オ
ウ
ム
事
件
と
私
．
は
、
著
者
と
オ
ウ
ム
真
理
教
事
什
と
の
か
 
 

か
わ
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
は
、
自
ら
が
巻
き
込
ま
れ
た
名
 
 

誉
毀
損
事
件
に
お
い
て
、
著
者
は
、
自
ら
の
オ
ウ
ム
事
件
に
果
た
し
た
役
 
 

割
 
（
自
ら
が
オ
ウ
ム
其
理
数
に
一
定
の
評
価
を
与
え
た
こ
と
）
 
を
認
め
つ
 
 

つ
、
サ
リ
ン
を
撒
く
と
い
う
行
為
の
〕
▲
小
教
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
オ
 
 

ウ
ム
真
理
教
の
本
質
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
 
 

の
こ
と
は
、
著
者
白
身
の
ス
テ
イ
グ
マ
を
は
が
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
 
 

と
も
に
、
著
者
白
身
と
口
本
社
会
わ
 
「
再
牛
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
 
 

て
い
る
 
（
二
〇
．
自
）
。
 
 
 

第
▲
茸
．
事
件
は
解
明
さ
れ
た
の
か
．
は
、
著
者
に
よ
っ
て
検
察
側
目
 
 

頭
陳
述
が
捉
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
「
麻
原
の
挫
折
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
 
 

た
社
会
へ
の
憎
．
悲
．
に
オ
ウ
ム
真
理
教
の
武
装
化
の
原
困
を
求
め
る
考
え
 
 

方
に
疑
問
を
掟
一
小
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
麻
原
の
人
生
に
は
様
々
な
挫
折
が
 
 

あ
っ
た
が
、
そ
の
た
び
に
そ
れ
ら
を
克
服
し
て
き
た
し
、
武
装
化
に
向
か
 
 

っ
た
時
期
は
む
し
ろ
オ
ウ
ム
が
社
会
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
時
期
と
 
 

対
応
す
る
と
著
者
が
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
む
し
ろ
、
地
下
 
 

鉄
サ
リ
ン
事
件
の
実
行
犯
の
巾
に
（
サ
リ
ン
を
撒
く
こ
と
を
救
折
と
し
て
 
 

と
ら
え
た
人
間
が
い
る
）
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
1
オ
ウ
ム
の
起
 
 

こ
し
た
事
什
は
、
口
本
の
社
会
に
牛
き
て
い
な
が
ら
、
社
会
の
あ
り
方
に
 
 

強
い
違
和
感
を
も
つ
人
間
た
ち
の
、
無
意
識
の
願
望
を
象
徴
す
る
も
の
だ
 
 

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
 
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
 
（
人
出
日
）
。
 
 
 

第
二
帯
「
ヨ
ー
ガ
か
ら
の
出
発
」
 
に
お
い
て
、
著
者
は
、
オ
ウ
ム
の
教
 
 

義
と
修
行
わ
体
系
を
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
け
る
。
両
者
の
時
期
を
分
 
 

け
る
と
さ
れ
る
の
は
、
一
九
八
八
年
八
日
の
富
十
山
総
本
部
道
場
の
開
設
 
 

で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
に
よ
り
オ
ウ
ム
共
理
教
は
共
同
体
を
獲
得
し
た
 
 

と
考
え
ら
れ
る
と
、
工
張
す
る
。
同
道
場
開
設
の
際
に
カ
ー
ル
・
リ
ン
ボ
チ
 
 

エ
が
招
解
さ
れ
た
。
若
者
は
、
カ
ー
ル
・
リ
ン
ボ
チ
ェ
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
ジ
 
 

ラ
ヤ
ー
ナ
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
 
 
 

第
二
章
で
は
、
こ
れ
以
前
の
時
期
が
扱
わ
れ
る
。
著
者
は
、
麻
原
の
初
 
 

期
の
修
行
時
代
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
麻
原
の
宗
教
遍
歴
を
た
ど
る
と
と
 
 

も
に
、
＝
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
』
 
に
傾
倒
し
て
ヨ
ー
ガ
を
独
習
し
、
一
九
八
 
 

一
二
年
に
ヨ
ー
ガ
道
場
、
鳳
凰
慶
林
館
を
渋
谷
に
開
き
、
そ
れ
が
▲
九
八
四
 
 

叶
一
▲
月
に
「
オ
ウ
ム
の
会
」
 
［
オ
ウ
ム
神
仙
の
会
］
 
と
改
称
さ
れ
、
一
九
 
 

八
七
年
人
月
に
オ
ウ
ム
真
理
教
に
な
っ
て
い
く
流
れ
を
追
う
。
さ
ら
に
、
 
 

そ
の
間
の
教
義
の
展
開
や
初
期
の
幹
部
た
ち
の
 
「
解
脱
体
験
を
明
ら
か
 
 

に
す
る
。
 
 
 

第
三
章
「
グ
ル
イ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
」
 
は
、
某
本
的
に
マ
ハ
ー
・
ム
ド
ラ
 
 

1
を
扱
う
。
冨
⊥
山
総
本
部
道
場
の
開
設
以
来
、
山
家
主
義
へ
の
比
重
が
 
 

椚
し
、
ま
た
、
成
就
者
を
出
し
て
い
く
な
か
で
、
タ
ン
ト
ラ
ヤ
ー
ナ
、
ヴ
 
 

ア
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
、
タ
ン
ト
ラ
・
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
と
 
 

傾
斜
を
椚
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
「
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
に
行
き
着
く
 
 

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
グ
ル
は
、
弟
子
の
横
根
に
あ
わ
せ
て
課
題
を
与
 
 

え
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
行
の
ス
ピ
ー
ド
を
飛
躍
 
 

的
に
高
め
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
が
マ
ハ
ー
・
ム
ド
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
。
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第
国
章
「
殺
人
を
肯
定
す
る
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
教
え
」
は
、
検
察
 
 

が
、
オ
ウ
ム
が
オ
ウ
ム
神
仙
の
会
を
名
乗
っ
て
い
た
一
九
八
七
年
の
段
階
 
 

で
、
麻
原
彰
晃
が
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
教
え
と
し
て
殺
人
を
勧
め
る
説
法
 
 

を
行
い
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
信
省
た
ち
が
■
九
八
九
年
の
旧
∪
修
二
事
 
 

件
や
坂
本
事
件
を
起
こ
し
た
と
考
え
て
い
る
の
に
対
す
る
反
論
に
な
っ
て
 
 

い
る
。
著
者
の
主
張
は
む
し
ろ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
へ
の
改
称
が
行
わ
れ
た
 
 

段
階
で
そ
の
種
の
教
え
が
説
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
し
、
少
な
く
と
 
 

も
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
教
え
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
 
 

う
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
在
家
信
者
の
事
故
死
と
、
そ
の
場
に
居
合
わ
 
 

せ
た
〓
口
修
二
の
リ
ン
チ
殺
人
の
後
に
殺
人
を
肯
定
す
る
教
え
が
作
ら
れ
 
 

た
と
考
え
た
方
が
ム
．
1
坤
的
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
 
 

は
、
後
ほ
ど
考
察
に
お
い
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

第
九
章
は
、
「
な
ぜ
無
差
別
人
量
殺
人
は
敢
行
さ
れ
た
の
か
」
と
過
さ
 
 

れ
て
い
る
が
、
そ
の
筈
え
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
「
麻
原
が
殺
人
を
．
正
当
 
 

化
す
る
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
教
え
を
説
い
て
い
た
L
 
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
 
 

る
。
も
う
一
つ
に
は
、
グ
ル
の
命
令
を
絶
対
化
し
て
そ
の
実
行
を
修
行
と
 
 

と
ら
え
る
マ
ハ
ー
・
ム
ド
ラ
ー
の
枠
組
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 

ま
た
、
著
者
は
、
麻
原
が
初
期
の
段
階
で
信
者
の
事
故
死
を
隠
し
、
そ
の
 
 

秘
密
を
隠
す
た
め
に
信
者
の
リ
ン
チ
殺
人
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
重
視
し
、
 
 

極
論
す
れ
ば
、
「
一
人
の
．
死
の
隠
蔽
が
、
結
果
的
に
無
差
別
大
‖
一
皿
殺
人
を
 
 

牛
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
」
 
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
本
章
に
は
、
以
下
で
 
 

検
討
す
る
よ
う
に
、
「
御
神
輿
と
し
て
の
グ
ル
と
い
う
論
争
帆
な
議
論
 
 

が
含
ま
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
六
章
「
実
践
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
密
教
」
 
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
は
仏
教
 
 

か
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
と
は
 
 

何
か
に
答
え
よ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批
評
な
ど
を
丹
念
に
扱
い
な
が
 
 

ら
、
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
著
者
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
 
 

と
は
、
阿
含
八
一
小
、
「
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
』
、
¶
虹
の
階
梯
㌔
 
チ
ベ
ッ
ト
密
 
 

教
、
原
始
仏
教
な
ど
、
雑
多
な
影
響
下
で
形
成
さ
れ
た
仏
教
原
理
主
義
で
 
 

あ
る
と
主
張
し
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
仏
教
で
は
な
い
と
い
う
大
方
の
見
方
 
 

に
反
論
す
る
。
 
 
 

第
七
章
「
信
者
が
オ
ウ
ム
に
求
め
た
も
の
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
 
 

者
像
を
描
く
。
森
達
也
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
A
』
 
に
対
す
る
批
 
 

評
を
川
発
点
に
し
、
信
者
や
一
▲
几
信
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
駆
 
 

使
し
て
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
者
が
ど
の
よ
う
な
動
機
で
山
家
し
た
か
に
 
 

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
オ
ウ
ム
の
信
者
に
は
他
者
に
好
感
を
抱
か
せ
る
 
 

者
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
が
 
「
聖
無
頓
着
」
な
ど
に
某
づ
い
て
い
た
と
 
 

す
れ
ば
、
反
社
会
作
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
入
信
軌
 
 

機
も
、
超
能
力
の
獲
得
や
終
末
サ
言
な
ど
よ
り
も
、
「
解
脱
・
悟
り
、
 
 

「
救
済
活
軌
・
利
他
心
」
、
「
精
神
件
向
卜
∵
‥
心
の
成
執
エ
な
ど
が
主
体
に
 
 

な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
教
何
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
一
小
さ
れ
る
。
 
 
 

第
八
葺
「
村
上
春
樹
の
オ
ウ
ム
事
件
」
 
は
、
村
上
春
樹
と
中
沢
新
‥
に
 
 

つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
全
体
の
構
成
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
本
市
は
補
説
 
 

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
補
遺
に
回
し
た
方
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
 
 

い
。
著
者
は
、
村
卜
春
樹
の
 
¶
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
 
だ
け
で
な
く
、
 
 

他
の
小
説
で
扱
わ
れ
て
い
る
暴
力
や
神
秘
体
験
を
も
扱
う
。
村
上
は
、
オ
 
 

ウ
ム
信
者
が
麻
原
に
自
我
と
い
う
個
人
資
産
を
鍵
ご
と
預
け
て
し
ま
っ
た
 
 

こ
と
に
 
「
物
語
の
危
機
」
を
見
い
だ
す
。
著
者
は
、
村
上
の
小
説
に
オ
ウ
 
 

ム
氏
理
教
事
件
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
す
で
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
奇
妙
 
 

な
感
覚
を
覚
え
る
。
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 
 

さ
ら
に
、
本
章
は
、
中
沢
新
一
の
批
評
に
つ
い
て
扱
い
、
中
沢
が
麻
原
 
 

彰
晃
の
こ
と
を
事
件
後
も
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
 
 

件
を
 
「
カ
ル
ト
宗
教
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
ま
で
包
摂
す
る
現
代
の
 
 

ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
運
動
の
あ
ら
わ
れ
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
 
 

す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
中
沢
の
ゴ
ジ
ラ
論
は
実
の
と
こ
ろ
、
オ
ウ
ム
真
 
 

理
教
論
で
あ
り
、
中
沢
は
、
「
ゴ
ジ
ラ
に
仮
託
し
て
オ
ウ
ム
に
つ
い
て
語
 
 

っ
て
い
る
」
 
（
三
八
一
頁
）
。
 
 
 

第
九
章
「
バ
ッ
シ
ン
グ
と
宗
教
学
の
方
法
」
 
は
、
著
者
が
巻
き
込
ま
れ
 
 

た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
概
要
を
く
わ
し
く
描
く
と
と
も
に
、
宗
教
学
が
抱
え
 
 

て
い
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
し
て
 
 

一
定
の
評
価
を
与
え
た
の
は
著
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
地
下
鉄
サ
リ
 
 

ン
事
件
前
夜
に
サ
リ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
視
察
し
て
、
そ
れ
が
シ
ヴ
ァ
大
神
の
 
 

神
殿
で
あ
り
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
本
格
的
な
宗
教
団
体
に
な
っ
た
と
証
言
 
 

し
て
、
結
果
的
に
教
団
寄
り
の
発
言
を
し
た
の
は
、
著
者
だ
け
で
あ
っ
 
 

た
。
本
書
で
は
こ
の
経
緯
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
著
者
 
 

は
、
一
九
九
五
年
九
月
以
降
の
狭
い
意
味
で
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
め
ぐ
る
事
 
 

情
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
著
者
は
、
統
一
協
会
問
題
に
対
す
る
態
度
や
マ
イ
ン
ド
・
コ
 
 

ン
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
批
判
を
契
機
に
捏
造
記
事
や
怪
文
書
に
悩
ま
さ
れ
 
 

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
教
え
子
の
父
親
が
オ
ウ
ム
真
理
教
附
 
 

属
病
院
に
と
ら
わ
れ
た
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
 
 

て
い
く
。
 
 
 

さ
ら
に
、
著
者
は
、
植
島
啓
司
の
発
言
 
－
 
な
ぜ
宗
教
学
者
は
オ
ウ
ム
 
 

寄
り
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
か
 
－
 
に
答
え
る
た
め
に
、
マ
ク
ス
・
ミ
 
 

ュ
ラ
ー
以
来
の
宗
教
学
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
鈴
木
範
久
に
 
 

な
ら
い
、
日
本
の
宗
教
学
の
先
駆
と
し
て
 
「
破
邪
学
」
と
仏
典
の
文
献
批
 
 

判
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
一
方
で
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
立
場
、
他
方
で
原
始
 
 

仏
教
の
文
献
研
究
に
向
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 
 
 

著
書
は
、
日
本
の
宗
教
学
の
祖
と
言
う
べ
き
柿
崎
正
治
を
先
駆
者
と
す
 
 

る
、
こ
の
よ
う
な
原
始
仏
教
研
究
が
現
実
の
宗
教
団
体
に
影
響
を
与
え
、
 
 

阿
含
宗
や
そ
の
影
響
下
で
オ
ウ
ム
真
理
教
が
生
み
出
さ
れ
た
と
指
摘
す
 
 

る
。
「
そ
の
意
味
で
、
研
究
者
は
、
阿
含
宗
や
オ
ウ
ム
の
価
値
を
否
定
す
 
 

る
こ
と
が
難
し
い
。
逆
に
そ
う
し
た
立
場
か
ら
は
、
阿
含
宗
や
オ
ウ
ム
を
 
 

あ
る
面
で
評
価
せ
ぎ
る
を
え
な
い
」
 
（
四
二
一
頁
）
。
 
 
 

他
方
で
、
姉
崎
の
弟
子
、
岸
本
英
夫
は
一
方
で
 
『
ヨ
ー
ガ
ス
ー
ト
ラ
』
 
 

の
文
献
研
究
で
学
位
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
修
験
道
の
修
行
に
参
加
す
 
 

る
な
ど
、
参
与
観
察
の
方
向
性
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
中
沢
新
一
や
著
 
 

者
の
師
、
柳
川
啓
一
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
ら
の
影
響
下
で
、
新
宗
教
 
 

運
動
の
 
「
も
ぐ
り
込
み
調
査
」
を
実
施
し
、
著
者
は
、
ヤ
マ
ギ
シ
会
の
世
 
 

界
へ
飛
び
込
み
、
中
沢
は
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
 
 

の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

次
に
、
著
者
は
、
宗
教
学
と
宗
教
の
距
離
を
問
題
に
す
る
。
一
方
で
、
 
 

宗
教
学
は
「
宗
教
に
つ
い
て
の
客
観
的
、
中
立
的
な
理
解
を
方
向
性
と
し
 
 

て
か
か
げ
て
き
た
」
 
（
四
二
四
頁
）
。
他
方
で
、
宗
教
学
は
、
「
研
究
対
象
 
 

と
す
る
宗
教
の
世
界
に
共
感
的
な
態
度
で
臨
み
、
そ
こ
か
ら
そ
の
宗
教
固
 
 

有
の
価
値
を
強
調
し
、
評
価
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
き
た
面
が
あ
っ
た
」
 
 

（
四
二
五
頁
）
。
著
者
は
、
新
宗
教
研
究
者
が
反
体
制
的
な
宗
教
に
共
感
 
 

的
な
理
解
を
寄
せ
、
「
原
理
主
義
的
な
傾
向
を
も
つ
新
し
い
宗
教
運
動
と
 
 

宗
教
学
と
の
共
闘
関
係
」
 
（
四
二
七
頁
）
 
が
生
ま
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
 
 

指
摘
す
る
。
宗
教
学
者
が
オ
ウ
ム
問
題
に
つ
い
て
触
れ
る
と
オ
ウ
ム
寄
り
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に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

著
者
は
、
金
井
新
二
の
新
宗
教
研
究
批
判
を
取
り
上
げ
、
新
宗
教
研
究
 
 

が
、
第
一
に
反
西
洋
的
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
伝
統
回
帰
主
義
の
方
向
 
 

に
向
か
っ
て
い
る
可
能
性
、
第
二
に
、
研
究
対
象
に
対
す
る
批
判
的
距
離
 
 

を
喪
失
す
る
問
題
、
第
三
に
、
教
団
に
よ
る
委
託
研
究
が
学
問
の
中
立
性
 
 

を
阻
害
す
る
懸
念
の
三
点
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
と
り
わ
け
第
一
と
第
二
 
 

の
点
が
新
宗
教
研
究
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
学
全
般
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
 
 

示
唆
す
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
著
者
は
、
宗
教
学
の
危
機
を
指
 
 

摘
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
宗
教
学
は
近
代
合
理
主
義
を
核
と
し
た
学
問
 
 

で
あ
る
が
、
宗
教
は
合
理
性
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
不
可
避
的
に
対
 
 

立
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
宗
教
学
は
根
本
的
な
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。
さ
 
 

ら
に
、
オ
ウ
ム
と
い
う
宗
教
が
形
成
さ
れ
る
に
当
た
り
、
宗
教
学
の
研
究
 
 

成
果
が
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
が
ゆ
え
に
、
宗
教
学
は
重
大
な
危
機
に
直
 
 

面
し
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、
「
宗
教
学
を
生
ん
だ
近
代
 
 

の
社
会
が
抱
え
る
危
機
」
 
で
も
あ
る
。
宗
教
学
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
 
 

応
し
て
新
た
な
研
究
方
法
を
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
 
 

の
た
め
に
は
オ
ウ
ム
事
件
に
関
す
る
徹
底
的
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 
 
 

著
者
は
、
宗
教
学
に
対
し
て
以
†
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
行
う
。
「
宗
 
 

教
学
は
、
オ
ウ
ム
事
件
に
よ
っ
て
、
鋭
い
問
い
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
 
 

の
間
い
は
、
宗
教
学
の
存
立
そ
の
も
の
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
今
、
宗
教
 
 

学
者
は
、
宗
教
学
と
い
う
字
間
が
、
本
当
に
成
立
し
う
る
の
か
ど
う
か
を
 
 

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
 
（
四
三
二
百
）
。
 
 
 

第
十
章
「
オ
ウ
ム
問
題
の
現
在
」
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
以
降
の
教
 
 

団
の
あ
り
方
、
教
団
に
対
す
る
社
会
の
対
応
、
信
者
の
そ
の
後
、
オ
ウ
ム
 
 

問
題
の
解
決
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
る
。
教
団
は
、
本
当
の
意
味
で
 
 

の
謝
罪
を
い
ま
だ
に
行
っ
て
い
な
い
し
、
グ
ル
イ
ズ
ム
が
残
っ
て
い
る
か
 
 

ぎ
り
、
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
に
よ
っ
て
教
団
が
暴
走
し
な
い
と
い
う
保
証
は
 
 

存
在
し
な
い
。
い
ま
だ
に
現
役
信
者
が
残
っ
て
い
て
、
脱
会
者
の
中
に
も
 
 

い
ま
だ
に
精
神
的
に
教
団
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
者
も
い
る
。
日
本
社
会
は
 
 

こ
の
よ
う
な
教
団
や
信
者
と
共
生
す
る
道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
 

し
、
脱
会
者
の
心
の
ケ
ア
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
 
 

教
団
に
新
た
な
加
入
者
が
入
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
は
家
族
の
絆
を
 
 

再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
オ
ウ
ム
事
件
の
再
発
防
止
の
 
 

た
め
に
は
、
麻
原
の
脱
神
話
化
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
著
者
は
、
オ
 
 

ウ
ム
真
理
教
を
解
体
に
追
い
込
む
た
め
に
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
議
論
を
 
 

尽
く
し
、
十
分
な
分
析
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
 
 
 

終
章
「
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
」
は
、
ま
ず
、
今
日
の
学
校
教
育
が
 
 

批
判
的
精
神
を
養
う
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
従
順
で
信
じ
や
す
い
人
間
を
 
 

生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
学
校
教
育
自
体
が
カ
ル
ト
信
者
を
 
 

生
み
出
す
温
床
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
理
科
系
出
身
者
の
批
 
 

判
力
の
な
さ
も
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
性
の
抑
圧
と
暴
力
の
 
 

関
連
性
も
示
唆
さ
れ
る
。
著
者
は
、
日
本
社
会
が
責
任
回
避
型
の
体
質
を
 
 

も
っ
て
い
る
た
め
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
徹
底
的
な
解
明
が
進
ま
な
か
 
 

っ
た
し
、
教
団
の
組
織
犯
罪
に
お
け
る
責
任
の
所
在
も
十
分
に
は
明
ら
か
 
 

に
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
 
 
 

今
日
、
宗
教
に
関
す
る
中
立
な
情
報
を
提
供
し
て
宗
教
に
対
す
る
見
方
 
 

を
教
え
る
宗
教
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
そ
れ
が
 
「
信
じ
 
 

や
す
い
心
」
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
手
だ
て
と
な
る
と
考
え
る
。
日
本
社
 
 

会
が
世
俗
化
し
、
共
同
体
が
崩
壊
し
た
今
、
日
本
人
は
個
人
と
し
て
世
界
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介
 
 

紹
 
 

し
L
 
 

評
 
 

書
 
 

と
孤
独
に
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
 
 

三
 
考
察
 
 
 

第
一
に
、
本
書
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
自
身
が
出
版
し
た
文
献
と
同
教
団
 
 

に
関
す
る
文
献
を
批
評
的
に
ま
と
め
た
著
作
で
あ
る
。
本
書
に
は
著
者
白
 
 

身
に
よ
る
信
者
や
元
信
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
反
対
運
動
の
調
査
 
 

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
著
者
が
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
以
降
に
書
い
た
 
 

中
沢
新
一
に
関
す
る
初
期
の
批
評
な
ど
で
は
、
麻
原
の
著
作
に
関
し
て
孫
 
 

引
き
が
目
立
っ
た
が
、
本
書
で
は
 
『
尊
師
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
ピ
ー
チ
』
全
四
 
 

巻
と
い
う
教
団
の
内
部
文
書
を
得
て
、
著
者
が
徹
底
的
な
文
献
研
究
を
行
 
 

う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
 
 

に
関
す
る
批
評
も
網
羅
的
に
扱
わ
れ
、
テ
ー
マ
毎
に
明
晰
に
整
理
さ
れ
て
 
 

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
点
は
高
く
評
価
し
た
い
。
そ
の
意
味
 
 

で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
書
を
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
関
係
の
基
本
文
献
と
し
 
 

て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
に
、
本
書
は
、
著
者
の
弁
明
の
善
で
あ
る
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
巻
 
 

き
込
ま
れ
、
名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
著
者
が
、
自
ら
の
観
点
か
ら
事
件
の
経
 
 

緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
序
章
の
は
じ
め
の
部
分
は
第
九
章
で
ふ
た
た
 
 

び
詳
述
さ
れ
、
両
者
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
情
に
流
さ
れ
る
こ
と
 
 

な
く
、
自
ら
が
巻
き
込
ま
れ
た
事
件
を
冷
静
に
ま
と
め
て
い
る
点
は
敬
服
 
 

に
値
す
る
。
 
 
 

第
三
に
、
本
書
は
、
著
者
が
体
験
し
た
ヤ
マ
ギ
シ
会
に
対
す
る
ノ
ス
タ
 
 

ル
ジ
ア
の
書
で
も
あ
る
。
著
者
は
、
い
ま
ま
で
も
宗
教
に
関
す
る
批
評
の
 
 

中
で
自
ら
の
入
信
と
脱
会
の
体
験
を
自
己
表
出
的
に
語
る
こ
と
を
積
極
的
 
 

に
位
置
づ
け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
の
は
酷
か
も
し
れ
な
い
 
 

が
、
著
者
が
自
ら
の
体
験
に
引
き
写
し
て
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
者
に
つ
い
 
 

て
語
る
場
面
は
、
か
え
っ
て
分
析
や
批
判
的
距
離
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
 
 

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

次
に
そ
の
実
例
を
挙
げ
る
。
著
者
は
従
来
、
宗
教
学
に
お
け
る
共
感
的
 
 

内
在
的
理
解
に
も
と
よ
り
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
 
 

ら
、
著
者
は
、
「
ヤ
マ
ギ
シ
会
の
元
信
者
一
と
い
う
自
己
規
定
の
中
で
そ
 
 

の
体
験
と
共
通
す
る
よ
う
な
場
面
に
至
る
と
、
思
わ
ず
不
用
意
に
共
感
し
 
 

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
波
野
村
の
道
場
「
シ
ャ
ン
バ
ラ
精
舎
一
を
訪
れ
 
 

て
、
「
ま
さ
に
そ
こ
は
、
開
拓
地
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
。
私
は
、
そ
の
 
 

光
景
に
接
し
、
自
分
が
か
つ
て
所
属
し
て
い
た
ヤ
マ
ギ
シ
会
の
こ
と
を
思
 
 

い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
 
（
三
九
四
貢
）
。
ま
た
、
「
理
想
の
 
 

世
界
を
夢
見
て
、
そ
の
世
界
の
実
現
に
自
分
の
す
べ
て
を
賭
け
よ
う
と
す
 
 

る
。
一
度
そ
ん
な
夢
を
見
た
人
間
と
し
て
、
私
は
オ
ウ
ム
の
人
間
た
ち
の
 
 

試
み
を
簡
単
に
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
〓
三
九
五
頁
）
 
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

著
者
は
、
研
究
対
象
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
自
分
の
姿
を
、
郷
愁
を
持
っ
 
 

て
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
「
元
信
者
と
し
て
」
と
い
 
 

う
小
見
出
し
を
設
け
て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
学
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
 
 

ィ
テ
ィ
と
ヤ
マ
ギ
シ
会
元
参
画
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
間
で
 
 

揺
れ
動
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
 
 
 

第
四
に
、
私
は
、
著
者
が
第
一
章
で
提
出
し
て
い
る
疑
問
の
提
示
の
仕
 
 

方
そ
の
も
の
に
疑
念
を
抱
か
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
オ
ウ
ム
真
 
 

理
教
事
件
に
対
す
る
検
察
の
構
図
が
「
社
会
に
対
す
る
憎
悪
一
を
根
拠
に
 
 

描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
察
側
冒
頭
陳
述
が
指
摘
し
 
 

て
い
る
の
は
、
被
告
人
 
丁
松
本
智
津
夫
／
麻
原
彰
晃
）
 
が
「
合
法
的
な
 
 

人
類
救
済
計
画
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
、
現
代
の
人
類
は
、
悪
業
を
積
み
 
 

3
 
 

8
 
 

1
 
 
 



重
ね
て
お
り
、
被
告
人
が
（
ポ
ア
）
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
魂
を
救
う
し
 
 

か
救
済
方
法
が
な
い
と
し
て
、
一
般
人
も
（
ポ
ア
）
 
の
対
象
に
組
み
入
 
 

れ
、
一
般
人
に
対
す
る
無
差
別
大
量
殺
人
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
た
」
 
こ
 
 

と
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
「
社
会
に
対
す
る
憎
悪
」
を
理
由
に
し
て
テ
ロ
リ
 
 

ズ
ム
に
走
っ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
検
察
側
冒
顔
陳
述
 
 

そ
の
も
の
が
オ
ウ
ム
真
理
教
の
特
異
な
救
済
観
を
前
提
と
し
た
観
点
か
ら
 
 

善
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
麻
原
の
憎
悪
に
よ
っ
て
大
量
殺
人
を
説
明
し
 
 

よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を
 
「
社
 
 

会
に
対
す
る
憎
悪
」
と
い
う
理
解
に
導
い
た
の
は
著
者
自
身
で
あ
っ
て
、
 
 

検
察
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

著
者
は
、
二
止
の
意
図
を
持
っ
て
、
ま
ず
検
察
側
＝
目
頭
陳
述
を
憎
悪
説
 
 

に
お
と
し
め
た
う
え
で
、
オ
ウ
ム
事
件
に
ふ
た
た
び
宗
教
的
な
意
味
を
発
 
 

見
し
ょ
う
と
い
う
屈
折
し
た
論
理
を
た
ど
る
。
著
者
の
問
題
提
起
が
、
は
 
 

た
し
て
検
察
の
見
解
か
ら
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
る
の
か
、
疑
問
で
あ
る
。
 
 
 

第
五
に
、
著
者
の
主
要
な
仮
説
は
、
富
士
山
総
本
部
道
場
開
設
の
際
に
 
 

来
日
し
た
カ
ー
ル
・
リ
ン
ボ
チ
ェ
が
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
 
 

ョ
ン
を
行
い
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ポ
ア
の
概
念
が
オ
ウ
ム
真
理
教
に
定
 
 

着
し
た
、
ま
た
、
田
口
修
二
の
リ
ン
チ
殺
人
の
後
に
殺
人
を
肯
定
す
る
教
 
 

え
が
作
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
著
者
が
 
『
尊
師
フ
ァ
 
 

イ
ナ
ル
ス
ピ
ー
チ
』
 
と
一
九
八
八
年
八
月
五
日
の
説
法
か
ら
は
じ
ま
る
 
 

『
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
コ
ー
ス
 
教
学
シ
ス
テ
ム
教
本
』
 
と
を
所
依
の
教
典
 
 

と
し
て
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
察
側
冒
頭
陳
述
に
 
 

引
用
さ
れ
た
よ
う
な
、
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
に
関
す
る
未
公
表
の
説
法
が
た
 
 

と
え
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
一
九
八
九
年
二
月
に
起
き
た
出
口
事
件
の
検
察
側
冒
頭
陳
 
 

述
を
参
照
す
る
と
き
、
麻
原
が
幹
部
信
者
た
ち
を
前
に
し
て
幹
部
の
一
人
 
 

に
「
プ
ン
ナ
、
お
ま
え
は
グ
ル
の
た
め
な
ら
何
で
も
で
き
る
か
。
グ
ル
の
 
 

た
め
な
ら
人
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
問
う
と
と
も
に
、
他
の
幹
部
 
 

た
ち
に
「
も
し
、
私
を
殺
す
と
い
う
［
田
口
の
」
意
思
が
変
わ
ら
な
か
っ
 
 

た
り
、
オ
ウ
ム
か
ら
逃
げ
よ
う
と
い
う
考
え
が
変
わ
ら
な
い
な
ら
、
ポ
ア
 
 

す
る
し
か
な
い
な
」
な
ど
と
い
っ
て
、
田
口
の
殺
害
と
死
体
の
処
分
を
命
 
 

じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
幹
部
た
ち
が
当
時
、
す
で
に
ポ
ア
の
概
念
に
共
通
 
 

の
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
と
直
結
 
 

す
る
、
ポ
ア
の
概
念
の
典
拠
と
な
る
ラ
マ
・
ケ
ツ
ン
・
サ
ン
ボ
、
中
沢
新
 
 

一
共
著
『
虹
の
階
梯
』
 
（
平
河
出
版
社
）
 
は
一
九
八
一
年
、
お
お
え
ま
さ
 
 

の
り
訳
編
？
＼
ラ
レ
パ
』
 
（
オ
ー
ム
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）
 
も
す
で
に
一
 
 

九
七
六
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
私
は
 
 

著
者
の
仮
説
に
妥
当
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 
 

第
六
に
、
本
書
で
は
、
残
念
な
が
ら
、
反
対
運
動
と
の
相
互
作
用
が
み
 
 

え
て
こ
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
の
連
載
記
事
に
つ
い
て
は
 
 

記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
上
九
一
色
村
の
反
対
運
動
や
波
野
村
の
 
 

反
対
運
動
が
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
 
 

と
り
わ
け
、
総
選
挙
の
敗
北
が
オ
ウ
ム
真
理
教
に
与
え
た
重
大
な
危
機
が
 
 

見
え
て
こ
な
い
た
め
、
そ
の
間
の
方
向
性
の
転
換
や
そ
の
後
の
石
垣
島
セ
 
 

ミ
ナ
ー
の
位
置
づ
け
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
教
団
は
総
選
挙
の
 
 

際
に
出
家
信
者
を
選
挙
運
動
に
動
員
し
た
結
果
、
か
な
り
の
出
家
信
者
が
 
 

脱
走
し
た
り
、
経
済
的
に
か
な
り
深
刻
な
危
機
を
迎
え
た
り
し
て
い
た
と
 
 

言
わ
れ
て
い
る
。
石
垣
島
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
た
な
出
家
信
者
と
資
金
源
を
 
 

獲
得
す
る
た
め
の
起
死
回
生
の
大
博
打
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、
 
 

細
菌
兵
器
の
開
発
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

害
 
 

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
は
、
著
者
が
麻
原
の
 
 

語
録
に
強
く
依
存
し
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

第
七
に
、
こ
れ
ら
の
点
を
つ
ぶ
さ
に
み
て
い
く
と
、
本
書
が
歴
史
的
社
 
 

会
的
研
究
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
文
献
的
テ
ー
マ
的
研
究
を
強
く
志
 
 

向
し
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
オ
ウ
ム
真
理
教
と
社
会
 
 

と
の
乱
轢
の
経
緯
や
、
強
迫
観
念
の
増
幅
と
兵
器
開
発
の
流
れ
、
社
会
と
 
 

の
不
可
避
的
な
衝
突
な
ど
の
実
相
が
、
か
え
っ
て
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と
に
な
 
 

っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
 
 
 

第
八
に
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
仏
教
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
主
張
に
つ
い
 
 

て
補
足
的
に
述
べ
て
み
た
い
。
お
そ
ら
く
、
一
つ
の
論
点
は
、
は
た
し
て
 
 

仏
教
は
そ
れ
ほ
ど
危
険
な
宗
教
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
危
険
な
宗
教
に
な
 
 

り
う
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
 
 

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
『
菩
薩
地
戒
品
』
 
と
 
『
方
便
善
功
 
 

経
』
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
文
献
に
は
、
十
善
戒
の
う
 
 

ち
、
不
殺
生
、
不
倫
盗
、
不
邪
淫
、
不
妄
語
、
不
両
舌
、
不
悪
口
、
不
綺
 
 

語
の
七
つ
を
、
「
有
情
に
対
す
る
憐
懸
の
心
を
も
ち
利
他
の
た
め
の
善
巧
 
 

方
便
」
と
し
て
行
え
ば
、
犯
し
て
も
違
犯
と
な
ら
な
い
と
い
う
記
述
が
見
 
 

い
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
慈
悲
の
心
と
善
巧
方
便
に
も
と
づ
く
殺
生
 
 

の
容
認
」
は
仏
教
思
想
に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
を
無
視
す
 
 

る
こ
と
は
で
き
ま
い
 
（
藤
田
光
寛
「
（
菩
薩
地
戒
品
）
 
に
説
か
れ
る
 
「
殺
 
 

生
」
 
に
つ
い
て
」
 
『
密
教
文
化
』
一
九
二
号
、
高
野
山
大
学
、
密
教
研
究
 
 

会
、
一
九
九
五
年
、
一
五
二
一
三
六
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
を
 
 

含
め
、
い
ま
ま
で
オ
ウ
ム
真
理
教
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
 
 

の
闇
の
部
分
が
直
接
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
残
念
に
思
わ
れ
 
 

る
。
 
 
 

第
九
に
、
著
者
は
、
第
五
章
で
オ
ウ
ム
批
評
の
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
て
い
 
 

る
。
そ
れ
は
、
麻
原
首
謀
者
論
を
覆
し
、
日
本
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
を
 
 

導
入
し
て
 
「
御
神
輿
と
し
て
の
ブ
ル
」
 
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
以
 
 

下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
マ
ハ
1
・
ム
ド
ラ
1
は
、
日
本
の
組
織
に
お
い
 
 

て
、
そ
の
メ
ン
バ
1
に
要
求
さ
れ
る
（
察
し
）
 
（
京
極
）
 
と
同
じ
も
の
に
 
 

な
っ
て
い
っ
た
。
オ
ウ
ム
の
組
織
は
、
あ
く
ま
で
日
本
的
な
組
織
原
理
に
 
 

し
た
が
っ
て
動
い
て
い
た
。
グ
ル
イ
ズ
ム
に
し
て
も
、
オ
ウ
ム
に
お
い
て
 
 

は
、
日
本
的
な
（
無
私
）
や
（
滅
私
）
と
し
て
理
解
さ
れ
た
」
 
（
二
四
四
 
 

卜
二
四
五
頁
）
。
 
 
 

著
者
が
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
グ
ル
イ
ズ
ム
と
「
御
 
 

神
輿
」
が
ど
れ
だ
け
両
立
可
能
か
疑
問
が
残
る
。
グ
ル
イ
ズ
ム
の
特
徴
の
 
 

一
つ
は
、
す
べ
て
の
決
裁
権
が
グ
ル
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
 
 

う
。
た
と
え
、
弟
子
た
ち
の
助
言
や
情
報
が
グ
ル
に
影
響
を
与
え
た
と
し
 
 

て
も
、
最
終
決
定
は
あ
く
ま
で
グ
ル
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
み
る
の
が
穏
 
 

当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
井
上
嘉
浩
に
よ
れ
ば
、
麻
原
の
予
言
は
実
行
計
画
 
 

で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
予
言
を
行
っ
た
麻
原
の
主
 
 

導
性
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
「
麻
 
 

原
彰
晃
を
、
教
団
の
す
べ
て
の
権
力
を
掌
握
し
た
絶
対
的
な
独
裁
者
と
し
 
 

て
と
ら
え
て
し
ま
え
ば
、
オ
ウ
ム
の
実
態
を
見
誤
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
 
 

ろ
う
。
ま
た
、
一
連
の
事
件
を
麻
原
の
意
図
し
た
自
作
自
演
と
考
え
て
し
 
 

ま
う
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
」
 
（
二
四
五
頁
）
 
と
い
う
著
者
の
見
解
に
は
、
 
 

に
わ
か
に
は
賛
同
し
が
た
い
。
 
 
 

第
十
に
、
著
者
が
宗
教
学
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
考
え
 
 

て
み
た
い
。
（
1
）
 
原
始
仏
教
研
究
が
現
実
の
宗
教
団
体
に
影
響
を
与
え
 
 

た
可
能
性
に
つ
い
て
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
 
 

5
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が
ら
、
そ
の
こ
と
が
そ
れ
ら
の
宗
教
団
体
の
肯
定
的
な
評
価
に
つ
な
が
る
 
 

か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ま
い
。
た
と
え
ば
、
阿
含
宗
が
 
 

大
脳
生
理
学
や
深
層
心
理
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
 
 

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
学
問
が
阿
含
宗
を
高
く
評
価
し
て
い
る
 
 

わ
け
で
は
な
い
。
仏
教
学
や
宗
教
学
に
関
し
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
え
よ
 
 

う
0
 
 
 （
2
）
宗
教
学
が
、
研
究
対
象
の
宗
教
の
世
界
に
共
感
的
な
態
度
を
と
 
 

っ
て
き
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
側
面
が
認
め
ら
れ
よ
 
 

う
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
「
原
理
主
義
的
な
傾
向
を
持
つ
新
し
い
宗
教
運
 
 

動
と
宗
教
学
と
の
共
闘
関
係
」
 
（
四
二
七
貢
）
 
が
生
ま
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
 
 

な
い
の
で
は
な
い
か
。
研
究
対
象
の
内
的
な
論
理
や
意
味
世
界
を
と
ら
え
 
 

る
こ
と
が
必
ず
し
も
研
究
対
象
の
肯
定
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
、
冷
戦
 
 

時
代
に
欧
米
で
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
 
 

ら
か
で
あ
る
。
他
方
で
、
宗
教
学
に
は
、
世
俗
社
会
か
ら
は
す
で
に
異
化
 
 

さ
れ
た
宗
教
文
化
を
人
々
が
深
く
理
解
す
る
た
め
の
貢
献
を
す
る
と
い
う
 
 

課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
自
体
、
こ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
と
 
 

し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
書
が
オ
ウ
ム
真
理
教
を
主
題
化
し
て
 
 

い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
 
 
 

（
3
）
著
者
は
、
近
代
合
理
主
義
に
基
づ
く
宗
教
学
は
、
非
合
理
的
な
 
 

宗
教
と
不
可
避
的
に
対
立
す
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
も
極
論
と
し
か
思
 
 

え
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
典
型
と
な
る
の
は
、
精
神
医
学
や
精
神
分
析
 
 

と
研
究
対
象
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
領
域
に
お
い
て
研
究
対
象
 
 

が
非
合
理
的
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
学
問
が
研
究
対
象
と
対
立
す
る
こ
 
 

と
に
は
な
ら
な
い
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
必
ず
し
も
合
理
性
と
言
 
 

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
宗
教
に
は
そ
の
宗
教
独
自
の
意
味
世
界
 
 

や
価
値
序
列
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
宗
教
学
が
そ
れ
ら
の
内
的
な
構
造
や
秩
 
 

序
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
そ
の
宗
教
と
対
立
す
る
こ
と
に
は
 
 

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

た
だ
し
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
な
カ
ル
ト
祝
さ
れ
る
宗
教
に
従
来
の
 
 

調
査
研
究
方
法
が
通
用
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
さ
れ
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
信
者
と
な
っ
て
参
与
観
察
 
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
罪
行
為
に
荷
担
す
る
こ
と
に
な
る
危
険
性
も
否
定
 
 

で
き
な
い
し
、
他
方
で
、
広
報
を
通
じ
て
調
査
の
許
可
を
得
る
よ
う
な
方
 
 

法
も
あ
ま
り
有
効
性
が
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
 
 

う
な
社
会
問
題
視
さ
れ
る
教
団
か
ら
研
究
者
が
宣
伝
材
料
と
し
て
利
用
さ
 
 

れ
る
危
険
性
も
否
定
で
き
な
い
。
 
 
 

筆
者
は
、
個
別
の
議
論
に
お
い
て
は
著
者
に
同
意
し
な
い
が
、
オ
ウ
ム
 
 

事
件
以
降
、
研
究
者
と
調
査
対
象
と
の
関
係
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
 
 

を
か
ん
が
み
て
、
著
者
が
有
意
な
問
題
提
供
を
し
て
い
る
点
を
評
価
し
た
 
 

、
J
 
O
 
 
し
 
 
 

最
後
に
、
著
者
が
宗
教
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
こ
と
 
 

は
評
価
し
た
い
。
た
だ
し
、
私
は
批
判
的
精
神
を
滴
毒
す
る
だ
け
の
た
め
 
 

に
宗
教
教
育
を
行
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
「
カ
ル
ト
啓
蒙
教
育
」
は
 
 

一
義
的
に
は
宗
教
教
育
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
賢
い
 
 

宗
教
的
消
費
者
」
を
育
成
す
る
た
め
の
消
費
者
教
育
に
類
す
る
も
の
で
は
 
 

な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
私
は
、
宗
教
が
提
供
す
る
「
聖
な
る
コ
ス
モ
 
 

ス
」
 
（
バ
ー
ガ
ー
）
 
と
社
会
秩
序
の
根
拠
付
け
機
能
に
対
す
る
理
解
を
基
 
 

本
と
し
て
、
そ
れ
が
異
文
化
や
他
宗
教
と
の
接
触
に
お
い
て
葛
藤
を
も
た
 
 

ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
 
 

現
代
社
会
に
お
け
る
新
宗
教
運
動
の
位
置
づ
け
や
社
会
と
の
乱
轢
の
実
相
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
啓
蒙
と
し
て
の
宗
教
教
育
の
 
 

課
題
も
果
た
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 

四
 
お
わ
り
に
 
 
 

私
は
、
著
者
が
オ
ウ
ム
真
理
教
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
宗
教
学
の
危
機
 
 

や
今
日
の
宗
教
教
育
の
必
要
性
に
関
し
て
多
く
の
捏
言
を
行
っ
た
こ
と
を
 
 

高
く
評
価
し
た
い
。
と
り
わ
け
、
オ
ウ
ム
真
理
教
問
題
に
関
し
て
言
え
 
 

ば
、
『
尊
師
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
ピ
ー
チ
』
 
を
扱
っ
た
研
究
書
は
い
ま
ま
で
存
 
 

在
し
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
ほ
ど
二
次
文
献
を
網
羅
的
に
扱
っ
た
著
作
も
前
 
 

例
が
な
い
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
 
 

す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
 
 

い
。
そ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
、
本
書
が
意
欲
的
な
著
作
で
あ
る
こ
と
の
証
 
 

左
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

著
者
が
今
後
と
も
此
界
に
貢
献
す
る
こ
と
を
祈
り
、
こ
の
書
評
を
終
え
 
 

る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 



中
別
府
 
温
 
和
 
 
 

本
書
の
性
格
 
 
 

本
書
は
、
一
九
九
八
年
八
月
、
筆
者
が
シ
カ
ゴ
大
学
に
提
出
し
た
博
士
 
 

論
文
「
先
住
民
首
長
の
神
話
に
よ
る
抵
抗
 
 
神
話
の
歴
史
的
・
宗
教
学
 
 

的
研
究
（
↓
h
e
N
a
t
i
完
C
h
i
e
f
〉
s
 
R
e
s
i
s
t
a
n
c
e
 
T
h
r
O
u
g
h
 
M
y
t
h
A
 
 

H
i
s
t
O
r
i
c
a
－
a
已
R
e
－
i
g
i
O
u
S
S
t
u
d
y
O
f
a
M
y
t
h
）
」
を
邦
訳
し
、
必
要
 
 

な
箇
所
に
説
明
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
1
章
「
ホ
テ
ィ
 
 

ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
・
イ
ロ
ク
ォ
イ
宗
教
と
文
化
の
概
説
」
、
第
2
章
第
1
 
 

節
「
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
の
伝
承
の
語
り
手
と
物
語
の
特
徴
」
は
、
 
 

日
本
の
読
者
の
た
め
に
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

本
研
究
の
目
的
 
 
 

全
体
を
つ
ら
ぬ
く
筆
者
の
問
題
関
心
は
、
「
あ
る
一
つ
の
特
別
な
神
話
 
 

ヒ
そ
の
歴
史
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
宗
教
学
者
と
し
て
理
解
で
き
る
 
細
 
 
l
 
 

か
」
 
（
六
頁
）
 
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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本
研
究
に
お
け
る
筆
者
の
基
本
的
立
場
 
 
 

そ
の
場
合
、
筆
者
は
「
シ
カ
ゴ
大
学
で
展
開
さ
れ
た
宗
教
学
の
伝
統
」
 
 

（
七
頁
）
 
を
基
本
的
立
場
と
す
る
。
し
か
し
、
単
に
そ
の
立
場
に
と
ど
ま
 
 

る
こ
と
な
く
、
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
や
宗
教
現
象
学
に
対
す
る
批
判
 
 

を
吟
味
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
筆
者
の
研
究
方
法
の
主
眼
は
、
「
歴
史
」
 
 

の
重
要
性
を
認
識
し
、
「
個
別
の
事
象
を
そ
れ
自
身
に
お
い
て
出
来
る
限
 
 

り
理
解
す
る
こ
と
」
 
（
八
頁
）
 
に
置
か
れ
て
く
る
。
目
一
（
体
的
に
は
、
1
『
歴
 
 

史
』
 
と
の
関
連
で
、
従
来
の
宗
教
学
が
十
分
に
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
 
 

問
題
…
（
省
略
）
…
そ
れ
ら
を
、
本
書
が
扱
う
事
例
と
の
関
連
で
言
う
な
 
 

ら
ば
、
そ
れ
は
宗
教
と
政
治
と
の
関
係
、
お
よ
び
象
徴
の
意
識
的
利
用
と
 
 

い
う
問
題
」
 
（
八
1
九
頁
）
 
を
研
究
対
象
と
す
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
筆
者
は
 
「
歴
史
」
 
を
強
調
し
、
「
出
来
る
限
り
 
 

明
ら
か
に
出
来
る
歴
史
と
の
関
係
で
神
話
の
意
味
を
解
釈
し
ょ
う
」
 
（
九
 
 

頁
）
 
と
試
み
る
。
そ
の
場
合
に
重
要
な
こ
と
は
、
「
歴
史
学
的
方
法
」
 
に
 
 

よ
っ
て
、
「
神
話
が
成
立
す
る
歴
史
的
条
件
…
神
話
の
歴
史
的
意
味
…
神
 
 

話
の
外
在
的
意
味
」
を
解
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
神
話
の
1
宗
教
的
意
 
 

味
」
を
も
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
 
（
九
頁
）
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
現
象
学
 
 

的
方
法
や
解
釈
学
的
方
法
を
神
話
の
解
釈
に
応
用
す
る
」
 
の
で
は
な
く
、
 
 

「
神
話
の
読
解
を
試
み
る
研
究
者
が
解
釈
者
と
し
て
神
話
の
意
味
の
理
解
 
 

を
試
み
る
」
 
（
九
頁
）
 
し
か
な
い
。
さ
ら
に
、
「
歴
史
」
を
中
心
と
す
る
神
 
 

話
分
析
と
の
関
連
で
、
筆
者
は
「
モ
チ
ー
フ
分
析
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
語
 
 

り
手
と
歴
史
と
の
関
係
」
を
重
視
す
る
。
つ
ま
り
、
神
話
の
語
り
手
は
、
 
 

「
常
に
あ
る
特
殊
な
歴
史
的
状
況
に
置
か
れ
、
そ
の
生
の
文
脈
で
生
き
て
 
 

い
る
の
で
あ
り
、
歴
史
的
文
脈
か
ら
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
 
 

い
」
 
（
一
〇
三
頁
）
 
と
す
る
視
点
を
、
神
話
の
分
析
の
中
心
に
置
く
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

か
く
て
、
本
書
の
内
容
お
よ
び
筆
者
の
研
究
の
核
心
部
分
は
次
の
よ
う
 
 

に
な
る
。
 
 

＝
こ
こ
で
二
戸
う
歴
史
と
は
、
神
話
や
伝
承
は
不
変
な
も
の
で
は
な
く
、
過
 
 

去
の
様
々
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
物
語
と
い
う
意
味
も
含
む
が
、
し
か
し
 
 

な
が
ら
、
神
話
や
伝
承
の
語
り
が
特
定
の
歴
史
的
・
社
会
的
・
政
治
的
・
 
 

経
済
的
・
法
的
‥
心
理
的
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
そ
う
し
て
神
話
の
語
り
 
 

が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
神
話
の
語
り
 
 

手
と
は
、
あ
る
歴
史
の
境
位
に
立
つ
社
会
的
行
為
者
（
S
O
C
i
a
－
A
g
e
n
t
）
 
 

で
あ
り
、
神
話
と
は
そ
の
よ
う
な
人
物
が
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
 
 

れ
た
、
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
た
、
語
ら
れ
た
物
語
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
 
 

え
、
神
話
に
は
常
に
歴
史
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
物
語
の
語
り
手
が
存
在
 
 

し
て
い
た
 
（
そ
し
て
、
現
在
も
そ
う
で
あ
る
）
 
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
 
 

の
で
あ
る
 
（
一
〇
三
頁
）
。
 
 

材
料
領
域
 
 
 

神
話
の
材
料
領
域
は
、
北
米
先
住
民
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
（
イ
ロ
 
 

ク
ォ
イ
）
神
話
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
と
は
、
 
 

筆
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
オ
ノ
ン
ダ
ガ
語
で
「
長
い
家
（
ロ
ン
グ
ハ
ウ
 
 

ス
）
 
の
人
々
」
 
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
言
語
学
的
に
は
イ
ロ
ク
ォ
イ
語
 
 

を
話
す
人
々
を
示
し
、
具
体
的
に
は
、
主
に
イ
ロ
ク
ォ
イ
連
合
 
（
モ
ホ
ー
 
 

ク
、
オ
ナ
イ
ダ
、
オ
ノ
ン
ダ
ガ
、
カ
ユ
ガ
、
セ
ネ
カ
、
タ
ス
カ
ロ
ラ
の
六
 
 

カ
国
連
合
）
 
を
形
成
し
た
人
々
を
指
す
。
」
 
（
一
部
修
正
し
て
引
用
一
 
 

頁
）
 
た
だ
し
、
筆
者
は
、
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
の
人
々
の
伝
統
的
宗
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介
 
 

招
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

教
を
示
す
と
き
は
、
「
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
宗
教
」
と
表
現
し
て
区
別
す
る
。
 
 

研
究
方
法
 
 
 

筆
者
は
、
自
身
の
研
究
方
法
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
く
る
神
 
 

話
の
語
り
手
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
あ
る
イ
ロ
ク
ォ
イ
・
 
 

六
カ
国
保
留
地
 
（
↓
h
e
S
i
X
N
a
t
i
O
n
S
R
e
s
e
r
完
）
 
に
住
ん
で
い
た
セ
ネ
 
 

カ
首
長
の
ジ
ョ
ン
・
A
・
ギ
ブ
ソ
ン
 
（
J
O
h
n
A
．
G
i
b
s
O
n
 
以
下
ギ
ブ
ソ
 
 

ン
と
い
う
）
 
を
選
択
す
る
。
そ
こ
で
、
研
究
方
法
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
 
 

設
定
さ
れ
る
。
 
 

・
‥
本
書
の
視
点
は
、
あ
く
ま
で
も
ギ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
た
神
話
の
中
で
も
特
 
 

殊
な
歴
史
的
条
件
で
成
立
し
記
録
さ
れ
た
神
話
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
見
な
 
 

し
、
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
特
殊
な
歴
史
的
条
件
を
明
ら
か
 
 

に
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
神
話
の
歴
史
的
お
よ
び
宗
教
的
意
味
の
解
釈
を
 
 

試
み
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
で
は
、
神
話
が
語
ら
れ
る
場
と
そ
 
 

れ
を
語
る
人
物
と
い
う
側
面
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
話
を
研
究
し
 
 

よ
う
と
試
み
て
い
る
 
（
一
七
頁
）
。
 
 

さ
て
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
 
「
特
殊
な
歴
史
的
状
況
で
語
っ
た
特
殊
な
神
話
テ
 
 

キ
ス
ト
」
と
は
、
オ
ノ
ン
ダ
ガ
神
話
で
あ
る
。
筆
者
は
な
ぜ
こ
の
神
話
を
 
 

テ
キ
ス
ト
と
す
る
の
か
。
 
 
 

そ
の
主
な
理
由
は
、
①
そ
の
神
話
が
原
語
で
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
 
 

②
そ
の
神
話
の
編
訳
者
1
・
N
・
B
・
ヒ
ィ
ウ
ィ
ッ
ト
 
（
J
．
N
．
B
．
 
 

H
e
w
i
t
t
 
以
下
ヒ
ィ
ウ
ィ
ッ
ト
と
い
う
）
 
の
オ
ノ
ン
ダ
ガ
語
の
手
書
き
 
 

原
稿
が
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
人
類
学
古
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
た
 
 

め
に
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
た
オ
ノ
ン
ダ
ガ
語
の
神
話
の
原
型
に
よ
り
近
い
 
 

形
で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
③
ギ
ブ
ソ
ン
に
関
す
る
歴
史
的
情
 
 

報
と
彼
が
生
き
て
い
た
社
会
的
文
脈
を
示
す
歴
史
的
資
料
が
入
手
で
き
る
 
 

こ
と
 
（
五
六
貢
）
、
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
、
筆
者
は
、
自
身
の
問
題
の
解
明
の
た
め
に
、
具
体
的
研
究
方
 
 

法
を
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
 
 

具
体
的
調
査
方
法
 
 

①
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
人
類
学
古
文
書
館
で
、
ヒ
ィ
ウ
ィ
ッ
ト
の
オ
ノ
 
 

ン
ダ
ガ
語
の
手
書
き
の
オ
ノ
ン
ダ
ガ
語
の
原
稿
と
出
版
さ
れ
た
オ
ノ
ン
ダ
 
 

ガ
語
の
原
稿
を
比
較
し
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
た
神
話
の
原
型
に
出
来
る
だ
 
 

け
接
近
す
る
。
 
 

②
六
カ
国
自
治
議
会
記
録
所
 
（
t
h
e
 
S
i
H
 
N
a
t
i
O
n
S
 
C
O
u
コ
C
こ
 
R
e
c
O
r
d
 
 

O
詩
c
e
）
 
に
保
管
さ
れ
て
い
る
六
カ
国
自
治
議
会
議
事
録
の
マ
イ
ク
ロ
フ
 
 

ィ
ル
ム
の
調
査
を
行
い
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
オ
ノ
ン
ダ
ガ
神
話
を
語
っ
た
歴
史
 
 

的
文
脈
と
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
人
物
像
を
、
従
来
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
視
 
 

点
か
ら
取
り
出
す
。
 
 

筆
者
は
、
上
記
の
過
程
で
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
事
情
局
の
内
部
歴
史
資
料
 
 

で
あ
る
「
カ
メ
ロ
ン
の
手
帳
（
E
．
D
．
C
a
m
e
r
O
n
 
N
O
t
e
b
0
0
k
）
」
 
に
遭
 
 

遇
し
、
研
究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
 
（
六
貢
）
。
こ
こ
で
、
筆
者
は
、
 
 

材
料
領
域
と
の
関
連
で
、
自
ら
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
限
定
す
る
。
 
 

…
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
の
人
々
を
彼
ら
自
身
の
歴
史
の
能
動
的
で
積
 
 

極
的
な
行
為
者
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
先
住
民
自
身
が
歴
史
の
担
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い
手
で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
…
、
先
住
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
 
 

地
主
義
の
単
な
る
被
害
者
で
は
な
い
、
と
い
う
基
本
的
立
場
で
あ
る
 
（
一
 
 

三
頁
）
。
 
 

上
記
の
内
容
が
筆
者
の
博
士
論
文
の
独
自
性
の
中
心
を
構
成
す
る
問
題
 
 

の
所
在
、
研
究
方
法
、
材
料
領
域
の
概
略
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
で
は
、
筆
者
の
研
究
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
 
 

の
か
。
本
書
の
章
立
て
を
紹
介
し
な
が
ら
そ
の
概
要
を
た
ど
り
た
い
。
 
 

（
た
だ
し
、
第
1
章
と
第
8
章
は
割
愛
）
 
 

第
2
章
 
ジ
ョ
ン
・
A
・
ギ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
た
オ
ノ
ン
ダ
ガ
神
話
 
 
 

筆
者
は
、
ま
ず
、
ヒ
ィ
ウ
ィ
ッ
ト
が
収
集
し
た
三
種
類
の
ホ
テ
ィ
ノ
ン
 
 

シ
ョ
ン
ー
ニ
の
世
界
創
造
神
話
の
要
約
を
提
示
し
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
た
 
 

オ
ノ
ン
ダ
ガ
神
話
の
内
容
と
比
較
す
る
。
自
身
の
材
料
領
域
の
性
格
と
制
 
 

約
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
比
較
に
よ
っ
て
、
前
者
が
世
界
の
 
 

創
造
で
終
結
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
世
界
創
造
以
後
の
神
話
時
 
 

代
の
出
来
事
を
語
り
合
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
長
さ
、
一
貫
性
、
体
 
 

系
性
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
取
り
出
さ
れ
る
 
（
七
五
頁
）
。
 
 
 

こ
の
結
果
を
、
筆
者
は
「
ギ
ブ
ソ
ン
と
い
う
人
物
の
個
人
的
特
質
」
 
で
 
 

は
な
く
、
む
し
ろ
 
「
歴
史
的
要
因
、
つ
ま
り
外
在
的
要
因
」
 
に
起
因
さ
せ
 
 

よ
う
と
す
る
 
（
七
五
頁
）
。
 
 

第
3
章
 
歴
史
的
文
脈
1
－
－
歴
史
と
の
交
渉
 
 
 

す
な
わ
ち
、
物
語
の
語
り
手
の
持
つ
文
化
的
状
況
が
そ
の
物
語
の
内
容
 
 

の
構
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
、
カ
ナ
ダ
の
イ
ン
デ
 
 

ィ
ア
ン
事
情
局
局
長
E
・
D
・
カ
メ
ロ
ン
の
通
信
記
録
な
ら
び
に
一
九
〇
 
 

〇
年
に
世
襲
首
長
議
会
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
 
『
六
カ
国
の
伝
統
的
歴
史
 
 

（
ヨ
註
詳
薫
こ
詳
言
：
チ
誉
ふ
ざ
寿
ぎ
乳
 
（
以
下
、
『
伝
統
的
歴
 
 

史
』
）
』
と
い
う
文
書
を
中
心
と
し
て
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
そ
の
神
話
を
語
っ
た
 
 

歴
史
的
状
況
と
文
脈
を
再
構
築
し
、
そ
の
結
果
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
オ
ノ
ン
ダ
 
 

ガ
神
話
を
語
っ
た
動
機
と
世
襲
首
長
議
会
が
こ
の
 
『
伝
統
的
歴
史
』
と
い
 
 

う
文
書
を
「
英
語
」
 
で
編
纂
し
た
動
機
の
間
に
「
歴
史
的
連
関
」
が
あ
る
 
 

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
両
者
が
生
起
し
た
一
九
〇
〇
 
 

年
当
時
、
世
襲
首
長
議
会
が
、
「
先
住
民
社
会
内
で
保
留
地
に
選
挙
制
度
 
 

を
導
入
し
ょ
う
と
試
み
て
い
た
進
歩
主
義
的
な
人
々
か
ら
の
挑
戦
」
 
と
 
 

「
先
住
民
社
会
を
カ
ナ
ダ
社
会
に
取
り
込
も
う
と
す
る
挑
戦
」
、
い
わ
ば
 
 

内
外
二
つ
の
挑
戦
に
、
彼
ら
の
「
権
威
と
権
力
の
正
当
性
」
を
か
け
て
対
 
 

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
 
（
一
二
七
頁
）
。
 
 
 

で
は
、
な
ぜ
、
ギ
ブ
ソ
ン
は
 
『
伝
統
的
歴
史
』
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
 
 

と
考
え
た
か
、
と
筆
者
は
問
う
。
そ
れ
へ
の
答
え
は
、
「
ギ
ブ
ソ
ン
が
ロ
 
 

ン
グ
ハ
ウ
ス
首
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
置
か
れ
る
。
上
述
の
状
況
に
お
い
 
 

て
、
世
襲
首
長
議
会
内
に
は
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
首
長
と
キ
リ
ス
ト
教
首
長
が
 
 

存
在
し
、
前
者
は
伝
統
的
な
「
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
神
話
の
真
実
性
・
真
理
 
 

性
」
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
 
 

か
ら
で
あ
る
 
（
一
二
九
頁
）
。
 
 
 

こ
こ
に
、
筆
者
の
研
究
の
独
自
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
先
住
民
 
 

社
会
内
外
の
社
会
的
衝
突
を
「
長
期
的
な
歴
史
的
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
 
 

る
こ
と
一
に
よ
っ
て
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
神
話
の
語
り
の
「
歴
史
的
意
義
」
 
の
 
 

理
解
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
前
述
の
「
衝
突
の
 
 

背
後
に
あ
る
長
期
的
な
歴
史
的
文
脈
を
明
ら
か
に
し
、
先
住
民
の
伝
統
主
 
 0
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介
 
 

招
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

義
者
と
し
て
の
ギ
ブ
ソ
ン
の
立
場
を
明
確
に
す
る
」
 
（
一
四
九
頁
）
 
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

第
4
章
 
伝
統
主
義
者
ジ
ョ
ン
・
A
・
ギ
ブ
ソ
ン
 
 
 

そ
こ
で
筆
者
は
、
ギ
ブ
ソ
ン
を
伝
統
主
義
者
に
押
し
上
げ
る
長
期
的
な
 
 

歴
史
的
過
程
を
、
先
住
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
文
化
と
社
会
を
受
容
し
同
 
 

化
し
ょ
う
と
し
た
過
程
を
中
心
に
考
察
す
る
 
（
一
五
〇
頁
）
。
こ
こ
で
は
、
 
 

先
住
民
の
主
体
性
が
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
 
 
 

ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
二
の
人
々
は
、
男
性
に
よ
る
農
業
へ
の
従
事
、
 
 

キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
、
四
人
の
首
長
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
な
ど
が
示
す
よ
う
 
 

に
、
「
植
民
地
主
義
的
状
況
に
お
い
て
も
、
単
な
る
受
け
身
的
な
被
害
者
 
 

で
は
な
か
っ
た
、
…
変
化
を
肯
定
す
る
行
為
者
と
し
て
活
動
し
、
支
配
的
 
 

な
文
化
の
社
会
モ
デ
ル
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
」
 
（
一
五
二
頁
）
 
こ
と
 
 

を
筆
者
は
強
調
す
る
。
ま
た
、
先
住
民
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
は
、
自
 
 

ら
が
 
「
独
立
し
た
政
治
体
で
あ
り
、
英
国
の
同
盟
国
で
あ
る
」
 
（
一
六
四
 
 

頁
）
 
こ
と
を
、
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
主
張
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
 
 

る
。
こ
う
し
た
先
住
民
の
主
体
性
に
突
き
動
か
さ
れ
て
、
ギ
ブ
ソ
ン
は
神
 
 

話
を
語
ろ
う
と
し
た
と
筆
者
は
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
筆
者
は
、
ギ
ブ
ソ
 
 

ン
夫
人
が
A
・
A
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
（
A
．
A
．
G
O
己
e
n
w
e
i
s
e
r
）
 
 

に
語
っ
た
 
「
ジ
ョ
ン
・
ギ
ブ
ソ
ン
の
生
涯
」
を
材
料
と
し
て
、
伝
統
主
義
 
 

者
ギ
ブ
ソ
ン
の
側
面
に
迫
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
は
、
ラ
ク
ロ
ス
と
い
 
 

う
伝
統
的
球
技
の
組
織
化
を
も
契
機
に
し
て
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
世
襲
首
長
と
 
 

し
て
先
住
民
の
伝
統
の
基
盤
を
外
部
世
界
に
説
明
す
る
努
力
を
行
っ
て
い
 
 

た
こ
と
が
取
り
出
さ
れ
て
く
る
。
ギ
ブ
ソ
ン
は
、
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
「
対
 
 

外
的
役
割
」
と
、
六
カ
国
保
留
地
の
内
政
問
題
に
対
す
る
 
「
世
襲
首
長
議
 
 

会
の
一
員
と
し
て
果
た
し
た
役
割
」
を
担
う
伝
統
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
 
 

が
論
究
さ
れ
て
い
る
 
（
山
七
七
頁
）
。
 
 

第
5
章
 
政
治
的
物
語
か
ら
儀
礼
的
物
語
へ
 
 
 

こ
こ
で
、
筆
者
の
分
析
は
新
局
面
を
迎
え
る
。
伝
統
主
義
者
ギ
ブ
ソ
ン
 
 

が
語
っ
た
神
話
と
 
『
伝
統
的
歴
史
』
 
を
対
比
し
、
両
者
の
相
違
を
取
り
出
 
 

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
話
の
語
り
手
の
歴
史
的
文
脈
な
ら
び
に
神
話
の
意
 
 

味
の
解
釈
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

具
体
的
に
は
、
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
の
神
話
の
な
か
の
中
心
人
物
 
 

デ
カ
ナ
ウ
ィ
ダ
ー
自
身
お
よ
び
そ
の
人
物
に
関
係
す
る
事
項
 
（
例
え
ば
、
 
 

首
長
の
頭
に
魔
の
角
を
載
せ
る
儀
礼
）
 
の
描
写
が
異
な
る
こ
と
な
ど
に
着
 
 

目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
伝
統
的
歴
史
』
 
は
単
に
 
「
伝
統
の
保
存
」
を
 
 

目
的
と
し
て
で
は
な
く
、
「
歴
史
的
状
況
」
 
に
応
じ
て
 
「
政
治
的
意
図
」
 
 

を
含
め
て
編
纂
さ
れ
た
 
「
政
治
化
さ
れ
た
伝
承
」
 
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
 
 

て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た
意
図
的
な
行
為
を
「
伝
統
の
（
再
）
構
築
 
 

（
r
？
C
O
n
S
t
r
u
C
t
i
O
n
）
」
 
（
二
〇
三
頁
）
 
と
概
念
化
す
る
。
さ
ら
に
、
ギ
 
 

ブ
ソ
ン
の
語
っ
た
神
話
が
 
「
象
徴
と
儀
礼
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
」
 
 

事
実
な
ら
び
に
「
氏
族
制
度
」
を
含
め
て
い
る
事
実
を
、
筆
者
は
ギ
ブ
ソ
 
 

ン
だ
け
が
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
宗
教
の
祭
司
で
あ
っ
た
こ
と
に
帰
し
て
い
る
 
 

（
二
一
七
二
二
五
頁
）
。
 
 

第
6
葦
 
デ
ハ
エ
ー
ン
ヒ
ヤ
ワ
コ
ー
ン
の
権
威
と
権
力
の
神
話
に
よ
る
主
 
 

張
 
 
 

神
話
の
語
り
手
を
伝
統
主
義
者
と
し
て
位
眉
づ
け
て
お
い
て
、
筆
者
は
 
 

ギ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
た
神
話
の
内
容
を
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
置
か
れ
た
歴
史
的
文
 
 

1
 
 
 

9
 
 
 
1
 
 
 

1
 
 9
 
 

1
 
 
 



脈
と
の
関
連
で
解
釈
し
ょ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
た
神
 
 

話
を
「
社
会
的
・
歴
史
的
行
為
者
が
意
識
的
に
、
あ
る
意
図
を
持
っ
て
編
 
 

集
し
、
構
築
し
た
言
説
と
し
て
解
釈
す
る
」
 
（
二
三
六
頁
）
 
の
で
あ
る
。
 
 

具
体
的
に
は
、
「
神
話
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
世
界
生
成
神
話
と
世
界
創
 
 

造
神
話
が
持
つ
政
治
的
・
歴
史
的
意
義
の
解
釈
」
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
 
 

特
に
、
筆
者
は
、
「
木
」
 
が
世
襲
首
長
に
対
し
て
政
治
的
象
徴
性
を
持
つ
 
 

こ
と
を
「
魔
の
角
」
と
関
連
づ
け
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
神
話
的
 
 

存
在
者
の
系
譜
を
デ
ハ
エ
ー
ン
ヒ
ヤ
ワ
コ
ー
ン
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
、
天
上
界
の
首
長
の
権
威
と
権
力
が
如
何
に
し
て
人
間
に
ま
で
 
 

継
承
さ
れ
て
い
く
か
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
筆
者
は
人
類
創
造
 
 

神
話
に
佳
岩
肌
を
当
て
、
オ
ハ
ー
ア
が
 
「
水
の
泡
」
 
か
ら
創
造
し
た
白
人
は
 
 

ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
の
土
地
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
 
 

ゆ
え
に
先
住
民
の
土
地
へ
の
権
利
を
持
ち
え
な
い
こ
と
を
神
話
の
政
治
的
 
 

お
よ
び
宗
教
的
意
義
と
し
て
提
示
し
て
い
る
 
（
二
三
八
－
二
七
三
頁
）
。
 
 

第
7
章
 
世
界
の
中
心
と
し
て
の
儀
礼
的
に
変
容
さ
れ
た
身
体
 
 
 

さ
ら
に
、
筆
者
は
ギ
ブ
ソ
ン
の
神
話
で
語
ら
れ
て
い
る
先
住
民
だ
け
が
 
 

参
与
す
る
儀
礼
の
象
徴
的
意
義
の
考
察
を
展
開
し
、
「
歴
史
的
意
義
を
含
 
 

ん
だ
宗
教
的
意
義
」
を
探
求
し
ょ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
 
 

神
話
は
、
大
地
の
熟
し
た
実
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
大
地
と
 
 

人
間
が
合
一
さ
れ
、
大
地
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
や
、
儀
 
 

礼
の
場
面
で
体
験
す
る
感
情
は
犬
上
界
で
儀
礼
を
行
う
と
さ
れ
る
霊
的
存
 
 

在
者
の
感
情
と
同
じ
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
天
上
界
の
 
 

権
威
ヒ
権
力
を
地
上
界
で
任
さ
れ
て
い
る
の
は
儀
礼
を
行
う
先
住
民
で
あ
 
 

る
」
 
（
三
二
七
三
二
九
貢
・
三
三
五
頁
）
 
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
筆
者
 
 

は
、
こ
の
宗
教
的
意
味
を
歴
史
的
・
社
会
的
意
味
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
 
 

必
要
で
あ
る
と
の
視
点
か
ら
分
析
を
続
け
る
。
ギ
ブ
ソ
ン
は
先
住
民
に
対
 
 

す
る
カ
ナ
ダ
政
府
の
政
治
的
介
入
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
神
話
に
語
ら
れ
 
 

て
い
る
よ
う
な
 
「
先
住
民
の
み
が
自
分
自
身
の
こ
と
と
自
分
た
ち
の
所
有
 
 

物
を
支
配
す
る
権
威
と
権
力
を
持
つ
」
 
（
三
三
一
頁
・
一
二
二
六
頁
）
 
と
の
 
 

政
治
的
主
張
を
行
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
 
 

以
上
の
概
要
は
、
「
北
米
先
住
民
が
今
日
も
植
民
地
主
義
的
状
況
に
置
 
 

か
れ
て
い
る
」
 
（
一
四
頁
）
 
と
す
る
筆
者
の
認
識
に
貫
か
れ
て
い
る
。
つ
 
 

ま
り
、
「
先
住
民
が
植
民
地
主
義
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
抑
圧
を
 
 

受
け
た
こ
と
の
最
も
重
大
な
結
果
の
一
つ
は
、
先
住
民
自
身
の
言
語
の
喪
 
 

失
と
そ
れ
に
伴
う
宗
教
伝
統
の
喪
失
の
危
機
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
も
進
 
 

行
中
な
の
で
あ
る
。
」
 
（
一
四
頁
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
先
住
民
の
 
「
宗
教
」
は
、
筆
者
に
よ
れ
ば
、
 
 

「
社
会
、
心
理
、
経
済
、
政
治
、
技
術
、
『
宗
教
』
 
な
ど
の
様
々
な
人
間
 
 

の
領
域
を
含
ん
だ
意
味
の
地
平
を
意
味
す
る
。
」
 
（
一
四
頁
）
 
 
 

し
か
し
、
本
書
で
は
、
「
歴
史
に
お
け
る
文
化
的
構
造
と
行
為
者
の
行
 
 

為
の
関
係
の
問
題
」
 
（
一
六
頁
）
 
や
「
先
住
民
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
変
 
 

化
の
問
題
」
 
（
一
六
頁
）
 
は
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
「
狭
い
意
味
で
の
歴
 
 

史
」
、
つ
ま
り
、
「
特
殊
な
歴
史
的
時
点
に
お
い
て
語
ら
れ
た
神
話
物
語
の
 
 

宗
教
的
お
よ
び
歴
史
的
意
味
を
解
釈
し
、
理
解
す
る
こ
と
」
 
（
一
六
頁
）
 
 

が
眼
目
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
分
析
視
点
に
自
ら
を
厳
し
く
限
定
し
ギ
ブ
ソ
ン
の
神
話
の
内
容
を
 
 

研
究
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
本
書
は
イ
ロ
ク
ォ
イ
研
究
に
新
局
面
を
切
 
 

り
開
い
た
。
さ
ら
に
、
「
カ
メ
ロ
ン
の
通
信
記
録
」
 
の
発
見
と
そ
の
活
用
 
 

2
 
 

∩
プ
 
 

1
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

喜
 
 

も
、
 従
来
の
研
究
に
新
た
な
蓄
積
と
可
能
性
を
実
現
し
て
い
る
。
多
く
の
 
 

賞
賛
が
本
書
と
筆
者
に
対
し
て
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
 
 

ま
た
、
本
研
究
は
、
こ
れ
か
ら
試
み
ら
れ
る
北
米
先
住
民
お
よ
び
神
話
の
 
 

研
究
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

望
む
ら
く
は
、
特
に
、
第
6
章
と
第
7
章
で
展
開
さ
れ
て
い
る
神
話
の
 
 

解
釈
が
、
筆
者
自
身
が
主
張
す
る
「
先
住
民
の
 
『
宗
教
』
」
 
の
概
念
に
も
 
 

と
づ
い
て
、
ま
た
、
今
日
の
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
の
人
々
の
見
解
を
 
 

も
具
体
的
に
含
め
つ
つ
、
今
後
さ
ら
に
深
く
論
究
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

そ
の
際
、
筆
者
と
同
じ
よ
う
に
、
「
先
住
民
社
会
」
 
の
神
話
を
も
材
料
領
 
 

域
と
し
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
レ
ヴ
ィ
‖
ス
ト
ロ
ー
ス
 
（
一
九
五
八
・
一
 
 

九
六
〇
）
 
と
野
村
暢
清
 
（
一
九
八
八
・
二
〇
〇
二
）
 
の
業
績
が
い
ろ
い
ろ
 
 

な
点
で
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。
 
 
 



末
 
木
 
文
美
士
 
 

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ス
ト
ー
ン
氏
は
、
日
蓮
や
本
 
 

覚
思
想
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
日
本
の
仏
教
研
究
者
の
間
で
も
よ
く
名
 
 

の
知
ら
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
代
表
す
る
仏
教
研
究
者
の
ひ
と
り
で
 
 

あ
る
。
氏
の
博
士
論
文
は
、
日
蓮
の
著
作
を
本
覚
思
想
と
関
連
さ
せ
て
論
 
 

じ
た
も
の
で
、
定
評
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
出
版
さ
れ
た
大
著
 
 

こ
、
料
㌻
、
、
＼
ト
、
、
＼
ミ
ざ
ミ
苧
ミ
ミ
、
し
、
㌻
 
コ
ミ
、
与
、
毒
ミ
㌻
ミ
ミ
、
ミ
ニ
ざ
 
 

賀
ご
尽
重
義
？
評
注
詳
富
 
（
本
覚
と
中
世
日
本
仏
教
の
変
容
）
 
は
、
博
 
 

士
論
文
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
も
、
全
面
的
に
新
た
な
構
想
の
も
と
に
書
 
 

き
下
ろ
さ
れ
、
現
在
望
み
う
る
最
高
の
本
覚
思
想
の
研
究
書
で
あ
る
と
同
 
 

時
に
、
日
本
で
も
現
在
大
き
く
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
仏
教
 
 

と
は
何
か
と
い
う
課
題
に
対
し
て
も
、
本
覚
思
想
と
関
係
さ
せ
て
新
鮮
な
 
 

問
題
提
起
を
行
な
っ
て
い
る
。
最
先
端
の
鎌
倉
仏
教
研
究
書
と
し
て
研
究
 
 

者
の
必
読
書
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

本
書
は
以
下
の
三
部
七
葺
か
ら
な
る
。
 
 

第
一
部
 
展
望
と
問
題
 
（
P
e
r
s
p
e
c
t
i
く
e
S
a
n
d
P
r
O
b
－
e
m
s
）
 
 

J
a
c
q
u
e
－
i
n
e
1
．
S
↓
O
N
E
 
 

ぎ
・
貯
㌻
、
、
、
ト
ミ
キ
、
～
、
こ
こ
至
ミ
ヘ
、
、
～
屯
＼
＼
～
ト
J
 
T
≡
書
、
】
ミ
、
ミ
＼
ぎ
～
 
 

ミ
∵
ミ
（
、
ら
こ
一
ミ
ゝ
号
、
苧
．
羊
ヒ
ぎ
g
冨
垂
 
 

U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
O
f
H
a
w
a
〓
P
r
e
s
s
L
石
器
 
 

曾
芯
p
p
．
雷
∽
．
書
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第
一
章
 
「
本
覚
思
想
」
と
は
何
か
 
 

（
W
h
a
二
s
。
O
r
i
g
i
n
a
－
E
コ
ー
i
g
h
t
e
n
m
e
n
t
T
h
O
u
g
h
t
。
ご
 
 
 

第
二
章
 
天
台
本
覚
思
想
と
鎌
倉
新
仏
教
‥
競
合
す
る
諸
理
論
 
 

（
T
e
n
d
a
i
」
ぎ
記
篭
ぎ
T
h
O
u
g
h
t
 
a
コ
d
t
h
e
 
N
e
w
 
K
a
m
a
・
 
 

k
u
r
a
 
B
u
d
d
h
i
s
m
‥
R
i
く
a
－
T
h
e
O
r
i
e
s
）
 
 

第
二
部
 
中
世
天
台
の
世
界
（
T
h
e
W
O
r
】
d
O
f
M
e
d
i
e
く
a
－
T
e
n
d
a
i
）
 
 
 

第
三
章
 
秘
密
伝
授
の
文
化
 
 

（
T
h
e
C
u
】
t
u
r
e
 
O
f
S
e
c
r
e
t
T
r
a
n
s
m
i
s
s
i
O
コ
）
 
 
 

第
四
章
 
解
釈
学
、
教
義
、
「
観
心
一
 
 

（
H
e
r
m
e
コ
e
u
t
i
c
s
－
D
O
C
t
r
i
n
e
〉
 
a
n
d
 
。
M
i
n
d
・
 
 

C
O
n
t
e
m
p
－
a
t
i
O
n
＝
）
 
 
 

第
五
章
 
天
台
本
覚
思
想
と
鎌
倉
新
仏
教
＝
再
検
討
 
 

（
T
e
コ
d
a
i
加
計
慮
温
訂
T
h
O
u
g
h
t
 
a
コ
d
t
h
e
 
N
e
w
 
K
a
m
a
・
 
 

k
u
r
a
出
u
d
d
h
i
s
m
‥
A
R
e
a
p
p
r
a
i
s
a
－
）
 
 

第
三
部
 
日
蓮
と
そ
の
後
継
者
 
 

（
N
i
c
h
i
r
e
n
a
n
d
t
h
e
N
e
w
K
a
m
a
k
u
r
a
出
u
d
d
h
i
s
m
）
 
 
 

第
六
章
 
日
蓮
と
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
 
 

（
N
i
c
h
i
r
e
n
a
n
d
t
h
e
N
e
w
P
a
r
a
d
i
g
m
）
 
 
 

第
七
草
 
法
華
・
天
台
両
宗
の
相
互
影
響
と
日
蓮
本
覚
論
の
出
現
 
 

（
H
O
k
k
e
・
T
e
n
d
a
二
コ
t
e
r
C
O
u
r
S
e
 
a
n
d
 
t
h
e
 
E
m
e
r
g
e
n
c
e
 
 

O
f
a
 
N
i
c
h
i
r
e
n
連
ぷ
琶
訂
D
i
s
c
O
u
r
S
e
）
 
 

結
論
 
（
C
O
n
C
】
u
s
i
O
n
）
 
 

第
一
部
は
中
世
天
台
の
背
景
と
研
究
史
を
整
理
し
、
そ
の
間
題
点
を
明
 
 

ら
か
に
す
る
。
第
一
章
は
、
天
台
本
覚
思
想
の
概
観
と
そ
の
背
景
に
つ
い
 
 

て
論
ず
る
。
そ
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
最
澄
に
始
ま
る
日
本
天
台
 
 

の
流
れ
の
中
に
、
そ
の
源
流
と
な
る
思
想
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
 
 

る
。
第
二
章
で
は
、
ま
ず
鎌
倉
仏
教
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
て
、
最
 
 

近
の
動
向
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
仏
教
」
 
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
 
 

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
新
仏
教
／
旧
仏
教
と
い
う
二
項
対
立
が
問
題
視
さ
れ
 
 

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
本
書
も
そ
の
動
向
に
則
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
 
 

ら
か
に
す
る
 
（
p
．
悪
）
。
 
 
 

続
い
て
、
本
覚
思
想
と
鎌
倉
新
仏
教
の
関
係
に
関
す
る
従
来
の
研
究
史
 
 

を
整
理
し
て
、
三
つ
に
分
類
す
る
。
第
一
は
天
台
を
新
仏
教
の
母
胎
と
考
 
 

え
る
説
 
（
島
地
大
等
・
上
杉
文
秀
）
、
第
二
は
両
者
を
根
本
的
に
対
立
す
 
 

る
も
の
と
見
る
説
 
（
西
義
雄
・
浅
井
要
麟
・
執
行
海
秀
・
山
内
舜
雄
）
 
で
 
 

あ
る
。
第
二
説
に
関
連
し
て
、
本
覚
思
想
を
道
元
が
批
判
す
る
実
体
論
 
 

的
な
異
端
と
見
る
説
 
（
硲
慈
弘
・
袴
谷
憲
昭
）
 
も
取
り
上
げ
、
果
た
し
 
 

て
本
覚
思
想
が
実
体
論
的
と
見
ら
れ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
と
す
る
 
 

（
p
一
∞
N
）
。
第
三
は
、
両
者
が
弁
証
法
的
に
関
係
を
持
っ
て
成
立
し
た
と
 
 

す
る
説
 
（
田
村
芳
朗
）
 
で
あ
る
。
田
村
説
は
、
ま
ず
本
覚
思
想
の
一
元
論
 
 

に
対
す
る
批
判
と
し
て
法
然
の
二
元
論
的
な
浄
土
教
が
成
立
す
る
が
、
そ
 
 

の
後
、
再
び
親
鸞
・
道
元
・
日
蓮
な
ど
で
は
本
覚
思
想
の
一
元
論
が
取
り
 
 

入
れ
ら
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
 
（
p
．
∞
巴
。
本
書
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
 
 

は
、
こ
の
田
村
説
を
さ
ら
に
批
判
し
て
、
新
た
な
本
覚
思
想
像
を
提
示
し
 
 

よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 
 
 

本
章
の
最
後
に
、
従
来
の
本
覚
思
想
研
究
が
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
た
 
 

こ
と
を
改
め
て
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
 
（
p
p
．
篭
・
諾
）
。
第
一
に
、
本
 
 

覚
思
想
は
仏
教
の
実
践
の
必
要
を
否
定
す
る
も
の
だ
と
い
う
見
方
、
第
二
 
 

に
、
本
覚
思
想
は
知
的
な
抽
象
で
あ
り
、
鎌
倉
新
仏
教
は
そ
れ
を
突
破
す
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

喜
 
 

る
も
の
だ
と
い
う
見
方
、
第
三
に
、
天
台
本
覚
思
想
は
現
実
肯
定
で
あ
る
 
 

の
に
対
し
て
、
鎌
倉
新
仏
教
は
現
実
存
在
の
矛
盾
や
苦
悩
を
見
つ
め
て
い
 
 

る
と
い
う
見
方
、
第
四
は
、
本
覚
思
想
が
教
団
の
腐
敗
と
関
係
し
て
い
る
 
 

と
い
う
見
方
で
あ
る
。
本
書
は
ま
さ
に
、
従
来
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
き
 
 

た
こ
の
よ
う
な
常
識
を
疑
い
、
挑
戦
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
面
目
が
あ
る
。
 
 
 

第
二
部
は
、
本
書
の
中
心
と
な
る
本
覚
思
想
の
研
究
で
あ
る
。
第
三
章
 
 

は
口
伝
法
門
の
系
譜
を
検
討
す
る
。
口
伝
に
は
恵
心
・
檀
那
流
の
口
伝
だ
 
 

け
で
な
く
、
台
密
は
も
ち
ろ
ん
、
山
王
神
道
に
関
す
る
伝
授
や
声
明
に
関
 
 

す
る
口
伝
も
あ
り
、
ま
た
、
戒
潅
頂
の
よ
う
な
儀
礼
も
発
展
し
て
い
る
。
 
 

そ
れ
ら
と
の
関
係
で
本
覚
思
想
の
口
伝
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
そ
れ
と
併
せ
て
、
関
東
へ
の
展
開
が
全
く
新
た
な
形
態
を
生
ん
で
い
 
 

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
 
「
新
仏
教
」
 
と
も
言
え
る
 
 

も
の
で
あ
る
 
（
p
．
－
∽
N
）
。
ま
た
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
黒
田
俊
雄
な
ど
 
 

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
、
本
覚
思
想
が
顕
密
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
1
 
 

だ
と
い
う
説
も
ま
た
、
十
分
な
根
拠
を
も
た
な
い
も
の
と
し
て
再
検
討
さ
 
 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

第
四
章
で
は
、
本
覚
思
想
の
主
要
な
思
想
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 
 

特
に
、
い
わ
ゆ
る
 
「
観
心
釈
」
 
の
問
題
、
四
重
興
廃
の
教
判
、
三
重
七
箇
 
 

法
門
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
著
者
が
挑
戦
す
る
の
 
 

は
、
中
世
天
台
に
お
い
て
学
問
研
究
が
衰
退
し
て
い
た
と
い
う
俗
説
で
あ
 
 

る
 
（
p
」
試
）
。
そ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
確
か
に
中
世
天
台
の
学
問
は
、
 
 

古
代
や
近
代
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
独
自
の
規
則
や
論
理
 
 

を
も
っ
て
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
単
純
に
衰
退
と
見
る
こ
と
が
誤
っ
 
 

て
い
る
こ
と
を
力
説
す
る
 
（
p
」
∞
竺
。
 
 
 

第
五
章
は
著
者
の
新
説
が
も
っ
と
も
直
接
的
に
提
示
さ
れ
る
注
目
す
べ
 
 

き
章
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
著
者
は
第
二
章
で
提
示
し
た
問
題
に
再
び
戻
 
 

る
。
即
ち
そ
れ
は
、
天
台
本
覚
思
想
が
現
象
世
界
の
絶
対
肯
定
 
（
a
n
 
 

a
b
s
O
F
t
e
a
詩
r
m
a
t
i
O
n
O
f
t
h
e
p
h
e
n
O
ヨ
e
コ
a
－
w
O
r
室
 
で
あ
り
、
仏
 
 

教
的
な
実
践
の
必
要
性
を
否
定
し
た
り
、
悪
行
を
合
理
化
し
た
り
す
る
こ
 
 

と
に
な
る
と
い
う
通
説
の
再
検
討
で
あ
る
。
そ
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
 
 

よ
う
な
本
覚
思
想
に
対
し
て
鎌
倉
新
仏
教
が
興
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
実
践
否
定
か
ど
う
か
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
著
者
は
 
『
真
 
 

如
観
』
 
『
三
十
四
箇
事
書
』
 
『
修
禅
寺
決
』
 
を
順
次
取
り
上
げ
て
検
討
す
 
 

る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
明
白
に
止
観
の
実
践
や
 
 

念
仏
・
題
目
を
称
え
る
こ
と
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
 
 

（
p
．
N
－
巴
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
実
践
は
本
覚
思
想
と
ど
の
よ
う
 
 

に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
一
に
、
本
覚
思
想
で
も
ほ
か
の
大
乗
仏
教
一
般
と
同
様
に
、
単
純
に
 
 

あ
る
が
ま
ま
の
現
象
世
界
が
肯
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
生
死
と
浬
襲
 
 

の
区
別
は
き
ち
ん
と
あ
り
、
実
践
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
 
（
p
．
N
－
巴
。
 
 

第
二
に
、
何
も
実
践
す
べ
き
も
の
が
な
い
と
い
う
の
は
、
名
字
即
の
段
階
 
 

で
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
全
く
の
世
俗
的
世
界
内
に
い
る
理
即
の
段
階
 
 

に
関
し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
 
（
p
．
N
－
○
。
第
三
に
、
こ
の
名
 
 

字
即
は
凡
夫
に
は
容
易
に
は
到
達
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
空
や
真
如
の
観
 
 

想
、
経
典
の
読
詞
や
念
仏
・
題
目
を
称
え
る
こ
と
な
ど
が
勧
め
ら
れ
る
。
 
 

本
覚
思
想
は
、
段
階
的
で
な
く
 
（
n
O
n
－
i
n
e
a
r
）
、
不
二
で
あ
り
、
マ
ン
ダ
 
 

ラ
的
で
さ
え
あ
る
実
践
を
提
示
す
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
が
、
決
し
て
実
 
 

践
な
し
で
よ
い
わ
け
で
は
な
い
 
（
p
．
N
－
↓
）
。
第
四
に
、
本
覚
思
想
に
絶
 
 

対
不
二
的
な
表
現
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
ま
ぎ
ま
な
実
 
 

践
と
い
っ
し
ょ
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
覚
思
想
は
厳
密
に
組
織
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さ
れ
た
哲
学
体
系
で
は
な
い
。
む
し
ろ
天
台
の
伝
統
の
総
体
を
解
釈
し
な
 
 

お
そ
う
と
い
う
広
い
視
野
の
取
り
方
で
あ
る
（
p
．
N
－
ご
。
以
上
の
よ
う
 
 

な
検
討
か
ら
、
著
者
は
、
本
覚
思
想
は
修
行
の
必
要
性
を
否
定
す
る
と
い
 
 

う
通
説
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
。
 
 
 

次
に
、
本
覚
思
想
と
悪
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
即
ち
、
無
批
判
的
な
 
 

「
世
界
肯
定
」
は
悪
行
を
合
理
化
す
る
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
、
と
い
 
 

う
問
題
で
あ
る
 
（
p
．
N
－
∞
）
。
著
者
は
、
『
修
禅
寺
決
』
 
に
お
け
る
「
殺
生
 
 

は
こ
れ
止
観
の
内
証
な
り
一
（
日
本
思
想
大
系
『
天
台
本
覚
論
』
、
六
五
 
 

貢
）
 
と
か
、
『
三
十
四
箇
事
書
』
 
に
お
け
る
「
業
即
解
脱
」
 
（
同
、
一
七
九
 
 

貢
）
 
の
箇
所
を
検
討
し
、
そ
れ
が
道
徳
的
な
叙
述
で
は
な
く
、
存
在
論
的
 
 

な
叙
述
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
 
（
p
．
N
－
望
。
さ
ら
に
著
者
は
、
 
 

本
覚
思
想
が
天
台
教
団
の
衰
退
を
表
わ
す
も
の
だ
と
い
う
説
 
（
赤
松
俊
 
 

秀
、
西
義
雄
）
 
を
批
判
し
、
本
覚
思
想
と
当
時
の
教
団
秩
序
の
乱
れ
と
の
 
 

関
係
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
に
し
が
た
い
と
す
る
 
（
p
．
N
N
巴
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
検
討
に
立
っ
て
、
著
者
は
、
「
近
代
の
研
究
者
は
、
法
然
 
 

や
親
鸞
が
悪
行
は
救
済
を
妨
げ
な
い
と
言
う
の
は
、
罪
業
に
満
ち
た
人
た
 
 

ち
へ
救
済
を
広
げ
る
慈
悲
あ
る
行
為
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
様
の
主
張
 
 

を
な
す
中
世
天
台
の
テ
キ
ス
ト
は
、
悪
行
を
是
認
す
る
危
険
な
も
の
だ
と
 
 

特
徴
づ
け
て
き
た
〓
p
一
N
N
∞
）
 
こ
と
に
異
議
を
申
し
立
て
る
。
本
覚
思
 
 

想
は
そ
れ
ほ
ど
新
仏
教
と
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

こ
う
し
て
、
本
覚
思
想
と
新
仏
教
を
対
立
的
に
見
る
従
来
の
見
方
に
対
 
 

し
て
、
著
者
は
両
者
の
同
質
性
に
注
目
す
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
、
ほ
ぼ
 
 

同
時
期
に
同
じ
時
代
の
課
題
に
対
応
し
ょ
う
と
し
た
「
新
仏
教
」
な
の
で
 
 

あ
る
一
（
p
．
N
N
芝
。
両
者
に
共
通
す
る
実
践
の
性
格
と
し
て
、
短
時
間
の
 
 

修
行
で
よ
い
こ
と
、
救
済
は
唯
一
の
条
件
（
唯
一
の
行
）
 
に
依
存
す
る
こ
 
 

と
、
そ
の
行
は
す
べ
て
の
徳
を
包
摂
し
て
い
る
こ
と
、
悪
業
の
障
害
力
も
 
 

妨
げ
と
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
 
 
 

著
者
は
、
こ
の
よ
う
に
本
覚
思
想
と
新
仏
教
の
関
係
を
見
た
う
え
で
、
 
 

そ
れ
に
関
し
て
第
二
章
で
挙
げ
た
従
来
の
三
つ
の
説
に
対
し
て
、
第
四
の
 
 

「
相
互
作
用
論
〓
i
n
t
e
r
a
c
t
i
完
t
h
e
弓
y
）
を
提
出
す
る
。
こ
れ
は
、
天
 
 

台
と
新
仏
教
の
交
渉
が
そ
の
成
立
の
時
期
だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
・
室
町
期
 
 

を
通
じ
て
ず
っ
と
な
さ
れ
て
き
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
部
は
こ
 
 

の
点
を
証
明
す
る
た
め
に
、
新
仏
教
の
中
で
も
日
蓮
と
そ
の
門
流
の
動
き
 
 

を
取
り
上
げ
る
。
第
六
章
は
日
蓮
の
生
涯
と
思
想
を
概
観
し
、
第
七
草
で
 
 

は
日
蓮
門
流
が
天
台
と
交
流
し
な
が
ら
、
そ
の
教
学
に
お
い
て
相
互
影
響
 
 

を
及
ぼ
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
詳
細
は
略
す
が
、
関
東
天
台
 
 

に
お
け
る
止
観
勝
法
華
思
想
を
日
蓮
宗
に
お
け
る
 
『
法
華
経
』
 
の
強
調
に
 
 

対
抗
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
 
 

観
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
論
考
を
終
え
て
、
著
者
は
最
後
に
 
「
結
論
」
 
で
ふ
た
た
び
、
天
 
 

台
本
覚
思
想
は
 
「
現
実
肯
定
」
 
か
と
い
う
問
題
と
、
本
覚
思
想
は
顕
密
イ
 
 

デ
オ
ロ
ギ
1
の
原
型
と
な
る
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
よ
う
な
 
 

単
純
化
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
言
う
と
と
も
に
、
従
来
の
 
「
旧
仏
教
」
 
 

対
「
新
仏
教
」
、
顕
密
正
統
派
対
異
端
と
い
う
二
項
対
立
が
成
り
立
ち
が
 
 

た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
 
（
p
．
い
許
）
。
 
 

＊
 
 
 

以
上
、
本
書
の
概
要
を
記
し
た
。
き
わ
め
て
大
雑
把
な
要
約
で
あ
り
、
 
 

び
っ
し
り
内
容
の
詰
ま
っ
た
本
書
の
重
要
な
問
題
が
落
ち
て
い
る
こ
と
を
 
 

恐
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
大
雑
把
な
要
約
か
ら
だ
け
で
も
、
本
書
が
 
 

如
何
に
重
要
な
問
題
を
捏
起
し
て
い
る
か
知
ら
れ
よ
う
。
著
者
は
多
数
の
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

原
典
を
踏
ま
え
て
文
献
学
的
に
厳
密
な
態
度
を
維
持
し
、
ま
た
、
日
本
の
 
 

研
究
者
の
研
究
に
対
し
て
も
、
ほ
ぼ
完
全
に
網
羅
し
て
読
破
し
て
い
る
。
 
 

本
書
巻
末
の
参
考
文
献
目
録
は
、
現
在
望
み
う
る
最
善
の
本
覚
思
想
に
関
 
 

す
る
文
献
目
録
で
あ
る
。
今
日
、
本
覚
思
想
が
し
ば
し
ば
き
ち
ん
と
し
た
 
 

研
究
の
上
に
立
た
ず
、
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
 
 

る
中
で
、
こ
の
よ
う
に
厳
密
か
つ
着
実
な
研
究
の
基
礎
の
上
に
進
め
る
著
 
 

者
の
論
述
は
き
わ
め
て
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
も
、
著
者
の
論
は
単
に
堅
 
 

実
と
い
う
の
に
留
ま
ら
な
い
。
本
覚
思
想
と
鎌
倉
仏
教
に
関
し
て
、
従
来
 
 

の
定
説
を
完
全
に
書
き
改
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
大
胆
か
つ
新
鮮
な
も
の
 
 

で
あ
る
。
本
書
が
日
本
の
学
界
に
対
し
て
も
提
起
す
る
問
題
は
、
極
め
て
 
 

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

従
来
の
新
仏
教
中
心
論
が
顕
密
体
制
論
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
以
後
、
 
 

八
十
年
代
か
ら
九
十
年
代
に
か
け
て
の
鎌
倉
仏
教
研
究
は
、
一
方
で
は
顕
 
 

密
体
制
論
に
基
づ
く
新
た
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
 
 

で
は
今
度
は
顕
密
体
制
論
の
図
式
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
る
か
と
い
う
 
 

こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
仏
教
学
の
分
野
で
は
、
批
判
仏
教
が
袴
 
 

谷
憲
昭
氏
に
よ
っ
て
本
覚
思
想
批
判
と
い
う
形
で
提
示
さ
れ
た
た
め
に
、
 
 

否
応
な
く
本
覚
思
想
の
再
検
討
と
い
う
問
題
に
向
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
 
 

た
。
ス
ト
ー
ン
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
顕
密
体
制
論
に
お
い
て
も
、
本
 
 

覚
思
想
が
顕
密
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
さ
れ
た
た
め
に
、
本
覚
思
想
に
 
 

は
悪
役
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
書
で
提
出
さ
れ
た
新
し
い
本
覚
思
想
と
鎌
倉
仏
 
 

教
像
は
、
そ
れ
が
唯
一
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
も
の
の
 
（
そ
の
よ
う
な
 
 

説
は
あ
り
え
な
い
）
、
そ
の
十
分
な
検
討
な
し
に
は
今
後
の
日
本
仏
教
研
 
 

究
が
先
に
進
め
な
い
よ
う
な
、
顕
密
体
制
論
と
批
判
仏
教
以
後
の
大
き
な
 
 

一
里
塚
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
検
討
に
は
十
分
の
時
間
と
 
 

ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
、
こ
こ
で
軽
々
し
く
論
評
す
る
こ
と
は
で
き
な
 
 

い
。
し
か
し
、
あ
え
て
そ
れ
を
承
知
で
、
い
く
つ
か
思
い
つ
く
こ
と
を
雑
 
 

駁
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
 
 
 

ま
ず
本
覚
思
想
自
体
の
問
題
で
あ
る
が
、
著
者
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
 
 

確
か
に
本
覚
思
想
も
実
践
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
単
純
に
修
行
不
要
論
と
 
 

は
言
え
な
い
。
当
時
の
仏
教
界
の
さ
ま
ぎ
ま
な
論
調
を
見
る
と
、
修
行
を
 
 

な
い
が
し
ろ
に
し
た
り
、
煩
悩
や
悪
行
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
よ
い
と
い
 
 

う
よ
う
な
言
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
立
川
流
系
の
真
 
 

言
で
あ
っ
た
り
、
法
然
系
の
念
仏
で
あ
っ
た
り
で
あ
り
、
天
台
の
本
覚
思
 
 

想
が
直
接
に
批
判
の
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
当
時
本
 
 

覚
思
想
が
修
行
不
要
論
と
見
ら
れ
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
 
 
 

で
は
、
そ
れ
が
積
極
的
に
修
行
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
か
と
い
う
 
 

と
、
確
か
に
念
仏
や
唱
題
を
勧
め
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
よ
り
抽
象
的
 
 

で
あ
っ
て
、
は
っ
き
り
し
た
修
行
を
示
さ
な
い
場
合
も
多
く
、
一
種
の
 
 

「
あ
る
が
ま
ま
主
義
」
を
説
い
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
箇
所
も
多
い
。
も
 
 

ち
ろ
ん
直
接
説
い
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
修
行
が
前
提
と
さ
れ
て
い
 
 

な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
、
中
国
禅
の
場
合
と
較
べ
て
 
 

み
る
と
分
り
や
す
い
。
 
 
 

馬
祖
系
の
洪
州
禅
は
 
「
平
常
心
是
道
」
「
即
心
是
仏
」
な
ど
と
説
き
、
 
 

日
常
性
を
そ
の
ま
ま
禅
の
境
地
と
認
め
る
も
の
と
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
馬
 
 

祖
系
の
禅
が
修
行
を
行
な
わ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
言
説
化
さ
 
 

れ
た
こ
の
よ
う
な
モ
ッ
ト
ー
が
、
し
ば
し
ば
修
行
不
要
の
「
た
だ
ご
と
 
 

禅
」
と
解
さ
れ
る
余
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
と
較
 
 

べ
る
と
き
、
本
覚
思
想
の
場
合
も
同
様
に
、
決
し
て
修
行
を
欠
く
わ
け
で
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は
な
く
て
も
、
言
説
化
さ
れ
た
文
献
に
お
い
て
、
修
行
不
要
論
的
に
読
み
 
 

取
ら
れ
う
る
箇
所
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
修
 
 

行
不
要
論
と
た
だ
ち
に
一
致
す
る
も
の
で
な
く
て
も
、
そ
れ
と
通
底
す
る
 
 

共
通
性
を
見
る
こ
と
は
必
ず
し
も
間
違
い
と
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
 
 

う
か
。
 
 
 

あ
る
い
は
ま
た
、
禅
を
喩
え
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
考
 
 

え
合
わ
さ
れ
る
。
禅
で
は
、
悟
る
前
も
「
山
は
こ
れ
山
、
川
は
こ
れ
川
」
 
 

で
あ
り
、
悟
っ
た
後
も
「
山
は
こ
れ
山
、
川
は
こ
れ
川
」
 
で
あ
る
が
、
悟
 
 

る
前
と
悟
っ
た
後
は
同
じ
か
否
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
い
ち
ば
ん
分
 
 

り
や
す
い
答
は
、
言
説
的
に
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
境
 
 

地
は
異
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
凡
夫
の
「
山
は
こ
れ
山
、
川
は
こ
 
 

れ
川
」
 
は
、
一
度
否
定
を
通
し
て
、
悟
っ
た
境
地
と
し
て
の
 
「
山
は
こ
れ
 
 

山
、
川
は
こ
れ
川
」
 
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
分
 
 

り
や
す
い
が
き
わ
め
て
俗
的
な
解
釈
で
あ
る
。
も
う
一
面
で
は
、
悟
ろ
う
 
 

が
悟
る
ま
い
が
、
山
や
川
が
変
わ
る
は
ず
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
 
 

る
。
両
者
の
関
係
は
、
「
同
に
あ
ら
ず
、
異
に
あ
ら
ず
」
と
言
わ
れ
る
よ
 
 

う
な
微
妙
な
緊
張
関
係
に
あ
り
、
そ
こ
に
禅
の
妙
味
が
あ
る
と
も
言
え
 
 

る
。
そ
れ
と
較
べ
る
と
き
、
本
覚
思
想
に
お
い
て
も
、
ス
ト
ー
ン
氏
の
言
 
 

う
よ
う
に
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
論
が
あ
く
ま
で
名
字
即
の
段
階
に
至
っ
て
 
 

言
え
る
こ
と
で
、
凡
夫
の
埋
即
の
状
態
で
言
え
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
 
 

う
解
釈
は
、
確
か
に
一
見
筋
は
通
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
覚
思
 
 

想
の
も
つ
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
問
題
性
を
摘
み
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
な
 
 

い
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
 
 
 

さ
ら
に
ま
た
、
「
凡
夫
は
凡
夫
の
ま
ま
で
よ
い
」
 
と
い
う
本
覚
思
想
的
 
 

な
命
題
は
、
「
凡
夫
は
仏
で
あ
る
」
と
い
う
一
般
の
大
乗
的
な
命
題
と
全
 
 

く
異
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
後
者
で
は
凡
夫
を
離
脱
し
た
段
階
で
初
め
 
 

て
言
え
る
と
い
う
解
釈
が
問
題
な
く
成
り
立
つ
が
、
前
者
で
は
そ
の
よ
う
 
 

な
解
釈
は
矛
盾
を
惹
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。
何
故
な
ら
ば
、
凡
夫
で
な
く
 
 

な
っ
た
状
態
で
、
初
め
て
 
「
凡
夫
は
凡
夫
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
い
う
命
題
 
 

が
成
り
立
つ
と
し
た
ら
、
決
し
て
凡
夫
の
ま
ま
で
よ
い
こ
と
に
は
な
ら
な
 
 

い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

著
者
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
覚
思
想
に
お
け
る
悪
や
煩
悩
の
肯
定
は
 
 

批
判
的
に
見
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
法
然
や
親
鸞
の
場
合
は
高
く
評
価
さ
 
 

れ
る
と
い
う
近
代
の
研
究
の
歪
み
は
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
そ
 
 

れ
は
、
本
覚
思
想
も
法
然
や
親
鸞
と
同
様
に
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
方
向
と
同
時
に
、
そ
れ
と
逆
の
方
向
も
考
え
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
法
然
や
親
鸞
に
お
い
て
、
悪
人
や
煩
悩
に
満
ち
 
 

た
衆
生
の
救
済
の
道
が
積
極
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
 
 

か
し
他
方
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
法
然
系
の
浄
土
教
教
団
は
修
行
を
 
 

な
い
が
し
ろ
に
し
、
悪
を
は
し
い
ま
ま
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
か
 
 

ら
す
で
に
批
判
の
対
象
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
近
代
に
至
っ
 
 

て
も
、
中
国
の
仏
教
者
楊
文
会
が
 
『
選
択
集
』
 
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
 
 

よ
う
に
、
そ
の
思
想
は
仏
教
と
し
て
は
異
端
性
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
法
 
 

然
や
親
鸞
だ
か
ら
全
面
的
に
す
ば
ら
し
い
、
と
い
う
よ
う
な
評
価
は
考
え
 
 

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

新
仏
教
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
著
者
も
認
め
る
よ
う
 
 

に
、
も
は
や
新
仏
教
対
旧
仏
教
と
い
う
二
項
対
立
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
 
 

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
旧
仏
教
の
教
学
で
も
、
鎌
倉
時
代
に
は
新
た
な
展
開
 
 

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
が
新
仏
教
で
あ
 
 

る
と
い
う
こ
と
さ
え
で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
「
本
覚
思
想
と
新
仏
教
の
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介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

苦
 
 

関
係
」
と
い
う
問
題
設
定
そ
の
も
の
が
無
効
に
な
り
、
著
者
が
提
示
す
る
 
 

両
者
の
「
相
互
作
用
論
も
、
ま
だ
「
新
仏
教
」
な
る
も
の
を
前
提
と
し
 
 

た
論
と
し
て
、
不
徹
底
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

確
か
に
第
三
部
で
展
開
さ
れ
る
天
台
系
と
日
蓮
系
の
相
互
交
渉
は
、
そ
 
 

れ
自
体
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
室
町
期
に
な
る
と
、
仏
教
界
 
 

の
状
況
は
大
き
く
変
わ
る
の
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
鎌
倉
仏
教
の
問
題
が
そ
 
 

の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
鎌
倉
期
に
関
し
て
、
 
 

従
来
の
新
仏
教
と
い
う
呼
称
を
便
宜
的
に
あ
る
程
度
認
め
る
と
し
て
も
、
 
 

室
町
期
に
は
す
で
に
そ
の
よ
う
な
呼
称
を
通
用
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。
例
 
 

え
ば
、
五
山
の
禅
宗
を
新
仏
教
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
あ
ま
り
適
切
な
感
 
 

じ
が
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
三
郡
は
、
い
わ
ば
第
一
■
部
と
は
別
の
問
題
と
 
 

し
て
新
た
に
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
第
二
部
の
問
題
に
接
 
 

続
さ
せ
て
、
第
三
部
に
お
け
る
天
台
と
日
蓮
系
の
交
渉
を
典
型
と
し
て
、
 
 

本
覚
思
想
と
新
仏
教
の
関
係
を
代
表
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
 
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

以
上
、
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま
に
い
さ
さ
か
著
者
の
説
に
疑
問
を
呈
し
て
 
 

み
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
著
者
の
成
し
遂
げ
た
大
き
な
成
果
を
 
 

認
め
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
し
て
議
論
を
発
展
さ
せ
た
い
と
願
 
 

う
か
ら
で
あ
り
、
著
者
の
成
果
を
否
定
す
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
で
 
 

あ
ろ
う
。
本
書
が
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
日
本
の
学
界
で
は
い
 
 

ま
だ
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
思
い
、
こ
こ
に
紹
介
す
 
 

る
と
と
も
に
、
そ
の
議
論
の
緒
に
な
れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ
る
。
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一
意
図
お
よ
び
特
徴
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以
下
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ミ
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き
豆
Q
 
S
c
ぎ
已
は
画
期
的
な
著
作
で
あ
る
。
本
書
は
主
と
し
て
欧
米
に
 
 

お
い
て
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
著
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
京
 
 

都
学
派
を
は
じ
め
と
す
る
「
日
本
哲
学
」
 
の
研
究
成
果
発
表
は
海
外
に
お
 
 

い
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
は
日
本
哲
学
を
仏
教
思
想
 
 

の
亜
流
と
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
た
だ
表
面
上
の
翻
訳
に
と
 
 

ど
ま
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
哲
学
の
特
徴
を
正
し
く
把
握
し
た
 
 

上
で
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
本
書
は
正
確
な
日
本
哲
学
 
 

（
京
都
学
派
）
 
理
解
に
基
づ
く
数
少
な
い
海
外
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
京
都
学
派
が
仏
教
思
想
の
単
な
る
亜
流
で
な
い
こ
と
に
関
し
 
 

て
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
「
私
は
、
こ
の
本
を
伝
統
的
哲
学
思
想
 
 

の
範
囲
に
限
る
た
め
に
、
仏
教
思
想
へ
の
逸
脱
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
こ
 
 

れ
を
除
外
し
た
。
と
い
う
の
も
、
私
は
京
都
学
派
の
哲
学
者
た
ち
が
属
す
 
 

る
の
は
、
仏
教
の
学
問
の
世
界
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
範
囲
で
あ
っ
た
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と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
」
 
（
二
五
貢
）
。
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
が
こ
の
よ
う
に
明
 
 

快
に
主
張
す
る
背
景
に
は
、
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
る
氏
の
着
実
で
献
 
 

身
的
な
京
都
学
派
研
究
が
存
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
同
 
 

時
に
、
本
書
を
著
す
に
至
ら
し
め
た
氏
独
自
の
意
図
が
そ
こ
に
存
し
て
い
 
 

る
こ
と
に
も
注
意
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
図
と
は
、
京
都
学
派
の
哲
 
 

学
は
一
定
の
「
世
界
的
哲
学
」
a
 
w
O
ユ
d
 
p
h
i
－
O
S
O
p
h
y
と
い
う
開
か
れ
 
 

た
視
点
か
ら
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
 
 

は
ま
ず
氏
の
次
の
よ
う
な
主
張
に
よ
っ
て
逆
説
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
 
 

「
西
田
が
作
り
出
し
た
用
語
群
が
、
西
洋
哲
学
の
中
に
同
等
の
も
の
が
存
 
 

在
し
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
翻
訳
さ
え
も
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
 
－
 
 

つ
ま
り
そ
れ
は
、
西
田
の
文
化
的
、
言
語
的
背
景
を
共
有
し
て
い
る
も
の
 
 

に
の
み
本
当
は
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
だ
が
 
 
に
ほ
く
ほ
く
し
て
 
 

い
る
日
本
人
読
者
が
い
る
が
、
彼
ら
は
西
田
が
目
指
し
た
目
標
を
と
ら
え
 
 

そ
こ
ね
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
西
田
の
思
想
を
西
田
が
向
け
た
の
と
は
正
 
 

反
対
の
方
向
へ
と
押
し
や
っ
て
い
る
」
 
（
三
七
頁
）
。
 
 
 

そ
れ
で
は
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
が
見
る
、
西
田
の
 
（
そ
し
て
京
都
学
派
全
体
 
 

が
）
 
目
指
し
た
ゴ
ー
ル
地
点
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
 
 

う
か
。
そ
れ
は
、
東
洋
的
、
仏
教
的
な
発
想
を
も
っ
て
西
洋
哲
学
と
対
話
 
 

し
な
が
ら
、
両
者
が
互
い
に
批
判
、
影
響
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
 
 

前
提
、
限
界
を
超
え
、
世
界
的
哲
学
を
築
い
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
っ
た
 
（
七
 
 

九
頁
）
。
し
た
が
っ
て
京
都
学
派
の
特
殊
な
用
語
群
は
、
閉
じ
ら
れ
た
 
 

も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
 
「
普
遍
的
哲
学
用
語
」
a
 
u
n
i
完
r
S
a
－
 
 

i
d
i
O
ヨ
O
f
 
p
h
〓
O
S
O
p
h
y
と
い
う
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
 
 

必
要
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
氏
の
力
強
い
主
張
も
こ
の
よ
う
な
「
世
界
的
 
 

哲
学
」
 
に
対
す
る
京
都
学
派
の
責
献
の
可
能
性
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
 
 

い
え
る
。
「
私
は
次
の
よ
う
に
二
苧
つ
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
。
カ
ン
ト
や
ヘ
 
 

ー
ゲ
ル
以
後
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
デ
カ
ル
ト
を
読
む
方
法
が
変
わ
っ
た
 
 

よ
う
に
、
西
田
、
田
辺
、
西
谷
を
読
ん
だ
後
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
デ
 
 

カ
ル
ト
や
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
や
ニ
ー
チ
ェ
に
対
す
る
 
 

我
々
の
読
み
は
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
 
（
八
九
頁
）
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
「
世
界
的
哲
学
」
 
へ
の
貢
献
と
い
う
京
都
学
派
の
試
み
 
 

は
、
実
際
に
お
い
て
は
多
く
の
困
難
を
伴
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
具
体
的
困
 
 

難
と
し
て
は
た
と
え
ば
政
治
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
京
都
学
派
に
お
け
 
 

る
政
治
 
（
あ
る
い
は
戦
争
協
力
）
 
の
問
題
を
含
む
文
化
論
に
関
し
て
は
、
 
 

実
に
本
書
全
体
の
五
分
の
一
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
 
 

っ
て
本
書
は
京
都
学
派
に
よ
る
戦
争
へ
の
協
力
の
有
無
を
詮
索
し
た
り
、
 
 

あ
る
い
は
協
力
と
疑
わ
れ
う
る
よ
う
な
行
為
‥
王
張
を
糾
弾
し
た
り
す
る
 
 

の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
の
見
解
は
、
「
本
来
の
 
 

目
的
で
は
な
く
、
逸
脱
に
す
ぎ
な
い
」
 
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
す
べ
て
の
困
難
が
こ
の
よ
う
な
「
逸
脱
」
 
と
し
て
関
わ
っ
て
 
 

く
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
来
我
々
が
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
 
 

む
し
ろ
逆
の
、
本
質
的
な
仕
方
で
関
わ
っ
て
く
る
困
難
で
あ
る
。
ハ
イ
ジ
 
 

ッ
ク
氏
は
そ
の
よ
う
な
困
難
と
し
て
、
言
語
の
問
題
を
指
摘
す
る
。
そ
も
 
 

そ
も
日
本
に
は
西
洋
に
お
け
る
よ
う
な
哲
学
の
伝
統
が
な
い
た
め
に
、
哲
 
 

学
に
関
し
て
、
そ
の
用
語
に
お
い
て
も
文
体
に
お
い
て
も
独
特
の
も
の
を
 
 

創
出
せ
ぎ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
通
じ
て
京
都
 
 

学
派
が
目
指
し
て
い
た
も
の
は
、
普
遍
的
哲
学
用
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
 
 

け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
意
図
を
汲
ん
だ
場
合
、
日
本
語
特
有
の
ニ
 
 

ュ
ア
ン
ス
が
現
在
か
え
っ
て
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
と
氏
は
見
る
。
こ
こ
 
 

に
い
た
っ
て
氏
は
大
胆
な
主
張
を
行
う
。
そ
れ
は
「
京
都
学
派
の
著
作
は
 
 

0
 
 

0
 
 

2
 
 

0
 
 



介
 
 

紹
 
 

と
 
 

評
 
 

書
 
 

翻
訳
を
通
じ
て
も
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
 
（
二
〇
頁
）
 
と
い
う
も
 
 

の
で
あ
る
。
氏
は
日
本
語
で
京
都
学
派
の
著
作
を
読
む
こ
と
の
重
要
性
を
 
 

否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
京
都
学
派
が
目
指
し
た
も
の
が
 
「
世
界
的
 
 

哲
学
」
 
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
確
か
に
そ
の
特
殊
な
用
語
を
た
だ
日
本
語
 
 

の
範
囲
内
に
の
み
と
ど
め
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
。
「
西
田
、
田
辺
、
 
 

西
谷
の
作
品
を
読
む
人
は
、
東
洋
的
な
イ
デ
ィ
オ
ム
の
複
雑
な
あ
い
ま
い
 
 

さ
に
よ
っ
て
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
不
可
解
な
る
東
洋
の
精
神
が
醸
し
 
 

出
す
神
秘
的
雰
囲
気
に
恐
れ
る
必
要
は
な
い
」
 
（
同
）
 
と
い
っ
た
氏
の
主
 
 

張
は
、
言
語
的
文
化
的
差
異
を
超
え
包
む
「
世
界
」
「
普
遍
」
と
い
っ
た
 
 

次
元
の
高
み
へ
と
京
都
学
派
の
思
想
を
も
た
ら
そ
う
、
そ
の
た
め
の
手
段
 
 

と
し
て
翻
訳
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
「
世
界
」
 
の
高
み
へ
と
京
都
学
派
の
思
想
を
持
 
 

ち
込
ん
だ
場
合
、
「
世
界
的
哲
学
」
 
に
貢
献
す
る
可
能
性
の
あ
る
思
想
と
 
 

し
て
い
っ
た
い
何
が
残
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
が
本
書
の
表
題
と
 
 

も
な
っ
て
い
る
「
無
」
コ
O
t
h
i
n
g
n
e
s
s
の
思
想
で
あ
る
。
無
の
思
想
は
、
 
 

あ
る
時
は
倫
理
の
問
題
と
し
て
、
ま
た
あ
る
時
は
真
の
実
在
の
問
題
と
し
 
 

て
、
さ
ら
に
は
宗
教
の
問
題
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
わ
た
っ
て
京
都
 
 

学
派
の
共
通
の
根
本
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
共
通
根
本
前
提
 
 

と
し
て
の
無
の
諸
相
を
西
田
、
田
辺
、
西
谷
三
者
の
思
想
に
注
目
す
る
こ
 
 

と
で
概
観
す
る
の
が
本
書
の
意
図
で
あ
る
。
 
 

二
 
構
成
お
よ
び
内
容
 
 
 

次
に
本
書
の
構
成
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
 
 

い
。
主
要
部
は
三
幸
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
西
田
、
田
辺
、
西
谷
の
思
 
 

想
紹
介
に
そ
れ
ぞ
れ
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
紹
介
の
仕
方
は
各
思
想
家
 
 

の
思
想
を
漫
然
と
要
約
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
各
思
想
家
の
思
想
 
 

の
核
心
に
あ
た
る
部
分
に
関
し
て
紙
数
を
多
く
割
き
、
時
に
は
重
要
な
二
 
 

次
文
献
か
ら
の
引
用
や
ハ
イ
ジ
ツ
ク
氏
自
身
の
論
評
も
加
わ
り
つ
つ
論
が
 
 

展
開
さ
れ
る
。
一
方
、
思
想
の
末
節
と
思
わ
れ
る
部
分
に
関
し
て
は
大
胆
 
 

な
削
除
も
加
え
ら
れ
る
。
 
 
 

西
田
、
田
辺
、
西
谷
の
三
人
に
均
等
に
一
章
ず
つ
を
分
配
し
た
こ
と
に
 
 

関
し
て
は
、
ハ
イ
ジ
ツ
タ
氏
自
身
が
論
中
で
そ
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
 
 

「
三
者
が
 
「
学
派
」
を
形
成
し
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
三
者
 
 

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
か
な
り
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
い
く
つ
か
の
 
 

最
初
の
試
み
で
は
私
は
彼
ら
の
哲
学
を
と
り
ま
と
め
て
措
こ
う
と
し
た
。
 
 

そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
作
品
を
そ
の
ま
ま
読
ん
だ
際
に
は
必
ず
し
も
明
 
 

ら
か
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
相
互
影
響
の
多
く
の
糸
を
明
ら
か
に
す
る
手
 
 

助
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
 
し
か
し
、
す
 
 

ぐ
に
気
が
つ
い
た
の
だ
が
、
用
語
と
主
要
な
概
念
に
お
け
る
重
複
は
、
ニ
 
 

ュ
ア
ン
ス
に
お
け
る
重
要
な
違
い
を
混
合
し
て
表
面
上
の
虚
飾
へ
と
変
え
 
 

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
観
念
論
的
、
 
 

哲
学
的
概
念
に
も
匹
敵
す
る
、
三
者
が
な
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
貢
献
を
正
当
 
 

に
評
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」
 
（
二
四
頁
）
。
た
だ
し
、
氏
が
綿
密
な
 
 

計
画
を
立
て
、
共
有
し
て
い
る
部
分
は
共
有
し
て
い
る
部
分
と
し
て
扱
っ
 
 

て
い
る
の
で
、
こ
の
構
成
に
よ
っ
て
、
三
者
の
相
互
影
響
関
係
の
解
明
が
 
 

お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

そ
し
て
こ
れ
ら
中
核
の
三
幸
の
前
後
に
、
「
方
向
づ
け
」
O
r
i
e
コ
t
a
・
 
 

t
i
O
n
、
「
展
望
」
P
r
O
S
p
e
C
t
u
S
と
題
さ
れ
た
章
が
配
置
さ
れ
、
本
書
の
意
 
 

図
と
展
望
と
が
集
中
的
に
論
述
さ
れ
る
。
さ
ら
に
最
後
に
詳
細
な
注
と
一
 
 

覧
が
付
さ
れ
て
い
る
。
注
の
ス
タ
イ
ル
は
独
特
な
も
の
で
あ
る
。
注
は
 
 

1
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2
 
 
 



各
々
の
節
に
対
応
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
は
引
用
文
の
 
 

出
典
と
参
考
文
献
の
紹
介
の
ほ
か
、
そ
の
節
の
内
容
に
関
連
す
る
論
争
、
 
 

ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
自
身
の
見
解
な
ど
も
あ
わ
せ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
注
が
 
 

こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
一
言
あ
る
。
「
こ
の
 
 

本
は
入
門
書
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
私
自
身
の
結
論
や
判
断
に
関
し
て
も
 
 

述
べ
た
本
で
あ
る
。
私
の
う
ち
に
は
私
自
身
の
見
解
や
他
書
と
の
解
釈
の
 
 

相
違
な
ど
も
当
然
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
偽
装
し
ょ
う
と
も
思
わ
な
い
 
 

が
、
し
か
し
私
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
私
が
描
こ
う
と
し
て
い
る
よ
り
大
き
 
 

な
画
を
乱
さ
れ
る
の
を
望
ま
な
い
。
そ
れ
で
私
は
こ
の
種
の
議
論
の
ほ
と
 
 

ん
ど
を
注
へ
と
移
し
た
の
で
あ
る
」
 
（
二
五
六
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
手
法
 
 

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
、
「
本
文
に
お
け
る
す
っ
き
り
と
し
た
論
旨
展
開
」
 
 

と
「
注
に
お
け
る
詳
細
な
分
析
と
結
論
」
と
い
う
二
重
構
造
に
よ
っ
て
、
 
 

本
書
は
入
門
者
も
専
門
家
も
と
も
に
満
足
さ
せ
る
内
容
を
実
現
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

次
に
、
本
書
に
お
け
る
西
田
、
田
辺
、
西
谷
、
三
者
の
思
想
の
紹
介
の
 
 

さ
れ
か
た
に
関
し
て
、
そ
の
本
質
的
な
部
分
に
関
し
て
概
観
を
試
み
た
 
 
 

ヽ
 
√
 
 

し
 
 
 

ハ
イ
ジ
ツ
タ
氏
が
西
田
に
対
し
て
加
え
る
概
括
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
 
 

あ
る
。
「
西
田
哲
学
は
、
体
系
的
な
哲
学
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
 
 

い
く
つ
か
の
基
本
的
な
問
題
を
哲
学
的
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
 
 

意
味
で
は
、
西
田
の
思
索
は
円
を
措
く
よ
う
な
歩
み
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
 
 

の
円
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、
し
か
し
、
円
の
外
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
 
 

た
。
そ
こ
に
は
大
き
な
転
回
点
も
破
綻
も
な
い
」
 
（
一
〇
四
貢
）
。
 
 
 

そ
れ
で
は
西
田
が
一
貫
し
て
歩
み
続
け
た
円
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
 
 

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
を
通
じ
て
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
は
そ
れ
を
自
己
 
 

同
一
s
e
宇
i
d
e
n
t
i
t
y
の
問
題
に
見
て
い
る
。
西
田
は
自
己
を
二
重
の
意
 
 

味
か
ら
用
い
て
い
る
。
一
つ
は
「
自
分
自
身
の
も
っ
と
も
根
源
的
な
性
 
 

質
」
 
の
意
味
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
「
そ
れ
自
体
で
干
渉
な
し
に
自
発
 
 

的
に
発
生
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
西
田
の
自
 
 

覚
a
w
a
r
e
n
e
浣
の
概
念
は
、
西
洋
語
に
お
い
て
は
a
u
t
〇
・
a
W
a
r
e
n
e
S
S
 
 

O
f
t
h
e
s
e
－
f
の
意
味
で
と
ら
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
 
（
五
 
 

〇
頁
）
。
こ
の
a
u
t
？
の
要
素
は
自
己
同
一
の
問
題
へ
も
継
承
さ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

そ
し
て
自
己
同
一
の
問
題
の
核
心
は
、
主
観
と
客
観
、
過
去
と
未
来
、
 
 

一
と
多
、
否
定
と
肯
定
と
い
っ
た
絶
対
的
に
矛
盾
す
る
事
柄
を
束
ね
る
こ
 
 

と
、
す
な
わ
ち
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
t
h
e
s
e
－
f
・
i
d
e
n
t
i
t
y
O
f
a
b
s
O
－
u
t
e
 
 

c
O
n
t
r
a
d
i
c
t
O
r
i
e
s
の
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
 
 

自
己
同
一
の
形
は
、
伝
統
的
な
A
＝
A
と
い
う
形
で
は
な
く
、
A
即
非
 
 

A
A
．
i
n
主
O
t
．
A
i
s
A
と
い
う
形
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
A
は
一
度
n
O
t
・
A
 
 

と
い
う
否
定
を
通
じ
て
開
か
れ
る
こ
と
で
か
え
っ
て
A
と
し
て
定
立
さ
れ
 
 

る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

n
O
t
．
A
を
通
じ
て
自
己
が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
A
の
根
底
に
絶
 
 

対
的
に
A
を
否
定
す
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
絶
対
 
 

無
a
b
s
0
1
u
｛
e
n
O
t
h
i
n
g
n
e
s
s
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
。
絶
対
無
は
、
絶
 
 

対
に
A
な
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
か
え
っ
て
A
の
完
全
な
姿
を
写
し
出
 
 

す
。
逆
に
い
え
ば
、
A
の
完
全
な
る
自
己
定
立
は
、
そ
の
根
底
に
絶
対
無
 
 

が
存
し
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。
か
く
し
て
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
考
 
 

え
は
、
そ
の
根
底
に
絶
対
無
を
お
く
こ
と
で
、
す
べ
て
の
実
在
を
完
全
な
 
 

も
の
と
な
す
唯
一
の
絶
対
的
自
発
的
原
理
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
 
 

る
。
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次
に
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
の
見
る
田
辺
思
想
の
要
点
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
 
 

と
に
し
た
い
。
田
辺
の
思
想
的
重
要
性
は
、
絶
対
無
に
基
づ
く
哲
学
体
系
 
 

を
西
田
と
は
違
っ
た
観
点
、
方
法
か
ら
体
系
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
田
辺
 
 

は
「
絶
対
媒
介
」
 
の
概
念
か
ら
出
発
し
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
 
「
種
の
論
 
 

理
」
を
生
み
出
し
、
『
慨
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
 
〔
以
下
、
『
俄
悔
道
』
と
 
 

略
す
〕
 
に
至
っ
た
。
田
辺
哲
学
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
「
種
の
論
理
」
と
 
 

『
俄
悔
道
』
を
二
大
峰
嶺
と
見
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
 
 

の
立
場
も
こ
れ
に
同
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
は
 
「
種
の
論
理
」
を
四
段
階
に
わ
け
て
分
析
す
る
。
そ
 
 

し
て
そ
れ
ら
四
段
階
の
う
ち
三
つ
を
肯
定
的
に
と
ら
え
、
一
つ
を
否
定
的
 
 

に
見
る
。
肯
定
的
に
見
ら
れ
る
の
は
、
種
を
絶
対
媒
介
の
弁
証
法
に
お
け
 
 

る
存
在
論
的
役
割
と
す
る
段
階
、
種
の
基
体
を
社
会
文
化
的
実
体
、
す
な
 
 

わ
ち
民
族
社
会
e
t
h
n
i
c
s
O
C
i
e
t
y
と
見
る
段
階
、
種
の
究
極
の
根
底
を
絶
 
 

対
無
と
す
る
段
階
、
の
三
つ
で
あ
り
、
否
定
的
に
見
ら
れ
る
の
は
、
国
家
 
 

の
基
礎
を
種
族
的
あ
る
い
は
文
化
的
特
異
性
に
お
く
段
階
で
あ
る
。
要
す
 
 

る
に
氏
は
、
種
の
論
理
の
理
論
的
側
面
で
の
発
展
を
是
と
見
、
対
し
て
実
 
 

践
的
側
面
を
否
と
見
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
、
三
つ
を
肯
定
、
一
つ
を
否
定
と
い
う
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
の
態
度
は
 
 

『
懐
悔
道
』
 
の
評
価
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
『
俄
悔
 
 

道
』
 
の
思
想
は
、
氏
に
よ
れ
ば
、
種
の
論
理
の
根
本
的
再
構
成
で
は
な
 
 

く
、
「
新
し
く
よ
り
根
本
的
な
土
台
」
 
（
一
五
七
真
）
 
の
提
供
で
あ
っ
た
。
 
 

氏
は
、
こ
れ
以
後
田
辺
の
思
想
は
二
つ
の
中
心
を
持
つ
楕
円
の
よ
う
な
形
 
 

と
な
っ
た
と
い
う
。
二
つ
の
中
心
と
は
、
「
絶
対
批
判
」
と
「
他
力
」
で
 
 

あ
る
。
絶
対
批
判
の
思
想
は
、
自
己
批
判
の
頂
点
に
達
し
た
理
性
が
自
己
 
 

分
裂
の
危
機
に
直
面
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
絶
対
無
限
者
に
の
み
 
 

可
能
な
真
の
自
己
同
一
を
実
現
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
理
性
が
自
己
 
 

の
越
権
僧
上
を
俄
悔
し
て
自
己
の
罪
を
悔
い
、
自
己
の
有
限
性
を
自
覚
す
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
超
越
的
に
復
活
さ
せ
ら
れ
、
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
 
 

す
る
。
し
た
が
っ
て
憮
悔
は
絶
対
者
へ
の
出
会
い
 
（
他
力
）
 
へ
と
至
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
 
 
 

か
く
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
中
心
が
、
往
還
二
種
の
回
向
と
結
び
つ
け
ら
 
 

れ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
『
慨
悔
道
』
 
の
思
想
は
真
の
自
己
が
道
 
 

徳
的
理
想
を
実
現
す
る
実
践
p
r
a
已
s
の
立
場
へ
と
逢
着
す
る
。
さ
き
に
 
 

種
の
論
理
に
お
い
て
否
定
的
に
見
ら
れ
た
実
践
の
側
面
は
、
そ
の
根
底
が
 
 

「
絶
対
批
判
、
「
他
力
」
 
へ
と
深
め
ら
れ
る
こ
と
で
自
己
の
有
限
性
の
自
 
 

覚
に
基
づ
く
実
践
、
宗
教
的
実
践
の
次
元
へ
と
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
 
 
 

最
後
に
西
谷
の
思
想
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
西
谷
は
、
西
田
と
田
辺
 
 

両
方
の
思
想
を
継
ぐ
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
 
 
 

西
谷
の
思
想
の
核
心
は
そ
の
卓
越
し
た
宗
教
哲
学
に
求
め
ら
れ
る
。
 
 

特
に
欧
米
に
お
い
て
は
、
主
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
が
R
e
】
i
g
i
O
n
 
a
n
d
 
 

N
O
t
h
i
コ
g
n
e
S
S
の
題
で
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
登
場
が
海
外
の
京
都
学
派
哲
 
 

学
研
究
に
お
け
る
画
期
的
事
件
と
な
っ
た
事
情
も
相
ま
っ
て
、
本
書
に
お
 
 

い
て
は
西
谷
の
宗
教
哲
学
の
解
説
に
多
く
が
割
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
 
 

中
か
ら
い
ま
特
に
「
空
の
立
場
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

西
田
や
田
辺
が
自
ら
の
根
本
的
立
脚
点
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
「
論
理
 
 

の
語
を
使
用
し
た
の
に
対
し
て
西
谷
は
「
立
場
」
 
の
語
を
使
う
。
ハ
イ
ジ
 
 

ッ
ク
氏
に
よ
れ
ば
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
の
理
由
は
、
人
 
 

が
よ
っ
て
た
つ
根
底
が
揺
れ
動
き
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
地
平
が
拡
が
る
 
 

と
い
う
事
態
（
無
論
そ
こ
に
彼
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
が
本
質
的
に
関
わ
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っ
て
く
る
）
 
を
表
現
す
る
の
に
、
西
谷
が
西
田
の
 
「
場
所
の
論
理
」
 
よ
り
 
 

も
ニ
ー
チ
ェ
の
 
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
ー
に
む
し
ろ
共
感
を
覚
え
た
 
 

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
理
由
は
、
西
谷
が
、
世
界
が
客
観
的
で
リ
 
 

ア
ル
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
、
主
観
的
で
虚
構
に
満
ち
た
も
の
 
 

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
の
 
「
中
道
」
、
す
な
わ
ち
こ
の
両
者
を
 
 

一
つ
の
実
在
の
両
極
と
し
て
と
も
な
が
ら
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
地
点
を
 
 

求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
「
立
場
一
理
解
は
「
空
の
立
場
」
 
の
性
格
を
確
定
す
る
た
め
に
重
 
 

要
で
あ
る
。
空
の
立
場
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
「
「
空
h
 
 

は
、
空
を
空
な
る
 
「
も
の
」
 
と
し
て
表
象
す
る
と
い
う
立
場
を
も
空
じ
た
 
 

と
こ
ろ
と
し
て
、
初
め
て
空
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
空
が
単
に
、
 
 

有
の
そ
と
に
、
有
と
は
別
な
る
も
の
と
し
て
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
 
 

む
し
ろ
有
と
一
つ
に
、
有
と
自
己
同
一
を
な
す
も
の
と
し
て
、
自
覚
さ
れ
 
 

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
有
即
無
と
か
、
色
即
是
空
と
か
い
わ
れ
る
と
 
 

き
、
先
ず
一
方
に
有
な
る
も
の
、
他
方
に
無
な
る
も
の
を
考
え
て
、
そ
れ
 
 

を
結
び
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
有
即
無
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
 
 

ろ
 
「
即
」
 
に
立
っ
て
、
「
即
」
 
か
ら
有
を
も
有
と
し
て
、
無
を
も
無
と
し
 
 

て
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
 
（
西
谷
啓
治
『
宗
教
と
は
何
か
 
西
谷
啓
 
 

治
著
作
集
第
十
巻
』
創
文
社
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
九
頁
）
。
つ
ま
り
空
 
 

の
立
場
で
は
、
空
自
身
は
自
ら
の
空
性
を
維
持
す
る
一
方
、
あ
ら
ゆ
る
も
 
 

の
が
そ
こ
に
お
い
て
そ
の
全
き
姿
を
現
成
 
（
体
認
r
e
a
〓
z
已
i
O
コ
）
 
す
 
 

る
。
こ
の
こ
と
を
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
は
、
空
の
立
場
が
「
立
場
の
立
場
」
 
で
 
 

あ
り
つ
つ
、
同
時
に
リ
ア
ル
が
そ
れ
自
体
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
接
触
す
 
 

る
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
と
い
う
表
現
で
説
明
し
て
い
る
 
（
二
二
三
頁
）
。
 
 
 

空
の
立
場
の
重
要
性
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
共
通
の
根
底
と
し
て
あ
げ
 
 

ら
れ
る
の
が
、
空
の
立
場
が
西
洋
的
な
二
元
論
的
プ
ロ
セ
ス
と
は
違
っ
た
 
 

仕
方
で
の
自
己
同
一
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
空
の
立
場
以
後
の
西
谷
で
 
 

は
、
こ
の
自
己
同
一
を
現
実
世
界
に
お
い
て
い
か
に
実
現
し
て
ゆ
く
か
を
 
 

課
題
に
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
科
学
批
判
、
宗
教
批
判
、
 
 

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
対
話
と
い
っ
た
実
践
的
事
柄
は
、
西
谷
に
お
い
て
 
 

こ
の
よ
う
な
課
題
性
か
ら
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
 
展
望
と
批
評
 
 
 

次
に
本
書
の
講
評
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
は
、
東
 
 

洋
的
日
本
的
思
想
伝
統
に
普
段
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
欧
米
の
読
者
が
本
 
 

書
の
内
容
を
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
記
述
に
お
い
て
格
別
の
配
慮
を
 
 

払
っ
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
は
新
造
語
や
メ
タ
フ
ァ
ー
、
お
よ
び
西
洋
 
 

哲
学
思
想
内
に
存
す
る
類
例
な
ど
が
縦
横
無
尽
に
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
こ
 
 

の
こ
と
は
逆
に
、
日
本
の
哲
学
思
想
が
海
外
か
ら
見
ら
れ
た
ら
ど
の
よ
う
 
 

に
映
る
の
か
な
ど
、
日
本
人
読
者
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
 
 

る
と
思
わ
れ
る
。
世
界
的
哲
学
の
中
で
西
洋
哲
学
と
日
本
哲
学
と
が
対
等
 
 

に
あ
い
対
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
相
互
映
写
は
ま
す
ま
す
促
進
さ
 
 

れ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
の
一
方
で
本
書
は
三
八
〇
頁
に
わ
た
る
大
著
で
あ
る
が
、
西
田
、
田
 
 

辺
、
西
谷
一
一
▲
者
の
思
想
を
包
括
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
分
量
不
 
 

足
の
感
は
否
め
な
い
。
つ
ま
り
本
文
全
体
か
ら
受
け
る
印
象
と
し
て
、
京
 
 

都
学
派
の
思
想
紹
介
に
関
し
て
も
ハ
イ
ジ
ツ
ク
氏
に
よ
る
批
判
に
関
し
て
 
 

も
、
結
論
の
み
が
唐
突
に
提
示
さ
れ
て
い
る
感
が
残
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
 
 

と
が
場
合
に
よ
っ
て
は
も
と
も
と
抽
象
的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
京
都
学
派
 
 

の
思
想
を
よ
り
抽
象
化
す
る
結
果
を
招
い
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
本
書
を
、
「
完
成
品
一
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
哲
学
 
 

の
世
界
的
哲
学
へ
の
発
信
の
「
手
引
書
一
と
し
て
み
た
場
合
、
本
書
が
有
 
 

す
る
価
値
は
甚
大
と
思
わ
れ
る
。
ハ
イ
ジ
ッ
ク
氏
は
、
世
界
的
哲
学
と
い
 
 

う
よ
り
開
か
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
見
た
場
合
、
京
都
学
派
の
哲
学
は
 
 

そ
こ
に
参
加
で
き
る
権
利
を
西
洋
哲
学
と
ま
っ
た
く
同
様
に
有
し
て
い
る
 
 

と
主
張
す
る
。
本
書
で
は
、
京
都
学
派
の
哲
学
思
想
内
容
に
対
し
て
、
京
 
 

都
学
派
は
西
洋
哲
学
の
 
「
派
生
的
学
派
」
な
の
で
あ
り
、
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
 
 

ゲ
ル
や
ニ
ー
チ
ェ
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
よ
う
に
革
命
的
な
 
 

独
自
性
を
発
揮
し
た
人
物
は
一
人
も
な
い
 
（
二
五
九
頁
）
 
な
ど
と
い
っ
 
 

た
、
辛
口
と
も
と
れ
る
評
価
も
実
は
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
真
意
 
 

は
取
り
違
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
評
価
は
あ
く
ま
で
も
「
西
洋
一
 
 

瞥
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
場
合
で
あ
っ
て
、
世
界
的
哲
学
か
ら
見
ら
 
 

れ
た
場
合
で
は
な
い
。
つ
ま
り
氏
の
真
意
は
、
こ
れ
ら
の
評
価
と
は
全
く
 
 

逆
の
、
西
洋
哲
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
み
か
ら
京
都
学
派
を
評
価
す
れ
 
 

ば
、
そ
れ
は
正
当
な
評
価
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
ハ
イ
ジ
ツ
ク
氏
が
本
書
を
著
し
た
根
本
動
機
も
、
こ
の
よ
う
 
 

な
、
哲
学
は
西
洋
哲
学
と
い
う
狭
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
と
ど
ま
る
の
で
は
 
 

な
く
、
世
界
的
哲
学
へ
と
開
か
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
 
 

に
あ
る
。
日
本
哲
学
は
氏
に
よ
る
こ
う
し
た
ア
ッ
ピ
ー
ル
を
エ
ー
ル
に
 

世
界
的
哲
学
へ
の
志
向
性
を
受
け
継
ぐ
哲
学
を
新
た
に
、
そ
し
て
積
極
的
 
 

に
発
信
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
「
西
田
を
読
む
こ
と
は
、
彼
が
い
か
に
 
 

し
て
そ
の
技
術
的
用
語
を
駆
使
す
る
か
を
習
う
こ
と
よ
り
も
、
遥
か
に
す
 
 

ば
ら
し
く
心
躍
る
こ
と
で
あ
る
」
 
（
一
〇
四
頁
）
。
 
 

※
本
書
評
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ー
テ
ィ
ス
・
リ
グ
ス
ピ
ー
君
 
 

（
ハ
ワ
イ
、
E
a
s
t
．
W
e
s
t
 
C
e
n
t
e
r
）
 
か
ら
献
身
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
 
 

た
。
特
記
し
て
感
謝
の
念
を
あ
ら
わ
し
た
い
。
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○
『
宗
教
研
究
』
編
集
委
員
会
 
 
 

日
 
時
 
二
〇
〇
二
年
三
月
一
六
日
（
土
）
一
四
時
～
一
八
時
三
〇
分
 
 
 

場
 
所
 
学
士
会
本
郷
分
館
 
 
 

出
席
者
 
声
名
定
道
、
安
達
義
弘
、
薄
井
篤
子
、
小
池
淳
一
、
佐
藤
憲
 
 

昭
、
ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
、
関
一
敏
、
竹
村
牧
男
、
藤
原
 
 

聖
子
、
松
村
一
男
 
 
 

議
 
事
 
 

一
、
刊
行
報
告
 
 

二
二
三
〇
号
 
論
文
四
本
、
展
望
二
本
、
書
評
七
本
。
 
 

二
二
三
一
号
 
（
第
六
〇
回
学
術
大
会
紀
要
特
集
）
 
公
開
講
演
二
本
、
研
究
 
 
 

発
表
二
五
七
本
。
 
 

一
、
編
集
方
針
 
 

・
三
三
二
号
 
（
六
月
刊
行
予
定
）
 
以
降
の
投
稿
論
文
に
対
す
る
査
読
者
を
 
 
 

決
定
し
、
書
評
本
お
よ
び
評
者
候
補
を
選
定
し
た
。
 
 

・
来
年
度
の
特
集
号
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
 
 

○
情
報
化
委
員
会
 
 
 

日
 
時
 
二
〇
〇
二
年
三
月
二
八
日
（
木
）
一
二
時
～
四
時
 
 
 

場
 
所
 
国
学
院
大
学
 
常
磐
松
三
号
館
 
神
道
第
一
研
究
室
 
 
 

出
席
者
 
石
井
研
二
、
中
村
生
雄
、
前
田
毅
、
間
瀬
啓
允
（
長
）
 
 
 

会
 
 
報
 
 

議
 
事
 
 

一
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
 
 
 

二
〇
〇
一
年
度
分
の
科
学
研
究
費
補
助
金
に
関
す
る
作
業
の
終
了
を
確
 
 
 

認
し
た
。
入
力
を
完
了
し
た
二
年
度
分
の
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
学
術
 
 
 

大
会
の
際
に
会
員
に
実
費
で
提
供
す
る
こ
と
を
理
事
会
に
対
し
て
提
案
 
 
 

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 
 

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
 
 
 

日
本
語
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
 
『
宗
教
研
究
』
が
ワ
ー
ド
、
号
数
の
二
 
 
 

通
り
の
方
法
で
検
索
す
る
作
業
の
終
了
を
確
認
し
た
。
理
事
会
に
対
し
 
 
 

て
、
英
文
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
た
め
英
文
会
則
の
承
認
を
求
め
る
こ
 
 
 

と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
業
を
進
め
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
 
 
 

の
設
置
の
提
案
を
決
定
し
た
。
 
 

一
、
N
A
C
S
I
S
．
E
L
S
 
（
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
 
 
 

ー
ナ
ル
）
 
に
つ
い
て
 
 
 

現
在
作
成
中
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
電
子
図
書
 
 
 

館
サ
ー
ビ
ス
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
 
 
 

講
習
会
に
参
加
し
た
石
井
委
員
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
た
。
理
事
会
に
対
 
 
 

し
て
説
明
を
行
い
、
『
宗
教
研
究
』
 
の
電
子
図
書
館
上
の
公
開
に
関
し
 
 
 

て
提
言
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 
 

○
－
A
H
R
二
〇
〇
五
年
東
京
大
会
準
備
小
委
員
会
 
 
 

日
 
時
 
二
〇
〇
二
年
四
月
六
日
（
土
）
一
一
時
～
一
二
時
 
 
 

場
 
所
 
大
正
大
学
 
二
号
館
会
議
室
 
 
 

出
席
者
 
阿
部
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
金
井
新
一
こ
 
島
蘭
進
、
月
本
昭
 
 

男
、
宮
家
準
、
池
澤
優
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
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会  報   

議
 
事
 
 

一
、
I
A
H
R
東
京
大
会
に
つ
い
て
 
 
 

準
備
委
貞
会
・
国
際
委
員
会
上
程
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
ま
た
 
 
 

I
A
H
R
東
京
大
会
に
た
い
す
る
会
員
の
動
向
調
査
 
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
 
 
 

に
つ
い
て
原
案
を
も
と
に
検
討
し
た
。
 
 

○
－
A
H
R
二
〇
〇
五
年
東
京
大
会
準
備
委
員
会
・
国
際
委
員
会
 
 
 

日
 
時
 
二
〇
〇
二
年
四
月
六
日
（
土
）
一
二
時
～
一
三
時
 
 
 

場
 
所
 
大
正
大
学
 
二
号
館
会
議
室
 
 
 

出
席
者
 
安
蘇
谷
正
彦
、
阿
部
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
池
澤
優
、
市
川
 
 

裕
、
小
田
淑
子
、
金
井
新
二
、
澤
井
義
次
、
島
薗
進
、
竹
沢
 
 

尚
一
郎
、
田
島
照
久
、
月
本
昭
男
、
鶴
岡
賀
雄
、
中
野
毅
、
 
 

中
牧
弘
允
、
中
村
康
治
郎
、
福
井
文
雅
、
宮
家
準
、
渡
辺
学
 
 
 

議
 
事
 
 

一
、
I
A
H
R
東
京
大
会
の
日
本
学
術
会
議
と
の
共
催
に
伴
う
同
会
議
へ
 
 
 

の
提
出
資
料
に
つ
い
て
 
 
 

二
〇
〇
二
 
（
平
成
一
四
）
年
三
月
一
二
日
付
で
学
術
会
議
情
報
国
際
課
 
 
 

長
か
ら
、
学
術
会
議
と
の
共
催
が
内
定
し
た
と
の
通
知
を
受
け
た
。
こ
 
 
 

れ
に
伴
っ
て
、
政
府
に
二
〇
〇
三
 
（
平
成
一
五
）
 
年
度
予
算
概
算
要
求
 
 
 

関
係
の
資
料
と
し
て
、
①
開
催
に
要
す
る
経
費
、
②
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
の
 
 
 

サ
イ
ズ
、
部
数
、
③
会
場
使
用
計
画
、
④
国
際
会
議
委
員
会
、
運
営
委
 
 
 

員
会
リ
ス
ト
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
①
②
③
に
つ
い
て
は
 
 
 

二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
六
日
に
本
学
会
か
ら
学
術
会
議
に
提
出
し
た
申
 
 
 

請
書
を
も
と
に
、
事
務
局
 
（
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
）
 
で
作
成
す
る
 
 
 

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
④
の
学
術
会
議
関
係
者
で
構
成
す
る
国
際
会
議
 
 
 

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
国
際
会
議
検
討
委
員
会
委
員
 
（
一
名
）
、
宗
教
 
 
 

学
研
連
委
員
（
一
一
名
）
、
哲
学
研
連
委
員
 
（
一
名
）
、
文
化
人
類
字
・
 
 
 

民
俗
学
研
連
委
員
 
（
二
名
）
、
社
会
学
研
連
委
員
（
一
名
）
、
東
洋
学
研
 
 
 

連
要
員
 
（
一
名
）
、
計
一
七
名
を
登
録
す
る
。
ま
た
、
日
本
宗
教
学
会
 
 
 

関
係
者
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
は
、
現
在
の
準
備
委
員
会
委
員
 
（
宗
 
 
 

教
学
研
遵
委
員
を
除
く
）
 
を
も
と
に
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

二
 
I
A
H
R
東
京
大
会
に
た
い
す
る
会
員
の
動
向
調
査
に
つ
い
て
 
 
 

事
務
局
作
成
の
ア
ン
ケ
ー
ト
原
案
に
関
す
る
審
議
結
果
を
ふ
ま
え
た
最
 
 
 

終
案
の
作
成
を
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
に
委
託
し
た
。
 
 

一
、
荒
木
国
際
委
員
長
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
四
日
～
二
二
日
に
 
 
 

か
け
て
の
中
国
宗
教
学
会
関
係
者
と
の
話
し
合
い
の
報
告
が
な
さ
れ
、
 
 
 

こ
れ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
。
 
 

○
常
務
理
事
会
 
 
 

日
 
時
 
二
〇
〇
二
年
四
月
六
日
（
土
）
一
三
時
～
一
四
時
 
 
 

場
 
所
 
大
正
大
学
 
二
号
館
会
議
室
 
 
 

出
席
者
 
洗
建
、
荒
木
美
智
雄
、
金
井
新
二
、
気
多
雅
子
、
島
薗
進
、
 
 

鈴
木
岩
弓
、
田
島
照
久
、
中
村
鷹
泊
郎
、
藤
井
正
雄
、
星
野
 
 

英
紀
、
宮
家
準
 
 
 

議
 
事
 
 

一
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
審
査
委
貝
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
 
 
 

日
本
学
術
会
議
宗
教
学
研
究
連
絡
委
員
会
の
委
嘱
を
受
け
、
第
一
段
審
 
 
 

査
、
第
二
段
審
査
と
も
に
推
薦
す
る
候
補
者
を
決
定
し
た
。
 
 

一
、
二
〇
〇
二
年
度
会
長
選
挙
選
挙
管
理
委
員
長
に
つ
い
て
 
 
 

互
選
に
よ
り
、
洗
建
氏
を
選
出
し
た
。
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一
、
1
A
H
R
東
京
大
人
■
ム
に
つ
い
て
 
 
 

同
H
行
わ
れ
た
準
備
委
い
R
へ
会
・
国
際
委
員
会
の
提
出
資
料
作
成
に
関
す
 
 
 

る
決
議
を
了
承
し
た
。
 
 

○
理
事
会
 
 
 

口
 
時
一
∵
0
〇
二
隼
四
月
六
口
（
土
）
一
四
畔
～
一
六
時
 
 
 

場
 
所
 
大
正
大
学
 
二
‥
勺
舘
会
議
宇
 
 
 

出
席
者
 
洗
建
、
荒
木
美
智
雄
、
池
上
良
止
、
池
澤
優
、
石
井
研
⊥
、
 
 

井
ヒ
順
孝
、
小
田
淑
†
、
加
藤
智
見
、
金
井
新
二
、
気
多
雅
 
 

†
、
佐
藤
憲
昭
、
澤
井
義
次
、
島
南
進
、
嶋
田
義
仁
、
未
本
 
 

文
美
士
、
鈴
木
岩
弓
、
ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
、
竹
沢
尚
一
 
 

郎
、
m
島
照
久
、
棚
次
正
利
、
鶴
岡
賀
雄
、
中
野
毅
、
中
牧
 
 

弘
允
、
中
村
康
治
郎
、
野
村
文
†
、
林
淳
、
藤
井
正
雄
、
星
 
 

野
英
紀
、
細
谷
口
＝
志
、
松
丸
喜
雄
、
松
本
滋
、
宮
家
準
、
宮
 
 

田
元
、
山
中
弘
、
渡
辺
和
†
、
渡
辺
学
、
（
大
正
大
学
）
 
藤
 
 

原
聖
子
、
弓
山
達
也
 
 
 

議
 
事
 
 

一
、
第
六
一
回
学
術
大
会
に
つ
い
て
 
 
 

九
月
一
二
H
（
金
）
～
一
■
九
口
（
臼
）
の
一
二
口
聞
、
大
正
大
学
で
行
わ
れ
る
 
 
 

学
術
大
会
に
つ
い
て
、
同
大
学
教
授
の
星
野
美
紀
常
務
理
事
、
同
大
学
 
 
 

助
教
授
の
弓
山
達
也
氏
、
藤
原
聖
子
氏
よ
り
、
卜
記
の
学
術
大
会
の
口
 
 
 

程
と
三
つ
の
特
別
部
会
 
（
大
学
教
育
と
し
て
の
宗
教
学
、
某
と
戒
名
、
 
 

一
一
世
紀
に
お
け
る
諸
宗
教
の
共
存
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
）
 
 
 

を
設
け
る
こ
と
、
∵
服
部
会
で
近
接
す
る
内
容
の
発
表
が
続
い
た
場
 
 
 

合
、
特
別
部
会
と
は
別
に
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
む
こ
と
を
†
足
し
 
 
 

て
い
る
こ
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
学
術
大
会
の
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
 
 
 

な
ど
の
新
し
い
計
画
が
発
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
学
術
大
会
 
 
 

へ
の
非
会
員
の
参
加
に
つ
い
て
は
開
催
校
の
判
断
に
任
せ
る
こ
と
に
な
 
 
 

っ
。
 
 

口
程
の
概
要
は
以
卜
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

九
月
∵
二
H
（
余
）
 
各
種
委
員
会
、
学
会
賞
選
考
委
買
会
、
開
会
式
、
 
 

公
開
講
演
会
、
理
事
会
 
 

九
日
‥
川
口
（
⊥
）
 
研
究
発
表
・
特
別
部
会
、
評
議
員
会
、
会
員
総
 
 

会
、
懇
親
会
 
 

九
月
‥
五
日
（
U
）
 
研
究
発
表
・
特
別
部
会
、
1
A
H
R
二
〇
〇
五
咋
 
 

東
京
大
会
準
備
委
＝
R
左
石
、
ヨ
不
教
研
究
＝
編
集
委
 
 

員
会
 
 

大
会
参
加
・
研
究
発
表
の
中
込
締
切
は
六
H
七
口
（
金
）
。
 
 

∴
 
二
〇
〇
二
咋
度
H
本
宗
教
学
会
賞
選
考
香
＝
目
に
つ
い
て
 
 

継
続
の
大
村
英
昭
、
加
藤
智
見
、
桜
井
治
男
の
一
二
氏
に
加
え
て
、
新
た
 
 
 

に
池
ヒ
良
止
、
ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
、
中
野
毅
、
渡
辺
和
†
の
四
民
 
 

が
選
任
さ
れ
た
。
 
 

新
人
会
員
に
つ
い
て
 
 

別
記
一
二
〇
人
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。
 
 

1
A
H
R
二
〇
C
五
年
東
京
大
会
に
つ
い
て
 
 

宮
家
会
長
よ
り
日
本
学
術
会
議
と
の
共
催
が
内
定
し
た
旨
の
報
告
が
あ
 
 

り
、
同
日
行
わ
れ
た
準
備
委
員
会
・
国
際
委
員
会
に
お
け
る
口
本
学
術
 
 

会
議
へ
の
捉
出
資
料
作
成
お
よ
び
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
 
 

決
議
を
承
認
し
た
。
な
お
、
学
術
会
議
と
の
共
催
に
な
っ
た
の
で
、
他
 
 

学
会
の
会
員
の
発
表
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

0
ハ
U
 
 

0
 
 
 

2
 
 
 

日
入
じ
 
訓
 
 
 



会  報  

一
、
庶
務
委
員
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
 
 
 

庶
務
委
員
会
作
成
の
 
「
学
会
活
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
一
の
原
案
 
 
 

を
承
認
し
た
。
 
 

一
、
情
報
化
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て
 
 
 

石
井
情
報
化
委
員
よ
り
、
『
宗
教
研
究
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
二
〇
〇
一
 
 

年
度
分
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
作
業
が
終
了
し
た
こ
と
 
（
二
〇
〇
〇
 
 

年
度
分
と
あ
わ
せ
て
全
体
の
半
分
に
相
当
）
、
日
本
語
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
 
 

ジ
上
で
 
『
宗
教
研
究
』
が
ワ
ー
ド
、
号
数
の
二
通
り
の
方
法
で
検
索
可
 
 

能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
 
 

提
言
さ
れ
た
①
『
宗
教
研
究
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
販
売
（
入
力
を
完
了
 
 
 

し
た
二
年
度
分
の
デ
ー
タ
を
学
術
大
会
の
際
に
実
費
で
販
売
す
る
）
、
 
 

②
英
文
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
英
文
の
会
則
、
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
 
 

の
作
業
を
進
め
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
、
④
国
立
情
 
 

報
学
研
究
所
の
電
子
図
書
館
を
利
用
し
て
の
 
『
宗
教
研
究
』
 
の
公
開
に
 
 

向
け
て
折
衝
を
開
始
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
な
お
、
①
の
販
売
方
 
 

法
、
④
の
著
作
権
の
問
題
と
公
開
号
数
に
つ
い
て
は
次
回
の
理
事
会
ま
 
 
 

で
に
情
報
化
委
員
会
で
検
討
し
、
あ
ら
た
め
て
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
 
 
 

た
。
 
 

一
、
日
本
学
術
会
議
宗
教
学
研
究
連
絡
委
貞
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
 
 

下
記
の
日
程
で
行
う
こ
と
が
宮
家
会
長
よ
り
予
告
さ
れ
た
。
 
 
 

日
 
時
 
二
〇
〇
二
年
六
月
二
四
日
（
月
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
七
時
 
 
 

場
 
所
 
日
本
学
術
会
議
 
講
堂
 
 
 

テ
ー
マ
 
「
い
の
ち
と
宗
教
一
 
 
 

発
題
 
 

「
か
け
が
え
の
な
い
 
〝
い
の
ち
″
 
 

○
庶
務
委
員
会
 
 
 

日
 
時
 
二
〇
〇
二
年
四
月
六
日
（
土
）
一
六
時
～
一
八
時
 
 
 

場
 
所
 
大
正
大
学
 
二
号
館
会
議
室
 
 
 

出
席
者
 
宮
家
準
会
長
、
金
井
新
二
（
長
）
、
鈴
木
岩
弓
、
田
島
照
久
、
 
 

棚
次
正
和
 
 
 

議
 
事
 
 

一
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
 
 
 

項
目
内
容
、
送
付
・
回
収
方
法
、
回
収
後
の
整
理
作
業
の
分
担
を
決
め
 
 
 

た
。
 
 
 

項
目
内
容
に
つ
い
て
、
①
学
術
大
会
に
つ
い
て
は
発
表
時
間
を
従
来
通
 
 
 

り
一
五
分
の
も
の
と
三
〇
～
四
〇
分
位
の
も
の
と
二
種
類
に
す
る
こ
 
 
 

と
。
公
開
講
演
に
つ
い
て
。
②
学
会
組
織
に
つ
い
て
は
評
議
員
会
の
あ
 
 
 

り
方
。
総
会
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
評
議
員
会
、
理
事
会
と
ボ
ト
ム
・
ア
 
 
 

ッ
プ
に
す
る
可
能
性
。
③
年
会
費
に
つ
い
て
は
学
生
会
費
の
検
討
。
学
 
 
 

会
財
務
の
見
直
し
。
④
言
不
教
研
究
』
 
に
つ
い
て
は
著
作
権
の
あ
り
方
 
 

ー
 
科
学
の
立
場
と
宗
教
の
立
場
 
一
 
 

村
上
陽
一
郎
 
（
国
際
基
督
教
大
学
教
授
）
 
 
 

「
生
命
観
の
多
様
性
と
宗
教
的
表
象
一
 
 

波
平
恵
美
子
 
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）
 
 

コ
メ
ン
ト
 
 

神
道
か
ら
 
 

仏
教
か
ら
 
 

キ
リ
ス
ト
教
か
ら
 
 

道
教
か
ら
 
 

安
蘇
谷
正
彦
 
 

藤
井
 
正
雄
 
 

出
村
 
 
彰
 
 

増
尾
伸
一
郎
 
 （

園
学
院
大
学
教
授
）
 
 

（
大
正
大
学
教
授
）
 
 

（
東
北
学
院
大
学
教
授
）
 
 

（
東
京
成
徳
大
学
助
教
授
）
 
 

9
 
 

0
 
 2
 
 

9
 
 

0
 
 

り
ー
 
 
 



氏
家
 
法
雄
 
立
教
大
学
大
学
院
 
〒
一
六
四
0
〇
一
一
中
野
区
中
 
 

央
二
二
三
四
 
グ
レ
ー
ス
Y
一
〇
山
 
 

大
川
 
玲
子
 
東
京
大
学
大
学
院
 
〒
五
五
九
－
0
0
〇
五
 
大
阪
市
住
 
 

之
江
区
西
住
之
江
一
三
二
－
二
一
七
 
 

大
澤
千
恵
子
 
東
京
大
学
大
学
院
 
〒
一
六
六
－
0
〇
一
二
 
杉
並
区
和
 
 

田
一
－
一
六
－
七
 
 

○
新
入
会
員
 
 

浅
川
 
泰
宏
 
 

浅
倉
祐
一
朗
 
 

阿
部
 
利
洋
 
 

阿
部
 
要
一
 
 

李
 
 
勝
鉱
 
 

宇
治
 
和
貴
 
 

を
再
検
討
し
て
会
誌
に
明
記
し
て
お
く
こ
と
。
⑤
会
員
相
互
の
学
術
交
 
 

流
に
つ
い
て
は
研
究
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
学
会
と
し
て
科
研
費
を
 
 

多
く
申
請
し
て
様
々
な
テ
ー
マ
で
の
共
同
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
 
 

が
質
問
事
項
と
し
て
挙
が
っ
た
。
 
 

（
四
月
六
日
承
認
分
）
 
 

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
 
〒
一
四
五
0
〇
六
六
 
大
田
 
 

区
南
雪
谷
一
－
八
八
 
メ
ゾ
ン
・
ド
・
南
雪
谷
二
〇
一
 
 

（
財
）
三
鷹
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
学
芸
主
査
 
〒
一
五
三
 
 

－
0
〇
五
一
 
日
黒
区
上
目
黒
四
一
九
1
二
 
 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
 
〒
六
〇
六
－
八
三
五
二
 
 

束
都
市
左
京
区
東
大
路
二
条
下
ル
 
妙
釈
院
 
 

〒
一
八
一
0
〇
一
三
 
三
鷹
市
下
連
雀
七
三
－
一
－
 
 

八
〇
五
 
 

東
京
大
学
大
学
院
 
〒
二
六
〇
－
〇
八
四
一
千
葉
市
中
 
 

央
区
白
旗
三
－
一
六
四
 
 

龍
谷
大
学
大
学
院
 
〒
六
〇
〇
－
八
一
四
九
 
京
都
市
下
 
 

京
区
不
明
門
通
七
条
上
ル
粉
川
町
二
二
七
 
ハ
ー
ト
ラ
ン
 
 

ド
二
二
七
二
〇
七
 
 

岡
村
真
由
美
 
日
本
女
子
大
学
大
学
院
 
〒
一
五
七
0
〇
六
五
 
世
田
 
 

谷
区
上
祖
師
谷
四
二
－
二
四
一
八
 
 

久
間
 
奏
賢
 
三
重
大
学
講
師
 
〒
五
一
四
0
〇
四
三
 
津
市
南
新
町
 
 

一
二
1
一
四
－
三
〇
四
 
 

榊
 
 
和
良
 
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
 
〒
〇
六
三
－
 
 

0
〇
六
二
 
札
幌
市
西
区
西
町
南
五
三
一
五
九
〇
 
 

二
 
 

坂
輪
 
宣
政
 
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
研
究
生
 
〒
一
〇
八
－
0
〇
 
 

七
一
 
港
区
白
金
台
三
一
七
－
五
 
 

塩
月
 
亮
子
 
日
本
橋
学
館
大
学
専
任
講
師
 
〒
一
二
〇
－
0
〇
三
一
 
 

足
立
区
千
住
大
川
町
六
一
一
一
〇
四
 
 

吹
田
 
 
浩
 
関
西
大
学
教
授
 
〒
五
六
四
－
0
〇
六
二
 
吹
田
市
垂
水
 
 

町
一
四
五
五
 
 

鈴
木
 
 
覚
 
筑
波
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師
 
〒
二
一
 
 

四
－
0
〇
一
三
 
川
崎
市
多
摩
区
登
戸
新
町
一
一
四
 
ラ
 
 

フ
ォ
ー
レ
マ
ド
カ
一
〇
一
 
 

鈴
木
 
 
順
 
東
京
大
学
大
学
院
 
 

関
根
 
小
職
 
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
 
〒
二
二
四
－
0
〇
三
七
 
 

横
浜
市
都
筑
区
茅
ヶ
崎
南
四
－
一
二
七
－
一
二
〇
三
 
 

武
井
 
順
介
 
立
正
大
学
大
学
院
 
〒
一
六
四
－
0
〇
一
四
 
中
野
区
南
 
 

台
一
六
三
－
三
〇
一
 
 

竹
村
 
初
美
 
東
京
大
学
大
学
院
 
〒
二
五
三
－
0
〇
二
一
茅
ヶ
崎
市
 
 

浜
竹
二
－
三
一
〇
 
 

西
田
み
ど
り
 
大
正
大
学
大
学
院
 
〒
三
五
〇
一
二
五
五
 
日
高
市
武
 
 

蔵
台
三
一
九
－
三
 
 

0
 
 

1
 
 2
 
 

〓
 
 

1
 
 
 

2
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会  報  

行
友
 
静
真
 
龍
谷
大
学
大
学
院
 
〒
六
〇
〇
 
 

京
区
西
七
条
北
衣
田
町
五
〇
－
一
 
 

三
 
 

西
脇
 
 
純
 
南
山
大
学
講
師
 
〒
四
六
六
1
〇
八
二
三
 
名
古
屋
市
昭
 
 

和
区
八
雲
町
七
〇
 
神
言
神
学
院
 
 

福
光
 
瑞
江
 
〒
七
〇
一
－
四
二
一
二
 
岡
山
県
邑
久
郡
邑
久
町
尻
海
四
 
 

三
八
二
四
四
 
 

囲
井
 
 
力
 
東
洋
大
学
大
学
院
 
〒
一
五
六
－
0
〇
五
七
 
世
田
谷
区
 
 

上
北
沢
一
四
〇
－
一
四
－
二
〇
五
 
 

宮
崎
 
豊
人
 
関
西
外
国
語
大
学
大
学
院
 
〒
五
五
三
－
0
0
〇
一
大
 
 

阪
市
福
島
区
海
老
江
四
八
一
二
 
 

村
上
 
辰
雄
 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
大
学
院
 
〒
 
 

六
三
二
0
〇
一
七
 
天
理
市
田
部
町
五
五
四
 
 

村
松
 
 
晋
 
〒
三
七
四
0
〇
二
五
 
館
林
市
緑
町
二
－
一
－
三
六
 
 

森
 
 
弘
子
 
西
南
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
 
〒
八
一
八
〇
一
一
九
 
 

太
宰
府
市
連
歌
屋
二
1
二
一
二
二
 
 

柳
澤
 
田
実
 
東
京
大
学
大
学
院
 
〒
一
〇
二
0
〇
七
一
千
代
田
区
 
 

富
士
見
二
－
一
四
三
九
〇
六
 
 

八
八
八
三
 
京
都
市
下
 
 
 

サ
ン
ウ
ェ
ス
ト
二
〇
 
 

○
訂
正
 
 

三
二
八
号
掲
載
の
書
評
M
i
t
c
h
i
k
O
－
s
H
－
G
A
M
こ
A
G
O
r
N
－
T
N
E
R
－
5
乳
ミ
 
 

ヨ
貞
鳶
乳
ご
警
告
諷
完
空
こ
霹
§
遥
h
ぶ
顎
 
に
関
し
て
、
評
者
の
ヤ
ン
・
ヴ
 
 

ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
氏
よ
り
以
下
の
一
文
を
削
除
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
 
 

り
ま
し
た
。
 
 

一
八
五
頁
 
下
段
九
行
目
 
 
 

（
六
四
頁
で
は
「
た
か
お
さ
ん
」
と
も
善
か
れ
て
い
る
）
 
 

・
日
本
宗
教
学
会
評
議
員
、
元
立
命
館
大
学
教
授
、
松
前
健
先
生
は
二
〇
 
 

〇
二
年
三
月
二
四
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
九
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
 
 
 

で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

・
日
本
宗
教
学
会
名
誉
会
員
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
平
川
彰
先
生
は
二
 
 

〇
〇
二
年
三
月
三
一
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
七
歳
。
こ
こ
に
謹
 
 

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

・
日
本
宗
教
学
会
名
誉
会
員
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
武
内
義
範
先
生
は
 
 
 

二
〇
〇
二
年
四
月
一
二
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
九
歳
。
こ
こ
に
 
 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

会
員
訃
報
 
 

1
 
 

1
 
 2
 
 
 

Kenta
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三
三
一
号
 
（
第
六
〇
回
学
術
大
会
紀
要
特
集
）
 
掲
載
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
に
 
 

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 
 

・
欧
文
目
次
‥
1
1
貢
 
下
か
ら
四
行
目
（
E
i
n
挿
入
）
 
 
 

誤
 
 
 

N
A
K
A
H
A
R
A
↓
a
k
a
s
h
i
J
s
t
R
e
】
i
g
i
O
n
S
p
h
i
】
O
S
O
p
h
i
e
m
厨
－
i
c
h
～
 
 

G
e
d
a
n
k
e
 
旨
e
r
 
d
a
s
 
く
e
r
h
巴
t
n
i
s
言
n
 
H
e
i
d
e
g
g
e
r
 
亡
n
d
 
 

E
c
k
h
a
r
t
 
 
 

正
 
 
 

N
A
K
A
H
A
R
A
T
a
k
a
s
h
i
J
s
t
R
e
】
i
g
i
O
コ
S
p
h
ェ
O
S
O
p
h
i
e
m
霹
－
i
c
h
～
 
 

E
i
n
G
e
d
a
n
k
e
仁
J
e
r
d
a
s
く
e
r
h
巴
t
コ
i
s
言
n
H
e
i
d
e
g
g
e
r
u
コ
d
 
 

E
c
k
F
a
r
t
 
 

・
欧
文
目
次
…
目
貫
 
八
行
目
（
〉
S
i
n
d
－
挿
入
）
 
 
 

誤
 
 
 

K
I
M
U
R
A
T
O
S
h
i
h
i
k
O
〉
U
b
e
r
d
a
s
P
r
O
b
－
e
m
d
a
玩
酔
眉
象
菖
u
n
d
 
 

＞
司
⊇
恥
～
S
d
a
s
s
e
－
b
e
b
e
i
 
R
u
d
O
】
f
O
t
t
O
 
 
 

正
 
 
 

K
I
M
U
R
A
T
O
S
h
i
h
i
k
O
〉
C
b
e
r
d
a
s
P
r
O
b
－
e
m
ゝ
a
口
許
薫
急
ぎ
u
n
d
 
 

＞
ざ
昆
鳶
誌
d
a
s
s
e
－
b
e
s
i
n
d
】
b
e
i
 
R
u
d
O
】
f
O
t
t
O
 
 

■
欧
文
目
次
…
1
1
1
頁
 
二
一
行
目
 
（
d
e
s
削
除
）
 
 
 

誤
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Wedding Rites and Sahala Belief 
among the Toba Batak Immigrants in Medan 

KIMURA Toshiaki 

In this paper I examine changes in the wedding ceremony among the Toba 
Batak immigrants in Medan, especially with regard to their Sahala belief. 
Sahala is the power believed possessed by "wife giver" groups, and have 
good or bad influences on their "wife receiver" groups. In every Toba 
Batak's rites of passage, the "wife giver" groups are invited and bless 
their "wife receivers" with Ulos, a kind of traditional woven material. 
This Ulos gift plays an important role in wedding rites. According to 
Toba Batak customary law, only six Uloses need to be given in a wedding 
rite, but nowadays the number of Ulos reaches more than one hundred in 
Medan. 

In this paper I try to understand this increase in Ulos gift-giving from 
the viewpoint of van der Leeuw's concept of the conflict between Gestalt 
(Form) and religious experience. 



Essai sur la morale laique et la religion 
sous la troisieme REpublique en France 

Parcours de la reforme de l'enseignement 
dans les annees 1880 et ses influences 

TEDO Kiyonobu 

La morale laique et la religion se distinguent en droit. Cette id&e nous 
conditionne encore a~~jourd'hui. Alors, en fait, il faut aussi tenir compte 
de cette intention de &paration, et nous trouvons quelques plans religieux 
de la laxcite. Religion civile ; cette conception de Rousseau, d6velopp6e 
par Bellah, peut indiquer la religiosite de la lai'citE. Antagonisme ; assez 
paradoxalement, on a tenu l'anti-clQicalisme republicain pour une sorte 
de religion. Continuit6 ; pour concilier des conflits de a deux France >>, des 
compromis sont adopt& dont l'un est d'inscrire a devoirs envers Dieu > 

dans le programme de l'enseignement. 
Au travers des discours de Jules Ferry, de la mentalit6 des instituteurs, 

nous d6couvrons la rEalit6 de la morale laxque 5 cette Epoque-15. 
D'ailleurs, c'Etait une Epoque oil la conception de la religion etait limit6e 
petit 5 petit politiquement, mais on peut dire que certains chercheurs 
tentent de la d6finir 2 nouveau, relativement largement. La laycite n'est 
pas seulement une rEduction sociale de la religion, mais aussi elle instaure 
un nouveau rapport des hommes vers la religion ; dans ce systgme, chacun 
pourrait &re obligE de chercher son propre chemin. 



Sugiyama Tatsuko and Her Successors 

KAWAKAMI Mitsuyo 

Japan is quickly becoming a society with a large proportion of elderly 
citizens, which presents new challenges in the area of social welfare. 
Shotoku Taishi, a follower of the Lotus Sutra, was a pioneer of social 
work in Japan, and the earliest welfare facilities in Japan were established 
at Tenno-ji under his inspiration. This is an example of the spirit of the 
Lotus Sutra and how it contributes to the spirit of social welfare. 

In Aichi Prefecture there was a follower of the Lotus Sutra who acted 
on her sense of duty as an upholder of the Lotus Sutra by working to help 
the poor and other disadvantaged people. Sugiyama Tatsuko, sometimes 
called "the female Nichiren" and "the founder of volunteer work," estab- 
lished the Bukkyij Kanka Kynsaikai (Buddhist Association for Reform 
and Charity) in Nagoya in 1909 to help the poor, orphans, and leprosy 
patients, based on the spirit of the Lotus Sutra. 

After the end of the war (1945) this organization split into five parts, but 
still serves as part of only a few private social welfare institutions in 
Japan. This group also runs schools to educate social workers, and has 
begun a mission in India in an attempt to reintroduce Mah3yana Bud- 
dhism. This article is based on a survey I began as a result of interest in 
this organization's activities and ideals. First I will introduce the life of 
Tatsctko and the history of her organization, and then trace how the 
various branches of this group have developed and survived, and how they 
have developed Tatsuko's teachings. 



Change and Persistence of Miyaza in Modern Times 

A Case Study of Miyaza uinka) of Kamo Shrine in Fukuoka Prefecture 

YAMAGUCHI Nobue 

Miyaza (an organization for worshipping at a shrine) has been a major 
subject in studies of Japanese rural society. However, most of those 
works deal with miyaza in the premodern period. The purpose of this 
article is to make clear the change of its structure and function in modern 
times, from the Meiji era to the postwar years, by examining the case of 
miyaza of Kamo shrine in the town of Ukiha, Fukuoka prefecture. 

Miyaza of Kamo shrine, originally called jinka, consisted of dominant 
families in Yamakita village, and its membership was restricted to a small 
number. Thus jinka was a group of village leaders as well as a worship- 
ping group. There were instances, however, of political or economical 
conflict among them. In 1878 two major members sued the village 
headman, wlio was also a member of jinka, claiming common ownership. 
Each time these conflicts occurred, there was a possibility of seriously 
damaging the unity of the village. What calmed or helped to avoid these 
bad situatioiis were a network of kinship within the village, conflict with 
other villages, and ceremonies of jinka. In order to oppose the other 
village, for example in the case of an irrigation dispute, villagers (espe- 
cially the jinka members as village leader), had to periodically restore 
social unity. 

On the other hand, the organization of jinka itself was subjected to great 
changes since the Restoration. The jinka was merged into new larger 
miyaza in 1875. The former members of jinka still hold ashram, or uchiza, 
and every year the ceremony of uchiza was held at the house of a priest. 
However, this ceremony was finally abolished in 1929, and the formal 
organization of former jinka members disappeared. Despite all these 
changes, the families who once formed jinka are still the core members of 
the village today. They took over the function of jinka, and still play a 
role as village leader in charge of maintaining the unity and autonomy of 
the village. 




